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【日記翻刻】 

奥田八二日記（1985・87 年） 
 
 
翻刻 香川 忠雄（1985 年） 

城島 泰伸（1987 年） 
校訂 藤岡健太郎 
 
 
凡 例 
 

1. 1987 年日記の原文は縦書きであるが、横書きに直した。 
2. 漢字の旧字体および異体字は固有名詞や漢詩の引用等を除き、常用漢字体または印刷標

準字体に直した。また原文に「圣」と記されたものはすべて「経」とした。 
3. 明らかな誤字・脱字については適宜修正した。疑問のあるものについては「ママ」を付

した。判読できなかったものは「 □
（不明）

」とした。 
4. 踊り字のうち「くの字点」は文字に直して表記した。 
5. 原文の振り仮名はそのままとした。 
6. 原文では句点と読点が明確に判別できない書き方がなされているため、本翻刻において

は文脈等から適宜句点・読点を判断した。 
7. 〔 〕で記されたものは原文の記述である。 
8. 日記本文記入欄以外に記入されたものは【欄外記入】とし、各日の末尾に掲載した。各

巻末等に記載された記事については【「○○欄」への記載】とした。 
9. 原文中に差別用語等がみられるが、歴史資料としての意義に鑑み、すべて原文のとおり

とした。 
10. 日記に貼付または挟み込まれている新聞記事等については、その記事名・掲載紙の情報

等を【 】で記し、文面については掲載しないこととした。 
11. 翻刻は原則として日記全文を対象としたが、研究会の判断により省略した部分がある。 
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1985 年 
 
新年にあたって 
年頭にあたっては、一年の計は元旦にありとの言葉どおり、その年頭所感中でも計画や決

意をのべるのがほんとうであろう。しかし、なぜに、年頭云々のなのか、なぜ人々は年頭

の諸言動をするのかということを考えてみるのも意味があるのではないだろうか。もし、

年のあらためがなかったら、平素の惰性をどこかで反省する機会が失われるのではなかろ

うか。毎月 1 回とか半年に一度とかいうのも妙である。結果論ではあるが、年に一度四季

めぐる同じ時に区切るのはよい思いつきであろうと思う。世界の他の諸国の慣行は知らな

い。が、それぞれに何らかの慣行ができて年に一度ふりかえってみる慣行ができているに

違いない。日本に旧暦であれ新暦であれ、新年の区切りが祝日とされる慣行ができている

ことを、大変よいことと思う。その対応の程は各自違おうが、この時ほど各自が利害、思

想、年齢、性、立場、位置等々の差を縮めて言動する時、チャンスはないと思う。謹賀新

年、あけましておめでとう、等々交わす言葉もこの時ほど共通性の多い機会はない。東京

など大都会に集中している人が一せいに故郷に散っていく。こんなのは年頭だけである。

着る物もだが、とりわけ食べるものは各自極めて近似的なものとなる。誰が言い出し考え

出しというのではないのに、年頭はこのように人々が差をなくして無限に近似的になる唯

一の機会となった。この慣行はどの社会的な力よりも強力に人々の言動を支配する。とこ

ろでこの新年、正月を「おめでとう」という言葉で相互に表現する。「喪中につき」という

ことわりのはがき書かないと、喪中の人はみんなの仲間入りをできない。逆にそう書くこ

とによって年賀の仲間入りをするのである。これを例外とすると、すべての人は年頭を祝

日として表現する。始めだからめでたいという以外に説明のつけようがない。旧年中に処

理すべき課題、金銭問題であり、積年の汚れであれ、すっかりきれいに処理して、改めて

スタートしなおすということ、そのことがめでたいという以外にめでたさはない。昔流に、

新年に一つ年をとるという観点に立つと、冥土の旅への一里塚であったり、めでたさも中

ぐらいということになってしまうほかはない。正月は子供の時代は文句なくうれしい。お

年玉がもらえるとか、遊んでも文句はいわれないとか、珍しい物を買ってもらいごちそう

を食べる、学校が休みになるとかの理由が加わるからであろう。が年を重ねるにつれ、め

でたい正月も、特別に改まった感想もなく、或る面では面倒ですらある。改まった決意や

感激がなくなる。それでも「おめでとう」を連発しながら初対面していくのである。 
 

1 月 1 日（火） 
山なす賀状を前にして 
精神的に不安定はない。隣の原田さんが今日亡くなったというので、同年たる私がいつそ
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ういう日を迎えるかという不安がないではないが、本来的に、自分には、そういうことが

あると思わないのが人間だろう。机辺が全く旧のままで正月を迎えてしまった。ままよと

いう気で、郵便受け一ぱいに賀状が来た。毎年賀状の整理に正月の時間をとられるのだが、

今年は又格別で、どう整理したらいいかわからない。知らない個人名儀
ﾏ ﾏ

のものがとりわけ

気になる。企業、外郭団体なども多いが対応の仕様はあとで考えるほかない。役所、議員

などはもう秘書室で対応してくれているはずだから、心配しなくていいだろう。個人名儀
ﾏ ﾏ

の

ものはあとで県民の会に処理をお願いするしかないのではないか。私の住所録はもう 30 年

ほど使っているのではないか。汚く、ボロボロになっている。アドレス変更など次々とや

っていると耐えられなくなる。もうそろそろ限界がきているので、次の対策を考えるしか

ない。賀状―こちらが出してない場合、あいさつされて黙っていていいのか、これが良

心を痛める点である。賀状の交換―これは無用とは思わない。だったら、その整理はど

うしても年に一度は通らねばならぬ苦痛の門だ。 
 
1 月 2 日（水） 
甘木線廃止問題に直面して（1） 
秘書室から来客応接手伝いと称して古沢、松尾が来宅。また年末には三光園からおせち料

理 2 重ねが届けられた。私は何もしないでいいといっていたのに、もしかしたらというこ

とで秘書室は交代で手伝いに来ることにしたという。元日は誰もこないだろうから 2 日と 3
日と計算したという。はたして今日は多少の来訪者があった。しかし協会系大坪、衣笠、

嶋津らである。明午後甘木から甘木線問題で来訪者ありという点につき、社会党の政審側

でも早速対応を考えてもらわねばならぬということになって、白石、長谷川両県議に大坪、

嶋津で連絡してくれた。それはいいとして、社会党も、この重要問題に、ローカル線廃止

問題全体に、どう対応するかにつき、廃止反対ということ以外に何の方針も出してないの

だから、困ったものだ。知事は重要事項の決意には社会党の政審によく相談してくれとい

う筋はあるものの、この両者は次元を異にする場合が少くない。ローカル線廃止は交通弱

者の足を奪うものだという基本線だけを確認して運動の戦略を決めたとしても、廃止とい

う現実がどんどん進んでいるのに、原則だけを繰返し主張しても知事の対応にはならない

のである。 
 
1 月 3 日（木） 
甘木線廃止問題に直面して（2） 
約束どおり午後 3 時にあらわれた 13人の陳情者には秘書の者が知らない形にしておきたか

ったのだが、今日は特別に秘書室から多く来ていた時で、事はオープンになってしまった。

佐々木君ら秘書関係は私の甘木線対応を心配しているので、明日以降どう反応がでるかが

問題だ。現実に直面してみないと何ともいえないが、半ば不安がつきまとう。陳情に来た
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甘木の要人たちは、私の気持はよく理解してくれたと思う。私は否と応との綱引きですよ

といっておいた。政治で決定要因の力だけが今後の問題である。このことをいっておいた

ので陳情に来た人達はよくわかってくれたろう。塚本市長はカケだからやってみないとわ

からないので知事が応援してくれれば勝てるといっている。私が応援できる雰囲気を作っ

てほしいのだ。正直なところ甘木線を残すには資金、冒険、他線との調整の問題がつきま

とうが、成功したら面白いことこの上なしだ。ローカル線問題で無策では通らない。一本

や二本は残さないでは笑い物になる。だからこういう冒険は価値あるものなのだ。 
 
1 月 4 日（金） 
年頭記者会見 
年頭記者会見は知事所見表明ということで注目される。職員への知事訓示も同じ。どちら

も準備はしていたので、まあ好評の部類だったと思う。記者たちは思いのほか次期知事選

を意識している。私をとりまく者敵味方をとわずみんながそうなのかも知れない。こっち

がまじめに選挙を意識せずに、まともに問題提起や対応姿勢をのべても、選挙用と受け取

る者が多いわけだ。自分の意識は、これまで奥田県政はわかりにくいという声が高かった

ので、今年こそわかり易いものにするため全力投球するというと、奥田カラーを出して押

してきて選挙にそなえる構えと解釈する。記者も敵味方両方ともそう解釈する。記者は具

体的に奥田カラーとは何なのか言ってほしいというが、昨年初すでにいい始め今日も強調

している、〝県民総立ち〟だという外はないと説明している。題目は高度技術、国際化、

情報化、高齢化を柱とするが、そして目標は県勢の振興におくがこうした課題ハードルを

乗りこえる仕方が自立自助を基本として行政がこれに調和するという意味での〝県民総立

ち〟であるということである。昨年は三悪追放（ガン、交通事故、少年非行）にしぼって

それを唱えてきたが今年は 21 世紀にらみでハイテク化、高度化などにつき試行していくと

いうことだ。 
 
1 月 5 日（土） 
ひとりになりたいと思うとき（つつきまわされて仏のようになるのもいいが、やはり現実

の身） 
かくて今日も一日暮れにけりといいたい。土曜というのに夜の 7 時半まであれこれの集り

に出席して似たような祝辞をのべ人々に頭を下げ名刺を交わし、旧年中は、今年もとの言

葉をくりかえす。ある意味では機械のごとく、個性のない激務。あいさつが長すぎたとか

言葉づかいが不適当とか、ある人にはあいさつが欠けて知らぬふりをしてしまったとか、

時間がないので急いでくれとか、秘書が傍らで一々注文をつける。秘書だけではない、女

房もああだこうだと注文が多い。これらが全くなくても大過ないはずだのに、一々注文が

つく。県議会での野党攻勢と遜色のない状況である。このようにみんなからなぜこつきま
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わされねばならないのか、と思うと、いくら忍耐が肝腎といっても内心は正直いってむか

むかすること甚だしい。とくに自分で少し話が長すぎたかなというふうに、あれこれ反省

している所をつつきまわされると、とくにそうである。気付かない点を指摘されると忠言

として承るのにやぶさかではないのに、これはいけないと思っていてついそうなることが

あるのに、わざわざ注意されると腹の虫がおさまらない。仕事が一ぱいあって片付けてい

るのに早く風呂に入れと何回も催促される場合も同じ。一人になりたい。 
 
1 月 6 日（日） 
県子連の第 1 回カルタ会 
県下の小学校の 3～6年生の子供たちを対象に県子連の主催で初のいろはカルタ取り大会が

社教総合センターで開催され、上位 3 チームに楯が知事賞、教育委員会賞、県子連賞とし

て、3 校に贈られた。私の発想を予算の裏付なしに県子連が早速にも実行に移してくれたも

ので、その態度の立派さには感服した。私はこれを一つの試行例としてではあるが、高齢

者の生きがい対策と結びつけて県下に広く普及させたいと思っている。マスコミが協力し

てくれればもっといい。同様の筋を、他の事例によって試み、どんどん地域にモデルを作

っていってくれればとも思う。カルタ会だけではないのだ。子供の健全育成が学校の教師

だけの責任であるかのように論ずる自民党県議の主張が、学校、地域、家庭の 3 分野の一

体化によって、誤りであることが実証されることが待たれる。今は、地域がその責任にお

いて高齢者対策なり青少年健全育成の具体的対策にとり組むための組織論の提起、成熟が

待たれる。この分野での理論の成熟は、実践例の集積と相携えて進展する以外にはないで

あろう。その意味で今日のカルタ会が、巨大な前進のための第一歩であることを切望する。 
 
1 月 7 日（月） 
知事補佐の役からの逸脱は困る。 
樺島君が政策上のことを知事に提言してくれるのはよいが、時に保守陣営の考え方をその

まま強引に押しつけがましく出してくる。今日県行革について、人員整理はするてもあり

しないてもありうる結果論だと私がいうのに対し、県行革の目的にまで高める必要性を彼

は強調する。以前に企業誘致に関しても似たようなことがあった。自民党の言い分とそり

を合わそうとの意図がある。県政運営の円満を目ざす限りそりを合わすことも一手段では

あるが、何もそれをこちらからいう必要はない。自民党側は奥田とその支持母体とを衝突

させることを狙いとして、行革の目的に人員削減を入れることにより、衝突させる一つの

方途を得ようとしているのだが、樺島がこれをあえて私に進言するのはおかしい。知事の

「県独自の行革」を、自民は国の方針に沿った行革にせよともいい、人員削減なき行革は

ないともいって批判している。そうなると「県独自」ということをどう考えるのか、自治

とは何かがわからなくなる。県は国の行革は否定も拒否もしない、がその外で「県独自」
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といっているのである。樺島のいうようになると、それはなくなる。これでは知事の補佐

という役割を逸脱しているのではないかと思う。 
 
1 月 8 日（火） 
北九地評の苦悩 
北九地評の新春旗開きに行った。今年はすぐに市議選があるためか集りがもう一つ少なか

った。横佐古体制から永野体制に北九地評は改められた直後でもあった。旗開き前の時間

を利用して新執行部との懇談会を約一時間もったのだが、北九は今全体的に失業問題の重

圧が各民間企業にのしかかっているが、とりわけ国労では何千人という労働者が減員の危

機に直面し、反対闘争の士気を失っているのが実態である。他面労働運動のあり方にも問

題がある。賃金と労働時間と雇用というような労働問題の核心に、何ら武装することなく

とび込み、そこに執着し、資本家に対決してきた。資本家側は市民、政治、マスコミ、教

育その他あらゆる方面の援軍を用意してこれに対応した。春闘 10 連敗のなかにあると三井

ハイテク出身の田中副議長は自嘲的ヒユを出して運動の方向転換論を説いたが、10 連敗は

もう闘いのうちに入らない。軍勢を全面的に再編成しなおすこと、ゼロから再出発しなく

てはならないことをこの現実が示している。北九地評は深刻な雇用情勢をみずからのもの

として（相手のせいだとの転嫁意識をすてて）取り組むことが肝要ではないかといわれる。

少くなった組織でもそれなりに再出発することはできる。その道を真剣に探ってほしい。 
 
1 月 9 日（水） 
筑後地方の生きようとする息吹き 
今日は一日中筑後川を中心に沿岸をかけめぐった。家具の大川、水管理の筑後大堰、筑後

川下流土地改良事業、北野町での水耕式野菜栽培、それから国鉄ローカル線廃止対象の甘

木線、いろいろ教訓に富む視察の 1 日であった。母なる筑後川というが、筑後のいのちの

源泉であるばかりか、鳥栖、福岡地域にも水を供給しているこの川の偉大さがかなりよく

理解できた。河口有明海の海苔産業を視察すればもっとよかったのかも知れない。田園は

それなりに生きていく方法がある。その方法をみずから考えてくれなくてはならないし、

そうしてくれているのがこの筑後である。都市化しないならしないでいいのではないか。

だのに工場誘致を至上命令とする意見はいまだに消えない。消えなくてもいいが、それに

頼って、それを待って何がえられるだろうか。甘木線存続運動は福岡市への出口を求める

運動ではあるが、甘木朝倉を定住地化しようとの運動でもあり、これは工場誘致に甘い期

待をするよりもはるかにいい傾向である。そういうことを考えながら一日をすごした。筑

後の田園地帯がそれなりに独自に生きていく道をさぐってくれることを切に期待するのだ

が、そこにはじめて文化が独自に育つと思う。 
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1 月 10 日（木） 
頼もしい若者もいる 
成人の日に向けた知事対談が RKB スタジオで録画された。3 人の成人がゲストだが、看護

婦になる人、中国から九大工学部に留学してきた人ともう一人末継という農業大学校の人

がいた。3 月で卒業、嘉穂町の青年で 3 町ほど耕地をもつ農家の後継者である。これはしっ

かり者である。親がトマトを作り、自分もそのあとをとるが親と意見違いで争いごとにな

らないように自分はメロンを、親と分野を分けてやりたいと語っていた。昨日は北野町で

五人で共同でやっている盛華園を視察したのだが、これは主としてみつばを水耕式で手広

く栽培している。県の農業普及所が指導しているというのだが、年に 2 億円の出荷がある

という。経費が半分とすれば 1 億円のあら利、5 人で割ると 1 人 2000 万円になる。みんな

37～8 歳の若者である。今日の末継君もこれからだが、米作にたよらず野菜で立っていくと

いっている。親がかり傾向が強い今日、このような独立心の強い若者が育っているという

ことはたいへんに頼もしい。末継君の場合は筑豊である。石炭後遺症となげく声ばかりが

多い今日、筑豊の生き方に一つの示唆を与えるとも思われる。必ずしも前途洋々ではない

だろうが、やる気がある点、文句なく頼もしい。 
 
1 月 11 日（金） 
知事の支持者を遠のけようとの自民の議会利用 
県議会の決算委員会で自民党委員から「県民の会」が新年に出した〝グリーン 21C〟（新

聞）につき、政治新聞を県庁内で配布したこと、その紙面に県の広報室から提供されたと

いわれる写真が掲載されているの二点につき追及があり、これまた審議先送り（資料要求

にこたえられぬとしたため）という事態がおこったという。前者は配布職員を懲戒せよ、

後者は県民の税金でとった写真が特定政治団体に利用されているとの自民党の注文である。

後者については、いかなるものも自由に県民に利用されるようサービスしているから問題

はないとのことであるが、いずれにせよ、自民党は知事とその支持者の間を裂くことに精

力を集中し、そのための県費支出をものともしない態度で一貫している。対話集会は予定

どおりの回数がおこなわれていないとか、そんなのは県費の浪費だからやめよとかいう主

張も決算委員会で出され、資料提出をめぐって紛糾している。紛糾がねらいという議会運

営だからどうしても紛糾する。自民多数ということ、他会派がそれにふりまわされている

という事実がこのような事態を呼びおこし、県民不在、政策論不在との非難があがりはじ

めているときく。やらせておけばいいのではないかと思う。 
 
1 月 12 日（土） 
自民党の挑戦模様 
広報の安達が来て今の議会状況にからみ執行部対応の問題点を話していった。自民党が、
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昨年とは違った角度から攻撃をかけてきており、特に広報に鉾先を集中している。執行部

は戦々兢々としていて、自分のところに鉾先が向かなければホッとしている。鉾先を向け

られた部署は全く日常業務ができず、空虚な感をもっている。コントロールタワーがない

状況だと安達はいう。このままでは行政がマヒするのではないかと。職員の中には自民党

と密接に通じている者がある。問題点が示唆され、そのための資料がつつ抜けになる。し

かも即日性をもっている。ある意味ではやむをえないが、問題性（弱点）をもっているこ

と、そういう通報者を内に宿していることが問題だろう。だが自民党は何を考えているの

だろう。いってみれば些事をわざと誇大にして日常性の中に波瀾を求めている。次期知事

選を意識し、自己陣営の候補擁立を急ぎ、波瀾を求め挑戦するに急である。今日夕刻の印

刷工業界の年賀の会の時、主来賓の中にいた江口利雄の私に対する態度。つんとしてこち

らがものをいわないとわざと横を向きものをいっても応答しない。江口なんかどうでもい

いが、これが自民党の態度を代表していることは間違いない。 
 
1 月 13 日（日） 
協会の旗びらきに色紙を配る 
社会主義協会県支部の新年旗びらきの宴会会議が山ノ上ホテルであり、私もそれに途中か

ら出席した。80 人ほど出席していただろうか。福岡県はとくべつに協会運動に活況があり、

今もそれがつづいている。2 ヵ月も前から中川君がみんなに色紙をやるから書いておいてく

れと 100 枚もってきておいたので、今日それを出席者に配ることができた。彼がいうには

これら活動家が背後にもつ活動家にも欲しいというならその要求に応じてほしいのだが、

ざっとみて 3000 枚ほどになるのではないかということである。私もこれまでどんどん書い

てきたが、3000 枚といわぬ枚数にすでに達していると思う。書きすぎという批判が内部に

あることは事実。しかし、それも有力な方便であるに違いない。多量に印刷することも考

えられたが、印刷すると意外に高価につく。ひまを見ては書きだめするというやり方で、

できるだけのことをするということでこの要求にこたえるしかないだろう。久しぶりにみ

る協会員の顔々、みんな元気。飯塚で最近三木県議のことでビラまきをやったという連中

も、中西衆議院議員、白石県議も来場していた。いい旗びらきだったという感想がもっぱ

ら。 
 
1 月 14 日（月） 
筆先、手先が自由でなくなりつつある。 
字を見ると、それに年齢が反映される。そのことを感じていて自分の字については特別に

それを感じたことはなかったが、ここ数年、とくに最近はペン先、筆先が思うように動い

てないのに気づくことが多い。近眼のせいもあろうがそれだけではない。先が思うように

動いてない。どこかの筋肉に衰えがあるのだろうか。よくふるえた字をみる。年寄りらし
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い手紙はそれらしくわかる。こんなになってほしくないと思いつつ、自分もだんだんそち

らに進んでいるようだ。字の順序を間違え、あとに書くべき字を先に書いてしまうことが、

これまたしばしばある。これは筋肉というよりは頭脳のどこかに変調がおこっているので

はないだろうか。かつ他人にはなく、私だけのことなのかも知れない。今日も所用あって

色紙を 20 枚ほど書いたが筆が思うように運ばないのを痛感した。個性差はあろうが、こう

して人間は、部分部分ごとに老化していくのであろう。歯の痛みも一本、二本、三本とふ

えていくのがよくわかる。治療に行くのが面倒なのでどうにもならなくなるまで放ってお

くつもりだが、ままよ枯れるなら、と思うが、苦痛の増加の中で枯れるのだけはかんべん

してもらいたい。 
 
1 月 15 日（火） 
議会引きのばしのリミットが来た 
夕方になって樺島君から「かわさき」に来てくれという。永井君は福島県に出張している

が、近藤副知事ら出納長、総務部長、次長、広報室長らが集って明日の議会対策として代

表者会議招集要請、その場合の知事の発言内容その他対策を練っていて、これでよいかと

私にたずね、よしということになった。昨夕副知事、林社党幹事長らがその前段折衝を自

民の浜中、住吉、三木らと行って、かなり詰めたところまで話ができている模様。登島室

長に帰りの車の中できいてみると、自民党との調整ができたというのではないので、これ

でうまくいくというのではないらしい。しかし自民党もいやがらせはもう限界ということ

で 16 日一ぱいか精々17 日早目には終了にもちこみたいとしていること確実。18 日から北

九州市議選公示追込みという日程があるはずだからこういうリミットがあることを今日の

新聞も解説している。私からいわせれば、知事の重大な失点をねらったものではない今回

のいやがらせなのであるから、選挙のような他律的リミットより、自主的幕引きの方が彼

等にとっても有利だと思うのに、どうしてこうまでするのかということだ。他党がだまっ

てみているのもどうかと思う。 
 
1 月 16 日（水） 
何故ここまで紛糾した 12 月県議会 
知事陳謝で幕引きと、何回かくりかえしたことが今日もくりかえされることとなった。多

数野党中でも自民党がそうさせるのだから、これまた自民党の作品といってよい。年末二

十一日に終わる会期が 4 度延長になって今日 11 時 45 分ぎりぎりの深夜まで、何のために

こうなるのか。彼等の心理はこちらには測りかねるが、すべて自民党の党略先行のためと

断言できる。自民党は紛糾の原因は知事発言にあり、会期延長県費「無駄づかい」も知事

発言のせいだとあらゆる場で強調するが、スモウはひとりでできるものではない。どんな

発言にしろ、会期中に終了する腹があればその方法はいくらでもある。それを、問題を末
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節にもってゆき、資料提出を求め、それができないと審議に応じられないとするその方法

一本槍でくると、今日までのような事態になるわけである。自民党内にも、野党にもそう

した態度をいましめる声がない。いわば少数の意図ある者のしたい放題のような所がある。

その上篠田栄太郎という自民党県議団会長が全くの能力不相応というか、ひとりよがりで

まとめる器でないときている。策がない、信もないようだ。彼は全責任は知事にあると強

弁する。 
 
1 月 17 日（木） 
県民の会の創刊号が県議会で追及される種となった 
夜、県評の岩崎氏の案内で東京赤坂の「はやし」で焼肉の夕食をすることになった。津田

所長と佐々木補佐が同行。岩崎は県議会のあれこれを最後までよく知っていた。社会党の

控室にはいつも来ているらしい。県民の会もようやく動き出し、10 万人の会員はできると

いっていた。後援会というものではないが、独自に動く。それが正月に〝グリーン 21〟と

いう機関紙を出したまではよかったが、それに借用した県知事関係の写真原版を秘書室が

どう出したか云々で室長がこんどの 12 月議会でほんの最近まで追及された。追及する方も

〝ぼうず憎けりゃ〟式の追及で品がないが、される方も、もっと用心してかかるべきだっ

たろう。結局大山鳴動鼠一匹も出なかったのだが、もし出たとすれば発行者の岩崎隆次郎

の名だけということか。20 万枚配布したと岩崎はいう。天神でまけば、新聞で有名になっ

ただけに、注目されるだろうとの笑い話。それにしても美食家の岩崎氏がこの〝はやし〟

に案内したのには津田氏もびっくり。これから誰かを案内するのに利用させてもらうのに

いいと。岩崎は九州にいた経験の報道マンたちとこのあと飲むことになっているという。

私は彼らの到着をまってあいさつのみで別れた。 
 
1 月 18 日（金） 
（このページ 19 日に書く） 
東京はどこまで伸びるのか（1） 
佐倉の国立歴史民俗博物館に、所望して見学に行った。この 3 月で満 2 年になるという真

新らしい全国ではじめてという新式国立大博物館である。大阪の民族博と似て構想施設は

大へんに新しい。しかし、やはり場所が気になる。都心から車で高速を使って 1 時間余の

時間だから、一般客は、学生にしても 2 時間はたっぷりかかるだろう。入館者は 1 年半で

百万人というから 1 日に 2000 人ほどになる。近かったらもっと多くなろう。設立に 300
億円の経費といっていた。福岡にも国立の博物館をという要望が出されてからずいぶん久

しいが、オイルショック後の事情からなかなかそこまで手がとどかない。佐倉は成田空港

建設の一つの代償ともいわれるが、明治100年の記念として建設されることになったので、

それからでも十数年はかかったわけだ。こういうものは思いの外時間がかかるもので、九
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州のそれも、辛抱強く要望しつづけねばなるまい。佐倉からの帰りは羽田に直行したのだ

が、意外と少い時間で行けた。東京湾のかわりようは大変なもののようだ。ディズニィラ

ンドの特徴ある建物は上部だけしか 
 
1 月 19 日（土） 
東京はどこまで伸びるのか（2） 
見えなかったが、駐車場もたっぷり取ってあって、巨大企業というにふさわしい。その他

高速道路、鉄道、をはじめ、ビルがどんどん建てられつつある。福岡に帰ってくると、ほ

んの一寸だけ、どこかに工事があるという程度にすぎない。東京の集積の巨大さがつくづ

く感じられてならなかった。ただ、すべてが石油に依存するしろものである。そして、地

震が心配される。そうでない限り、世界一を誇ってもいいだろうが、二つの心配はしない

といけないはず。耐震の建物、施設とはいうが、それは部分すべてをカバーするものであ

るはずはない。弱い部分が破壊されると、全体が機能しなくなるに相違ない。それからも

う一つ。工事に稼働されている資本が、いつまでつづくのか。需要がなくなったらどうな

るのか。もちろん、今日の政治はそうした基本雇用の要請に応じうるように運営される仕

組みになっているだろうから安心とはいえよう。それにしても今の東京湾の急速な変容ぶ

りには驚きを覚える。千葉に新日鉄が立地し、神奈川、多摩、埼玉方面が行き詰ったから

に違いない。どこまで東京は伸びるのだろう。 
 
1 月 20 日（日） 
還暦に際して思う。 
島津登三氏が夕方来訪。近しい人達でみゆきの還暦祝いの夕食会を企画するため、都合の

よいのはいつかとの話をもちかけてきた。そういえば私の記念文集を出してから 4 年余に

なり、とっくに 60 歳をすぎてしまっていたわけだ。今は人生 80 年とさえいう。まだまだ

という見方もあるが、客観的にはたいてい年とったものだ。爺、婆のたぐいになってしま

ったわけだが、気分はまだまだというのがいつわらざる心境。昨年の学文の会で土井仙吉

氏がこの 3 月で停年退職だといっていた。みんなそれぞれに年齢を進めているのだ。今日、

姫路からの所望で、旧制中学、高校時代の名簿につき、こんど姫路での福岡物産観光展に

際し私が訪姫のとき茶話会をするから、ピックアップしてくれとのことだったので、名簿

を見ていると、物故者名も目についた。すでに聞き及んでいる人が殆んどだが、クラスの 1
割をこえている。なぜに死んだのか、逆になぜに生きのびているのか、それぞれに理由は

あろう。但し、死んだ人の顔色や動作を思い浮かべてみると、若い時から逞しさがなかっ

たなと思われる人が多いことは事実だ。若い時の鍛錬だ。 
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1 月 21 日（月） 
60 年度の予算編成について 
社会党政審（県）の人達と庁議室で次年度予算編成に対する態度を論じ合った。大筋にお

いて変更の余地のないことは誰しも否定できない。が、細部において、とくに福祉分野に

おいて、こまごま配慮されていて、立派だと思った。ずっと前に公明党から要望が寄せら

れたが、これも大筋で納得できるものが多かった。共産党からも要求が出されている。筋

は理解できるが、さて実現させるにはどうすればよいか道がないというのがかなり多かっ

た。自民、民社からは要望は出ていない。これで各党の態度がおよそわかる。国との関係

では前年並みといえる予算額は予定されるものの、補助金カット分がかなり大きく、これ

を地方債でまかなえということになりそうで、そうなると、県財政の硬直性が一段と強ま

ってくる。まだ、国との関係で不確定の要因が残っており、明、明後日の総務部長会議、

財政課長会議でそのあたりが明確になるだろうが、今財政課職員はてんてこまいの忙しさ

である。2 月県議会に向けての予算編成は大変である。紛議の諸要因が一ぱい内蔵されてい

る。 
 

1 月 22 日（火） 
向坂先生の死（1） 
向坂先生が今朝 1 時ごろなくなられた。新聞によると昨年 12 月上旬からもう意識が不明だ

ったという。東京女子医大に入院、多発性脳こうそくのためと報道されている。87 歳。私

より 2 まわり多いサル年だった。和気君がずっと付添っていたらしいが、彼もそばにいな

い時、眠るように息を引きとったと書いてある。半年以上もの入院ではなかったか。人目

をさけて、偽名での入院だったらしく、ごく近しい人しか会会
マ マ

させてもらえなかった。私

は川口氏に昨年末とその前九月頃だったか、二度にわたって上京の際に電話連絡したし、

奥さんには最近手紙でお見舞申上げたところだった。奥さんからは賀状もいただいた。昭

和 42 年の協会分裂が最後で、その後音信も絶えていたが、知事選立候補を機に岩崎らが向

坂先生と関係が冷えたままではいけないということで、暑中、年賀のあいさつは復旧して

いたし、先生も知事選には激励して下さったときく。昭和 21 年だったか、追放からの九大

復帰で、川口氏と共に博多駅ではじめてお目にかかってから 20 年間の接触で多大の影響を

受け、忘れ得ぬ「恩師」というに値する唯一人の先生であった。 
 

1 月 23 日（水） 
向坂先生の死（2） 
昨日の夕刊は各紙とも向坂先生の死去を大きく報道した。大牟田出身だから、郷土の偉人

の一人であるに違いない。誰かが「□一
（不明）

人惜しい人だった」とはいわないともらしていた。

いろいろピックアップされてマスコミにコメントした人々の誰もがそういわなかったから
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である。私もコメントしたうちの一人だが、なぜかそういえなかった。もちろん社会主義

協会分裂が念頭にあったわけでもなく、先生からのくんとうの恩を忘れたからでもない。

〝向坂協会〟の現役指導の面で早くから退いた人だったし、協会の影響が衰えていたから

でもある。左翼ばなれの世情を反映しているのであろう。いわゆる向坂派といわれる人達

も、一人去り、二人去りして、数少い人が先生の周辺を守っていただけといってもよかっ

た。すなわち向坂城は孤塁化していたので、巨星おつといえても巨城落つとはいえなかっ

たのではあるまいか。マスコミは「向坂教室」を中心に三池闘争を中心に懐古していたよ

うだが、戦前からの労農派、資本論研究の功績が大きい。但し、労農派が向坂派同様次第

に分解していったのはやはり先生のどこかにあった欠陥の一つだろう。 
 
1 月 24 日（木） 
行政職の若手幹部を激励するのだが。 
庁議室で係長たちと知事の初の意見交換会が開かれた。約 2 時間をかけた、将来の県幹部

候補生たちの集会といえる程のもの。40 歳をこす者ばかり。やがて 50 にもなる人も中には

いる。大学なら教授候補か教授。福岡県では人事が滞留しているといわれる。これら係長

はエリートコースを歩むにしても年があとあまりない。上がつかえているのである。厳し

さと奨励と兼ねそなえた人事管理が必要であることを、とくにやる気をおこすための奨励

策に重点をおくことを、私は強調した。そういうことを部長会あたりで主張し、人事課長

に指示することが知事のリーダーシップだと彼らもいった。誰でも、どこでもそうだろう

と思うが、ひとは上役、上に立つ者の顔色に敏感である。県のように、選挙で知事がどっ

ち向くか違ってくるとなると、誰しも口が堅くなる。顔色をうかがい、懐疑的になる。臆

病になる。こういう人達を前に励ましの言葉をいうのも変だが、言わぬ方がもっと変だろ

う。学問の世界で一人前の教授になるのとはいささか差が大きすぎるこの政治がらみの世

界なのである。〝大過なく〟といううまい表現が、これら秀才の処世術として今も通用す

るだろう。 
 
1 月 25 日（金） 
帰去来 
今日、北原白秋生誕百年祭。次々にこの詩聖を記念する行事がくりひろげられる。柳川市

民会館での式典に行ったが、その前にあった碑前祭には行けなかった。帰去来の詩碑。 
   山門は我が産土、 
   雲騰る南風のまほら、 
   飛ばまし今一度。 
 
   筑紫よ かく呼ばへば 
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   恋ほしよ潮の落差、 
   火照沁む夕陽の潟。 
 
   盲ふるに、早やもこの眼、 
   見ざらむ、また葦かび 
   籠飼や水かげろふ。 
 
   帰らなむ、いざ、鵲 
   かの空や櫨のたむろ、 
   待つらむぞ今一度 
 
   故郷やそのかの子ら、 
   皆老いて遠きに、 
   何ぞ寄る童ごころ 
 
1 月 26 日（土） 
福岡県経済浮揚の問題の考え方 
毎日新聞の家令福岡総局長のインタビューに応じたのだが、彼は私に近い意見をもってい

ると思う。私は、県経済の浮沈に知事の責任といういい方にこれまでも強い異論をもって

いたが家令氏も同様である。たとえば島根県経済が勢いをもたぬとすれば知事の責任だろ

うか。亀井前知事は退任あいさつの中で、雄県福岡の実を挽回できたのは自分の功績とい

うことをほこらしげにいい、16 年間に 1200 企業を誘致し、7 万人に職を造出したと演説し

ている。反面で企業倒産や縮小撤退がどれだけあり、何万人が職を失ったかには口をつむ

んでいる。自民党県議もこのような亀井が偉大な知事だったとほめたたえるが、家令氏は

そういう宣伝には批判的である。大分の平松知事は西日本新聞にとっては寵児だが、家令

氏にいわせると、中身は空虚だのに宣伝がうまいだけと冷やかである。そろそろ平松氏も

いうことにゆきづまりを感じているらしい。福岡県経済はエネルギー革命、中進国の追上

げ、それに中央資本が県内から撤退するのみという支店経済の弱味が、下請的非独立的企

業のあり方が県経済を困難にさせているのであって、誰が知事でも同じこと。 
 
1 月 27 日（日） 
次期に備えての体制論議 
午後 3 時半頃から 7 時半頃までスシ、酒をまじえて、県政の体制固めについて、とくに人

事配置のことについて懇談した。衣笠、八丁、安達、近藤副知事、浅井人事課長と 6 人拙

宅で。浅井氏ははじめての来訪、自治省からの課長を昨年地元育ちの浅井氏にかわっても
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らったのだが、信望はある。話の中で中央省庁からの人事を抑制しようとの声が、昨日の

県職支部長会の場と同様に出た。又、同じ中央人事でも重要ポストではやりにくいので、

もっと軽い位置でいいとの声も出た。亀井体制の一つの弊害が中央人事の多いこと、第二

は、上意下達ばかりだったこと、第三は財界とのつながりが強く、入札指名まで知事がチ

ェックしており、汚職も少くなかったこと、こんどはそういう風がなくなり、職員も明る

い気分になってきたという話が出た。清潔を売物にする知事はクリーニング屋をしたらど

うかと、自民橋詰県議は議会質問で毒ついたことがあるが、少々の汚れもいとわないのが

自民、亀井の体質だったらしい。近藤氏も林県議も汚れはないとはいえぬので、汚れは自

分たちでかぶり処理するから、知事だけは絶対清潔を守らねば主張する。当然であろう。 
 
1 月 28 日（月） 
白島石油備蓄基地着工（昨年 10 月 15 日）後の工事現場視察 
午後寒風吹く中を白島石油備蓄基地の建設現場の初視察をおこなった。昨日は北九市議選

の投票日で、それへの影響を懸念して日程を今日にのばしていた。テトラポットが次々に

製作され、ケーソンも次々に建設沈設されていく、その規模の巨大さには全く驚かされた。

科学技術の粋を集めた大工事だとはわかるが、機械というものが、航空機のそれのように

相対的に大きくすればどんなことでもできるということを見せつけられたようにも思った。

それにしても 70 万トンの石油のタンカー8 隻を繫留するという。この荒海にである。安全

について十分な検討がなされているようだが、2000 億円余を投入してのこの大工事で蓄積

された石油は、金利や基地建設費の減価償却など考えて、かなり高価なものにつくのでは

ないだろうか。五島、志布志にも同様の工事がなされるらしい。ある意味では経済の安全

保障手段だが、戦争を念頭においたとき、交戦覚悟なら、恰好の攻撃目標、全く弱い目標

であるに違いない。タンカーでここまで運んで備蓄し、又タンカーで汲み崩していくその

二度手間も考えると、平和ほど安いものはないと思うのだが、どうだろう。戦闘に入るの

が目的でなく、他国の交戦による石油輸入の途絶に備えるのであろうが、何とも････ 
 
1 月 29 日（火） 
消費者被害の妙な世相 
広報室企画の対話集会に、消費生活相談員の主婦たちが中心に参集した。話題は訪問販売、

青少年非行、食品公害など尽きることがないほどあった。昔なら薬売り、乞食、ボロ買い

などしてその日を食べていった人達が今はなくなった。その代わり、あの手この手でひと

の懐からカネを抜きとる割にきれいな手口が考案されてきた。そう、子供の塾のこと、近

頃の子供が遊ばなくなったことが話題になった。先生さえもが、子供に、あんたはどこの

塾かときくこの頃だという。塾が子供に必要なら、親の塾への支払い（教育費名目）も必

須であり、その財源かせぎに母親たちはアルバイトに走りまわり、その世話がまた営業対
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象になっているともいわれる。塾一つ一ヵ月に 2 万円、二つなら 4 万円、家計がそれだけ

膨張する。塾に行かずにすむ世の中、せめて小学校時代だけでも自由に遊ばせうる世の中

にならないかと参集した女性が口々に叫ぶ。子が子なら親も親、訪問販売でうまくだまさ

れる。訪問販売者は子供達の下校時をねらうともいわれる。とくに指摘されたのは年寄り

留守番者が狙われ高価な品物の取引、信用買い、賦払い契約に捺印させられ、大金をかす

めとられるという結果をまねく。人のスキを狙う者が近頃ぐんと悪質化したという話題で

あった。 
 
1 月 30 日（水） 
総寄りかかり主義のこの世の中 
年末に県から国に大挙陳情に行ったと同様に、一月末のこの頃は、県下のあれこれの団体

がひっきりなしに知事陳情にやってくる。あの予算、この予算と、補助金のぶん取り合い

といってもよい。県議会の各党別々に、各先生がバックの団体を案内してという具合に、

そのような議会人の先導のない団体もいくらでも陳情に来る。市、町の幹部が来る場合も

ある。返事の仕様が問題になるので窓口となる課から事前に説明に来るが、それを役所で

はレクという。レクは陳情問題に限らないが、部下が知事に行う進講のことである。私立

学校は幼稚園、高校が主体であるが補助金額は巨額にのぼる。農業、漁業への補助金も巨

額である。行革といわれ誰しもその推進を唱えながら、誰しも補助金目あてで行政に寄り

かかってくる。総論賛成各論反対が行革の宿命であるが、今日の県行革実施案決定による

記者発表に際しても、記者は局廃止に県は熱意がないと不満げであった。がこれも反論反

対のなせるところであって、反対を押し切ったら自民党もむくれるだろう。総よりかかり

が体質になってしまっている今日の社会、行政マンを減らしさえすれば人件費が浮くはず

と一般人も保守派も記者連中も考えている。これらが寄りかかり主義の裏をかくそうとも

しないのだ。 
 
1 月 31 日（木） 
過去帳に名をつらねる候補になりつつある 
早朝石川達三氏が、夕方田中六助氏がそれぞれ死去した。この寒さのためかも知れぬ。一

人一人知った人がなくなっていく。そして時代が改まっていく。新しい時代を担う若者が

育ってくる。知らず知らず、去りゆく人の仲間に自分も加わりつつあるわけだ。元気な限

り死ぬまで、自分のことは考えないのが人間だろう。今日田中氏の死の知らせが入ったの

はグランドホテルで県下農協系六団体の首脳たちと夕食会をしている時だった。みんな年

とっている。我も彼も年とっている。やがて順番がくると誰が意識しているだろうか。農

協の人達は農協も高度情報化の波の中にとらえられつつあると報告し、それに後れまいと

すると、情報機器の装置に巨額の資金が必要といっていた。又今日来庁した県美術協会の
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人達は 7 月に新装成る県美術館にオーディオテレビを入れてくれと陳情。これなしには新

装成る意味がないともいう。農協にしろ、美術館にしろ、高度情報化の波にとらえられる

ということになると、近頃のカメラもデジタル時計も操縦しえぬ自分がいかに時代にとり

残されてしまっているかに気づくと同時に、過去帳に名を連ねる候補になりつつあること

をそれとなく感じさせられるこの頃である。旺盛な人こそが時代を背負っている。何とか

して自分を満足させる時間が欲しい。 
 
MEMORANDUM 
行革方針への非難 
30 日に行革方針につき記者発表したら 31 日の新聞は一せいに非難めいた解説を書いた。行

革というけれど、①その理念がはっきりしない、②人員整理のない行革、どれだけのカネ

の節約が可能かはっきりせぬ行革は行革とはいえない、③各論反対で事柄を見送るのでは

知事のリーダーシップのなさが露呈した云々と。早速社会党の林県議も来ての話に、いろ

いろ非難があがっているが一寸もこわくない、非難させておきましょうと私はいっておい

た。11 月の行革審中間答申で跡地対策局、消費生活局、水資源対策局の 3 局廃止が提案さ

れていたのだが、3 局廃止は見送った。これに非難が集中した。社会党はもちろん、福岡、

北九州の両市、自民党県議、建設省関係国会議員などこぞって水資源局存続を強く要望し

たのであった。新聞はリーダーシップを発揮して「やれ」と書いているのである。私はあ

わてることはないと考えている。こうした非難が土光臨調を無批に一部だけつまみ食いし

た公務員攻撃であり、自民党県議の奥田攻撃に脈を通じて出たものであることは明らかで

ある。第一中間答申が人員削減などこまかい点にまで言及する時間的ゆとりがなかったこ

とぐらいはわかっているはずだし、知事部局が先まわりして、中間答申のいわないことま

でできるはずもない。理念がはっきりしないというが、自分達が勝手に作っている行革理

念とピントが合わないだけで、中間答申にも明確に述べてある。私も言っている。批判の

ための批判でしかない。 
  

2 月 1 日（金） 
大牟田での交通事故ゼロ啓発運動 
交通事故ゼロ県民の日の啓発活動のため大牟田に行く。ガーデンホテルでの会議で明らか

にされたのは、この一年筑後全域で交通事故がふえているのに、その中で大牟田署管内で

は逆に減少しているということだ。農業地域ではどの家庭も各人が一台ずつ四輪車をもつ

傾向になっており、それが事故増につながっているようだ。大牟田でのこの話し合いでは

婦人の自動二輪運転者の増加、それに伴う交通事情の複雑化、が指摘され、自動二輪を使

う人達の事故防止への意識向上のための自発的運動例が紹介された。私の平素知らない分

野でこのような自発的運動がひろがっているということは感服させられる。今日の啓発運
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動の重点は〝シートベルト着用〟であった。駅前で 3 色の餅つきをしてそれを配布すると

の趣好をこらしたやり方も面白いと思った。シートベルト着用は現段階では全く地につい

ていない。車の 1 割にも達してないのではないか。私はこの数ヵ月乗ると必ず着装するよ

うになっているが、習い慣れ、癪
ママ

になるまで到達するしかない。人の命の大切さを十二分

に強調しようと思っている。 
 

2 月 2 日（土） 
田中六助氏葬送 
昨日は午後の日程を三つ倒して上京。ふつうなら関知しないのに知事なるが故の自民党前

幹事長田中六助氏の通夜参詣のためである。午後 7 時から 1 時間築地の東本願寺が会場。

意外と質素、いや逆に豪華との解釈もあるだろう。東京のどまん中にあるこの近代風のお

寺そのものが経済性からみれば豪華といえよう。田中氏は 62 歳、だから私より 2 歳下。自

民党内ではここまでくるにはかなりの政治手腕があったのであろう。糖尿病でほとんど目

が見えなくなっていたといわれる。思想上などどこが偉いのか知らないが切れ味のいい政

治家だったと聞く。宏池会、池田勇人元首相のじき弟子であった。逐鹿戦で巨星墜つとい

える一例であろう。筑豊再浮揚のため〝産炭六法〟の延長などで力を貸した人といわれる

が、産炭六法で筑豊問題が片づかないことは彼も十分知っていた筈なのに、彼もまた問題

の解決を先送りして済ませたにすぎないと私は評する。死人に酷だが、自民党自体の恥部

でもある筑豊問題である。農民過保護もまた同じ。〝いい子になって〟といいたいのであ

る。 
 
2 月 3 日（日） 
宇美町子供かるた会 
宇美町の子供会育成会連絡協議会の第 6 回宇美町子供会かるた大会（中央公民館で開会式、

住民福祉センター体育館これは公民館隣接）に出席した。昨年友野教育長に全県かるた会

をやったらとすすめていたのが、今年 1 月 6 日に篠栗の社会教育総合センターで〝いろは

カルタ〟で行われた。これは県子連主催だが、私の希望がこういう形で実現したものとい

える。今日の宇美町のは今年で 6 回目で〝百人一首〟しかも競技方法は全くプロの形式。

小中学校の子供 600 人が参加。グループごとのトーナメント方式にとどまるが、水準が驚

くばかり高い。世の中は広く知らぬことばかりである。県下他にもこの種のものがあると

きく。子供の健全育成を願う親たちが、冬の遊びの一つとして思いついたという。組織者

がプロ級の人だったらしい。問題はこのように成長した宇美町のケースを、県下他の箇所

にどう普及させるかではないだろうか。それは当然に県の役目である。立派な事例には事

欠かないわけで、それをどう広めていくか、組織者をどう掘りおこして活力を与えるかで

あろう。このあたり、県庁内には誰も積極性のある者はいないのだろうか。 



奥田八二日記研究会会報第 4 号（2020 年 3 月） 

19 
 

2 月 4 日（月） 
60 年度県予算編成に思う（1） 
県来年度予算の編成作業・査定と問題処理が大詰めの段階に来た。昨日は与党社会党の政

策関係者と山ノ上ホテルで数時間にわたる論議、今日は 11 組の一般陳情をうけるなど、作

業への外圧がつづいている。どの項目にはどの団体、県議がどう絡んでいるというような

背景も話題に出て、それが査定のいかんを左右することが少くない。あれこれの項目で少々

刈込みをしても、このような事情をくみとって OK にすると忽ち 1 億 2 億の額がふくれ上

がる。刈り込みの成果など軽く吹っとんでしまう。かなりずさんな要求項目もあるので、

そのことを理由に、又時期をずらせてはどうかなどの理由をつけてことわることになるの

が精々である。昨年後半に各部に私が出向いて話し合った結果、部長たちが張り切って新

規予算要求をしているのが今年の特長という。いいことだが、要望に思いつき傾向が少く

ない。補助金カットという政府からの圧力で県予算が難渋しているのが最大の特長。これ

で財政調整基金 210 億円を喰いつぶすしかなくなったという今回の予算は、自民党からの

知事攻撃の好餌となろう。 
 
2 月 5 日（火） 
60 年度県予算編成に思う（2） 
今日もまた 60 年度県予算案の査定に全精力を注いだ。査定をその結果の申渡し、その後の

微調整も終った。論議すればする程額は少しずつ上っていく。財政課は若干隠し財源をも

っているとのうわさもあるが、数字上の操作がわからぬところでありうることも亦当然だ

ろう。反面、税収や交付税など不確定な要素もかなりある。これで二度目の予算編成にな

るわけだが、昨年とくらべて今年はぐっと身が入ったように思う。こんなにじっくり取っ

組まなかった昨年であった。だが反面取り組み方の足りなさ、始動の遅れも痛感させられ

た。次の予算はもっと前以って適時適確な指示を行うべきものと思う。労働部長や民生部

長らが高齢化に備えて今から何か始めようとしている姿勢がよく見えて嬉しかった。ただ、

副知事や財政課レベルでそうした感覚がまだ伸びてきてないためか、問題に対する感度の

ちがいが見受けられた。辛抱強く、事あるたびに、そういう姿勢を私が見せておれば、彼

等も事改めることなく理解できると思うし、否応なしに社会全体が、その方向に動くだろ

うから、無理する必要はない。次の議会の目玉論点たる教員互助会補助金はゼロとした。 
 
2 月 6 日（水） 
一寸暇ができて････ 
11 時ごろ済生会福岡病院での人間ドックに入り。年に 2 回ぐらいはそれが必要ということ

で今回の試みとなったのであるが、この前はいつの事だったろうか、忘れている。予算査

定の結果のお礼ということで日赤の藤井事務局長が来室。日赤も使ってくださいとの話に
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なり、では両方で年に一回ずつふり合いましょうといって笑ったことであった。小川副院

長が来て、佐々木、森山の二人の付き人に、知事を使いすぎるのは諸君の罪とさとしてい

た。そうはいうものの馬耳東風の結果となってしまい勝ち。秘書にもそれなりの立場と顔

があるからである。むしろそうなっている世の中の仕組みこそが問題であろう。午後 3 時

に今日予定の検査が終わり中食となり、以降自由時間となった。朝のうち福岡経済人余技

展と兵庫県の物産と観光展が、岩田屋八階催場で隣合わせでオープン。テープカットが行

われて両社に出席して感じた第一は、各社社長連中は誰しも立派な余技をもっていること、

平素からの心がけと余暇の必要であることが痛感された。それととくに、絵をかくことを

習っておくべきだったということだ。もう思ってもおそすぎである。 
 
2 月 7 日（木） 
自然の流れこそわが師 
一枝春という句が墨場必携に出ている。暖い数日がつづいているせいもあろう、梅花がほ

ころび始めた。わが家のはと思って久しぶりに裏庭に出てみた。暖いひざしだが紅梅白梅

とももう少しである。坂の下のうちのはぽつぽつ咲いている。まだ寒い日もこようが、春

への歩みは確実である。正月に取ったきり放ってあったキンカンの実を取る。もう若干し

なびかけている。人間ドックの検査が終って午後早く帰宅する前に済生会の小川副院長が

検査の結果を報告して下さった。血糖値が依然高いほかは特別指摘すべき故障はなさそう

だとのこと。院長のいわく、食物は小量多種類、小便は流れ出るままにして中断させない

こと、夜の睡眠にはシビンを利用するのもよいとのこと。要は自然にさからうなというの

である。小川先生は佐々木秘書を特に呼んで、知事には無理な日程を組まぬよう強く要請

されたとか。痛いほどわかるんですがねと彼はいう。小川先生はどこにでもある平均寿命

と主要死因の明治から今日までのわかり易い表を見せて、私に、まだ 15 年も働いてもらわ

ねばならないのだから、呉々も健康保持には注意をといってくれた。肉体的にも精神的に

も欲するように、なるようにまかせねばならないのである。 
 

2 月 8 日（金） 
県職員の汚職事件の扱い 
塔野という行橋土木事務所長が昨夕 300 万円収賄汚職で逮捕された件につき、夜は電話が

相つぐやら、今朝は異例の部長会記者会見やらで、いやな時間がすぎた。何でも道路舗装

に用いられるエフイー工法の材料納入業者との間に、暴力団名儀
ママ

の口座を使って収賄をつ

づけていたという。そのことはそれとして、正当に対応すべきだが、ここでいいたいのは

「清潔をモットーとしている奥田知事のもとで、はじめてこのような汚職事件が起ったが

これをどう思うか、どう処理するか」という記者たちの質問題であり、議会でも同様の質

問が出るだろうとのことである。裏を返せば「清潔をモットーにしてなければ････」この
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種事件があってもよいということなのかということだ。だから、「清潔云々」とは関係ない

はずだのに、なぜそれをくっつけてくるのかということになる。そんなわけで庁内で余分

の緊張が生じたわけ。塔野は人前まじめでとてもそういうことをする人とは思えないとい

う。土木部長は塔野の位置でそれができる状況は考えられないともいう。上手の手から水

がもれるとかだんまり助平という言葉があるが、世の中には常識では判断できないような

ことがよくおこるものだ。 
 
2 月 9 日（土） 
みゆきの還暦祝賀会 
薬院の梅幸で 5 時からみゆきの還暦祝賀パーティがあった。嶋津夫妻ら私らが媒酌した 5
組の夫妻のほか昭和 30 年代から協会系研究会に出ていた中村誠、篠原文治、篠田広らが来

てくれた。ざっと 20～30 年の古い人達だし、嶋津にしても長女が 20 歳、舩越、境ら子供

が高校中学に行っている。吉村も。私は、われわれが幸せと思う第一の要件は健康にあり、

健康の基本は子供を小児時代から思い切り鍛錬することにあると思うという意味のあいさ

つをした。だが、もうみんなかなり年とっている。苦労もあったろう。それが顔ににじみ

出ている。それなりに幸せそうだ。知事選にみんな頑張ってくれたらしい。子供が自発的

に学校にビラをもって行って友人にくばったりした話が出た。私の選挙の場合、子供たち

が異常に燃え、それが母親達を引っぱったと一般にいわれているが、今日集った人達の子

供もその例にもれなかったし、それ以上アクティブだったらしい。みゆきに花束が贈られ、

思い思いに買い集めた商品で福引会、当方から男物女物のプレゼント、色紙贈呈などして

一夜を楽しませてもらった。知事がこんなにゆっくりしてくれてよかったと、みんなによ

ろこんでもらった。市立福商高の人が飛入りで来たりした。 
 
2 月 10 日（日） 
寒風のなか、県民マラソン大会 
社団法人福岡県青少年育成県民会議主催第 8 回福岡県民マラソン大会が行われた。コース

は大濠公園一周。グループは小学生 1～6 年生まで 6、中学は男、中学及び高校の女、高校

及び一般の男、壮年男、一般女子、オープン計 6 で合計して 12 グループが順次スタートす

る。開会式の時は小雨が風まじりで心配された天気もスタートが始まる頃には小雨止み、

私が小 1 のスターター、2 年と一しょに走る。50 メートルも行くころは子供達は 100ｍも

先という具合でとても話にならない。一周は 2000m に 200ｍほど多いようだ。ゆっくり走

った。樺島君が伴走したが彼はまだゆとりがあるようだ。息を切らしながら、昨年は半分

どころで 200 メートルほど森山のすすめで歩いての一周だったが、今年は完走できた。次

のグループの先頭が追越しはしないかということだったがそうではなかった。5 分ぐらいで

走れるなら立派なものだが、私は 15 分かかっていたようだ。こういう催しは大変よいこと
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だ。県下各地からの参加のようだが、県下各地で開催するのがよいのではないか。母親た

ちが、子供をはげましている光景がみられる、地域の現地の方が参加しやすいだろう。 
【欄外記入】 
 申込数 
 1.地区別         2.層別         3.種別 
   福岡   1506 人   小学生  1677 人    マラソン 
   北九州   244 人   中学男   266 人      2137 人 
   筑豊    109 人     女    71 人    駅伝 
   筑後    343 人   高校男    64 人      13 チーム 
    計    2202 人   壮年男   33 人         65 人 
              （40 以上） 
               一般女子  29 人 
                             オープン    37 人 
 
2 月 11 日（月） 
コミュニティ・グループ・ダイナミックスについて 
三段階目の提案という題で原稿を書いているが、なかなか完成しない。遊びが多いからで

ある。今日は森祐行氏がマージャンに来たので、そのついでに一読してもらった。彼は、

そのコミュニティ・グループ・ダイナミックスというのを本題にしたほうがいいとか、そ

の発表には新聞記者を利用して解説してもらうがいいとか意見をのべていた。又、それが

「奥田カラー」といえるものであろうと肯定していた。あと、高齢者対策について 20 枚ぐ

らい書いてみようと思っているが、なかなか筆が進まない。もちろんあと一気に書くつも

りでいる。高齢化が進むと、雇用、ボランティアなどの社会参加、老人医療などが次々に

問題になる。行政のかかわりがだんだん順次に重くなる。自立自助がだんだん重要視され

てくる。そういう問題の解決のためにコミュニティ・グループ・ダイナミックスが応用さ

れるといいと思うのである。高齢化問題だけではなく、他の諸問題についても同じことが

応用されてよいという論法である。はたして「奥田カラー」として通用するかどうか、マ

スコミをうまく利用できるならいいがと思っている。 
 
2 月 12 日（火） 
曽左小の時の同窓会（姫路市森富にて） 
ヤマトヤシキでの福岡県物産展に私が出席するというので、早くから吉田繁太郎君ら小学

校の同窓が集まるスケジュールを組み、それが今日午後五時半、東二階町の森富で実現し

た。みんなに書いてもらった色紙でこれを見ると、前田重夫先生のほか、田中豊、為則は

つ子（梅宮）、和泉てる子（若松）、山井たまえ（川島）、秋田正行、岸川博、内海光子（山
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田）、梅宮芳太、富永好春（大坪）、吉田繁太郎、黒川庸、井上三郎、小松ゆりゑ（池田）、

中島きぬ子（山田）、坊垣しな子（辻）、福本久子（中村）、大坪あや子（岩田）、江原健三

の諸君であった。三島くまえ（鍬田）、大森しげ子の二人があいまいである。みんな同年だ

が、年とってみえる人もかなりある。黒川もよく世話してくれた。近々に九州旅行を計画

しようという声が高まった。今のうち行っておかないと、逃がしてしまうおそれがあるな

どの気持がそういう声になったのだ。私は、みんな残り少い人生だから、今のうち楽しん

でおくべきだといっておいた。前田先生は先生というものはいいな、といっていた。いろ

いろ話をきいていると多くは私より記憶のはっきりした人ばかりのように思えてならない。

同級生 49 人中 19 人が現に死亡、うち戦死が 10 人だと黒川君が報告していた。消息不明が

4 人、うち 3 人が刀出の女性である。昭和 9 年の 12 月以降私は佐方に行ってしまい、50 年

会わなかった人も少くないのである。 
 
2 月 13 日（水） 
グリーンピア三木（大規模年金保養基地）を視察して 
ヤマトヤシキでの福岡県物産展でのテープカット、福岡紹介のティパーティ、中学校時代

の同窓の集り、そのあとに三木にある年金保養基地の見学に行った。車で姫路から 70 分、

神戸まで 40 分の距離にある山地の開拓地に展開する広大な施設。今福岡県黒木町に着工し

た年金保養基地は、その規模が半分もないとのことである。ホテル部分、体育施設、遊歩、

サイクリング、芝生、山林など、余暇さえあれば何でもできるようになっている。施設は

むしろ超デラックスの感じ。ゆとりがありすぎるというか、空き施設が少なからずある感

じであった。説明によると一泊二日客が多いという。もっと長期に滞在してくれることが

期待されるのだが、日本の社会で許され習慣づけられた休暇はそれほど大きくない。この

種施設のためには日本のバカンスがもっと大規模である必要があろう。物の方が先んじて

ソフト面がおくれているというのが実感である。それに、この施設はアクセスに若干問題

がある。新神戸から 40 分の車の距離である。福岡の黒木ではこの点とてもハンディが大き

い。何故黒木が選ばれたのか知らぬが、これは将来とも問題として残るだろう。黒木が三

木の半分以下というけれども、背後が半分以下だから、一そう閑散としたものになるかも

知れない。利用率を高めるため一工夫も二工夫も必要のようだ。 
 
2 月 14 日（木） 
小倉モノレールに試乗 
小倉ニュー田川で新北九空港予定地埋立計画と北九港浚渫土捨処理との関係処理の会があ

って出席したついでに、谷市長のはからいで近くの旦過から競馬場前までこのほど開通し

たモノレールに試乗した。車輪が先日開かれた姫路ヤマトヤシキでの福岡県の物産観光展

に出品されていたこともあって、この新モノレールの規模の大きさには感ずるところがあ
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った。乗客数はもう一つというところ。予定していた半分もないとのこと。最大の欠点は

小倉駅と連結してないということにあるようだが、このことには今回は誰もふれなかった。

痛い所だから皆遠慮したのであろう。あとでの宴席で私がプロ野球誘致の話をもち出した

ら谷市長も賛意を表明。モノレール沿線にある球場利用でモノレールの収支が少しでも好

転するならばとの気持も手伝ってのことである。昨日の兵庫の年金保養基地といい、近頃

はどうも容れ物が豪華な割には利用度が低い。投資過剰と需要停滞が併行しているためだ

ろうが、小倉モノレールにしてもこれでうまくやっていけるだろうかと心配する。省力に

徹して人件費の切りつめをやっているのはいいが、北九州がモノレールに沿って発展して

いく見込みは薄いのではないだろうか。設備は近代的でも、大いなる浪費にならぬことを

祈る。 
 
2 月 15 日（金） 
奥田カラー、知事の政治的ふりつけということ 
昨日の記者会見について樺島ら秘書の方で私の発言にかなり物足りなさを感じたらしく、

今日樺島が「知事の政治的ふりつけについて」なる提言を書いて私に手渡した。彼がいう

のは、知事自身と知事の周辺が、知事の行政マンとしての側面だけではなく、政治家とし

ての側面を一そう自覚して言動することが今や強く求められているというのである。彼が

いうのは尤もである。が、一つには私自身政治的にふるまうに足る背後の力が不足してい

る。政治的にふるまうよりは行政的にふるまう方が安全という状況が原因している。二つ

には、私自身、政治的にふるまうことへのはにかみというか、それへの嫌悪心が底にあっ

た。樺島は奥田カラーというものをマスコミの求めに応じてはっきり宣伝の意図をもって

大胆に表明してよいのではないかという。そうかも知れないが、私はまだ控えめでありた

いと思っているし、控え目に発言してきた。徐々にわかるとか、カラーなどというものは

自分でいうものでなく、他から見て形容すべきものだともいった。樺島は県民にわかりに

くい知事の発言という。それをカラーともいって、わかりやすくセールスポイントをいえ

という。ほんとうは、私は自分をセールする積りはないのだが、周辺はセールスポイント

があるべきだし、今それが求められているのだという。わかったようで判りにくいことが

らだ。口だけでなく、言動でわかるのではなかろうか。 
 
2 月 16 日（土） 
勤労協の県連合会の出発にあたって 
大手門会館で県勤労協連合会の結成準備会が 2 時から開かれた。糸島地区労の田中、協会

の高橋新八氏が事務局長で、結成ずみの校区が 90 で準備中が 80 とか。これはもう 30 年も

前から県下各地で（宗像、岡垣、筑後その他）出たり消えたりしていたもので、三池闘争

の副産物として大牟田ではかなりのびるかにみえたこともあった。私が挨拶で強調したの
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は次の 2 点であった。第一は、労組やその集団である地区労、県評など地域の問題に取組

むには、その本来的な組織（住民組織）が必要であり、自治体がその対象である。地区労

等々は正確な住民運動体とはいえない。同じ刃物でも肉、野菜、木材等々により刃物の種

類が違うように、住民運動は地区労では扱えない。そのために勤労協の必要性が再発見さ

れたものと思う。これから自治体問題として生起する諸問題への取組み組織として勤労協

に大きく期待できるということ。第二は、組織を有効に動かすのは人であるから、適切な

役員配置が必要である。この人のいかんによって組織は生きもするし、死にもする、とい

うこと。とくに第一の点の認識はまだ一般にはよく知られていない。動きは多分奥田再選

を狙ったものではないかと思う。 
 
2 月 17 日（日） 
高齢者の就労をどうするかは今後の重要課題だが 
昨日労働部長を慰労しようということで結局は来宅してマージャンをすることになったの

だが、伊藤部長は失対に改革の強い関心をもち、五十嵐氏の考え方にかなり共鳴している

ようだ。私もその気持はよく理解できる。田川地区など 70 歳をこえる失対就労者がたくさ

んいる。どう考えてみても異常というしかない。65 歳以上は高齢者の部類に入り、労働力

人口に入れることはできない。労働問題というよりは福祉の問題、社会保障の問題である。

65 歳で線引して、それ以上の人達には別口で生活できるよう工夫すべきだろう。筑豊では

65 歳線引反対の声が強い。「失業者を首切る」のかとさえいわれる。労働部長が先に 60 年

度県予算要求のときに出してきたシルバーアンドグリーン事業というのは 60 歳から 65 歳

までの人達に就労の場を与えようとの考えから出たもので、県の予算で例えば川の堤防の

草刈りをするとか、広場の掃除をするとかいう内容のものだが、県の他の幹部たちは第二

失対になるおそれがあるとして、この案に反対した。五十嵐氏が考えているのと共通する

わけだが、今一度構想を練り直してみる必要があろう。 
 
2 月 18 日（月） 
日本フィル福岡公演をきく（30 周年第 10 回） 
日本フィルハーモニー交響楽団の九州公演が 2 月 7 日の佐賀を皮切りに明 19 日の北九州で

の九州厚生年金会館で最終を迎える。福岡県では久留米も加え三箇所、全九州で 11 箇所と

いう。今日福岡市ではサンパレス、2200 席ほどあると思うが 1800 人ほどの入りであった。

久しぶりにきくオーケストラだった。指揮小林研一郎、曲目はモーツアルト歌劇フィガロ

の結婚序曲と交響曲第 40 番ト短調、ベルリオーズ幻想交響曲であった。6 時半からの 2 時

間、幻想と陶酔の境に迷い込んだかの感であった。音痴のわが身ながら、でもやっぱりよ

かった。何回も何回も馴れ親しむことが必要だろう。こういうチャンスが多くならないと

文化水準は高くならない。今日知事室に明日から福岡美術館で西部二紀展がある旨あいさ
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つにみえた時私見をのべたのだが、チャンスが身近かに何回もある必要があるだろう。そ

の点われわれはまだ文化水準が低いというしかない。今日、指揮の小林氏がいやな思いを

させられたように、きき手の方のマナーが実に悪い。子供連れで子供の声が指揮者に気に

なるようなことがあったからだ。時間になっているのに、座席の間の通路をうろうろした

り、大きな持ち物をさげてうろついたり、まだまだ福岡は水準が低いなとつくづく感じた。

途中ハナをかむ、もってのほか。 
 
2 月 19 日（火） 
生活保護行政の正常化に踏み出す 
庁議で決め、記者会見で発表、夕刊一面でトップになった問題。―県生活保護連絡協議

会の発足、これは行政の横の連絡をはかることによって保護行政の正常化にふみ切ろうと

いうもの。井上民生部長が先日原案をもってきて私が承認したもの。また、夏、太宰府で

のサマー・インの時から構想を練ってきたものでもある。関係各部から 15 人の課長をその

委員として構成させる。県の生活保護が全国で突出していること、その中にいわゆる不正

受給のうわさがたえないこと、暴力団の温床にもなっていることなどの弊を除去する一歩

だと思うのである。調査の結果、県下に 3091 台の自動車が保護世帯で保有されているとい

うが、現状では県民の納得がえられるものとはいい難い状況である。仕事に行くにも車が

必要といういい分もあるようだが理由とはし難い。こういう問題に亀井知事は取組もうと

しなかったようだ。不思議なことにマスコミはこんな県の方針も「奥田カラー」とはいい

たくない模様。（当り前だ、といってしまう）私もそういうマスコミには、カラーなるもの

を宣伝しようとは思わぬが、秘書たちは宣伝すべきだという。カラーなど、自分でいうべ

きものではないのではないか。マスコミがどういうか、扱うかはどうでもよい。よかれと

思うことを勇気をもってやることが大事と思う。カラーとか宣伝は意識する必要は感じな

い。 
 
2 月 20 日（水） 
県議会の時期になった 
二月県議会が明日にせまった。補正予算案の査定も午前中にすませた。〝提案理由の説明〟

が刷り上ってきて、これを再読し、息継ぎのしるしをつけた。三年目の県政担当の予算の

中味は新味あれこれありとはいえ、苦悩にみちたものである。自民党の攻めはあれこれの

ポイントで予想できる。もちろんうしろめたい点は何一つない。攻めのための攻めならい

ろいろあるというだけである。財政調整基金 200 億円取崩したこと、教職員互助会への補

助金支給ストップの九月議会決議の後始末のこと、土木部塔野の汚職事件などだ。ここま

で来て少しずつ財政問題の内容が私なりに理解できるようになったと思うが、まだまだ五

里霧中のようなところもある。4 年も知事をやっていると、だいたいわかるようになるだろ
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うとの展望もでてきた。県債とか、特別交付税とか、国、県、市町村の分担システムなど

まだまだわかりにくい。財調取崩し、埋戻しについてもトリックがあるようで自民党攻撃

に対しては財政課の答弁にまつしかない。又わからないのは県税収入の見とおしについて

である。全国レベルの地財状況よりも福岡県がなぜ悪いのかわからない。関西、首都圏の

部分だけが好景気突出ということでもあるらしい。中央集権状況が経済界にもそのままあ

てはまっている。 
 
2 月 21 日（木） 
県行政の総合的視点 
県行政の縦割り偏重を是正せよとの声が、今日、福岡地方行政連絡会議でも地域福祉基金

幹部との懇親会でも期せずして問題にされた。全く当然といえるケースが末端にいけばい

くほど痛感されるようだ。先日民生部長が生活保護の適正化について部課の横の連絡会議

（委員会）を提案し、私が推奨したことと同じ意味のものといえる。私はこう説明した。

医者は田舎に行くと婦人科も小児科も外科もなく、医者でなければならぬように、住民の

ニーズは専門分化と総合化の二方面から受け止めなければならない。田舎では医者はそれ

以上に、人々の先生であり、政治家でもなければならぬ。逆に政治家は医療についても人々

の相談相手であり、時には宗教上の先達でもなければならないということと同じであろう。

但し、人は誰でも何かの分科の専門家でなければならないという条件で････要は、一つの

社会的な問題は総合的な観点から取組む必要があるのである。青少年育成にしても一般福

祉にしても同じことがいえる。君子不器という言葉があるが、器而不器というのが正しか

ろう。知事は行政の分科化の現状の中でつねにその総合化の、総合的視点での、処理の態

度を忘れてはならないであろう。今日二つの場でそうしたこと出されたのに深い教訓を感

じたわけ。 
 
2 月 22 日（金） 
〝甘木線の存続に県は努力する〟との暴言を吐くわけにはいかないか 
〝僕が暴言を吐けるなら〟と記者たちの新年会の席上、私の横の某記者にいった。〝甘木

線を残すように県も努力しよう〟とみんなの前でいってやるのに、と。赤字補塡に毎年 5
千万円 10 年出しつづけても 5 億円じゃないか。そのことで地域住民がよろこび地域発展に

弾みがつくのであれば決して無謀な捨てがねではない。10 年かかっても赤字がなくならな

いのであれば、第三セクターでの甘木線存続は失敗であったことになるし、地域住民の努

力が足りなかったことになる。それだけのことではないか。10 万人ほどの県民の生活にか

かわることなのだ。それくらいの冒険があってもいい。よい結果を生むならそれにこした

ことはない。苅田 2 号地の造成に投じた債務が今、毎年 24 億円の赤字（利子負担）要因を

県に強いている。それと比べるとたいしたことではない。今日現地出身の中島県議が面会
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を求めて私に、地元住民の立ち上がりに水をさすような知事発言は困る、3 月上旬の一般質

問の折に甘木線への県の最終態度を示してもらうための質問をする、と指摘した。両副知

事、総務企画両部長、両次長、交通対策課長ら誰一人甘木線存続に積極姿勢をもたない。

中島県議はソロバンではなくこれはこの際政治なのだという。私もその通りだと思う。行

政屋は理くつばかりいっているわけだ。 
 
2 月 23 日（土） 
県共済農協連の子供作文コンクール授賞式に参加して 
昨年同様今年も共済農協連の小中学生作文コンクール授賞式に出席した。今回が 20 回目と

いう。知事賞の授与にだけ立会したのだが、前の方に受賞者の子供たちが並んでいて実に

かわいいと思った。原課が準備した挨拶文をはなれて私なりの作文コンクール論をはさん

で話したら、随行の樺島君が実によかったといっていた。私がいいたかったのは、作文コ

ンクールという行事を通じて農協が少年健全育成に大きな貢献をしてくれていることに対

する感謝であった。作文に意を用いるということは実によいことだ。文字を正しく読み易

く書くこと、文章表現を適切にすること、その訓練である。そして自己の個性ある思想、

事物に対する観察力を鍛え、それを文を通じて客観化し、自分及び他人に、とりわけ他人

に伝達する力を養う。こういう訓練を受け意識して自己を鍛錬しようと努める者は必ずや

立派な青年へと成長していくに違いない。これは今日の余りにも機械化が進み、映像文化

が進んだ社会では看過され易い人間形成の側面である。それを共済農協がやって、学校教

育の補充を果たしてきたというように思うのである。私はできれば漁協、商工会議所、商

工会、労働組合などもこういう活動をしてくれることを期待する。 
 
2 月 24 日（日） 
知事という仕事は面白いか 
先日の〝あと山〟での記者クラブでの懇親会の時、某記者が「又たずねるけれど････知事

というのは面白くないですか」という。「そうね、････やはり面白いとは思いませんね」と

答えた。したいことができない、するひまもない、家族だって不自由しているに違いない。

車の中から自由に街を歩いている人の顔、姿をしげしげ見て、この人達は自由だなと思う

ことがよくある。先日の朝日の記者のインタビューでも同じような感想をきかれ、同じく

答えた。そこでは県議会を意識してこうも答えた。知事というのは、てっぺんに持ち上げ

られたり、足蹴にされたり奇妙な存在ですねともいった。政治が上げたり下げたりするの

だ。何時もひとが見ている。随行する者がいる。玄関から玄関まで、途中は全部護送であ

る。なぜそんなにするのか。今日の日曜、部屋の中ばかりにいる。自由のようで自由でな

い。見方によっては閉じこめられているわけだ。そういうなかにあってなお、そこに自由

が見出せるなら、知事というものは面白いというべきなのかも知れない。野党が絶対多数
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だから面白くない云々ではなく、このように封鎖された中に自由を見出す心境になるかな

らないかであろう。 
 
2 月 25 日（月） 
人事異動を問題にすべき時期に来た 
林県議が来室して、4 月はじめ発令の人事の中に生じている問題につき、あれこれ語った。

総務部、人事課で練っている案にはまだ甘さがあると彼はいう。亀井時代の余韻がまだ残

っている、このことに気付かないからだというのである。人は石垣といわれるのだが、そ

の事はわかっていながら、石が判別できないので、石垣にするのが五里霧中なのである。

それは知事を 3 年や 4 年やっても似たりよったり、確信のもてる情況にはなるまい。だか

ら〝腹心〟の部下がイモづる式になければならないのだ。そうであるかどうかはっきりし

ない側近が与えた人事で仕事をやってきたとなると、寒々とした感じになる。だが役人は

それぞれが保身本能をもっている。よほど大胆不敵というのでない限り、道具のごとく、

器のごとく、使う人のいう通りに動くのである。それらの中道をいく事情から、今まで約 2
年間まあまあやってこれたのだろう。2～3 の悪がいることは事実。野党の知事攻撃にはっ

きり手を貸している者もいる。器として、道具として動かないのだ。昔なら知事暗殺も考

えまじき者もいるわけで、それらをよく区別してかかるのが真の〝腹心〟人事というので

あろう。 
 
2 月 26 日（火） 
知事就任 2 周年記念出版企画について 
2 年を過ぎたところで、知事が県民に県政執行の基本姿勢を訴える本を出そうということが、

社問研・県民の会レベルで話になっており、昨年暮からその準備に入っていたが概要構想

もできたということで、今日最終的に打合わせることになり、黒田荘に集って話合ってみ

た。3 回の拙宅での座談会テープを東定君がまとめたのが 150 枚（半ペラ）に出来上がり、

その他私が今書いているものその他どういうものを入れたらよいか討議。およその見当が

ついた。半ペラ 500 枚ほどになると一応の形がととのう。県民党について、総立ちについ

て、など、まだわかりやすく説明すべき点が追加的にいくつか残っているし、総立ち事例

を、先進的なものについて紹介する必要もあるというので安達、樺島らに筆をとってもら

うことにした。八丁君が東京の本屋と連絡を取って企画の中心になっているのだが、内容

はおおむね認められた。議会関係については、さわらないようにしようということになっ

た。例えば「提案理由説明」などがそれである。あれはむしろ事務官が作ったものだが、

最初の議会の冒頭部分は私が書いたものであるから、それだけは別だろうと思う。私自身

執筆する内容は今まだ若干流動的だ。 
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2 月 27 日（水） 
NHK による県議会の初実況放映 
いよいよ 2 月県議会が始まった。こんどの議会は放映のことが一番の話題になり、それを

めぐってあれこれの動きがある。NHK が 1～6 時の実況、ロングラン放映である。知事側

が得かそれとも議会野党かということも話題で、もし前者だとすると自民がよくも OK し

たものだということになる。が自民党は自己宣伝になると思ったのではなかろうか。ここ

で亀井を褒め、奥田をこきおろし、県民の茶の間の話題にしたいと思ったかも知れない。

自民の代表質問は頭の固い髙山だった。彼は緊張した発言ながら、例のごとく、いいたい

だけ奥田の悪口をいった。県民がこれを茶の間で見ていてどう思ったか知れないが、私の

答弁はできるだけはぐらかすことであった。彼は再、再々質問に立った。スタンドプレー

としか思えない。これまでの議会も同じようだったが、自民党の場合、使命感をもって奥

田攻撃に立ちあがる。私からみると物笑いになるような役を担って立っている。無理な、

そして無内容な、言葉だけの攻撃をいきり立って行う。議会史の中に記録として書き込ま

れていくのだから、あまり無理をしない方がいいと思うのだが、それをする。秘書たちの

意見をきいてみると、NHK 実況放映は知事にぶがあるとの判断である。私への注文は服装

と仕草についてであった。 
 
2 月 28 日（木） 
奥田悪玉、亀井善玉の念仏 
昨日も今日も（明日も）NHK の県議会の実況放映である。今日前半の緑政連の松山も、い

わば意地悪質問の役を買って出た。昨日髙山がやったように、先だっての土木事務所長汚

職をあたかも奥田のせいだとのいい方で、その責任をどう取るのだという。今日、田中六

助氏の地元葬があっている時刻で、松山は田中を褒めちぎってあと、私に喰ってかかった。

これ又煮ても焼いても食えそうにない男のようだ。教育委員会への質問だったので私は答

弁しなくて済んだが、国旗国歌を掲揚高唱する者が愛国者であるということをとくに強弁

した。土木汚職は、清潔をとなえる奥田県政のはず、そうでなかったことの証明だという

いい方の髙山、筑後地方の圃場整備がおくれ、農業予算の伸びが少いのは農業軽視だとい

う松山。亀井なら同じことがあったはずだのに、今になってそのことをことさら取り出し

てつつく。16 年間の亀井がそうしてきていた事をまず認め、奥田はそれをやめよというな

らよくわかるのだが････。よかった事は亀井のせいにし、悪いことは何でも奥田のせいに

する。財政調整基金を積んだのが亀井で取り崩しているのが奥田だという。こういうてあ

いには、シレッとして対応するしかない。 
 
MEMORANDUM 
3 月 1 日、田川農林高校では、卒業式に国歌斉唱させるシーンで、これまで生徒、教師に起
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立しない者がいた、が代表質問で県教育長が起立しない教師は厳重に処分するといわせら

れた。そのため、高教組は戦術を転換して起立することにしたらしい。ところが、田川農

高で生徒がほとんど起立しなかったという。高教組のこの戦術転換は了としたい。大塚書

記長は形は屈しても心は屈しない旨新聞報道でのべていた。これに関連してであるが、日

教組方面から、福岡県両教組の処分犠牲者救済金が莫大なので、知事選で勝利したら、処

分解除等でそれが少くてすむようになるとの思惑から選挙資金も挙出したのに、その効果

があらわれないとの不満があるといわれている。それとの関連で、さきの県教委の補充の

とき、筑豊から野見山というのが出て、それが教育委員会でかなり反動的に立ちまわって

いるので、これを提案した知事がわるいとの意見が出ているようだ。もちろんこれについ

ては反動的であることはわかっていたが副知事人事との取引きがあったし、その事は教組

側にも了解ずみとの説明がおこなわれている。何しろ、野党が絶対多数の状況の中では政

治的取引きも時には必要だし、なお肝腎なのは、与党側の及び支援団体側の、多数野党及

び教委に対する攻め、及び相手に攻撃の隙を与えないような戦術駆使ではないだろうか。

第一、社会党県議は議会において教委に対し、実損回復をめぐる論戦を挑むべきだし、教

組側も高教組がやったように、臨機に戦術転換をなすべきではないだろうか。教員の定数

増は社党も教組も熱心に要求するが、教頭校長に授業をもたせたり、その行動記録の提示

を求めるような県議会質問を展開すべきではないのか。自分らが選んだ知事が自分らの思

うような処理をしてくれないと単にうらむだけではどうにもならない。野党多数下である

事を十分に認識してかかることが必要であろうと思う。欲しがるだけの者には与えること

はできない。それにふさわしく且つ有効な行動が伴わねばならぬ。知事を取ったからとて

議会でかくも少数しか取れないでは、知事の効用ににも限界がある。労働組合運動も、そ

の時代に適応した運動、戦術を駆使しなければならない。単なる抵抗体では問題は解決す

るどころかかえって拡大する。教員組合は犠牲者救済資金がますます多くいるようになり、

組合加入率は下降をつづけているときく。若い、新入の者の加入率が極度に小さく、平均

年齢が上昇さえしている。運動に若さがなく硬直化していることは外からみても容易に想

像がつく。知事を取ったといっても自分達の実力というよりは、他の偶然的要素が大きい。

県議選で大敗したということ自体それを示している。だったら知事への注文の前に、この

時こそ大胆に自己陣営内部の体質改善への、自己革新の試みを模索すべきではないか。知

事への提言も結構だ。が、自分たちの力量の高揚もそれに増して大切であろう。 
 
3 月 1 日（金） 
松風剣法とはいいたくない 
民社の近藤氏が質問のはじめの方で、千葉周作の北辰一刀流松風剣法とやらをもち出して

私を批判した。要はわかりにくく、何もしないということいいたいのだが、今日の議会が

終ったあと朝日新聞の倉成氏が歩む私を廊下で沿い歩きしながらとい正したので（新北九
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州空港の件について）、ことのついでに、近藤氏指摘の松風剣法論はいかんといい、仙厓の

〝気にくわぬ風もあろうに柳かな〟の心境だと答えておいた。雅号を 10 年ほど前に決める

にあたり、同じ仙厓の〝よしあしの中を流れて清水かな〟から「葦水」としたのと同じ心

境である。倉成氏に私の異論をいったのは、松が風によって鳴るというのでは受身で、柳

に風という場合、柳が主体になっている。だから両者のうちどちらかといえば松ではなく

柳なんだというのである。風によって松の鳴り具合がちがってくるなどというと、いかに

も剣法を用いているようにもきこえて術策を弄しているといわんばかりでもある。私には

そのような術策を弄する気は全くない。むしろ仙厓のように、軽妙さをもつ禅の境地とい

ったほうがよいと思う。近藤氏のこの発言は一時議場を沸かせたが、あとで苦笑にかわっ

た。 
 

3 月 2 日（土） 
知事支援団体の欲求不満について 
八丁君が「知事の座標軸」に関して云々ということで、どうしても話しておきたいという

ので、午後二時から一時間ほど問研の部屋で会談。衣笠君が立会った。きいてみると、総

じて県民の会系列で知事との間の対話欲求不満が大きくなっており、それを発散させる必

要があるという状況がらみの話である。彼の指摘は知事は行政議会対応の仕事に少秘
マ マ

を奪

われ、「政治家としての側面」の動きが制約されているから、その制約を解けということで

もあった。私は、それは知事の側に原因があるというよりは、支援諸団体の側で、そうい

う場を作ればよい、とくに、土曜の午後とか、日曜にはそういう時間にあてられるよう秘

書室と連絡をよくとって強く要望すればできるし、又そちらの側で、組織、運動のあり方

を再考すればよいと答えておいた。県の当初予算編成方針などは社会党県議、政審に伝わ

るようにしてあるのだから、竹村委員長が知らないというのは党の組織機構に問題がある

のではないか、何も知事が社党竹村委員長と特別の会をもたなくても社会党の方でそれが

わかるように党運営を行うべきではないか、と私は答えておいた。又社党県議の議会での

質問は、教委が問題なら知事がこれを左右できない事情にあるのだから教委攻めをすべき

ではなかろうか。 
 
3 月 3 日（日） 
みんなが私に合いたがっているように思える 
大坪君も電話してきて具島先生のところにわれわれ夫妻であいさつに行くようにとのこと

だったという。あれこれ周囲の者は気になるらしい。来る 6 日に向坂先生の追悼式をする

ことになるが、私の方から弔電は打たなくていいと大坪はいう。これ又気になるらしい。

八丁君が気にしていることとは違うが、それぞれ似た心理なのである。ある意味では疎外

感であろう。欲求不満といってもよい。このような状況は支持者で、身近だった人ほど深
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刻にあらわれるのではないだろうか。そういう意味で、昨日八丁君に話したように、土曜、

日曜などに、「政治の時間」をあけておいたらよいだろう。マージャンをして家族の息抜き

を作っているように、みずからもそれで息抜きをしているように、欲求不満は適宜発散さ

せる必要があるようだ。何でもないようだが、こういうことへの配慮が必要であることが

近頃とくに感じられる。多くの時間が自由でなければならないわけだ。誰かそういうこと

に専らたずさわってほしい。姫路に行った時も、似たようなことを感じた。そういえば、

あらゆる局面でそれがいえる。それに専ら関係して時間を配分してくれる人がいて、私が

気配りしなくてもよいならと思う。 
 
3 月 4 日（月） 
知事の行動のもう一つの政治的側面 
八丁君は知事の政治行動的側面の必要性を強調するが、それは野党の最も嫌う点でもある

わけで、今日話題に一寸出たのは、自民の一県議が「ふるさと対話」の前後に知事は後援

団体の人達と会合したりしているだろうから、過去のその事業の資料を出せといっている

らしい。どうでもいいじゃないかといいたいが、彼らにとっては、そうはいかないらしい。

当り前と開き直りたいところだ。ところが、知事の政治的行動といえば、八丁君やこの野

党県議が指摘していない日常的行事の中に無数にあるということを知ってほしいものだ。

その点もっと広い視野でものを考えるべきではないだろうか。子供かるた会に出たり、マ

ラソン大会に出たり、いろんな所に行政的立場から出席する。高速道の開通式に出るのも

そうなのだ。そうなると、行政的と政治的と区分して論ずることが、おかしくなってしま

う。だから先日八丁君がいったことは、支援者にも、もっと顔出して直接語り合う場を作

る必要があるということになるだろう。だから、それは、支援者の中でそういう場を企画

し、知事への出席要求をすればよいのであって、むしろ支援者側の企画不足か遠慮のいず

れかを正せばすむことなのである。野党がどういおうと、どう対応するかはこちらの勝手

なのだから、遠慮する必要はない。現職の強味ということは、このことだろう。 
 
3 月 5 日（火） 
貧しい内容の県議員 
三瀦に緒方しのぶという 4 年生の女の子がいて久しぶりに手紙をくれたので昨夜早速返事

を書き、今日投函した。この子の手紙には勉強は好きでないけれど自分のためだと思って

頑張っているとのくだりがあった。先日の代表質問で緑政連の松山県議が、今の先生は子

供に自分のためという教え方をして、国のためと教えないから少年非行がふえるのだとい

ういい方をしたことを思い出して、私も一瞬はっとした。松山県議より緒方しのぶちゃん

の方がはるかに人間というものの理解が正しいものを含んでいるということだ。県議会で

よくもそういう意味の質問演説をしたものだとびっくりものである。そういう感覚で物を
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見る人が多数党として県政界に幅をきかそうとしているのだからたまらない。この話を今

晩来た佐々木、樺島の両秘書にしたら二人とも笑っていた。道を歩いていてゴミを拾う人

と捨てる人の差があるが、しのぶちゃんは前者、松山県議は後者であると思う。保守政界

の中の偽善者がかくも多いと誰しも思わないだろうか。今の県議会の質問を聞いていても

そんな気がする。みんな目あり鼻あり口ありの同じ人間の顔をしていて、中味が反対なん

だから驚き。 
 
3 月 6 日（水） 
程度の低い一般質問に今回は今日で終り 
今日、ようやく一般質問が終った。あとで林県議が来室しての話だが、今議会は特別に荒

れる材料はないのではないだろうかと事後感想。それでもどんなタネがかくされているか

はわからない。しかし嫌な県議も少くない。自己顕示欲が強いというのだろうか、一寸し

た言葉尻をとらえたり、しゃにむに知事否定の発言に声を高める。今日は自民党ばかりだ

った。10 人のうち高岡、橋詰の二人がはね役、「総立ち」というばかりで役に立たん、何も

してない、という。高岡は私が答弁している最中に否定的なヤジを連発する無礼ぶり。私

は少々高い声でヤジを打消しつつ、大牟田（高岡のまち）の婦人自動二輪クラブのメンバ

ーたちが自発的に交通事故をなくする運動をして事故減少に貢献しているのに頭の下がる

思いをしているということをいってやった。役に立たないどころかということなのだ。高

岡らはそういう運動は思いもよらないし、自分がしようとは思わないのであろう。自民党

はその種の人間の集りである。だから「総立ち」はわからんとか役に立たんという。橋詰

は対話集会は、無駄づかいで知事の約束に反するから止めて、そのカネは自分たちの活動

費にまわせとうそぶいた。 
 
3 月 7 日（木） 
財界の一面を忘れないこと 
嶋崎秘書の館氏が来県、知事に一寸伝えておきたいということで面会した。嶋崎側の耳に

入ったことで福岡に関したことということだ。福岡の自民党は奥田県政下では県庁跡地は

扱わせないときめているという。それを裏付けるように、県議会では跡地について動きが

ないし、質問にも出てこない。江口利雄が特別委員会の委員長をしている。何かうまい汁

を吸いたいと虎視眈々と構えているようにみえる。奥田にやらせると人気が上がるだろう

からとの政治判断もあるらしい。他方、東京方面では鹿島建設が跡地をめぐる企画には是

非参画したいと意思表示しているようであるとも館はいう。この種問題はふつうなら街並

みとか市民憩いとか緑地とかかなり純粋に意見を出すものだが、さすが自民党や財界はそ

れを政治と利益に結びつけてはなさない。その執拗さ、瓦林潔氏の名も話の中に出たと思

うが、福岡の財界が私に何か距離をおくことに執着しているのもこの跡地問題に彼らなり
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の思惑があるからであろう。財界とはそういうものと思ってかからなければいけない。甘

くはない。それにしても恐れ入った。 
 
3 月 8 日（金） 
地方同盟の役員と初対応 
地方同盟の幹部鷲頭、土井ら数人が来訪し 30 分ほど歓談した。彼らは県への要求書を知事

宛にもって来た。私と同盟とはこれが初の対面である。ここに至るにも、伊藤労働部長は

大変気をつかって打ち合わせも彼我の間で慎重にやったらしい。何しろ同盟は亀井支持だ

ったから、距離を向うから置いてくるのが自然な一面がある。しかし、県民の一部として

知事に対すべきだというもう一つの側面もある。幹部も部長もその側面が常に気になって

いた。そこで要望書ということならということになった。そういうことでという努力があ

ったわけ。部長はできれば懇親会までいきたいがいきなりということもできないので、要

望書提出ということで、一まず会っておいたらとの話ができたわけ。要望書なるものをみ

ると、政府要望みたいな項目ばかりで、彼らに地方自治の観点がほとんどないことがよく

わかる。でも、今日は垣根が一つとれただろう。ただ、幹部は一般組合員への顔向けがで

きるかどうか心配しているらしい。しかし、私は一般組合員の多くは幹部よりこの点ひら

けているはずと思う。敵だった知事に会うことをそう気にしないはず。 
 
3 月 9 日（土） 
初春を思う 
梅花は満開というよりは散りはじめというこの頃、裏庭の白、紅いずれも枝の切りすぎと

いうか、以前のようなはなやかな枝でないのが淋しい。大濠堀端の柳は日に日に黄緑の色

をまし、中には小さな葉を出す程に芽がふくらんできた。春がもう始まったとの感が深い

この頃であるが、知事というような仕事をしていると一向になまの、じかの、こういう自

然に接することが少い。むしろこの初春は県議会での当初予算審議という味のない政治の

季節である。国会もまた同じ。今日予算案が衆院本会議を通過したというが、かなり荒れ

模様の議会だった。巷では入学試験、卒業式、就職など各人各様の悲喜劇がある。できた

らこういうのはこのよき季節でない方がと思う。臨教審で 9 月入学を俎上にのぼせている

ようだが、これが実現すると一寸かわった 3 月になろう。ついでに新年度も 9 月からとい

うことになると気分がかわるだろう。この春という時期をもっと違ったことに使えるなら

と思うのである。県議会は篠田発言で一寸したさわぎになっている。攻めばかり考えてい

る自民党が又一つ躓きをしたわけだ。じっくり攻めること知らないのだ。 
 
3 月 10 日（日） 
「地方の時代」の新潮流 
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広報室の安達氏が神奈川県自治総合研究センター発行の季刊自治体学研究（23 号）の「自

治体の政策研究―政策自立への新戦略―」を読むようにすすめていたので、これを手

にしてみた。自治体学という言葉に少々ひっかかりを思うが内容は自治体政策研究交流会

議（1984 年 10 月 18 日神奈川県民ホール大会議室で神奈川県及び自治体政策研究交流会議

実行委員会主催）のレポートである。「地方の時代」を提唱その他県政推進上多くの新機軸

をあみ出している長洲知事のリーダーシップによるものといえるが、これは時代の新しい

潮流を賢察したものともいえる。この雑誌では「政策」の研究提言実践ということに力点

がおかれ、自治体の国に対する自主性が強調されている。それは自治体の自立自助であり

首長のリーダーシップである。だが、私が近頃強調したいのは、国への意識は別として、

自治体の住民自身の、自治体からの自立自助である。神奈川のそれは国からの自治体の自

立自助に力点が傾く。それはそれとして評価するが、もう一歩ふみ込んで住民の自立自助

をいう必要があるように思える。そのあたり、地域の政治経済などの特性からくる違いが

あるようにも思える。国から独立できるところ、国からの自立をいえるところの違いもあ

ろう。 
 
3 月 11 日（月） 
九州工大情報工学系新学部について 
九州工業大学の情報工学系新学部の飯塚市への誘致問題がなかなか踏ん切りがつかないの

で、地元地盤整備着工で困惑している飯塚市長と共に期成会々長の私が市長、県企画開発

部長同席で井上九工大学長に促進方要請のため戸畑に行った。62 年 4 月オープンの予定な

ので 61 年中に建設工事、60 年度中に市による地盤整備の工事が必要という。文部省は、新

学部設置にはスクラップアンドビルド方式を取入れるため、現九工大の学内改革を要求し

ており、これを九工大の内部ですんなり受け容れえぬ学内事情がある。これまでの学科を

大学科系にまとめ、若干のスクラップが要件とされているが、教授会で個別利害があり、

学内のまとまりがえられず、もたついているというのが実情らしい。学長には 61 年度政府

予算決定のためには今年の 6 月頃文部省の概算要求の骨格がまとまる頃までに間に合わな

ければならないことを十分計算に入れてほしいと強く申入れておいた。九工大は、もとこ

の計画が動きはじめた時（8 年前）スクラップアンドビルドではなかったのに、3 年ほど前

からそういう方針が表面化したため、問題がこじれはじめたという。県議会では三木清が、

すべて知事が悪いといわんばかりの質問をした。私は胸の中で、三木がやれという気持だ。 
 
3 月 12 日（火） 
「私」を切り込む秘書室の態度が腹立たしい 
年度末補正予算の審議が八日からずれ込んでいるのを、今日は議了するのかと思ったが明

日になったという。「税金泥棒」篠田発言を何とかうやむやにしようとの自民党及び篠田の
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画策が議会の空転を呼んでいるのだが、この辺にも「税金泥棒」論があてはまるのではな

いだろうか。ひとのあらさがしばかりやっている自民緑政の 2 党だが、今日の秘書室では

24 日耶馬溪ダム竣工式出席のため前日から豊前に行って泊る予定のところ、土井仙吉氏の

退官及出版記念案内状が来て、すり合わせの結果、豊前の後藤、松山両県議に義理立ての

ため早目に着いてこの県議二人と会食をということになり土井氏のそれには出席できない

ことになるという。私は彼等県議にどう義理立てしても石にものいうようなものだと思う

といって不満を表明した。万事がこの通りで、篠田にしろ三木にしろ、髙山、松山これら

にはいい加減な義理立てで終っておけばよいものを、私的分野を犠牲にしてでもこういう

馬鹿げた連中に付合ってくれというのが秘書の考えだから腹立たしい。私的なことならい

くらでも犠牲にしうると考えるのはむしろ政治的配慮というよりは官僚的発想だと思う。

私があってその上に公があるはずなのに私に切り込むのだ。 
 
3 月 13 日（水） 
個人の公共性ということについて 
神奈川の〝自治体学研究〟をペラペラ見ていると住民運動をテコにして自治体を見るとい

う角度からの論議が興味深くみられる。住民運動が時代によりかわってくると、自治体論

もかわってくるようだ。樺島君が強調したことだが、公共性論への反省がのっている。国、

自治体の公共性はそれとして、企業の公共性論の時代から自分自身、個人の公共性へと論

点がうつってきているというのである。その最もわかりやすい例が公害問題である。企業

立地に対する公共性の強調の必要はおよそコンセンサスができたようだが、個人のそれに

ついては日本人はまだそうした試練をくぐり抜けてはいない。昔は公益といういい方もあ

った。公園の花をきれいにする、木の枝を折らないといったこと。今は暴走族、空カンな

ど、企業と無関係とはいえないが、個人的公害の問題が多い。カラオケ、団地でのピアノ

等々も、これらについて互いに協力しあわないと共存がむづかしい時代になっている。交

通ルールを守ろうなどといわないと、交通事故は大変なのである。関係家族のことを考え

るとすごい公害ともいえる。地方自治の問題がこれに深くかかわってくる。 
 
3 月 14 日（木） 
若者は逞しく育っているのではないか 
中国から青年の代表 100 人がくる。また日系移民の子弟を県下大学に受入れていた人達が 1
年間の留学を終えて南米諸国に帰っていく。そうした人達が知事室に来て語って帰る。又、

春の選抜高校野球出場選手団が来室する。今の青年には問題者も少くないが、こうして来

訪する人達をみていると、若さと希望にあふれ逞しさを感ずる。悪いのもいる代わりに立

派なのも多いのが事実。だから、もちろんだが何も心配ばかりしている必要はない。子供

達は大多数すくすく伸びているわけだ。悪いのが多いようにみえるのは、報道過剰、報道
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敏感のせいもあろう。なるほど統計上問題件数は上昇している。家族がバラバラになり、

家庭の教育機能が弱体化している。母親が働きに出ることから、そして子供部屋ができて

子供が目の届かぬ所にとじこもるからというような現代社会の諸特徴が、そうした家庭の

教育機能を弱体化させる原因になっていよう。子供は昔の家庭と違い家事手伝いをしない。

生活水準が上昇し安易に流れがちである。だから非行に走りやすいといわれる。しかし、

他方で子供ならするであろう初歩的非行を、周辺が非行非行といいすぎるのではないだろ

うか。若者は逞しく育っていると思う。 
 

3 月 15 日（金） 
自民戦後タカ派 
昨日から今朝 2 時に及んだ知事保留質問を通じて感じたことは、自民党の連中が自分の考

えを知事に押しつけようとすること、労働関係や使用者の福利厚生と互助会依
ﾏ ﾏ

託関係につ

いて全く前民主主義的発想しかないのに、これを知事におしつけようとする点である。か

なりな年配なら戦後の民主化の波を拒否した者、若い者なら民主主義に背を向けてきた者

がこの党に所属している。彼らは公務員関係の中には労使はないという。福利厚生（元気

回復）は公務員だけでなく民間一般にも必要だから、〝先憂後楽〟ということからすれば、

公務員の福利厚生は返上すべきではないか、といった類である。自民党や緑政連はたいて

いこうした考え方をもっているが、今朝までかかった知事保留質問でこの点突出したのが

篠田栄太郎と高岡新。どちらも戦後保守タカ派といえるだろう。この連中のいいなりにな

る世の中になると、戦争への歯止めをなくした時代ということになろう。ただ、案外この

連中は臆病に違いない。小利口でずるがしこいだろうし、人生に苦をなめたことなく育っ

たのではないだろうか。利己主義者でひとのことは考えない。 
 

3 月 16 日（土） 
奥田県政推進対策会議初の幹部会 
午後 4 時山ノ上ホテルに着いた頃にはそれまでの快晴がうそのように小雨になり、夜はど

んどん降った。山ノ上では県政推進対策会議の幹部が集まり、折返し点に立つ奥田県政へ

の注文が地公労からどんどん出された。両教組のスト処分を何とかしないと日教組では困

っているし、次の選挙での組合員の士気に大きな影響は必至というのが一番強い声であっ

た。奥田県政になってからかえってひどくなったというのである。この裏には自民党が教

育委員会を拠点に、奥田県政切崩しを策しているという厳たる事実があるのに、教育委員

更迭の人事提に
マ マ

しても知事は自民のいいなりになってきたとの批判がある。関連して、県

の人事一般において、亀井時代に出世してきた者がいまだに重要ポストにぬくぬくとおさ

まっているとの事実があると指摘がつづく。16 年間育てられ、トップダウン方式で牛耳ら

れてきた県職員体制は、かんたんにかえられない。自民党と結託している職員が随所にい
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て情報資料がどんどん抜けていく。だから人事は大事だとの主張である。この 4 月には重

要人事についてかなり改善されるだろうというのが林県議の答弁。私からは地公労各組合

も県民の感情で納得できるものに脱皮してほしいと注文をつけておいた。 
 
3 月 17 日（日） 
太宰府天満宮に西高辻宮司を訪ねる 
もう遅いだろうと思ったのに、太宰府の梅の花はまだ蕾もあるほどの木もあって見るに値

した。参拝客も結構多かったのが昨日の天満宮であった。日本には 300 種以上の梅があり、

その半分以上は太宰府にあるとのこと。あちこちからもってきて植えていく人があって、

そのように種類がふえていくという。天満宮の本殿の作りは他に見られぬ特徴があると宮

司の秘書が説明してくれた。よく耳に残ってないが、中国の廟の趣きが取り入れられてい

るのだそうだ。説明をきくまではそういうこまかいことは全く気づかない。当り前といえ

ばそれまでだが、そういうことに気づく程に教養がなくてはならないだろう。ぼんやり見

てすぎるというのが凡人の常である。昨日は西高辻宮司に特に面接を申入れて表敬訪問と

いうことにしたので、それを受けてくれたわけ。信良氏は若い新進の宮司で気持よさそう

な人だ。前代の宮司はもう年なのか一寸衰弱気味だったので、息子に譲って休養できてい

るだろう。代がわりしてはじめての表敬という気持から申込んで訪ねたのである。梅見の

客にまじって茶店で中食をとった。多くの人が私に注目し、一しょにカメラにおさまって

くれというケースが多かった。気易くそれに応じて一時を楽しんだのであった。 
 
3 月 18 日（月） 
4 月人事異動原案 
朝から午後にかけて 4 月の課長以上の人事異動の話が原案をめぐってとりざたされている。

過去の人事で応援団側にかなり不満があったので、こんどはそうならないように工夫をし

た跡がみえる。今回の場合、課長が浅井氏になっているので、それが梃として作用してい

る。人事課長をかえただけのことはある。それに、副知事、出納長も補強されているので

昨年のように、中央から天下りの者による人事の弊を脱することになる。「地ごろ」は「地

元のこころ」をつかんで事をすすめることができるからである。亀井 16 年間に培った人間

配置が昨年までほぼ貫徹していたのである。報復人事をしないと私がはじめから宣言して

いたので、それが逆手にとられたといえなくもないのが昨年の人事で、亀井色が奥田をと

りまいているとさえ批判されたのであった。だが私は急いでも事は成らぬと思っている。

反亀井が必ずしもよいとは限らないし、組合色の強い人物がよいとはいえない。役人とい

うものは元来どこでも誰れでも器として使う人によって便利に役立つというものである。

中には反奥田で旗上げをたくらむ者、自民党に不断に内通している者もなくはない。そん

なのは今回の人事でかなりはっきり処理されるであろう。それは当然といわねばならぬ。 
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3 月 19 日（火） 
議会審議がダダッ子のようによく止まる 
条令

ママ

、予算両特別委は審議が始まったり休憩に入ったりで自民党がごねられるだけごねて

いる模様。どちらでもいいようなことを面子にこだわっているらしい。スムーズな審議に

なると抵抗しなかったようにみえるから強いて問題を投げかけてストップをかけ時間をつ

ぶす作戦が先行しているのが否めない。政権欲のかたまりの自民党があわれにもみえる。

44 人という半数近い議員をかかえ篠田氏が全くまとめる能力を欠くためバラバラ、まとま

った意見をきくことができない。なすがまま、なるがまま、審議不能といって抵抗するこ

とだけが罷り通っている。それと、自民のやり口は政策論議というよりは地公労の三組合

をいかにいじめるか、知事にかかわらせて支持関係をいかに汚すかに精力を集中している。

審議といってもそういうこと以外に取りあげる材料、才覚がないといわれている。教育会

館用地賃貸料にしても戦前から今日まで 60 年近い歳月が流れている問題を、返還要求せよ

とか、賃貸料が安すぎるとか、数にものをいわせてダダッ子のような言い分をくりかえし

ている。訴訟でもしたら、私がいうと、佐々木君は知事からそれはいえないと大真面目に

戒める。数にものをいわせたダダッ子ぶりをヤユしているのだ。 
 
3 月 20 日（水） 
著書が続々贈られてくるけれど 
いろんな人から、著書の寄贈がある。今日は北九州のケースワーカー経験の「わがケース

ワーク、わが実存」今村徹著が送付されてきた。―市福祉現業員の体験的哲学的自問

―と副題がつけてある。書きためた資料をもとに退職記念に自費出版したとある。又太

宰府市にある県看護学校からは県下看護界の先覚者・眞島智茂さんの伝記「緋の肖像」を

学校次長さんが届けて来てくれた。すぐ最近は西日本新聞労組委員長の深井健二さんが「自

己革新の旅」をもって来た。私に序文を所望したもので近々出版記念会を開くという。そ

の他最近では上原司「シベリア雲の流れるままに」。これは二丈町の観光浄化空カンひろい

の時の写真をそえた活動家で戦争体験記。日野原重明「病む心とからだ」、それに田中六助

「保守本流の直言」である。田中六氏のは前自民党幹事長の遺言書となったといわれるも

の。どの本も読むに値するとは思いつつ、ペラペラながめて終ってしまう。毎日が自分自

身を整理するのに追われている身だから他人が文字を通じて訴えることに耳を傾けるひま

がないのが残念である。新聞すら碌に読まないのだから。土井仙吉氏がこんど定年退官。

漁法の変遷に関する論文集出版をかねた記念祝賀会が 24 日にある。 
 
3 月 21 日（木） 
時の経過に感慨一入 
（公務員試験）受験ジャーナルが 4 月号で知事訪問特集に私の記事をのせ、中味は大変好
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意的に描写している。同時に額入り写真送って来てくれた。新京経理学校 8 期生の文集「白

雲悠々」（2 月 18 日刊）ということで最近の大きな本の一つだ。700 ページをこす大物、こ

れには私の綴った分ものっている。同室で寝食を共にした加古豊彦が 2 月 3 日逝去したと

の折込みが入っていてガクゼン。緑園会の世話役高田君たちが長い月日かけて作成した文

集でこれは記念だし読みごたえがある。記録的価値が私にとって高いものである。静かに

読書する時間が欲しい。今日は肩の荷おろしのつもりで休日を利用して光円寺にまいり、

みゆきを空港に送ったあと、具島先生を訪ねた。県政をめぐる諸問題を報告した。もう 80
歳だから長崎の方はこの 3 月末で退任するという。田中定先生とくらべると同年とは思え

ぬ元気さ、県政についてはきちんとした関心の示しようである。県民の会がもっとちゃん

としてくれればよいのにといわんばかりであった。健康にくれぐれも注意して下さいとい

って別れた。徳本君宅に行った。安東君宅では娘さんが結婚したという。それぞれ老いた

夫妻だけの世帯になってしまっている。そういうことが当り前の時代でこの先が案じられ

る。 
 
3 月 22 日（金） 
心と心の照らし合い 
教養部の猪城博之氏から「偲び草」という小さな文集を送ってきた。彼が僅か 2 ヵ月ヨー

ロッパ留学した折、奥さんからの手紙を集めたものである。昨年 3 月 20 日死去、22 日密

葬の由付記してある。1 周忌事業とでもいおうか。昭和 51 年から 8 年間のわずらい、うっ

血性心筋症から甲状腺腫瘍へと発展したらしい。同じ教養部では野口喜久雄氏が昨日膵臓

ガンで亡くなったときき、今日弔電など処理したところであった。猪城氏はヨーロッパの

旅日記を私によく届けてくれた。細かい心のくばり、観察の心得のある人だ。病気の奥さ

んとは枕許の対話が多かったのではないか。この文集を見ながら感じたのだが、心と心と

はよくいったものだと思うのである。こちらの心が光るにつれて向うの心も輝く。そうし

た関係は案外日常的に忘れられ勝ちで一方的に勝手に相手をこうだと決めてかかってしま

う場合が多い。こちらの心が冷いなら向うの心も光らないし、温みをもたない。光らせ温

みをもたせるには、こちらから光をあて温めればよい。そういう気がする。猪城夫妻にそ

れがあったことが文集が語っている。 
 
3 月 23 日（土） 
地方まわりの時は地区労に顔を出そう 
明日の耶馬溪ダムの竣工式が朝出たのでは間に合わないというので、今日は豊前市に泊る

ことになった。そうすると、この地方から出ている後藤、松山の両県議には敬意を表して

会食でもということになりそのスケジュールを組んだのだが、私の提案で、地区労にも敬

意を表すべきだということが追加された。そうしていてよかったわけだ。知事選の時はこ
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この地区労はよくやってくれた。それ以来一度も顔を出していない。築上館での地区労幹

部 30 数人との話し合いは 1 時間しかなかったが、その中で知事の顔を見たい、話したい、

さらにはさわってみたいという人が多いのだという発言があった。テレビでは見ているが、

それでは満足できないのだという。だったら、私が地区労の人達との話の場の設定の提案

は正当だったわけだ。今後は土曜の午後とか日曜とか誰はばかることのない時に、こうし

た要求には応じていかなければならないと思う。選挙というような試練をへてくると、選

挙民にはそのような欲求が湧くのが自然であることがよくわかる。地区労の永吉氏にはほ

んとうにこまかい点まで世話になったことが思い出される。高教組の、名は忘れたがその

人にも大変世話になったわけだ。 
 
3 月 24 日（日） 
耶馬溪ダムの竣工式に思う 
耶馬溪ダムの竣工式に出た。山国側の一つの支流をせき止め、2100 万 m3 の水が貯えられ

る。発電もできる。洪水調節、上水、工業用水にも使える。水没した民家 70 戸余。その補

償や大分福岡両県に水をどう分配するかも問題で、それを解決するのに大きな苦労があっ

たときく。水は昔から争いの的になった。全国いたる所で、否全世界で、これは普遍的な

ことのようだ。人は水を使って生きてきたからである。水により人は結ばれ、逆に争った

のである。この耶馬溪ダムができるについても例外ではなかったらしい。水没した人達が

どう補償されたのか定かではないが、近い地域に移ったのであろう。高い丘の上に何戸か

見える大きな新しい家がその一つだということだった。故郷を捨て、新しい地に移って幸

せがつかめるならそれでいいが、近頃は地権者といい、漁業権者といい、何かの建設事業

には補償をめぐる紛争紛糾が多いようだ。日本では土地が狭いせいか、そうした権利への

執着が殊のほか強いようだし、それを強固に守ろうとする制度が定着しているようだ。地

権と水利権と、そして川の水の変化には漁業権がすべての建設にがんじがらめにまきつい

ている。 
 
3 月 25 日（月） 
野口喜久雄につづいて出村洋一が亡くなった 
教養部の出村洋一氏が昨朝心臓の何かの故障で急死したとのことで、野口氏同様弔電と花

輪で対応した。有機化学の専門でマージャン仲間の一人だった。几帳面な人で、教養部 30
年史を編集する折にきちんと仕事する人ということもわかった。死の前日テニスをしたと

か。疲れが出たのではないかとのことだが、まさかとさえ思う。ただ、ある意味ではこの

ような急死を私は自分のことと仮定して歓迎する。長わずらいはごめん蒙りたいものだ。

56 歳というから早すぎる。70 歳すぎると惜しくはないのではないか。その年になってみる

と早すぎるというのかも知れないが、一般的には惜しくなかろう。出村氏は教養部一回生
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で私はいわば恩師に当る。深山喜一郎氏も同じ期だが、昨年秋に倒れた。現職教授の死が

多い教養部だ。深山氏は今は療養効あって歩ける程度になったときいている。が、脳の故

障で言語障害がかなりひどいといわれている。廃人とはいえないようだが、回復がおくれ

ると、そして、完全でないなら廃人に等しかろう。高齢化が進むとそうした介護を要する

人がふえるが、そうまでして長寿を保ちたくないというのが正直な感じだ。出村君のよう

に、昨日テニスをしたのにというような死に方を私なら歓迎する。この真面目男の冥福を

祈る。 
 
3 月 26 日（火） 
学生運動に理解できない自民党（労使関係を民法と刑法からしか理解しようとしない、労

働運動がわからない） 
自民党が入れ代わり立ち代わり、県議会の特別委員会での組合攻撃がつづいている。そし

て次々に知事保留として順おくりになっている。教組、教育会館、両互助会、そして梅香

会と全くほじくり出しているとしかいいようがない質問攻め。朝日新聞のコラム欄にはか

なり痛烈に野党批判がのっていた。知事いじめから転換して知事とその支持基盤の離間へ

と指摘。1 日の議会延長コストは 120 万円というが、職員の残業費を加えると巨額に達する

だろう。組合攻撃の中で県費の無駄づかいと指摘する自民だが会期延長でどんどん無駄づ

かいを敢てしている。議会の質問では執行部の対応の悪さから議会延長になってしまうと

必ず発言してから質問に入る者がある。いずれにせよ汚い汚い自民党のやり口である。会

期延長こそ意味があると彼らは考えている。全く貧困な思想内容しかない自民党の連中の

攻撃だが、それをいうわけにはいかない。労働組合運動と互助会運動が癒着していると彼

らはいうが、結合している方がむしろ自然な姿だということを彼らは理解できない。長谷

川喜博というヒステリックな投書魔がこの自民党と手を組んで西日本新聞紙上で大活躍し

ている。 
 
3 月 27 日（水） 
安楽死の必要 
九大泌尿科にもう 4 ヵ月も入院、ガン治療中の藤江君のお父さんが主治医に、安楽死を願

う文をしたためたという。個室に入っていて一度自殺をはかったので相部屋に移されたと

の話もきいたことがある。毎日の闘病生活が耐えられない程の苦痛の連続らしいことはき

いている。本人も家族もたまらぬだろう。主治医は不治の状況であることを家族にずっと

前から知らせている。だから、生きのびる手段を医術的に尽くして今日まできたのだと思

う。丸山ワクチンの話もここ数日出ていて、その利用は本人家族の希望であれば OK と主

治医はいっているとのことである。医の任務、医の倫理がどう論じられ、こういう場合医

師はどうすべきかということは私にはいえぬ。他方には経費問題もあろう。法律論もある
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かも知れない。しかし、医術の限りを尽くして延命をはかったとしても、本人と家族の苦

痛、とくに、本人の地獄のようなさいなみがあるとすれば、その辺を考えてくれてもよい

だろうと思う。意図的に処理するわけにもいくまいが、単なる延命術を施しているとすれ

ば、そこはもう一寸自然にまかせられないものなのか。治すのではなくて延命ということ

に少々の疑問を懐くものである。アメリカあたりでは安楽死が本人家族の希望で合法的に

できるときいているのだが。 
 
3 月 28 日（木） 
亀井時代からの負の遺産（1） 
亀井知事は偉大だったと自民党県議は知事質問にあたって私の前でこれみよがしに演説す

るのが常だった。だが、今会期にはそれがない。むしろその負の遺産の暴露で私を追及す

る戦法に出ているから亀井礼讃の弁にならないのである。県営住宅家賃の滞納累積、筑豊

地域生活保護不正受給、この二件については既に手がけていた。が、土木協力会問題が土

木事務所長（塔野氏）の汚職問題とのかかわりで明るみに出た。これも亀井時代からの宿

弊であったことは否めない。今議会で、昨年来問題になっていた教職員互助会の役員構成

の問題はどうしても解決せねばならぬ宿題である。8 億 2 千万円の補助金が自民党側の互助

会役員構成への介入によってしかも議会の決議までして執行保留になっている事柄である。

これも亀井 16年間手がつけられてなかった問題を今になって自民党がもち出してきている。

これは補助金というよりは県側の福利厚生事業として法によって義務づけられた業務の依

託費である。その依託先の団体の役員構成が気に入らないからということで決議にまでの

せて、役員構成に自民党が介入してきたわけ。教職員互助会は高教組、福教組の役員、処

分退職者が役職についているのだが、自民の役員介入には断乎応じない構え。 
 
3 月 29 日（金） 
亀井時代からの負の遺産（2） 
今議会で急浮上した亀井時代からの負の遺産は本庁舎地階の理髪事業部職員である。9 人の

従事者がいて、それが全部職員の身分という。私も初耳だが、指摘されてみると事実とい

う。その人件費は正確につかんでないが平均年 300 万円として 2700 万円になる。あえて解

釈すれば、理髪を福利厚生事業としてやっているといえば違法とはいえないが、警察棟の

理髪部は外部業者がはいっている。教職員には理髪という福利厚生事業は行ってはいない。

同じ県の職員への福利厚生事業にこのような不均衡があっていいのかという反論はかんた

んに成立する。そのほか県の出先機関になると、あれこれ全く不均衡な状況らしい。過去

の経緯あり、庁舎新築時の経緯あり、組合活動との関連ありなどで、まちまちの形での庁

舎利用がおこなわれているのが実態のようだ。しかし不合理だからといって、今急に直せ

とせまられても、相手あり経緯ありでそうかんたんにはいかない。是正に取り組むという
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答弁でその場を凌ぐしかないが、自民党は鬼の首をとったかのごとく追及し、奥田が悪い

といわんばかりに攻め立ててくる。しかし、彼等も亀井時代からの古傷ということで内心

はおだやかなのである。 
 
3 月 30 日（土） 
自民の自己保存本能 
収用委員候補に推した近藤昭三はアカだといって自民の髙山がケチをつけた。教育委員に

池野京子と秋枝䔥子の二人を推したら最初は女二人はいかんといい、池野をはずして西部

ガスの今村副社長を推したらこんどは秋枝はアカだといって反対した。髙山が池野、今村

ならいいといったとか。池野は髙山に推されて委員を一期した人らしい。社会党らは、そ

ういうことなら今期教育委員は提案しないということで臨むしかない、そうそう向うのい

うままにできないということで、見送りと決った。収用委の方は説得でおさまり、近藤氏

は決定した。それにしても、気に入らぬ人物にはアカというレッテルを貼ることによって

抹消しようとする習わしが自民にある。これは日本の保守層に共通している傾向でもある。

亀井陣営で選挙中奥田夫人はソ連人だといったことが一時あったが、これも同じ手法によ

る。カネでこの世を支配することに危機がおとずれた時、その脱出にアカとかソ連という

のを援用してきたのである。教育委員会 5 人中女二人はいかんという理由は、女の進出に

脅威を感ずる自民の体質をあらわしている。女は平等を重んじ清潔を好む傾向が強い。自

民にとってそれは自己の存立基盤をおびやかすことになるからだ。自己陣営の防衛本能か

らきている。 
 
3 月 31 日（日） 
孤独と腹心の部下 
自分はひとりだ。孤独の存在だ。自分以外に誰もいない。そんな気持になることが時にあ

る。〝大いなる人間模様〟と名をつけた本を出した。それほど大勢の人に、否無数の人に

支えられて今日まできたことを否定すべくもないし、両親や兄弟と何の偶然か生をうけて

きた同胞がいるのに、それが何だったのか、大したことではないと思うことがある。自分

が自分を決めずして誰が決めるのかと思うと、自分がひとりでしかないと思うのである。

体調がよくない。それは自分のことであって自分以外に誰の責任でもないし、対人関係で

失敗を反省する、こんな時も自分のことである以外にない。このような孤独は絶対的であ

る。テレビで死の前にある老婆があの世に行った夫に早く会いたいと叫んでいるシーンが

出た。もちろん作為があろうがそのような心境になるのも当然だろう。そう叫ぶかどうか

にどことなく作為が感じられるが、気持はおこるだろう。孤独を打破する基本は配偶者、

親子、兄弟を求める点にあるだろう。腹心というのがそこからでてくる。腹心の部下がな

ければ大事な時に仕損じる。県知事などという仕事は腹心の部下を見つけるという要件が
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求められる。その自由さえ奪う敵がある。 
 
MEMORANDUM 
〝2 月議会を顧みて〟 
今回の「2 月県議会」もまた再三の会期延長で混乱をつづけながら、当初予算は無修正で通

過した。行革は結論を秋に持ち越し、教員互助会補助金（実質は福利厚生事業の県からの

依託費）が 59 年度執行なく 60 年度予算計上せずという奇形が生じ解決を将来に持越し、

県職互助会についても理容師の職身分問題も指摘をうけたままになり、第三に教育委員会

委員の二つのポスト任期切れのまま新任議決を見送って 5 人のところ当面は 3 人体制です

ませるほかないという三つの大きな問題を残したままに期限切れ問題先送りとなったとい

う傷痕は残った、が昨年とくらべ、まずは順調に経過したということであろう。自民党は

明らかに次期選挙を見すえて、私の失点をできるだけ多くしようと努力してはきたが、ほ

とんど全部が亀井時代にもあったことの踏襲されてきたことであり、今更問題化するにも

筋が通りにくいものを無理に問題化しようとしたように思えてならない。従って資料提供

など要求難題をもちかけて会期を延長しただけで何ら前進した成果をあげえなかったよう

だ。これも遠藤氏の作戦の能力不足と自民県議の個人プレーの浅薄さを露呈したものとい

えよう。私自身、自民の攻撃の理不尽さを知っているから全く気にならなかった。むしろ、

教職員互助会補助金問題のように、組合憎しの感情の余り突込みすぎて失敗に終るという

ことがあって、彼等がいきり立てば立つほど失点になるということが誰の目にも明白にな

る。 
 
【「4 月のスケジュール」欄への記載】 
付きの秘書は佐々木正躬氏より大石昌弘氏へ交替 
 
4 月 1 日（月） 
新任者への知事訓話 
今日は新任幹部への辞令交付。311 人に 1 人 1 人辞令を交付して 40 分同じ姿勢で立ちつづ

け、歩きにくいほどに足がこわばった。こんな経験ははじめてである。ひる少し前こんど

は看護研修所で 130 人ばかりの新採用者への知事訓話を行った。どちらも近頃にない長時

間、後者は 50 分をかけた話になった。課長たちへの話はどことなく遠慮があるが、新任者

への話は学生に話すような気分になれて、ずいぶんと違う。彼等には県政の重点など話し

てもどうでもよいだろうが、人生訓のような、社会人となる基本、県庁マンたる心構えの

ようなことをさとすことができる。どちらにも必要なのは、知事の顔を直接知ってもらう

こと。これは妙にもきこえるが、案外知らない人、見たこともなかった人が多いものだ。

ジカに見たい、テレビで見たのとは違うという人が多いものだ。それから、課長たちにし
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ろ、新任者にしろ、知事の腹の中をさぐろうとしているようだ。信賞必罰といえるような

言葉があれば、他の美辞麗句よりもやる気がおこるらしい。今日はそういうことを考えな

がら久しぶりに長時間の立んぼうの役を敢て耐え抜いた。彼も人、我も人、そして人と人

の組織、それを動かしていくのに、いかに他の力と自分の力を合わせるかだ。 
 
4 月 2 日（火） 
行革が迫られているが、態度のポイントは何か 
行革について明確な方針を出すしかないという気持で、庁議後の行革推進本部会議でも、

午後の行革担当職員会議でも、私の方針を明言した。行革の中味が何であれ、それが時代

の流れとして不可避であることはいうまでもないし、私の場合、最初の議会で「福岡県独

自の行革をやる」という言明をしている。その手順はよかったと思うが、自民党はそれを

疑い、自分達の考える行革を押しつけようとする。他方、職員組合側からは、行革を警戒

し、反対とすら表明している。だから、その両方に対し、いずれでもなく、われわれはこ

れでいくという「独自」のものを旗幟鮮明にする必要が生じている。この両方は行革とは

人員削減に他ならないと短絡する。それなら昔行政整理といったのを別の言葉におきかえ

たものにすぎない。行革という別の言葉を使う必要はないはずだ。もう一つ問題なのは、

自民党議員らが主張する点すなわち OA 機器の導入によるメリットを全部人員削減にあて

ようとする点である。機械化の利益は労働者にも消費者にも経営者にも分配するという立

場を取るべきなのに、自民党は人員削減に全部まわそうとする発言で私に迫ってくる。欲

深い自民党だから、これにどう切り返して正論を守るかがポイントだ。 
 
4 月 3 日（水） 
ブラジル福岡県人会の人達の郷愁にこたえるために 
桜がもう 2 分咲きぐらい。どんどん咲いていく。一斉に、何の意思もなく自然は整然とし

て動いていく。明日ブラジルから県人会々長らが来訪するというので、ひまにまかせて色

紙を書いた。年々歳々花相似たり、歳々年々人同じからずとの中国の古詩の一部がその内

容。これを見て何十年ぶりかに故郷に帰って来る在伯県人の人達はどう思うだろう。新た

に設置された国際交流課、その上に立つ企画開発部新次長一宮氏の話では、この秋には知

事に是非ブラジルに行ってもらいたいという。県議らが向うへ行って約束したこともある

が、移民 75周年を迎えるブラジルでは、県人会の人々の故愁がかなりつのっているらしく、

知事の来伯を熱望していることが事実らしく、明日の県人会々長もその事について強く要

請するようだ。他県の知事は行った例が多いらしい。南米に行くには片道 29 時間かかると

いう。行くなら 13 日も必要だという。そんなに長い間県を留守にするわけにはいかないと

のことで躊躇していたが、明日は日程は切りつめブラジルだけとし、ハワイと組み合わせ

た日程とすることで決意せざるをえないのではないかとの気持に傾きはじめた。八月下旬
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から 9 月上旬を考えている。 
 
4 月 4 日（木） 
ブラジル移住 75 周年記念式典への知事招請について 
昨日の欄に書いたブラジル行きについては、近藤副知事から今後の政治課題との関連で今

回は見送った方がよいとの意見が強く出て、それなら取り止めて、どちらかの副知事で対

応しようと腹固めして今日の在伯県人会々長中村氏らの移住 75周年式知事来伯要請団に対

応することになった。自民党が 6、9 両議会で何をしでかすかわからないし、一期目に行く

のはまずいと近藤氏はいう。それに行革で必ずかなり大きい問題がでてくるに相違ないと

判断しているようだ。それに県人会会館その他で荷物を負わされるに違いない情況もある

らしい。今日 703 会議室で墓参団、県費留学生、県人会々長、サンパウロ市議その他 30 余

人が集っての知事招待要請式があった。私へのみやげ、サンパウロ市会議長、勲章、私の

方からは墓参者、会長、市議らに色紙、旅費その他記念品を贈呈したが、ブラジル訪問の

確答はさけねばならなかった。移住者の中には成功した人もいるが、残念にも失敗した人

も少くなかったはずで、それぞれ、三代にわたる辛苦の体験をかかえており、故郷日本、

福岡県に寄せる期待にはわれわれが想像できないほど大きなものがあるに違いない。経済

大国日本だから何かしてほしいと思うはずである。 
 
4 月 5 日（金） 
日本赤十字福岡県血液センター新出発に際して（知事は日赤県支部長） 
福岡県血液センターの竣工式があった。筑紫野市に 5 階建ての新しい医術の粋を集めたも

のだ。来る 15 日に今の須崎から移転を完了し、業務を再開するという。今日血というもの

が成分輸血の時代になり、又様々な副作用を克服する技術が発達し、保存上の技術も加え

られ、高度な医療剤となっていること、全国的なネットワークによって制度が高められて

いるなど、そうした諸条件を具備した全国最新の血液センターができたのである。亀井県

政の末期に建設計画が成り、私が知事になって起工式をはじめて行った建物といえる。東

京から林社長も列席、主要市町村からもとくに太宰府、大野城など隣接市町から医療機関、

日赤各病院、県民生部、衛生部、県立病院から祝賀にかけつけていた。血というものがい

かに大切かは、治療にゆくとほとんど血液検査されることからもわかるし、古来これをい

ろいろの意味で、実際体内を循環している血液以外のたとえに用いられて来たことからも

わかる。血筋の意味は広く、血のけとか血の出るようなとかの用法も面白いが、昔の人が

血液の本質を洞察していたからではあるまいか。医師たちの話をきいていて、そんな感じ

がした。 
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4 月 6 日（土） 
仲好会のメンバーと会う 
10 時から 12 時まで〝交通マナーを高めよう県総決起大会〟を都久志会館で開いて後、暫時

日銀前で街頭行動をして後、教育会館に会館事務局、福教組、高教組、社会主義協会を訪

ね、久しぶりに関係者と顔を合わせ。1 時から県職労本庁支部役員と福新楼で中食こんだん

会、5 時から仲好旅館で仲好会の人達と鍋をつつきながら会談をした。いずれも〝ガス抜

き〟といえるものである。平素知事はこうした支援者団体の幹部と会って打ちとけた対話

をすることがないので、いいたいことが一杯たまっている。そのはけ口を作っていなかっ

た。今後はつとめてこうした場を設けることが必要ということである。仲好旅館は知事選

挙の時は大いに利用させてもらったところだ。メンバーの名もここから取っている。今日

集ったのは、荒牧、西井、衣笠、八丁、岩崎、岩元、内田、徳本の諸氏で、秘書室から森

山が加わった。〝ガス抜き〟と大げさにいっても、特別の注文があるわけでなく、平素か

ら県政について思っていること語り合うだけである。ビールをのんでわいわいやればよい。

ただお互いに、例えば県庁の内と外にいて県政についても感じ方、受取り方が違うので、

その違いをたしかめ、改むべきは再認して改めるというのがメリットといえるだろう。私

の側からは、仲好会の人達は、県政のブレーンとしての自負をしたいのではないかと想像

するが、実際上のブレーン組織を作ることは仲々容易ではない。が、こうして接触を続け

ているうちに、いい知恵も浮かぶだろう。 
 
4 月 7 日（日） 
花の京都で妙な問題が二題 
京都も福岡と同じくらい桜は 8 分咲きだ。朝のうち少し時間のゆとりがあったので同行の

佐々木、森山それに林室長の 4 人でこの都ホテルからほど近い南禅寺の境内を散歩した。

小雨のためホテルから傘を借りて出た。傘は全く苦にならぬ。南禅寺は二度目と思うのだ

が過去の記憶はほとんど残っていない。市が課税する態度ということで、そうなれば一般

の拝観を拒否する旨の立看板が京都には多く見られる。そうなると観光客でもてている京

都の活況が失われるという問題に加え、観光税を徴収することを寺側が拒否するとのこと

なので、誰が徴収するかの問題が残るらしい。今日の京都福岡県人会は東本願寺がもって

いた渉成園枳殻邸で行われたが、これを寺側がある不動産屋に 10 億円で売ったことに同門

宗教家たちが反対 して争いになっているといわれる。こんな立派な市中心部にある庭園

を買う方も買う方、売る方も売る方だと思う。国、府、市のいずれかが資金に困っている

寺と相談して買収するという方法はなかったものなのか。常識的に考えられぬことが花の

京都でおこっている。 
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4 月 8 日（月） 
安田利政氏のこと 
大阪事務所の車がずっとついてくれて、西本願寺を訪ねたあと乙訓郡大山崎町の国鉄大山

崎駅近くの妙喜庵下に姫高時代の安田利政氏を訪問した。大山崎という町の存在は全く知

らなかったが、天王山近く史跡豊かな地であり、かつ環境絶佳である。交通また至便。安

田君は見るからに若い、元気。教育界を一途に歩んできた人だ。姫高卒業以来 40 余年ぶり

に会ったわけ。途中のブランクを僅か 2 時間で埋めるべくもないが、一ぺんに距離が縮小

したように感ずる。何の縁で彼が高校の先生になり、私が大学の研究者になったのかわか

らない。どちらがいいといっているのではない。縁というものの不思議さを思うのである。

彼は高校時代からおとなしい性格と思った。今もかわらない。人に先んじて騒いだり、い

たずらをするような性格ではなかった。が、さりとて率先垂範方でもないようだった。そ

れでいてシンは決して弱くはないし、男らしくないということでもない。大事成就とはい

えず、堅実型といえる人だ。いわば間違いのない人である。私からいわせると（私を尺度

にしていうと）少々物足りなさを感ずる。やってみようという気があって少しは乱暴でも

冒険でもやる方がよいのではないかと思う。しかし、一つの器として社会が要求する型で

もある。 
 
4 月 9 日（火） 
無言、有言のあいさつ 
午後、日展を見に行った。会場内で知事さんですか、こういう場に来られる暇がとれてよ

かったですねという婦人がいた。私はどう答えようもなく、有難うございますといってし

まった。絵を見ながら大声で話すわけにもいかず、長話もできない。ただそういう声をか

けようとするこのご婦人の心根に感謝の気持が沸いて、有難うという言葉が出た。多忙き

わまることをこの人はよく知っているようだ。そして時間がとれて日展を見に来ることが

できたということ自体をよろこんでくれているのである。だから、そのことが有難いので

ある。もちろん、そう思っていても声をかけない人もあろう。会釈して行き交う人もかな

りある。その態度に大小の別はあるが、ひとが私を注目していることは確かである。そう

思うと、襟を正していなければならないとも思う。近頃はそれが当然だと観念している。

が、大阪に行った時など、誰も知らないし、注目もしてないと思うと、中華料理店に行っ

ても少々街を歩いても若干横着さが出てくる自分に気づく。よしあしは別として、そのど

ちらもが必要だろう。車に乗っていて、窓越しに会釈する人に目が合うことがある。愛嬌

をふりまくわけではないが、当方も会釈する。 
 
４月 10 日（水） 
永井副知事の辞意は固い 
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桜花も今満開。スオウ、レンギョウ、カイドウまさに百花繚乱。永井副知事が 6 月までの

任期。再任がよいというのだが、本人の辞意がどうも固そうだ。近藤副知事が上京して自

治省と打合わせたりしたが、今のところ次の手を考えねばならないらしい。第一は慰留の

線。それがだめなら自治省に私がたのむという線である。2 年前、知事交替のとき、永井氏

は辞表を私に出してきたが、亀井と共に去った 1 人の副知事は仕方がないとしても永井氏

まで去られると困るので辞表は返して 2 年間つき合ってもらい、その間一年余、新たに近

藤副知事ができ、やれやれと思っているのに、又 1 人欠けることになると、自民優勢の議

会で又もや内紛のタネができることになる。紛議を待ち構えている中での副知事人事はそ

う簡単ではない。永井慰留はそのことからも選択肢の一つである。ただ彼は鼻炎のせいか、

いつもカゼをひいたような状況だし、自民工作を中心とした県議会対応に神経をすりへら

し、疲れ切っており、こうした奥田県政に嫌気がさしていて、閑職を求めていることは事

実だ。又奥田県政への不満もなきにしもあらずで、辞意が強い理由は理解できる。 
 
4 月 11 日（木） 
田川郡の合併問題が出る 
筑豊の再浮揚がにわかに県の大きな課題となってきた。今日田川の 9 町村長が揃って来県

60 年度予算で県が特別無利子貸付金制度を設定したお礼にということだったが、とくに田

川郡の町村財政は今行詰ってきていることは確か。ついでの話題で糸田の藤本町長が田川

郡が合併してもいいといい出した。そして滝井田川市長の理解、知事の協力が必要という。

こんなことは私の方からとても口に出せないことだと思っていただけに意外だった。合併

で各町長は立候補して争わず退くことは平気だという。共同で事務をしている分野が、火

葬、消防、水道その他があるが、まだまだやっている分野が多かろうが、議員たちが各自

反対するだろうし、職組も反対だろう。病院は赤字であえいでいるが、これまた職員は賛

成しないかも知れない。それぞれが炭鉱あと及び避病院あとを引きうけての町立病院をも

っていて、統合した方がいいにきまっている。自治体の合理化という意味をもっているの

で問題が具体的に取り上げられるとすれば、現地はもちろん県庁内も紛々たる議論がまき

おこるであろう。いずれにせよ、筑豊地域がもっている旧弊が少しでも改善されるのに役

立つならいいことだ。 
 
4 月 12 日（金） 
甘木線の第三セクターへの転換が一つのテストケースになる 
4 月 5 日の協議会で甘木線が国鉄から第三セクターへ、レールバスとして転換するという線

が条件づきで承認された。残るは資金調達と今後の運営責任である。甘木市が責任をもつ

ということが基本である。甘木線存続については私も基本的に賛成であった。正月休んで

いる時に塚本市長中島県議ほか十数人で私のうちにやってきて私の方から激励したり、中
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島県議とは何回か会って存続の方向で努力してくれるように意見を伝え、県としても応分

の努力をする旨約束しておいたのである。その後地元民も燃えだし、「守る会」が発足する

など前向きになったが、何しろ資金集めに今以て苦慮しているようだ。県がもっと出して

やればよいかも知れないが、交通対策課その上の企画部がどうも否定的だし、両副知事も

前向きではなかった。塚本市長の長期入院も盛り上がりに水をさした形となった。しかし

地元はかなりもえた。それは小郡その他沿線市町の冷淡さをしのぎ、基山町の反対を凌駕

して存続の〝地元熱意〟を運輸省、協議会に認めざるをえない〝認定〟へ傾けさせた。〝県

民総立ち〟のテストケースとして、これからが勝負という所に来た。資金集め、赤字対策、

〝俺たちのレール〟として今後どう守っていくか、育てていくかが試されるわけだ。 
 
4 月 13 日（土） 
知事出版物の土台はできたが････ 
八丁君が来庁してこんど出版予定の原稿の大半を要約して私に手渡した。250 枚ぐらいにな

っている。3 回にわたる座談会を私の筆になるように形をかえたもので、東定君がテープ起

こしで要約し、八丁君が加筆し編集方針を立て、衣川君が目を通し、それを私が見直し、

訂正加筆したものを、佐々木や樺島にコピーして素読してもらうという。いずれにせよ、

コンセンサスをあらかじめ多くえておこうとの趣意である。夜になって原稿に目を通しは

じめたが、一寸、このまま活字にできない未成熟なものである。東京のある書店から出版

するので話は急ぐと彼はいうが、私も多忙、かんたんにはいかない。この原稿のほか 200
枚ほど、私の方から追加を考えている。それらをどう盛り込むことができるのか、いつで

き上がるか今のところ不確実な要素がまだ少くない。焦点は〝県民総立ち〟の解説とその

具体的事例の紹介の仕方にあるのだが、まだ若干時間がかかりそうだ。県政上の課題が行

革、筑豊問題、対話集会のあり方、情報公開、国際交流など、次々にもち上げられている

のでその対応が大変な現時である。 
 

4 月 14 日（日） 
八丁君の言動への批判が内外から起こっているようだ 
県政に比較的おちつきがでてきたかと思うと、こんどは知事の背後であれこれ渦巻きが感

じられて心配である。今年の人事異動はかなり評判がよく、職員の間でもやる気をおこす

空気にあるといわれているのに、どうも応援団側にとかくの確執があるようだ。総じて八

丁君の出すぎからきているようにもみえる。彼が知事側近の幹部職員の異動に意見をさし

挟んでいることを感ず
ママ

いている者がある。大坪君は協会の側から島野に役割を与えようと

努力し、林県議や岩崎がこれを歓迎するかと思うと、八丁、近藤副知事が反撥している。

大坪には林批判がある。八丁批判はかなり強い。知事ブレーンぶっている点が気に入らな

いのであろう。八丁は自分だけがいい子になろうとする傾向があり、しゃしゃり出ること
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が多く、協会の者はこれに反撥している。近藤の島野への拒否反応は、近藤の島野への拒

否反応は、八丁にしろ島野にしろ、外的意見が県政内部に直接入ってくることへの警戒で

ある。いずれにせよこうした人物が相互に淡白に連携してくれるならいいのに、複雑に絡

み合って相を
マ マ

牽制批判しているのだから、いつかは爆発するのではないか。 
 
4 月 15 日（月） 
中国との交流密になる 
中国の現代国際関係研究所から 7 人のスタッフが呉学文氏を団長として長崎経由で来福。

当方は西日本文化協会が受皿となって対応してくれた。溝口氏が世話役、永倉氏がキャッ

プ。今日の新三浦での夕食歓迎会には私、進藤市長、九大、九工大、教育大の学長ら、吉

本商工会議所会頭、銀行筋など大物がずらり並んでの歓迎である。研究所は中米、中ソ、

中日、東亜、南アジアなどの諸問題を扱うようだが、中国では重要な研究機関として最近

注目されるようになってきた機関のようだ。こうした機関からの往来が最近かなりひんぱ

んになってきた。中国総領事館の福岡設置については、12 日先遣隊の来福以来、当分はホ

テルで執務することが明らかになったらしい。4 月下旬にはそうなるだろう。総領事館設置

が要望されている間は要望切なるものがあったが、いざ決まってしまうと、こんどは事務

所建設について、その警備について、一苦労も二苦労もある。今夕の席では田中九大学長

に中国からの留学生について、親切に遇する道を考えてほしい旨伝え、県としてもできる

ことは手伝うと約束しておいた。県の対応が必ずしも十分でないのも気懸りだ。 
 
4 月 16 日（火） 
日中の福岡からの定期航路開設に当っての障害物 
今日午後東京に来て、経団連の花村仁八郎氏に会い、中国と福岡との間に定期航空路開設

についての要望を 22日以降北京に行って伝えるから日本航空会長としてもその点よろしく

了解してくれと頼んでみた。花村氏は福岡県人会の顧問として関心を寄せてくれているが、

彼のいわく、この問題は、全日空や東亜航空がなかなか承諾しないのでとの所見をわれわ

れに伝えた。板付から中国へのとばし方については、板付―長崎―上海、北京というコー

スが考えられるが、その際、長崎までの旅が東亜、全日空にとって奪われることになる云々

が理由のようだ。外務省、運輸省筋では板付に台湾機が来るので、中国民航の同時滞在に

は国際関係としてトラブルの原因になるから二の足をふんでいるのかと思っていたのだが、

その辺のことは台、中の間で見て見ぬふりをすれば、現代は問題が一方から提起してこな

い限り問題化することはないだろうという観測で、この点には自信はあるようだ。むしろ、

日本側の航空会社間の確執らしい。花村氏は時間をかければ何とかなるといっていた。こ

の感触をもってこんど北京筋に折衝してみようと思う。 
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４月 17 日（水） 
新宿御苑観桜会 
ふくおか会館の周辺の若葉若芽が美しい。応接室からお濠端を見る。桜花も満開時より、

花を残し、若芽が萌えはじめた今がかえって美しいように思える。プラタナス、ケヤキ、

イチョウなど一せいに、静かに新しい生命をわれわれに見せはじめた。全くしなやかに。

このたびは総理の招待で新宿御苑の観桜会に上京したのだが、桜はもう遅いのではないか

と思ったが、どうして、これは全く凡人の考えることだった。何十種という桜花があり、

八重ものはこれからということで、実にすばらしい花見の会であった。ツツジはこれから、

海棠は花ざかり、広々として 18 万坪ほどの美しい公園が東京のどまん中にあること自体が

びっくりである。保存に努力し、手入れをし、造園に力を入れてきた人達の努力に感謝し

なければならない。中曽根首相が 11 時にあいさつしたが、耳を傾けず、ひたすら広い園内

を散歩した。半日あっても見おうせないらしい。佐賀県知事、大牟田市長に出会ったがあ

とは知らぬ人ばかりの雑踏だった。東京事務所長が奥様同伴だったらよかったのにという。

彼女は行きたくないといって来なかった。私は強いた勧誘はしなかった。チャンスは生か

した方がいいと思う。今日のような快晴の新宿御苑に出逢うことは又とないのではないか。 
 
4 月 18 日（木） 
永井副知事の辞意は固いが絶対的理由はない 
16 日に自治省石原氏に永井副知事再任について協力を要請したが、辞意は固いとの情況下

でのこと、二人の話で新たに出たのは自民党はじめ野党に働きかけて辞意をひるがえすべ

く工作をしてはという事になったので、昨日は帰福後早速林県議、近藤副知事に電話した

ら、それは有力な方法ということであった。永井氏をわれわれとしても再説得しようとい

う事になり、その方法につき近藤、林出納長らと協議した。私は永井氏が固辞しているの

は「二君にまみえず」との筋を通しているのであって、絶対的なものではないから、そう

いうことにこだわらぬでもいいではないかというふうに説こうということで、石原、林、

近藤らみな同意見である事が確認されている。ここで踏んばらないと、自民党ら野党は、

あと他のどんな候補をもち出しても反対し、奥田県政を再び窮地に追いこもうとたくらむ

ことは必至。永井氏なら自民党ら野党も否決する理由はないはず。それ故、われわれとし

ても永井副知事再任に執着するほかないわけだ。永井氏の固辞は①疲れた、②知事が代わ

ったからには前知事に採用された者が次の知事に任命される訳にはいかない、というのが

理由。石原次官はこの②には当然の筋があるという。私は当然ではあるが、絶対的理由と

はいえぬというので、これが他にも納得されている。 
 
4 月 19 日（金） 
折返し点に立つ奥田県政についての取材終る 
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新聞テレビの各社が、奥田県政折返し点に立つということで私に取材を求めてきた。TNC
を最後に、今日ですべて終ったとのこと。東公園のつつじが、並木の低いので今が満開。

ジュータンの如く、次々に咲いていく。2 年前の初登庁の頃が思い出される。この時点での

感想は、次期出馬にそなえて、健康そうですねといったことを各社ともきいてくる。アッ

という間にすぎた。出馬のことなどその時の県民の反響をみて考える、お蔭さまで病気な

くてというふうに答えている。社によっては後半の県政の力の入れ所はともきく。地方自

治の再生、自立自助をより強く訴えよう、リーダーシップというのがこれから試めされる

だろう、筑豊問題に本気で取り組めるとよいといったような返事をする。当面は、行政改

革と情報公開の制度化が重要課題でこれに全力投球せねばならず、次期選挙など考えてお

れないと答える。さらに中期課題としては国体をどう消化するかが大変重くのしかかって

いる。カネはいくらあっても足りないし、人を減らせといわれても容易なことではない。

OA 化交渉で職員組合との話合いは遅々として進んでいないようだ。問題山積。 
 
4 月 20 日（土） 
2 年前におこった〝お布施事件〟を思い出す 
2 年前の 4 月 19 日諸岡氏の買収容疑による逮捕からはじまって〝お布施事件〟が急に大さ

わぎになった。20 日には奥田夫人も事件に関与するということに発展した。18 日に近藤室

長が予定どおり初対面（於パーソナルホテル）、21 日には大名のマンション借用を決定し、

23 日初登庁ということであった。大さわぎのルツボに投入され、報道陣にもみくちゃにさ

れることになる。森数君や今吉さんがよく手伝ってくれた。自民党中央の手まわしによっ

て、酒井県警本部長がよく踊ったわけ。右翼がそれに歩調を合わせたから騒ぎに拍車がか

けられた。今日報道陣は、知事もなれてきてそつがなくなったというが、すべり出しがあ

あだったので、違いがくっきりするのであろう。自民党は遠藤や三原が中心になって次期

知事候補さがしに奔走している。永倉ら財界の人達とスクラムを組んで、九州知事会のリ

ーダーたるにふさわしい人というキャッチフレーズをもっている。つい先日北九州の谷市

長のかつぎ出しを試みてことわられたという。永井副知事をという声もあるだろうが、今

日の近藤、林との話合いの話題としては、永井の線はうすいという。最短距離にあるのは

いぜん遠藤政夫である。 
 
4 月 21 日（日） 
私の日記記帳について 
毎日の日記は、その日のうちに書いてしまうのと、翌朝出勤前に書くのと半々ぐらいだ。

翌日にも書けないことはほとんどない。2 日ほどの旅行だと、2 冊のうち 1 冊は身につけて

いてなるべく負担を軽くすることに心がけているが、旅行が長びくときは、書きだめする

ことになるが、できるだけ中味を確定するためにメモ用紙に書きとめ、旅行から帰ってか
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ら書くことになる。多忙な毎日なので、寸暇を惜しむような書き方となる。読みかえす時

間はほとんどないので書きなぐることになる。脱字誤字があるだろうし、文脈が変なこと

も多々ある。時に読みかえし見ることがあってそれに気づくのである。その時その時の感

じであり主観だから、後に、こんなことを書いてと異議をはさみたくなることもある。何

のために書いているのか、自分でも説明はつかない。特に目的があるわけでなく、惰性と

意地で書いているように思う。大変な努力と辛抱だのにそれだけの価値があるのかどうか

誰にも説明できない。日記をつけ出してもう 20 年近くになるのではないだろうか。書斎を

整理して全部まとめておかなくてはと思うのだが、書斎ではぶち込んだままである。 
 
4 月 22 日（月） 
北京にやってきた 
北京に来て、現地時間 4 時半人民大会堂で国務院の姫鵬飛閣下が一行 33 人を接見した。来

てみないと日程がわからない状況であったので、これには一寸びっくりだった。定期航空

路の開設については一歩前進の力ができると思われるが、2 年ぐらい見ておかねばならぬだ

ろうか。夕食は向うの手ちがいで現地時間午後 8 時になり、結局泊地の釣魚台国賓館の 8
号館でとることになった。昨年も姫氏の招宴で、ここで中食したと思う。高級ホテル・レ

ストランでわれわれが泊ったり、食べたりするのは厚遇に属する。ついでにメニューを訳

してもらったので、内容を記録しておこう。熱菜―1.汽鈵酸辣烏魚蛋湯（むし釜酸辛味の

イカ卵のスープ）、2.焼三鮮（あわび、魚の浮袋と筍）、3.碧緑虾球（青菜とエビ肉ダンゴ）、

4.生炸鳮腿（にわとりのももの肉）、5.草茹龍須菜（アスパラガス）、6.氷糖銀耳（白きくら

げの氷砂糖づけ）、7.点心（菓子）、8.水果（みかん）。この歓迎夕食会は国家旅遊局長韓克

華さんの主催されたもの。中国側の通訳は昨年もついてくれたし、今年 100 人の中国青年

代表団のうちの一員として来日、来福した馮愛珠さんだった。定期航空路問題が少しずつ

私にもわかって来たし、今後の前進の見とおしもついた。 
 
4 月 23 日（火） 
ほこりっぽい北京市街 
北京での仕事は今日が山場で、中日友好協会、中国民航総局、農牧漁業部、外交部の 5 ヵ

所の訪問と夜の人民大会堂を借りての答礼レセプションの開催であった。しかし、スケジ

ュールには無理もなく、その間時間のあきは少なくなかった。春盛りの北京で感じたこと

は自転車が多く、歩行者が車の運行にしばしば差支える横断をするという交通混雑。でも

すべてのんびりで福岡のようにせっかちさが見られないということ。第二は、緑が多いよ

うで少いことである。楊柳、ポプラ、プラタナスなど若芽をふき出し、ライラックはまさ

に満開であちこちの庭を美しく飾っていて、役所をなごませている。ここ釣魚台にはよく

みるとスミレがたくさん咲いていてかわいい。しかし、少くない松の葉が白くよごれてい
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る。近よってみるとあの黄塵万丈にいう黄塵が松葉にしみついているのだ。少々の雨では

流れ落ちないのであろう。そのこともあってか、柳絮舞うということもあってか、街の空

気は少々ほこりっぽい。せっかくの若芽の季節がこうしたほこりですがすがしさが消され

てしまう。鹿児島市の桜島降灰が大変だというのと似ている。 
 
4 月 24 日（水） 
北京までの自由時間 
1 日のリザーブ。北京見物に一日ということだが、残った仕事の一つに日本大使館へのあい

さつまわりがあった。このあと、日壇公園と雍和宮に行って午前中は終る。中食は晋陽飯

荘で久しぶりに自由な中食となる。紅旗の運転手君に同席を誘ったが向うから固くるしい

と思われたのであろう固辞された。午後は、中食にひまがかかったので、その他まわらな

いことにし、ホテル釣魚台に帰って休もうということになった。が、途中、一寸友諠商店

に寄ってみることにした。天壇公園の中で燕京書画社に寄ったとき、店主にすすめられて、

硯を二個買うことになった。タンケイとはいうが、そのねうちの程はよくわからない。天

壇公園はさすがに広く、ひとも多かった。雍和宮といい、ここの祈年館といい、中国の王

のすることは規模雄大である。柳絮の舞うさまが記憶に残る。ホテルに帰って原稿を見る

時間にあてていたら佐々木氏が八達嶺見物、友諠商店の買物から帰ってきた。白土課長と

二人で朝から、われわれ池田企画開発部長、副島氏らと別行動をとっていたのであった。

今朝は県議団と別れを告げ、夕食時には市執行部側と別れを告げた。県議、市議の連中は

あと五日、25 日まで旅行する計画だが、よく疲れず、あきずだなあと思う。 
 
4 月 25 日（木） 
福岡空港から中国への定期航空便の開設について 
朝から一日中帰路に時間を費した。午後六時頃福岡空港に降りたら記者たちがフラッシュ

の攻勢。一寸照れた。何がそんなに問題なのかといいたいが、空港での記者会見は、福岡

空港と中国を結ぶ定期航空路の開設見とおしが焦点であった。22 日の人民大会堂で姫鵬飛

氏が、開設は日中両国の利益であるので、関係方面に連絡をして条件を検討させようとい

ったこと、23 日に民航総局の胡氏が 5 月の日中交渉に議題としたいといったこと、それが

この問題の今後の展望を明るく一歩ふみ出したと見ていいという趣旨で私は記者にのべて

おいた。昨年も中国総領事館の開設問題につき、胡耀邦氏がその旨約束してから情勢が大

きく展開したので、今回もそれと一寸似た感じがするのである。その意味では、行ってよ

かったということになる。今回のように大阪からということになると、福岡大阪間が経費

の点でも、時間的にはさらに大きく損失になる。チャーター便をとばすか、長崎まで足を

のばすか、そのどちらも大変である。福岡からの便は経営の上でも長崎よりはるかに採算

に乗ることは誰もが知っている。ともかくこのように新聞にも大きく報道されるようにな
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った以上、県は近い将来、運輸省、日航、外務など早急に折衝する必要がでてきた。 
 
4 月 26 日（金） 
藤の季節になった 
うちの藤も満開に近い。藤見したらいいとはいう。しかし、誰を呼ぶか。誰でもいいとい

うわけにはいかないし、私にのんびりできる時間がない。今日は花にめぐまれた。悲しい

かな雨の一日ではあったが。まず九大付属病院の入った左側の花壇のツツジ。それから柳

川全県市長会が開かれていたお花の洋館左の藤棚。これはきれいだった。花見のもう一つ

は、安川邸、その隣の西日本工業倶楽部の庭、どちらもツツジが主体で築山の萌え出づる

若葉が美しかった。飯塚の麻生邸もいいだろう。福岡県にはこの程度の佳景がある。福岡

城趾、大濠、西公園もいいだろう。私邸としては安川と麻生かというふうに考えた。今日

の安川邸の園遊会での話。―邸が広いので泥棒がしばらく住みついていたのに気づかぬ

程だ―少々誇張だろうが。4 月から 5 月にかけてのこのよい季節、もう少しでいわゆる飛

石連休がはじまる。多くの人が外国に遊びに出るという。もったいないことをするものだ。

周辺にいくらでも楽しめる環境があるのに。子供たちを連れてこの連休に家族づれで動く

とすればたちまち 10 万といわぬカネがいる。子供を連れまわらねばならぬ人達は大変だろ

う。わが家の藤棚を誰にも邪魔されないで静かに、独言でもいえる数時間がほしい。 
 
4 月 27 日（土） 
県政推進懇談会の第 2 回会合 
月に 1 回ぐらいは支援団体役員との話合いをという要請をうけて行う会合が今日で 2 回目

になる。この前は山ノ上ホテルで、たしか 3 月はじめだったろうか。月に一回というとひ

んぱんに感ずる。この前は知事への要請の噴出のような会になったので、今日は知事のほ

うから当面の懸案を話してくれという。県庁跡地利用や中国との定期航空路の開設につい

ては、奥田に点数をかせがせるな〔江口利雄〕というような声が野党に根強くある。政策

というよりは政略である。行革については、定数削減をめぐって今後の争点になろう。情

報公開はマスコミが背後にいることや、答申がよくできているので野党も反対しにくいだ

ろう。互助会問題はこちら側が負けて勝つという結果と評価できる。教育委員会 2 人欠員

という事態についてはやむをえないことだったが、6 月議会で一つの争点になろう。残りの

3 人で互助会問題を含め、辛苦をなめたがよい。折返し点通過ということで、自民党は候補

者の選考にあれこれアドバルーンをあげている。すぐまとまる話ではなさそうだ。アドバ

ルーンこそが必要との声もある。奥田人気上昇中とマスコミも書いているので、やきもき

しているのが自民党の近況、みんな締めていこうということになった。 
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4 月 28 日（日） 
執中無権猶執一也 
牧坂氏から言ってきた書展の揮毫が気になり、少々時間をつかった。その中で孟子の「執

中無権猶執一也」の語を選んだ。中を執りて権なくばなお一を執るがごときなり、と読む

わけ。今日仕上げた夏出版予定の著書に、県民党を解説した部分が原稿にあることを思い

出していた。県民党というのは執中ということと同義である。でありながら、自分が学者

時代に形成した思想信条は個性として厳とあると書いているがそれは権ありということと

同義である。人は県民党というからには、大学時代のお前は放棄したのかとよくきく。そ

うでないというとどちらが本当かという。どちらも本当だというと矛盾じゃないかという。

執中有権というのが真実である。揺れつつ動かないスタンスという表現をつかったことも

ある。中も権も両者・矛盾なく統一されている状態が好ましい。ただどのように中を執る

か、権を保ち一を執らないか、具体的事象にあてはめてみると大変むづかしい。自民党は

決してこれを理解しようとしない。支持団体の人達ははよく話せばわかってくれるように

思う。面白い言葉に出合ったものだ。これだけでも今日の収穫である。ひまがあるという

ことはよいことだ。 
 
4 月 29 日（月） 
楽哉無一事 
楽哉無一事というのを私が色紙に書いて、県職福岡支部とその互助会がタオルにそれを刷

りこんで配布したら、組合の混同ということで高岡新が 3 月県議会でわいわいやった。今

日は文字通り楽哉無一事の日であった。無一事といっても何もしないのではなく、拘束さ

れた仕事がないという程の意味にとりたい。ところで私は先日の職労青年部の集会（知事

と語る、グリーンホテル）でもこのことにふれた。自民党は互助会と職労が役員兼務など

癒着しているという事を問題にするが、それは組織内独自のことであって、外部からとや

かくいう筋のものではないし、共同でタオルを作ったからといって両者の名を併記してい

ることがいけない訳ではない。共同で事業をするのは当り前というべきである。別個にす

るよりもよい。自民党は互助会ならいいが、職組なら悪だという前提でものをいっている。

こんな低劣な認識のもち主が日本の政治をにぎっているのだからお粗末というしかない。

私は癒着が悪いのではなく癒着の仕方に悪い所があれば、素直になおしていいのではない

かといっておいた。楽哉無一事という気持から、互助会問題、自民党批判にまで及んでし

まったのだが、自民党がもう少し向上してくれないと････。 
 
4 月 30 日（火） 
21 世紀を考える福岡研究会懇親会 
今夕、県庁裏玄関に近い波多野で福岡研究会が懇親会を開き、これに出席してあいさつし
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た。企画調整課が主管する分野で長期計画を新たに作成する仕事があり、この長期ビジョ

ン作りに、東京研究会と福岡研究会をもち、かなり作業が進んでいる。ところが、福岡研

究会はメンバーの顔ぶれが気にくわぬということなのか前の課長古賀一成氏が、福岡研究

会を開きたがらなかったと八丁氏は批判していた。なるほどそのように、この会のメンバ

ーは私の好みがずい分入っている。岩元、白石、安東、八丁、徳本、原田（統）など、一

見いわゆる左翼教授が名をつらねている。内田一郎にしても、自治体問題研究所々長とい

うことでヒモつき左翼である。古賀一成が、このメンバー表を明るみに出すことをきらっ

た理由がわかる。彼が左翼嫌いかどうかではなく、自民党方面に遠慮したであろうことは

容易に想像がつく。でも、亀井時代は亀井好みでやったはずである。今日ひる、近藤副知

事が、27 年 9 期やった収用委員高田源清氏を今回やめてもらうことにした点で、高田本人

から奥田に会いたいといっているのだが、と私に言ったので、私は会いたくないと伝えて

くれと答えておいた。高田のようなのが 27 年間も収用委員で会長をつとめていたことが不

思議なほどだ。 
 

MEMORANDUM 
県議会の野党が、あれもこれも問題になることは何でも取りあげて知事攻撃をする。当り

前といえばいえるが、議員族のこの習性は修正されないものかどうか。楽哉無一事という

ことが問題になった。高岡新がどう読むのかということも質問内容にしたのだが、私はひ

とりでいる時が、一番楽しいという実感を知事になってから以後ひしひしと感ずるように

なった。煩わしいことがあまりにも多いからだろう。「県民のため」ということが外向けに

はいわねばならぬことながら、あまりにもそれが多すぎると、「県民のため」が自分を殺す

ことにも                               なってしま

う。高岡にそのようなことを説明せねばならないとは情ない。この人一寸変な人で、私が

答えたら一寸学問的なことにわたる点ではそれ以上追及しない。ともかく楽哉無一事こそ

私の実感をこめた言葉なのである。ひとりにさせないことが秘書の役目なのかも知れない。

便所に行くにも知事室以外では出てくるまで秘書が気にして外で立って待つ。そうなれば

用便の時間の長短さえ、こちらが逆に気をつかわねばならぬ不自由さである。それだけな

らまだしも知事の勤務は土曜、日曜をふくめて実に長い。10 時間から 12 時間がふつうでひ

どい日は 16 時間にさえ及ぶ。私生活がそれだけ侵蝕されることになる。たまには私生活に

ゆとりができる日もある。しかし、うちへ帰っても、夜なら女房はテレビに興じている。

それも当然かと思う。なぜなら私の行動に尺度を合わせられたらたまらないだろう。自分

には自分の時間の使い方があり、彼女には彼女の時間があるだろう。そこで私はできるだ

け書斎に入ることにしている。彼女を妨げることに若干遠慮もある。しかし、私にとって

は家庭に帰ってもひとりになることを好む傾向があることはいなめない。この時こそが楽

哉無一事を実感として味える時間帯となる。時には読みもせぬ本を引き出してながめる。
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仕事に関係のない無目的な本の位置をかえてみる。にわかに揮毫の体制
マ マ

に入る、等々。し

かし全く少い時間帯の大部分は日記書きにあてられているのではないだろうか。なぜ日記

を書くのか自分でも説明がつかない。目的があるというのでもない。義務感があるとも思

えない。惰性が多分にあろう。書かないと自分への忠実さがなくなるであろうことを恐れ

ているみたいである。自分への義務感というのかも知れない。そういうことを反省しなが

ら一ページも残すまい欠落を作るまいと思って何かを書いている。手先を書くことによっ

て動かすことが一種の健康法という人もいる。私はそうした目的意識では書いていない。

自慰的な衝動といわれるかも知れない。とにもかくにも書くだけだから。しかも、インク、

つけペンの形式を守っている。旅先にもそれを持ってまわる。そして無心で書く。作句で

もできればいいのにと思いつつそれは面倒で、ともかく感じたことを出まかせに書いてい

る。その瞬間が楽哉ということになっているのである。   
 
5 月 1 日（水） 
メーデーに訴える 
メーデー福岡、北九両会場とも用意された原稿を読まずに別途勝手にあいさつした。朝起

きて、メーデーのはじまりにふれたがいいと思って、しらべものをし、メモをポケットに

入れておいた。1884 年 8 時間労働要求のゼネストが企画され、86 年にシカゴの血のメーデ

ーになった。第二インターパリ大会の決議により 1890 年第 1 回の世界的メーデーの歴史が

始まる。1886 年シカゴのヘイマーケット事件から数えて今年で 100 年ということだ。この

間日本では戦後基準法が決まってから 8 時間労働が最長ときめられたが、シカゴ事件以来

60 年以上の歴史が流れている。しかもいまだ日本の成長産業では残業が常習化して実質 8
時間労働は守られていない。日本では何の進歩があったか。今日汗ばむメーデー行進にな

るだろうが、行進しながらそれを反芻してほしいと演説したのだった。春闘 30 年、比較的

に地についてきたといえるが、労働時間がまだ長すぎる。時短なしには労働者の生活の質

の向上、文化生活は望むらくもない。物から心へという時代になっている。心は時間から

だ。県庁職員が残業していることについて、昨今私は残業せずに帰れとはげましている。

知事もそれをしなくてはなるまい。 
 
5 月 2 日（木） 
八女の献茶祭に行く 
夏も近づく八十八夜。今日は黒木の霊厳寺での献茶祭に出席した。農政部長は八女市でお

こなわれている同様の行事に行っているとか。八女は豊かだと思う。自然に恵まれ、現金

消費に気をつけさえすれば楽園といえないだろうか。誰でも現金収入を追いかけすぎるか

らいけない。それが十分でないから不満が出る。そして、県が悪いなどという発想に結び

つけていく。昨年の茶の品評会でも八女の玉露が日本一の折紙がつけられ、八女茶は徐々
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に名声を高めつつある。熊本の細川知事が日本一運動を提唱しているといってマスコミは

たたえている。日本一なんか目ざしても仕方のない目標だのに、なぜそれがマスコミの話

題になるのかわからない。努力して自然にそうなることがよいのであって、それは努力こ

そが大事なのではあるまいか。ではなぜ努力ということをいわないのであろうか。3 位だっ

て 10 位だって、前よりもよくなったらそれでよいのではないか。いすれにせよ玉露で八女

茶が日本一であることは大変力強い。霧深いことが地形としてはよいようだ。この地方に

工場誘致などしない方がいいし、しなくても食っていけるようにしなければならない。地

域の特産があるのだから、それが売れるように宣伝する必要がある。大体県下全般に宣伝

が下手なのだ。 
 
5 月 3 日（金） 
日本国憲法の意義をかみしめ直そう 
憲法記念日とはいうが、戦後制定されて 38 年、その精神は風化し、風化させられている。

東京その他主要都市では現行憲法を守ろうとの意味で大衆集会が開かれているが、その数

も規模も取るに足りない。右翼の車が明治憲法にかえれと叫びつつ福岡市内を徘徊してい

る。2 台見つけた。東京ならもっとすごかろう。自民党など保守の系列では、改憲を叫ぶ集

会の憲法記念日だ。今の憲法に反対するのを憲法記念行事というにふさわしいかどうか、

明らかではないだろうか。福岡では私の大学時代綜合法律事務所の前田弁護士など熱心に

動いて開かれた憲法集会が今日も大手門会館で開かれた。300 人ほどの集まりだが、それが

なかったらどういうことになるだろう。これで 9 回目という。社共代表と知事があいさつ

するということで形はついているが、勢いが足りない感じだ。どんたくもいいが、戦後 40
年というこの時点で、民主主義と自由、それに平和の意義をもう一度かみしめ直すこうし

た集会がもっと盛大にあちこちで開かれてもよさそうに思うが、右翼に押されてか、平和

になれてか、どうも勢いがない。そのうちに、戦争への足音が、だんだん高くなってきて

いるように思えてならない。 
 
5 月 4 日（土） 
博多どんたく 
どんたくは雨にたたられるというジンクスがある。昨日今日晴れといえば、こんな年は旱

魃になるのではないか、と反対の心配さえおこっていた。それが今日の夕方から雨になっ

た。それでも博多は町中どんたくで狂ったようだった。明日全国警察音楽隊の演奏会が国

際センターであるというので、それとの関連で今日目抜通りをどんたくパレードに同調し

て警察音楽隊が各県ごとに吹奏パレードをやったらしい。市民はそれに熱狂したらしい。

夜は競艇場ですごく盛大な花火大会がおこなわれ、どんたくの終止符をうった。みんな夜

は室内で打上げの宴をはっているのではないか。祭好きの博多っ子というが誰でもひとが
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浮かれると自分も浮かれるのが自然というもの。むしろ勢いであろう。ひとを巻きこみそ

の雰囲気の中に呑みこんでしまうのであって、そういう中で孤立を好む人は少い。それに

してもどんたくは西日本一の市民祭りだという。祭る神様か何かあるのかというと、そう

いう信仰の対象はない。みんな仮装し、うたと三味線で行列し踊る。著名士のうちや事務

所役所をまわって何がしかを頂戴する。それがもらえないと去ろうとしない。今年のパレ

ードは大企業の宣伝ものが目立ったとか。若干批判がでている。もっと大衆的な雰囲気を

重んずるがよい。 
 
5 月 5 日（日） 
さだまさしローカル線コンサート 
さだまさしローカル線コンサートが飯塚市民運動場でおこなわれた。国労の主催で同種の

ものを北海道鹿児島東京などで国労がやってきた。2 万人の予定だったが昨夜来、午後まで

つづいた雨のため半分ほどしか来なかった。それでも舞台の前の方は、ぬれた土の上に腰

をおろすわけにもいかず、立錐の余地もないという表現ができるほどに、みんな立って詰

めかけた。もちろんみんな若人ばかり。どこがいいのか有名歌手にはみんなあこがれる。

一目みたい、触りたい、できればサインがほしい、歌をきいてしびれを感じたい、そうい

う気持だろう。主催者の国労はローカル線廃止反対の気持を分ちもってほしいということ

だろうが、それはわかっている、そんなことはどうでもいいということで、むしろ歌を、

さだまさしをということできているのだ。博多発新飯塚行の列車が臨時便で仕立てられ、

われわれ秘書ら一行もそれに乗ったが客は多かったとはいえなかった。雨の心配が影響し

ているのであろう。でも飯塚の一寸はなれた所に一万人集めた歌手の人気たるや驚きであ

る。楽団一行 50 人、その舞台装置も大変なもの。帰宅して〝落花随流水〟の 5 文字を揮毫

した、その気持。 
 
5 月 6 日（月） 
捨てもしないで何故に保存するのだろうか 
書斎を整理していると限りなく時間がかかる。知事になってから、いただいた本がどれだ

けあろうか。どんどんたまっていく。書棚が欲しいが置き場がない。単に積んでおくだけ。

いつの日かと思うが、そういう日は来ないだろう。にもかかわらずもっている。処分しき

れない。そのために、書庫を作ったりして使うカネは余分とさえ思う。今日も郵送されて

来る新聞雑誌約 1 年半分を山と積んでいたのが気になり幸い時間もでき、暖くもなったと

思って書庫の中で仕分けに時間を費した。読みもしないのに、なぜにこういうことをしな

ければならないのか、自分にも説明がつかない。丁度毎日日記記帳に時間をかけることの

意味を説明できないのと同様である。不合理といえばいえるが、そうしないと自分が納得

できないのである。揮毫した書きつぶしの紙もこれ又山と積んでいる。多くの人はそんな
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ものは都度捨ててしまうだろうが、私はなぜか捨てない。紙だから何かに再利用できるだ

ろうとの下心がある。役所でつくるおびただしい書類も、不用になっているのに、裏紙と

して利用すべく保存している自分が、これ又同じ姿勢なのかも知れない。育ちということ

だろうか。 
 
5 月 7 日（火） 
反亀井を貫いて退職した人たち（7 人）と語り合う 
県職員で退職勧奨に応じないでがんばり、今年 60 歳で退職したが、30 年勤続表彰をうけら

れなかった人達に色紙を書いてくれと森山君いってきていたのに、揮毫してあげたのだが、

その色紙を額に入れ、それを贈呈する会が、今日ひる広州酒家でおこなわれた。県職労の

中村委員長があいさつ。7 人出席者全員が反亀井の線で断乎がんばったのだという。その人

達の話をきいていると、亀井の悪口ばかりいう。いわばつむじまがりのような人達。もち

ろんそういう反骨者は役付になれないままの退職である。退職後は何をするかきかなかっ

たが、勤労協の話も出ていたので、それぞれ、職のあるなしにかかわらず、地域でがんば

っている模様。もちろん、在職中も反亀井で奥田選挙を推進した人たちである。だから職

場には敵も少くなかったようだ。こういう人達が、どんな時、どんな所にもいるものだ。

いいか悪いかはともかく、自分で納得すれば、それなりの人生である。役付きになること

さえ拒否した人があるわけだ。組合運動の精神がこんな所に浸透しているのだなというこ

とを感じさせられた。損な人、不幸な人という評価もあるだろうが、自分が納得できれば

よい。 
 
5 月 8 日（水） 
死を選ぶ自由があってもよいように思う 
藤江君の母が乳ガンの診断をうけてかれはショックをうけている。父の膀胱ガンの入院が

長期化し、つねに看病する身であり、死も遠くないという時に、同時に手術入院というこ

とになり難いということになる。同じく九大の泌尿器科と外科というから近いには違いな

いが、看病人を他に探すとか、手術中に一方が死亡というような厄介なことになっても困

るのである。小倉の安田伊三男両親が同時に同病院で死の床についたということもあった

が、こういうケースはまれだろう。どうせ死ぬしかないのに徒らに永らえさせ治療費と家

族の苦労は嵩むばかりというのが、今日の医術の行きつくところだが、かといって、死な

せていいという結論にもならない。その辺に家族の苦悩がある。看病だけでも大変かねが

かかる。佐方の父の場合も 3 ヵ月はそういう状態であったが、藤江君の父の場合はもっと

永いようにみえる。本人は何度か自殺を試みたらしいが、この頃は監視もきびしくて自殺

など思いもよらない。自殺の自由もない。何と残酷なことだろう。何回か思ったことだが、

苦しみなく、あってもごく短時間で、まわりの人も死に目に会えないほどあっさりと死ん
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でいるという状況が最も望ましい。今年亡くなった美濃部亮吉氏は椅子にかけたままの往

生だった。 
 
5 月 9 日（木） 
秋枝蕭子さんの句集から 
女子大の定年退職者秋枝蕭子さんが今日句集と退官文集を届けてくれた。今日は幸い時間

があったので句集をぺらぺらめくり読んでみた。目にとまったのでこれぞと思うのを次の

ように拾ってみた。 
   一輪の椿を生けて書を繙く 
   花吹雪新入の娘等眉清し 
   唐津路や菜畑麦畑市松に 
   君子蘭絢爛その名ほしいまま 
   垣越えて溢れ溢れてつつじ燃ゆ 
   武蔵寺や尺余の藤房競艶す 
   藤棚の下アベックは花も見ず 
なるべく今の季節に近い感じが出ているものを選んでみた。句をひねる人は、絵をかく人

と同様に、対象を主観的に一つの構造として瞬間的にかつ動的にとらえ、これを客観的に

ひとにも、自分と同じ主観の世界に引き込む表現技能にたけている。17 の字の中にあらわ

さなければならないので、かなり鋭い観察と表現技術がいる。それは熟達を要する、つま

り修練しなければならない。私のように雑事に多忙な生活の中からは句が生まれにくい。

そうした時間、ゆとりがないと駄目だ。 
 
5 月 10 日（金） 
古くて新しいものの追求があっていい 
筑紫野から夜須を通って小石原への旅が楽しかった。安野焼窯元はまだ歴史は浅いという

が、焼物をつくづく見ることができた。小石原で蹴ろくろでの型づくり実演を見せてもら

ったし、工芸展も見ることができた。何百年かの伝統をつぎながら、どこかに現代色が加

えられるのであろうが、こうした工芸品をひんぱんに見ていると、わかるようになるだろ

うが、今は何が何やらわからない。文様が窯変によって作者にも予測できないほどの不思

議さででき上がるということだけはわかったような気がする。もう 10 年も前だったか備前

焼を見に行った時も窯の作用の不思議さについてきかされたものだ。過疎地といわれるこ

の小石原に、こうした焼物産業があることは幸せというべきで、何もない山村とはこの点

がすぐれている。十分に生かしてほしい。高松宮が、日常生活に役立つもの、欲しいもの

を工夫して作らにゃだめだろうといっておられたが、日常生活をしている者の感覚を生産

者がつかみ取ることが大切だということだ。伝統工芸といえば古きを守っているというこ
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とと同義にとらえられるなら、それは衰亡の道を選ぶことになる。古くして且つ新しいと

いうことの難しさがここにあると思うのである。 
 

5 月 11 日（土） 
8 月 15 日 3 句 
   玉音をききいし戦友

と も

ら声もなし 
   炎天下玉音ききて〝虚脱〟しぬ 
   孟宗

た

竹
け

許せぬわれ軍刀の初切りぞ 
           （宮崎海岸防衛隊にいて） 
大阪のマルホ社長高木二郎氏が万葉俳句募集というので、応募した作品。1945 年 8 月 15
日をよんだ俳句を募集する、知事は特別にのせるというのであった。満州 815 部隊の同期

生かなと思ってしらべたが別人だった。815 部隊は 8 月 15 日に通じて妙である。この日天

皇の特別放送があるというので、その時刻 12 時ちょうどに内野宮さん宅においていたわれ

われの経理班は庭に集ってラジオをきいた。神妙にきいたがなんであるかは予知されてい

た。暑い暑い日だった。その時の気持を上記 3 句にまとめてみた。句になっているかどう

か自信の程はないが、ともかくああいうことで、庭のラジオ周辺には当時帰郷と称して自

分のうちへ帰り戦争に役立ちそうな家財道具を思い思い持ち帰り、それを集めて山なすガ

ラクタがあったが、そういう努力が空々しいほどに無駄に見えた。すでに一定の時期をこ

えた戦争の継続がかえって自壊を早めていたのであった。 
 

5 月 12 日（日） 
高松宮の若さにびっくり 
高松宮とつき合って疲れたろうと人はいう。たしかに緊張はするが、それ程でもなかった。

三笠宮妃、その息子さん、どの人ともそれぞれざっくばらん。皇太子夫妻もこちらがそう

思わなければそう気のはる人ではないだろう。三笠宮息子さんなどスポーティなスーツで

股を組んでタバコをふかし、かわったメガネをかけてその辺のあんちゃんみたいな姿での

応接である。高松宮は天皇の次の次の弟さん。もう 80 歳というが、どうしてどうして若い

若い。済生会二日市病院の記念行事の日、終って午後小石原村に焼物をみに行った。村の

人達が日の丸の旗ふったりして歓迎する緊張の中、案内役の二日市病院長のすすめにした

がわず、蹴轆轤の次に隣にあった上
ママ

り窯の方へこっちを見ようよといって勝手に行ってし

まったりの逸脱ぶりだし、夜の大丸別荘での懇親会のあと 9 時半頃から麻雀をしようとい

うことになって、済生会がお相手したらしい。その翌日は夜須高原ゴルフに出かけ 100 ぐ

らいで飛ばされたという。私は 70 歳といっていいほどの若さに感ずる。それなりの健康法

を守っておられるのだろうが、ごちそうも酒もある程度はつき合っておられ、お付きの医

師がいるわけでもない。天皇とくらべて、かなりな年齢の差を感ずるのである。一般に人
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が思うよりは、はるかに自由な見である。 
 
5 月 13 日（月） 
敗戦後の正月前後を綴った日記をよむ 
自由な時間がほしいとつねづね思っているが、今日の如き、帰宅が午後 7 時、それからは

とくにすることもなく書斎に入って机辺を片付けていたら、古いノートの中から、昭和 21
年正月前後の、あの〝虚脱〟と無聊の日々を綴った日記が見つかって、若い日の未熟な頭

と筆跡を残した自分の一片をみつけることができた。全くの偶然であり、なぜあのノート

が机辺に今あったのか不思議なくらいである。茶の間ではテレビの音がするので、帰宅し

てもできるだけひとりになりたいのであるが、こんなノートが見つかるとは思いもよらな

かった。裏藪を耕し、山に行って柴刈りをし、友をたずね師をたずねて時間を費したが、

敗戦後の全く仕事のない時代である。繁之助の死から間もない法事もあった。佐方で牛を

盗まれたことも書いている。幸のことはあまり描写していないが、それどころではなかっ

たのだろうか。宮崎に行ってしまうことになるのだが、心のやり場を求めていたからでも

あった。やり場がなかったらもっともっと苦しい日々を送っただろう。失業の苦しさと若

さとが二重になってあの日々があったのだろうと思う。初治氏との呼吸はうまく合ってい

なかったが、心は通っていたはずで、間もなく、 九大の大学院特別研究生になって福岡

にくるのだが、これも初治氏のすすめが大きく作用したためだ。 
 
5 月 14 日（火） 
偏狭固陋 
今日は中国在福岡総領事館開設祝宴が広汎な関係者を集めてグランドホテルで開かれ、中

央から宋之光大使夫妻も、北海道の総領事、札幌市長もかけつけた。その反対を叫び朝か

ら右翼愛国党らが県庁、大濠仮事務、天神付近をマイク車で遊弋した。言葉の中には奥田

攻撃もきかれたし、秘書室まで面会を求めてやってきた。警察機動隊も管財課員もそれな

りの対応をした。頭が固いの一語につきる。そういえば今日は労働組合の同盟の役員と知

事になって初の懇親をもった。伊藤労働部長の骨折がバックにあったのだが、これ又奥田

批判で頭が固いというか、どの党派もそれなりに頭が固いといえばいえないことはないが、

同盟は総評の政治偏向を批判して、それを内部矯正するならよいが、とび出して別集団を

作り、批判しつづけるとなると、これ又一つのセクトになってしまうのだが、これ又政治

偏向―党派といえる品物であって、そのことに気づいていない。労働運動の進め方にして

も民社支持、自民との連合、労使アベックという面にしてもその臭いが強く出る。しかも

反総評というから総評がすること何でも反対で、県評が推す候補だから反対、知らない人

でも反対という偏狭固陋さをもちつづけている。今日の懇親でどこまで直ったかだ。 
 



奥田八二日記（1985 年） 

68 
 

5 月 15 日（水） 
労働運動の自己点検を提言 
昨日の同盟との話し合いの中で、私は労働運動の在り方の大転換時代に来たのではないか

と提言した。世は飽食時代といわれている。労働組合の組織率は 30%を割るに至っている。

労働組合のあり方に魅力を感じない、組合費を払うに値しないとの価値観の変化を組合幹

部は深刻に受止めなければならない。私は、労働組合というものが賃金労働者の生活を協

同で守るという原則に立ちかえり、それを労使関係に限定せず、組合員の自己自助努力、

地域住民生活の中での自助努力にも目を向けるべきではないかという事を示唆した。又、

労使関係の中でも、時短問題は今日の最大の課題であり、年間 2100 時間の労働は少くとも

欧米先進国より 10%は長時間労働であるから、20 年計画ぐらいで 1800 時間ぐらいにまで

短縮する年次計画を立てて実行に移す努力をしたらどうかと提言した。右だ左だ政治偏向

だというような非難のし合いばかりやっていると所詮自滅の道を選ぶことになるのではな

いかといっておいた。彼らは、それならわかるといってはいたが、総評系にも同じ提言は

してみるつもりでいる。労働運動の自己点検を急がねばならぬ時点にきていることは確か。 
 
5 月 16 日（木） 
木梨弁護士が新しく事務所を開いて初の訪問 
市中央区役所の隣のチサンマンション 2 階に、はじめて木梨さんの事務所を訪ねた。私が

知事になる前だったかその後だったか、彼は福岡綜合法律事務所から出て、ここへ独自の

事務所を設けたのであった。彼はキャップの位置をどうして去ったのか。綜合法律事務所

内をまとめるに不向きになってしまったようだ。われわれが関与していたのに、ローフレ

ンズの会（今も私が会長）と地域政策懇話会がある。その二つを木梨氏は実によく世話し

てくれたが、地域懇の方は綜合法律事務所にとって重荷のように感じられていたようだ。

それが嫌われの一つだったのではないか。もう一つは、彼の長女が私の知事選のあとすぐ

死去し、そのあと、彼は信仰にかたまっていき、それが同居の弁護士たちに嫌われるもう

一つの原因になったのではないだろうか。今は彼は地域懇のことを、この事務所で扱って

くれている。知事選後、労金を理事長から退いた花田守氏が熱心に地域懇にかかわってく

れるようになり、その今日を支えている一つの力になっている。今の木梨氏の事務所には、

私の揮毫した南無妙法蓮華経のタテ書き表装した掛物が出来上って二枚おいてある。彼は

立派に弁護士稼業を成功させているようだ。 
 
5 月 17 日（金） 
自民党福岡県次期知事候補の選考を急ぐ 
今日夕方久留米地区労が県市政報告会を開き、私も出席あいさつを行ったが、自民党の知

事候補のしぼり方にふれてこれを批判しておいた。本四橋公団総裁高橋氏、北九州市長谷
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氏らがうわさされ、この 15 日の西日本新聞には公営企業金融公庫総裁首藤堯氏に絞ったと

報ぜられた。その場合選考基準に、①九州のリーダーになりうる人物、②行政経験が豊か

なこと、③福岡をふるさとと呼べる人物という 3 条件をあげているいう。民主主義も自治

も自民党県連の選考基準には全く見られないが、私はこの点を重視するということをのべ

ておいたのである。九州のリーダーである必要があるだろうか、又行政経験がなぜ必要な

のか、その根拠は全く理解できない。島根であろうが神奈川であろうが、知事には共通な

適任基準があってよいのに、九州のリーダーをどうして福岡県知事に求めるのか。行政経

験のない農業者、医者、学者、芸術家など立候補の資格はないというのか。6 月になると政

経懇談会を開く自民党（会長は遠藤政夫）県連はなかなか知事候補が見つからぬので、首

藤氏を打上げて関係者の心を抑えておこうとの思惑があってのことで、首藤氏自身は色気

はともかく、知らぬ存ぜぬといっているらしい。 
 
5 月 18 日（土） 
いわせておけば皮肉が平気にでてくる 
昨日から福岡会館に泊っていて、今朝は啓二、直美を呼んで朝食を共にし、あと、皇居一

周の散歩に出た。出る直前に、食堂で波多江夫妻親子 4 人に会った。筋萎縮ジストロフィ

ーの 2 人の娘さんは今九大文学部の大学院ドクターコースに在学中とのこと。このこたち

が私に一つの皮肉を語ってくれた。九大学生は奥田知事について、教授としては政治的に

すぎ、知事になって学者的にすぎるといっていますよ、と。波多江俊一氏もかなりな皮肉

屋だから、それが娘にも伝わっているのではなかろうか。皇居一周の散歩をしたため、今

日は万歩計をつけはじめて半年余になると思うが、はじめて 1 万歩をこえることになった。

青葉香り、汗ばむ散歩であった。中食を啓二たちにとらせたあと私は東京県人会総会に出

席し、県政報告を行った。あとのレセプションで誰だか名は忘れたが、これ又皮肉発言を

きいた。それは、近頃の県人会もようやく知事を安定的にみるようになりましたね、以前

は四面楚歌でしたからね、知事も成長されました、と。このような発言はあらずもがなで

ある。一面的な見方でもある。四面楚歌とは何かと反論したかったが、そこは勝手にいわ

せておけというほかない。ここでも県人会婦人部の人達がスナップ写真ポーズを盛んに求

めてきた。 
 
5 月 19 日（日） 
只今ゴルフ入門中 
城西ゴルフセンターに打ちっ放しに行った。平和台陸上競技場の今日の身障者体育大会は

雨中決行で大変だったろう。身障者の完全参加・平等のスローガンはいいとしても、無理

があってはならぬし、逆におろそかにされてもいけない。しかし、今日の出場者の入場式

の姿を見ていると、何だか無理を強いているように思えてならない。そう思ってはいけな
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いだろうが、心の底ではそう思ってしまう。ともあれ身障者の自主意識を育て、その発露

として今日のような体育大会が開かれるようになってほしいと念願した次第であった。と

ころでゴルフ打球の練習についてだが、もう人目をしのぶ必要もあるまいが、正直いって

まだ人目をはばかることなきにしもあらずだ。それにもう 6～7 回もクラブを握る日を迎え

る。1 回に 100～150 球を打つ。体がこわばらないかといわれるが、それはない。しかし、

150 球打つと 1 時間余。かなりぐったりする。快い疲労感に見舞われる。少し無理をしてい

るかも知れない。なかなかフォームが定まらないためか、うまく当たらない。とくにウッ

ドになるとどうもうまくいかない。フォームを早く固定するようにならないと、いけない

と思う。回をかさねるほかないのだろうが、体が固いせいもあろう。 
 
5 月 20 日（月） 
県行革がいよいよ動き出す 
今日の会談で県行革に関する各部長との話合いは農政部を除いてほぼ終った。行革の真意

を示せというのが過ぐる県議会での野党の質問に多く出る問題であった。彼等は行革とは

人員削減と同意義と解し、効率化スクラップアンドビルドで新規ニーズにシフトがえする

ことだというと、それは当然だし、毎年なすべきで特に行革という必要はないとまでいい

きる。人員削減を明確にできなければ理念なきニセ行革だという。私たちはさきに、人員

削減だけを行革というのはニセ行革だといってきたのだが野党は真反対のもののいい方を

する。県民にも野党的考えをうえつけられている人が少くない。そこでこうした感情を幾

分でも満足させなければ県行政が議会のあおりをうけて混乱するだろうということで人員

削減は不可避と私はいいつづけてきた。各部長には自分のところの削減数は明示できない

だろうから、他の部分は自主性により行革案を練るべきだが、人員削減については各部一

律ではなく、知事の方から各部毎に数字を案として示すから消化に協力してほしいといっ

ておくことにしている。職組対応が山場になるので、その点は社会党県議とくに林幹事長

に万事よろしく依頼することにして進めたい。 
 
5 月 21 日（火） 
減債ということについて 
太宰府の年金保養センターで夕方から財政問題について勉強会を行った。佐々木補佐と四

方財政課長、力丸総務部次長がメンバーだった。県財政の見とおしは依然よくない。財調

金の取崩しがなお 100 億円は必要のようだ。経済活動が活性化しないのと、必要経費が伸

びるからである。もっと大きな原因は、中央政府が借金財政の基調で、地方にもそれを強

要し、公債償還期がきたため、公債費が大幅に伸びているためである。この体質はなおら

ない。公債は諸経費のうち最大シェアを占めるに至っている。私は 2 月議会で問題になっ

た減債基金の積立てについて、そもそもこのような情勢の中で減債ということができるの
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かネと財政課長に問うてみたが、要領よい返事がえられなかった。県議はわかっていて質

問しているのかネときいてみたが、わかっているとは思えない、常識の域を出ないのでは

ないかとのこと。アメリカでも日本でも国債はどんどんふえている。その幾分かを地方に

つけまわししているにすぎない。公債というものには償還困難という宿命があるのではな

いか。償還できるかの如くいうのはいつわりではないか。一時糊塗口実でないか。 
 
5 月 22 日（水） 
増税の必要な時が来ている 
福田タケオ蔵、同首相が、石油ショックをのりきるためと称して国や県の借金財政の雪だ

るま方式をはじめた。そして、その矛盾からのがれるために、土光臨調が「増税なき財政

再建」などと称して行革というシワ寄せ方式を考え出し、中曽根内閣がこれを推進してい

るのがここ数年の財政の特徴なのである。国債 140 兆円、地方債 50 兆円にふくれ上った今

日、13 兆円というその利子は、一体誰の収入になるのか考えてみるとおそろしいことでは

ないだろうか。この利子が投資先が見つからねば国外に逃避して高利を探すだろう。アメ

リカの高金利がその場になっている。生産なき利殖が国の体質の一部となり、償還の見込

みなき公債の膨張が財政の体質として組み込まれてしまっているのである。県の財政難は

行政水準を切り下げるほか現実処理が困難となりつつある。減債基金の積立てというよう

な恰好のよいことが論議されるほど悠長な時ではない。問題を少しでも緩和する方法はカ

ネのあるところからの増税以外にない。土光臨調のよって立つ哲学を崩し去るしかない。

土光は増税体制を準備するためにそういっているのだとの皮肉説もあるが、私はそうは思

わない。増税なき増益が彼らのねらいなのだ。 
 
5 月 23 日（木） 
県民の会の〝グリーン 21C〟の庁内配布について 
自民の武藤が決算委員会で知事保留をし、それが今日になっているから知事は待機してい

てくれという。結局は周囲から、前例のない決算委知事保留など止めよとの強い働きかけ

でやめることになったようだが、自民党は多数をもっているからどんなことでもできるか

のように錯覚していて、これが 2 年たった今でもつづいている。しかもその内容が県民の

会の機関紙〝グリーン 21〟の庁内配布を止めるよう知事が県民の会に強く要望せよという

自民の意見に、知事がそうしますと答弁してほしいという意味の知事保留であった。自民

党は団体活動というものに対する理解が全くない党で、そういうことを独立の団体に公的

立場で公式の場で知事がそのような答弁をするかのように考えているところに根本の問題

がある。気の毒なほどに、人の団結という民主主義の基本要因についての理解がない。県

民の会は知事の支持母体だから知事がいえばよいという論法だが、知事はそのメンバーで

もないし、役員でもない。どういう立場でビラをくばるなといえるのか。私的に県民の会
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の役員のうちの知人に、そういうことがあったと話すことはできても知事が議会答弁でそ

れを OK することはできない。坊主にくけりゃケサまでというのかも知れぬが、その所の

筋ぐらいは分ってほしい。 
 
5 月 24 日（金） 
瓦林潔氏を病床に訪ねる 
福大病院に九経連会長だった瓦林潔氏の病気見舞に行った。昨日会長は永倉三郎氏に交代

したばかりで、いわば九州経済界のドン交代で、瓦林氏の時代は終ったわけ。九経連は代々

九州電力の社長が襲っているようだ。もちろん最大の資本だから、この経済界トップに象

徴される九州の財界は当然ながら、保守の牙城であって、「革新知事」には強く反撥してい

る。訳があってではない。ものを考えずに衝動的にそうなのである。瓦林氏が亀井の五選

出馬に反対したが果せず亀井敗北の責を負う立場に立った苦境も理解できなくはない。7 階

の病室で私は瓦林氏の手を握って健康回復のげきれいをした。すでに彼は財界のドンでは

なくて人間そのものになっていた。カネも名誉もいらない、健康が一番大切、現役中はあ

まりにも多くの役割を担いすぎた、という意味のことをはっきりとした口調で彼は私に説

いた。当然のことを行ったまでだろうが、彼が今の立場と状態でそういうところに意味が

ある。でも社会は、九州で九電社長 OB にそのような肩書や仕事を与える。否応なしにそ

うならざるをえない。知事にしても似たりよったりである。自分の健康は自分で管理する

以外にないことがわかりながら、それが困難なような状況に追いこまれていく。残るは強

い意思だけ。 
 
5 月 25 日（土） 
県人会は何なのか 
関西県人会に出席した。第 1 ビル内中華料理店畳の間だった。120 人ほど出席したろうか。

県人会というものが今もってどういうものなのか正体がつかめない。福岡からは私のほか

県では東京、大阪事務所長、佐々木補佐、岡本県会議長、福岡進藤市長、桑原助役、北九

谷市長が出ており、参議院から遠藤が来た。東京の場合もそうだろうが大阪の場合も何十

万人もの県人がいるだろうに、会員と称するもの、そして出席する人は百人ばかり。実業

界の大物というよりは中堅どころの古参が実際世話役をし、東京又は大阪事務所が大いに

事務的な世話をしている。大阪あたりは以前は全く亀井後援会のようだったが、今はその

空気が薄くなったといわれるのだがどうだろう。推すべき人がいないのでこわれるかとい

うと  何とか人物が入れかわりながら県人会という体を保ちつづけている。東京にして

も大なり小なり似ているらしい。年よりが懐旧の念で、郷土福岡のことをききたい語り合

いたいとして集まるのはよいが、これが保守の政治土台として作用してきたし、それが当

り前とされているなら困ったものだ。そういう空気があるから遠藤のような我田引水の保
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守がりがりの祝辞がとび出すのだ。 
 
5 月 26 日（日） 
後援会というものの考え方 
昨日は晴久宅で兄弟中心の夕食会になった。市議の田中が一寸も後援会としての役を果た

してくれないとの九一の発言があった。その昨日、田中後援会が奥田八二をはげますツア

ーを企画して 50 人ほど福岡県庁に訪問、みゆきがこれに対応した。が、九一は田中を計算

に入れるなという。秘書の大石はこれに対し、後援会が奥田票になるように福岡県人と連

絡してくれることだけを考えると、田中は役に立たぬとの判断になるから、奥田の支持者

が姫路にこうして固っているということでよいのではないかと発言した。私はこれに賛成

した。福岡にいても輝国は心の支えにならない。むしろ敵がいる。佐方も禎子が快く受け

入れてくれないので、みゆきが行きたがらないので章の家もわが出身でありながら、心の

支えにならない。もっといえば、帰るところでない。そうしたら、ここの、この場だけが、

私の心のふるさとなんだと私はいった。九一は吉田繁太郎ほか曽左の同窓生すら福岡県人

の名簿をくれないと嘆くので、それをあてにするなと私はいった。票でなく、帰って話す

所があればいいのだということなのである。小学校の同窓生も、中学校の同窓生も、刀出・

打越の親類のグループも、みんな福岡で票を拾ってくれなくても後援会足りうるのだと思

う。 
 
5 月 27 日（月） 
記者たちと筑豊問題を語る 
筑豊のマスコミ記者たちと、筑豊問題を語る会を筑豊ハイツで開催した。西日本新聞ほか 9
人が集った。この種の企画ははじめてのことだし、記者達はよろこんでくれた反面、かな

り緊張していたようだ。会食をしているうちに気分もほぐれてきて、本音が出はじめたが、

記者の目も私の見解と異なるところはないというのが結論である。誰かが血を出さないと

片付く問題ではないという人がいたが誰かが血を出しても片付きそうにないというのも一

致した見解のようだ。石炭産業撤収時の国の爾後処理に甘さがあったという点でも意見は

一致した。「今なお国の責任」という現地の人達のいい方はすでに通用しないという点でも

意見は一致していた。それではどうすればよいかという点になると、誰もが名案をもたな

いという点も共通していた。精神論ではどうにもならないのに、精神論に帰着する点も共

通していた。ハレモノでなかったのに、年月がたつうちにハレモノになってしまったので

ある。暴力と詐欺と怠惰の背後にあるものはタダガネである。それは国が安易に流し込ん

だ石炭政策費の集積、蓄積である。どこかでこの悪循環を断ち切るしかない。ゼロから再

出発すべきだろう。 
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5 月 28 日（火） 
社会党に必要な若い血 
国際センターで社会党結成 40 周年レセプションが行われ中央からも石橋委員長も来て約

2000 人で祝宴をはった。岩崎隆次郎氏が司会、私の揮毫した萌の字をすり込んだ扇が配布

され、宴会はアトラクションを含め 6 時から 8 時ごろまでつづいた。中央の幕には護憲平

和の二文字がくっきりと刻まれていた。石橋委員長が 40 年になるその 40 年前のことを考

えてみてくれと訴えた。日本の今日の繁栄はそうした社会党の頑張りがあったればこそと

もいった。私は乾杯音頭のあいさつの中で、このような伝統の血にこれからの若い者が好

む新しい血が織りまぜられる必要があることを訴えた。そして委員長のいうニュー社会党

が建設されることの必要にふれてみたわけだ。一般に社会党は老化している。どんどん若

返らなくてはならない。そのためには若い人の血が必要である。問題は、どうすれば若返

るか、若い血とは何かということである。そういうものが具体的実際的に、現実の実践の

展開の中から求められなければ、抽象的一般的に存在するはずがない。社会党を支持する

労働組合にしても、その現実処理の中で若い血を探し求めるのでなければならぬ。 
 
5 月 29 日（水） 
出版物の初校はできたが････ 
昨日は福岡が、今日は東京が一日中雨だった。南九州は例年より三日早く梅雨入りという。

しっかり降った今年だが、まだ降るのだろうか。赤坂御苑での園遊会だが雨の中、歩くの

は極度にひかえた。今回は天皇の姿を見るだけで、話しかけられることもない位置にいた。

今年も皇后陛下の姿はみられなかった。東京事務で協会の衣笠、八丁、中川の 3 人にしば

し打合わせの時間がとれた。衣笠氏は例の日ソ交流の 30 人の団長として訪ソし、今日成田

に着いたばかりで時差ボケの時間帯だ。八丁君らが東京事務所に来たのは、私と、出版物

の打合わせのためで、6 月 1 日に東京の出版社から福岡に来るというので、その設営を準備

する必要ができた。彼がいうには今日初校を受取ったので、6 月中に出版が可能になるかも

知れない、県民の会が 6 月末に総会を開くというから、できればそれに間にあえばという。

そうなれば校正を急がなくてはいけない。本の名前、見出しのつけ方、県議会の野党の目

など配慮が必要な課題がたくさんある。何千部印刷するかも考えてみなければならない。

日程がぎっしりある上に、もう一つ大きな荷物がでてきた感じ。指の関節が痛む。 
 

5 月 30 日（木） 
同和会の松尾会長 
全日本同和会の会長松尾正信氏の経営する松信園にご本人を訪ねた。助信県議が一度行っ

てあいさつしてきてくれとしきりにいうので今日夕方わざわざ時間をとった。今年になっ

て 2 度目である。解放同盟に対立する自民党系の部落運動の指導者である。松岡県議も交
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りがある。林県議もだろう。自民党の三原、浜中など、又麻生太郎、それに共産党の小沢

和秋氏も関係浅からぬものがある。彼の応接室には大平元首相や田中角栄の書や写真が飾

ってある。県知事選には今度は奥田を推すということを自民党の連中にも吹いてまわって

いるらしい。白島は危険であるし、腐
ﾏ

い
ﾏ

諸関係をもった事件で自分も反対だったが、事態

があそこまで進むと後にひくこと自体が大問題をひきおこすから、前に進めてもらって知

事に感謝しているともいっていた。この冬ゴルフクラブセットを託し、数日前はウィスキ

ー（ナポレオン）1 打を送付してきたし、今日は又マグロや牛肉の冷凍大塊を車に積み込ま

せた。私の方でこの種のものは処理できないし、個人的に受取るわけにもいかないので秘

書室長に処理方法をまかせてしまうしかない。大きなことをするので心地が悪いわけ。わ

れわれははるかにウブなのだ。 
 
5 月 31 日（金） 
正副議長ポストをめぐる醜い争い駈引 
臨時県議会の日。正副議長の選出その他の議会構成を決定するために今日 1 日が予定され

た。なかなか開かれず長時間知事室で待たされた。おかげで原稿の校正はできた。ふつう

の常識をこえた県議会のあり方だが、大別して二つ問題がある。第一は正副議長はなぜ一

年しかさせないのかである。立派な人が議長になるなら 4 年の任期全部やっていいのに、1
年きりでタライまわしをする。それほどに、議員族は議長ポストに執念をもやす。権威や

物的利益があるようで、それに群がるための取引。だから 4 年を 4 等分して少しでも多く

の人にそのポストを分けようとする。汚いといえば汚いやり方である。第二はこれと似て

いるが、副議長のポスト争いである。議長は最大会派が取ることにほぼ異存はないようだ

が副議長ポストは最大会派の自民が独占したり、これを他の会派に譲ったりの駈引の材料

にされる。過去 1 年は自民が 2 つを独占。今年は他会派に。知事選を目あてに譲歩するた

めの駈引である。そのため、緑政連と民社は野合して一つの会派となり、第二の勢力を誇

示。その中の民社出身石橋が副議長になった。そんな駈引で今日も深夜に及んだ。但し、

一日で終ったのがとりえといえばいえる。 
 
MEMORANDUM 
議員族の情報公開が必要 
県議たちは何だかだ偉そうな口をきくが、さっさと議事をすすめて予定された時間どおり

に議会を運営するなら、莫大な県費が節約できるのに、意識上、日当、旅費、手当かせぎ

があるのではないかと疑われるようなダラダラ審議、ゾロゾロ出張をやる。審議が時間オ

ーバーになるだけで、拘束される職員に苦痛を与え、残業手当など県費の浪費があってい

る。それを全く気にしない。議員が外国にゾロゾロ行って何の役に立つのかと疑問を持つ

県民は少くない。だのに、議員はとくに外国に行きたがる。国内出張も勉強の効用はない
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とはいわぬが、多すぎるし、長すぎる。その特権行使に気をつかう。民主主義とはカネの

かかるものといわれるが、必要なものは仕方がないにしても、ここでいいたいのは不可避

でないものへの出費が多すぎるということだ。こういうカネを使って低い教養は少しは高

くなるであろうがが、それほど役に立ってもいないようだ。こういう事情があるのに、選

挙民がそれをつまびらかにできないでいるということが問題であろう。情報公開が議員た

ちの身辺にも及べば、選挙民の判断もかなり違ってくるだろうし、議員の態度にも変化が

期待できるのではないだろうか。議員は奉仕に徹するという考え方を導入していいのでは

ないか。 
 
6 月 1 日（土） 
九工大飯塚新学部誘致の遅れをめぐる三木発言 
九工大の新学部飯塚市への誘致促進期成会総会がグランドホテルで開かれた。県議からは

自民の三木、社会の岡松の地元二人が出席した。三木はひとりで発言し、会議を異色なも

のにした。誘致が長びいているのは知事が動かないからだと、県議会で私に噛みついた三

木が、こんどは九工大に噛みついた。それは知事が動かないからだといった前言とは矛盾

するはずだのに、それはおかまいなしだ。九工大が動かないからだというのだから、実際

彼も文部省あたりに当ってみて、新学部誘致については九工大の内部になかなかまとまら

ぬ状況がつづいたということを文部省から指摘されたためだろう。奥田が悪いという前言

をここで暗に修正するかのようである。それならその前言が不用意発言だったということ

を認めねばなるまい。公式記録に残っていることなのだから。いずれにせよ、何か意図が

別にあってこのような強い発言をするように思えてならない。大学の内部事情への理解が

足りないということで井上順吉学長も三木発言には少々頭にくるものがあったようだ。そ

れにしても九工大はやっとまとまりを見せてきた。 
 
6 月 2 日（日） 
「県政ひとすじ」の輪郭ができた 
昨日午後第一書林から山岸秀雄（代表取締役）が来福。私の出版物について、黒田荘で、

初校を前に、書物の構成などに関し討論をした。八丁、東定の二人が来た。書物の名を論

じたところで、〝県政ひとすじ〟にしようということになった。これは私が提案したもの

が採用されたのである。300 ページをこすのではないかといわれる。今年のはじめからまず

は座談会の形で意見を出し合ったのをテープにとり、それを東定君がおこし、八丁君が手

を入れ、さらに私が手を入れて 4 月末にやっと出来上ったのが主体となって新規原稿とさ

れ、それに私自身が補論的に加えたもの。それ以外はどこかで話したもの（県民大学、朝

の放送など）の記録など既存の原稿、資料が加えられている。はじめは原稿の量が足りな

いと思われていたのに、かなり加わったので十分な量になった。県民党、県民総立ち、地
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方自治論（地方自治の本質論）が主流をなしている。他に類をみないものができるのでは

ないかと自負している。県議会の右翼自民党がこれを見てどう思うかということがまず念

頭に浮ぶ。あげ足をとるだろうと思ったり、ざまみろと思ったりである。 
 
6 月 3 日（月） 
官界で〝上り〟になった人たち 
磯矢水産林務部長、長谷川建築部長らこんど県を去るので例のごとく稚加榮で部長会が送

別会をした。思うにまだ彼らは若い。この六月末には永井副知事も任期が来て県を去って

いく。永井氏はまだ行く先も、これから探さねばばらない。県では彼らは〝上り〟つめた

わけで、これから第二の人生に入っていくわけだ。彼らの肩書きをもってすれば、早めの

停年とひきかえに、外郭団体などあれこれ無理をいって拾ってもらうポストはないわけで

はない。それが官界のならわしになっている。いずれにしろ、この若さでと私には思える。

しかし、一万人もいる職場で、下からポストのあくのを待っている人がひしめいている。

どんどん任命更新という手を使わないと糞詰りになってしまう。士気が沈滞するという結

果になる。そういうことで、長い間の知恵で外郭団体というものができ、そこに天下りす

ることになっていく。そのシステムは官界創造物といえよう。外郭団体では、県と市が分

け合う場合もある。県がカネを出している場合、両方が出している場合等々いろいろある。

天下られる方はそれなりの辛抱をしてポストをあけているようだ。天下りのなれの果ては

知らないが。 
 
6 月 4 日（火） 
身辺雑記 
今日は大変ねむい一日だった。近頃睡眠不足がつづいている。時間が足りぬというよりは、

眠れないというのが正確だろう。ひとが疲れた顔にみえるという。熟睡しないのだ。理由

がわからないので困る。会議中にうとうとしてうわの空ということもある。ひとが元気で

すかと問うので、まあまあと答えることが多い。病気ではないがすがすがしくもない。病

気ならそれ相応の手当を開始すればたいがいのことは治療できるだろうから今のところ大

丈夫と思うから、まあまあと答えるのである。トシのせいだろうかと思うが、誰しも元気

ではつらつとしているようにみえる。生活に時間のゆとりがあって、床の中の遊び時間を

苦にしないでぼんやりすごす気持があったらよいのではないかと思う。サツキの時期は盛

りをすぎ、クジャクサボテンが見事に咲いたので玄関に置いて飾った。周辺が急に明るく

みえる。温度も上ったので近頃は書斎で机に向かう時間が多い。自然机辺の整理はできて

自分ながらすがすがしい。書籍をおくスペースが今の 2 倍は欲しい。どんどん新刊本をひ

とからいただくので、それだけでも最近のものを一ヵ所に一覧できるようにしたいのに、

すべて積んでおくということになっている。 



奥田八二日記（1985 年） 

78 
 

6 月 5 日（水） 
生活保護行政の姿勢に問題がある 
小倉での新北九州空港期成会の帰途、今日は早目に仕事が終る予定だというので昨日から

連絡の上、箱崎の北筑前福祉事務所に立寄った。保護率 33‰という高さ、この数年間、上

昇中だった。がこの数ヵ月間減り気味。それは生活保護を受けながら自動車を保有してい

るケースにつき指導強化中との理由があげられている。福岡市でも近頃上昇中だが、近頃

のケースは昔のような炭鉱閉山ではなく、母子世帯としての新傾向と指摘されている。夫

婦別れがかんたんに行われ、生活保護で食っていこうとのことであり、その知恵をつける

者が背後にあるともいう。こんなの、なんとかならないかと思うが、かんたんではない。

福祉事務所がしっかりしてくれるしかない。職員の士気がもう一つたるんでいるようにも

思える。組織的に職員を働かせる工夫が上の者に欠けているし、下の者も上の者に意見を

いう態度に欠けているように思える。保護を受ける側にも支給する側にも、経費の使用に

ついてのきびしさが足りない。私は慈母のように、やさしさの中にきびしさがなくてはな

らない旨訓示した。ケース管理がいい加減で保護開始、支給の指導、保護打切りの各段階

におけるきびしさがどうもいい加減にみえる。 
 
6 月 6 日（木） 
公金にたかっていく構造的腐敗 
北九州で病院グループが看護婦、医師の水増し帳簿を何年も利用して医療保険費を詐取（50
億円といわれる額）していたことが暴露され、この何日か連日報道の大きな話題となって

いるが、県の監督責任を問われる一方、県職員、九大など各大学の医師の病院グループと

の癒着が当局によって明るみに出され、問題がひろがりつつある。筑豊に鉱害、失対、生

活保護の腐敗があることは、この二年間かなり問題にされ、そのような精神風土が矯正さ

れなければと痛感されている矢先、それが北九州に、病院にというように飛び火している

のである。あぶくガネというか振替所得、政府資金に権力、行政を媒介として寄りたかる

構造が一般の風をなしているといってよい。筑豊に限らず濃淡の差はあっても北九州にも、

そして福岡県全域に、そして、おそらく全国的に、そうしたたかり詐取の風が培養されて

いるのが今日の一つの特徴だろうか。自民党政治の一側面といえばいいすぎかも知れぬが、

権力と利益がからみ合う構造の成熟については、自民党政治のあり方に一半の責任なしと

しない。カネでひとを釣るやり方、しかも国民の税金でそれがなされていることに気がつ

かない仕組みがいたるところにできているわけだ。 
 
6 月 7 日（金） 
篠田が議運理事長とはおそれ入る 
今日の野党懇で新たに議運理事長になった篠田栄太郎が、執行部は、今後要求された資料
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提出をもっと早くしてくれと発言した。おそいから議事がスムーズに流れず 1 日につき県

費 200 万円も無駄づかいになるといわれることになると。顧みて他をいうという言葉があ

るが、この篠田発言はその好例といえる。自民党は審議の中で突如不意打ちの資料要求を

する。本来的な審議とさほど関係のない例えば対話行政の知事発言を全部資料として出せ

といいはじめ、それが出るまで審議ストップとなる。それを作るのに全庁職員におそくま

で残業で手伝ってもらっても 2 日はかかる。そんな資料はなくてもよいし、必要としても

資料ができるまでその問題は棚上げにして他項目に入ればよいのに、出来るまで審議スト

ップにする。第一、知事いじめ、第二に事務局いじめの悪意みえみえであり、第三に、議

事進行を故意に遅延させる作戦で委員長が裁断しているに違いないのである。そうした結

果生ずる県費の増嵩を議員たちのためになったといわず、執行部側の資料提出がおそいか

らだという。いんねんづけともいえる。篠田のようなのが自民党の幹部となり、又議会運

営の要となるのだから、こっちも、かなわんといいたい。 
 
6 月 8 日（土） 
はじめてゴルフ場に出た日に書いた 
今日はじめてゴルフ場なるものに出た。なかなか思うようにとばないといったら付いてい

た大石君が思い余るからいけないんですよという。場になれるように回数をこなすしかな

いと思う。キャディのおばさんたちが、奥田知事がといって集まり、握手を求めてきた。

どこへ行ってもこうなるから気がひけるわけだ。―生の松原ショートコースでの話。中

沢貞治先生から雑誌薔薇に手紙を入れて送ってきた。雑誌には先生の小学校の時の先生の

ことが書いてあった。手紙には最近彼の出身城大予科時代の古い友人と懇親会をもったこ

とがあれこれのべられていた。中村周さんもその一人らしい。先月猪城博文氏のヨーロッ

パ旅行記（単行本）をペラペラ繰ってよんだのだが、この先生は特別としても中沢先生も

なかなか記憶が達者であるのに驚く。猪城氏はこまかいメモをたんねんに取るのであろう

か、実にこまかく状況描写をする人だ。メモだけではない。知識もまた豊富、筆もよく走

り周到である。こういうのを文才というのであろうか。私の場合、万事あまりにも忘れっ

ぽく、日記は毎日書いているにしても中味は実に散漫である。それだけの才能というので

あろう。散漫ながらともかく毎日何かを書くというだけのことである。 
 

6 月 9 日（日） 
環境週間行事、海岸ゴミ拾い 
新宮及び古賀海岸に〝ゴミ拾い〟に出た。海岸侵蝕と松食虫駆除問題で住民の住

ﾏ ﾏ

から、知

事に直接陳情があるかも知れぬということだったが実際はなかった。海中砂採取による侵

蝕防止と、スミチオン撒布による公害反対である。後者は医学部助手が指導している住民

運動だ。白砂青松の海岸がいずれにせよ破壊されているので食いとめねばならない。新宮
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では離岸堤の工事がおこなわれ、侵蝕は小康状態のようだった。古賀の松食虫の被害は相

当なものと見えた。他方海岸のゴミ公害も小さくはない。この辺一帯は海水浴に適してい

るが、空缶・ビニール袋・縄その他拾えばきりがない程にある。海岸に来た人が残してい

ったというよりは波に打上げられた物がほとんどを占めているだろう。それは川にゴミを

流し海に流入し、それが漂流して他地区に波のとき打上げられるのである。家庭から出た

と思われるものが多い。生活廃棄物である。環境週間と銘打って町民が何千人と出てきて

ゴミ拾いするのだが、年に一度ではなく、3 度 4 度とやればいいだろう。日曜日の子供連れ、

子供の教育にもなろう。 
 

6 月 10 日（月） 
日本の仏像のことなど考える 
登庁の途次車の中で猪城博之さんの「ヨーロッパ秋の旅」を何ページか読んだ。彼の描写

が綿密なのと博学なのに驚かされる。今日読んだ部分に、アテネの美術館を訪ねたくだり

が出てくる。その中で、ギリシアの彫刻にふれ、日本のそれとの違いを書いたくだりがあ

る。ギリシアでは、それはヨーロッパの淵源ともいえるが、万事芸術も合理性があり又人

間的だ。それにくらべると日本のは情緒的である。向うは動的だが、こちらは静的である。

そういう違いは肉食生活と菜食生活の風土の差からくるのかも知れないが、こういう比較

文化論をやると面白いことだと考えてみた。同じく宗教の分野でもキリスト教者の礼拝す

る十字架を背負ったイエスと、仏教徒の礼拝する蓮花の上に正座する釈尊とはまるで違う。

向うは大へん現実的で動があり、こちらは彼岸的で静しかない。そういえば昨年の夏福岡

美術館にパキスタンのガンダーラ美術展が来た時に案内されて、向うの仏像の紀元
マ マ

的なも

のをみたのだが、その動的な、にぎにぎしさに異様な感じをもったのを思い出す。ギリシ

アもオリエントに紀元をもつというが、同じオリエントのものが東の極日本にくると日本

的になるのだろう。 
 
6 月 11 日（火） 
田川の松下は筑豊風土病にかかっていないか 
筑豊問題につき、私の「恥部」発言について JC が、又「精神風土」発言につき筑豊解同の

松下が問題化しようとしているとのこと。又今日帰宅してみると、具島先生から本を送っ

て来て、真宗の下川という僧侶が私の言動が仏の教えに反しているから読めということで、

届けて来た書物だと書いてあった。いずれも頭にくる話である。JC や僧侶は割合にあっさ

りしているが、頭に残るのは松下の態度。14 日に予定される解同の「対県交渉」で私がこ

のことにつき弁解せねばならないという。解同には手なれた同対局長の今泉氏でさえ、精

神風土発言は問題だという。松下は切札のように「筑豊差別発言」として攻めているらし

い。私は松下のいうように、筑豊すべてが問題になる精神状況だというはずはないのに、
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松下は私を敵視するが故に全員だめというように言ったと私の発言を解釈するのだ。これ

が私の主張だが、今泉は筑豊のすべてがそうだと受けとられても仕方がないと松下を弁護

する。私は怒って、そういうように曲げて受けとるのなら、筑豊問題に取組むのはもう止

めだと捨てセリフを吐いた。大石や佐々木ら秘書連中は、怒ってはダメ、筑豊問題を放棄

できないのだからという。しかし松下のようにいうなら、私はやる気をなくしてしまう。 
 

6 月 12 日（水） 
福祉事務所の総立ちを思う 
3日つづけて各福祉事務所のケースワーカーたち4人ずつ12人宛の懇談会を県庁で開催し、

今日で 3 回目を終えた。みんなの表情は明るくてよい。が、福祉にやられたらもうおしま

いという気持をもつ人がかなりいるらしい。人事交流をどんどんやらねばなるまい。もっ

とも、専門職としてのプライドも維持してもらわねばならないから、経験をつんでもらう

ことも必要。未熟な若い人については、練達の人を組み合わせること。又一つの事務所が

機動的に協力して動けるように執務体制を建て直す必要があるのではないかとの感想をも

った。又ケースワーカーが生活保護という手段をもって一つのケースを指導するには限度

があり、他の手段を併用する場合、役所の横の連絡が起ってくるがそのあたりうまくいっ

てないようだ。若妻の離婚、覚醒剤乱用者、関西方面からの出戻り、サラ金被害者、二、

三世保護受給の精神的退廃者、暴力団がらみの受給者等々、ひとすじ縄ではいかないケー

スを処理するには職場の全力が注がね
マ マ

ばならないだろう。事務所の体制の刷新が急務のよ

うに思えてならない。 
 

6 月 13 日（木） 
いつまで権利か、国の責任か 
昨日は健康と生活を守る会が知事に合

ﾏ ﾏ

わせよということで、庁議室で接見した。今日は筑

豊の三福祉事務所を歴訪し、職員に訓示してまわった。この頃「福祉」づいている。憲法

25 条の権利ということをどれだけきいてきたかわからない。権利権利といっているうちに

権利がひとり歩きするまでになったとさえいえる昨今である。長い間、権利意識の成長の

ために、多くの論者と運動家が努力してきた。他方高度成長の中で政権党は譲歩に譲歩を

重ね、権利意識を腐敗にまで徒長させた。筑豊問題は今やもう石炭の後遺症ではないまで

になったと思われる。産炭地という言葉がふりまく魔力は自己破滅の力になってきた。産

炭六法の延長は田中六助先生の努力のおかげと筑豊の人達は思っているだろうが、感謝に

値する結果かどうか自己反省する必要があるのではないか。生活保護を受ける理由に、仕

事がないといえば十分であるかのごとく考えるケースワーカーがいる。我も我もと生活保

護をうける風潮がありはしないか。仕事のないことを人のせいにする。また他方、仕事を

作るには工場誘致をと短絡する。県が悪い国が悪い、県がせよ国がせよといっているうち
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に自己破滅の日が近づいている。 
 
6 月 14 日（金） 
「精神的風土」発言は勇気ある発言といわれる 
はかた会館での道路建設業協会総会・パーティ出席後、大石君のすすめで、帰路別府橋こ

えたすぐの左側にある焼鳥屋に寄り、藤江君も呼んでしばらく気焔をあげたのであった。

大石君は私の「精神的風土」発言につき、今日の解同交渉で逃げの姿勢で事をすませたが、

知事のこの発言は亀井知事ならできなかった勇気ある真実を衝く発言として感服している

といった。ふつうの「革新」知事ならいえないし、また保守でも言わないだろうと彼はい

う。亀井知事は、いいたくてもヤケドしては損だ、財源ある限り投げ与えておけば事なく

おさまると考えたに違いない―私はそれで糊塗することはできない。だから、「精神的風

土」発言が問題なら、それはわかってもらわねばならぬし、それが嫌なら、筑豊は自滅し

てもらうしかないというのが私の考えである。ひとは嫌がるかも知れないが、これは敢え

て問題にするしかない。大石君はそのような知事を見直したと、今日はほめてくれた。た

だこれは大事業を提起するほかない。県民総立ち論は、ケースワーカーにも福祉事務所々

長にも、生保家庭にも解同にもあてはまる檄でなければならない。この音頭がいつまでつ

づくか、自分ながら不安になってきている。 
 
6 月 15 日（土） 
〝たかりの構造〟 
〝あと山〟での記者団との懇親会の席でも某記者は先だってからの「精神的風土」云々発

言について、奥田知事しかいえないし、できぬことだからがんばってほしい、声援すると

の対話シーンがあった。記者たちはけじめのつく何かをやってほしいし、県民にアッピー

ルして価値あり県民の注目をひくものであれば、よろこんで記事にするとのことである。

北九州病院グループの問題にしても然りであり、福祉の自動車保有生活保護適正化にその

後の報告がないのが残念だとさえいっていた。記者たちにも正義の味方という意識がある

わけだ。今朝、風土という言葉を辞典でひいてみたりしたが、土地の状況、即ち気候、地

味などという平板な解釈しかでてないが、たいていの人はこの指摘をよく理解してくれて

いるようだ。〝たかりの構造〟という表現で批判する人がある。戦後の民主主義の発展期

がすぎ、高度成長期に至って、支配階級と支配政党が政治的妥協の産物として、このよう

な風土の形成を助長したといえる。同じ産炭地でも全国で筑豊だけに〝たかりの構造〟が

助長されたところに問題がある。筑豊が戦前から特異な産炭地となり、周辺に比して大き

すぎたという要因が加わったためであろう。 
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6 月 16 日（日） 
体調について 
ゴルフの本コースにはじめて出て気分のいい一日だった。しかし、心配なのはやはり体調。

近頃もう半年ばかり睡眠薬の使用であるが、それでも毎日が十分に眠った感じがしない。

糖尿の方は相かわらず。肝臓の方は最近の定期検診では、1 年前とくらべて平常に戻ってい

るとのことである。右小指が先の関節に赤ぼったいハレが小さくできて、整形外科の診断

ではリューマチではないが、といって軟膏をもらって塗っているが、依然圧すると痛い。

左の人差指も若干同じ傾向にある。又インキンのように、股の奥にかゆみがあって軟膏を

使っている。その他皮膚の皮、とくに足、手に水虫ようの皮むけが生ずる。足の指につい

てはこの頃異常はなくなったようだ。それから目。何年も前に目やにがついたように感じ、

心配になって浜の町病院でみてもらったら、糖尿ということだった。その後、最近少し異

常を感じ済生会病院でみてもらったが糖尿との関係はないといって目薬だけはくれた。す

っきりしない目ではある。どことなく異常があると思うのである。体重 55kg、選挙当時と

くらべると 6kg ほどふえている。ゴルフ場での感じは足は軽くて調子は悪くない。何とか

当分やっていけそうだ。 
 
6 月 17 日（月） 
病院の問題について 
梅雨というのに晴れの日がつづき、冷房が入っている場所の方が気持がよい。降らないが、

先立ってかなり降っているので田植その他心配はないようだ。山際はもう田植が終わって

いる。機械うえだから、昔日のような田植風景は見当らない。機械で植え残った部分部分

を補っている姿がみられる程度だ。北九州市のアドレス不詳の品川友子という看護婦経験

のある女性から知事あての手紙が来た。北九州病院グループの問題が大学医学部にも波及

してさわぎが拡大している今日、彼女は、この問題の根の深さ、幅の広さについて訴えて

いる。一方に古い法律の統制があり、他方で医療競争が激化する現在、医療費の水増請求

はどこにでもある一般現象で北九州病院グループに限られたものではないと彼女はいう。

昨日の新聞には病院の倒産が多いという記事が報道された。倒産する病院は競争での敗者

か、不正請求をしないまじめな病院か、機械貧乏といわれる内容をふくむ放漫経営かのい

ずれかであろう。姫高会の野村氏が「なぜ医者だけがいじめられるのか」といっていたの

を思い出す。 
 
6 月 18 日（火） 
筑豊の精神は絶望に近い 
先日の部落解放同盟の田川の「精神的風土」発言に対すると同様、今日の JC 田川は「恥部」

発言に抗議にやってきた。いずれにせよ多く弁明する気はないが、差別発言だの、侮辱発
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言だのとの抗議であるが、私が頭にくるのは、抗議すればなんとかなると思うその根性で

ある。筑豊問題に取り組もうとすると、このような発言に含意される批判的態度が必要だ

と思うのである。だが、他方で、筑豊にもいい面がある、よい者もいるのに、筑豊みんな

が悪いようにいわれると反撥したくなるとのいい分はある。今日も JC の諸君は筑豊のいい

面を伸ばすべく努力をしているのに知事が「恥部」発言をしたから抗議するのだというの

である。今の筑豊に対し、よい面を強調して対応できる局面とみるか、悪い面を強調して

対応すべき局面とみるか、いずれかを選ぶとすればむしろ後者である。もちろん両方が必

要だろが、後者を選ぶというのは、筑豊には自浄作用が期待できない状況があると思うか

らである。この二つの抗議そのものの中に、外からの批判を嫌い、内からの自浄に熱のな

いことが示されていて、絶望！ 
 
6 月 19 日（水） 
五ヵ山渇水ダム建設は高価につきそうだ 
五ヵ山渇水ダム建設に対する協力要請のため、福岡市助役（山本氏）、県土木・企画両部長

ら一行で佐賀県知事、東脊振村長、那珂川町長を訪問した。福岡・佐賀両県にまたがる水

没部落が生じ、貯水量 4000 万トン工事費 1000 億円という規模の大きさで、近くの南畑ダ

ムの 8 倍という。渇水ダムだから、渇水時にしか放流しないので、大変割高につく。いわ

ばぜいたくな事業なのである。3 ヵ所の事務所をまわって感ずることは、一様に補償はもち

ろん、何か地元の役に立つ〝お土産〟をもってきてくれないかとの態度であった。気持は

わかるし、そういう口ぶりになるのは当然だろうが、どうもこうしたことが、政治の体質

になってしまっているという事実にいささかがっくりさせられた。東背振では福岡だけが

人口増で水をくれというのは納得できない、住宅をこちらにもという議員がいたようだ。

その気持はわかるが、さりとてどうするかである。国道 385 号を早く立派に完成し福岡に

出やすくしてほしいという具体的要望もあった。いずれにしても高価な水仕事になるよう

だ。 
 
6 月 20 日（木） 
猪城さんの「ヨーロッパ・秋の旅」を読む 
何日かかったろうか、猪城さんの「ヨーロッパ・秋の旅」をやっと読み終えた。哲学、倫

理学、美学など各分野に精通していて、その上敬虔なキリスト教徒ときている。又この描

写のこまやかさからみて、すごくたんねんにメモをしたろうし、頭、記憶力がすごくよく、

切れ味がある。2 ヵ月間のヨーロッパ大陸の旅日記を 300 余ページにわたって書いているの

だからよくも書けたものだ。60 日間だから 1 日分に按分すると 5 ページになる。儒学、日

本文学などについてもいたるところに出てくるから驚きである。「後記」にも書いてある通

り、「私の五十年」として発表されたものの〝続き〟の意味のもの、そして「記録と芸術」
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誌に一部連載されもしたものである。1976 年秋の彼の経験だから、今から 9 年ほど前のこ

とになる。彼の綴ったものを私も大学にいた頃、折々小編の形で贈呈され、（コピーで）読

んで、そのこまやかな描写に感心し、彼にもその感想をのべたりしたことがあった。私に

はわからない部分がかなりある。さすが哲学者だと思う。又彼がドイツ語など曲がりなり

にも駆使してヨーロッパ大陸ひとり歩きした能力にも敬意を表したいと思う。 
 
6 月 21 日（金） 
代表質問はじまる 
前半の答弁は元気がなくみんな心配だったが、後半は声に張りも出てよかったと、今日の

本会議代表質問に対しての私の答弁に違いがあるとの指摘があった。前半の井出善来（自

民）には嫌気が出て、自然にそうなったのであろう。後半の古賀次夫（緑政）には好意が

もてたとはとてもいえないものだったが、何となく、井出は好かん度合が大きい。高岡新

が前列の席でギイギイわめいていたので、私は睨んでやった。どうして自民にはこうも好

かん奴が多いのだろうか。何が何でも知事に咬みついたら手柄のように思っている。人を

呪わば穴二つのことわざどおり、井出も自分で墓穴を掘るたぐいだった。県産品愛用とい

うが掛声だけとくってかかるが、いわんとするのは農業振興策であって愛用運動ではない。

こういう取り違いを平気で井出はやったのである。自民は一般に産業振興をやれというか、

君が代日の丸で教組攻撃をやるか、それ以外に県政への理想などもってはいない。日の丸

は愛国心 教育に不可欠との自説をはき、教委にその答弁をさせて満足している。緑政の

古賀も似たりよったりだが、ファッショをファッションといいまちがえなど愛嬌の部類に

入る発言が多い人だ。 
 
6 月 22 日（土） 
国鉄問題は新しい岐路に立っている 
国鉄総裁の仁杉氏を杉浦氏に突如更迭した中曽根首相、分割民営化を是非推進しようとい

うのであろう。北海道、本州、四国、九州の四島ごとに分割すると同時に新幹線だけは別

途中央でにぎろうという。どういう経理になるのか、本州以外の各島がどうしてやってい

けるのか、統一してやれないものを分割してやれるのか、さっぱり意図がつかめない。今

日総評社会党ブロックで大手門会館大ホールでこの方針に批判的意見を集約しようという

シンポジウムが行われた。あいさつに立った私は、①交通弱者を切捨てる、②負担増をど

う受けとめるか、③安全交通をどう確保するか、という三点からこの問題を考えてほしい

という意味のことを述べた。安全交通というのは、モータリゼーションの基盤にある石油

が、国際エネルギーいう観点から、不安材料だという意味で、国鉄がなくなればみんなが

困ることになるが、それでいいだろうか。国防的意味がある、それは米問題と同じという

意味である。各線ごとに運賃を引上げて経営を成り立たせるということになれば負担から
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逃れる国民は経営破綻を甘受することになるだろう。 
 
6 月 23 日（日） 
手の指の痛むところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6 月 24 日（月） 
〔このページ 6 月 25 日分〕 
大雨が降る 
入梅後ずっと降らなかったのに、ここ三日ほど降りつづき、今日は昨夜からじゃんじゃん

降りつづいた。対馬など 770 ミリ、福岡でも 180 ミリ降ったと今朝発表された。1 時間 50
ミリクラスがざらにあるらしい。人身被害はない模様だが、ガケ崩れ、田畑冠水、床下、

床上浸水家屋などであれこれ被害が出ている。今日の一般質問では、雨水利用の質問が期

せずして出た。公共建物の雨水利用、下水に流れ込む雨水の利用などが考えられるが、誰

もが考えることは同じで、流れてしまうのは勿体ないという気になる。日照りがつづき水

不足を経験すると、発想はそうなる。質問者は国技館の例をもち出しもした。気持はわか

るが、そのようにするにはコストがかなりかかる。水道の水が出るものと仮定すれば、雨
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水利用施設をするなど、建築コストはふやす必要はないわけで、いうべくしてなかなか実

行しにくい問題である。ほんとうにこの雨で流れる水をみると、この水は何とか保存して

おけないものかと思うのも当然である。道の両脇は側溝の上を川のごとく流れ、下水溝も

あふれ出る状況である。恐らく各地の雨がそのダムを満水にしていることであろう。 
 
6 月 25 日（火） 
〔このページ 6 月 26 日〕 
藤田茂令のアホ 
自民の藤田が今日の一般質問のトップバッター。「お経読み」とみずからいう口調で、しか

もにくにくしげにいやみたらたらに知事攻撃をする。八幡製鉄の研究部門が撤退し、従業

員 9000 人体制になると、下請は火が消えたようになって北九はさびれる。知事はどう対応

するのか、何にもしてないではないかという論調。対話行政など利のないことをせず、利

益になることをやれという論法。そして、再質問、再々質問に立つ。私の答弁中、前列の

スピッツ、高岡新がキャンキャン目をむきながら野次るので、私は「やっとります」を 4
回、声を荒立ててくりかえした。藤田はだまりこんだが、あとで民社の豊沢が知事発言は

不穏当だといい出して、午後の審議は 3 時間近くその収拾のためおくれた。結局、議運で

知事に議長が「答弁は感情的にならないこと、的確な答弁になること」と注文をつけ、知

事もこれを了承するというシナリオで事は終った。藤田が立つと空しい時間つぶしに終る

のが常。他の人はもっと中味のある質問をし、答弁もしてよかったとの満足感があるのに、

藤田には腹立ちだけが残る。心賤しい人だと思う。 
 
6 月 26 日（水） 
〔このページ 6 月 27 日の分〕 
自民も〝たかりの構造〟の中で太っている 
昨日藤田茂令が、知事は総立ちというような利益にならんことに力を入れているが、北九

の倒産社救済のような利益につながることをもっとやれといったのには驚いた。この人地

方自治ということが全くわかってないみたい。同じ高田新の今日の質問、大牟田の浮揚不

況対策を強調するが、ここは三井ががんばっていてどうしようもない所、有明漁連も港の

再開発には障害になっている。大石は圃場整備を主張するが農民自身がいろいろ邪魔にな

っていることを知った上でのいやがらせ発言である。筑豊の生活保護をめぐる不祥事、鉱

害屋の存在、北九州病院グループの医療費の水増し請求、どれをみても自民党の集票政策、

つまり、税金を使って相手にタダガネをやれる仕組みで票を集める仕掛けに、悪賢い者が

便乗しているのだが、農業にしろ、地域開発にしろ、これまたひとの税金で自分達がもう

けようとする政治構造に便乗するという点では似たり寄ったりではないだろうか。企業誘

致に便宜を与えよという自民の主張も同じ。要するに自民党は県議団に至るまでこういう
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発想で固まっており地方自治だの民主主義だの基本的人権だの、全く考えない集団としか

思えない。 
 
6 月 27 日（木） 
〔このページ 6 月 28 日の分〕 
県勢活力の根源 
ステーションプラザで開かれていた県中小企業団地協議会総会後の懇親会に出席しあいさ

つをのべ、酒肴の席に 20 分ほどいて対話をかわしたが、団地代表の者ばかりで知事出席に

つき大へんよろこんでくれた。ここはその直前に出席した産炭地域振興促進協議会の雰囲

気とは全く対照的に感じられた。後者はブスッとしていて、知事をむしろ仇に思っている。

何もしてくれないじゃないかといいたげだ。前者は県が少しばかりの高度化資金を予算化

したことについて、有難うと感謝の念をもって見る。自分たちで汗水流して働き食いぶち

をかせいでいるのである。後者は棚ボタばかり願っていて、いくら注ぎ込んでも不平が去

らない。北九も大牟田もだ。県議がそれを代表して叫ぶ。とくに自民がそのチャンピオン

である。中小企業のここに集った人たちはそれにくらべると、かなりあっさりしている。

自分で食っていこうとの努力が平素ある。こうした人達の努力に援助し、むくわれるよう

な県政こそが望ましいと考える。それにしても、中小企業団地が多いのにはびっくりした。

県下あまねく存在している。これらこそが「活力」の根源であると私はあいさつに込めた。 
 
6 月 28 日（金） 
〔このページ 6 月 24 日の分〕 
永井浤輔副知事の任期満了 
6月 24日の分が書かれてないのに、次々とページを埋めていて今日気づいた。24日は月曜、

代表質問の二日目。平穏無事に流れていった。しかし執行部は、永井副知事後任人事をス

ムーズに運ぶため、議会工作に心を砕いていて、各会派代表との懇親会もていねいにくり

かえし、なるべく異論のでないように努力している。今回は自治省にたのむのが無難とい

うねらいを定めてずっと前から中央に向けての折衝もそれを貫いていた。自治省の石原次

官は、福岡県が大事な県であるとの認識のもとに、地方自治の運営に精通した人を物色し

てくれている。若すぎてもいけないとなると、福岡県の出身者でなくてもいいということ

になっているようだ。永井氏はわれわれの留任要請を固辞しており、来る 6 月 28 日に任期

満了。固辞の理由は「もう疲れた」というだけであるが「二君にまみえず」の気持があっ

て、亀井時代の任用だけに、あとの 2 年余は気持の整理ができなかっただけではなく、激

動の中に身を沈めざるをえぬつらさもあったのであろう。あとは信用保証協会の理事長に

専任として就任することで了解がとりつけられつつある。 
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6 月 29 日（土） 
玄羊展 
第 14回の玄羊展が市美術館で 25日から 30日まで開かれた。今回は県文化会館が修築中で、

市のギャラリーを使用したらしい。出品したらという誘いがあったので、何とはなしに書

いて出したのだった。知事になって以後は私は顧問という位置にまつり上げられ、最初は

扁額で〝一波万波〟を書き、それは今もうちの座敷にかけている。昨年は平凡な漢詩、今

年は易経から〝剛中而柔外説以利貞是順乎天應乎人〟というのを書いた。「作品の題にふさ

わしい強弱の調子を表現されていて秀作」と評に表現されているが半分はお世辞だろう。

今晩の玄羊会懇親会のあいさつに立たされ、「自作の前に立つと顔をそむけたくなる」とい

う感想をいったのだが、それでも今年のは我ながらまあまあという出来ではなかったろう

か。今日はひるすぎまで私的時間があり、9 月に長崎で行われる総領事館開設記念孔子廟書

展への出品作を書きあげて岸本先生に見てもらうべく手渡した。中味は中庸からのもので、

〝極高明而道中庸〟という半切ものである。かんたんなのがよいと思ったし、今回と同様

自分の気持によく合う。 
 
6 月 30 日（日） 
第二回県民のつどい 
午後一時から駅裏のスターレーンで第 2 回県民のつどいが開かれた。県内産品の即売は昨

年どおりだが、今年は近々発行する「県政ひとすじ」（第一書林刊）の前宣伝が行われた。

県民の会代表は具島さんから内田一郎さんに代わった。「折返し」が意識され、第二期奥田

県政を狙うという意味でも昨年とは違っていた。会衆は昨年より 500 人ほど多かったので

はないか。控室をのぞいてみたら、婦人連中がいて、知事は横にいる奥さんのこともあい

さつの時にふれないといけませんよといわれ、そうです尤もです反省しますと答えておい

た。テーブル一つ一つまわって参加した人達と握手を交わしたし、県産品で開店してくれ

た人達にもあいさつをしてまわった。知事は気さくで話しよいという声が一般的になりつ

つあるようだ。私が病気なく元気ですということをあいさつに入れたので、みんなそのこ

とをよろこんでくれたようだ。日曜のためか子連れの若いカップルが少くなかった。あま

りかわりばえのしない「革新県政」だが、それでも全く違う空気ができてきたという意見

が多い。どことなく全然ちがってきたといえるならそれで満足せねばなるまい。 
 
MEMORANDUM 
一寸だけのひまをみて、知事室の窓から外をながめ、ぼんやりしていることがある。茶を

運んで来た藤本君が、外をながめるとき知事は何を主に見るかを問うたことがあった。私

は空港ですよと答えた。ほんとうはそうであったりなかったり。でもやっぱり空港の飛行

機の発着が一番目につくのはたしか。志免の炭鉱のボタ山たたずまいを見ることもあるし、



奥田八二日記（1985 年） 

90 
 

新幹線の列車のゆききが目にとまることも少くない。飛行機にしろ列車にしろ、動きは 1
～2 分間で、視界から消えてしまう。それにくらべ鈍く、動いているのかどうかわからぬほ

どなのが在来線吉塚駅を見るときの列車である。全く停車したままではないかと思われる

場合が少くない。これでは国鉄の経営がそのままあらわされているようである。日蓮の銅

像の黄緑と黒のまだらに汚れた力づよいたたずまいがすぐ近くに、その右手の方に亀山上

皇の敵国降伏像がみえる。円形を小さくしながら積み上げたこの公園のシンボル像は日蓮

が動的なのに対照的に静的に感じられるし、銅像を取り巻くツツジが開花の 5～6 月は色と

りどりですばらしく美しい。銅像のところまで何段かのかなり多い石段があって、青年が

運動の目的で上り下りする姿がよく見られる。中食時間だと、県庁職員であろうと思われ

るのだが、この亀山上皇銅像を大きく取り巻く公園の歩道をジョギングする者が少なから

ず見うけられる。夕方には近くの中学校の女子が課外としてであろうバトンガールがする

あのリズミカルな動作の練習にかなりな時間をかけ、亀山上皇がそれを見守っているよう

な形になる。子供たちのこの練習姿はとてもかわいいし、見ていて飽きない。時には窓の

外をハトがすっとよぎる。日蓮さんの下には宗教関係の施設があってその庭には鳩がたく

さん群れ遊んでいる。そのうちの仲間であろう、目的があって飛んでいるのだろうが、何

をするのだろう、ある日鳶が 2 羽天空高く、大きく円をかきながら、それも両者無関係の

ごとく離れ離れに滑空しつづけていたのが見られた。高くて鳩の比ではない。ゆったりと

まわっているが、何かを目ざしているようで、それらしい動作に移らないのが不思議でな

らず、飽かずというよりもこんくらべのように見ていたが、とうとう鳶の姿は数分の後に

窓枠の外に消えた。ほんとうに何をしているのであろうか。えものを探しているというの

であれば････だが、この吉塚かいわいで、地上にえものが発見できるとでもいうのだろう

か。でなければ、鳶は何を目あてに、この市街地の上空を旋回しているのか、さっぱり想

像できない。鳶はよく目がみえるといわれるだけに、この状況が不思議に思えたのである。

飛行場の向うの一連の丘の右の端でいつも煙が高く上がっているが何の煙だろうかと長い

間不審に思っていたのだが、最近車で通ってわかったのは、あれは粗大ゴミを焼く煙、し

かも業者の仕業。廃品回収業者の煙のようだ。 
 
7 月 1 日（月） 
藤江君今日から住宅センターへ 
1 年の半分が過ぎた。これから盛夏に入る。空はすっかり夏。気温もこれから上昇に向うと

いう気配である。藤江君が今日から住宅センターに勤務するというので背広ネクタイなど

ピカピカの出で立ちだった。試用期間一年ということで給料の点で不満があるらしいが辛

抱するしかないのではないか。知事の家に住まない方がいいと理事がいったらしいが、そ

こまで介入すべきではないだろう。手取り 10 万円そこそこでは、アパートに住むとしても

3 万円以上住居費に、そして中食を含めて 5 万円は飲み食いにかかるだろうから、とても暮
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らせない。確実に職をもつ女性を早く見つけて結婚でもするのが早道という意見が出る。

二人で 20万円あれば、何とかやっていけるわけだ。藤江君にはまだその気はなさそうだが、

そのうちに、内的要求がでてくるだろう。もう 31 歳というから、そろそろ決断していいは

ずである。藤江君が出て行ったらあとうちはどうするかという問題を心配してくれる人が

ある。その通りだが、みゆきはまだ現実のこととして考えていないようだ。その時になっ

て問題が出されるだろう。こちらからはいわない方がよかろう。 
 
7 月 2 日（火） 
遠藤が指揮する自民県議の動向 
県議会は人事をめぐる（副知事、とくに教育委員）水面下工作を別とすれば順調に進み全

員特別委員会の審議は一先ず終了した。出席者は大変少いらしい。大阪県人会の江崎氏が

来訪し、さきの（5 月 25 日）大阪での県人会の時に遠藤があいさつの中で私についてふれ

たいやごとが後に県人会幹部の中でも指摘され、遠藤本人が江崎氏に、奥田にことわりの

言を伝えておいてくれといったという。彼はいつも私と会う度に必ず一言は嫌なことをい

うことにしているらしい。低級な男である。その指揮をうけて自民県議が県議会で踊るの

だがこれが成功したことがない。攻撃のための攻撃、反対のための反対をして自派に有利

にそれを転じえないのである。今日教育委員の候補につき、こちらから提案予定のうち一

人について文教族中心に反対の合唱をはじめたので知事側も出し方に苦慮しているのだが

近藤副知事と相談した結果、持駒をかえることなく、最後まで根まわしをするが、見通し

が立たねば、その分は放棄し、以後ずっと欠員のままで通し、次の選挙の争点に持ち込む

構えをとるということになった。これは自民好みの教育委員会にとっても痛手となろうし、

次の知事選においても不利な点になるに違いない。人事一般に今後はもっと厳しく臨むこ

とになる。 
 

7 月 3 日（水） 
遠藤発言の意味 
教育委員の人事につき両教組はどうしても当方からの推薦者一人を入れてほしいと執着す

るが、自民の方が OK といわないので県議会の行方は 5 日終了を前にこんとんとしてきた。

城野さんで最初の切札にと考え岩崎らを内諾とりにやり私は夜の時間を迎陽亭で待機して

いた。内諾はえられた。浜中、林の二人が来て、作戦が悪いという。そこで明日出なおす

ことになった。ところでこの待機中の話で、5 月 25 日関西県人会の時の遠藤発言で江崎氏

が昨日私にことわりをいいに来たとの件について、林出納長いわく、あれは京都の宮崎さ

んが、遠藤氏にその発言の直後、知事に向って何ていういい方だとたしなめたらしい。わ

ざわざ関西まで来て知事攻撃する必要はなかろうがと。あの時遠藤は「知事は企業誘致に

つき東京に専任次長をおいたの、県庁内に専任課を作っただのいっているが熱意がない。
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もっと先頭に立ってやらないと････」と発言したわけ。「何もしない」を強調しているこの

遠藤発言方式は今の県議会自民党の知事質問の随所に出てくる相
ママ

言葉になっている。林出

納長、近藤副知事は、遠藤は結局は次期知事選に出馬すべく動いているんだという。党内

に敵も多いのに、今は首藤でとポーズとりをやっている。 
 
7 月 4 日（木） 
教育委員の人事で議会は一服 
県議会の水面工作で城野節子氏をこちらから出す前提条件としての池野、脇山の相討ち取

り下げが進む予定にしていたのに、今日はそこまでいかずに終った。高山グループが池野

に固執していてなかなか退かないということだ。脇山にはマンモス訴訟の原告という新し

い難くせが明るみに出たため当方は断念。城野に代えるわけだが、池野をなかなかひっこ

めないので困っている。明日は相討ちで断念してもらうしかなくなるのだが、時間が少々

かかりそうで、このため議会は明日予定どおり閉会に漕ぎつけることができないのではな

いかとの観測が出はじめた。当方では城野氏の略歴など書類は用意していつでも出せるよ

うにはしたものの、チャンス未到来というところだ。脇山など「傷もの」を出して来て････

という声もあるが、池野と相討ちにするのにかえってよかったのではないか。もし秋枝を

出してこれが池野と相討ちになり、次に脇山が出てきていて欠点があばかれるなら大変な

ことになっていたかも知れない。脇山が早目に出てきたということがケガの功名といえる

かも知れない。自民党内には、執行部の推す人物を一人ぐらい入れてもいいではないかと

の声も出てきているといわれる。明日事が明るみに出るだろう。 
 
7 月 5 日（金） 
何とか円満決着で終りにこぎつけた六月議会 
午後 11 時 20 分頃県議会が終った。今日までが予定の期限。延長必至と一時は思われたが、

マスコミの批判を気にしてか、かなり無理をして今日期限内に議了した。教育委員候補の

出し方に当方のまずさはあった。現在の議会勢力分布からみて到底無理と思われる人物を

打診対象にしたことである。脇山さんという元校長がそれで、スト参加で処分を受けた経

歴がある。これくらいと考えるのが常識で、その常識が通らないのが現県議会である。そ

れに、あとでわかったのだが、彼女はその後マンモス訴訟に今も名をつらねているという

ことが、次いで判明。スト参加ぐらいはということで弁明してまわっていた副知事も、ま

だ訴訟をしている人だといわれてガックリ。候補をさしかえざるをえぬ破目に立たされた。

急遽城野さんに変更したのだが、自民、緑友ら野党からいわせると、人選がズサン、野党

を軽く見ている、だったら城野さんも危いという評価が出てきた。一時はどうなることか

と心配され、教育委員は二人のうち一人だけで臨むしかないとも考えられた時点もあった。

が、急転直下解決に向い、副知事 1、教委 2 という今議会の山場をなす人事案件は円満決着
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となった。 
 
7 月 6 日（土） 
小石原「村おこし」について 
今日は小石原村で「村おこし」について大いに語り合って満足できた。大分県平松知事が

マスコミにうまくのせて専売特許のようにしている問題である。小石原村にもそうした試

みがあり、先日は福岡のスポーツセンターに「村」総出でやってきて産品の宣伝を行い、

約 2 万人の客を集めた〝ふるさとフェアー〟が成功だったということで村人は気をよくし、

その反省会みたいになったのが今日の知事との「対話の集い」であった。失敗するかも知

れぬと思いつつ短い準備期間ながらもやってみて大成功だったということだから、野上村

長を先頭にみんながやる気をおこしたのが成功のもとだといわれている。私は「村おこし」

の「おこし」とは何をおこすことなのか、ということを中心に、この集会であいさつした。

それをつづめれば結局「やる気をおこす」ということになるということではなかろうか、

と一種の精神論みたいだが、私の信念を吐露した。多くの参集者はこれに納得してくれた

と思う。筑豊ではこの「精神的風土」が育ちにくいといえる。山あり、川あり、耕地あり

で、こうした精神的土壌はある。筑豊は土が荒れていて育たない。やる気をおこすには物

的媒介が必要であることは論をまたないが。 
 
7 月 7 日（日） 
落化流水に随うということ 
昨日小石原の京屋旅館で村おこし集会の打上げ宴会を夜の 10 時すぎからやったのだが、そ

の時若い陶芸家の間で、陶芸が大衆的日常性を帯びるべきか否かで論議しているシーンに

でくわした。私はその間に入り、日常性をもたせた方がいいのではないかと私見をのべた。

陶芸家にとっては孤高を保っても芸術性は失いたくないとの気持がある。それは理解でき

るが、富者が丸がかえしてくれるのでない限り、孤高にこもっては自分を保つことができ

ないのが今日の社会の実態だろう。芸術性に目をつむっても、作って売るということが必

要な側面がある。少し前お隣の伊藤さんが私に依頼した揮毫の中に、落花随流水という五

文字があった。その解説に禅問答のように落花が主体者か流水が主体者か、どちらに解釈

するのもいいが、できれば落花がやはり主体者だと解釈したい、というのがあった。私は

議論していた二人の小石原の陶芸家にこの五文字を示して、流水は大衆であり、世間の動

きと解し、陶芸家は落花のごとく、流水にしたがうことを通じて、その芸術の芸術たるゆ

えんを研いてゆくことができるはずと説明したのであった。 
 
7 月 8 日（月） 
新旧女性教育委員 
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教育委員に新たに任命した今村さん、城野さんが辞令交付にやって来た。城野さんはなか

なか連絡がつかず今村さんが 10 時だったのに、2 時半になってしまった。城野さんは 70
歳という。教養部でずっと一しょだったのだが私より 6 歳上とは思ってもみないことだっ

た。大正 3 年生れ、教養部発足時は男子学生からもあこがれの的だった。大塚商工部長、

力丸総務部次長らが当時の思い出を一端話してくれた。しかし今はもうずい分老化がみら

れる。しばらく会わなかったが、今日見たところ思ったよりも小太りしている。明日は城

野さんの前任者池野さんに会う日程になっている。私には会うのがつらい。そういう日程

を組んだ秘書は思いが足りないと思う。池野さんは高山県議が推した人で、再任を希望し、

最近までその運動したといわれ、それを退けた私の立場を秘書は理解していない。池野よ

り城野がいいというのではないが、そうなるのが政治の流れというものである。その池野

さんが、城野さんに辞令を交付した次の日に私に会うようにセットした秘書の心づかいの

なさには驚いた。何にもていねいに臨めばそれでよいというものではないのに。 
 
7 月 9 日（火） 
再び落花随流水 
午後 8 時半発の最終便 ANA で上京。機内で「翼の王国」（ANA 機内誌）をみていると、佐

賀県選出の山下運輸相と柿右衛門さんの対談（佐久間良子さんを加えた鼎談）が出ていて

ハッと思い当たるものがあった。山下氏「色鍋島がかっちり完成される以前は民芸調の素

朴なものがかなり長い間あったとか。柿右衛門の様式が明らかになってくるのは何代目く

らいからですか」「伝統が輝きを増すということは、古いものを守っているだけでは進歩は

ないわけですね。それにプラスするもの････をあなたは努力しておられる。････あなたは

ひとつの工房の責任をとるのと、自分の個性を出すのと、本当に矛盾したことを解決して

おられるわけだから」柿右衛門「まあ、あまり自分勝手なこともできませんし、かといっ

てあんまりそのままでもいけませんしね」―小石原での青年陶芸家との話が思い出され

る。今日書いて渡した 2 倍色紙に私が落花随流水の五文字をしたためていたのをみて秘書

の森山君が、これはどういう意味かどう読むかと問うので、先日の小石原でのことを話し

て解説した。この色紙は大牟田地区労にあてようと彼はいった。この前の日曜日の都議選

で社会党が惨敗の歯止めをかけきらずにいるとの結果がでたので、「労組依存」批判の議論

にこの五文字はいいということであった。 
 
7 月 10 日（水） 
企業誘致構想の転換が必要 
日航の機内誌 Winds は「生き生き神戸」を特集し、その中の劇作家内海重典と深田祐介の

対談のところで、神戸のポートピアの話のついでに、兵庫県の「緑の回廊構想」というの

がでてくる。そこのところの注に、次のようにしるしてある「兵庫県が坂井知事のもと推
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進している構想。県内を縦横断する国土幹線道路を、単に物流の動脈とみなさず、人と文

化が交流し合う〝現代のシルクロード〟と位置づける、従来の経済開発先行型の地域開発

から脱皮し、まず自然環境を保全し、教育、文化、レクレーション等の施設を先行整備す

る〝緑と文化〟先行型の新しい地域開発の手法････」とある。福岡県の県議の、とくに野

党の「先生」方が二言目には企業誘致はどうしたと、知事を攻めまくるのとは雲泥の差。

この注をみて、私が知事就任当初企業誘致には疑問があるといったことをとらえ、議会、

マスコミ、県幹部すらもがこの発言を問題にしたことを思い出す。経済政策は国のするこ

とという私の発言を、〝企業誘致は国のすること〟とひんまげて書きまくった新聞もある。

これまでの団地造成、助成金準備が企業誘致だと考えてきた県政の基本は兵庫県の緑の回

廊発想に遠く及ばない。 
 

7 月 11 日（木） 
山笠の台乗り 
午後 4 時頃、千代流れの台乗りをした。昨年に続いて山笠の台乗りはこれで二度目である。

博多に 40 年余住んだのに、山笠をまのあたりにみたことはこれまでなかったのに、知事に

なって、台乗りするのである。台乗りは余程の者でないと許されるものではない。私が千

代に住んだというのも一つの因縁かも知れぬが、知事にならなかったら、この博多山笠の

味わい経験はなくてすんだであろう。知事室で洋服を脱ぎ、まわしを締めに来る二人の男

に山笠姿に衣裳がえしてもらい、エレベーターで階下に降り、千代小学校の出口まで歩ん

でゆき、公園入口道路との合流点で台乗りし、そこから県庁正面玄関まで、往復の区間の

台乗りで、玄関でご祝儀をもらって引揚げる。カキ山笠の一行におつきあいするというだ

けのことだが、この短い区間だけでも山笠の勇壮さを味わうことができる。ある意味では

幸いというべきであろう。沿道の人達が桶に用意し、ホースで水道の蛇口につけて勢いよ

くぶっかぶせる水に当ると勇壮性が倍化
ママ

するように思える。私が山笠の意義やいわれを知

っているならもっと感動するはずだが、知らないために、意義が薄れて相済まない思いが

するのである。 
 
7 月 12 日（金） 
筑後川が育てたもの、圃場整備をどう考えるか 
今日は一日かけて浮羽、甘木、朝倉をかけめぐった。筑後川が生んだ県下の農産物の宝庫

である。筑豊地方と違って、こちらは生活保護など全国並みで健全である。総合庁舎、町

役場、その他の県施設、民俗歴史資料館などにもそれがあらわれている。浮羽には立派な

柿が今ぐんぐん実りをましているのが見られた。稲は日ましに青みがついていくし、用水

の水は富かに土地をうるおわしている。昨日私は浮羽地区県民の会の集いのとき、この地

区は福岡県が全国に誇るに足る宝庫であり、県がこういう土地柄ばかりであったらとすら
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思うとのべておいた。ただ、今日農村も豊かになり、若い人の価値観も変ってきたことは

確かだ。人々は都会に対するあこがれを強め、農業をしたがらなくなるらしい。仕事を他

に求めるから、失業観をだんだん強くもつ。三輪町での話によると、圃場整備は 100%進ん

だ。大型農業機械が急速に普及した。そうした生産性の向上に比例して耕地面積はふえな

い。人々の失業観は大きくなるばかりで、兼業農家が圃場整備に歩調を合わせて進んだと

いう。人々は都市的労働を求めて動くのである。圃場整備はたしかに必要であろうが、兼

業農家をふやすために国家的投資が進んでいるわけだ。 
 
7 月 13 日（土） 
大牟田地区県民の会の、知事と語る集い 
一昨日は浮羽、今日は大牟田、県民の会が知事と語る夕べを開催してくれた。浮羽は 4 人

で知事を励ます卓語をしてくれたが、大牟田では知事に注文するとの前ぶれで要求項目も

予め通告してあり、嫌な会になるかと思ったが、主催者側と十分打合わせをしてくれたた

め、要求大会にならないですんだ。県議の長谷川氏が、前座でかなり時間をかけて県議会

をめぐる県政の状況、予算にみる大牟田への県行政の配慮などについて説明してくれたた

めに、形がずい分よくなった。本吉敬治氏ほか 5 人が知事への注文意見発表をしたが、失

対、非核宣言、老人福祉、地域開発、雇用確保などにつき問題提起があったが、いずれも

困難な問題ばかりであったので抽象的な答弁でしかなかった。それでも予め打合わせてあ

ったせいもあり、質問の二の矢もなく、平穏に集会は終った。それでも 2 時間かかった。

ある意味では大牟田は話がわかる所だから、私も気を許してのんびり語ることができ、時

間的に間のびがしたといえるかも知れない。県民の会の運動が会費年1000円ということで、

近頃全県的に労組を中心にだんだん取組みが進みつつあるようだ。 
 
7 月 14 日（日） 
失対事業 65 歳線引きをめぐって 
ふくおか会館で夕食をしながらのはなしに、昨日の大牟田集会のことがでた。高齢者福祉、

失業対策、年金問題、企業誘致等々、あれもこれも自民党政権が、大衆運動の頭をなでな

で無原則的にやってきた施策の矛盾が、いまあらわれてきた側面が大きいものが目立つ。

政権維持のために税金をそれにあてたともいえる。県政についてもまた同様のことがいえ

る。失対事業 65 歳線引反対という気持はわからないではないが、労働部長がいうように、

65 歳をこえたものに対しては高齢者という観点からの就労、社会参加の施策は大事であっ

ても、「失対事業」の中で処理してきたことへの反省をきちっとしなければならないのでは

ないか。今は 80 歳をこえて失対就労している例すらあるという。生きがい対策、年金政策

などで十分に対応し、失対で対応しないようにすべきであるのに、これまで 20 年間をみて

もその辺にけじめがつけられていなかったのである。20 年前の昭和 40 年に 50 歳で失業し
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た人が 20 年間失対就労しつづけ、今 65 歳線引きとなると反対という。知事に答弁を求め

られても、線引きしようとする政府を非難する立場をとることへの納得できる理くつがな

い。高齢者対策（年金、生保、生きがい）が十分できていない限り、「反対」の気持をむげ

に退けられないのである。 
 
7 月 15 日（月） 
健康な体と健全な精神と 
完璧な夏空。昨夜の雷雨は若干被害をもたらしたようだが、九州も東京も梅雨明け宣言と

なったようだ。今日は東京で予算陳情活動の第一日。皇居周辺をジョギングしている姿を

みるとよくやるわいと思いつつ、この猛暑の中でもやらにゃいかんのかと思う。秋枝䔥子

さんの父秋枝原児氏の「句縁曼陀羅」を開きはじめた。氏は明治 19 年（1886 年）5 月生れ

という。満 99 歳、白寿記念の出版らしい。䔥子さんからいただいた本だ。まえがきのとこ

ろに、氏の生命管理モットー3 原則がしるしてあるが、誌的、芸術的であれという一項があ

り、それに基き、今も私宅で作句指導を春秋句会と原児会の二グループに分けて行われて

いるという。俳句の縁を通して人生への悟道をさぐろうという、心のおき方に一つの人生

観をすえてあるのがよくわかる。ひとにも作句をすすめるのはそのため、といってある。

皇居のまわりをジョギングする人は、肉体を鍛えると共に心も鍛えているのであろう。肉

体と心とどちらが先か、健康な体に健全な精神が宿るとは昔からいわれてきたが、その逆

のいい方もできるように思えてくる。皇居の周辺を走ろうという気持は誰でももてるもの

ではない。気持だけが先走るといけないが、気持ちを堅くもつことなくては走れるもので

はない。ましてこの猛暑の中である。 
 

7 月 16 日（火） 
「増税なき財政再建」という呪文が土台無理なんだ 
どの県も次年度概算要求に向け陳情に精力を傾けていて主な役所は入れかわり立ちかわり

分秒を争うように幹部の部屋に団体客が出入し、廊下はごったがえしている。議員会館も

自民党の各室への陳情客が目白押しのようだ。陳情に意義を認める人認めない人それぞれ

あろうが、今のような政治の仕組みを前提とすれば、認めることになろう。来た来ないで

政治家、役人の人情が微妙に動くだろうし、現段階のように窮屈な予算になると少しでも

取り勝とうとの心理が搔きたてられる。昨年につづいて高率補助の補助金一割カットが来

年もつづくだろうといわれているが、一年限りということで導入されたものが来年も、そ

の次の年もつづくとなると、地方財政はかなりいびつなものにされてしまうだろう。自民

党の三塚政調会々長代理は「増税なき財政再建」という枠がはめられ、他方で制度的な財

政需要の当然増があり、税の増収に一定の限度がある限り、やりくり以外に逃げ道はない

から来年度も一率
ママ

カットは不可避だし、他に求められる唯一の途は解散総選挙、そして新
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しい道を求めるフリーハンド以外にないという。「増税なき」ということ自体が土台無理な

前提であることは誰もが知っているのである。 
 
7 月 17 日（水） 
全国知事会議のこと 
全国知事会。午後一時半から水戸プラザホテル 2 階瑞雲の間で会議に入った。当然に補助

金一率カットは 60 年度限りだよという強い意思表示がなされたが、反面、61 年度もそれが

つづき、地方財政事情は更に悪化するだろうとの見透しものべられ、それには特にどう対

応するかの論議は出なかった。意見の中で多く出たのはむしろ地方行革大綱についてであ

った。中央政府以上に熱心にやってきたのに、とか、全国一律では地方自治が死ぬとか、

新規ニーズは無限にあるとか、という意見である。いずれも真である。行革といえば「切

る」と同義語に使う人があるが、ビルドの側面も考えないといけないという声も当然に出

た。議会でもこうした意見が自由に出るようならいいが、県では「切る」のみが支配的で、

情なく感ずる。こういう所では我が意を得たりという空気だが、各県の議会ではどうなん

だろう。樺島君もこの意見開陳をきいていたので意を強くしただろう。それにしても先進

県では税収が 10%以上伸びているのに、福岡県では 6%ほど。それだけに、来年度予算編成

は全国並みにできない。一割カットの影響は県で 343 億円といわれ、来年はもっとこれが

大きくなる。心細い来年度予算編成である。 
 

7 月 18 日（木） 
科学万博を見て 
つくば科学万博に行った。全国知事会というイベントとの組み合わせだからこそ行けたの

だが、平素のスケジュールならとても時間がとれないし、また行く気にもならないだろう。

東京、大阪、沖縄、神戸というようにここ 20 年ほどの間にオリンピックその他博覧会とい

うような世界的規模のイベンツがあったが、大阪のは児島さんが事前に見せようというの

で見るチャンスを得ただけで、他は行っていない。それほどの衝動が湧かないのも理由の

大なるものであった。それに科学万博となるともう一つ興味がわかない。仕掛けの奇抜さ

に圧倒されてしまう。夢を無限にひろげるのはいいが、チンプンカンプンだ。今回のは影
ママ

像

技術のマジックにとらわれたようで、むしろ、1 本の木から 2000 個のトマトを実らせた不

思議の方が魅力的だった。チェーンで回転式に台をまわしながらの水耕栽培のレタスも見

事だった。人間は工夫すれば巨大な力をもつものだと感心した。水とは何かのテーマも科

学―太陽との関係分析―で再考させるやり方が気に入った。もっと考えてみたいとこ

ろだ。子供達がどんどん来るが、これは遊び半分だろう。それでも近頃の子の科学興味は

われわれの想像をこえている。 
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7 月 19 日（金） 
国際交流の一齣 
夜、ホテルチッチ

マ マ

で、ここに泊っているブルネイ青年たち 10 人と、ホームステイに参加し

てくれるホストファミリー20 人その他国際協力関係団体県国際交流課関係 60 人で歓迎パ

ーティ（県主催）を行い、2 時間ばかり楽しい時間をすごした。ブルネイといっても通常日

本人は知識をもたぬボルネオ北部の国である。人口 20 万人ほどの王国。石油と天然ガスの

供給を受ける点で日本と深い関係ができている。男 7 人女 3 人だったろうか。回教という

閉鎖的な習俗があって、酒類、肉類は食べないようだが、顔は東洋人で中には日本人とみ

まちがえられそうな人もいる。日本人の祖先と同根といえるかも知れない。今日からホー

ムステイを 2 日予定していて密な接触が始まるようだが友情が深まるだろう。相手方は英

語を話すので、何とか通ずるだろう。ホスト希望家族は勇気がある。敬意を表したい。今

後の交流の一助となると思うと、大変有意義なことだ。今日午後の時間に 8 月の「朝の放

送」について広報の人達と話し合った時私が主張したのは、平和の基礎は国際理解である

ということ、相互に相手の立場を認め合うことだということであった。民主主義と同じも

ので、平和＝民主主義を説こうといっておいた。 
 
7 月 20 日（土） 
佐賀線廃止につながる協議会に県評が反対している 
昨日届いた「県政ひとすじ」は西日本新聞に早速取り上げもっていかれた。25 日一せい発

売に向けて新聞で十分 PR してもらうための点検を前もってさせておくがいいと安達がい

う。2～3 日読んでくれれば用意万端といえよう。ひる前、朝日新聞社の国鉄分割民営答申

に向けての取材に応じたが、実のところ答えは明確なだけに、そして政府側に何の対応も

準備されてないだけに、取材に応ずるのは逆に困難な面があった。なぜに分割なのかなぜ

に民営なのか答申は単に猪突猛進の感が強い。国鉄問題についていえば、この 7 月後半に

なって第二次廃止ローカル線がようやく俎上にのぼせられ、まず漆生線が、次いで明後日

佐賀線が協議会でとり上げられる段取りになったところで県評からかなり強い反対の声が

出てきた。知事の協議会参加は住民の声をさかなですることになるとの言い分。又反面、

交通対策課の方でも、これまで出席していなかった知事を今回について出席させるよう対

応してきた点も理解に苦しむ。反対だけではどうにもならないのだが、要はいずれとも面

子を立てようとしているわけだ。半分以上あきらめで、何の対抗策もないままに経過して

いるみたいだ。佐賀線にはまだかなり複雑な問題が残っていると思う。 
 
7 月 21 日（日） 
極高明而道中庸 
長崎の孔子廟で中国総領事館開設記念書展をするので月末までに出品するようにというこ
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とで、以前から用意していたものを岸本先生にみてもらうため届けていた。牧坂氏の話で

は、先生からもう一度書いてみていい方を出すことにしたらとの意見だったというので、

今日それに挑戦した。出してあるのは行書体だが、こんどは同じのを草書体にした。いい

文句を探したが、前のと同じになってしまった。極高明而道中庸というのだが、中国古典

明言事典からとったものだが、中庸の編に出ている。四書五経からというのが約束だった

し、意味内容もこれでピッタリと思ったのである。この意味は高明を極めることを常にな

しつつも、具体的現実的には中庸によるべきだとのこと。自分に言ってきかせる言葉のよ

うにも思えるのである。理論と実践というか理想と現実というか、その違いを明確にいい

あらわしている。違いつつ、違ってはならないということでもあろう。先日土井仙吉氏退

官祝賀姫高会のとき、（於玄海荘）で岡田武彦氏も来ていて、中国古典の話を私からもち出

し、それが世界の名言すべてを含んでいるように思うといったら、岡田氏はそうだそうだ

とよろこんでくれたのを思い出す。 
 
7 月 22 日（月） 
第二次線佐賀線について 
佐賀線対策協議会が柳川のお花であり出席した。出席そのものが一もんじゃくあったが、

会場前で国労の組合員が二十人ばかりビラまきを行い、国鉄当局に抗議文を出した程度で

会そのものは円満に進められた。佐賀線は中に駅が 10 もあることをはじめて知った。全長

24 キロメートル。国鉄は小まわりがきかない鈍重な組織だから、これ今日の危機に出くわ

し、のたれ死に寸前になったように思えてならない。佐賀線の場合、瀬高―佐賀間を走る

のに 45 分前後かかる。駅を一つずつ間引いて 30 分ぐらいで走らせることはできないので

あろうか。又、柳河、大川のような主要駅だけ停車する快速列車を走らせるなら 20 分で走

るのではないだろうか。国鉄当局はそういう気がないのか、どうでもいいと思っているの

か、工夫をしようとしないように思える。他線についてもこのことは多少ともあてはまり

そうだ。利用しやすいように地域の住民がよろこぶようにとの考えがあるとは思えない。

硬直した運営、運行、運賃で住民に対応しているように思えてならない。自動車の時代に

なってもこの車社会に取り残される交通弱者（老人、病人、高校生など）がいるわけだか

ら公共交通機関としての役割をもっと自覚し、収支の改善に心を砕いて小まわりのきく経

営にかえってほしいものだ。 
 

7 月 23 日（火） 
筑後川流域の頼もしい生きざま 
大川市の一農家が来訪し、ペピーノという果物を試作したとして実物を届けてくれた。ウ

リとナスのあいのこのようなナス科の植物という、味はもう一つ改良の必要がありそうだ

が、その心意気には敬服する。ニュージーランド産のもののようだが、何でもやってみよ
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うとの気慨
ママ

は大いに買いたい。今日又甘木に行き柿 50 億円突破記念大会に出たが、園芸連

の武井会長は農家の若手のやる気の必要を力説していた。ついでに見せてもらった加工工

場でキーウィワインをいただいたが、巨峰ワイン、紅乙女を作っている田主丸の林田さん

のところで試作しているという。このワインは巨峰ワインのように甘ったるくなく結構評

判もよいらしい。北九州、福岡、久留米、大牟田にはそれぞれ都市のあり方についての工

夫がそれぞれに必要だろう。豊前、筑豊もまた同じといえるだろう。がこの筑後川流域の

農業社会には、他のどこよりも好ましい将来へのバイタリティをはらんでいるように思え

る。逞しく頼もしい。筑豊にも豊前にもそれなりの強さはあるが、弱点がむしろ大きい。

筑後川流域のこの生きざまを福岡県の誇りとしたいものだ。 
 
7 月 24 日（水） 
章夫妻のこと 
お盆明け 8 月 16 日に龍中同窓会が龍野であるというので参加の計画をもち、この時を利用

して佐方への墓参を考えた。2 月の〝やまとやしき〟での福岡物産展では真田先生がそそく

さと帰ってしまったので多忙の為だろうと思ってこんどは先生にも会うことを思いつき、

そのためには松田貞夫君の意向はどうかと考え、夜電話した。真田先生は OK だからと早

速の返電があった。その時の松田の電話で、章夫妻のうわさがひろがっているが、大丈夫

かと彼はいう。先日法事があってみゆきが帰郷した時はどうこうということはなかったが、

禎子は相かわらず、無あいそうきわまりない態度だったという。松田の話では章が嫁にひ

っぱられてか、ありがねを使い果たしたり、向いの田んぼを売ったりしていることが村中

で評判になっているというのである。およその推測はつくものの、だんだん悪い方向に進

んでいるようにも思われ、このことがわが家でも夜の話題になった。誰しも嫁のことを悪

くいいたがるので一方だけのせいにはできまいが、困った女だということには異存はない。

「お婆ちゃんがかわいそう」と近所の人もいっている。その通りだろう。 
 
7 月 25 日（木） 
重い夏の義務の数々 
暑中見舞状がくる。中元の品が届けられる。今はそのまっさかりの時期である。毎日来る

暑中見舞状にどう対処するか気分上の大きな荷物である。今日県民の会の山口氏が来て暑

中見舞状を筆で書いてくれというので求めに応じた。之を凸版印刷にして、これから知事

の暑中見舞状を出す仕事にとりかかるという。７月中に出すことができるだろうなといっ

ておいた。少々遅い取組みである。県民の会には県民の会なりの取組みがあり、秘書室に

は秘書室なりの取組みがあって、それで、暑中見舞状がすまされる。秘書室では初盆の取

組みもやっている。8 月上旬に実行する知事行動計画にそれが入れられる。それでも、私は

私なりに独自に取組まねばならぬ暑中見舞状のこと、お盆の迎えようがある。せねばなら
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ないがやはり知事でなかった時の気軽さはない。たいぎに感ずる。しなくてすむならしな

いのにと思うとよけいたいぎに感ずる。今日は中元のお礼状、暑中見舞の返信をいくらか

書いた。こうした義務感をなくしてしまうには数日がかかるだろう。暑い夏の夜はもっと

ゆっくりくつろぎたいのに、油断もスキも許されない思いがつづく。 
 
7 月 26 日（金） 
大島村の努力 
山の小石原村、海の大島村といった感じをもった今日の大島村視察だった。村長さん中村

氏はまだそう年をとってないと思われるが自立努力を強調。村営の牛、しいたけの生産を

おこし、主婦たちの仕事場を作ろうとしている点で敬意を表するに値する人だと思った。

前から私もいっていることなのだが、やる気をもちその努力をしている向きには大いに共

鳴し、行政の助力を惜しまないが、やる気もなく、県にねだってばかりいる向きには全く

助力の気がおこらないということだ。大島は小石原と姉妹関係を結んで交流することも考

えているらしいが、清き交流として大いに賛意を表したい。島には若い女性が住みつかな

いという。男は仕方なく踏みとどまるのだが、女は身軽だからであろう。収入もあり文化

俗化のひどい都市に行ってしまう。いわゆる嫁がいなくなる島の実態である。大島では若

夫婦のための住宅も建てている。船の大型化近代化に、農村でいう機械貧乏と同じような

苦労が漁業経営につきまとうようだ。これに対し、魚市場は依然商業側に支配権があって

魚価は低迷、漁業者環境は苦しい。嫁さがしに苦労するというのに二重の理由がある。村

長はこの問題に挑戦している。 
 
７月 27 日（土） 
物の近代化が心の荒廃を呼ぶのだろうか 
昨日は大島、今は地島、相島をまわった。相島の俗化がかなり強く印象に残った。島の問

題は消波堤の築造とゴミ処理場の建設ぐらいで、あと近代化の問題はほとんど解決されて

いるといってもいい程行政投資が進んでいるようだ。大島には少年非行など全くないとい

われるが、相島は港に上陸するや否や非行の芽をつもうという村の掲示が目についた。島

内視察ではし尿処理場、学校、水源池、診療所など、近代化の現場案内があったが、私は

それよりもナンバープレートのない車が少なからずあり、自動二輪や自転車の放置され赤

さびが来たのが至るところに放置されたままになっているのが目についた。その他表現に

困るようなガラクタが路傍のあちこちに放置され雑草が生い茂っている。これではいくら

近代化が進んでも、人間の荒廃化が同時進行しているといわざるをえない。何のために漁

業漁村の構造改善をしているのかわからなくなってしまう。地島も対岸に近い関係もあり、

近代化は進んでいるようだが、相島に次いで人間の荒廃化が進入している。こういう傾向

が県政への依存意識を高めているわけだ。 



奥田八二日記研究会会報第 4 号（2020 年 3 月） 

103 
 

7 月 28 日（日） 
ボーイスカウト運動も脱皮の要 
ボーイスカウト福岡県連 60 周年記念大会が久留米岩田屋のホールで開かれ、夕方 3000 人

集っての野営合宿大集合に出席してあいさつした。3 泊 4 日の野営訓練 3 泊目になろうとし

ている時点。汗をかき入浴もできない生活、それに蚊や虫に攻められるキャンプである。

子供たちは小学 6 年から中学 3 年までというが、みんな疲れが見える。このような疲れが

訓練の中に計算してあるのかどうか知らぬが、疲れすぎては意義が減殺されるであろう。

きまった訓練方法科目があるわけではなかろうからである。同じ疲れでも、今ピークにな

ろうとしている夏の甲子園高校野球出場への予選その他のスポーツ、みんな汗を流し熱狂

し、叫び、乱舞し、涙を流す。そうした感動と目標が明確であるイベンツの方がましなの

ではないだろうか。ボーイスカウトの場合、感動と目標がはっきりしていないようにみえ

る。誓いと掟はあるし、団体行動も訓練されるが、高良台での大集会をみても感動や目標

が見えない。日の丸の旗をかざして行進しても何だかオールドスタイルに固執しているよ

うに見える。それに、大人が行事に干渉しすぎる。子供たちの行動に自発性の余地がない。

ボーイスカウトも、ニュースタイルが要請されているように見える。 
 
7 月 29 日（月） 
教育委員選考過程で問題になって消えた人を慰労 
大町県議の仕掛けで教育委員になれなかった池野（前教委）、元校長の脇山、元女子大の秋

枝の 3 人を知事招宴ということで西中洲の小林に集った。いわば女傑ばかりである。池野

氏は今回のナイロビでの世界婦人大会に出席してもらっているが、彼女は教育委員をつづ

いてやりたかったのにやめさせられてと私に苦情をいった。秋枝、脇山の二人は教委候補

として名を借り自民党ら野党の反対で実現に至らなかった人である。池野氏は自民党の高

山県議が再選にかつぎ出す関係もあって、わが方も自民内部にすら異論があって、再任に

は無理があると判断せざるをえない人である。3 月末 2 人の教委が欠員になるとき、池野氏

を含む二人の女性候補（秋山）を準備しようとしたところ、自民内部から知事はかっこよ

すぎると反撥が出てうまくいかなくて、男性一人を代えて出そうとしたが、議会のなりゆ

き上、この時は教委改選については見送りをせざるをえなったという問題があった。秋枝

氏は異論あり、脇山氏に至っては組合活動歴があるとの理由で反撥が強く立ち消えになっ

た人である。今日はその後始末の会。 
 
7 月 30 日（火） 
週休二日制を体制的なものにしたい 
明日九州地方開発促進協議会が開かれるが夕食懇親会がニューオータニで福岡市のホスト

役ということで開かれた。知事会の会長鎌田鹿児島県知事が客の筆頭。ローカル線（第二
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次）廃止問題で水を向けたがもう投げの姿勢。それでも形だけは反対を貫くしかないとい

う。代替バスを走らせても同じというわけ。それでは地域公共交通をどうするかの確信あ

る答が頭の中に浮んでいないことになるが誰も処置なしということのようだ。日曜もない

毎日の多忙さについても同じらしく、日曜は出ないという原則だけは立てているが、いつ

もその原則が破られるので困るのだという。これ又いづこも同じである。副知事を代理に

出したらどうかとのことであるが副知事もつまっているし、代理のきかない出席要請も少

くない。大体に、日本人は日曜の行事を多くしすぎるのではないか。日曜は休むことにき

めている欧米では行事は多く土曜に行われ、そのために週休二日制になっている筈である。

日本では週休二日制がまだ、そうした欧米的な意味で理解されず、日曜は安息日というよ

りは一般的な行事の日となっている。それなら仕方がないから月曜日を休みにしてくれる

ならよいのだが、それも逆に月曜日の来客は少くない。こうした首長の多忙さについて夕

食の話がはずんだのであった。 
 
7 月 31 日（水） 
裏庭を見ながら思うこと 
今日は早目の帰宅でくつろごうとしていたら、佐々木補佐が追かけるようにやって来て、

ビールをのみながら庭をながめての談議。藤が伸び放題に蔓をのばしている。垣根にふう

せんかづらが群がり昇り若い実をたくさんつけ、白い花をぎっしりつかせている。佐々木

君が実を届けたので蒔いたものだが、彼自身のうちのものよりぐっと育ちがよいといって

いた。セミしぐれですねという。朝からそれにおこされるほどセミが鳴く。命の限りと鳴

く。相かわらずここは蚊が多く、外に出るとその襲撃にあう。洗濯物を干すには蚊取線香

をたきながらでないと大変な目にあう。以前は線香たきながらでも外の仕事をよくしたも

んだが、知事になってからはほとんど無縁になってしまった。庭がもっと広ければいいが、

とは思う。県会議員はもちろん、大労組の委員長など、よく訪ねる人達は立派なうちに住

んでいるが、それとくらべると我が家の何と貧弱なことだろう。それでも今住んでいると

ころがやはり自分にとっては一番よい。こうした狭い住み家の中で自分が思うようにふる

まっているのが一番いい。高野切第一種を臨書しているが、そうした時間がたっぷりほし

い。ひらがながすらすら書けるといいなと思う。 
 
MEMORANDUM 
〝県政ひとすじ〟の出版 
昨年はどうにも条件が整わなかったので今年こそと考えていた知事出版であった。もう少

し早く店頭に並ぶかと思ったら 7 月 25 日になってしまった。10000 部出したという。7000
は八丁君が労働組合を中心に消化できるとふんでいる。県の地公労ほか県評傘下の主要単

産である。出版元の第一書林が県内各地の主要書店に置いていくのが 3000 という。欲目に
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みて、もう少し出ると思うのだがどうだろう。本書を作成するについて、問研との間に早

目に合意ができ、八丁、東定を中心に内容構成につき高い関心を寄せてくれた。2 月以降そ

れに具体的に取り組んだ。進行するうちに、安達（広報）、樺島、佐々木（秘書室）もしっ

かり補完的な仕事をしてくれた。4 月一ぱいに原稿を仕上げようとしてたいてい努力した。

〝県民総立ち〟が本書の訴えの的であった。六月県議会で大石（緑政）がそこが理解でき

んといってしつこく喰いさがったのを思い出す。自民系の連中が理解しようとしない理由

は要するに理解しては困るからだ。それだから私は文字に表現し残しておきたかったので

ある。もちろん彼等は必ず部分を読む。そして又衝いてくるであろう。記者達にしても似

たりよったりである。それでもないよりはるかによい。何よりも、県民の会系統の、支持

者たちが文字を通じて理解してくれるならそれが一番いい。できたら来年も一冊出版した

い。 
 
8 月 1 日（木） 
大濠のこと 
大濠の花火大会があったというが、中国総領事など招待しようと思っていたのに、西鉄幹

部との懇親会が入りこんできて残念ながらダメになった。花火といえば以前は那珂川畔で

もやっていたが近頃はそのはなしをきかない。危険を伴うからといわれている。柳川では

川下りをかねて昨秋白秋 100 年祭ということで招待されて行ったが、それこそ頭の上に灰

が落ちてきて危くないかと思ったことを思い出す。大濠といえば、今日の県政勉強会で悪

臭を放つので浄化するか埋立ててしまうかどうにかせよとの声が出ている。藻類の繁茂と

その腐敗などが原因らしいが、近頃は海との関係が断たれ海水が還流しないし、湧き水も

十分でなく単に湛水しているからである。浄化装置をそなえてやるにしても 10 億円近くか

かり、それが 3 年ほどしかもたないといわれる。投資価値があるかどうかである。年間 3
億円近くかけても････ということだが、それなら埋めてしまえという意見も出ている。が、

この対応については市民感情が許さないだろう。現に県が埋めてしまうと考えているとき

めてかかる新聞投書がある。奥田県政攻撃の材料とする投書だった。政争の具にする県議

は橋詰。 
 
8 月 2 日（金） 
山本辰雄氏の写真熱 
野党 3 党幹部自民は後藤、緑民は山本（辰）、公明は酒匂の三人を招待し三光園で当方三役

による懇親会をもった。大塚副知事がこういう席には初めてということ。社会の林はおく

れて加った。今日の会では山本氏の話が面白かった。こんなに日照りがつづくと稲ができ

すぎて困るほどという。彼は自慢の写真を大きく B4 版ぐらいにひきのばしのを 20 枚ぐら

いもってきていて、それを窓際に並べてみんなの鑑賞に供したが、立派なものばかり。南
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部九州の 10 月末の風景ばかりであった。写真好きというかカメラ狂というか、常人では考

えられぬ程度、撮ってとってとりまくり、その中からいいものを選ぶ。それをのばし、残

していくとのことである。前にもその話をきいていたが、女の足とか唇とか無数にとって

いるとのことで今日もわれわれの前で仲居さんの唇を撮っていた。カネがかかるでしょう

というと、ぜいたくしていることを思うと高くはありませんよとのこと。何ごとによらず、

趣味は費用がかかるが、他の贅沢をおさえて結構やっていく。そういう人は少くない。他

人の側面からはとても考えられぬほどそれに凝りカネを注ぎ込む。その点彼は常人ではな

い。 
 
8 月 3 日（土） 
少年の船解団式に参加して 
RKK（琉球海運）のえめらるど号のデッキで第 18 回福岡県少年の船帰港解団式が午後 3
時から行われ、あいさつに行った。夏休みに入ってすぐに第 17 回のが出発する時のを見送

りにも行ったがどちらも子供たち 600 人、世話する大人 70 人という構成。小学 5、6 年と

中学生の年齢ばかり。さきの出発の時は曇空だったが今日は炎天下。儀式は 30 分以上かか

るが、疲れた子の中には倒れる者もいくらかあった。出迎えの父兄が子供たちをつれて一

ぱいである。子供たちは最後に泣き出す。別れを惜しむのであろう。さまざまな感想、思

い出が別れという契機に泣の表現をとるのであろう。4 泊 5 日（船中が 2 泊）、沖縄の海や

空、現地の子供たち、水族館、南部戦跡、対馬丸遭難、船中訓練、船中まつり行事など思

い出を一ぱいつめこんで、泣くのである。思い出の噴出である。この年頃、みんな伸びざ

かり、かわいい。何でも白紙のように吸い取る。少年の船はこの子らにたくさんな貴重な

体験を脳裏に焼付けるのによい役割を果す行事であるに違いない。ふと、修学旅行とくら

べてみる。はるかに有意義なのではないだろうか。県が補助してできるのなら、もっと多

くの子に経験させたいものだ。 
 
8 月 4 日（日） 
くるめ水の祭典 
ひる頃久留米に着くようにということで出発したが、早目についたので、国鉄久留米駅に

直行して甲子園高校野球出場のため出発しようとしている久留米商業ナインを見送り激励

することができた。3～5 日がくるめ水の祭典で見送りもそのにぎわいを反映したものであ

った。何日か前に近見市長に会った時、この水の祭典に知事は一度顔を出してほしいとい

うことだったので、今日の日曜 OK した次第だが、今年は第 14 回ということである。5 日

の水天宮夏祭りは伝統的なもののようだが、この水の祭典は近年市長の音頭で創ったもの

ようだ。市民があげて参加する祭典で数々のイベンツが市民、各町、各学校、商工団体、

消防、自衛隊などそれぞれの努力によって考案され参加していく仕組みで、商工会議所、
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市役所はそのバックとなる。3 日間の各種企画は実行委員会を組織して調整している。今日

は午後一時から六ッ門広場で開会式のあと。明治通りがパレード展開の祭典場となる。パ

レードは 1 時半から 5 時まで 100 団体といわぬ多くの組が次々と繰出していった。3 時半

頃までしか見なかったが、すべての市民のふれ合いが可能な点に長所がある。博多どんた

くは型がきまっている。 
 
8 月 5 日（月） 
社会新報まつりで小栁ルミ子が来て 
忙しい忙しい、暑い暑いで今日も暮れたが、どこまでが公用であるのか判断しにくい毎日

である。今夜はマルベニでの地域懇とスポーツセンターでの社会新報まつりにつき合った。

後者では小栁ルミ子ふるさとで歌うということでの人集めで、私も花束贈呈という役をも

った。顔みせといえば顔見せだが、別の角度からは仕組まれて踊るということでもある。

ある意味ではしんどいことだし、他の面からは、これが政治である。この面からはみんな

よくやってくれると感謝せねばならないが、なんでこうもしなくてはならないのかと思う。

3 千人くらいの観衆だったろうか、そのうちの多くが、私が出ることを歓迎してくれる。有

難いことではある。歌手の世界は違うなあとつくづく感じた。彼女の一行 40 人という。こ

れだけの人が一人の歌手の演技の裏舞台で働いているわけで、その費用だけでも大変なこ

とだろう。これは感覚に訴えて、徹底的に大衆を魅了することに全てを集中する。その中

に政治的な効果をねらって私が顔見せに登壇する。あまりとけ合った雰囲気でないことだ

けは確かだ。それでも社会新報まつりだから出るわけだ。 
 
8 月 6 日（火） 
行政にたかる体質が随所に 
県政に関してあれこれ勉強するうちに、何だか妙な感じに襲われる。大和町干拓地の地盤

沈下の話が今日改めて話題になったわけだが、国営事業で有明海を干拓し、入植者が賦払

いでそれを分譲してもらって農業を営んでいるうち、有明炭鉱のせいかどうかわからぬま

まに、一メートルほどの地盤沈下が生じ、農民達は賦払の滞納で復元せよと抵抗している。

炭鉱側は採炭のせいではないといい、国側は復旧作業のいかんにかかわらず、賦払金を納

めよという。県が農民から納入されたものを国に賦払いする形式をとっていて、県に対し、

農民と国から何とかせよと責任を追及しているというのである。鉱害というなら炭鉱側は

否定の立場で法廷に出ると主張している。国は、自然現象なら沈下の復旧責任はないとい

う。県は県民の福祉のことだから何とかせねばといっている。大和町は知らん顔をしてい

る。近頃思うに、人々は、行政に責を帰すことばかり考えている。板付飛行場の地主は国

への土地貸借料坪当り 2 万 8 千円をもっと引上げろとがんばっている。1 億円以上の地代収

入のひともいるという。おまけに税金をまけよとの要求を一しょにつけた陳情をしてきて
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いる。 
 
8 月 7 日（水） 
ぐっすり眠りたい 
定期検診で血糖値が 265 ということで高すぎるといわれた。180 程度にというのが医師の

目標らしいが、なかなかそうはならない。高すぎると様々な余病を併発するに違いない。

もう 15 年にもなるこの状態で自覚的には一進一退。テステープでみても+3 はいつもかわ

らない。それで余病は何だろうか。目の調子がたしかによくない。選挙前からそのことで

あれこれ（逓信病院、佐世保病院など）みてもらうが、済生会福岡病院でも、これという

特別の治療を要する状況といえないようだ。眼鏡をかえてみたらということで処方箋はも

らっているが、自分ではその切実さを感じないし、眼鏡は高価なのでまだその処方箋を使

わずじまいである。知事選前後は体重が 40kg 台に落ち込んだが今は 54～55kg になってい

て、体調に異変は感じない。残る異変はねむりが足りない日がつづいていることだ。毎日

主治医の方で処方してくれた安定剤をのんで眠る。そうしないとねつきがとても悪い。夜

明けに小用で起きる。そのあとうとうとしながら必要時刻まで就床している。もっとぐっ

すり眠れたらどれほどすっきりするだろうと思う毎日である。 
 
8 月 8 日（木） 
停年後の生活に入った同僚たち 
昨夜は児島、土井の二人を拙宅に招じ入れて 11 時半まで飲みかつ語った。最後に龍中の校

歌を一しょに歌ったが興が乗って姫高寮歌集によりながら次々と歌った。私はこうして現

職にかわって多忙をきわめているが、彼らは今無冠である。土井も今年春で停年になって

今は何も定職をもたず、馬に乗る楽しみをさえ味わっているという。江嶋寿雄氏だったと

思うが、停年とはこんなにいいものかと、なってみてはじめて知ったと語ったのを記憶し

ていたので、それを土井に伝えると、その通りだという。年金もそれなりの生活の支えに

なっているので多くを望まないなら何とかやっていけるわけだ。土井の話だと、今、政府

は次々に「恩典」をなくしてしまっていくので、5 年ほど前とくらべると、退職金も年金も

必ずしもいいとはいえない。民間の大手とは比較にならぬほど低い賃金でやめていく。30
万円足らずの年金ではあるが老夫婦二人だと何とか食っていける。退職金ではうちも建た

ない、マンションの一角も買えない。なるようにしかならないと思う以外に考えようがな

い。人生 80 とすればあと 15 年ほど、こうして暮らしていくことになる。社会的にももっ

たいない話ではある。 
 

8 月 9 日（金） 
北九地評の役員との話会い 
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北九地評の三役クラスの人達と小倉弥生会館で夕食懇談会を当方の申入れによって設営し

た。三役は昨年から交替し、若返り、いずれも新しい新しい感覚をもっているようにみえ

る。話題がプロ野球誘致にまで及び、私から 1 万円株 30 万が必要なのだというと、それは

できる、県民球団にすればいい、楽しみ夢を県民に与えることが必要だと彼等はいいだし

た。私も同感で話は 
ママ

いた。核になる企業はないのか、小倉の井筒屋はどうかとすら私が

いった。西鉄は過去があるし、岩田屋は庭球だし、玉屋はでは小さすぎ、九電、福銀は公

共的性格が強いし、ということでいずれも不適当。舎川議長に電々が民間に仲間入りした

のだから九州支社はどうかねということまでいいだした。話によると、一時中断していた

九州への誘致問題が近頃又ひそかに話題になりつつあるらしいともいう。夢のような根拠

のない話題だが、そういうことで話がはずむ今日の懇親会だったが、北九地評は県評を常

に別建てで意識していることは依然かわりない。県評批判もよくやっている。それだから、

北九地評には県評とは別に義理だてしておかなくてはならないと心得ているわけである。 
 

8 月 10 日（土） 
お盆シーズン初

ﾏ ﾏ

まる 
昨日今日台風の影響があって若干は涼しく感ずる。雨も部分的に一時的に降ったようだが、

全体としてまだ炎暑つづきというところ。一雨降ってくれないと、並木道のつつじなど、

かなり枯死している。昨年はこれどころではなかったが、今年も雨なしの日々が 25 日ぐら

いつづいたのではないだろうか。おかげで稲の成長は実によく豊作の前兆十分である。冷

房が普及しているためだろうが、人々は働いて働いて、この炎暑下でも休まない。でもお

盆をはさんで一週間ほど連休制にしている民間企業があれこれ見うけられる近年ではある。

今日は小倉から博多まで新幹線を利用したが、お盆の期間の人々の動きを反映してか、国

鉄ばなれといわれるこの頃であるが、子供連れの乗客で駅はごったがえしていた。子供天

国といえようか、親苦労といえようか。先日児島、土井の二人が拙宅に来て夕食こんだん

した際、土井のいわく、孫が二家族で 4 人も遊びに来て、奥さんはてんてこまいの多忙さ

というにわか変異。こうなると、しばらくだろうが若い母親天国、ばあちゃん地獄である。

今日からはじまったお盆シーズンの感慨である。 
 

8 月 11 日（日） 
お盆の礼に光円寺に参る 
食事前の夕方天神の光円寺にお盆まいりに行った。円日成道住職はいろいろ出版物の形で

その道を説いて信者に送付してくれる。平素のその活動への御礼ともいえる私どもの義務

感からである。せめて盆正月にはと思って行ってあいさつすることにしている。いわゆる

お布施事件と深い関係があるのと、何か家系伝来の宗教的なものをここに求めようという

気持もあるからである。住職の説明では昨日
ママ

は 8 月 14 日にわれわれが参詣したという。ギ
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リギリだったのと比較すると今日は若干でも早かった。又県会議長の田中久也氏も門徒だ

という事だ。精神的なものが大いにあって、これで肩の荷が一つ降りたような気になるも

のだ。住職には［県政ひとすじ］をあらかじめ贈呈していて早々と礼状が届いていたので、

今年は一寸余分に念を入れたことになる。宗派的な特別の信仰がそうさせるのではないが、

これ又公的な立場にある者の儀礼的な務めであって、今年の盆はこれでやっと肩の荷がお

りたことになる。初盆まわりは 13 日にまだ若干残っている。 
 
8 月 12 日（月） 
空にういた戦争物語の教訓 
戦後 40 年、今年こそは画期的なあの 8 月 15 日以前と以後の日本社会の違いをとくに平和

と民主主義の意義を新たにかみしめ直す時に来た感を深くする。マスコミは連日のごとく

戦争や原爆関係の話題をとり上げている。だが、戦争体験の風化が云々される今日である。

マスコミの報道や教師の語りは歴史上のこととしてしか受けとらないだろう。人類は太古

より戦争をし、その悲惨残酷さは話として誰しも体験しているが、それ以上でありうるか

どうかかなり疑わしい。核家族時代だから今の中学生以下の子供達に語る親たちは戦争を

身をもって体験していないし、子供に語る気持は薄かろう。語っても真に迫るものが弱か

ろう。祖父たちはさびしく別居というケースが多いわけだ。そんな時、今、中曽根首相は

靖国神社公式参拝と防衛費の 1%枠撤廃の態度を国民の前に表明し物議をかもしてはいる

ものの、押し切ってしまうかの如き姿勢であり、そうなっても国民の間に大きな反対も抵

抗もおこりそうにない。まさに「風化」の時代だといえる。ただわれわれは、まさか核の

ボタンをおすことはあるまいと期待するだけであるが、ボタンを握っている人が正気を失

わぬという保障はゼロだ。 
 
8 月 13 日（火） 
日本航空羽田発大阪ゆきの群馬県境墜落事件 
昨夜は 8 時頃ひまになり、ふくおか会館の宿所でテレビを見ていたら日航機羽田発大阪ゆ

きが 524 人を乗せたまま長野―群馬県境に墜落炎上というニュースでもち切っていた。10
時すぎ就寝したがニュースはひっきりなしに関係報道にかかりっきりだった。今朝も同じ

であった。4 人の子供達が生存で見つかり、あとは絶望のようだ。有名芸能人としては坂本

九氏があった。カクマルが爆破声明をしたとの流説があったが信憑性はたしかでない。そ

れにしても通常では考えられぬコースを飛んでいるし、尾翼の故障で操縦不能になること

自体がどう考えてみてもミステリーということと考え合わせると、カクマルの犯行に関連

なしとはしない。それにしても不思議なことが多すぎる。乗員を含む 524 人中 4 人が存命

というのがせめてもの救いである。この事故は史上空前といわれている。日航社長の報道

陣の質問の矢の第一発が、責任をどうとるつもりかと社長にきいていたが、非常識きわま
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る。責任は一ヵ月後でも問いうることなのだ。文明の発達は事故を不意に大規模なものに

する。 
 
8 月 14 日（水） 
わが家の周辺を見て思う 
1 昨日からうちの鈴虫が鳴きはじめた。涼を確実に知っているようだ。30 尾は籠の中に動

いているだろう。昨年同じ籠の中で砂に卵を生みそれがかえったのである。昨年は留守の

時に伊藤さんに預けていたら猫が籠をひっくり返し、鈴虫が被害をうけ、傷ついたのが数

尾残ったにすぎなかったので、今年はダメかと思っていたのにうまくかえったのである。

これから 3 ヵ月近く、夜うるさいほどに鳴くことだろう。外は相かわらず蚊が多く、出る

と必ず襲撃される。天気がつづくと夕方の打水は鉢物には必要である。西側の庭のコケに

も必要である。藤江君が百合を掘り出していたが、今年のは例年になく粒が小さくまた数

も少い。何やかや一ぱい植えているので十分に育たないのであろう。元々ものを植えすぎ

るのである。草抜く人もいないので庭は雑草の生い茂るにまかせている。蚊がいるし、暑

いので放置することになる。昨日浜中県議の初盆におまいりしたが、手のあるないにかか

わらずきれいに手入れしてあった。考えてみればわが家は貧相なものだ。しかし、今さら

これ以上立派にしようとは思わない。夏草が茂るのも自然でよかろう。 
 
8 月 15 日（木） 
8 月 15 日朝刊 
早朝の涼しさが有難い頃になった。それでもあまり早く床を出るとその日 1 日は調子がよ

くないので 7 時すぎまで横になっていた。起き出て新聞をとってくる。日航機の事故原因

は尾翼の損傷とトップ記事。離陸後 13 分パーンと爆発音が起って機内が真白になったと乗

務経験をもつ乗客生存者落合由美（26）が語っている。なぜという理由は依然不明。阿修

羅の世界が現場群馬県御巣鷹山腹に今なおつづいている。昨夜まで 100 ほどの遺体が搬出

されたが、まだ 400 も未処理のままである。今日 15 日、福岡県評は新聞 1 ページ全部に「平

和」戦争政策反対の大きな広告を掲載した。中曽根内閣の靖国公式参拝が今日正式に行わ

れるが各方面からの批判が沸いている。参拝して一礼するだけだが花代などは公費支出と

いう。それなら違憲でないという政府と、それでも違憲という批判側。他面政府は従来の

解釈を今年から変えたと説明している。西日本新聞では半ば興味をひくように、1 年半後に

せまった知事選で自公民結束の動きが三原自民会長を中心に始まり、社共側は県評中心に

国鉄分割民営反対の 165 万署名運動で奥田の再選の始動としていると書いている。 
 
8 月 16 日（金） 
龍野中学校時代の旧友たち 
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午後 1 時から 3 時間ばかり、龍野鶏籠山上の赤とんぼ荘で同期の集りがあった。関口、広

田、三輪、嘉ノ海、田中（一大）あたりが世話役である。昭和 10 年入学だから今年で満 50
年。大学教授や自営業以外はすでに第二の人生ないし浪人余生の人生に入り、みんな白髪

になっている。200 人の同期生のうち 59 人が死亡し、今日の出席者は 50 人余であった。

足立、平木、加茂、山本など姿が見えなかった。すぐ見てわかる者もいたがむしろ例外的

で、名乗ってもらってはじめて思い出す人、名乗ってもらってすぐ又忘れ去る人、いろい

ろで、半分ほどは宴がすむまでわからずじまいであった。それぞれがよく勉強をして、戦

争の苦労をなめて、戦後の時流に乗って人生の旅をしてきた。戦争の犠牲者や最近まで歯

の抜けるように亡くなっていった人があるわけで、戦争と無関係に若くて病死した者も十

指をくだらないようだ。私は四修だから、入学五十年ということでテーマなしの文集を作

ってはどうかと提案したら幹事たちはそれを受けとめてくれたようである。だんだん年を

とってくると過去が懐しくなるのは誰しも同じ、中学も入学当初の思い出が一番鮮明では

なかろうか。卒業五十年というとあと 5 年、そのうちに死ぬ者もあろう。だから今入学 50
年ということで鮮明な記憶で文集を作ろうと私は提案してみたわけ。 
 
8 月 17 日（土） 
「知事との対話」を本にしたら 
「県政ひとすじ」は売れているのか、増刷するという話がきこえてきた。ほんとうだろう

か。まずまずの評判なのでホッとしている。来年は第二弾をと思っているが、この場合「知

事との対話」ということにしたらどうかと考えている。昨年半ばから民生委員、ケースワ

ーカー、地域おこし、等々話題がかなり多く出されてきた。今日は環境浄化について地区

役員に来てもらって実践活動例を出してもらった。これもなかなかいい話題である。空缶、

合成洗剤、乾電池など、今日では個々人が被害者から加害者へと公害のウエイトも変化し

つつあるが、それへの対応は、行政よりむしろ個々人の総立ちにまつところが大きいとさ

れる時代になってきた。今日の話題の鍵はまさに「県民総立ち」である。そうした実践例

は次々に拾えば一冊の本になること明らかである。検診率の引上げについても地区役員一

人一人の努力に負うところが大きいと説明された。台所から出てくるゴミも燃えるゴミと

燃えないゴミどころかもっと区分けしていけば、ゴミ公害もかなり防ぐことができる。人々

は贅沢になった役仕末をみずからやらないといけなくなってきたのである。 
 
8 月 18 日（日） 
真田義一先生のこと 
8 月 15 日龍中同窓会出席のため佐方に帰省した折松田君をわずらわして真田義一先生と 3
人で相生の（那波港）魚一で夕食歓談した。その先生が今日重ねて塩味饅頭を送って来て、

中の手紙にていねいな御礼の言葉が書いてあった。もう満で 72 歳という。昭和十年に私が
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佐方に行った年の 1～3 月の間、補習勉強の場として、先生のうちの 2 階で、教えてもらい、

かつ遊びのチャンスを与えていただいた。大変寛大に遇して下さって感謝の程を知らない

くらいである。弟の忠二君は 20 年 7 月 17 日にミンダナオ島で戦死ということだ。中学校

を私より一年上で卒業、造船所に勤めていたが、敗戦要員として比島に派遣されたのであ

ろう。忠二がいたらよろこぶだろうにと書いてあった。戦争のことで愚痴をいっても仕方

がないが、もう半年も早く降伏していたらずいぶん死なずにすんだ人がいたに違いない。

それを思うと龍中同窓生も然り、ずい分多くの友が無念の犠牲者になった訳だ。初治（養

父）が私の身のふり方について真田先生にかなり相談したらしいことをあの夕食の席で語

っておられた。私を姫商にやろうとしたらしいが先生は中学の方がいいとすすめたとか。 
 
8 月 19 日（月） 
知事後援会は休眠をつづけている 
田中光夫氏に連絡したら今日午後のあき時間がよいということで福島泰氏を伴い来訪（森

山書記も同行して）。話題は知事後援会のことであった。後援会というのは名はあるが実が

ないし、事務をしているかの如く、してないかのごとくである。女性が 1 人いるというが

仕事の成果は何なのやらわからない。問研に寄って今回の出版物頒布状況をきいたが労組

ばかりが名を連ね、社共両党も後援会もこの書物を読ませる努力は何もやってないようだ。

後援会はこんな時にこそぐっと前に出て書物の頒布活動をするのが当然だろう。だのに何

もやっていない。センスもなければ事務能力もない。事務長格の森田則一氏は病気がちの

ようだし、諸岡氏は何を考えているのかわからない。二人ともダメですよと田中氏はいう。

私は不平はいくらでもあるが、陣頭に立っていうまいと思う。であれば誰かが陣頭に立た

ねばならぬのにその人物がいない。暑中見舞状もいい加減な点検での出しっぱなしのよう

で 300 通ほど拙宅への返却便がある。事務の知恵も統一性もできないままで推移している

のだ。 
 
8 月 20 日（火） 
次期選挙を意識して自分で一日を多忙にしている 
次期選挙を意識した新聞記事、又それを意識したこちら側の言動である。何もかもがそう

なっているみたいだ。後援会がどうあろうとかまわないのにそれが問題意識に上る。暑中

見舞がどうこうのと、それにふりまわされた動きを私自身とっている。アドレス帳を整理

したり、こまかく手紙を書いたり、色紙その他の揮毫を引きうけたり、すべてさに非ざる

ものなしといっていい。業界その他の会合に顔を出して意にそわぬ愛嬌もふりまく。知事

室への来訪者にもていねいに応対する。そのようにして一日の時間をつぶしていく。滅私

奉公という昔の言葉を今又自分で肯定して実行しているのである。大変損なことだと思う。

そんなにまでして次期選挙を考えねばならぬのであろうか。否、それを考えずとも知事の
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座そのものが客観的に要請されるものも多くふくまれているから、すべてがそうとはいえ

ない。次期を考えない進藤福岡市長の行動をみていると、今はそれがはっきりでている。

そうあってほしいと思うのに、やっぱり 12 時間労働を秘書室が組んでくるのを当方は甘受

してしまっている。体が二つあってもいいと思うほどに動いている。健康だからこそでき

るのであろう。こんどは出馬しないぞといってやりたい。 
 
8 月 21 日（水） 
後援会活性化について問研からも提起 
八丁君が時間をとってくれというので、中食前 2 時間をとって衣笠氏同席で話し合ったが、

話題は先日から気にしていた後援会の活性化ということであった。天神の浜の方に事務所

を構えたという後援会（清進会）がほとんど機能していないということを問題にし、今の

うちその活性化に手をつけないと次期知事選の苦戦が思いやられるという。太田薫氏の線

で都庁にいた島野房己氏を福岡に呼ぶことにした。大坪―岩崎ラインに、八丁―近藤副知

事が応じなかったのだが、結果として島野氏を後援会にはりつけ、森田則一氏、諸岡氏ら

がそれに協力するという形で女性書記を一人おいて事務を進めているらしい。私は暑中見

舞や年賀状などをきっちり出せるようにすることが基本だと思うが、うまくいっていると

は思えないのと、今回のように、「県政ひとすじ」が出版されたら後援会活動として進んで

取扱い出版記念行事を企画するなど絶好のチャンスとなすべきなのに全く知らん顔をして

いるというこの二点を指摘した。八丁君は後援会立直しには彼等にまかせておけないから

知事自からやってもらうしかないというが、それはどうだろう。どこから手をつけるか。 
 
8 月 22 日（木） 
産炭地と高齢化にどう対応していくか 
昨日今日の太宰府年金センターでのサマーインのテーマは高齢化問題と産炭地活性化問題

であった。二つとも県政の重点テーマに入っている。産炭地問題ではこういう言葉を使い

つづけること自体にも疑問が投げかけられた。先立って筑豊で私が自立を強調しすぎたと

の批判がでたが、それは当然との確信が高まってきた。ぶらさがり主義をどこでどうチェ

ックするかである。直方や飯塚ではすでにかなり「産炭地」からの脱却がみられるが、田

川がいけない。自治体も群小割拠でまとまりがつかずジリ貧に向っている。何回でも自立

を強調する必要がある。他方、高齢化問題についてだが、それは僻地ではいろいろ対応が

なされ実例にも事欠かないが、むしろ都市部に、都市問題として深刻化しつつあるという

べきだろう。地域福祉といっても、都市ではコミュニティの再興はいうべくして困難きわ

まる。高齢化にどう対応するかの回答は誰ももっていない。今後研究会を作っていろいろ

考え、実験してみて試行錯誤をいとわず、行政指導していくしかない。国、県、市町村の

守備範囲と住民の自立とを多様性をもって明らかにしていくしかない。決った理くつはな
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い。 
 
8 月 23 日（金） 
陳情 
飯塚市長、市議会議長を含め県の企画開発部長その他課長ら、大挙して今日一日陳情団と

して東京の官庁をかけ抜けた。問題は九州工大の情報系新学部の飯塚市への誘致につき、

従来の開設準備費を創設費に格上げしてくれということである。各省の概算要求原案がほ

ぼまとまるのが今時。そして月末までに大蔵でそれが政府原案にまでもってゆかれる。そ

して年末までに大きな政治課題として綱引きがくりかえされる。文部省筋では国立大学、

学部の新設はスクラップを前提としてのみ新設がゆるされるという基本方針が貫かれてい

るために、こんどの情報系新学部の新設という話は極めて困難な例外ということになり、

それだけに「政治」の産物という以外には実現しそうにない。国立大学のことで知事が奔

走せねばならぬのはこの「政治」のせいであり、何かの可能性に向けてあちこちの「立候

補」地がしのぎを削った陳情合戦を展開するのである。支配政党はそれが目的と考えてい

るのかも知れないが、万事がこのようにして、「政治」の産物として実現していく。新幹線

の新設はもっと巨大な政治課題になっている。防衛産業もだ。 
 
8 月 24 日（土） 
体調があまりよくない 
近頃とくに眠りが深まらない。もちろんねつきも悪い。薬の連用のせいかも知れぬ。何か

心配ごととか、考えごとがあるかというと何もない。ねたかどうかわからない状態。いつ

でも目がさめ、いつまでも眠れないような状態がつづき、常に睡眠不足感がある。朝 6 時

起床、一番機で上京というような日程にはとくに不向きで、こんな日は一日中不機嫌であ

る。早くねむりに就いたらいいのかも知れないが、そうとも思えず、いつも 11 時か 12 時

になる。途中必ずといってよいほど便所に起きる。そのあとはねつかないが、そのままで

も 7 時ごろまで床にいた日なら調子は通常であるが、目がさめているからといってそれ以

前に起き出してしまうとその日は一日中調子が悪い。低血圧ということだろうか。毎月の

検診では 70 台と 120 台である。たとえば 78 と 112 といった具合だ。それから近頃は運動

量が大変少い。夏の暑さのゆえでもあろう。万歩計は 1000 とか 2500 とかいう日が少くな

い。7000 歩という目標に対し、暑くなる前なら 5000 とか 4000 とかを記録するのが通常で

あるが、この暑さの中で 1000 前後というのであれば明かに運動不足というほかはない。そ

れに近頃、さきに治療した左上奥歯 4 本が調子が悪い。 
 
8 月 25 日（日） 
高齢者はみずから組織的に動き出すべきだ 
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今日来た木原半祐氏は 70 歳という。頭はまっ白だが元気そのものだ。先日の松田貞夫君の

話によると、腰がまがったり指や脚の形がかわったりするのは年ともに骨がすり減るから

だということで、あまり使いすぎぬのがいいとの意見であったが、木原氏は全くしゃんと

している。奥さんも同じで若くみえる。長男は一彦より一つ上という。彼の話では元気で

あるだけで体をもてあましてすることがないというのが正直なところしんからの訴えのよ

うだ。近所の人が年寄付合いをせよというが気分的にいやだとのこと。だからゲートボー

ルに誘われてもいかんという。俺は年寄りじゃないんだぞというのだそうな。先日太宰府

でのサマーインの話題にも出たのだが、こうした元気な高齢者を遊ばせておく状態は、木

原氏の言葉を借りると「国家的損失」ということになるのだが、さてどうするかとなると、

組織も地位もカネもない者にはいい知恵は浮ばない。木原氏は「失対事業を近くで見るこ

ともあるが割り込むわけにはいかんしなあ」という。私見では高齢協ではないが、何か組

織を作って解決に乗り出したらと思う。その力で行政を動かすことだ。 
 
8 月 26 日（月） 
忙しい中で出版（「県政ひとすじ」刊行 1 ヵ月後） 
「県政ひとすじ」が RKB の 28 日の生放送に予定されている。シナリオの一部に、忙しい

からだでよくも原稿が書けますねとの部分がある。忙中閑という言葉があり、忙是揮毫静

奕棋ということもある。「県政ひとすじ」はこの 4 月中国旅行のとき、素稿をバッグにしの

ばせ北京の迎賓館釣魚台の一室で手を入れたりの努力をつみ上げてできたものではある。

ひまがあればできるというものではない。皮肉にきこえるかも知れないが忙なればこそで

きるのである、とさえいえる。中学校の時も十分時間を与えられている人よりも自分のよ

うに農業の手伝いをやってこそ学習を積み上げたといえる経験がある。ひまがあればかえ

って遊んでしまうだろう。今の知事職は激務といえる。しかし、心がけいかんでは出版す

ることは不可能ではない。「県政ひとすじ」は初校が売れ切り重刷となるようだ。何となく

いい気になって、来年も何か出版を考えたいと思っている。それには忙か閑かの区別はい

らない。強がりのようでもあるが、協力者をえることによって可能となる。「県政ひとすじ」

も数人の人が実によく協力してくれた。協力者がえられるのも誠意の産物である。 
 

8 月 27 日（火） 
社会正義の実現に臆するな 
県営住宅の家賃滞納 82 ヵ月に及ぶ某氏につき、昨日午前福岡地裁の執行官が強制執行の通

告に行った。彼は古美術商で 25 点が差押えられたという。9 月 25 日以前の退去を言渡さ

れたのに対し、滞納分は支払う、たちのきはしないといったという。同種の件で県は 131
人をリストアップし、すでに 76 件を提訴、28 件につきすでに勝訴の判決をえている。28
件についても順次強制執行にふみ切る方針。家賃を払わずそれが長期に及ぶということは
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民間では考えにくいだろう。県側の倦慢もあろうし、借家人側の横着もあろう。この両者

のかもし出す精神的風土は実にけしからんことだ。払えぬなら出て行くか、延納請願をす

るか分払
ﾏ

賦払
ﾏ

いを申入れるか、何らかの誠意を示すべきだろう。昨日強制執行された某氏

は「県は取りきるもんか」「強制執行などしきるもんか」と近所の人にいっていたとか。国

や県からは取れるものは何でも取れ、払わなくてすむものなら払うまいという考えが多く

の人々の心底にある。北九州病院グループの基準看護料の詐取、生活保護の不正受取など

例は少くない。それでは社会正義が許さないだろう。県は社会正義の実現に臆することが

あってはならぬと私は主張している。 
 
8 月 28 日（水） 
左の耳によくきこえる鈴虫の音 
RKB が内部人事の入れかえがあったためか、今日 9 時 55 分からの〝情報ボックス 955〟
という自からの番組に私を出演させ、出演料まで払って「県政ひとすじ」その他の宣伝を

してくれた。今はもう鈴虫のシーズンで、うちでかえらせたのが今 2 ケースに分け、台所

と応接室で不断の合奏をやっているので、小さいもう一つの篭を買ってきて分巣し、これ

をスタジオにもち込んで演出の手伝いをさせた。話題がこの鈴虫から入ったので雰囲気は

なかなかソフトだった。もう一つ孔子廟展入賞という知らせのハガキと出品作の下書きも

もち込んでいたので、話題が砕けたものになって、後刻評にしても、とてもよかったとい

う。快感を呼ぶような旋律は左の耳で聴き、不快な騒音は右の耳がはねのけるように聴く

ということを最近何かで読んだのであるが、昨夜は今日 RKB スタジオにもち込む虫篭を寝

床の右 2m ばかりはなれた所に置いてねたが、鈴虫の断続する旋律をよくきいていると、先

入感があるためか、左の耳が受けつけているように思われてならなかった。いい声は左か

ら、悪い声は右からというのは議会に出た時を連想させるねと、今晩山ノ上ホテルでの社

党県議政策担当の白石、長谷川両氏に雑談のうちに話すと、議会でもそのジェスチュアー

をとってみたらどうかねと、これまた冗談。 
 
8 月 29 日（木） 
会議などの雰囲気はやわらかに 
26 日から 3 日の日程で「地域づくり青年交流日米会議」が大分県下で開かれ、今日は各県

に 2～3 人ずつ米青年が分かれて行動。本県青年代表らと交歓するため、来庁したアメリカ

青年は 3 人、うち日本人系三世というのが二人いた。庁議室に招じ入れて 30 分話し合い、

6 時半からは城山ホテルで県主催の交流レセプションを行った。固くるしい話はやめようと

いって、「地域づくり」日米課題みたいな話はしないよう訴えた。これが大へん米側青年に

うけたようだ。米青年にとっては地域づくりといっても、あまりピンとこないようであっ

たので、私が水を向けたのである。日本人はどうも話を形式的に、儀式的に、理論的にも
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っていこうとする。外国に旅行した時に、理くつづめの話はどうも面白くないのに、それ

を日本人は知ろうとしない。私は、話は固い程敵を作り、軟いほどき味方を広げていくと

いった。また、有効交流時間の三分の一は固い話でも仕方がないが三分の二はやわらかい

話にしたらいいともいった。そうしたので、場の雰囲気はとたんになごやかになった。米

青年たちは知事がなごやかに青年に接してくれたと感謝の意を表してくれた。 
 

8 月 30 日（金） 
筑豊の JC にも乞食根性が 
飯塚、直方、田川の 3 青年会議所の連合で 6 時半から 9 時まで知事と語る夕べを開催、あ

と市内鯛吉で懇親会、10 時半に切り上げて筑豊ハイツに宿泊という執務後のスケジュール

になった。この企画は広報室の対話にものせてはあったが、青年会議所主導のものである。

この夏福岡で青年会議所の者たちが集った際私が、〝恥部〟発言をし、〝精神構造〟〝（風

土）〟発言も記者会見でやったのが引き金となったこの集会である。筑豊の青年たちは自

分では真剣に自立のために努力しているというが、今日の集会でも、予算を取ってこいだ

の、自治体財政援助をどうしてくれるだの、知事のイニシアティブがないだの相かわらず

の依存主義にもとず
ママ

く発言が多かった。〝棚ボタ〟を考えるなということもどこかで私は

いった。すべて問題発言というのである。がすべてが実態の一部でも表現する特徴をつか

むのに適切な発言と私は今日ここに来てすら感ずるのである。そのような精神風土を生活

保護や失対のみならず、これら JC の諸君にも強く感じるのである。彼等は大分の平松知事

をベタほめにする。自分たちがやっているのに奥田知事は〝総立ち〟をいうだけで自から

何もしないと非難する。JC も乞食根性が身についてしまっている。自分でやる気をもつ以

外にないのだが。 
 
8 月 31 日（土） 
台風 13 号で被害 
雨らしい雨が 1ヵ月以上降らなかったのに台風一過という文字通り 3～4 時間でかなりの雨

がもたらされ、万象うるおった。一息というところ。しかし今回の台風 13 号は暴風をとも

なった。木々は吹きちぎられ、看板はとばされ、小さな被害も集計できるなら、かなりの

額に達するであろう。農家のビニールハウスも被害はでている。作物にも出ていよう。農

協あたりから何とかしてくれといってくるかも知れない。商家あたりは看板が倒されても

何とかしてくれとはいってくることはない。漁業の被害も出たようだ。海で行方不明も何

人かある。降らねば困るし、こうして暴風雨だとまた困る。自然とはこういうものかも知

れない。千代町の借家からも屋根がとんだと訴えてきた。修繕費が家賃より多いという悪

循環のくりかえしだ。わが家の方は植木鉢が全部ひっくりかえった程度だが、台風とは無

関係に、わが家創建以来の松が枯れた。植木屋が切り込みすぎたのではないかと思われる。
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惜しい。静かな雨風が五風十雨という間隔で降ってくれればと願う。台風 12 号がまわり道

をして 13 号の次に追っかけてきている。 
 
MEMORANDUM 
筑豊 JC 反抗でこっちにも同感がなくなった。 
最近ほんとうに頭にきたのは JC の者たち、とくに筑豊の JC が私の〝恥部〟発言に反撥を

示したことである。これが自負心を傷つけたであろうことはよくわかるが、そういわれる

実態があるということも前提にものを考えてほしいのだ。産炭地六法だの地域改善政策だ

のといって、政府や県の施策により、生活保護行政や失対事業により、つまり振替所得に

より、いいかえれば非生産的な方法で、筑豊の所得のかなりな部分がまかなわれていると

すれば、そのことは当面の処理としては必要かも知れないし、善政かも知れないが、決し

て根本的な解決策ではないことは明かである。その上筑豊にはそのような振替所得に寄生

している（ピンハネしている）部分が少くない。詐取、脅迫、ワイロその他あれこれの手

段で、かなりなカネがこれら振替所得から横に流れるカネが動いている。それは一部のこ

とで決して全体ではないといえる。しかし一部をもって特徴的に表現しなければならぬこ

ともあるわけだ。指さきほどの腐った部分のあるリンゴでも、このリンゴは腐っていると

いうのだから、こうした状況を筑豊の〝精神構造〟ということもできるわけだ。それがタ

ブーになったら筑豊は救いようのない渕におちこむ。勝手にせいといいたい。そういう気

にさせたのが筑豊 JC 反抗である。 
 
9 月 1 日（日） 
高野切を臨書している 
今日は終日在宅して揮毫などに時間を費した。ハワイゆきのために色紙を 60 枚準備した。

そして時間が余ったので高野切第二種を練習した。半紙に 10 枚ほど清書したことになる。

第二種の半分ぐらいのところまで書き進んだ。7 月と 8 月この 2 ヵ月の間に、第一種と第二

種の半分書いたことになる。この分なら今年中に第三種まで全部一とおり清書し残せるこ

とになろう。まだまだ運筆の滑らかさ、速度の点で幼稚さは免れない。第三種は以前やっ

たことがあるからそこまでいけばかなりよくなろう。こんなことで余暇利用はいいのかな

と思うが、一応はひらかなを手本どおりやらねばなるまい。そのあとかなまじり文に入ろ

うと思っている。どこまでいってもこれでよいという到達点にいかないのだからどうしよ

うもない。読みたい本、小説などいくらでもある。今〝幾歳月〟に書いている自叙伝的記

録も気になっていながら進んでいない。できるだけ暇を見つけて書いていかないと不完全

さが残ってしまう。いままだ龍野中時代にとどまっている。記憶が少いので進まないわけ

だ。今日のように時間があれば、こうもしたいし、ああも考えたい。 
 



奥田八二日記（1985 年） 

120 
 

9 月 2 日（月） 
嘔吐してしまった 
官約移民 100 年のハワイ県人会祝賀のための訪問が 2 日から 7 日までの日程で、今日午後

2 時すぎ板付発で総勢 100 人で出発となった。ところがどうしたわけが、団長の私が板付出

発直前出発式の時になって嘔吐するなど思いもよらぬ事故になってしまった。5 月にも一寸

した嘔吐があった。従来胃腸の調子はよいとはいえないが吐くようなことはなかったのに、

今年になって、しかも近々2 度目。食あたりなど考えられないのに、どうしたことだろうか。

日航社は板付でも成田でも、ハワイへの機内でもていねいに処遇してくれた。出発前の記

者会見（2 社）のときに気分が悪くなった。カメラのライトもいやだったが、朝日系の質問

がまた嫌味たらたらのものだったので、気分的なものも手伝ったのかも知れない。それよ

りも昨日は休みもせず、固定した姿勢で高野切臨書を長時間やって疲労が出ていたせいも

あろう。ともあれ、体がデリケートになっていることを自分で忘れているようだ。中食の

トンカツ定食のあと 50 分ぐらいの事だからそれが自分に合わなかったのであろう。嘔吐が

十分でなかったので苦しさ百倍、板付では汗びっしょり、シャツとパンツは新規に着がえ、

ワイシャツはアイロンで乾燥してもらった。 
 
9 月 3 日（火）〔ハワイ時間 9 月 2 日〕 
コナでの県人会 100 年祝賀会 
ハワイ官約移民百周年の公的なものとしては実行委員会形式ですでに 6 月 20 日にホノルル

のアワク知念公会堂で行なわれ、これには永井副知事が参加、全国的にも各県、政府関係

者が参加した。福岡県ではこれとは別に知事を団長とし、県会議長、豊前市長らを副団長

とする祝賀訪問団が編成され、今回の訪問となり、コナ、ヒロ、カウアイ、ホノルルの 4
つの県人会で歓迎祝賀の会が行われ、県からは御祝儀、記念品、高齢者へのお祝状記念品

がおくられ、知事は別途色紙を書いてさし上げるという形をとった。その意味で官的移民

100 年というが、あくまでこれは県レベルでの行事である。新聞（朝日）ではいや味をこめ

て訪問団が多すぎて県費の無駄づかいという記事を書いたが、それは解釈の仕様で、実際、

開拓者たちの苦労から始まり、今日の政治経済の隆盛までの 100 年を、敬老の意をこめて

回想祝賀し、姉妹関係にある県の立場をかみしめ直すということは十分意味のあることだ

と思った。とくに、コナなど県人会の人達はわれわれ訪問団を迎えて、真の祝賀の気分に

なってくれた。今日のコナ、そしてマナゴホテルでの宴会はその意味がよくこもっていた。

県人会長をしている真子さんの経営のホテルなのだ。 
 
9 月 4 日（水）〔ハワイ 9 月 3 日〕 
ヒロでの上村雅一さん 
前回訪問のときは私はいけなくて、みゆきがハワイ島はいい所だといっていたのを思い出
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すが、その通りだ。ヒロはホテルも一流。海岸近くの公園もとくに気に入った。ホノルル

のように雑沓がないだけでも大変にいい。景色も抜群である。夜、除隊クラブハウスで移

民 100 年のヒロ県人会祝賀会があった。ここではハワイ島県人会顧問という上村雅一とい

う人が少し長すぎたがあいさつした。奥田知事が少しほめられすぎたということかも知れ

ない。県民党でやれということも言った。それに対し、自民党の県議が一寸やじった。亀

井のことにふれなかったということもあろうが、一般席は感じがよくない印象を県議たち

にもったに違いない。上村氏はそれでも党派をこえてと強調した。郷土を常に思い、その

繁栄をきくとうれしいといった。実にすなおな表現ではないか。自民党の連中は対立すべ

き場と共感すべき場を区別しないでいる。奥田をほめすぎると感じはよくないかも知れな

いが、そこは抑えて、共感の中でなぜ沸こうとしないのか。下劣な人達である。上村氏は

ハワイ島でいろいろの役をしている古老の一人だ。「修身」の教科書がよかったと素直にの

べた。日の丸も必要といった。だが軍国主義的な意味では決してなかった。彼はひたすら

日本人としての共感を求めて強調していたのである。 
 
9 月 5 日（木）〔ハワイ 9 月 4 日〕 
ハワイで竹中組長逮捕されたというニュース 
ホノルルでは前回同様リージェントホテルがわれらの泊地。今回の訪問では目新しいもの

はなく、又求めてあちこちをまわることもなかった。総領事館を訪ねたが総領事は留守、

田中陸が対応。彼は福岡県出身の若い外交官だ。一和会と抗争中の山口組の竹中らがホノ

ルルで、オトリ捜査によって逮捕されたということ盛んに話題にしてくれた。田中領事は

くわしく知る立場にある。竹中は山口組の 4 代目組長、逮捕されたのは 3 人。現地時間 2
日午後ホノルルのホテルで覚醒剤・ヘロインを所持しているところをハワイ警察捜査員が

踏み込んで逮捕したという。麻薬取締当局、税関、移民局、入管、警察らが協力して「お

とり捜査」の成果としてのことらしい。日本ではできないことをアメリカがしたわけで、

日本へのつらあてでもあろうかといわれる。香港も舞台とした大がかりな三角行動範囲の

取引きで、自動小銃、ロケット発射装置、殺し屋依頼なども大きく問題になるだろうとい

う。百数十億円にのぼる取引きを全く気づかれぬように最後まで相手をだましつづけて化

けの皮をはぎとってゆき、抑えたという。一年も前から周到に準備された捜査劇らしい。

大がかりな国際暴力を企画する方もする方、おとりで対応する方もする方。びっくり。 
 
9 月 6 日（金）〔ハワイ 9 月 5 日〕 
カウアイ（KAUAI）島を瞥見 
短い時間ながらのカウアイ島訪問は実によかった。但し昨夜は 3 時ごろ便所に行った後腹

痛のためよく眠れず不調がつづいていて心は晴れではなかった。自然がよく残りまた来て

みたいのがカウアイ島である。ワイキキビーチではなく、ハワイ島、カウアイ島がどれほ



奥田八二日記（1985 年） 

122 
 

どいいか、来てみた者にしかわからないだろう。ワイアレアレでのボート遊び、バンドつ

き土民の踊りで退屈させず両岸の景色のすばらしさ、中間点（折返し点）で上陸、シダの

洞窟に行き、「結婚式」をした。ハワイ島もだがこの島も火山島でハワイ群島の中では一番

古くから発見、来島者があったといわれている。生活手段は貧しいのかも知れないが、こ

ういう所に来てしばらくでも住んでみたいという気がした。島を行政上 county と呼び、長

を mayor という。トニー国村さんがその人で、小太りながら好人物である。有吉知事と並

び、州議会で有名だったらしく、その行政手腕は島内で高くかわれている。この島への訪

問は今回 19 人来訪した県議のうち議長の田中氏と野原幹事長の二人だけだった。二日つづ

けてゴルフに行ったという県議もあったが、ハワイに来てまでゴルフをしなくとも、現地

の野趣を十分に味わってみようという気持はわかないのだろうか。 
 
9 月 7 日（土）〔ハワイ 9 月 6 日〕 
ハワイでもらったレイ 
9 時 45 分にホテル発、荷物は旅行社におまかせだ。このホテルに着いた時、日本航空と白

木屋から花と果物の籠がとどけられており、とてもわれわれ二人で消化できるものではな

かったので、事務側に少しは処理してもらった。ハワイはどこでも客を迎え敬意をあらわ

すのに花環（レイ）をくれる。私は残念ながら花の名を知らない。カーネーション、ハイ

ビスカス、プーネリア、パラカラ等々その他あれこれある。赤、白、黄緑、大、小、密疎

さまざまであり、ものによっては大変な手数を要するものである。もちろん年中花はある

らしい。しかし中には少しずつ冷蔵庫に取りためて保管貯蔵をしないと、数がとても間に

あわないものもあるという。日本に帰る時、別送（機内もち込み）箱の一部として、コナ

でもらった生花があったので、その中に、まだ新しいだろうと思われるレイを何本も入れ

て持ち帰った。成田の税関で没収されればそれまでと思ったのだが無事通関できたので、

一彦のうちにその箱をもってゆき、開いて、一家全員揃っての写真撮影のとき、レイを首

にかけて撮った。いい匂いが横須賀まで運び込まれ、みんながそれを楽しむことができた。 
 
9 月 8 日（日） 
横須賀での「全員集合」 
昨日ハワイから成田に着き、荷物は大石君に処理してもらってわれわれは横須賀の一彦の

うちに寄った。大石君と代わった佐々木君が送ってくれた。啓二、ライヤ、直美も来てい

てみんなで夕食するのを待ちかまえていた。久美、麗衣の二人は少し前羽田まで呼んで会

っているのでびっくりはしなかったが、二年も見ないうちに、すごく大きくなり、久美は

もう大人といっていい。小学 6 年と 4 年。もう何でもひとりでやって手がかからない。夏

休みはかなり泳いだのか黒くやけて元気そのものだ。全員集合という形になり、みんなで

はしゃいだ。ただ私は腹の調子がもう一つ十分でなく快活になれなかった。ハワイからの
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みやげに花輪レイがたくさんあって、それを各自首にかけ、入れかわり立ちかわって写真

をとったりして一時楽しい時間をすごした。みやげのコーヒーとチョコレートは直美がち

ゃっかり三等分して、それぞれ持ち帰ることになった。10 時半頃啓二直美は引揚げた。旅

費がかさむのでわれわれ夫妻が上京するのが「全員集合」には一番費用が安上がりになる。

福岡にということでは誰かが遠慮してしまう。こうした「全員集合」は 2 年ぶりぐらいで

はなかろうか。今後はあれこれ条件が加わるからますます困難になるだろう。正に一期一

会である。 
 
9 月 9 日（月） 
野村証券、総研からの情報 
企業適地（工場立地）説明会が日本橋の野村証券本社の会場で行われ、122 人の客の参加を

得て盛大裡に終えることができた。この県の行事には野村証券、野村総研がいろいろと援

助協力してくれて有難かった。福岡県の PR に大いに役立ったと思う。われわれはこのごろ

県政活性化の面で県が大いにポテンシャルをもっていることを強調しているが、今日の野

村総研の上野氏の講演でもそれが指摘されたと思う。上野氏は臨海型の時代から内陸型へ

の傾斜についても指摘していた。重厚長大が臨海型とすれば、軽薄短小は空路と高速道路

によって立地価値が高められ中央指向型からもはずれるわけだ。福岡県をもう一度見直そ

うということで、今日の説明会、講演は勇気づけになったと思う。それから上野氏の話で

面白い指摘と思ったのは、近頃企業のベンチャー化が進み、従来の企業と製品の結びつき

が一定してこなくなったことだ。私は近頃、宇部興産は何をする企業なのかといったこと

がある。東レが例に出た。それほど企業の製品が多様化しシフトがえがおこっている。新

しい結合体がおこっている。製品またしかりで、この方面の情報はしばらく時間をおくと

もう古くなってしまうのである。 
 
9 月 10 日（火） 
ハワイ官約移民 100 年記念福岡県人会慰問旅行の意義 
ハワイのみやげをさげて県記者クラブ室に行き雑談したが記者たちはあまり興味なさそう

にきいていた。私はハワイを観光、新婚旅行地というように表面だけで捉えるのでなく、

日本人移民100年の歴史的足跡という観点でとらえるべきだということを付言しておいた。

夕方アメリカ総領事館にモーフォード氏を訪ね帰国報告をしたときも同様のことを付言し

ておいた。ハワイでは単に官約移民 100 年という形式的祝賀というよりは、この 100 年が

何を語るかということについての咀嚼の仕直しがこの際必要ではないかということを私は

強調したいのである。砂糖キビ畑での奴隷同様の労働からの立ち上がりであり、太平洋戦

争期の迫害、戦争への駆り出し、そしてヨーロッパ戦線などでの勇敢な戦闘歴を残した日

系人の足跡は特筆すべきものをもっている。そして今日の有吉州知事の実現、州議員の活
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躍。そうした解放、活躍、自由、その上に今日のハワイがあるということを考えてみる必

要があろう。又ハワイ州のおかれた環太平洋諸国との交流関係の位置、役割。こうしたハ

ワイと州県姉妹関係に立つ福岡県なのである。決して朝日新聞がいうような観光旅行では

なかったのである。 
 
9 月 11 日（水） 
自民党県議ハワイ訪問者の反モラール性 
県会議員の中には思い上ったようなのが時にいる。とくに自民党の 1 年生議員がそうだと

いわれる。それが今回ハワイ訪問の時にもあらわれ、事務系の者から顰蹙をかっている。

他面、ハワイ州知事レベルでは強い不快感をまき散らし、日米親善にマイナス作用を与え

たのは確実である。とくに私のあいさつの時にヤジを入れることが多かった。日米という

立場で、又は福岡県とハワイ州という立場でものをいっているシーンの中で、何が県議会

の与野党なのか、それをわきまえないのだ。こういう場で亀井が奥田がという比較をもち

出すべきでない。向うの人にきこえるようなヤジの形でなのである。自民党議員の二人ほ

どがワシントンプレースの知事招宴に招かれなかったという。多分、県議会で私にハワイ

との交流についての質問中「朝貢」外交ではないかと発言したのが向うにチェックされて

いたからではないかと推測される。あるいはハワイより韓国をといった発言も問題にされ

たのかも知れない。定かではないが、有吉知事夫人がワシントンプレースの来歴を招宴の

席でとくに説明したが、「年の割に厚化粧して」といったとか。そこには有吉氏の息子、娘

もいてきこえていたとのこと。最低というしかない。それが事実だとしたら。 
 
9 月 12 日（木） 
病院の経営難 
自治体病院（県立、市立、町立）の経営難は今日軒並みである。今日、市町立のそれの経

営難を県費でみてくれないかとの陳情が、市町村長、病院長など揃って要望にやってきた。

いわば厚生行政、医療行政のしからしむるところであろうし、医療機械が不断に革新され

ていく今日、それに追付けない「機械貧乏」ということでもあろう。厚生省は医療費を切

り下げる。医師不足で人件費は高騰する。医療機械のおくれた病院には患者は寄りつかな

い。患者は療養費払いの強化で負担を嫌いニーズを落としている。公立病院だけではなく、

民間医療機関にも同じ環境はある。公立なるがゆえに、民間ほどには「うまく」立ちまわ

れない、又は経営におおまんさがあるという差はあるだろう。しかし、市、町から県に助

けてくれという要請はあっても、よろしいというわけにはいかない。要請する側は公共医

療、地域医療の確保に県は責任があるはずという。正論ではあるが、では、というわけに

はいかない。どうするかということについては審議会のようなものを設置して結論を出し

てほしいと思う。そうすることによってコンセンサスがえられたら、どうするにしてもし
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やすい。県立病院も含めて考えてほしいのである。 
 
9 月 13 日（金） 
暴風雨被害地を視察して感じたこと 
台風 13 号が去る 8 月 31 日に暴風を伴い九州西部を縦断したが、その際、かなりな被害を

残した。天災の少ない福岡県ではあるが、昨年の干害もそうだったが、小さな天災はつづ

いている。さけられないといえばいえなくはないが、やはり人間がどこかに残している弱

点が衝かれたのである。今日行った柳川昭代干拓地の稲の潮害も満潮で打ち上げた潮が風

に散って稲にかかったといわれるものであるが、あと 1 メートルも堰堤を高くしておけば

防げたかと問うと、防げただろうとの答であった。それでは実際に干拓する時に 1 メート

ル高めに堰堤を築けばいいかというと、そうはしなかったであろう。自然は人間のその常

識を乗りこえるのである。常識的な堤の高さというものが、理論上あるだろう。又、今回

被害をうけるような所まで稲を作らずに、もっと手前のところでとめておけば被害はなか

ったかも知れないが、平常はギリギリまで稲を作り堤で一応安心している。柿やぶどうの

被害も人間の欲が、意欲が、そこまで伸びきっている、その所をこえて今回の暴風が果樹

に損傷を与えたのである。だったら、被害はリスクであり、共済で解決するしかない。 
 
9 月 14 日（土） 
鯰田地区の人達との対話 
鯰田公民館で「地域づくり」実践者の方々との「知事との対話」集会をもった。40 人ほど

集ったろう。幹部ばかりで、地区清掃、老人・青少年対策、身障者ふれ合いなど組織的に

いろんなことをしている。地域福祉振興基金からモデル事業地区としての指定をうけ補助

金もうけている。帰りに老人・子供で一しょに作ったものということでサツマイモを頂い

た。又中食は、せっかく行ったのだからカレーライスでも食べながら幹部の人達と懇談も

したいという私の提言がいれられ、老人給食をボランティアでしている人達が手料理の弁

当（老人向き）を作ってくれていて 20 人ばかりでそれをつつきながらの懇談になった。昔

三菱炭鉱があったところだが、今はその面影は見られず、地域の人達の表情が実に明るい

との印象をうけた。一般に筑豊では依存主義が横行していると思っていたのに、鯰田はま

るきりその逆のように思えた。筑豊の他の地域でも、やがてこうなるだろうと思うし、今

日の対話の時も、筑豊の将来をどう思うかとの質問も出たので、内陸型工業の時代がやが

てくるだろうから歯をくいしばってがんばってくれとはげましておいた。鯰田地区は真に

モデルと思う。 
 
9 月 15 日（日） 
敬老の日 
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不思議といいたいが、毎年九月半ばになると涼気が感じられる。満洲などでは急に寒くな

ったものだ。冷房なしで夜をすごし寝ることができる。裏庭はそれでも蚊が多くて尋常で

はない。ふうせんかずらがだいぶん色づいてきた。これは緑の方がいい。鈴虫は二籠に分

けて台所と客間においているが、終日虫の音の中で暮らしているようなものだ。少し劣え

すら感じられるこの頃である。庭の雑草が伸び放題になっているのも、いかにも初秋らし

いではないか。今日敬老の日は、例年同様、市長が総理のお祝状を満百歳の人に伝達する。

市長、知事のお祝状も同時に渡す。マスコミの絵になるようにか、同時同所がえらばれ、

今年は那珂の廣田松次郎という方が対象だった。背筋がしゃんと伸び、玄関まで送って下

さる元気ぶり。奥さんは 89 歳になったという。二人揃ってのこの高齢ぶりはうらやましい

程だ。奥さんの方は、入院中だったが、この日の為に一時退院とのこと。少し弱っておら

れるようだ。年寄りに敬意を表し、大事に対応することはいいことだ。長男 70 歳というこ

とだが、居合わせた家族の方々に、「大事にしてあげて下さい」といって廣田家を辞したの

であった。 
 
9 月 16 日（月） 
つくば博の終幕 
つくば博 EXPO’85 科学技術博というのが今日 6 ヵ月の会期の幕を閉じ、盛大なフィナーレ

の式典の数々がおこなわれた。48 ヵ国から参加入場者 2033 万人という。毎日 11～12 万人

の観客がつめかけたことになる。人気あるパビリオンには人々が殺到した。七月の全国知

事会のとき、富士通と茨城県博とテーマ博の会場だけ見せてもらったが、その時に別入口

から入ったわれわれからみると、暑いのに一般入場者は開門を前に長蛇の列を作り開門に

よりくもの子を散らすように思い思いのパビリオン目がけて殺到する子供たちの姿を見た

のが今も印象的だが、我先にと走り込まないと時間がかかって仕様がないということをみ

んな知っており、走ると汗かくことを知りつつも先を争うのだという。ともあれ、先端技

術を駆使して子供好みの未来の夢、技術の驚異を争って展示しているのが多いようだが、

私ら、人気パビリオンで不思議に酔うのもいいが、ゆったりとした考えさせるパビリオン

もあるのではないか。その方があとに残るのではないかと思う。私は富士通の極大極小の

世界を見たのだが、驚き以外に何も残らなかった。あれでいいのかなと思った。教育はな

く、ショーであった。一瞬の驚異の世界への遊びだった。 
 
9 月 17 日（火） 
自虐 
大手門会館 7F の大会場で拙著〝県政ひとすじ〟の出版記念パーティが開かれた。大学、法

曹界、労働界、県庁役職員、婦人団体など 200 人から 250 人の集会になった。県庁関係で

は副知事、部長、秘書室、広報室など 15 人ほど来ていた。木梨さんが司会、具島先生が代
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表してあいさつされた。九大とくに教養部の人達も少くなく、高教組ではコーラス隊を準

備してアトラクションを提供、最後に私ら夫妻に花束が贈られ、私が出版に至る感想をの

べて謝辞とした。八丁君の話では 12,000 部がほぼ売れてしまう状況だそうだ。増刷がこれ

以上ありうるかどうかはわからない。でも、よく売れた方だろう。具島さんは知事一期目

で 2 年過ぎた時点で出版物を出す知事は前例がないのではないかとのことであったが、さ

て、それはどうだろう。私は毎日新聞の家令総局長が「総立ち」（福岡評論 9 月 16 日）の

中で日本人は少々自虐趣味があると書いているのを引き合いに出しながら、私も少々どこ

ろか大いに自虐性があって、それゆえ忙しいからだでよくも出版までできるものだとの大

方の疑問にこたえうるという話をしたのであった。みゆきはひとに「何時そんな仕事をし

たのか知りません」と同じ家にいてもわからないと説明している。自虐の産物だろうか。 
 

9 月 18 日（水） 
森林資源を守っていくにはどうすればよいか 
今日午後宝珠山村々民センターでおこなわれていた甘木農林事務所管内の林業振興研修大

会での知事のあいさつの中で、森林資源の重要性を訴える部分に、近年世界的にみて毎年

2000 万 ha の緑が砂漠化しつつあるというくだりがあった。今年は国連の国際森林年でも

あり、県でもフィリッピンへの「ラブグリーン」植樹団が派遣されたばかりである。この

砂漠化は植樹や管理に手抜きしつつ他方で濫伐が行われているからであることは明かだ。

資本主義といってしまうとそれまでだが、森林ないし緑が資本主義にさらされないように

する体制もありうるのである。他方で木材価格の停迷
ﾏ ﾏ

、林業不振、林業農家の苦境、後継

者難が叫ばれている。この両方からのアプローチがわれわれが自分で自分の緑の環境を守

るのに必要なポイントではないかと思う。土地所有、山林所有制度がその基礎に問題とし

て横たわっているであろうが、それでも政治行政の力で資本主義を抑制すること、山村の

住民、山林所有者が、資本主義にどっぷりつかってしまわないこと、この二つの手だてを

補助手段に使う必要があるだろう。小石原や宝珠山は福岡県では森林資源に富んでいる地

域だ。車で通りながらこの緑を残すには政治、行政と住民山林所有者が資本主義に犯され

ぬようにしたいものだと考えてみた。 
 
9 月 19 日（木） 
ラブグリーン帰国報告をうけて 
中島県議が団長として〝若人の翼〟ラブグリーンを比島にとばし、向うの青年と交流、植

樹をしてきたといって早速その報告にみえた。（午後 3 時に会見した）。ミンダナオ島など

オイスカの仕事の連携もあったようだ。ラワン材の濫伐がひどく、荒れ放題になっている

現地に、植樹の大切さを吹込んできたという。自分たちにもそれを心でいってきかせるこ

とにもなったと団員の一人はいった。私には昨日の林業振興研修大会のことがまだ鮮かに
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頭に残っていたので昨日帰国したばかりの〝翼〟の団員がいうことがひどく感銘的にきこ

えた。昨日は資本主義と書いたが、商業主義的というのが適切だろう。世界はそれで荒れ

ていっている。ドルがほしいのにドルをかせぐ源資がないので森林を荒らしてまでラワン

を濫伐する。あとに植樹すればいいのにしないのだ。木と緑は水源にとっても絶対に必要

である。緑を保全するためには軍備と比較にならぬほど公的投資の要がある。木は育つの

に 30 年はかかる。30 年先の収入を見込んだ投資をするほど今日の人はゆとりをもたない。

だったら植樹と林樹の管理は公的義務に属する。私的所有とそれで生活しようとする制度、

体制にそもそも無理がある。 
 
9 月 20 日（金） 
不愉快なことがある 
あまり面白からぬことがつづく。朝一番に自民党の高岡新が有明ののり漁協の幹部を連れ

て来た。分裂組合の一方の代表で、のりの小間の分け方に漁連幹部がわざと不公平を決定

したので知事が忠告をしてくれという陳情である。自分たちの自治の問題なので知事にで

きることではない。次に消費生活審議会の委員の辞令交付と委員会があったが、その中に

高田源清がいた。私が会議室（庁議室）の各委員席をまわりながら辞令を渡す形をとった

が、そして各委員の大半は留任の形なのだが、高田源清はひったくるような感じのする受

取り方であった。今年の春彼を収用委員の任期満了に伴い、27 年もの継続の老骨の故をも

って再任しなかったのだが、どうも今日の態度はその腹いせのように思える。1 昨年の夏知

事選の直後の混乱期に奥田知事解嘱署名運動の筆頭代表だった高田であり、県の行政委員

会の数多くに居すわっている高田である。その一つくらい解任されたとて自分の立場を考

えれば了とすべきだのに、なぜ再任せぬかと文句をたらたら並べ立てたらしい。とんでも

ない野郎で今回も民生部から相談があれば私は重任に反対したはずだのに相談がなかった

のは残念だった。県政に敵を懐く奴に委員をさせていいことがあろうはずがない。 
 
9 月 21 日（土） 
県知事を知性と感性とでみたとき 
北九に行った時間の余りを利用する形で学者・文化人と称する人達と弥生会館で懇談会を

もった。知事選後はじめて会うという。遠慮する人が多いのだ。今日の集りも弁護士、北

九大の教授ら 26人だが、みんな遠慮してか自分達の方から知事に会おうというのではなく、

当方秘書の側から知事が北九に泊るので集ってみないかと誘いかけて成立した集りである。

もっとそちら側から要望してくれと私の方から水を向けておいた。話の内容は、ひるま、

農業をしている婦人達（生活改善グループ）との「知事との対話」とくらべ、はるかに固

いものになってしまった。前者は知性をおし立てての懇話になり、後者は感性による知事

との接触になった。知事の仕事はいうまでもなく知性も感性も、むしろ両方の面から理解
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されなくてはならない。むしろといえば感性の方が勝っているかも知れない。だから後者

の場合よかった、よかったという結論になるが、前者の場合は、どうも割切れない、わか

らないものが残るということになる。現実の対応からすれば割切れないものが残るのが当

然ということにもなる。学文というがむしろ「学」的であって、保守か革新かが問題で、

革新ならこうなくてはならぬという角度から知事を見ようとする。私の方からの説明も理

解されにくい。 
 
9 月 22 日（日） 
孔子廟書法展に入選して 
長崎の孔子廟で中国総領事館開設記念ということで、「孔子廟書法展」があって今日行った。

この夏岸本先生から私も出品しないかとのすすめがあったので、何とはなしに出品してみ

た経緯がある。四書五経の文言が望ましいということだったので、中庸からとった、「極高

明而道中庸」という内容である。はじめ行書体で書いて岸本先生に見てもらったら、もう

一回書き直してみたらどうだろうといわれたのでこんどは草書体にしてみて、又見てもら

ったらそれにしようとすすめられて、先生におまかせした。あとでよく考えてみると文中

「而」を書き落した作品になっていた。あえていえば許されるだろうが、大変な落度であ

る。しかし出してしまったものは仕方がない。それが 1200 点ほどの出品のうち 1/10 ほど

に絞られた中に私のが入賞したという知らせには驚いてしまった。知事だからオマケだっ

たのだろうと思っていたのだが、審査は名はふせて厳選されたというのである。大賞には

至らなかったが孔子廟賞の上位入賞ですとの説明である。今日は賞状もいただいた。孔子

廟歴博当局の話では私のを記念として石彫にして残すということであった。はずかしいこ

とになってしまったが、それもひとさまにまかせるしかないと観念した。 
 
9 月 23 日（月） 
「陶魂」揮毫 
小石原焼の窯元 梶原藤徳氏が庭先に巨大な 20 トン余の石を搬入し、以前から私に碑を建

てるからこの石に揮毫してくれといっていた。2 ヵ月も前からその文字と大きさを注文して

きていた。この五月十日に高松宮来福の折（日赤血液センター竣工式のため）小石原のこ

の窯元に行かれ、私もお伴したのであった。だから文字は高松宮宣仁殿下御座処碑という

ことで書は奥田八二、建立主は梶原藤徳、施行者柳瀬重光という中味。そして一文字 60 セ

ンチの大きさで陶魂と書くことになっている。この文字が従来にない厄介もの。穂先 12cm
もある特別の太筆をそのためにおろした。中国に行ったときに、こういうことがあっても

いいように買ってきていた筆である。日本で買えば何万円するだろうか。中国旅行中だか

ら向うでどれだけしたのか覚えてはいないものであった。全紙を何枚も使って書き直しつ

つ遂に仕上げることができた。墨摺りも大変だったが半分はみゆきが手伝ってくれた。ほ
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んとうに大仕事といわざるをえないが、今日の休日、これだけのことができても意味があ

ったと思う。ただ、これまた好きでないとできないことだろう。まだまだ頼まれている揮

毫が残っていて気掛りだが今日は措こう。 
 
9 月 24 日（火） 
無性に書いている日記 
明日から 9 月議会の代表質問。久しぶりに早く帰った。夏ぶあつい手帳をもち歩くことを

やめていたら、ブランクがたくさんできていた。そのままにしておこうかと思ったが、日

記と同じ気持で埋めるのがよいと思い、古い記録など探しながら埋めていった。思うにそ

れが何ほどの価値があろうか、時間をかけてだ。それでもブランクを埋めようと思う。な

ぜなのか自分でも説明がつかない。理由なく書いている。日記の場合、毎日かなりな精力

投入である。書きなぐる、どんどん書いていく、いい文章にしようなんて毛頭考えない、

何でもいい、その日のページを隅から隅まで埋めつくさないと気がおさまらない、それだ

けの理由で書いている。ただ、何かの役に立つに違いないと思う。昨年の同じ今日、啓二・

ライヤが帰京している。日記にそう書いている。偶然の一致だろうし、今日それを読んで

目にとまった。書いているからわかったのだ。しかし、それが判ろうと否と、どうでもい

いといえばそれまでなんであろう。が、わかっただけ、それをみゆきに話すと、「そうだっ

たの」とびっくりしている。互いに記憶がどんどん消えていく。消えていてもよいが、書

き止められているともっといい。ただそれだけのことだ。こういう衝動的な記帳行動がど

こまでつづくのか、わからない。 
 
9 月 25 日（水） 
左の目に新しい問題 
暑さ寒さも彼岸までという通り、昨夜あたり薄いふとんではもういけない状況になってき

た。9 月県議会の代表質問が今日から始まったので 7 時起床という日程がつづく。そのため

ではないが、近頃十分にねむれない。熟睡はしているとは思うが、朝方便所に起きてあと

がねむったような状態と思えない日がつづいている。便所といっても納得のいくような量

の小便が出るわけではないのに、覚醒の小用、尿意がおこる。健康とはいえないわけだ。

それに 2～3 日前から右のまぶたに何かはれぼったい状況がでてきた。目薬をと思って使っ

てみたが、ききめがあるわけでなく上下のまぶたが少し赤味を帯びてふくらんだようにみ

える。黒味を帯びたという表現も加えた方がいいかも知れぬ。済生会福岡病院の田原医師

が目の異常について訴えると、私の糖尿併発懸念を否定し、「メガネがうまくあわないせい

だ」と診断、その更新をすすめ処方箋を書いてくれた。4 ヵ月も前のこと。近頃それを新天

町ハナブサに行って新規注文することになり、今日出来上ったのを受けとったが、老眼の

度が進んだものとなっており、価格 74,000 円。それでも右目がどうもいけない。これは以
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前からの目やにみたいな気色がするのと違った新しい目の問題である。議会が乗りきれる

かが心配である。 
 
9 月 26 日（木） 
住宅の不満あれこれ 
雨がはげしく降ると玄関洗面所前あたりに雨もりがする音がきこえる。又寝室の天井は以

前から天井板に巣くった虫が糞をいたるところに落として寝台の上、近くにかけた洋服な

どを糞で汚した。この両者につき一昨、昨日と二日がかりで藤江君が対応してくれた。私

は大工など呼んで天井の張りかえや、瓦の葺きかえをしたらいいと思っていたのだが、藤

江君の薬液を買ってきて天井に塗布したりして対応している。うまくいけばよいのだが。

15 年もたてば住宅もあれこれ不満な点がでてくるものだ。千代町の借家の屋根板が台風 13
号で飛び、これは藤江君が早速兄弟と連絡して瓦を全部葺きかえてくれたので、今は立派

になっている。住宅についていえば、今はもう少し広い敷地のあるところが欲しいが、建

てかえるわけにもいかないので、客の手前貧相とは思うが、このまま辛抱することにする

しかない。書物の整理など狭いのだが、今は、もう建てかえの気はおこらない。それより

か、不要と思われる書物は整理して、スペースをあけた方がよいだろう。生活に密着して

きた古いものには愛着があって、なかなか処分できないものだ。狭さ、古さと闘いながら

住みつづけよう。 
 
9 月 27 日（金） 
自民、緑民、公明の知事攻撃に思う 
9 月県議会は一般質問に入ったが比較的に平穏である。自民、緑政、民社、公明の野党各派

は知事攻撃の意図を隠さない。以前より問題が少くなり、攻撃しにくくなったことも事実

だ。ただまだよくヤジをとばしている。緑政の大石、井上（勝）あたりがあくどい。自民

の高岡もぶつぶついっている。自民が公明を説得して、次期知事選に首藤を担ぎ出そうと

しているが、県議会でもそうした背景が反映している。首藤が応諾するには、自公民の合

意が必要で、その線で県会議員も何らか牽制をうけて動いているように見える。彼等の知

事攻撃は、県勢の停滞の責任一点にしぼられ、その応用として企業誘致、財政調整基金の

取崩しを俎上にのせている。革新知事では県勢は衰退するばかりだという論法である。彼

等は自民党政府の補助金カット自治体への負担転嫁や軍事予算の聖域化（予算突出）を問

題にしない。君が代、日の丸の末端学校での強要も首相閣僚の靖国神社公式参拝、それに

対する中国からの批判、秘密保護法の制定策動を何とも思わない。県民の無言の批判をう

けるに相違ない。 
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9 月 28 日（土） 
産炭地田川地区に蘇生の展望はあるか 
田川地区住民会議主催の産炭地域危機突破田川地区住民総決起大会が文化センターでひら

かれた。産炭法の期限切れや地域改善法の期限切れその他産炭地域に所得を上積みしてい

た国の各種施策がこのままでは終りになるために、地域の焦燥感が高まっている。県も市

町村も財政危機に立っており、独自の施策をする力はない。国の方では何千億という資金

投下にもかかわらず地域浮揚の効果は出ず、国の財政もかなり窮迫しているので産炭地域

所得を上積みしてきた公共事業をこれ以上できないとの態度である。故田中六助氏がこう

した公共事業の創造に大変功績をもつようだが、功ありすぎて、田川を中心とする産炭地

の自立心を育てえなかったのではないだろうか。この時点に立って、もはや従来のような

「おんぶにだっこ」の甘やかしは不可能だ。自立の意識改革が必要だとみんな強調するよ

うになったのは結構だが、過去の田中政策の批判をこの際、基底におくべきではなかろう

か。筑豊炭田一帯とりわけこの田川地区には、生きていくための自立心が育ってないが、

今後育つのかどうか。苦悩にみちた一つの時代がしばらくつづくのではないかと思われる。 
 
9 月 29 日（日） 
整理もされずに、どんどん書斎にものがたまっていく 
昨日今日少しひまができたので、書斎にいる時間ができた。雑然としていた身辺が少しは

整理ができた。毎日 3 時間は自分の時間が欲しい。それがあると、机辺が少しずつ片付い

ていく。知事という仕事にまつわる書類が余程秘書の方にまかしていても自然にたまって

くるし、手紙類、雑誌（定期刊行物）新聞類が次々と積まれていく。捨てればよいのに、

以前からのもの、新規なものを含めて捨てえない心境はいかんともし難い。知事なるが故

にふえる単行本、案内本など数多い。いずれ、県立図書館あたりに寄付したいと思うが、

まとめるにも暇がない。そうする時間をとりたいところだ。揮毫の下書きも捨てればよい

のに、特に捨てないでいるからかなりの嵩になっている。但し、この種の古紙はあれこれ

他に用途があるように思えるので、大事にとっておきということになっている。名刺、手

紙、ハガキもどんどんたまっていく。これ又捨てるにしのびず、あちらにおき、こちらに

おきしながら積もっていく。私がどうにもする能力がなくなった時、誰かが、惜しみなく

捨てるだろう。これら新聞、雑誌、手紙などそのようにして処理されるに違いない。 
 
9 月 30 日（月） 
色紙を書いていく 
色紙、扁額、条幅など、書の注文がどんどんくる。たいていの注文には応じることにして

いる。扁額や条幅は荷が重いが、色紙だと割に軽い。知事立候補以来 3 年近い日が立つが

1000 枚の色紙は書き、配っているのではないか。一波万波というのが中味として一番多い
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が、他にあるにしても、全く同じようなことばかり書くことになってしまう。書き崩し（書

いたあと気に入らぬ出来のもの）は 3～40 枚に一度はあるだろう。又書いてはいるが、で

きることなら使いものにしたくないというのもある。森山君の話では、この頃、RKB に出

演したあと、どんどん来て、その注文をことわるのに困るとのことである。多いのも困る

が、なるべくならことわらずに書いてあげたい。近頃は仮名の練習もしているが、仮名が

すらすら書けるようになったらいいのにと思う。色紙にすらすら書いてみたい。そこまで

到達してみたい。筆をもつこと自体苦にはならないが、何でもこだわらずに書けるわけで

はないから未熟さにとまどいがある。今日は又 20 枚ほど仕上げて秘書室に明日届ける。気

に入らぬのも何枚かあるが、相手の顔が見えないので、少しぐらい気に入らないのも数の

中に入れてしまうことになる。 
 
MEMORANDUM 
〔直美のこと〕 
直美は 3 月に専修大学を卒業してしばらく遊んでいたが、東京でなんとか暮したいといい、

5 月に住友生命新宿支社に外交員として採用になったらしい。福岡に帰って父の許で何彼と

家事手伝いもしてほしいと大石秘書もこの春すすめてくれたが、どうしても東京がいいと

いう。逆に福岡では知事との関係で見られるのが嫌ということのようだ。専修大の先生も

東京での就職なら自信をもって推薦してあげられると学部長先生が私にいったことがある

が、直美はそれも頼まなかったらしい。私の知事職と何か関係があることを嫌っているよ

うだ。その点、一彦も啓二も同じようなことを感じているように思える。親が知事ならか

えって傘に着る人も少くないのに、うちの子達は逆のようだ。人からそういう目で見られ

たくないのである。私からいわせると、その気持は理解できるが、程度もので、うちの子

は度が過ぎているのではなかろうか。就職をお願いしたりするぐらい、別段どういうこと

はないだろうに、と私は思う。悪用とか濫用は困るが適宜利用する方が、される側にもよ

ろこばしいかも知れないのである。遠慮しすぎというべきではないだろうか。私も大石氏

がいうように、直美が福岡で、膝下にいてくれるとどれだけ助かるか知れないと思う。た

だそれを彼女にいうと、身勝手にきこえるだろうから私はとりたててはいわないことにし

ている。思うようにすればいいし、自分のすることは自分で責任をもてばいいと思ってい

る。親の子に対する期待は期待として、これ又私の方で勝手にもっていいのではないか。

11 月 1 日に上京のとき電話してみると、月収は 10 万円ぐらいで、これでは生活するだけで

精一ぱいとのことであった。仲間はどんどん新陳代謝するだろうといったら、かわる人が

多いねといっていた。でも同じ外交でも法人相手で大卒をこんど初めて試用するというケ

ースなので、いわゆる保険外交員とは同じく考えてもらいたくないという。法人リストが

あって、ペアーを作って勧誘するという仕事のようだ。私としては何でもいい、他人の中

でもまれれば、それだけ自己研修になるから、それでいいと思う。私も実は研究生になっ
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て収入も少なかった頃生活の糧に 2～3 ヵ月、保険外交員をしたことがあるが、それなりに

勉強になった。馬鹿くさくなって程なくやめたが、保険会社としてはどんどんやめてくれ

ていいらしい。直美は来春年女という。24 歳になるわけだ。常識的には結婚を考えねばな

らぬ年なのに、彼女は 27―28 歳までこのままでいたいといっていた。そういうものなのか

も知れない。親が思うほどには気にしてないようだ。これ又干渉がましいが、彼女にはど

ういう夫がいいかなと考えるし、誰かに頼んでおこうかとも思ってみる。本人は全くおか

まいなしである。これ又本人の責任だと思えばそれきりなのであるが、私には気になる点

であることはたしかだ。ともかく、しばらくそっとしておくほかない。（11 月 6 日記） 
 
10 月 1 日（火） 
足をとられる夢 
近頃睡眠が十分でない。朝方小用に起きたあとほとんどねむれていない。それだけではな

い。よくない夢をみるからだ。それが 3～４ヵ月か半年に一回か、同じような夢をみる。そ

れは靴をどこかに置き忘れ、どんなに探しても見当らず、苦悶する夢で、型にはまった情

景になる。どこかに置いたのに、その靴が、時間と記憶の断絶があって必要なときにどう

してもみつからず、あせっても探しても出てこないというのである。そのうちに覚醒する

が、問題が解決しないという点に何か不吉なことがあるのではないかと、寝ざめが実に悪

いのである。ないものを探すあせりと絶望その苦しさが当面はやりきれないが、不吉な予

感もよくない。それに近頃は健康に何となく不安が感ぜられるようになった。体に張りが

なくなったようだ。シンがない。老化が一段と進んだのではと心配する。70 歳も 80 歳も生

きる人はこの辺の折にどうだったのだろうかと思う。今の自分のように生気を失うことは

なかっただろう。別の面からいえば、今の自分の、この調子なら早目にいくのではないか

とすら考える。ゆっくりし、ぐっすり眠って、張りのある体調を味い直せるときが来ない

だろうか。 
 

10 月 2 日（水） 
那珂川や杯

ツキ

かたむけて月を待つ 
「かわさき」で県信用保証協会と県の首脳の懇親会があった席、ここの主がススキを生け

サツマイモを供えて月の出を待つしつらえをなしているのに気がついた。こんな時に句で

も出てくるならいいがと思って酒を交わしていたら出て来た句が「那珂川や杯かたむけつ

月を待つ」はちじというのが出て来て、これを書いて主に渡してきた。「はちじ」としたの

は、今日の月、去る 9 月 29 日が十五夜ということであるから居待の月ということになり、

午後 8 時ごろに出るというので月を待ちつつ、満つる潮を那珂川にながめながら、かつ飲

みながら月を待っていて、それがその時刻まで待ちきれぬという気持をあらわそうと思っ

たのであった。「かわさき」は那珂川に面し、そこが満ち潮の最中であり、なかなか風情が
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よい。こんな時、妙句がすぐでてくるためには、平素から心の動きがそうなってなくては

ならないのに、そうはいかない悲しさである。平素からゆとりがいかに大事であるかを痛

感した次第である。主は室見の方まで行ってススキを切ってきて、われわれ客を迎えてく

れたのである。サツマイモの代わりにダンゴでもいいと思ったが、やはりイモでいいのだ

そうだ。月見の会でもしたらよかったに
マ マ

と反省した。 
 
10 月 3 日（木） 
私の海外渡航回数の問題 
知事は外国旅行が多すぎるということが問題になっているとの声がきこえる。それで 11 月

にブラジル移民 75周年とグアムサイパン墓参の二つが重なり合って日程に上ってきている

が、はじめ、墓参にはやむをえないのではないかとのことで日程表にのせていたが、今日

林県議が来ての話では近藤副知事も林出納長もまじえて、私がどちらにも行かないのがい

いという結論になった。新聞屋、自民党あたりで知事就任以来何回と数え、それは亀井よ

り多いというような議論をなしはじめているらしい。もっと内政に力を注げとかいってい

るらしい。ハワイに 2 回、中国には 2 回、そして商談会と青年の船を加えるとこれで 6 回、

それに比島への墓参があって計 7 回ということになる。年 3 回というのでは一寸多いこと

は確か。しかし、好んで行っているわけではないし、行きたくもない。議員族はやっかみ

もあってのことだろう。そんなに海外渡航が気になるのだろうか。ブラジルの件は議員団

の中に、知事が行くべきだと意見開陳する者もある。今日の新聞には中曽根首相が福岡県

知事選出馬に首藤氏を説得したとあり、もう選挙への心を用い、外国には目を向けない方

がいいと社党県議の多くは主張しているらしい。 
 

10 月 4 日（金） 
失対 65 歳線引きに反対する人々 
失対事業 65 歳線引きという政府方針に反対ということで、最近拙宅に全日自労系の人達か

らの反対直訴のハガキ、手紙が続々寄せられている。全部労働部長に手渡してはいるが、

かれこれ 2 週間とはいわぬ長期にわたって毎日配達されてくる。200 も 300 もになるだろ

う。線引きなら 300 万円の退職金を、元気で働きうる間は働かせてほしいという内容でほ

とんど一率
ママ

同じようなことが書いてある。ほとんどが婦人で、70 歳～80 歳という高齢者も

少くない。筑豊、大牟田の人が多い。誰もがいうように、失業対策と生活保護は福岡県で

は他県にくらべようもないほど特殊な重みをもっている。ハガキ、手紙は知事がんばれと

いうことも書いてある。1 昨日だったか、その人達が県庁前～東公園でその趣旨での決起集

会を開いていた。知事に出てこいとはいわなかったが、労働部が対応しただろう。70～80
歳になっても老齢福祉年金だけでは生活できませんとも書いてある。家族関係がどうなっ

ているのかわからないが、おそらく子がないとか、子は親の面倒を見ないようになってい
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るとか、バラバラになって扶養関係がこわれているのであろう。問題は誰がこわしたかに

あろう。行政への甘えが多分にある。そのような行政がつづいてきたことも確かなのだ。 
 
10 月 5 日（土） 
小児ガンを子と共に闘った母親の記録 
高橋和子著「聖子は鳥になった」という 250 ページ余の本が届けられたので、今日北九州、

久留米にとんで数会場のあいさつをする車の中で読了した。7 歳の小学校の女子が神経芽細

胞腫という小児ガンにかかり、母親がその子と共に体験した闘病記である。子供との闘病

生活 2 年余、その疲れは大変だった。家族も大変だった。それが詳細に綴られている。そ

の綴る能力を私は高く買いたい。誰しも経験しうることながら、誰でも綴ることはできな

いだろう。浮羽郡吉井町の人で千年小、久留米医大病院が舞台である。ガンと闘う、何パ

ーセントかの確率の中での闘い。和子さんが書いているように、闘っているうちに、効く

薬が発見されるならと願う。何パーセントの中で闘うということと、闘ううちに妙薬が発

見されるというその二つに願かけて闘うのである。誰しも同じだなと思った。小学校の女

子としては、できすぎである。死に直面すると誰しも死んでなるものかと闘うだろう。奇

蹟を信ずるだろう。何回も何回も自己を反省するだろう。人間がそれなりに洗練される。

しかし終りには、精根つき、静かに眠る。ガンの場合は、その区切りが明確に誰にもわか

る。和子さんはわが子と共にほんとうに一心同体のように闘病つづけていた。 
 

10 月 6 日（日） 
叙勲祝賀会 
北岡幸太郎氏の勲三等瑞宝章叙勲祝賀会が国際センターで行われた。7000 人もの人を集め

た。彼は市議 9 期、その間保育界、環衛界
マ マ

とくに料飲業界、それに水道界など幅広い活動

をしている。保守・革新をとわず政界、行政界の大物（地元出身）が今日は見事にずらり

並んで祝意を表した。亀井前知事が一番はじめに祝辞をのべた。県、市の幹部元幹部がす

べて顔をみせた。衆参両院、県議、市議も多数出席した。料飲業界からは多数動員出席し

ていた。この中で一彦が（啓二が）お世話になった順和保育園の木村さんが顔を出してい

た。ともかくびっくりする程盛大だった。亀井氏が知事を退いて後勲一等をもらって祝賀

会があり、これには私は出席せず、永井副知事が行ったが、県の幹部が多数動員されたと

いう。昨年の話。どれくらい盛大だったのか知らぬが、今日の亀井氏のあいさつは原稿な

しで堂々たるものだった。政界の者でないと、こんなに盛大な祝賀会はしないであろう。

動員にあたった事務裏方さんは大変だったろう。選挙運動にも匹敵する活動を要しただろ

うと思う。遠藤氏が、首藤氏の知事候補決定で自分が指名されずにすんだと私に話しかけ

てきた。 
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10 月 7 日（月） 
今日もち出された話はどれもカネ食いだ 
カネのいる話ばかりが持ち込まれる。久留米に予定の青少年科学館につき市長と豊島市議

が来訪し、現在の構想を 2～3 倍に（床面積 15,000m2）して、それこそ日本一といえるよ

うなのを作ってほしいという。40 億円ぐらいの積りを 100 億ぐらいにという。教育系の話

だから何ともいえないが大きな話だ。商工部長は中小企業の技術情報センターに類するサ

ービスを行うのに、国が 8 億出すので県で 4 億ほど出せないかという話を持ち込んでくる。

社会福祉協議会では、今の会館の土地を護国神社から借りているのを県で用地購入してく

れという。地代が今 400 万とか 600 万とか、その費用を節約したいというのである。又今

の中国技術研修生の受入れを来年度も続けてほしいという話も出た。いくらでもカネのか

かる話が続出してくる。予算がとても苦しいというのに、次から次へと話がでてくる。行

政ニーズというものはこういうものかと思うが、行革ではないが、どこかで基本的にやり

直す必要があると思う。今出てきたような話はもちろん結構な話だ。4 年後の福岡市主催の

アジア太平洋博への出品にしてもカネ食いだ。際限のないニーズにこたえるには、どれか

縮減しなければなるまい。 
 
10 月 8 日（火） 
美しい秋ながらカネのかかる話 
金木犀が強い香を放っている。いつもは 10 月はじめなのに一寸おそいといえる。うちのは

日陰のせいか花が少ない。マツタケのシーズンで料理屋では茶碗むしなどに出され、これ

は山の状況が悪いので貴重品らしく、一本 2 千円もするらしい。秋らしい情景はいくらで

もあるが、身辺はこんなものだ。郡部にいくと、もう穂波は黄味がかっている。秋野菜も

ぐんぐん伸びている。県議会が 11 日までの予定で、最終段階にかかると緊張もふえ、秋の

味どころではなく、非情なものだ。今日は保留質問待ちであったが、明日にもちこされた

ので、その間に、第五学区高校新設誘致の陳情団が来訪してきた。宗像郡、粕屋郡、東区

あたりである。古賀町が第一候補だという陳情である。現在東区香住ヶ丘に建設中だがも

う一つということである。この地方一帯一致して古賀にという勢いになっている模様。62
年度開校ということのようだが、これまた大変な県費が投入されねばならぬ。秋というが、

こういう頭の痛い話ばかり。小西県議が来て、中国との交流の話の中で、天津と県との友

好関係を結ぶべく今準備工作に入っているという。これまたカネのかかる話の持ち込みで

ある。どれも結構な話ではあるが、どこからカネを出せというのだろう。 
 
10 月 9 日（水） 
何が目あてなのか井手宗夫さん 
井手宗夫という県議は何をする人だろうと、休憩に入った委員会の間の時間に控室で近く
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の職員にきいてみた。小郡市代表というのだが、よくもこんな人が選出されたもんだとた

だただぼうぜんである。自民党にとくに、この種の人が多いようだ。不動産業じゃないか

と誰かがいった。今議会で自民党がケシキばんで問題にしている千代 1 丁目の土地取得問

題に井手は知事保留の条例委のトップバッターに立った。県費の無駄づかい、議会にはか

らずにそれをしたというのがいいたい点で、知事答弁と管財課長答弁がくい違っているが

という点からつついてきている。彼の一般質問ですべて答えているが、ここでもう一度知

事に違いを「陳謝」させようというのが彼のねらいである。その質問をするのに、財政硬

直は奥田の責任ということから、説きはじめ、何回も何回もこま切れ質問をして自分の教

養のなさをさらけ出していた。大牟田の高岡新にも似た点があるが、高岡の方がいきり立

つだけかわいさがある。井手はにくにくしげにゆっくり話しかけてくるが多くの自民党議

員にあり勝ちのように、何をいおうとしているのか焦点が明確でなく、知事攻撃の言葉が

いたずらに並ぶのである。近頃は私はこんなのに腹立ちすら覚えなくなったようだ。 
 
10 月 10 日（木） 
筑後川治水 100 年 
筑後川 101 フェアというのが石橋文化センターで開かれた。明治 17 年に政府事業として治

水にとりかかってから 101 年という。九州地方建設局では昨年の 100 周年に企画が間に合

わず 101 年としたそうだが、こういう区切り方も悪くない。次の 100 年に挑むスタートの

年という意味があるからである。治水、水害、流域物産、生棲淡水魚その他「きのう、き

ょう、あす」を示すさまざまな展示があって興味深かったが、とくに水害の絵、写真など

生々しかった。また、淡水魚を水族館のように展示してあるのも美しく感じた。ウナギや

ナマズも改めてまじまじと観測できた。もっと時間が欲しいが、立場上こうしたフェアへ

の立入り時間は僅かしか与えられず残念であった。治水事業については、よく展示を見る

ひまさえなく、理解しないままに終ってしまった。ダム群については、平素の知識を加え、

およそ理解ができたが、フェア実行委員長の九電永倉会長が話していたように、昭和 28 年

の大洪水と夜明ダムの関係、下筌、松原ダムと室原氏との関係など、いろいろ後世に語り

つぐ価値のある話があることをつくづく感じた。いずれ 100 年史が出版されるときく。期

待したい。 
 
10 月 11 日（金） 
知事保留質問 
予算・条例の両特別委員会での知事保留質問に手をあげて残ることは議員にとって名誉で

あるかのようにみえる。とくに、一問一答といえばきこえはよいが、さほど重要でもない

ことを質問して議員は立ったり坐ったり、そのたびにこちらも立ったり坐ったりする。質

問の趣旨がよくつかめず、とくにポイントがわからぬ質問には手こずる。多くいえばどれ
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か当るだろうと思ってあれこれていねいに言っていると、長すぎるとか書いたものを読ま

んかとの野次がとぶ。「〇〇をどう思うか」というようなのは、とくに、どう答えてよいか

わからない。通告が明瞭でないから用意した答弁を単に読んで答弁になるような質問をし

てこないから困ってしまう。相手も、知事は何をいっているのかといい、当方も何を質問

しているのかといいたいことが少くない。ともあれ今回は条例委で井手宗夫、大石正紀の

二人、予算委では山本辰雄、北原守、藤田茂令、井上勝、古賀次夫、牛島巌、板橋元昭の

七人が質問に立った。井手は二日にわたる質問、予算の方のトップバッター板橋は 1 時間

余、この二人が長々とどうでもいいような質問をもったいぶってやったものだ。とくに敵

意をむき出しにして。山本、藤田はわかりよい質問だった。 
 
10 月 12 日（土） 
県産品愛用フルサトフェアー開かれる 
昨年につづいて太宰府神社でのフェアーが今日明日 2 日つづけられる。雨だったのでオー

プニング式は社務所内講堂でおこなう。加地県商工会連合会長の式辞のあと私と市長とが

祝辞をのべた。御土産品の即売市で生産者に勇気づけを行うとともに、買い手にふるさと

の味を通じてそのよさを知ってもらうのが狙いである。当然食料品が多いが、手工芸品も

結構あった。式典ののち、私は傘をさしてはしめというくりかえしをしつつ、各テント（各

町村部屋）をまわって、あいさつ、激励した。商工会の青年部婦人部の人達がそれぞれ似

た形ながら固有の文字を入れた法被を着て（私も）威勢よく客を呼びこむのだが、雨のた

め、客足は少なかった。私はほとんどの町村のテントをまわって、店員たちに握手をした。

県広報室のカメラがあれこれ注文して、その都度ポーズを注文した。青年部の諸君が障害

者施設へのチャリティバザーも開いていて、私も風鎮、バスタオル、茶器の三点を買って

バザーに協力した。思うに、こうした大きな企画は何何大会というような人が集まるイベ

ントと時、所を同じくできるなら、効果もあがると思う。今年は雨にたたられたので、来

年はその点一考を要すると提言してみたい。 
 

10 月 13 日（日） 
コミュニティなき結婚式 
上岡亀弘氏の子息弘二氏の結婚式がニューオータニであり、列席スピーチをした。自民党

衆院議員一区 3 人をはじめ、公明党衆参両院議員、主たる県会議員、創価大学長、創価学

会役員、その他清掃業界親戚等々、友人を含め 350 人が参加、豪華な披露宴であった。粕

屋郡の全町長も参加していた。つまり、友人、業界、政界あげての結婚披露宴であった。

スピーチも延々つづき、祝宴の実が始まるまでに一時間はかかった。そうした中で気付い

たことだが近所の人というのがテーブル名列に一人もいない。これは近頃の結婚式宴会に

は常識になっていることで不思議でないことであろう。昔田舎では村をあげての、もちろ
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ん近隣もふくめての披露宴で 3 日ぐらいの日程であったろう。今日このごろは、350 人とい

っても 3～4時間だから合理化されているといってよかろう。しかし、近隣者はどうなのか。

おそらく別の機会に更
ママ

めて披露がおこなわれると考えてよい。がこういう祝いごとに、近

隣者が来ないということは、「隣は何をする人ぞ」という言葉にあらわされているように、

コミュニティの崩壊を意味しているように思われてならない。コミュニティの蘇生がはか

られてもよいのではなかろうか。 
 
10 月 14 日（月） 
ぎくしゃくしている陣営内部 
大石君が免許証書換講習で、中食等森山君がついた。森山の話では奥田後援会がうまく動

いてないという事例がいくつか出された。岩崎、八丁、大坪、中川、高崎などどこもうま

くいってない。それらが社会党との連携も、そして県議団、嶋津らとも、すべて相互の関

係がぎくしゃくしているという。例を「県政ひとすじ」にとってみても島津が「われわれ

に相談なしに八丁がやった」というような表現をしたというのである。出版記念会にして

も学者文化人系の狭い範囲にしぼり込だ岩崎はそうせざるをえない事情があったという。

後援会はカネが集まらない。森田則一氏では顔がきかないし、東京から来た島野には違和

感があちこちにあるようだ。社会党にも問研にも。だがどうなっていても私には、あれこ

れ指図する資格もないし、口をはさむ気もない。もたもたしているのも、ぎくしゃくして

いるのも気にはなる。でもそれはそれとして見ておくしかない。大きな問題に当面すれば

泥縄的に一致が見出せるようになるだろう。「県政ひとすじ」にしてもあちこち相談して出

すようなものだったかどうか、にわかに判断しかねる。相談すべきであったといえば、そ

ういうこともあるかなと思う程度で、ねばならぬことではなかろう。 
 
10 月 15 日（火） 
計画とビジョン 
今日の総合開発審議会においては牛島議員から、県の新長期計画の実現の年次別計画をも

っているのかとか、記者会見での産炭地域発展計画大綱に関する知事発言についての脱産

炭地宣言（いわき市の場合）のような夕刊記事とか、これらは計画なるものの位置づけに

われわれとの認識の違いがあるように思えてならない。県の計画というようなものはこう

いう場合は単にビジョンといいかえた方がいいのではないか。つまり政策と組む場合の方

向づけであって、〝脱産炭地〟といっても、その年次計画、あるいは企業誘致、道路網整

備などによって〝脱産炭地〟が実現するための投資政策が年次別に示しうるはずがない。

県の長期ビジョンの場合も年次的に数値で示すにはなじまない。青少年の非行防止といい、

ガン死亡率の抑制といいビジョンの方向性であって、年次別の数値で示しうるとは思えな

い。あくまで施策の重点であり、それに向って努力するという程度のものである。そうし
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た意味を理解してもらわないといけない。大綱とか計画という場合、こうした分野次元に

ついてはビジョンという方が適切ではないだろうか。 
 
10 月 16 日（水） 
高野切第二種を一通り終った 
朝 1 枚書いて登庁し、帰宅は少々おそくなり、阪神タイガースのセ・リーグ優勝のテレビ

を見て入浴後に又 1 枚書いて、高野切第二種を書いてしまったことになる。8 月 17 日から

始め丁度 2 ヵ月かかり 56 枚になった。どれを見ても満足でなく下手くそと思うけれど、思

えが何となく仮名もなれてきたと思えるようになった。第 1 種のスタートが 7 月 2 日であ

る。下手なりに貯えておくと次書くときにどれほど上達しているかわかるだろう。第 2 種

は誰にもあまり好まれない手本のようだが、56 枚も書き進んでいくとなれて、これでいい

のではないかとさえ思える。これら今貯えているのは、書き方として、まず一枚を臨書す

る。半紙の中での字配り上の欠点も加えて二枚目で訂正していく。ほとんどが 2 枚目で、

次へ進んだものである。同じのを 2 度書くというやり方で進んできたわけ。多忙ではある

が、次は第三種に挑戦しようと思う。年内に、同じようなやり方でこれも一通りは終りた

い。第三種は以前岸本先生に習っていた頃書いた経験があるから、前二度とくらべると馴

れているのではないかと思う。できればこの三冊をもう一通り一巡書いてみたい。それが

できると、短冊などにも書いてみようかと思うかも知れぬ。今はとても････ 
 

10 月 17 日（木） 
元気でなくなっている 
多くの人が知事は元気だ、こまめにまわるといってくれる。もちろん好きこのんでまわっ

ているわけではないし、元気だとの自覚はない。カラクリ人形のようにまわされているに

すぎないといえばいいすぎだろうが、これが政治というものだろうか。毎日 12 時間勤務に

等しい。自分の時間がほしい。家族の対話は最後の犠牲になる。それに、はた目のように

元気ではない。トシを感ずることがしばしばである。老木が枯れていくように、あちこち

に衰えがみえる、感ずる。目や歯はもちろんだが、スタミナ、活力のなさが自覚される。

だから元気だといってこんなにあやつられると、疲れを覚えることがしばしばで、時にも

のをいいたくなくなる。そんなとき秘書の大石君は知事ご気
ママ

嫌悪しという。もういい加減

にしてくれといいたくなることがしばしばである。毎日の日程にしてもアキがあると期待

していたら、近くせまるとそのアキがつまってしまう。そういうとき気
ママ

嫌が悪くなるのは

当然だろう。孤独な時間がほしいのにそれがほとんどない。便所だって、ひとが待ってい

るという形では落付かない。朝の出発前にすませない大便は、結局一日たまってしまう。

こんなのは健康に悪いと思うのだが、外で待たれた身では、それが済ませられぬ。 
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10 月 18 日（金） 
12 月県議会における野党攻勢を計算して 
知事になってやがて 2 年半。公約に盛り込んだ情報公開はこの 9 月議会で見送らざるをえ

なかった。12 月議会にもちこされた。知事になって直後の 6 月議会で言明した「県独自の

行革」が直面する大きな課題となっており、これ又 12月議会で決着づけなければならない。

となると補正予算中の人勧給与引上げ、教育会館退去請求などとあわせ、これらが 12 月議

会の焦点になる。どれも野党に都合よい攻撃材料を与えることになる。それだから情報公

開だけでも早目に片付けておこうとしたのだが果たせなかった。しかし考えてみれば大き

な問題が山積されている方が議会は乗りやすい。少くとも気分の上でそうなのだ。荷物が

少しぐらい軽くても野党攻勢はかわらない。自民党は首藤氏に次期知事候補をしぼり込ん

だとして気勢があがっているようだ。だが実は外観ほどにまとまりはないようだ。三原、

山崎たち国会議員の系列で首藤がしぼられたようだが、遠藤筋は冷いようだ。ともあれ、

12 月議会は反転して対決ムードが煽られそうだ。ブラジル移民 75 周年には林出納長が、グ

ァム・サイパン慰霊巡拝には大塚副知事がということで知事の外遊は、そのため引締めの

意見が支配的。 
 
10 月 19 日（土） 
依然やかましい国鉄の車内放送 
久しぶりに特急寝台なるものに乗ったが、もうだめだという感じ。時計の秒を刻む音が気

になるというので平素枕許近くに音のする時計はおいてない。古い柱時計のコチコチ刻む

音も気になるので、あれを止めてしまってから久しい。そのことを思うと、寝台車などと

てもじゃないが合わない。安定剤をのんでも駄目。それでも 4 時間余りは何も知らずに列

車は走っていた。名古屋から京都まではそれとはなく感じたが、それから広島までは気が

つかなかった。眠ったのであろう。それにしても国鉄の駅及び車内の放送のなんと嫌なこ

とだろう。同じことを何度も、どうでもいいことを放送する。余分の深切といいたい。む

しろ迷惑である。もちろん昨夜の寝台車では朝まで車内放送はなかったが、六時半になる

とガンガンやり出した。やめろ、やめて、しないでと言ってみたくなる。駅の到着時刻や

屑物入れや車輌編成や、みんなわかっていて乗っているはずである。わからせたいなら、

車の中のわかりやすいところに書いておけばいい。盲人のためというなら、放送はツンボ

の人のためにはならないではないか。いずれにせよやめてほしい。発車ベルもないほうが

いいと思う。 
 
10 月 20 日（日） 
まだゴルフに気分が乗らない（今日、セブンミリオンでコンペあり） 
ゴルフを始めよとの周囲のすすめで何とかやってはいるが、何だか年齢の限界みたいなも
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のを感ずる。フォームが安定しなので成績はあがらない。ハーフを終るとぐったり疲れ後

半の成績がさらに悪くなる。済生会病院の小川先生は、やることに意味があるからやった

がよいという。ボールは何箇も持っていて、ロストになったらポケットから出して平気と

いうことでいいではないですかという。でも、チームを組んではひとに迷惑をかけるわけ

だから気がひける。何回も回数を重ねているうちに、幾分安定してくるだろうから恥をし

のんでやるしかないだろう。それでも今日なんか、できれば願い下げにしてほしかった。1
万 7 千余円のカネがかかったがそれが惜しいというのではないが、今日で三回目のグリー

ンだが、何とはなく気が重い。労働組合の指導者は批判的だったが、最近はその傾向がな

くなって、かなりゴルフをするようになったらしい。そのためであろう、ゴルフ人口はす

ごく多い。全く普通の遊びになってしまった。私の場合、こういうものには必ずひとより

おくれる。車の免許証は遂にとらずじまいである。ステレオ、ワープロなどもう手おくれ

になってしまっている。その意味では、もう過去の人間になっているのだ。 
【欄外記入】 
セブンミリオンゴルフ場で殺されたのは輝国二丁目（同じ町内）の大島氏 
 
10 月 21 日（月） 
ハワイ県人会の訪日ツァーの人達 
ハワイ州のホノルル、コナ、ヒロの県人会の人達約 40 人が訪問してきた。カウアイの県人

会の人達は別行動で 11 月に訪問してくるという。コナで巻ずし、ニギリメシ、アンパンそ

の他で中食を作って歓迎してくれた上村氏などなつかしい人達が中にまじっていた。日本

語は話せないという若い人もいたが大部分は日本語もわかる。しかし二世であろう、心の

中に故郷が消えずにあるということを誰しもいっていた。福岡は変わっただろうとの印象

をきいてみたかったが、はじめての訪日の人も三人に一人はあったようだ。そのことを思

えば変わったも何もない。こんなものかということでしかないわけだ。夜の懇親会の時に

出た話に、対外関係をずっとやってきてくれた企画の一宮次長がよくしてくれて、自分の

故郷の縁故者を探している人のために、探し当ててくれうれしかったとのこと。縁故者を

全くうすうすしか記憶によみがえってこない人もいるわけである。それならどうでもよい

といえなくはないが、ルーツがここで、こういう人と縁があるということがわかっただけ

でも来日の意味があるというべきなのであろう。こういう外国人とのつき合いが県政の現

実と何のかかわりがあるかを問う人もいる。 
 

10 月 22 日（火） 
共産党県委員長との懇談 
誰がいいだしてのセットなのか共産党県委員会田中委員長、高、塩塚両県議らと迎陽亭で

奥田県政を俎上に夕食懇親会が開かれた。当方は佐々木秘書がつき相手は 4 人。田中委員
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長は「県政ひとすじ」を読んだがとしつつも、県民党、県民総立ち論に疑問を呈し、同和

行政、失対 65 歳線引きなどに注文をつけて問題を投げかけてきた。当初不愉快な気もした

が、だんだん打ちとけて私もかなり論じた。高県議は次期知事選をいい、田中氏もそれに

つき、近々社会党と協議に入るといっていた。知事選の前哨戦として位置づけられる北九

州市長戦
ﾏ ﾏ

についてはもう話合いをはじめているという。私は社共の話合いがどう進むかに

は関心を示さなかった。それにしても田中氏が県民党に疑問を呈し、総立ち＝自立論に行

政逃避の疑いを投げかけたのには私の方が驚いた。社会党の人達にもよくあることだが、

もう、そういう点は賛成でないにしても理解はしてくれていてもいいはずだのに、それが

ない。今日の話合いでやっとわかってくれたのではないかと思える。同和問題での解同批

判も、これを知事に投げかけてくるのだから困ってしまう。私は相手が違うと指摘した。 
 
10 月 23 日（水） 
筑後地方をまわっての一日 
広報室の事業で今日一日筑後地方をまわった。一様に農林業の不振という前提に立っての

若人の訴えをきかされたが、こちらも聞きごたえがあり、激励すればよいので気持ちは楽

だった。今時の人は情報落差の少い農村に住んでいて、都市にあこがれる傾向がぐんと強

くなっている。車社会にまきこまれてしまってもいる。だのに、生産物競争、シエーレ現

象が、だからこそ、大きいといわざるをえない。今日の主目的はいわゆる「地域おこし」

対話だったが、「地域おこし」といっても、農村部がそういう環境におかれているとの自覚

に立って自己を律するしか対応の仕方はないのではないか。解決策はないのではないか。

それがわかってほしいと思うのである。わかっているようでわからないのが通常である。

森業で食えないならどうするかといっても生きざまを考え工夫をこらして食っていくしか

ないし、誰かに説教されなくとも、誰しもそれをやっている。ただ、平素の不満を誰かに

ぶっつけたいのである。今日はそういうことの再確認の日だったようだ。若い者はみな逞

しかった。それに総じて筑後はめぐまれている。豊かな地方だといってよい。 
 
10 月 24 日（木） 
知事選再出馬を既定のことのように誰もが発言する 
夜になって兄から電話があり、首藤とかいう対抗馬がきまったそうじゃないかという。私

が再出馬するとは決まってないのに、既定の事実のようにひとはいう。あまり気にしてな

いし、せねばならぬとは思わないと電話に答えたら、それをきいて安心したと兄がいう。

大変なことだと思うのだと彼はいう。気になるらしい。森山が来宅し、先日の西日本新聞

にのった自治研調査団の福岡革新県政批判の記事の裏資料を私に見せた。福岡県本部の河

野敬典あたりが書いた報告によるものだと森山は指摘した。県民党はわかりにくいとか、

奥田のリーダーシップの不足が決定的だとか、誰が政策を決めているのか政策決定の機構
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が明らかでないとか、決定に関与するキーマンが置かれねばならぬとか、ちらちら見ただ

けでも、そういうことを書いている。政治を知らぬ河野だと二人で笑った。幼児が母親の

顔を書いたように、自治労県本部の副委員長河野が奥田革新県政を画いてみせたもののよ

うだ。そういう話を森山とかわしているうちに、つい私自身、再出馬を肯定しているかの

ようなもののいい方になっているのに気がついて自嘲的に思ったことだった。 
 
10 月 25 日（金） 
地域福祉論の位置づけ 
九大の公開講座で講義した。テーマは福祉政策の展開というのであったが、21 世紀に向け

ては地域福祉の視点を織込まないと福祉は全うできないという事を主張の基本にすえた。

高齢化、労働力構造の変化とくに婦人進出が一般化するするだろう。そういう段階に来る

が他方で家庭及び地域が従来のような機能を果しえなくなるので、新しい観点から福祉を

考えねばならぬ。その補充の発想が地域福祉であるというのが論旨である。個人の努力、

自治体の努力それに国の努力が相関関係に立たねばならぬが、集団的努力の観点、コミュ

ニティ再構築の観点を入れてこないと、21 世紀に必要な福祉社会とはならないというので

ある。県として集団によるコミュニティ再構築へのさそい水を出しはじめた。それが「ふ

れ合いのある町づくり」である。それはどういうものかというのが講義の流れであった。

県民総立ちの考え方が、これの土台をなすというか、補強となるというか、そういう話も

したが、十分とはいえなかった。聴講生がわかってくれたかどうか一寸疑問であるが、こ

の論法は今後ともくりかえし訴えていく骨格としたい。 
 
10 月 26 日（土） 
遺族大会に思う 
終戦 40 周年記念福岡県戦没者遺族大会が午前中市民会館であって挨拶に立った。参院の遠

藤政夫が会長、県議坂口勝也（緑政）が主たる役員。1000 人は参加していただろう。国会

議員の自民筋からも来賓、祝電がよせられた。戦没遺族も戦後 40 年となるとほとんどが老

齢者である。今日の日本の繁栄の基礎に戦没者の犠牲があったという祝辞があちこちから

寄せられたが、私にはその論法が定かに理解できない。戦争は無茶だったことは肯定し、

再びこのようなことがあってはならないとの叫びはあるが、この犠牲者の加護によって今

日の日本の繁栄があるという。加護といえばそれでいいが、太平洋戦争したが故に今日の

日本の繁栄があるということになると、無理があるように思える。それに、中曽根首相が

靖国神社への公式参拝を 8 月 15日に決行したという事をたたえる祝言が二人といわぬ来賓

から発せられた。中国の青年たちが北京でこれに大反撥のデモをしたわけだが、いやあれ

は平和の誓いをこめたものだと言訳している。軍備だけをどしどし強める中曽根内閣だが、

これも平和を願えばこその軍備増強で、遺族たちはこれを支持するとなると、あれこれこ
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じつけの運動のように思える。 
 

10 月 27 日（日） 
労働組合運動にも発想の転換が欲しい 
福岡中連の定期大会に出席し祝辞をのべたのだが、中連は知事選に際し積極的に支援して

くれた組織である。セメント、食品、電機、保険、ゴム、石油などに有力産別をもってい

て、労働運動の戦線統一を考える際には無視できない存在である。が組織人員がそれほど

多くないので決定的な力をもたない。春闘も当初からその一翼を担ってきた。むしろ社会

党支持が多い。これからの労働運動では ME 化をはじめとする時間短縮・雇用が当面の課

題だろうが、年金など政治的課題もかかえている。老齢化社会をどう迎えるかということ

になると、定年延長と年金の増額で対処できるかのように考えているふしもあるが、こう

した労働組合の主張には年金会計がもつ決定的な収支問題に対する配慮が欠けていて説得

力が強い
マ マ

。企業内労働組合の弱みといってもいいかも知れない。私は、高齢化問題を、従

来の労働運動の延長上におかず、発想を転換してもっと未組織一般大衆の中に「ふれあい」

を求める工夫がいるのではないかと、今日は訴えておいた。従来の組合運動力の枠から勇

気をもって出ていくほどの気構えが必要である。 
 
10 月 28 日（月） 
景観形成懇の発足にあたって 
いつの計画か県では景観形成懇談会なるものを組織し今日その第 1 回会合がガーデンパレ

スで行われた。今後の対策のマスタープランを 2 年後に作るという。史跡や街並みの保存、

自然環境の保全、顕彰をふくむ広範な内容がふくまれている。街路の清掃もその中にはい

る。建築物の美観についても配慮する。そうした観点からの条例を用意しようというので

ある。おそまきながら大変立派なことだと思う。ただ私は、川を三方コンクリートで固め

たり、機能主義一てんばりの高層建築を建てたり、密集「文化住宅」を作ったりした過去

への反省はまだ十分でないし、又、何よりも都市の街路が汚なすぎると思う。西洋の先進

国はそうした点にもっと深い配慮がなされている。停留所でのタバコ吸殻のポイ捨て、車

からの空缶の路肩への投げ捨て甚だしいし、何よりも街路、建物の看板、広告のはんらん、

電柱への貼り紙など日本は三等国水準であるというほかはない。この点、私はいつも言っ

ていたのである。商業主義も便利主義も手伝ってであろうが、公徳心の欠如が何よりも問

題であろう。景観形成はよいとして、心の形成（啓発）が先行すべきではないだろうか。 
 
10 月 29 日（火） 
救い難い国鉄経営 
平和経済計画会議が国鉄の分割民営化問題をめぐって知事アンケートをよこしたらしく、
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佐々木君が私に意見をききに来た。分割民営化してよくなるものなら賛成したいが今の国

鉄ではどうにもならないだろう。国が面倒を見ればいいという意見にも、だからといって、

ならないことも確かだ。今日大牟田の石炭政策確立市民総決起大会に出たとき、市を縦断

する鉄道にデモはさえぎられ、その時に見る西鉄大牟田線は乗客が詰まり、国鉄の特急（多

分有明号）は全くパラパラ、空気を運んでいるといわれるがその通りである。大牟田福岡

間は特急で西鉄が 750 円、国鉄は 1800 円だとか。今日の決起大会に来ていた古賀誠代議士

が「国鉄は字の通り国が金を失う場」とひやかしていた。東大エリートが支配してきた国

鉄だが、全くやる気がないというか、運賃面にしろ、列車接続時間表にしろ、乗客が逃げ

るように、赤字になるように努力していると思えて仕方がない。ローカル線を本線から分

岐する時間表は本線に合わせないで、なぜか四〇分も五〇分も待たせるようにしている。

先日名古屋から特急寝台で帰福したが、航空運賃よりかなり高くつく。特急料なるものを

とるのが本来誤りなのである。 
 
10 月 30 日（水） 
九州は一つだろうか 
こんどの九州地方知事会議は、初の九経連との意見交換の場を設定した。「九州は一つ」の

合言葉がこれを実現させたのだが、皮肉をいえば、一つでない現実が、このような合言葉

を生んだらしい。永倉九経連会長もいうように、九経連は北部九州の経済界のためにある

のかと他の方からいわれる。福岡を見て他県からそういわれると同様のことが知事会の雰

囲気にもきちんとあらわれた。この会では、4 年後に企画される福岡市でのアジア太平洋博

への各県協力を私の方からも永倉氏の方からも他県に依頼する発言をすることが申合わさ

れていたが、それがうまくいかなかった。この博覧会は福岡市制 100 年記念と銘うったも

のであるが、市制 100 年は、長崎、熊本、鹿児島など九州にはたくさんある。それをなぜ

福岡のために協力せねばならぬのかという反撥である。何か一しょにしようということに

なると、福岡が中心になる。それは対抗心からして許されない。むしろ、航空路がそうで

あるように、どの県も目は常に東京を向いている。だからある意味では九州は一つなんて

偽りであるというしかない。今回のこの九経連と知事会の意見交換も今後どう実るかは甚

だ疑問といわざるをえない。 
 
10 月 31 日（木） 
東京一点集中で地域の自主性は崩れる 
幼い頃からの印象では福岡とか鹿児島ではなくて、それらが一しょになって九州という言

葉で表現された。九州男子とか九州弁といった。福岡に行くでなく九州に行くといった。

別府阿蘇など九州旅行といった。四国とか関西とかいう言葉以上に九州という言葉にまと

まりがあった。東京でのある会で私が熊本の人のことをいうと、「彼をよく知っている。お
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帰りになったらよろしく」というような言葉さえきいた。全くびっくりで、福岡に帰って、

どうして熊本の人によろしく伝える機会ができるだろうかと思うのが当然だのに、そうい

う感覚の人は少くないかも知れない。しかし、今は全く違っている。九州各県は相互のつ

ながりよりは、一点東京にそれぞれがつながれていて、むしろ疎遠なのである。私は大分

に行くよりも東京に行く方がはるかに回数が多い。一般民衆の生活においてもその傾向は

ますます強まりつつあるに違いない。中央集権であり、経済力の東京集積でもある。その

力量の強烈さに、今更ながら驚かされる。われわれは、平素の心の持ち方の中で、もっと

近辺との接触を考えるようにならないものだろうか。地域おこしなどといっても、隣は何

をする人ぞではどうにもならない。 
 
MEMORANDUM 
1 人 1 人がいつでもリーダーになれるチームを組むことが、いい仕事を続ける秘訣だ。 
（日航機〃内誌 Winds  NOV.1985 より） 
インタビューで、ダークダックスのゲタ君の答えである。「4 人いつも一緒にいますから、

しょっ中会議をしているようなもんです」とも彼はいう。「みんなハーモニーが好きなんで

す。ハモる、このズンとした感じが忘れられなくて、いまだに追求している。それが長も

ちの秘訣かな」とマンガ氏の言。4 人が慶大在学中から足並みをそろえている。プロとなっ

たのが1955年というから今年で30年だ。めったにありえない人のハーモニーの例だろう。

この記事が一寸私の注目をひいたのは、「県政ひとすじ」の中で人は石垣ということを例に

ひいたグループダイナミックスとの同異性についてである。あそこでは石のそれぞれが違

いつつ、一つのリーダーシップによって強力な一体をなすというのであったが、ここでは

誰でもがリーダーたりうるということである。ハーモニー又は一体という点では共通なん

だが、その中身が違うということになる。私の場合、むしろ石垣の例の方がいいと思うが、

ゲタ君のようないい方もありうるということだ。今後は、さらに小グループの場合に、こ

のような例示も参考になると思うので、ここであえて特記した次第である。マスコミあた

りで知事のリーダーシップ論がよく話題になるが、これは論外としよう。 
 
11 月 1 日（金） 
65 歳になった今日 
社会党の結党 40 周年パーティが帝国ホテルであるので上京した。なるべく動きたくないの

に、こんなふうで今日 65 歳の誕生日は家にいないわけだ。朝出勤一寸前に直美からメロデ

ィ入りの祝電が届き、みゆきが涙していた。東京で夜直美に電話した。住友生命の新宿支

社に勤めて 4 ヵ月になるという。収入の不安定な外交員だから、頃を見てやめさせねばな

るまいと思う。登庁したら、県庁の入口の総合案内所の古賀さんが鈴虫を借りているお礼

といってバースディデコレーションケーキを、そして秘書室の藤本、丸本、加賀の三人娘
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がネックタイをお祝いに贈呈してくれた。女たち 4 人が祝ってくれたわけだ。上京の直前

地階で国勢調査の集計事務をしている123人の人達にごくろうさんの声をかけに行ったが、

国調が大正九年に第 1 回スタートしたから私と同じく 65 年になるということ、今日が私の

誕生日であるということをつけ加えて話しておいた。こんな日は家にいてゆっくりしたい

のに、公務というか義理というか上京せねばならぬとは酷なものだ。社会党は今、ニュー

社会党という方向で新しい楫を切ろうとしているが、党内で論議を呼んでいる。石橋体制

で党をどうころがしうるか、これからだろう。 
 
11 月 2 日（土） 
孤独な時間が欲しい 
樺島君が休みもなくて大変ですねという。今日の土曜も明日の日曜も一ぱいつまっている

し、明後日の代休日も一つ行事が入っている。一般には連休というのに、こちらは連勤で

追いまわされている。済生会の小川先生はポカンと口をあけて居眠りするような時間がほ

しいものだといわれるし、樺島はふとんの中でゆっくり何も考えずに過ごせる時間があれ

ばいいという。私は孤独がほしいと思う。つとめて孤独を追求しているつもりだが、それ

でもその時間が少なすぎる。ひとりでいると、何か身辺のことを整理できるし、ぼんやり

することもできる。それが次の活動のエネルギー再生にもなる。いつもいつも何かあり、

誰かいる。神経はそれですりへらされていく。活力の再生にならない。そういう意味では、

東京ゆきの往復の機内は少しでもそれに役立つ。遠出の車の中もそうだ。だから、出張は

そんなに苦痛ではないわけだ。機内で読む週刊誌も雑知識の源泉になる。うつうつすると

もう到着しているということにもなる。機内誌は固物だが立派な編集だし、なかなか参考

になることが多い。日航の Winds、全日空の翼の王国である。持ち帰ってよいというので、

今回は Winds をカバンに入れて帰った。 
 

11 月 3 日（日） 
久留米絣技術保持者の文化賞受賞に思う 
西日本文化賞（第 44 回）の受賞者の中に「久留米絣の伝統技術の継承と発展に尽くした功

績」ということで重要無形文化財久ル
ママ

米絣技術保持者松枝玉記、同一（ひとし）夫妻があ

った。大木町長が推薦の辞をのべたが、その中に、昔はどの農家も機（はた）を織り、衣

類を自給しており、織仕事は女の一つの教養でもあったというくだりがあった。その時私

は母のことを思い出していた。母は村でも織上手といわれる程の腕をもっていたと仄聞し

ている。小学校の 2～3 年の頃だと思うが、母が一ヵ月もかかって織っていた絣で、七二兄

と私の着物を縫うてくれて、それを学校に着て行った記憶がある。それは丈夫そのもので、

何年もの着用に耐えたようだ。その後その着物がどう処理されたかわからない。村に紺屋

があって、そこで糸を染めたようだ。どうやってシマ模様の絣ができていくのか知らない。



奥田八二日記（1985 年） 

150 
 

勿論受賞の松枝夫妻の技術はそうした農村織物工業の粋でありその頂点をなし、今日まで

70 年ばかり保持し、かつ今に後継者を養成してきているのであろう。久留米絣という伝統

工芸にまで花を咲かせた一人であろう。これを業として生活していくには多くの苦労が必

要だろうとは思う。その苦労など知るよしもないが、それらの一端を知りたいものだ。 
 
11 月 4 日（月） 
青少年のつどい大会 
福岡県青少年健全育成対策推進本部という長い名のものが県庁内部に作られており、一般

には福岡県青少年団体連絡協議会、福岡県青少年育成県民会議（これは団体法人）があっ

て、この三者で今日は市立美術館横の広場で青少年のつどい大会を開いた。県ではこの程

毎月第 1 日曜日を福岡県青少年の日と定めたが、今日はその一環としての行事で、実際は

昨日開くべきなのが今日になったわけ。今年は又国際青年年でもあるので、このつどい大

会は第一回である。子供や青年がいろいろな催物を試みる。これに大人が手伝ったり援助

したりするのはいいことだ。今日の子供たちは合理主義、科学主義の産物ばかりを相手と

して時間をすごしている。今日も広場の一角で竹トンボを作っていたが、全くぎこちない

やり方しかできない。いろんな手作り作業に馴れさせることが必要なわけで、こういう場

を体験することが必要で、隣りで竹馬も作り乗っていたが、昔われわれがごく普通に毎日

やっていたようなこの種の遊びや作業を通じて大人になってほしいと思う。大人たちがも

っと身近かで子供達にふれ合う場を作ってくれるといいと思う。その種の機会と集団が育

つことをねがっている。 
 
11 月 5 日（火） 
婦人問題で注文があった 
婦人問題懇話会からの提言と、福岡女子大学長からの女子教育拡充の要請と、今日は婦人

問題について二つの注文がつけられた。国連婦人年の最終年でナイロビ集会など多くの行

事を消化してきた婦人活動家たちの意気は上っている。男女雇用機会均等の法制定、条約

批准も終って条件はずっとよくなってきた。あとは婦人が自己の意識改革と能力向上にど

れだけ前進できるか、男子がこれにどれだけ理解を示すかにかかっているが、現状は男女

ともに「婦人問題」についての自覚と理解の度はまだまだ低い。偏見が双方から示され、

これがかなり根強い。現状に立って「女は家庭に帰れ」とか元来「弱い」とかの発言が多

く、現状肯定者が少くない。女の幸せというような発想もずいぶん根深い。私が「女が幸

せになる県政」というのはもちろんこの「幸せ」論とは違う。いずれにせよ懇話会の提言

はまともで、行政指導を強く要望されているので、とくに今後の市町村指導には留意すべ

きであろうし、小経営者の女子雇用についても労働行政上力を入れなくてはなるまい。女

子大からの要請も県財政が許しそうにないのが難所である。今の国の財政問題が、今後県
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財政の好転にどう影響するかこれを待ちたい。 
 
11 月 6 日（水） 
東京にいる子や孫たちのこと 
1 日に来て今日又東京に来た。明日労働省に失対関係の陳情が予定されている。直美、啓二、

一彦の順に夜電話した。直美は正月帰省の航空券を手に入れてくれという。啓二は松下電

器関係の翻訳のことで大阪に行っているという。ライヤで電話口に出た。来年 3 月 22 日の

出産予定でもう胎児が動いているとのこと。一寸カゼをひいているとか。横須賀は美可が

でていろいろ話した。10 日ほど前に軽四輪を買って 10 余年にぎったことのないハンドルを

握り、カンをとりもどしているところだという。小六の久美は反抗期で一寸困っていると

いう。麗衣は思いのほか消極的な子で、直美に似ていると美可はいう。それはみゆきに似

ているのではないかと私はいった。啓二が大阪から帰って 10 時すぎにふくおか会館に電話

してきた。われわれ二人がけんかしないように願うと彼はいう。別にけんかなんかしてし

てないのに、彼にとっては二人の気分の不整合が気になるらしい。子供が産まれるので五

体満足であってほしいといっている。又子供にとって、祖父母が元気で孫にいろいろ話し

てやってくれることが教育上必要ともいっていた。佐方の父母を彼は思いおこしていたよ

うだ。美可に、百人一首をおぼえさせてくれと私がいったら、久美も麗衣も少しはおぼえ

ているらしい。接触がすでにあるというので、それはいいことだといっておいた。 
 
11 月 7 日（木） 
白鷺会に出席して 
こんどの上京で偶然ながらキャピトル東急で開かれた白鷺会に出席することができた。8 時

から 9 時半までの朝食会である。5 回の山本省三（共栄商事）氏がいつものように世話役で、

河本敏夫氏が卓話者という形である。神戸市長にこのごろ 5 選を果たした宮崎辰雄氏も同

じく 5 回で出席。今日の場合、20 回理甲の関本忠弘（日本電気）氏が宇宙開発とその展望

と題して短い講演をし、宇宙工場という展望について話したのが有益だった。われわれの

ように、生臭い身近かな話、今日陳情に行ったような失対事業 65 歳線引き反対というよう

な現実とおよそ縁遠い夢みたいな話ではあったが、時にはこういう話をきくのもいいもの

だ。私と同期の左近（共同石油）と薗村（帝都高速度交通）の二人は来たのに岩田は来な

かった。岡庭先輩が私の横にいて、岩田はクーデターみたいなことを試みたり、カネの無

心をしたりして評判が悪い要注意人物だとのことであった。自動車工業会の中村俊夫はこ

なかった。河本氏が福岡の三原朝雄氏と会い、三原氏から奥田知事はなかなか現実的な行

政をやっていると評価していた発言をきいたと私に告げてくれた。みんな私のその辺に気

をつけているらしい。 
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11 月 8 日（金） 
県政の一つの盲点 
夜山ノ上ホテルで自治労県本部の幹部と話し合いをした。組合側の調査では奥田県政にな

ってよくなったと答えた者は 18%とか。期待を裏切られたとの印象が強いことは確かだ。

県議会の与野党関係がこうだからということがわかりつつも、もう少し何とかできないの

かといういら立ちがかなりあるし、市町村では管理者側が奥田知事すらやっているじゃな

いかと処分を悪用してくるのが組合にとってがまんし難いという。しめつけがかえって厳

しくなった面すらあるとの指摘である。これに関連して、県の地方課が昔の内務官僚ばり

に国の管理体制を市町村におしつけてくるというのだ。その限りで、地方課も奥田も自治

省も同じではないかとの印象を与えているというのだ。それだから、地方自治がひどく侵

されているという。これを逆にいうと、奥田知事が地方課を何とかできないのかというこ

とになる。これは、要するに人事配置の問題になってくる。以前は地方課にもいい人物が

いたのに、近頃はそれがどこかにとばされてしまっているというのだ。この問題は少数与

党の問題とは関係ないから改善しうるはずである。人事が大事ということがはっきりして

いる。今度は早目に注意を喚起しておきたい。 
 
11 月 9 日（土） 
人間としての再生産ができていない 
8 時出発、登庁して辞令交付その他の仕事をしてのち、飯塚にとび、県の農林水産まつりの

諸行事に参加。中食後、築上郡にとび、新吉富村と大平村を視察。大平村の愛山荘で夕食。

そのあと新吉富村住民センターで 7 時 20 分から 2 時間「ふるさと対話」に出席し、今日は

愛山荘泊。明日は豊前市で午前中の仕事がある。このようにみると、ほとんど土日は公用

の日程がつまっており（前回、次回の日曜も）、かつ平日もおよそ 12 時間以上の労働日と

いうことである。8 時間労働を基準に考えると、1.5 倍＋αということである。土、日が加

わるから 1.8 日分かも知れない。健康だからいいという人もいるが、自分でとくに意識して

ないにしろ、相当疲れているに違いない。うちに帰ってからも半公用の色紙書きその他の

他への奉仕に要する時間がかなり必要である。これでは労働力の再生産の状況にないこと

は確かである。知事は労働力の再生産は無用という考え方が成り立つのかも知れない。が、

昨日のように、自治労の人達と話していると、再生産ができてないことが現実の問題とし

てはっきりしてくる。こういう状況から脱却できる日が早くこなければならない。 
 
11 月 10 日（日） 
県庁跡地処理由について江口の作戦には乗らぬ 
県庁跡地対策につきつい先日福岡 JC から、県都の中心にふさわしい町づくり構想が提言さ

れた。このことに関し、県自体も独自の構想をもって諸提言を消化できる構想を練りたい
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し、そのための研究費を予算化しているが、その使途について、江口利雄（跡地対策委員

長）が、何の彼のと文句をつけて実行に移すことを妨害しているし、対策局は江口の前に

はヘビににらまれた蛙のごとき恰好になっているのが事実のようだ。何でも江口は「奥田

に跡地施策の名声を立てさせたくない。次期知事奪回まで引きのばし作戦でいく」と豪語

しているらしい。これにつき私は二つの作戦をもっている。1 は周辺からの諸提言をすなお

に受け入れる態度をとり江口を孤立に追い込む。もう一つは、江口のいう通り跡地を次期

知事選まで放置し、それを江口の責任になすりつけるキャンペーンを用意するというので

ある。江口が政争の具にしようとしているのであればあくまですればいいではないか。江

口の思惑のように「奥田は何もできん」ということにならぬようにキャンペーンを張る自

信はある。あんな政治屋に負けるようなことには決してならぬようにするつもりである。 
 
11 月 11 日（月） 
知事にはもう一つの面からみた政治性が求められる 
かなり冷え込んできたので、休みにしている今日は来客のためにもストーブをたいた。ポ

ッカリあいた休業日で朝から色紙、扁額用揮毫、手紙などを書くことができた。手紙は 6
通、色紙は 20 枚というふうに、先日の築上巡視の旅で背負い込んだものをふくめ今日は全

部書くべきものは書いてしまった。身辺はまだ片付いたとはいえないが、気持はすっきり

した。こういう一日がやはり週に一回は必要なのである。竹村、八丁の二人が来て、知事

の仕事をめぐる諸問題をさらけ出して話してみることになった。わが陣営もよくみれば四

分五裂といっていい。私をとりまく日常は行政用務が主であるが、その行動には政治的な

ものが確かに多い。その大部分は側近、とくに秘書室のスタッフの〝政治的〟配慮によっ

てきめられる。しかしその〝政治的〟配慮が、ほんとうに政治的かどうかとなると、社会

党、労働組合、社会主義集団、民主団体などからみた場合、必ずしも適切とはいえない。

だから、これらの例からみると、秘書室等行政側からだけ判断した政治性に多くの不満が

残るわけだ。この調整を当面の課題に追加しようとの話になった。 
 
11 月 12 日（火） 
次期知事選にひたひたの動きが感じられる 
昨日の竹村八丁の 2 人との話のつづきで今日は県民の会の山口氏を呼んで昼食を共にしつ

つ二人で懇談した。山口氏はこの 10 月でいよいよ県評を退いて県民の会で全力投球するこ

とになった矢先で、私が呼んだことに彼にとっては意義があったらしく、タイミングがよ

かったわけだ。県民の会は共産党、学者文化人の会、社会党の大別すると三者構成なので

山口氏が社会党の線で表向きは動けないが、表と裏を使い分けながらやはり社会党の線を

出すしかない場合がしばしばあろう。そういう使い分けが必要ということであった。又、

知事の奥さんに、もうそろそろ動いてもらおうとの要請があちこちにあるらしいので、無
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原則であるわけにはいかないので、山口氏に采配してもらうのがよいと私は提案した。山

口氏は大へんいいことをいってくれた、やりやすくなったという。周辺はもちろん奥田再

選の線で動いているし、自民党がかつぐ首藤氏はごく最近総裁を退いて候補として動きは

じめているという。私が自分でどういうわけにはいかないが、全力投球することですごし

ていくしかないと考える。再出馬するともしないともいわないし、又いえない。知事の奥

さんに動いてもらおうとか、知事は、もう少し内まわりをといわれても否定できないでい

る。 
 
11 月 13 日（水） 
中国総領事館の敷地問題について 
中国総領事館の建設敷地が未決定である。今日総領事の県側招宴があったが、この機会に

何らかの見とおしをもって対応する必要があると指示しておいたら、国際交流課長から福

岡市側の対応経過及び県側のそれへの考え方について話を伝えてきた。市があっせんする

手持ち土地については中国は不備を表明。市側はもうないとして匙を投げた形となってい

る。他方、中国側は百道の県の研修所敷地を所望していることが明かにされている。いろ

いろ問題を解決していけば、県も中国側のこの希望に応ずることができなくはないが、そ

れぞれの問題がうまくクリーアできるかどうかである。しかし、終局的にはこの上地に的

をしぼって解決をはかるしかないのではないかと私も課長に意向を伝えておいた。市に対

する県側の感情のシコリが若干残る―それは市側が総領事館誘致には北九州市と綱引き

をやっておきながら、敷地については努力の払い方が不十分ということである。福岡市は

何かにつけて県に責任を転嫁して自分だけうまい汁をすおうとする。そのようなそぶりが

随所にみうけられる。水対策にしてもそうだ。この際市の敷地問題解決の責任を明かにし

たいと県側は考える。 
 
11 月 14 日（木） 
農業での過保護体質行政は釈然としない 
知事査定でいつもひっかかるのが農政部の農家補助予算である。私はこんな過保護をどこ

までやる積りかというと、赤保谷農政部長は保護であっても過保護ではないという。今日

の話は肉用牛飼育農家が 5000 万円をこす借入金をしている場合に 8.5%の利子を払わねば

ならぬところを、農業金融機関及び県が 5%分を補助してやるという問題である。長期借入

に対する長期利子補給である。農業金融機関が県が出すなら出そうということで、県の資

金、県農業団体の資金が誘い出される仕組みである。私が今年の牛に対してするなら来年

の牛に対しても同じことをするのかというと、今現在の借入金についてだけだという。そ

こがよくわからない点である。今の借入金なら来年も再来年も新規借入金ができる仕組み

はないのかときくと、それは問題にされていないという。今回限りみたいだし、そうでな
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いみたいである。肉用牛は毎年新規に仔牛として入れられるのではないか。しかも今日赤

字なら年々そういう状況がサイクルとしてつづくのではないかというと、その辺の答があ

いまいである。釈然としないまま OK とせざるをえない。対象経営農家 42 戸というからま

すます行政介入に疑問が生ずる。 
 
11 月 15 日（金） 
「つき」と突然の死を思う 
上杉佐一郎夫人の告別式が福岡斎場で 2 時から行われた。わずか一時間のことながら式場

は大変豪華にしつらえてあった。マサ子夫人である。ガンだったのだろう。11 月 10 日死亡、

66 歳になる寸前とか。平均よりかなり早い。私も何だか突然に、自分もいつ死ぬか分から

ない身だなと思った。死んでも不思議ではないと思った。大往生といえる生涯だったかを

ふりかえる。夜、県行革審の答申起草委員の先生方の懇親会に招かれた。この時、奥田行

革なる言葉がでて、奥田さんしかやれないと委員の多くがいっているとの説明があった。

私からは逢坂会長を念頭において、よい答申を出してくれて有難く思うといい、誰かが奥

田さんは「ついている」といったのを思い出し、そのことを起草委員の皆さんに話した。

そのついでに、私は短い時間ながら、自分の生涯は「つき」の二字に表現しつくされるの

ではないかと考えてみたりした。九電の永倉三郎氏が「無我の人生」という本を届けてく

れた。三回も応召した戦争の思い出を綴ったものだ。彼も生き残りで「つき」に恵まれた

ようだ。私はついている。ある日突然「つき」から見放されるようにも思う。一昨日測定

で血圧 127―80、 
脈拍 58 と出る。 
 
11 月 16 日（土） 
賀状シーズンになって 
山口氏が嶋津氏を伴って来宅した。年賀状の季節になったので、県民の会のレベルでの知

事賀状を今回どうするかということとの関連で住所録の相談をしようというのである。以

前こうした事務所は暑中見舞と賀状だけしかしていないということをきいて不思議に思っ

たことがあったが、いざ実地に考えてみると、それだけで手一ぱいであることがわかる。

どれだけの部数を出すかにもよるが、こんどの暑中見舞にしても3～400枚返送されてきた。

逆にある人は 2 通も 3 通も来たので無駄じゃないかという。山口氏にきいてみると、主た

る団体に分担させて出しているとのこと。有名人、共通人が 2～3 通受けとることになる理

由の一つがこのやり方の中にある。返送されるのは住所変更又は宛名書き不正確のためで

ある。後者は宛名書きアルバイトがいい加減な書き方をするためにおこることが多い。ア

ルバイトは不審あれば正すべきなのに、いい加減にやってしまうことが多い。住所変更は

「最近のアドレス」を追求する事務努力が足りないためのことが多い。この努力をすれば
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半分は防げるだろう。九大や県庁の職員録でもずいぶんかわるものだ。つねに最近の住所

録を求めねばならない。日本独特の風土かも知れないが、賀状書きはともかく大変な仕事

だ。 
 
11 月 17 日（日） 
実に人間くさい政治の世界 
この前の月曜日夜の結論として、今日夕方から第 1 回の藤の会を開いた。近藤副知事、林、

白石、長谷川の三県議、竹村社会党県本書記長、八丁と私の 7 人で県政の重要問題につい

て基本的な点で意思統一をしておこうという会で、私宅で行う。この部屋は両側に藤棚が

あるから、隠語の気持で藤の会という名称をつけようというのである。自民党が首藤で次

期知事選を走り出したらしいのでこれにぬかりなく対応しなければならないのに、多くの

点で不十分さが感じられる。同陣営でありながら、意思疎通がなかったり、対立したり、

手抜かりがあったりでは困るので、そういうことのないようにというのが今日のねらいで

ある。まず、県職幹部の人事配置、知事日程の了解、各種委員会の人事選任問題、来年度

当初予算の目玉政策、当面の重要課題などが話題にのぼった。清進会なる後援会組織が十

分機能していないので、全面的に洗いなおすこと、島野氏の処置が中途半端だから断念さ

せるならはっきりとそう決めよう等々も話になった。どの時代にも政治の舞台ではこれに

類することがあったに違いないと思うと、政治がいかにかわらぬ人間臭をもったものかが

わかる。 
 
11 月 18 日（月） 
福岡綜合法律事務所 15 周年 
綜合法律事務所の 15 周年祝賀会（ガーデンパレス）に九大事務の本田氏がきていて、首藤

陣営から九大職員録をくれといってきましたよという。同じ席で原田鹿三、木村、西岡ら

もきていて、西岡氏が、首藤の出馬は形式のととのえにすぎませんよともいった。あちら

でもこちらでもかなりこの問題に関心があることがわかる。又原田氏は、田川の建設業界

は奥田で固まるでしょうともいう。こんなことわざわざいわなくてもと思うが私にいうの

である。他方、前原の諸岡氏は、同席で、一度来て下さい上原さんが待っています、と。

うちは湧き水でおいしいお茶が飲めるので奥さんを連れてきてほしい。私は、行けたらい

いと思うと答えておいた。昨日来た連中は、清進会をやっている者は何しているんだとい

っていたが、その中に諸岡氏が入っている。諸岡さん、森田則一さん、これらはもう感覚

が古いのかも知れない。綜合法律事務所のこの祝宴には、右も左もごったまぜに来ていた。

当然なのだが、左と思う人はそう思い、右は右でそれでいいと思っているのであろう。そ

れでいい。今日は帰宅してみると、テレビのうつりが悪くなってしまったところだった。

一彦が就職して初のボーナスで買ってくれた受像機、15 年になるだろう。歴史は流れる。
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自分が年をとったことをいつも忘れ勝ちなのはなぜなのだろう。綜合法律事務所も 15年だ。 
 
11 月 19 日（火） 
県職労定期大会に出てあいさつをする 
夕方あわただしく上京した。その前に石橋文化センターで開かれている自治労福岡県職労

大会に出て祝辞をのべた。県職は今、人勧完全実施、11 級制の導入反対、医療職給与表（2）、
（3）の導入反対などの旗のもと闘いの姿勢をとっている。女子職員とくに看護婦などを中

心に、この 10 日間ほど毎日、組合の指示による陳情ハガキがどんどん私のうちに投げこま

れる。500 枚も 800 枚も同じ趣旨のハガキが積み上げられている。職員課の方にもってい

って見てもらっている。そうした中での組合大会への知事のあいさつである。情報公開の

ことはおくとして、この 12月議会に提案しようとしている行政改革と給与改訂については、

県執行部方針に対し組合が反対していることを知りつつあいさつに立たねばならぬ立場は

つらい。しかし、私は職員の日常の労をねぎらい、これらの方針について県職員の協力納

得が必要である旨を強調した。それと同時に、今日中食をはさんで都ホテルで県評中小共

闘の人達との話合いの中でのべたように、労働組合もイメージの転換をはかり、大衆から

愛される組合になるよう従来の組合運動の埒外にあったような運動もやってほしいと提案

した。県産品愛用、名刺利用の県課題 PR、作文コンクールなど。組合側は次期知事選を意

識していたこと確かで、私のあいさつ行動を歓迎してくれた。 
 
11 月 20 日（水） 
「いつまで石炭か？」 
石炭鉱業審議会が第 8 次石炭政策でかなり後退する答申を出しそうだというので産炭道県

（北海道、長崎、福岡）で政府陳情するため、今日一せいに行動した。でも一方で「いつ

まで石炭か」という声が業界、政界で高まっていて、この陳情はもう一つの盛り上がりが

なかった。北海道の横路知事は欠席していた。経済界のエネルギー観がかなりかわってき

たわけだ。国内炭は外国炭に価格面でとても太刀打できないらしい。高い石炭を使わせら

れる電力、鉄鋼、セメント業界は一せいに反撥しており、石油業界も冷い。関税をとられ

てそれで石炭業を保護するいわれはないと主張している。その上最近は円高が定着しそう

な傾向である。夏ハワイに行った時 1 ドル 240 円ぐらいだったのに今は 200 円の声すら出

ていてこの辺で定着するだろうといわれる。今日の新聞は 202 円でまだ上がりそうだ。ア

メリカの貿易不均衡への是正圧力がこのところ大へんに強く、円高が 200 円程度まで行く

しか止まらないだろうといわれ、そうなると、石炭をめぐる環境はますます厳しくなるわ

けだ。安い石油に押され政府はそれに対応する政策を出すしかないだろうからである。わ

れわれも陳情していて、このような事情を知れば知るほど、「依存体質」の矛盾を感ずるの

である。 
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11 月 21 日（木） 
福博の商工界で首藤氏が知事選出馬を表明したという 
大塚商工部長が一寸話しておきたいことがあるといってやってきた。ふんふんといってう

わのそらできいたので精確に頭に残ってはいないが、先日商工業界の会合の席に、三原代

議士が首藤氏を連れて来て紹介、首藤氏は、自分は福岡県に生れ育った者で県のためにこ

れから働きたいと、暗に次期知事選出馬のあいさつをした。大塚氏の知る限り、首藤氏み

ずからこうはっきりわかるように発言したのははじめてではないかと思うとのことであっ

た。彼の私への話はそれだけ。首藤氏はもうはっきり動いているとのことである。昨日終

った県職労大会では奥田再選を期すと執行部は明確に方針を出し、首藤氏の立候補が明ら

かになったが、これは亀井県政の分身でもはや過去の人と批判的見解の表明したことが新

聞に報じられていた。保守一本化が成れば侮れないが、そうでない限り、勝利はわれにあ

りといった県職労の姿勢がでている。私がこうしたことに云々することはできないが、も

う人々の関心は公然とこの問題に向けられている。12 月議会にどう臨むか、今日は与党懇、

明日は野党懇だが、取沙汰される問題の裏にはこれがある。今から 1 年半こういうことば

かりに気をつかって過ごさねばならないと思うと気が遠くなる。はっきりいえることは、

政治は人々の気持が決めていくわけで我個人の気分でどうにもならないということである。 
 

11 月 22 日（金） 
七二兄ガン手術（1） 
和代からと九一からの電話が相つぎ七二兄が今日胃摘出の手術をし、ガンの診断がおりた

と 
ママ

こと。胃を全部とって大腸と食道をつないだようなことになったらしい。この夏に電

話があり、一度そちらに行こうと思っているというので来るかと期待していたのに、その

後音沙汰がなく、そのままに打ちすぎていた。その頃は食物が通らなくなり、ソーメンば

かりを食べ今はもう栄養失調のようになっているとのこと。5 年ほど前に同じく胃の手術を

して胃が小さくなっていたときいていた。その後細々と食べ、まずまずの健康で当方知事

選などわがことのように福岡に来て活動してくれた。お布施事件の渦中に入ったことも記

憶に残るし、又その後も福岡に来て関係の寺まいりをしたことがある。多くの兄弟の中で

唯一人の兄ではあるし、一番濃いスキンシップで育った兄であるのに、今日の電話では手

術は成功したらしいがガンで胃全部摘出ということならもはや寿命かなと思うしかない。

見舞にということも考えなくはないが、明日の休み以外には今のところ日程のとりようも

ない。今行っても集中治療室に入れられているようだからどうしようもない。わがことの

ように案じられる。ガンというだけに。 
 
11 月 23 日（土） 
七二兄のガンの手術（2） 
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ほんとうに兄弟は年齢が近いほど育つ過程で意味が大きい。ガンの知らせがあった七二兄

は、あと長くないのだろうか。2 歳上で小さい時は犬ころのように何もかも一しょに育った

ように思うし、兄の影響ははかり知れないものがある。とくに、小学校の時代にそれがい

えるように思う。昔の学校の唱歌、国語の教科書、算術、私はあれもこれも兄のマネをし

ておぼえた。逆に、兄は何もかも私にはオープンだった。かくすことなく、尻込み思案も

なく、学校生活の全体を私にぶっつけてきた。私はそれに刺激されて成長した。日常の遊

びも亦測り知れぬ影響を受けた。常に彼のあとをつきまわった。他とのケンカにつき合う

こともあった。川や山野をかけまわるのも又兄のひきまわしによった。彼はガキ大将でも

あった。彼の敵は私の敵でもあった。そういう仲で成長した事に私は深く感謝する。妹や

弟はこの意味では関係は異なる。私は衣類も彼のお古を着ることが多かった。寝るふとん

も同床そのものであった。妹や弟はそうではないし、七二兄も私と一しょでは受ける影響

は又違ったであろう。二つとない縁であると思う。その兄がガンだという。気の毒である

と同時に、自分もその仲間入りをするのではないかとさえ思えてくる。 
 
11 月 24 日（日） 
大相撲 11 月場所千秋楽 

表彰状 
千代の富士貢殿 

あなたは昭和六十年度大相撲十一月場所においてよく健闘し、優勝されました。よって福

岡県知事杯にその名を刻し、永く栄誉をたたえ表彰します。 
昭和六十年十一月二十四日 

福岡県知事 奥田八二 印 
今日九州場所千秋楽。14 勝 1 敗で千代が優勝した。上の表彰状は昨年以来のもので、今日

は中国大使館からも表彰状が出されていた。中国ははじめてではなかったろうか。力士を

近くに見ることができた向正面の通路脇のマス席を与えられて 2 時半から約 3 時間の観戦

であったが、テレビで見るのとはやはり違う。小錦の太いこと、本当にあきれるばかりで

ある。肉体がどうにかならないかと心配するほどで、今日も押しの一手で勝って 11 勝 4 敗

の好成績を残した。一列後のマス席にアメリカ総領事のモーフォード夫妻ら観戦していた

が小錦がハワイ州オアフ島出身とも関連してあれこれ感じたに違いない。国技といわれる

通り、日本ならではのスポーツである。外国からの表彰はチェコ、アラブ連邦もあった。

大分県が椎茸、八女市が茶を贈るなど福岡市以外の自治体からもあるわけだ。 
 

11 月 25 日（月） 
冬がかけ足でやってくる 
夕方から人間ドック。ひまがあろうからと思って読み物 2 冊を準備。1 冊が新歳時記、昭和
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45 年（第 25 版）。めったに見ないのでこんな時にと持ち込んだ。11 月の項を見る。今時の

者には古い、生活に合わない自然、社会、人、心の動きがたくさん盛ってある。農村社会

は崩れ、耕作は全く機械化されてしまっている。今の人が新々歳時記を編纂したらずい分

違ったものになるだろう。それとも今は今ですでにあって出版されているのを私が知らな

いだけなのかも知れない。それでもいいのがこの本にたくさん出ている。陰暦の 10 月初亥

の日に万病を除くため亥の子餅を搗くとあるが、これなど今の人にはわからない。しかし、 
博多川鱵

さより

の遡る小春かな  清三郎 
からからと落葉追ひ来て追ひ越しぬ  立子 
蹴ちらしてまばゆき銀杏落葉かな   花蓑 
独楽二つぶつかり離れ落葉かな    立子 
水底の岩に落つく木の葉かな     丈草 
はつしもや吉田の里の葱畑      虚子 

こんなのは私にもよくわかる。少しものを見つめる者なら今の若人にも理解できよう。冬

がかけ足でやってくる。今日快晴。板付の空、山、里は光っていた。 
 
11 月 26 日（火） 
ほぼ健康といえるだろうか 
人間ドックに入って健康状態を観察してもらった。血液からみて糖は空腹時にまずはよい

が肝臓に少々問題が残るということだ。これは疲労のあらわれかも知れない。血圧は 78 と

127 ぐらいであり、脈は 62、心電図に異常なく、CT で内臓、脳にも異常なし。膵臓の委縮

は以前よりよい方向と見てよいとのこと。体重 54kg、あとたいてい順調だが、腹部に腸内

ガスが多すぎるということと胃から十二指腸までの出口に炎症があることが問題として残

るとのことであった。この炎症は時間の都合さえつけば胃カメラ検診を実施したほうが実

態をつかみ易いので、その可能なチャンスを考えようとのことであった。ガス対策は、第

一は食物、第二は運動、第三は朝コップに一杯水など飲んでみること、第 4 は胃壁を強く

する薬の服用によって対応してみてはどうかとのことである。又大便の用足しの時間をゆ

っくりとって、大便を残らず出してしまう努力をするとか、ウォッシュレットを利用して

肛門を洗うなどしてみる必要もあろうとのことであった。まあ、何でもいい、できること

から努力してみよう。水を飲み、運動に心懸けることから始めてみようと思っている。と

もかくまずはおおむね健康とのことだったので安心した。 
 
11 月 27 日（水） 
当面する二つの政治課題 
夕方若干時間があいたので森山、安達を呼んで二つの問題を投げかけてみた。一つは、来

年出版しようと考えている著書について、メンバーを考えるなど、作業に入ってくれとい
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うこと。それは「県政ひとすじ」が 7 月末に出版されたのだが、それより一ヵ月は早く第

二弾を放ちたいという品物のことである。「県政ひとすじ」には〝総立ちは始まった〟とし

て若干の例をあげたが、次のは、総立ちがかくもひろがっているという事例の紹介で一そ

う読みやすいものにしようという構想を実現できるものである。出版の手伝いについて問

研にまかせておくことに社党県議控室あたりで不満があったようだから、第二弾目のはそ

の種不満を少くする配慮が必要かとも思う。いずれにせよ、頭の中で準備に入ってほしい

ということである。第二は、すでに始った自民党側知事候補首藤の動きの中で、予想した

通り、彼は県勢浮揚というか「雄県」をぶちはじめているが、当方で「雄県」とは何か亀

井が残した雄県の実態を明らかにし、首藤がねらう雄県論を当方からも十分に批判できる

準備が必要だが、行政レベルで、それをするスタッフがあるかどうかを考えてみてくれと

いうことだ。私はそれなりの批判はあるが、一つの勢力にせねばならないと思う。 
 
11 月 28 日（木） 
中間派の反奥田は色濃い 
午後 2 時、労働党の役員たちが面会旁々激励そして県下の知事選状況をこうみるというこ

とを報告した。彼等なりにあちこちまわって県民の反応をさぐっているようだ。それはほ

ぼわれわれが知っているのと食い違いはない。私が足まめにあちこち歩いていること、対

話をしていること、離島、農村では大変に評判がよいし、保守層の者でも革新奥田という

ことではじめにもっていたイメージをかなりすなおに変えつつあるようである。ただ中間

層の分子でも幹部になると（例えば浮羽の大石県議）（などの）反応は反奥田で貫くといっ

ている。大牟田の民社の石橋も又同じである。自民や経営陣はもちろん反奥田をはっきり

表明することを遠慮していない。また、革新陣営と思われる労働組合員及び幹部の中には

奥田に幻滅を感ずるという者もあるといわれる。およそそういうことを報告しておきたい

といって帰った。私はそれがまともな反応だと思っている。中間層に幻想や期待をいだく

のはやめなければならない。せいぜい反奥田の旗を明らかにしないようにできれば成功で

あろう。それよりも無党派をどう引きつけるかが大切で、その限りかなり成功してきてい

るように思えるのである。 
 
11 月 29 日（金） 
婦人の地位向上について 
昨日は農協婦人部協議会総会があってあいさつに立った。婦人の地位向上がスローガンに

なっていたし、国連婦人の 10 年の最終年ということがバックにあることは明らかだった。

今日農業労働力の 60%は婦人が占めているので農家における役割は大きい。中小企業、こ

とに商家でも同じことがいえる。家事、育児、教育の分野においても婦人の地位はまこと

に重要である。であるのにまだ、一般に、男は職場、女は家庭という観念が根強い。国連
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婦人の 10 年のねらいは、平等、参加、平和のスローガンのもと、女はもっと職場に政治に、

男はもっと家庭にという運動方向を目ざしている。がその場合、「男と相携えて」というこ

とも必須条件にあげられている。今日の私のあいさつではこの条件を強調しておいた。と

もすれば婦人運動には女ばかりが集る。女ばかりで気えんをあげている。しかし、重要な

条件たる男女相携えてということがもっと配慮されないといけないのではないだろうか。

こういう席に、もっと男を呼び込む工夫をしたほうがよいのではないかということでもあ

る。女の解放なくして人類の解放なしとか、女の問題は男の問題でもあるといわれるのだ

が、そういう点の強調が今求められているように思うのである。 
 

11 月 30 日（土） 
もう知事選の前哨戦がはじまったのか 
ひるをはさんで県評傘下の単組、地区労の役員たちが知事と写真を別々に撮るという会を

もった。機関紙に正月用として用いるのが目的。話し合っているなかで、先日産炭地の浮

揚のための陳情団に加わって地元選出国会議員を訪ねたら････という人がいて、遠藤政夫

の部屋に行ったら遠藤がいきなり「筑豊を浮揚させるなら知事をかえんとどうにもならん

よ」と陳情団に対し叫んだのでびっくりしましたよともらした。誰にでもこんなことをい

っているんですかね、東京では知事選の火ぶたは切られていますねと彼はいう。そうかと

思うと、ここ数日来福して財界や野党筋へあいさつまわりをした首藤は意外に冷たく応待
マ マ

されてがっかりして帰ったと安達、森山がいう。保守はまだまだ一本化してないらしい。

グアムの巡拝団のなかで井上昭和民生部長が奥田何するものぞと飲んでしゃべっていたと

か。他方首藤が亀井残党は用いないと早や当選気分でものをいったので「残党」らが彼に

反撥の電話をかけてきて首藤陳弁の幕があったとか。井上も残党なんだろうが、この同類

は青くなっているともいう。同じグアムで橋詰が奥田もいいところがあるといったら、新

宮がそんな評価はいかんと、同じ自民党内で割れている所をみせたとか。 
 
MEMORANDUM 

済生会福岡病院の病室で人間ドックの一夜、新歳時記から拾う。（11 月 25 日） 
掃けるが終には掃ず落葉かな      太 祇 

東京ふくおか会館で中食をとりながら庭を見ていたらこういう情景があった。いいではな

いか、全部掃き集めたり掃き捨てたりしなくても落葉はかわいいものである。紙屑ではな

い。どこかに消えてなくなるだろう。生垣の上には掃きもされず薄積りしたままになって

いる。どこかに消えていくだろう。 
 旺んなる落葉に向ひ立ちどまる     壁の花 
 にぎやかにからたちの葉のくゞり落つ  里 石 
 掃き止めて暫し落葉の降る下に     大 東 
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 梢より銀杏落葉のさそひ落つ      虚 子 
 散りしきし柿の落葉や裏表       雅一郎 
 物いうが如き枯葉を顧みる       虚 子 
このように落葉だけでも 11 月を十分に味わうことができる。「木の葉」の項にこんな説明

がある。―木を離れて了ふと単に木の葉としての存在となる。それと同時に散り残った

乏しい木の葉も亦木の葉という感じが強くなる。―ふくおか会館の応接室から皇居の方

を眺めると、すぐ窓の下にプラタナスの並木が目に入るが、残り葉が風にひらひら動いて

いる。今にも落ちそうで落ちないでいる。しかし、落ちた葉は残り葉よりも一そう風に敏

感に大急ぎで吹き飛んで止まり又吹き飛んでいく。 
出版の意図あり 

私は先日安達君に二つの宿題を出していた。一つは「雄県論」批判の諸資料をそろえてお

くこと、もう一つは来年予定しているもう一冊の出版物について準備構想をととのえてお

くことである。前者については、首藤が先日来福して「雄県復活」をぶったということも

あり、知事選には必ず重要論点になるということが理由。安達の話では樺島がこの仕事は

引きうけてくれるだろうということだ。出版のことについては岩崎隆次郎に相談してそこ

から社会党及び社党県議にもちこんだ方がいいのではないかとのことである。「県政ひとす

じ」が問研を中心として、八丁、安達、樺島、佐々木らの手をわずらわせたという事実に

対し、県評や社会党が好感をもたなかったため、販路にも制約をうけたので、次の時はそ

の点を注意しようとの発想が前に出はじめているのである。同陣営内とは思っていてもや

はり俺が俺がという人が少くないので片方立てると片方が立たないということになる。人

類永久の問題のようだ。その辺カジの取り方をまちがわないようにすることもまた政治の

部類にはいるのである。次の出版の構想はすでに「総立ち」実態紹介ということで、読み

やすく一般向けになるようなものというのが私の考え方であれこれの資料はもうできてい

るといってよい。出版の時期は来年の秋から夏にかけて早い時にと思っている。5 月のはじ

めが理想的である。 
 
12 月 1 日（日） 
かな臨書 
一日休みで時間がゆっくりあった。「日日是好日」の条幅を揮毫仕上げにこぎつけ、つづい

て高野切（第二種）の 2 回目の臨書に入った。先月 27 日から入ったのだが今日は 10 枚書

いて一寸疲れを覚えた。第一回目とくらべると、かなり馴れてきたように自分では思う。

でも連綿がまだ自由ではなく筆の早さそのものに問題が大きく残っている。どこまでの連

綿でどうなめらかでなければならないかがよく見きわめられていないので、止ってはなら

ないところで止まって手本を見てしまう。これでは十分とはいえない。今年中に第三種ま

で第二回目を書き終えたいと思っているが、そうできるかどうか。何だかこれも又執念み
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たいになっている。第三回を終わるようになると、他の手本にかえてもよいだろうが、三

回ぐらいはたどってみたいものだ。年をとると手がふるえるというが、それが、字にどう

出てくるか、何歳ぐらいで出てくるかそれが心配。何のための練習かわからないことにな

るが、それが一生ということかも知れない。執念とはいうが、それは楽しみでもあるわけ

だ。楽しみながら生涯を終るのであれば、これほどいいことはない。 
 
12 月 2 日（月） 
12 月県議会はじまる 
今年も 12 月を迎えた。今日 12 月議会初日、提案理由説明の演説。今朝出発前に素読はし

ていたが、読みまちがいが数箇所あったらしい。重要箇所一つについては紙片がまわされ

たので、演説を終えて直後に訂正の発言を加えておいた。どうしても読み違えるものだと

つくづく思う。それはそれとして、こんどの議会から審議の方法が従来の予算、条例二つ

の特別委員会審議方式にかえて、常任委員会ごとの審議に切りかえられたので、それが審

議の進行にどのように影響するか、今回は試行錯誤、テスト・ケースになるとのこと。そ

れにしても今回は、行革、情報公開その他総務常任委員会に付託される重要案件がひしめ

いているので、「総務」が大変だということになる。野党側も知事候補を首藤に絞ってきて

いる手前かなり突っぱりを見せるだろうと予測されている。行革大綱は先日発表したばか

りだが「手ぬるい」との批判があり、情報公開については「答申からの後退」が云々され

ている。もっともこうした前評判はマスコミの強意するところで、野党がここでどれほど

ねばり攻撃にくるかわからない。彼らには面子というものがあるから、尋常には引きさが

ることはなかろう。 
 
12 月 3 日（火） 
婦人問題への将来展望 
RKB 県の買取番組県政サロンの録画取りで、RKB の山下さん、北九州社会教育委員の冨安

さんが知事の相手という鼎談の形で 13 分ほどの長さ。今年は国連婦人の 10 年の最終年そ

れも 12 月になって、これをどうしめくくるか又は次に向けてどう出発するかという趣旨で

の鼎談である。冨安さんは「婦人の翼」でオーストラリア、ニュージーランドに行ってき

た人でもある。これまで婦人の地位向上について県はどう対応し、今後どう対応しようと

しているかが問われるのだが、私としてはまず庁内人事での婦人の登用を少しは無理でも

もっとやりたいし、今県施設として婦人総合センター構想がかなり熟してきているのでで

きうべくんばその建設に早く着手したいとの願望がある。今年福岡女子大に図書館が新築

成り、その一角に女性生涯教育資料室なるものを設置したが、その開放的活用を大いに期

待している。国連婦人の 10 年の最終年は「新たな出発」の年として位置づけされているの

で、従来、国際レベル、国内レベルでさまざまな地ならしが制度的にできたのだから、こ
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れからは、それに内実をいかに盛るかが課題であろう。今日はそういうことを中心に話し

合ってみた。 
 
12 月 4 日（水） 
年賀状をどうするか 
年賀状のシーズンになったため、あちこちから喪中につきという書状が舞い込んでくる。

中には誰某死亡のためと明記してあるのがあってわかりやすいが、多くは喪中とのみ書い

てある。当方がわかり切っているのはいいが、そちら様のどなたが亡くなったのか不案内

なもの、さらには、この発送人が誰なのか全く記憶に出てこない人も少くない。知事とい

う位置にいると、どのルートかわからないが相手には当方が住所録などに記載されていて、

当方には記載されてないのがあるし、当方の住所録にも記載されているが、忘れてしまっ

ている人もある。こんなのにどう対応してよいかわからないのが現状である。年賀状はど

うしますかと秘書はたずねる。さあ、今年は出すまいかと思うと答えはしたものの、それ

でいいかなと不安になる。実は今私の住所録は県民の会にあずけっ放しになっている。県

民の会では私の住所録を見て全部、県民の会としての賀状を発送するだろう。そうなると、

私の方から同じ住所録による賀状を出す必要はないのではないか。否県民の会の賀状内容

と私自身の書く内容とは当然違った味のものでなくてはならないとしたら、やはり私自身

の賀状を出さなくてはならないように思う。心はゆれ動いている。 
 
12 月 5 日（木） 
笑顔と会釈はそうそううまくいかない 
中食は特別会議室で、自治労県職本庁支部の新役員たち 5 人を相手に懇談のうちにおえた。

本庁支部だから、一番身辺にいる人達である。エレベーターの中で、廊下で、知事の笑顔

がもっとあっていいのではないかというような声が出た。こうして対談していると知事に

は笑顔がよいのだが、廊下で会ったりしたときは一寸おっかない顔だという。いつもにや

にやしているわけにいかないのは当然だが、誰にでも語りかける、会釈をするという心懸

けが必要ではないかというのである。思うに、そうはいっても、なかなかそうできるもの

ではない。相手がどう反応するかわかっているならよいが、全く反応しないのに、こちら

だけが米つきバッタのようにペコペコしたり、何もないのににやにやしたり、とんでもな

いあいさつをするというわけにはいかない。反応いかんによっては調子がよくないもので

ある。703 号室あたりで、表彰状又は辞令渡しがあるとき、名を呼ばれた者が次々に立つ。

そのとき知事は正面のテーブルから見ている。呼ばれて立つ人の中に、立って会釈する人

が多い。それに当方も会釈でこたえるのはいいが、こちらが会釈するのに相手がムッとし

て立ったままであれば一寸調子が悪い。ひとがいうようには笑顔や会釈はできるものでは

ないのである。 
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12 月 6 日（金） 
代表質問の第一日 
代表質問の第一日、自民の水戸と緑民の西原の二人が、ひるをはさんで質問に立った。水

戸は質問事項は事前に通告するとの議会内申合わせを実行せず、ずっと雲がくれして、答

弁書づくりができず、私を困らせようとした。そして質問に当ってもあれこれこまかく項

目を分けで矢つぎ早やに攻めてきた。私はメモをしたが半分ほどしか書きとれず、半分は

答弁もれだとせまってきた。彼自身のメモを再質問のとき私に示し、もれているのは〇印

だといってすたすた壇を下りていった。実は、そんな態度で困らせようとした方が逆にみ

んなの笑いものになった。私はメモのひまがなかったのでと、暗に通告のない質問である

ことを壇上でいい、もれていたものを答えていった。議席から通告なしにというヤジもと

んだので笑いものになったのは彼である。返り血という形である。一寸脳足らずの感があ

る。西原は全部通告したもので質問したが、その演説の中に、知事はバカだの何のという

罵言をまじえての発言だった（財政難についての批判）が、これまた気取りすぎの感があ

って効果の少ない質問であった。水戸の質問への答弁の時、例のチンといわれる高岡が又

前例にならい大声でヤジったので私も声を高めて答えたわけ。 
 
12 月 7 日（土） 
水問題怨念 
田原代議士をはじめ、筑後川からの福岡導水に苦労した当時の人達を、県市が呼んで山ノ

上ホテルで夜懇親会を開いた。九地建関係者が来賓で OB もまじっていて総勢 25 人。当時

の苦労話が当然話題になるのだが、漁民の説得に一番骨が折れたと誰しもいう。来ていた

近藤副知事は大牟田に勤めたこともあってか、有明漁民は三井鉱山から札束でなでられる

体験があるからよけいに骨が折れたのだといっていた。もちろん筑後大堰という大事業は

流域外導水という一寸問題のあるやり方をするのだから、少しは抵抗があるのは当然とい

えようが、当今漁業補償といえば粘り勝ちの観がある。この粘りによって今は三池港の新

規開発が絶望的になっているともいわれている。これは苅田港の改修に際しても宇島漁協

ががんばっているケースについてもいえるし、犬鳴川のダム建設及び宮田工業団地導水に

ついて山田水利組合がとっている態度についても似たようなことがいえる。昔から水を治

める者は天下を治めうるというが、水問題はそれ程に人々を動かす力をもっている。この

二年つづきの少雨の中で福岡市の水ききんが昭和 53年当時のようにならなかったのは筑後

川導水のおかげだと、今日はみんなに感謝した次第。 
 
12 月 8 日（日） 
次回出版に赤ランプ 
午後仲好旅館に集ってもらって次回知事出版について論議してもらった。「県政ひとすじ」
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について、問研主導型になったことについて、県評さらにとくに社会党が冷淡な対応をし

たので、次回出版についてはその点配慮すべきだと思ったからである。岩崎、八丁、衣笠、

嶋津、安達の各氏を呼んだ。八丁がいうのは、販売と代金回収は、こんどは思うようにい

かないのではないかと、「県政ひとすじ」の在庫 1200 冊を例に、慎重論のトーンであった。

政治資金を投入するなら別だが、と彼はいう。私は次回出版の計画のあることを大要のべ

た。でも誰もが、次もやろうとはいわなかった。次回もやるべきだとの空気は全体として

はあるが、どうすれば実行にうつせるかについて、社会党を中心にもっと打診すべきだろ

うという程度でそれ以上の積極発言はなかった。この問題だけではない。社会党総評ライ

ンといってもひとが納めた会費だけに頼って動いてきた歴史を背負っているためか、自分

で汗を流そうとする人は少い。「県政ひとすじ」は 1 万 2000 部刷ってまだ 2000 部近く残

っているらしい。積極的に売ろうという人がまだ足りない。次回出版に赤ランプがついて

いる。 
 
12 月 9 日（月） 
県議も〝おんぶにだっこ〟論に立脚している 
ほんとうに冬になったといえる空気の冷たさ、空の雲模様である。代表質問の二日目。社

公の二人で、明日からが一般質問。平穏に今日も終った。但し、酒匂（公）氏の最後の演

説は一寸頭に来た。農漁業の問題をとりあげた中でカメムシ対策、有明のりの赤ぐされ不

作などについて質問したのはよかったが、私の答弁が終ったあとで 3 分間といって「要望」

に立ち、知事はこうした農漁民の被害に対する同情の念や対策姿勢がないと演説したわけ。

もちろん県は何もしなかったのでもないし、何もしない予定でもないのに、具体的にこう

しますといわなかったから、吐いた捨てセリフであったのだと思う。私が常々いっている

ように、農漁業に対しては行政は過剰といえるほどに対策をしてきている。酒匂氏の発言

をきいていると、被害が発生したら救済策を立てるべきだとストレートにいっている。県

民の誰だって、自分の生業を営む上で、あれこれリスクを背後にもっているわけで、中小

商工業者もまたそうである。だのになぜ農漁業者が損害を被ったら直ちに県が救済せねば

ならないのか私にはわからない。融資の道もあるわけだ。この〝おんぶにだっこ〟の発想

がわが国の政治的権力の体質化しているのが問題ではないのか。 
 
12 月 10 日（火） 
情報公開条例にケチをつけることに懸命だ 
ほんとうに寒くなった。しばらくこの寒さはつづくといわれている。一般質問の第一日、

11 時から 5 時半までという日程。議員も不勉強なのか答弁資料が前夜にそろえられなかっ

たり、今日になって質問が変更になったり、事務方の苦労は大変である。頭を下げ下げで

の対応に奔弄されるのである。行政改革を議会運営にもばっちりもち込みたいが、そこは
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立入禁止。この今期から運営の基本がルール変更になったことは事実だが、どれだけ審議

促進に役立つやら。自民の橋詰はプライバシー保護条例が同時提案されないなら情報公開

条例は棚上げしたいという。これは自民党全体の底に流れているもの。同党高橋は、これ

は奥田の選挙公約というが、亀井知事時代にも問題になったことがあるので知事の専売特

許みたいに言うなとか、先行県のマネばかりしているもので福岡県の特徴はないとか、審

議会の答申から大幅後退しているから効果はないとか、あらん限りの悪口をいってケチを

つけている。情報公開条例案を彼らが否決できるかといえば、マスコミの手前具合が悪い。

個人情報開示の項が落ちているからということで修正に出てくるか、審議未了で一度は先

送りするか、何とかケチをつけようと彼等は懸命である。 
 
12 月 11 日（水） 
県政の力点が物におかれた考えが支配的 
一般質問の 2 日目。トップの江頭氏が技術振興、テクノポリスについてふれ、大分平松知

事はよくやっているのに奥田はという調子で矛先を向けてきたので、答弁で、平松知事の

いうようなことを私がいえばご満足でしょうけれど云々といったため、江頭氏は怒った。

俺は知事を激励する気持でいったのに、そういう答弁があるか、取消せとせまった。私は

取り消すとはいったものの、議事録にはどう残されているだろうか。野党の連中は今日の

松山にしてもそうだが、あまりにも物質主義的に県政を考えすぎると思う。二言めには企

業誘致であり、公共投資である。松山など土建屋がうるおうような県政であればどんなこ

とをしてもいいといわんばかりである。中央政府がマイナスシーリングの予算しか組まな

いなら、県独自で公共事業をおこせといい、農業土木、道路、住宅、港湾などの事業増を

訴え質問した。あけてもくれても物物物、カネ、カネ、カネである。県政というものを地

方自治とか民主主義とか公正、正義というような観点から論議しようという者が少い。自

民、緑政というのはそれの固い塊りであるであるといってよい。もちろん首藤という次期

知事候補ができ、それが物、物といっているから、その観点から攻めようとしているので

あろう。 
 
12 月 12 日（木） 
〝いじめ〟の問題 
「いじめ」がこのところますます話題にのぼることしげくなった。小学校、中学校の子供

たちの間で、又教師の子供に対する暴力の形で、さらには教師の間でというふうに、さま

ざまな集団の間で同様のことが、問題にされている。もう二年ほど前、いやもっと前から

問題にされてきたものだが、この頃は新聞テレビに出ぬ日はないといった具合。暴力、物

かくし、仲間はずし、物品、金銭の強要、なぶり、等々いろんな形態がある。もっともわ

れわれの子供の頃にもこれら諸形態のことはあった。しかし、そのゆえに、自殺、報復放
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火などの大さわぎをおこすような深刻さはなかった。いじめられて登校拒否をおこしたり、

ノイローゼになるような程度のことにもならなかった。というか、そうした事例は稀であ

った。県議会でも質問の中に、今日も二人がとり上げた。何が原因なのか、どうすればこ

の問題が克服できるか、誰もが正確な解を出せないでいる。中央行政でも対策を論じはじ

めたようだ。全国どこにも共通しているが、九州にとくに多いと今日の質問では主張して

いた。事実かどうか知らないが、社会の、とくに大人と大人との、大人と子供の人間関係

のどこかに狂いが出てきたのである。「奥田いじめ」とマスコミが指摘したことが今日の質

問に出たのでユーモアをまじえて答弁しておいた。 
 
12 月 13 日（金） 
技術立県を宣言したらどうだろう 
午後はNTTのお世話で今日東京に設置した来年度予算陳情に関する対策本部と当県側との

テレビ会議をやった。このあと八幡西区の三井ハイテク工場の見学をし、IC の金型製造の

模様をつぶさに見学、あと料亭千草で社長、組合長と夕食懇談した。こうした一連の今日

の体験の中で来年度は技術立県福岡というアドバルーンをあげたらどうかとふと考えた。

退官したばかりの工学部清山教授がわれわれと共に見学したのだが、車中往復同席した氏

に、九大を中心とした教授たちを集めて来年早々県側と会合をもちこのアドバルーンをあ

げてみようという話になった。筑豊はもちろん、北九州も八幡製鉄の頭脳集団の千葉への

引きあげに伴い、火が消えたようになることが明らかで、どうにも手のうちようがない。

県議会では選挙がらみもあって、自民、緑政の連中が企業誘致をギーギーとなえてからん

でくるが、この明治以来 100 年余の近代日本を支えて来た石炭と鉄の今はさびれゆく両地

域を、一度きれいにさら地にして出なおすしかないと私は考えている。そのためには三井

ハイテクのようなのを手本にして、自生の、しかも技術で勝負していく姿勢がこれから必

要と思うのである。 
 
12 月 14 日（土） 
九大関係者 3 人を病気見舞して 
深山喜一郎、田中定、小林栄三郎の 3 人の病気見舞で今日午後は夕方まで時間をつぶした。

知事をしているとつき合いの見舞が多いのだが、今日の 3 人は個人的な見舞ともいえるも

のであった。深山氏は昨年 9 月教養部長辞任のときに、倒れて以来、私は早く見舞をと思

いながら伸び延びになっていた。左側の脳に故障が突如おこったという。右手足の故障と

言語に障害がおこっている。回復は困難といわれている。小林栄三郎さんは私の前に社会

問題研究所の所長をつとめてくれ大へん助けられた人。西洋史専攻で、九大退官後は福岡

歯科大で教養部の責任者となっておられた。脳こうそくということで、私が病院にたずね

た時も口をあけて昏睡といった具合で、かなり容態が悪そうだった。私の見舞を認めるこ
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とはできたらしいが、言葉を交わすまでには至らない。こうして 3 人を見舞い何か妙な感

じになってしまった。自分は果して健康なんだろうか。いつ何んどきこういうことになる

かわからないのではないか。こういうことになるのなら一そう早く死んでしまった方がい

い。夫婦のうち女の方が元気でいてくれるこの 3 人のケースは有難いが、これが逆だった

らどうなるのだろう。若い世代がうちにいてくれなくては困るなあ等々･･････ 
 
12 月 15 日（日） 
三池闘争 25 周年の集い 
大牟田労働福祉会館で三池闘争 25 周年記念集会ののち、プラザホテルで懇親会があった。

私は後者に出席した。最多の時は 1 万 6 千人もあった三池労組だが、今では 300 人そこそ

こに減っている。石炭の役割にも今昔の違いが生じたのである。あいさつに立った私はみ

いけ 10 年、みいけ 20 年と二冊の運動史を執筆したことにふれたが、健在ならみいけ 40 年

を書くべき時になっている。今日の 25 周年はいわば懐古の 25 年であるといっていい。先

日組合長中原一氏の名でみいけ闘争資料集を送ってきた。昭和 34 年 8 月から 36 年 1 月ま

での機関紙〝みいけ〟と、日刊情報 1～270 号（35 年 1 月から 12 月まで）のコピー集であ

る。「三池闘争の記録」となっている。宮川組合長は今は亡い。三鉱連がたたかいをやめた

ので、三井では三池労組だけが孤立し、それを炭労・総評が包んで 300 日の闘いとなった。

炭労・総評が包んだので「総資本対総労働」当時はいったのだが、三池には第二組合がで

きて闘争体制は崩壊していった。しゃにむにおさえこまれた形になったが、労働組合をつ

ぶすと同時に、三井資本も崩壊していった。闘争後二度の大事故がおこり、みにくい経営

史になったわけである。一つの懐古である。 
 
12 月 16 日（月） 
北九州工業をサラ地に作りかえる発想が必要 
重厚長大から軽薄短小へと急速に社会は移行しつつある。筑豊の石炭がなくなってから既

に 20 年。こんどは八幡製鉄に代表される北九州地域及び大牟田の重化学工業に大きな変化

があらわれはじめた。第二の筑豊化がおこっていると見なければならないようだ。今後 10
年間この事態がどう進むかは県政にとって重大な問題である。八幡の下請企業群がこれま

でのように下請に甘んじておれなくなると、倒産するか自己転進するしかない。消えてな

くなることも考えられる。北九州の人口は減少をつづけていて、次の国勢調査では 100 万

を割り込むかも知れない。県会で自民党などはこれも知事の責任のようにいう。八幡製鉄

の研究陣が千葉に移転する。2000 人減ること間違いないが波及して小零細企業にもこれが

ひびく。5000 人ほど雇用減になるかも知れない。知事が悪いからだというのだが、経済の

このような動きを知事がどうにかできるはずはない。私は記者たちに、来年の県政の目は

技術振興に向けられねばならない。産学官共同でこれまでの下請群に独自技術応用の行政
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行動が必要になってきたと強調しておいた。筑豊問題を通りこしてこの問題が主要県政課

題になってきたような気がする。 
 

12 月 17 日（火） 
再立候補は自らに忠実な道ではない 
正月用というので各社がインタビュー、録画を求めてくる。ラジオ、テレビ、新聞の区別

があるから応ずるだけで大変である。そうした中で共通に問うてくるのが、次期知事選へ

の私の意見である。「まだ、何ともいえない」というのが答である。肯定も否定もしない。

立候補には自分でセリ出る場合、かつがれてやむなく出る場合、その中間と、各自の性格

によって違いがあろう。私の場合、セリ出ることはありえない。自分の納得いく人生を考

えると、知事職のような私的側面を殺さねばならぬ激職では、良心が許さないからである。

あと残された人生を良心が納得するように生きるには立候補をことわるしかない。知事を 2
年半余りやっていて面白いと思ったことはなかったかとの問あり、また、役に立つと思っ

たことはなかったかとの問があるが、まれな経験だから、役立つ経験、有難い経験はあり

えたことには違いがないが、そのために求める必要はないと思う。私の周辺では、いつ再

立候の
マ マ

声明を出すかというようなことをひそひそやっているようだし、再立候を既定のこ

ととして、人々は動いている。私はそれを肯定も否定もしない。多分ことわれないような

状況になっていると思う。 
 
12 月 18 日（水） 
新北九州空港の建設はだんだん困難さが増している 
新北九州空港建設のための陳情。一つは朝食会に県内企業をもつ在京幹部らと当方期成会

役員との懇親の形式をとり、あと期成会の役員が運輸省に事務次官を訪ねの陳情である。

政府は全くカネがないのでかんたんに OK をくれない。成田、羽田、新関西の大規模な空

港整備計画をもっているのでそれで精一ぱいとのこと。われわれの北九州の場合、その重

要性がずっと下位になってしまうおそれが多分にある。名古屋が伊勢湾方面に新空港を展

開しようとしているので、そのあとにくるかも知れない。新北で有利なのは、すでに周防

灘の中の苅田沖合に形ができつつある土捨場があるということだ。北九の地盤が急に陥没

しだしたので空港を作るメリットが薄らいでいる。自民党は知事が革新だからそうなると

いうが、北九市長が自民＋民社で 20 年間固めてきても陥没してくる。これは大牟田にもい

える。首長が何であろうと、経済界のこうした動きはどうすることもできないほど強大な

のだ。どこまで本気？ と私に疑問を投げかけた人がいる。だって私は空港建設促進期成

会の会長だし、やるだけはやらねばならない。しかし、だんだん情勢は悪化に傾いている

ことは否めない。 
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12 月 19 日（木） 
見られているのと会いたがっているのと 
知事はみんなから見られている。つくづくそう感ずるようになっていたが、みんなが会い

たがっているということを知るようになった（自覚した）のはむしろ最近である。感知で

きるようになっただけで、事実は、はじめからそうなのであって、気のつき方がおそいだ

けである。亀井氏もこうだったのか、今の秘書室のさばきが私をそうさせてしまうのか、

そこはよくわからない。ともかく、一つの客に相手していると、秘書室の者がドアを開け

て入ってくる。彼は自分の時計を見つつ、もう時間が来たといわんばかりのそぶりをする。

当方から打切るようにして客に帰ってもらう。次の客が別室で待っているという。その前

に一寸レクといって私は次の客の来意をきき、それへの対応の示唆をうけ、その次に客の

いる部屋に行く。すました顔で、にこやかに、大きな声で歓迎の意思表示をし、おもむろ

に来意をきく。こういうことを繰返す日が多く、便所にもいけないことが多い。いったと

してもゆっくりできないので便秘はいつでもといえる。多分、こんな状況は健康によくな

いに違いないが、人から監視されているような中では便もおそろしがってかスムーズに出

てくれない。ひとに見られてない時間は在宅の時だが、毎日 12 時間労働ではそれが又短か

すぎる。 
 
12 月 20 日（金） 
賀状書きのシーズンが来たけれど 
秘書室の方で年賀状 3000 枚とっておいたといってもって来た。今頃になってとは一方では

思いつつ、今年はどうも自分でも書く気がしないでいる。住所録は県民の会に任していて、

私が書くべき分は県民の会がしてくれているように思うし、行政レベルでは秘書室の仕事

として消化してくれているはずである。以前はアドレス帳をもとに予め出し、来た年賀状

を照合すれば、年賀交換の一貫性相互性が保たれる自信があった。今はそうではない。来

る年賀状を出したか出さなかったか確かめようがない。年賀状に大変工夫をこらしたもの

があるが、そういう真心こめたことは到底できない。それよりも失礼にならないように来

たものには出すというのが精一ぱいである。が、今はそれすらできない。きけば 2 通も 3
通も来たという人が時にある。これは或意味では失礼にすらあたる。考えもせずにいい加

減に出したことが暴露されるからである。なお、返送される年賀状の数もおびただしい。

夏の暑中見舞も 400 も 500 も返送されてきた。今回の年賀状もそれを覚悟しておかねばな

らない。当方の意思が通じてないのだが、これ又出す側にかなりの欠陥がある。いい加減

な書き方、アドレスの不備、転居未確認など。要するにこの種慣行への対応は頭痛もの。 
 
12 月 21 日（土） 
痛し痒しの選択 
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延々と議会が開かれていて、帰宅午前 1 時半となった。午後 8 時に全員特別委員会におけ

る知事保留質問が終ったので、そのあとは私は全く待ちの姿勢にあって知事室にいただけ。

この間、議会側は全員特別委員会と分科会をあれこれ開いて審議の結論をさぐっていたよ

うだ。深夜の帰り際に大石君のいうには、行政改革と情報公開の二つについては、審議未

了、継続としたようだとのこと。野党としても痛し痒しということであろう。この二つ気

にくわぬが通さねばならぬ。通せば奥田の点かせぎになる。どうしたものか。これが今日

ののろのろ審議をなした底通である。自民党は元来情報公開には反対である。だからあれ

これケチをつける。その上、公開の反面プライバシー保護を同時に条例化すべきだとか、

自己情報の開示が同時におこなわれねばならぬとの注文をつけている。行革については、

人員減をもっと行うべきだとか、年度ごとの人員削減計画を示すべきだ（条例化すべきだ）

といっている。今日の分科会（総務）でどういう結論がでたのかよくわからないが、この

二つは審議未了になるときく。県民一般がこれで納得するかどうか。自民ら野党にとって、

県民の反撥は必至と思うのだが････ 
 

12 月 22 日（日） 
小林栄三郎先生の死 
20 日の午後 7 時、小林栄三郎先生が入院さきの白十字病院でなくなった。脳こうそくがも

とで入院、今回の死因は急性肺炎とのこと。77 歳。語学にたんのうな人だった。ドイツ近

代史、特に労働運動にもくわしい人である。チャーティスト運動を研究してきた山大の古

賀氏は彼の弟子だったろう。昭和 37 年に社会問題研究所が発足した時彼はその初代所長と

なり、12 年間よくカじ
マ マ

をとってくれた。彼がいなければ私におはちがまっわてきたかも知

れなかったが、47 年に九大を退官し、福岡歯科大に転じ、49 年の秋私が第 2 代の所長にな

るまで 12 年間、所長としてよく研究所をまとめてくれた。14 日に白十字病院に見舞に行っ

た時、言葉を交わすことはできなかったし、もう目はウツロに見えたので、永くはないだ

ろうと予測はできたものの、まだもてると思ったのはたしかだ。それだけに「やっぱり」

との感はまぬがれない。いつもにこにこして相がよかった。協会の集まりにもよく顔を出

されたが、向坂先生には怯することなく直言するシーンもあった。歯科大で所長兼務は都

合が悪いといって所長を退かれた。 
 
12 月 23 日（月） 
12 月議会終了 
午後七時半議会本会議が終り、やっと 12 月議会にけりがついた。情報公開制度と定員条例

の二大案件は次回送りになって、ポッかり穴のあいた 12 月議会になってしまったが、とも

かく終えて、恒例の政府予算をめぐる陳情のため上京の途につくことができた。議員さん

たちあれこれ言うけれど、勉強不足で、議事録に残るなら醜態をさらすことになるだろう。
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私もよくわからなかったが情報公開とプライバシー保護とが同時に条例化されなければ、

一方だけでは片手落ちだというような結びつけをして〝反対〟論をぶつのがその一例であ

る。尚早論は又根拠をもたない。定員条例案にしても 5 年間に 5%減というだけで年次計画

をふくめた条例にしないと実行が危ぶまれるという因縁づけもまた同じ。どのような計算

で 5%になったのかとか、それでは少なすぎるというのも同じく何の根拠ももたない。要す

るにここで知事側に花をもたせてはいけない、何かつけるべきケチはないかといった類で

ある。ともあれ二件先送りで 12 月議会は終った。 
 
12 月 24 日（火） 
整備新幹線を作って採算が合うだろうか 
昨夕来年度予算の政府（大蔵）原案が各省に内示され、28 日にそれが本決まりになるまで

復活陳情が霞ヶ関かいわいを沸かせる。昨夜おそくふくおか会館に到着。今朝から行動に

入った。まず朝食会（全共連ビル）が九州知事会と九経連との合同で「九州はひとつ開発

推進大会」名づけて行われ、午後は 18 都道府県に及ぶ範囲での整備新幹線早期着工実現総

決起大会が赤坂プリンスホテルで開催された。この後者には 2000 人近い人達が集った。緊

縮財政といわれる中で全国各地から上京、上京で陳情をくりひろげる。この数日何万人か

の人々が、つめかけてくる。朝日の倉成記者が新幹線着工のこの大会のあと、こんなのど

う思いますかと話しかけてきたが、合理性で割り切れないところに政治の分野があるので

はないだろうか。新幹線を札幌や鹿児島まで延長してはたして採算の立つ経営が可能だろ

うか。鹿児島の人は大阪や東京に用件をもち移動するが、そのときは多くは空路を選ぶで

あろう。福岡への用件にしてもそうだ。だったらその他の中間都市に行く人の数は微々た

るものだろうから、整備新幹線は明かに赤字つづきになりそうだ。だのにこれに熱をあげ

ている。 
 
12 月 25 日（水） 
復活要求陳情の波 
連日東京の空は冷えて青い。福岡よりは暖いですね、東京の冬はからっとしておだやかで

いいですねと口々に感想を交わしている。陳情行動のあいまをぬって宿の自室で外をなが

めると、すがすがしいの一語につきる小春日和である。昨日と違って今日は風もない。イ

ギリス大使館をここ 4 階の窓からながめていると時に小鳥が視界を横切る。大使館は古式

の建物、二列で 7～8 棟あってすごく広い。ところで今日は県選出の国会議員を招いての朝

食会（自民・民社）、中食会（公明）、夕食会（社会）をおこなったが、いずれも早目に終

った。国会も多忙のようで、どの議員もそわそわして落付かない様子である。昨日の整備

新幹線早期着工決起大会は 1500 人くらい集ったし、今日午前中の農水省陳情も廊下には各

県からの陳情団でごった返しであった。昨日朝日の倉成氏が私に陳情して効果があります
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かときいてきたが、一つの儀式でもありますねと答えたに止まった。陳情を受ける側も 1
分そこそこで次に交替。要望をきいていてくれたのかどうかもわからない。それでも陳情

する。不思議な現象ではあるが、すべてが巻きこまれている。 
 
12 月 26 日（木） 
巨大な公共投資が次々と計画されている 
23 日の夜になされた 61 年度政府予算案をめぐって、復活陳情が今日をピークに展開されて

いる。われわれは午後、運輸省をかけめぐった。新北九州空港の建設を目ざしてである。

山下運輸大臣にも陳情することができた。曰く「佐賀空港の方が先だよ････冗談だがね」。

しかし、今日空港建設の要望は全国的に大変高い。人口 100 万に達しない佐賀ではあるが

何とかならないかと考える時代になったのである。壱岐、対馬、アマミ大島、石垣島など

離島にすでに空路が開けているのだから、佐賀も島同然と考えると空港をもとうという希

望をもつことは決して不思議ではない。今の日本はそれほどに豊かになったのである。片

や高速道路、片や新幹線と考えると、すべてが贅沢ばっかりといいたくなる。建設する側

にとって採算はすごく長期の展望をもたないとできない巨額の資本を固定せねばならない。

関西新空港、東京湾横断道、本四架橋など巨大プロジェクトが着々進められているが気が

遠くなる話。 
 
12 月 27 日（金） 
国会議員の居城 
衆参の議員会館というのがあって議員は皆居城をかまえている。2 部屋で奥まった方に議員

が机、椅子、応接セットをおき、入ったところの部屋には秘書核の人が執務している。秘

書が一人という場合は少く、何人かがいつもいるようだ。所せましと机、椅子、応接セッ

ト、書類がおいてあって、その上、果物、菓子、ケーキなども机上におかれている。どん

どん人が入れかわり、立ちかわり出入する。陳情者が主だろう。他方、行っても留守で誰

も番人のない居城もある。こういう議員は不景気なのではなかろうか。人の応接は自分の

意思でというよりは、周囲によって規制されるであろうから、人がどんどん訪ねてくるな

らば秘書が配置はりついてなくてはいけない。家族秘書というのも少なくないようだ。が

それすらいないで鍵がかかったままというのは議員が国許で行動しているからであろうか。

それでもこちらは留守にしておけないのではないか。いずれにせよ、議員族というのは大

変のようだ。勘定元がどう切りまわしていくのか、不思議な世界ではある。 
 
12 月 28 日（土） 
〝1 年をふりかえって〟あいさつ 
御用納めの庁議が 12 時すぎからあり、かんたんに私の方からあいさつをして一年間の協力
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を謝し、来年も事しげき年だががんばってくれるよう激励しておいた。今年１年をふりか

えると、中国領事館が発足したこと、生活保護の適正化、県住の家賃滞納にけじめをつけ

るようになったことなど大きな成果があがった反面、努力したのに行革と情報公開の二大

事業が 12 月県議会で次期送りとなって気がかりだが、来春は是非既定方針を進めたいし、

そのためには具体的にたくさんの仕事が残されているので一そう奮発してほしいと訴えた。

他方 2 年がかりで言いつづけてきた「県民総立ち」が徐々に浸透している事実はよろこば

しいことだと付言した。61 年度政府予算では九工大の情報工学部の飯塚での新設と国際研

修センターの北九州での開設が暮おしつまって決定したことは県にとって明るいニュース

であるということも付言しておいた。記者会見では、今年はよい年であったが来年は苦難

の年になりそうだといっておいた。ニガ笑いをする記者がいたがそれぞれに思うところが

あってのことであろう。 
 
12 月 29 日（日） 
暮れのあいさつ 
暮れの知事あいさつまわりの今日は北風清松創価学会副会長、玄海町の鎮国寺、浜中県議、

住吉徳光、松尾正信（老人ホーム）、岡野正美（国際問題懇話会メンバー岡野バルブ社長）

という名列である。秘書室では公明党系統にかなり気をつかっている。先日は鬼木県議宅

にもあいさつに行っている。それと自民党の川筋グループにも気を配っている。社会党系

は三役の他の者が行ってもいいから、知事はこうした方面に顔を出しておくようにという

ことだ。又同和系の松尾（全日本同和会）氏には礼をつくしておくべきだという。それで

バランスを保つために明日は解同の上杉佐一郎氏（二日市）を訪ねることにしている。松

尾氏は会うなり上にあがれといい、われわれは奥田を支持するから云々というのだが、あ

とは何がでてくるのか彼のいっていることは定かに理解しにくい。仕方がないからウンウ

ンと合槌はうつが、そばにいた大石君も何の話ですかねと理解しかねているようだ。これ

も政治の世界といえばそれまでだが、何か交換条件があるに違いない。県の係の者によく

きいてもらわないと困ることになりはしないかと心配する。いずれにせよ、政治がらみの

こうした動きは嫌だなあ。 
 
12 月 30 日（月） 
七二兄を見舞う 
姫路駅南の程遠くないところにある中央病院に入院中の七二兄を見舞いに行った。11 月 15
日入院という。もう 45 日の入院で、正月は外泊するが又入院にもどって 1 月の 15 日頃に

は退院できるのではないかといっていた。胃の全剔手術をして危篤状態だったという。8 年

前に胃ガンの手術をして又今回である。意外と元気な顔だし、口軽くおしゃべりをするの

で外見安心できそうだが、主治医がしてくれた話ではあと永くないのではないかと思わせ
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る容態である。食道と大腸をつなぎ、途中は全部剔出してしまっているという。食道と胃

のつづきの箇所がガンでふさがってしまい、食物が胃に入らなくなっていたということだ

った。8 年前は早期発見早期治療できたが、今回は発見がおそすぎて、今回は脊柱のうしろ

の方までガンがまわってしまっていて、全部とり出しえないというような説明だった。再

発の確率が高く、再発した場合の治療は不可能に近いということのようだ。本人は一度退

院しても又もう一度来なくてはならないということを覚悟しているし、この次はもうあき

らめねばならないと知っているらしい。こんどはまいったよといっていた。案外ほがらか

なのが救いである。 
 
12 月 31 日（火） 
明年の最大の課題 
一向に年末のような気がしなかったが年越しそばを食べみんながテレビに吸いつかれ、あ

たりが静まり返ってくると年の暮れかなと思うようになってきた。一年をふり返るよりは

来年がどんな年であろうかと思う方が先立つように感ずる。昨日大石君が知事は再出馬の

意思をそろそろはっきりすべきだといっていたのが思い出される。新聞も首藤氏の立候補

表明を大きなニュースと数え上げていた。そういうものだろうかと多少訝るが、多くの人

がそのように事態を見ているのであればそれに従うしかないのかも知れない。彼がいうの

は、「やらねばならぬ仕事をたくさん抱えているので是非出馬したい。そのためには周囲の

人の支持が条件となるのでその要請があることを期待している」というような意味のこと

を早目に言うべきではないかというのである。そうかも知れない。再出馬は既定のことの

ように多くの人が動いている。マスコミもそう考えている。しかし、それを自分の方から

いうにはどうかと躊躇がある。本心は引退したいのだが、周囲の状況が許さないことは確

かだ。その状況に従わなければならないことは覚悟せねばならぬ。年明けなるべく早い時

期に宣言せざるをえないであろう。 
 
一年をかえりみて 
1985 年（12 月 25 日） 
正月に甘木から塚本市長ら大勢で甘木線の存続について拙宅に陳情に押しかけてきて年が

明けたのだが、今年もあわただしくすぎていった。でも今年はどういう年であったか思い

出そうとしても鮮明に記憶がよみがえってこない。記憶力がずいぶん衰えてしまっている。

よろこびも苦労も憤りもたくさんあったのに、ほとんど忘却。だからこそ日記をつけてい

るのだが、それがないと記憶のたどりようもないほどだ。しかし、忘却は幸せにつながり

そうだ。苦しみや憤りをいつまでも鮮明によみがえらせることができるなら、たまらなく

苦痛だろう。あと何年生きるかわからないと思ったことは何回もあるが死ぬ前には、ほん

とうに何もかも忘却してしまうに違いない。県では 3 役もそろい、間もなく永井副知事が
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退き代わって自治省から大塚氏を迎えたので、知事は少しは楽になるかと思ったのに、一

向に楽にならず、相かわらず毎日の日程はびっしり詰っている。ゴルフの練習をはじめる

べく道具も一揃え九一君が調達してくれたが、コースに出たのは 3 回だけで、打ちっぱな

しの練習も 10 回ぐらいなものでしかなかったろう。多忙が苦痛と思ったことが何回となく

ある。腹立たしく思うことすらあった。こんなに多忙なら自分がかわいそうにすら思った

ものだ。考えてみると、朝は 8～9 時に出勤し、夜はまた 8～9 時に帰宅する。もっとおそ

くなることの方が多かっただろう。いわば 12 時間勤務（12 時間他人の中にいる）わけで、

ざっといえば一般の人の 1.5 倍働いていることになる。こんなことをつづけているとおのれ

の再生産すらできないわけだ。だけど今年は問研の八丁、東定が手伝ってくれて願望の出

版「県政ひとすじ」ができた。ひとは何時原稿を書いたのかと不思議がるが、寸暇を惜し

んでと答えるほかなかった。秘書室系では樺島、安達、佐々木らが出版に至るまで別の側

面から手伝ってくれた。5 月に出版したかったのだが、7 月下旬になってしまったのが少々

不満足である。5 月には待望の中国総領事館が福岡でオープンした。板付から中国への定期

航空路開設は宿題として残ったが、これはわれわれの力量では動かし難い関所がまだいく

つかありそうだ。12 月議会で定数条例と情報公開条例の二大案件が継続審議として積み残

されたのは、政争の具に利用されたとはいえ、大変残念であった。知事になって何回かの

県議会に臨んだが、このように議案が積み残しになったのははじめてである。もちろん、

苦にすることはないが、「少数与党」の悲哀をつくづく感じさせられる。社会党の県議たち

も別の立場からではあろうが、同じく「悲哀」を感じたに違いない。出なおしてこの二件

に臨むなら別に痛痒を感ずることはあるまい。 
ところで今年は周辺の者が、新聞記者連をも含めて、次期知事選をひどく意識した年であ

った。4 月には折り返し点という言葉が使われたし、12 月の議案二件の先送りも次期知事

選がらみであることはいうまでもない。この夏自民党は中曽根首相を引き出して住宅金融

公庫総裁をしている首藤尭氏を次期知事選候補に推戴することになり、秋口以降首藤氏は

そのつもりで政財界をひんぱんに動くようになり、11 月には総裁を辞任し、選挙活動に集

中することになった。これに対し、記者たちからどう思うかの質問が幾度か投げかけられ

たが、私は、残る任期一ぱい全力投球するだけといい、首藤氏については全く知らない人

だと答えるだけであった。これは作りごとでも何でもない。私のいつわらざる心情である。

次期に向け再出馬するということを前提での話であるからだ。私の周辺は再出馬を既定の

こととして諸事動いているが、私の方からこれを否定も肯定もできないし、したくない。

但し、再出馬を予定しての行動は周囲に促されてとらざるをえない。たとえば、新年号の

団体機関紙などに提供する写真撮影など要求されるままにポーズをとって撮影させている

し、スケジュールの中に所々そうした行動をはさみ込んでいる。後援会の件だが、清進会

と名づけた団体は今年もほとんど動いてないようだ。諸岡、森田の諸氏がやっているよう

だが、資金集めができてないようだ。県民の会の方は山口が中心で僅かに動きがあるよう
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だ。共産党が参加していて、何事につけ協議する中で共産党との妥協が必要で思う存分動

くということにはならないらしい。県評もふくめ各傘下労組も同じ方向で動いているが、

来年のメーデーあたりが一つの山場でその頃には再出馬の意思表示をせざるをえないだろ

う。学文系統では例の仲好会がそのように動いている。内田、岩元、土井、岩崎、衣笠、

八丁の諸氏がそれである。 
 
【PERSONAL&NOTE 欄への記入】 
夏の朝紺碧の空やビル光る     60.7.16 
村おこし燃ゆ小石原杉木立      〃 
猛宗竹許せわれ軍刀の初切りぞ 
          宮崎海岸を思出して 
            （20.8.15 日のこと） 
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1987 年 
 
年頭所感 
今年は知事選挙の年、もちろんそれが岐路になって年間の経過が違ってくる。投票のゆくえ

を予言できるはずもない。十二月二十七日の第三回県民の会一万人集会での出馬声明では

思いきり歯切れよいあいさつをすることができ、会衆は沸き立ってくれた。演出も申し分な

くよくできた。この雰囲気がそのまま選挙につながるとよいと思う。十一月には選挙事務所

も用意でき、出馬表明の日の午前中に事務所開きもおこなわれ、選挙への始動となった。も

ちろん秋から相手の田中健蔵候補は盛んに動いているのだが、自分で意外なほど気になら

ない。自分の方だけうまくいけばと勝手なことを考えている。健康についていうと、十二月

の定期検診では血糖、尿糖ともに高い数値が出ているが、自覚の程はない。誰しも私の健康

を案じてくれる。又それが賀状にもあらわれている。食べ物には更に注意するべきであろう。

睡眠がいつも十分と思えないのは、一つは年のせいであろうし、年中多忙で十分すぎる時間

がとれないからである。これがいつも気になる健康上の問題である。四月までは選挙でキリ

キリ舞いの日程がつづき、選挙の十二日以降は人生すっかり変わるかも知れぬ。そうした今

年である。全力投球あるのみ、万事苦痛にせずやっていこう。 
 
1 月要記 
例年同様、一月は各団体の年賀会、名刺交換会、旗びらき、消防の出初式など盛りだくさん

の行事がひしめいている。それに今年は四月の知事選がらみの集りにも顔を出さねばなら

ない。それからもう一つ、七日から九日まで三日間、中国民航の福岡空港への定期便開設（四

月上旬）がほぼ決ったことへの御礼訪中旅行がはさまったのが特徴。こうしたことで、余計

に忙しさが増してきた。加えて、いわゆる二月議会の準備がもう一月下旬からはじまる。統

一地方選知事選の年なので、暫定予算になるが、それだけに異論の余地の少ないものにして

おかなければならない。物事を苦にしないでさばいていこうと思うので、そのように成行き

が運ばれることを望む。中国民航の定期便就航が十二月中旬にほぼ確実視されるに至った

ことはビッグニュースである。これを確実なものにまで結実化させる努力がいま一歩求め

られているが、これに多忙な一月のうち三日間を費すことは決して苦痛なことではない。残

る一〇〇日快心の投球をやっていこう。そのスタートが一月だ。 
 

1 月 1 日（木） 
元旦雑記 
元旦、快晴。年賀の電話があったのは一彦一家。そこには啓二一家が行っていてみゆきがい

ろいろ話し合っていた。ハワイに行っている直美からは向うも元旦を迎えたことを告げる
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電話があった。それから牧坂氏。二十六日には書初めの会があるといっていた。年賀状が山

ほど来ていたが、その内容は些
ママ

細にみるひまはなかった。あと一〇〇日で知事選である。十

時半に選挙事務所に行き、総評系各幹部二〇人ほどの前で、頑張ろうとあいさつした。電子

電報年賀が三通来たが、一番乗りのものは選挙事務所にもって行って事務所の壁にはりつ

けた。来所の人達のはげみになるだろう。筥崎八幡宮に行き、必勝祈願をしてもらったが、

私が「必勝」と書いて申込んだら、祈禱の時も知事選のことを理解していてくれて、ノリト

の中でそれらしい脈絡のことをのべてくれていたので感心した。 
 
1 月 2 日（金） 
隣家の部屋を用意 
色紙は八五枚出来上ったのを藤江君が押印してくれたが、扁額など揮毫する必要があった

ので、今日はそれに時間をあてた。昨日牧坂氏が知らせてくれた尚文堂習字教室の書初展へ

の出品の準備もせねばならない。十時半頃から五時頃までそれに費し、一応出来上ったので

やれやれだ。みゆきが明日に備えて隣家の部屋の整理を終え、一度見てみないかというので

行ってみた。ガスが解約になったままなので不満は残るものの、他は来客に備えておよそ出

来ていた。四室あるので割にゆったりしている感じだ。一番奥の部屋はまるまるあけてあり、

玄関入って左の小さい部屋には本が一ぱい詰めてあり、縁側には蘭の鉢がぎっしりおかれ

ている。これから選挙運動期に入るので、フトンを持ち込んで泊り込むことができるし、少

しは作業をしたり、場合によっては集会、会議に利用することもできる。大いに利用される

ことが望ましい。 
 
1 月 3 日（土） 
杉本勝次氏の死 
昨朝（七時四〇分）元知事の杉本勝次氏がなくなり、今日七時から密葬があって参列した。

氏はバプテスト教会の信者、九十一歳だった。戦後の混乱期に衆院に当選、二十二年から二

期福岡県知事をつとめた。社会党県政を担ったので有名。福岡市長選、北九州市長選にも保

守系から出馬したが敗れ、久留米市長を二期つとめた。社会党から右へ右へ行った人といわ

れた人だが、キリスト教信仰と関係があったのかも知れない。私が当選してしばらくしてか

ら知事室に私を訪ねて来てくれた。もう足許も不自由な姿だったが、大学教授、知事という

経歴の類似性も手伝ってか、私をはげましてくれたのが印象的だった。三年前だから八十八

歳の時といえるだろう、西日本新聞に「聞き書き」シリーズ欄で紹介されたのが、今夜の葬

式で牧師さんから引用されていた。天寿を全うしたとの表現されており、老衰だったようだ。 
【欄外記入】 
来客 
社会主義協会 
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衣笠、八丁、高崎、大塚、城島、山本、林、熊谷、馬原、ほか一人 
秘書室 
中村室長、佐々木、古沢、森山 
 
1 月 4 日（日） 
会場の空気をよく知っての発言が効果的 
今年は今日から動き出した。小倉市民会館で共産党の活動者会議があって祝辞を送ったが、

その中で共産の県議候補十二人を是非当選させてもらわないと県政もうまくいかないと訴

えておいた。私の先月二十七日の国際センターにおける出馬表明の発言が実によい調子で

あったとほめてもらった。実際私も、よく調子に乗れたと思った。県評の岩崎もいい調子だ

ったといってくれた。あの時は秘書室か広報室で用意した草稿があったのだが、中味が堅い

と思ったので、草稿を見ずにやった。理くつも現状説明も抜きにして、参会者の今もってい

る気持に訴え、それをもち上げるにはどうすればよいかを中心に想を練ってみたのであっ

た。そして夜須町の青年が、あの時山芋をもって来て、これを食べてねばり強くやってくれ

といったので、その発言も利用して発言に加えたので、一そう引き立ったようだ。今日の共

産党でのあいさつも、この時のように、よくできていたと、後でほめてもらうことができた。 
 
1 月 5 日（月） 
警察と暴力に注意すべし 
夜は八丁君たちが拙宅に来て公約づくりの議論をした。あとスシを食べながら懇談したが、

その中でわが陣営がとくに用心しなければならないのは、一寸したことでの警察の選挙介

入と、政治暴力の問題だという話が出たのが印象的であった。警察は一寸した選挙違反にも

手を出して選挙民のうけるわが方のイメージダウンを策すかも知れない。岩崎氏などひっ

ぱろうと狙われていると見なければならない。投票近くなると何がとび出すかわからない。

暴力は下手人に巨額のカネを積んでやらせる手口、事務所破壊事件が以前にあった手口、又、

候補への暴力に雇われる人がいないとはいえない。田中陣営が不利であればなおさらその

可能性が出てくる。この、警察と政治暴力には十分すぎるほど警戒すべきだとそれぞれが主

張した。警察はデッチ上げも平気でやるとみなければならない。近藤前副知事の事件をみて

も、奥村組小林は、どうみても正常とは思えないからである。 
 
1 月 6 日（火） 
田中健蔵氏の動向 
新年会に一しょになった遠藤政夫氏が私のところに寄って来て、田中陣営について冷やか

な説明をした。彼は宏池会で、亀井・太田と同系。亀井は今はないが、山崎拓に対抗してい

る。田中健蔵が山崎拓と永倉の強い推しで知事選に出馬することになった点に遠藤は反感
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をもっているようだ。田中は全県下にビラ貼りを精力的にやって気勢をあげたが、その割に

は浸透がいま一歩のようだ。県議候補のビラも貼られはじめたので、田中の影は薄まってい

るともいえる。田中は企業選挙に徹しているが、企業の上層部には強引に浸透しているもの

の、下部の方は無関係といった状況のようである。四日の杉本勝次氏の通夜に田中は来てい

たようだし、今日の全日空での土工協の新年祝賀会にも来ていたようだ。私と面が会うのを

避けるべくつとめているようで、近頃は顔を合わせていない。RKB の三好は昨日、私と田

中を対談させるべく野心をもやしているが、私の方からは彼の顔を売ってやるようなこの

企画にはかかわるまいといっている。 
 
1 月 7 日（水） 
福岡―中国航路定期便（中国民航）開設のために 
朝五時すぎに起きて六時半板付空港に集合、七時五分大阪に向けて出発。北京空港に着いた

のが三時八分（現地時間二時八分）。八時間かかったわけだ。この間大阪でまるまる三時間

待った。これを差引いて五時間、福岡―大阪間正味往復で一時間半、だから直通で福岡・北

京間は三時間半ということになる。大ざっぱにみて半分の時間ですむことになる。今日の北

京訪問は、この時間短縮の実現が四月上旬とみえてきたので、その過程における中国側の努

力への御礼と将来に向けての交流の一そうの前進を祈念する意味をもっている。知事選も

いよいよ本番に入ったことだし、三日を費すことは惜しいとの考え方もあったが、名古屋空

港にとって代わられては大変ということで、念を押す意味もあり、選挙のことは次の問題と

いうことで、北京訪問を決意したのであった。決意は二週間前の暮の予算陳情のあわただし

い最中であった。手続的に難点もあったが、すべり込むようにして今朝の出発に間に合わせ

てもらった。小西平太郎氏や岩崎隆次郎氏が一度断念していたのを復活させるという経過

もあったのである。 
 
1 月 8 日（木） 
訪中の主な日程消化 
北京の朝は靄が深かった。一日中そうだった。七時半モーニングコールがあったが、その前

から覚めていて、今日は一日寝不足気味だ。北京飯店食堂で朝食ののち九時に中国民航を訪

ね、胡、刘、浦の各氏が応対してくれきわめて友好的で、福岡との定期航路も決まったのと

同然。友諠商店に行って後一〇時半外交部を表敬。ここでも友好的に応対してくれた。中食

は北京飯店の別室で中国民航側の祝賀招宴。これが二時までつづいた。三時に中国総工会を

訪問。福岡県評、武漢総工会の友好関係のつながりで、中小企業レベルの福岡中国の連携が

今後とれるかどうかについてさぐってみた。五時に農牧漁業部から来訪あり、（李仁培外事

副司長、農学会段修廷副秘書長）、福岡県研修生のことで要請があった。六時、東来順飯荘

でシャブシャブ料理を主とする夕食会が、中日友好協会の招宴として行われた。孫平化氏が



奥田八二日記（1987 年） 
 

184 
 

ホストである。日本の資本進出が欧米諸国にくらべ遅鈍であるとの評が話題として私の注

目をひいた。財界の姿勢があらわれているようだ。 
 
1 月 9 日（金） 
今回の訪中は成功だった 
朝の六時半から夜の六時半まで、旅の一日だった。これが直通なら半日で済むわけだから、

四月以降に期待がもてる。大阪に着いた時、午後四時ごろだったが、大阪事務所長らが出迎

えてくれて、今日の新聞各紙のコピーを見せてくれたが、西日本には昨日の外交部、民航局

訪問の時のことが一面中ほどに大きく書かれていた。北京現地にいる寺崎記者と話合って

了解していた通りのことが書いてある。又、畑中課長が北京から福岡へファックスで送った

内容がかなり忠実に各紙に出ている。今回の訪中はタイムリーで大成功であったというこ

とになるらしい。それが関係各人の反応である。行くか、行くべきでないか、あれこれ思案

した結果での今回の訪中ではあったが、先方では大歓迎してくれるし、当方現地では大成功

といってくれ、これほどいいことはない。疲労の一日の旅ではあったが、福岡空港に着いて

記者会見したあと、うまくいったといってもらって、疲れもふっとんでしまった感じ。帰途

県民の会に寄ったが、ここでも「よかった」といってくれて安堵した。 
 
1 月 10 日（土） 
中国との技術提携の一つの途 
好天にめぐまれ、気温は平年以上といわれるが、それでも冷い空気が感じられる。正月明け

不景気も手伝ってか一服気味。免税店で買ってきたウイスキーをもって記者クラブに行き、

雑談の中で県評次長の坂本氏が託した総工会への手紙に関連しての両国の技術提携の話を

したら、早速西日本の夕刊にそれが出ていた。総工会側には交流センターがあるので、福岡

側にもそれに匹敵するセンターを本年中に作って両者の提携で技術交流を具体的にやった

らどうかという構想なのである。当方のセンターは中小企業団体や労働団体その他の友好

貿易関係者によって構成する民間団体とし、これに県ができるだけの援助をしてはどうか

ということになる。福岡空港への定期便が中国との間に開かれると、早晩そうした問題が議

せられることになろうが、今日はそれを先取りした形での記者談話になった。岡部重幸氏ら

機械金属業界が積極的にこの話に乗ってくれることが期待される。 
 

1 月 11 日（日） 
新年子どもかるた会 
大牟田笹林公園での新年消防出初式は快晴にめぐまれ、予想に反して寒くなく、ひるすぎに

は一路篠栗総合社会教育センターでの県子連の新年子どもかるた会に向った。二時には現

地に着いた。昨年の雪による欠席多数と打ってかわって今年はのびのびやっている。決勝戦
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終了式ともに列席することができた。「犬も歩けば棒にあたる」「骨折り損のくたびれもうけ」

「京の夢大阪の夢」「えてに帆をあげる」「負けるが勝」「頭かくして尻かくさず」「出る杭は

打たる」「よしのずいから天の
マ マ

ぞく」「花よりだんご」･･･子どもたちの手は速い。自分がこ

の子たちの頃はこうだったかろうかと思ってみたりする。何回も何回もくりかえし、毎年毎

年やっていると、自然とわかるようになる、身についてくる。人間の社会が何百年かかかっ

て結晶させてきた社会の原理が脈々と親から子に伝わっていく、心にしみこんでいく。この

ことが大切であるし、こうしたことを覚えていく人間関係が大切なのである。子どもたちに

話してみたのであった。 
 
1 月 12 日（月） 
新年会、旗びらき 
小雨が風を呼び雪となり、アラレが舞った、荒天の一日であった。新年会が各所で展開され、

今日は四時半から五ヵ所もまわった。どうして日本にこういう風習が定着したのであろう

か。よしあしの評はしないにしても、一つには豊かになったせいだろう。違ったグループだ

ろうが年末には忘年会もやったはず。忘年会はしないから新年会はやるというのもある。業

界はとくに盛んにやる。名刺交換会ともいう。事業の前途のためにこうした形式がいいので

あろう。今年は統一地方選挙の年でもあるので、候補たらんとする人は、こうしたチャンス

を逃がさずとらえる。田中健蔵候補が私と顔を合わさぬようにつとめながら、同じ会場に顔

を出しているときいたことが何回もある。集会をやる方も何故かこういう政治的利用を好

む傾向がある。指導的地位にある人がそれを積極的に肯定するのであろう。労働組合では旗

びらきと称して同じようなことをする。こうしてその年が動き出すのである。 
 
1 月 13 日（火） 
選挙協力依頼について 
起床して積雪をみた。七時発で坂道及び練塀町の上り下り車も危なかった。七時半から八時

半まで共産党国会議員雇用問題調査団と都ホテルで朝食会をした。この調査団は後に副知

事が対応することになる。午後は私の方が上京、東京は晴天だった。県民の会（小野社党委

員長、堀井共産党委員長、白石県評議長、山川県評政治部長）の代表と総評、社会党、共産

党の本部をそれぞれ訪問し、次期知事選につき協力を要請した。これは選挙体制づくりの一

環だが、それぞれの団体に特有の選挙関係の問題があるようだ。きいて一々なるほどと思う

が、現実は事ほど左様にややこしいもののようだ。社会党に対しては土井たか子委員長を福

岡県に派遣してほしいと要請してはみたが、それもなかなか容易でないようだ。小野参議が

そのことで強い不満を表明していた。土井委員長は地元兵庫やつまらんマスコミサービス

で個人人気だけをとりたがっているといった類である。明日は中央大単産をいくつかまわ

るが、社会党サイドの一せい動員力もぐんと低下しているといわれている。 
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【欄外記入】 
調査団 
 工藤、藤原 
 
1 月 14 日（水） 
労働組合の力量が落ちていることが頭痛のたね 
今日は午後中央単産まわりをした。全日自労、全逓、自治労、中立労連、及び電機労連であ

る。私鉄総連は行くひまがなく中止した。中立労連は前回よりも精力を注ぎ込むといってく

れた。自治労は前回同様事務局員に挨拶するチャンスを与えてくれた。中曽根、山崎ライン

で自民党が今度の統一地方選で、福岡県知事選に全力投球してくるということは中央単産

レベルでもよく理解してくれている。永倉が「首をかけて」といい、中曽根が「政治生命を

かけて」といっていることは周知のことである。全閣僚を福岡に投入するともいっているよ

うだ。福岡知事選が天王山になるということはもはや公然たるものになっている。どこに行

っても「負けられぬ」とはいうが、それだけの用意があるかというとまだまだのようだ。日

教組は委員長問題で動きがとれないようだし、国労に到っては末端まで崩壊してしまった

矢先だ。国労の崩壊は前回の知事選とくらべまっさかさまの事態である。労働組合が全体と

して力量を落していることも否めない。重大岐路だ。 
 
1 月 15 日（木） 
選挙演説 
成人の日で休日だが、一日中北九州松本洋一氏の市長選挙運動との連動行動で暮れた。随行

の石川君が帰りに車の中で、夜になってますます元気が出ましたねという。私のあいさつは

約十分間、松本氏をはげます内容となる。一万人集会だった総合体育館の場合も、昨年十二

月二十七日の出馬表明の時と同じく、比較的歯切れよく話すことができたし、今日最後の折

尾市民センターでの地区市民の集いにいたっては、選挙カーに乗っているときみたいに、聴

衆にお願いするの一てんばりの話しぶりになった。その方が元気があると石川君はいうわ

け。中味も何もあったものではない。つまり理くつはほとんどいわない。北九市長選と福岡

県知事選は連動しており、中曽根首相ら自民党が、今年の統一地方選の最重点に福岡知事選

を位置づけているから、われわれは絶対この二つの選挙は負けられないという点だけをく

りかえしくりかえし訴えつづけたのである。それでいい。元気があり、やる気ありと感じて

くれればいいのだ。 
 
1 月 16 日（金） 
選挙体制の不備 
まだ新年あいさつがつづいている。自分から出かけたのはマスコミ関係で KBC、読売、時
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事だった。話が選挙戦に及ぶことは避けている積りだが、ついにそれになる。評判はいいで

すよといってくれるので有難い。又、夜の記者クラブ新年会でも田中陣営は今一寸息切れ気

味ですよという。資金面と本人の士気についていえるとのこと。資金についてはこれから問

題になってくるのではないかという。もちろんわが陣営のことは本人知らずである。体制が

まだととのってなく、始動しているとはいえないという人もある。でも、それなりにやって

いるのではないかと思っている。記者クラブとの会合のあと、林出納長と一しょに近藤前副

知事宅に行った。夜もおそかった。林氏は近藤氏に戦いの列に裏方として加わってほしいと

の要請だ。県庁の部長クラスの大部分が、まだ日和見しているし、外郭諸団体についても相

手から先を越されている状態だという。その点向うの息切れより、こちらの体制不備が心配

される状況といってよい。 
 
1 月 17 日（土） 
新しい境涯を切り開いた努力の人 
昨朝起きたときノドが痛く、又みずばなも出たので、カゼだ。済生会病院に行ってみてもら

う。へんとうせんが少しはれていた。井上伝氏の叙勲祝賀会がサンパレスで開かれ出席。花

卉組合を育てた人。私はあいさつの中で、北欧ではアパートの窓という窓に花が出してあり、

日本のアパートではフトン干しが行われる実情がある。花よりダンゴという言葉はあるが、

今や飽食の時代、フトンに代わって花が出されるようになるだろう。そうして井上さんが先

駆者としての価値が高められるだろう旨を述べた。戦後の苦しい時代から、農業で食ってい

くため、農学校を出た井上さんは畑にカーネーションを作って食えるよう努力したとのこ

と。今日は又ニューオータニ内和多伴に北田（ベスト電器会長）さんを招いて中食会をした

のだが、この人も立志伝中の人、今や世界に飛翔をしている。恩を社会にかえすためできる

ことは協力しますといってくれた。自分で開拓していこうとする人は頼もしい。県民栄誉賞

に値する人である。 
 
1 月 18 日（日） 
大衆課税の売上税 
福岡では市議選も統一選挙のうちに入るので今日あたりから選挙へのエンジンがかかりは

じめた。北九州市長選も、ようやく動きはじめた観がある。動きはじめが見えるとき、それ

はもう終盤の追込みといえる状況である。市議、県議の事務所開きや集会に私も参加して挨

拶することになって引っぱりダコの大忙しとなる。こんな多忙の中、風邪気味で微熱もある

というので困ったものだ。夜、ニューオータニで歯科医師会々長堀尾氏の叙勲祝賀会があっ

て、パーティテーブルで私の隣にいた全国会長の山崎氏が歯科治療器具への売上税は免除

になったといっていたが、数日前の LP ガス協会新年会の時の山崎拓の話と同じで、売上税 

そのものへの批判というよりは、自分たちのかかわる物だけは対象外にするよう運動する
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のが、保守の考え方である。同じ論法で、有力なプレッシャーグループ関連の物だけが除外

され、一般大衆の生活にかかわる物に課税されるという仕組みになっているのが、売上税だ

ということになる。 
 
1 月 19 日（月） 
県下遊説第一日 
午後四時から七時半まで筑紫路を走った。春日、大野城、太宰府、筑紫野の四市をかけめぐ

ったのである。全七箇所これが計画遊説の第一発だ。最終会場である大野城中央公民館には、

約八〇〇人がつめかけ「励ます集会」となった。外は急に寒さも加わっており、集まるだけ

でも思い切りが必要だろうに、二〇〇人ぐらいは後の通路に立っている。私の顔をみたいと

だけ思った人もあるだろうが、誰がこんなに多人数を集めたのかと驚くばかりであった。京

町保育所では暗くなった寒空のもと園児達も足止めをくってか、合唱のなか私を迎えてく

れ、保母、父兄が園庭につめかけていた。遊説第一日だが、気運は全体として盛り上がって

いると見える。もちろん、これらの人々だけの支持では届かないだろう。上っすべりといえ

ることもあろう。それでも、よく組織化が進んでいるといえよう。お互いが励まし合うこと

によって、熱気が湧いてくれるならいい。今後に期待する所大きい。 
 
1 月 20 日（火） 
田川郡市をかけ足でまわる 
三時半から田川入りで地区県民の会にすべてがまかされていた。全日自労、大城歯科、中村

産業、中山組、太陽基準家具、新生工務店、全失労、石橋組、光工業、林工業、水谷建設、

夕食を魚安でとったあと「励ます集会」、赤池町、及び金田町対話集会と分刻みであいさつ

をしてまわった。田川青少年ホールでの励ます会には八〇〇人がつめかけ、田川郡市の熱気

の程がみられた。途中滝井市長が合流し、あちこち引きまわしてくれた。後半は、こんど中

村邦臣氏のあとをうけ継ぐべく県議に立候補の手嶋氏も一しょに行動した。赤池町では商

工会館に町長、議長、商工会、青年会議所の面々が二〇人ほど集まり、知事への要請集会と

いう形をとった。ここには非支持者も来ていただろう。その他の会場は支持者の相互刺激の

集会だった。八箇所の事業所については滝井市長らが掘り起こしているものといえる。 
 
1 月 21 日（水） 
下から、上から 
もう県民の会のスケジュールが主体といってよいこの数日である。今日は糸島での地区「励

ます会」（伊都文化会館）に行った。八〇〇人ほどにも達する人達がつめかけており、私の

出馬表明の場みたいになった。私自身よりも、県民の側の方が燃えているみたいだ。その意

味では有難いことだ。前回知事選の時も正月明けに正式行動に移り、糸島がトップを切って
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の立ち上がりを示したことを思い出す。田中健蔵氏の方では政策発表を行った。中央直結で

県勢の浮揚をといっている。中央直結という点を除けば、ほとんど争点らしきものはない。

面白くも何もない。だが相手方は上からかぶせて来る戦法である。企業レベルも住民レベル

も上からである。町内会長が上から動かされる。薬業界も上からおりてくるといった調子で、

その点どこまでかは機敏に動いているように見える。こちら側の大衆動員方式とは逆であ

ることは確かだ。 
 

1 月 22 日（木） 
社共共闘は全国的に珍しいケース 
県民の会の些

ママ

細はよく知らないが、表面的には社共とも譲り合ってか、うまくかみ合ってい

るようだ。裏の話はよく知らないが両党とも固有の事情をもち、自分の党を表面に立てたが

り、それが衝突してギクシャクする面も少くないようだ。社共が一つになっての選挙は北九

州市長選、福岡知事選の二つで、全国に他に例がないようだ。まれなケースみたいだ。私の

知る限り、選挙を担う実力部隊が県評にあり、傘下の労働組合の中では社共支持がそれぞれ

にあって、組合費を選挙に投入する場合、共同して推せる候補が見つかれば社共共闘のパタ

ーンが成立しうるが、そうでないなら共闘は不可能。今の北九と福岡県の場合は共闘ができ

る例であるようだ。社会党は独自候補を立てたいのはやまやまだが、さらばといって選挙資

金を、組合から離れて別個に調達する力量に欠けるというのが実態のようだ。このままでは

両党ともジリ貧になるだろう。国政レベルでそれが実証されている。 
 
1 月 23 日（金） 
体調が崩れた 
ここ数日、なかば公務、なかば政務という日程のとり方がつづいていて、私にとっては疲れ

の連続である。風邪気味の体調が一週間つづいているので、疲れはさらに大そうになってい

る。朝起きが早く、夜の就床が遅いことも疲れに拍車を加えることになっている。風邪がい

つとれるか、疲れでまいってしまうのではないかが気になる。時に三七度を越すことがある

し、鼻声、鼻詰りの状況がつづき、人前に立って話す時に口がかわき、ねばねばして言葉が

はっきり出ないことがしばしばある。済生会病院の小川先生の話では、すぐには全快しない

だろう、この時期に風邪をひいておく方がまだ、ましではなかろうか、もっとあとにやられ

たら政情からしてもっと大変だったろうということだ。それにしても、昨年の七月は帯状疱

疹、この一月には風邪と、体力がよほど減退したのではなかろうかと自問してみる。とにか

く近頃は元気がない毎日である。ねばねばは糖尿病の進行かも知れない。 
 
1 月 24 日（土） 
北九市長選の本番スタート 
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小倉の香春口で十時から行われた市長候補松本洋一氏の出陣式。ここでは鏡開きとダルマ

の目入れは行われなかった。時間的余裕がないとのことでもあったが、形式にこだわった儀

式はやめようとの配慮があったのだろう。そういえば私の時も四年前はダルマの目入れは

しなかった。片目ということが身体障害者には納得されぬとの理由もあってのことである。

式の半ば松本洋一氏が決意表明に立っているとき、相手方（末吉）の選挙カーが叫びながら

通り抜け、松本氏の話が一時きこえぬ場面があった。末吉陣営の故意の妨害だろうと思う。

北九市長選が本番となった今日の情勢は「こんとん」とか「五分五分」といわれている。末

吉陣営が企業選挙に徹し、かなり浸透している模様。これに対し松本陣営は大衆に訴えるし

かなく、幹部の方でも、これから追抜くんだといっているほどである。新聞では知事選に連

動と明白に指摘している。 
 
1 月 25 日（日） 
今一寸物足りない 
日曜だが、県民の会の車で三橋、瀬高を朝のうちまわった。教員組合が中心になって引きま

わしてくれている。三橋中央公民館の「はげます会」は大変盛り上がった。地区労議長河野

氏が引きまわしてくれ、自分の宅にも主婦たちを呼び集めてくれたりした。みんながこのよ

うに動いてくれるとすばらしいのだが、まだまだ呑気さが一般に蔽っている。行く先々一寸

も悪くはないが、全体としてはまだ盛上っていない。田中陣営は町内会長や PTA などを通

じて浸透をはかっている。昨日の北九市長選の出陣式では田中は列席し、鏡割りに参加した

が、演説させてもらえなかったということが話題になっている。そのように田中は北九では、

市長選後ということか、又は、九経連が北九州保守陣営に弱味をもっているということか、

浸透が今一つはっきりしないといわれている。福岡では永倉がかなり強引にやっていると

いう。トップ・ダウン方式なのだ。 
 
1 月 26 日（月） 
浮羽地区をまわる 
今日は県民の会浮羽地区の引きまわしで三町をかなり駈足でまわった。母木園の奥園氏と

地元有力者金子先生がぐんぐん各施設、役場など引きまわしてくれた。コケシの高倉さん、

焼物の丸田窯元にも行った。知事候補という肩書きで引きまわしてくれたのだが、すでに相

手がきまっていることもあり、目にみえぬ抵抗感があることも私の膚に伝わらないわけで

はなかった。自分がそう思っているためなのか、やはりどことなく抵抗ありげである。知事

という肩書きならまるまる受取っても、候補の一人となるとそうはいかないはずである。そ

れでも町役場の職員たちはよく歓迎してくれたと思う。ひとの顔色をうかがいながらの応

接というのが、この分野では比較的に少ないように思えた。ポスターが街路にはりめぐらさ

れている。田中陣営の動きがそれによってだいたいわかる。上からの圧力はかなりなものら
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しい。 
 
1 月 27 日（火） 
朝倉郡市の「はげます会」 
今日は川の右岸甘木朝倉地区を走り抜け、夜の市町村会館での「はげます会」に出席した。

会場一ぱいにつめかけた人達の数は四〇〇～五〇〇人はあったろう。三笠君の父、藤江君の

母なる人が名乗って出てくれた。七人の代表が演壇に立ってスピーチしたが十二月二十七

日の時の山芋青年と同じく、トツベンながらよく気持を表わしてくれた。私は県政は県民の

もの、この弁士たちすべてに知事になってほしい旨を話した。県民の一人一人が知事の気持

になり、知事が県民一人一人の気持になれるような県政が望ましいと思って三年九ヵ月努

力してきたし、今後もそのつもりでやっていきたいと述べたのであった。昨日の浮羽以上に

この集会に来た人達には背後に牽制があったようだ。万能ネギをもってきた人は抵抗をふ

り切ってはせ参じてくれたらしい。地域に波紋がおこれば、それもまた一つの成果といえる

だろう。感謝に値する。 
 
1 月 28 日（水） 
選挙遊説型になった日程 
午後は夜の九時まで完全な選挙遊説であった。県民の会、地区県民の会の車で小倉、八幡西、

福間、津屋崎を走り抜けた。二〇〇〇人をこす人達に語りかけることができた。各会場とも

一〇分から二〇分程度で次の会場に移るのである。一〇分の時間を与えられるとかなり語

りうるものだ。小倉では市長選たけなわ、松本候補はよくがんばっていて相手の末吉氏を首

一つリードしているといわれるが、相手の追撃は急で油断ならぬところ、五分五分とさえい

われている。私の話は県政の民主化、開かれた県政に力点をおいている。売上税の話もあち

こちでは取入れている。高校増設や婦人行政など成果をあげたらいいともいわれるが、あげ

ればきりがないので、成果の方はついおろそかになってしまう。婦人の声はすなわち県民の

声として大事にしたいということを説いているが、反響はいいように思う。一日二千人と合

うと仮定すると、あと七〇日、十四万人。一〇〇〇人だと七万人の計算である。 
 
1 月 29 日（木） 
久留米の決起集会 
公用車と県民の会の車とか入れかわり立ちかわり私を効率的に運ぶ日々である。今日は筑

後と久留米。行政と政務を使い分ける必要があるからで、行政は森山、政務は石川が秘書役。

運転は是松と蜷川ということになっている。頃もよく、各地で行政連絡会議があり、それが

主たる公用となっている。夜は「はげます会」が企画され、この二つに付随したそれぞれ訪

問先が加えられ、結構日程ぎりぎりつまって分刻みの行動となる。「はげます会」は社共が
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うまくかみ合っていることが大切で、どこもだいたい成功のようである。かみ合うだけでは

なく、社共が黒子に徹してくれるとうまくいく。が今日の久留米のは社共が表に出すぎたき

らいがある。こういう場合、一般市民には若干違和感が生ずるはずである。久留米の場合も

う一工夫あってほしい。他の点では久留米地域は今回もよく盛り上がっていた。筑後市は来

月に入っての「はげます会」だが両市とも街頭ビラ貼りはよく行われていた。 
 
1 月 30 日（金） 
原田種夫氏受賞祝賀会への出席 
今日は飯塚にピストン往復のような日程になってロス時間と多忙が重なった。飯塚に行っ

たあと原田種夫氏の創価学会インタナショナル（SGI）平和文化賞受賞祝賀会（於ニューオ

ータニ）に出席して又飯塚での「はげます会」に出席するというような順になったからであ

る。創価学会にいい顔をしておくべきだとの配慮が、そうさせたのだそうだが、一面ヒクツ、

一面無駄なことであった。私は創価学会はそっとしておいたがいいと思うのに、顔を出して

おけという人がスケジュールを作ってしまったのである。票になるとの心づかいだろうが、

そんなにしなくてもよいのではないかと思う。それにこの祝賀会は、「財界九州」誌の主催

するもので、永倉とか福田とか顔を合わせたくない人物が出席するようになっている。一た

んはこの会への出席をキャンセルするよう意見をのべたのだが、そういわないで出てくれ

というのが、秘書たちの声。いやなことをさせるものだと腹立たしい限りであった。原田氏

にどうと思ってのことではない。 
【欄外記入】 
熱なく風邪は完治した 
 
1 月 31 日（土） 
一日走り回る 
田川郡、直方市、鞍手郡歩いて歩いて一万二千五百歩。こんなに歩いたのは全くまれ。平素

は三千五百とか五千五百とか、少い日は二千歩ぐらいだのに。恐らく身体の方が驚いただろ

う。ぐっすり眠れるかも知れない。朝九時頃から夜の八時半まで選挙運動がすべてであった。

こんなのは滅多にない。何千人の県民と顔をあわせ、握手をしたことか。ひと前とはいいな

がら私も愛嬌をふりまくし、求める握手にはみんな応じてくれる。演壇に立つと民主県政や

婦人の願いや売上税のことを話題とした。いうことがきまっているようだが、十分十五分の

演説ではこれくらいが一番いい。前回の選挙では豪華知事公舎問題が人々を沸かせたが、今

回は匹敵する話題がない。売上税はかなりの関心があるようだから、これは話題に入れるこ

とにした。「本物の奥田です」というのも人を笑わせるのにいい。テレビで、辛い顔ばかり

お目にかけて来たので、子供の声ではないが、それが案外笑いの種になる。ほがらかに笑い

をさそうのがいい。 
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2 月要記 
1 月半ばから風邪気味だったが休むことなく所定の仕事をこなした。声がわりがしたのと、

若干熱が出たので平素のとおりでなく、周囲にも心配をかけたが、二週間足らずで平常にも

どったのでやれやれだ。風邪もひかんと人に自慢するほどだったのに、又、風邪を呼ぶ原因

も心当たりがないのにと思うと不思議でならない。昨年の帯状疱疹といい、我が体調に過剰

な自信をもってはいけないことは確かだ。さて二月だが、議会、これは例によって辛抱で乗

り切ろう。かなり敵意をもっての攻撃が来ると思うが、時間をかければ通過するだろう。心

は選挙一色である。田中陣営が、北九市長選（二月八日）の結果を見て、総力をあげて来る

に違いない。北九市長選がどう決着するかが一つの山場になる。今は松本が首ほどリードし

ているとか、全く互角とかいっている。中央から大物が乗りこんで来て末吉陣営に加担する

ので、それが怖い。その結果で二月の様相が違ってくる。売上税で巻きかえそうとする当方

の攻勢がどれほど市民にうけるだろうか。 
 

2 月 1 日（日） 
北九市長選を憂う 
西日本新聞の朝刊は北九市長選一週間後にせまった今日、情勢分析の調査結果として「末吉

先行松本追う」と発表した。五分とみていただけに当方ショックはかくせなかった。保守陣

営の動員力は保育所、隣組、同業界その他あらゆる名簿を利用してすごいものがあるのに対

し、当方はどうも気の合う者がダンゴになって気勢をあげているにすぎないのではないか

との懸念が私の念頭を横切る。利益で釣ったり強引に押しつけたりの積極性がない。そうな

らないならいいが、そこの弱さがある。民労協など民社とともに選挙違反など平気で車を動

かしまわっている。もちろん警察は見て見ぬ風をする。ともかくすべてが強引そのものなの

だ。その気慨
ママ

は買わなければならない。だがまだあとが残っている可能性はある。今日は小

倉区
マ マ

の総決起集会が小倉城跡公園であり、魚町を通って小倉駅まで松本候補と共にデモに

参加した。市民は一寸シレッとしている風もあった。 
 

2 月 2 日（月） 
中曽根批判がどうころぶか 
選挙のことでどこも熱っぽくなっている。熊本県は細川氏が再選され、神奈川県の長洲氏が

四選出馬のメッセージをとどけてきた。大牟田市長、筑紫野市長がきまった。前週は久留米

の市長がきまり、今日行った糸島郡では志摩、二丈の両町長がきまったばかりだということ

だ。久留米でも筑紫野でも保守どお
ママ

しが二分されて争い若干後遺症も残ったようだ。とくに

筑紫野では、山崎派が勝って太田派が負けたのだが、太田・遠藤の二人が今後どう出るか、

知事選にも影響なしとしない。今日は国会で代表質問が開始され、野党が鋭く中曽根首相に

喰いさがったが、国民にどう反応が出てくるかである。売上税については自民党内部ですら
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反撥があるほどである。ある人はこうした中曽根の失政を、私に有利な情勢といい、ラッキ

ーな奴だと私を見る向きもある。中曽根批判が奥田有利に展開するとみるのだが、果たして

そうだろうか。民社、公明は中曽根批判をしながら、地方選は別なんだといっている。 
【欄外記入】 
久留米市長 
 谷口久（中村県議推す） 

筑紫野市長 
 楠田幹人（山崎拓派） 

 
2 月 3 日（火） 
柳川、八女、筑後の空気 
朝出発する頃になって大雪が降り出した。車が坂の下までしか来なかったし、今日の筑後・

八女の行動には往きは西鉄電車、帰りは国鉄特急を使った。高速道は凍って走れないとのこ

とであった。年に一度はこうしたこともあろうかといえる強風みぞれの降りつづきであっ

た。それでも日程は消化した。庁内での仕事のあとは午後早く柳川、そして八女、筑後の三

市を消化。柳川は個別の訪問で白井いくさん方にも行った。正先生没後一年半、いく先生も

八〇歳をこえ、足腰が悪くて一人ぐらしにたえないということで、子供さんのおられる東京

に三月には移られるとのこと。こうして柳川の人口は減る。こうした減り方が今後もあちこ

ちにおこるだろう。あとの家屋はどうされるのだろうか。白井さん宅には近所のご婦人たち

が何人か集められていてあいさつすることができた。前回の選挙の時にお世話になった人

達である。柳川は三月はじめに「はげます会」が開かれるそうだが、とくに今は田中健蔵氏

のポスターが目についた。八女、筑後では私のポスターが多く目についたのだが、その点、

おくれているように思えた。筑後、八女は私にとってほんとうに空気がよい。 
 

2 月 4 日（水） 
東京大阪県人会長に再出馬の意向を伝える 
早朝の TDA で上京。県人会幹部の住友建設会長の斎藤武幸さんに面会を求め、私の知事選

出馬を報告した。皇居北の丸車寄せに出向き、高松宮死去の弔問記帳を行い、九段会館で開

かれている総評臨時大会の午後とっぷ
マ マ

の来賓あいさつに立ち、羽田から大阪に向い県人会

の江崎氏に同じく知事選出馬の報告を行う。斎藤さんは前回のように田中健蔵氏の批評は

しなかったが、今日は亀井夫人の「おごり」について批評していた。奥さんが秋田県まで行

って家具を買いつけた話。大阪の高浪会長はむしろ私に田中氏との関係をきいたほどで関

係はうすいようだ。江崎氏は浅沼社長の手前もあって田中氏のことは何もいわなかった。江

崎氏は亀井・太田、そして九電出の瓦林氏の関係で、その政治勢力の凋落を気にし、山崎、

永倉、田中のラインを冷やかに見ている。この三人の奥さん連中が意気投合しているという
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うわさである。自民党派閥の再編成の渦の中に田中が巻き込まれた形。成功すればだが、果

してどうか。知事候補に名の出た首藤は遠藤・太田の一派で山崎につぶされた形だという。

本四架橋総裁の高橋もか。中曽根がつぶれたら山崎はどうなるのだろう。まだ根は弱いのだ。 
【欄外記入】 
斎藤武幸 
高浪卓造 
江崎 
 
2 月 5 日（木） 
北九市長選は今なおよくなっていないらしい 
夜岩崎隆次郎氏から電話があり、明日北九州に行くについて、若干注文があるというのでき

いた。森山との折合わせで、北九選と知事選の連動性をあまり強調せぬ方がいいとのことな

のだ。つまり北九選は依然松本がよくないらしいのである。末吉が五～六万票リードしてい

て詰まっていないのが現状だというのである。連動説はマイナスに影響しかねないとのこ

とである。詰まらないというが、売上税の問題が出てきていて、野党各派はこれに賛成する

首長は推さないときめたらしいので、有利になるのではないかと問うてみたが、松本系が有

利に展開しきっていないのが現状だというのである。ダンゴになってないのかと私がいう

とそうだといっていた。私も前からそれは見抜いていた。それに共産党が前に出すぎる。岩

崎は、安川労組は奥田推薦を決めているのに、いまだ松本推薦を出していない程だというの

である。この辺が今回の問題のポイントのような気がする。 
 
2 月 6 日（金） 
余暇が与えられぬ 
帰宅したら夜の十時少し前だったが、石川君が持ち込んだ色紙依頼についてみゆきが強く

拒否の反応を示し発言していた。秘書室からもそれ以前にどんときていて、あとで私が要請

枚数を概略あたってみたら二〇〇枚をこえていた。書くひまがないのに依頼ばかりが重な

って候補は疲れきってしまうというのがいい分。なるほど近頃は朝は早く夜の帰宅はおそ

い。私も一寸休んで日記を書く。来簡物を一通り見ると寝るだけ、という日がつづいている。

ひまがほとんど見つからない。秘書室と県民の会でバトンタッチしながら早朝から夜おそ

くまで、ひっぱりつづけている。そのことを仕方がないとするなら、色紙の注文もいい加減

にしてくれということになるのだろう。私はみゆきほどに強い拒絶反応は示さないが、近頃

は選挙運動ということで使い方がひどい。昨日の財界との飲み事など、予めことわっておい

てくれるならいいのに。票にもならない連中とつき合うことに秘書室はまだ未だに気をつ

かっているのである。田中派にきまっている連中とつき合うのはやめればいいのに。 
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2 月 7 日（土） 
北九州市長選最後の日 
松本北九市長候補の選挙動最後の日。午後になって門司、小倉南区を中心に本隊車に候補と

一しょに乗って流してまわった。どちらも松本人気が高い区ではある。中には手を振ってよ

い反応を示してくれる者がたくさんあった。そして、マイクで知事も応援にかけつけている

と放送すると、本隊車を見かえる人もたくさんあった。しかし門司も小倉もさびれている。

人々の顔はさえない。クールな人も少くない。クールな人の大半は松本反対であろうし、他

の人は無関心であろう。門司の山城屋の前は繁華街。ここには相手の末吉のポスターを貼っ

ている商店も少くない。こんどは小倉の駅前で演説した。八幡製鉄労組員がマイク車を近づ

けて来て妨害したし、小倉駅前から京町、魚町、小倉城前までの目抜き通りには組合員が動

員されて会社側の立場で企業選挙に立ち並んでいる。会社側の末吉陣営へのテコ入れがす

ざましい。アカ攻撃一てんばりである。 
 
2 月 8 日（日） 
時間が足らぬ 
ねむいねむい、睡眠不足。昨夜は一時すぎに就寝して四時すぎまでねられなかった。おそく

まで色紙を書いていたのである。今日は又そのつづきの仕事をした。色紙一〇〇枚を仕上げ

たのと、前原町解同圃場整備完工の記念碑、経済人余技展出品作成その他も若干あって筆墨

の事に時間を大変くわれ、昨日今日の休み時間は完全にとられてしまい、逆に睡眠不足にま

で陥ってしまった。もっと要領よくする必要はあるし、色紙の注文には進んで制限を加えね

ば今のところあまりにも無原則でありすぎるように思う。今日も十時まで黒田荘での記者

会見で、帰宅してから小休憩し、入浴して日記を書いていると十二時を過ぎてしまっている。

こんなことでは体がもたないので、今後二ヵ月選挙で多忙な毎日をうまく消化すべく一考

を要する。 
 
2 月 9 日（月） 
一・五次、二・五次産業について 
西区のあちこちを山北県議の案内でどんどんまわった。姪浜地区では漁家の関係者によく

出合った。花加工をしている職場にも行った。例の花を押して名刺や額縁に飾るような作業

をしている所にも行った。精薄者の作業施設にも行った。こうしたところでは、市場がどれ

ほどあるかわからないが、みんな熱心に仕事している。魚の加工にしても立派に一・五次産

業ということができるし、花を押して美しい模様物を作るのも同じく一・五次産業である。

精薄者の作業場では第二次産業ではあるが二・五次産業もありうるし、農産物の加工では

一・五次産業（大根加工）ということもできる。私はこれらを見て、市場開拓のことも併せ

考えながら筑豊に多い生活保護、企業誘致への寄りかかり思想などを一方において考えつ
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つ、竹箸製作の発想も思い出しながら、第一次、一・五次、二次、二・五次産業をもう一度

考えなおしてみたいと思った。 
 

2 月 10 日（火） 
宣伝に負けていないか 
ポカポカの陽気、快晴つづきである。平年よりかなり気温が高いらしい。知事室から外をな

がめる。東公園、日蓮さんの銅像の上はるか高く舞う鳩も、公園内に散歩する人影も同じく

自然のように思え、そう考える私もこうしていながら自然でしかないではないかと感慨
ママ

に

ふけっての一時だった。現実にかえる。やはり頭の中を去来するのは選挙のこと、中でも相

手がまいているチラシが、巧妙に数字を使いながら虚偽の宣伝をしているという点につい

てである。そんなことは知事が気にしないでよいとはいうが、やはり気になるし、今日も原

鶴の咸生閣で歓談したメンバーの中の高校教師なる人にきいてみても、県財政の仕組みが

わかっていないし、このような相手の宣伝はほんとうかと思ってしまうというのである。宣

伝力の不足が痛感される。北九市長選での「太いパイプ論」と赤攻撃の奏効が私の頭をよぎ

る。田中陣営も中央との太いパイプ論をまっさきにかかげている･･･････ 
 
2 月 11 日（水） 
売上税反対県民集会 
県民の会レベルの売上税反対の大集会が県下三ブロックで行われた。いずれも野外集会で

久留米、福岡、飯塚の三ヵ所。北九州は市長選の疲れもあって立ち上がりが無理なようで、

後日に改めて行うことになるだろうとのこと。折悪しく今日は朝の十時頃から終日の雨。ど

の会場も傘をさしての集会。飯塚を除き、天幕の準備もなく雨風の吹き降りにさらされた。

それでも各会場二～三千人は集っただろう。今回の売上税問題は中曽根内閣も思わぬ強い

反撥を招いていて、やっきになって内部反対を押えつけようとしているが、周辺がおさまる

かどうか。福岡県議会でも自民党さえ反対せずには選挙戦がやれないといっている。北九で

は末吉陣営は、「中央と地方とは別」という口上で逃げ切ったが、統一地方選まであと二ヵ

月。別という論法で逃げ切れるかどうか。「戦後政治の総決算」ということで打出している

この問題が今内閣の命取りにまで紛糾しまいとはいえない雰囲気である。 
 
2 月 12 日（木） 
候補者に要求されるポーズと心 
あちこち遊説してまわるが、私の出番は十分から二十分ほどの時間。これだけあれば結構い

ろいろ訴えうるのだが、これが足りぬ、あれは余分、この点は要注意発言というふうにいろ

いろと周りから注文がつく。いいじゃないかと反撥したくもなるが、どうやら注文に従って

おくのがいいようだ。ともかく仏様のように、エビス様のように、福の神のように振舞いポ
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ーズをとっておかなくてはいけないのだ。選挙民をよろこばせ、安心させ、関心をもたせ、

頼もしい人物と思わせなければならない。いたるところ、握手を求め、あいさつをし、相手

を慰籍しなければならない。女、子供、老人、障害者にはいたわりと同情、信頼感をもたせ

ねばならない。今日は新宮町の福岡コロニーを訪問した。知事になって二度目であるが、す

っかり機械化が進み、さながら印刷大工場といえるほどのものである。みんな真剣勝負で印

刷機械に取組んでいるその姿がいじらしくもある。こういう人を勇気づける政策を推進し

てみたい。 
 

2 月 13 日（金） 
二月議会で不信案

マ マ

は出てくるのか 
今日の二月議会冒頭の本会議がどう展開するか予断を許さなかったため、地方課長に不信

任案が出た場合を想定してレクするよう求めていたので、朝登庁しょっぱなの時間に説明

してもらうことになった。田川土木事務所の汚職が一月下旬に摘発され、野党側はさらに知

事追及をすることは必至だが、不信任になるかも知れぬとの観測も一部にあった。そうした

場合、統一地方選挙と日程の上でどうもつれ合うかという点が問題だったのである。結果的

には今日の知事提案理由説明後に汚職問題追及という特別のことはなかったが、十七日か

らの代表質問その他でどう攻めてくるかはまだわからない。地方課長の説明では、会期中に

いつ不信任が可決されても、統一地方選での知事選と重なって帳消しのようになるから、不

信任の意味はないということであった。イメージダウンをはかる意味で退任要求決議案と

いう選択があるかも知れないという。 
 
2 月 14 日（土） 
「勝手連」の動きがあった方がいい 
「はげます会」が各地で開かれ既に十箇所は消化したであろう。今日は中間・遠賀地区。花

田守氏が郡の老人会を引きまわしていて今日は老人の動員が多かった。社共が前面に出な

いようにしてくれるといいがと思っているので、その点今日のは大体成功だったのではな

いか。老人には保守的な人も少くないのである。でも多くの地区では社共が前に出ることが

多い。その外側の人が居どことなく嫌な思いをすることが多かろうと思う。そういうことで、

前回北海道であったように、「勝手連」を目ざす人も近頃はちらほらきく。社共にかかわる

ことなく、自分たちだけで動こうというのである。県民の会、地区県民の会、市民の会など

は地区労その他を利用して役員が出入りしているが、一般市民は自発性をもとうとしても

出にくいのである。前回は天神の一角に別途小さな事務室を設けて誰でも出入りしてくだ

さいという形にしていたが、今年も、福岡市の場合はそういうのができてくれるといい。九

大系も勝手連の動きをしている。 
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2 月 15 日（日） 
青少年育成県民マラソン大会 
一〇時からのマラソン大会は今年は春日公園だった。青少年育成県民会議主催である。大濠

は工事中〔池水浄化〕であるためだ。春日公園も立派になりつつあって気持がよい。小雨が

ふって困ったものだと思って出発したのに、出発号砲が始まる頃からは雨はあがった。小学

校は一年から六年まで男女別々、私は去年同様一年男子のスターターで、二年男子と一〇〇

メートルほど走ってのおつき合いだが、チビッ子たちの早いこと、とてもついて行けない。

無理をしてはいけないと思ってこれくらいでやめて帰路についた。二〇〇〇人ほどの参加

で父兄というか母親たちも多く付き添ってきていた。中学、高校、一般それもかなり高令者

も参加していて、このマラソン日和の日曜日を楽しんでくれた。小学校低学年は一・五キロ、

二キロ、三キロと、それなりに走る距離も違うのである。春日公園も一周すると二キロほど

で大濠公園より少しは大きいようだ。三〇〇〇人ほどの全参加者のある有意義なイベント

である。つづけて毎年やってほしい。 
 
2 月 16 日（月） 
個性を尊重する教育 
明日から福岡市美術館で二紀会四〇周年の福岡巡回展がはじまる。その前夜レセプション

が今日六時半から大濠のウェディングホールで開かれた。あいさつの中で私は大川高校の

一教師が、図画の先生は高校では冷飯くいにされているとの手紙をくれた例を引きながら、

今日のわが国の高校教育が偏差値重視の受験予備校に偏しており、画のことなど個性を伸

ばす教育がかえりみられないということを残念に思うと指摘した。教育委員会の指導が永

年にわたって全く間違っているわけだ。高校が全人格教育をすることが忘れられているの

である。知事として、県教委の守備範囲にどこまで関与しうるかであるが、農・工・商の実

業教育とともに今後反省を加えたい点である。多方面から教師たちが生徒を見ながら、その

個性なり長所なりを把えてその成長発展のためにつくすなら、どれだけ立派な人格が涵養

されるかわからないだろう。今の教育では生徒たちの個性は殺されているといってよい。 
 
2 月 17 日（火） 
汚職事件について追加処分を主張する野党 
こんどの議会の争点の一つは一月に新たに起った田川土木事務所の汚職事件につき「知事

は新たにどのような責任をとるか」ということである。十二月議会で一月から三月まで知事

給料の一割をカットする条例を出したのに、又自己処分を追加せよという野党の要求にど

う対応するかであり（西日本新聞記者が知事辞職を迫られたらどうするのかとの質問に、私

が、論議に負けたら辞職もありうると答えつつ、この三ヵ月の減給処分は包括的なもので、

一々の事件に対応したものではないとの立場から、追加処分には論戦に応じて負けはしな
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いということをいおうとした）逆説に、あくまで食いさがってこようとの野党の戦術が争点

になるというのである。今日の自民山中、緑政の白水の二人ともそれにふれてきたが、割合

にあっさりと引きさがってしまった。明日の公明伊沢、それにつづく日程の一般質問の中で

何人かが、同じことを何回も衝いてくるに違いない。逃げ切りしかない。 
 
2 月 18 日（水） 
売上税に「反対」と答弁 
売上税について知事は基本的にどういう態度なのかとの議会質問に「反対」と答弁した。昨

日から「反対」というのは知事として少しきびしすぎる言葉だというので、答弁資料づくり

の面々が苦悶していたのである。今日十時半頃まで社会党側から、今「反対」という絶好機

だとの突上げくっていたわけで、私は遂に十一時からの第一質問者白石氏に「反対」答弁を

することに決断したのであった。北九州市長選でもその他でも反対の態度ははっきり示し

ていたのだが、県議会で公式に「反対」というのは若干問題を感じないわけではないという

のが、行政マンたちの言い分であったが、社会党側の強い主張に引きよせられた形になった

訳である。党側は知事と自民中央との関係よりも当面は知事選をどう有利に進めるかが大

事で、今世間が売上税反対で燃えようとしているのだから、それに対して積極的に「反対」

と合槌を打つことが大事だというのである。 
 

2 月 19 日（木） 
中国からの福岡定期航空便の開設の動きはじまる 
選挙の動きの中での議会、代表質問一般質問の中であればこの数日、全くのきりきりまいの

忙しさで、夜はねるだけというほどになる。今日も答弁書検討の時間をさいて中国民航の来

客に面接することになった。劉さんは東京の総経理、浦さんはこんど福岡に開設される事務

所の責任者、すなわち支店長である。二人ともこの一月に北京に行ったとき私も合
ママ

うことが

できた。四月四日に第一便が北京から福岡に入り、週二便の福岡間の定期便のはじまりとな

る。この日は北京からの祝賀団三〇人ばかり来訪する。福岡からは知事は参加できないが、

逆の祝賀団を派遣することになるが、その規模や構成員については今後早急に煮つめなけ

ればならない。劉さんの話では、北京―福岡間は四月中はもう予約満席で、便数が増えるよ

うになるのも遠くはないと思うとのことであった。私の方からはこの定期便により福岡県

が西日本の中心的役割を果すようになること確実と伝えた。 
 
2 月 20 日（金） 
売上税問題を公約に入れることについて 
中食前に一般質問は終了となり、今日は比較的に楽だった。質問者もねばりが少くてよかっ

た。社会党は今回代表に白石、一般に大町、鳥越を立てたのだが、白石、鳥越は八百丁的な
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がら、立派な質問だった。夜、私の公約作りに、佐々木、八丁が加って、共産党県議団への

説明討議の集会をもったが、売上税反対を打出せという要望が強く出たため、私の方から折

れてこれを加えるため、会が終ってから、佐々木、八丁の両君をわが家に招じ入れて原案作

成の作業をした。公約というものの中に、今日の中央政治の問題を入れるべきではないとい

うのが、佐々木、八丁両氏の主張ではあったが、私は共産党側の主張に譲歩する決意をした。

共産党諸君の主張は、当面選挙に勝つためには売上税反対というような国民的にホットな

課題を公約に出してアッピールすべきだというのである。私は、その挿入の方法によって譲

歩しうるのではないかと思ったので、両者相譲らぬ議論がやっとまとまったのである。 
 
2 月 21 日（土） 
雑餉隈をまわって 
夜の八時すぎまで福岡市内をどんどんまわった。午前中は市議、県議の選挙事務所などの小

集会に、夕方から夜のかけては雑餉隈をまわった。この地区の人口増と商店街などのかわり

ようにはびっくりした。戦後最初に福岡に来た時、新婚時代ともいえる私達が、駅近くの明

野さん宅に寄宿していた頃の事が思い出されるのだが、その付近を通っても、当時の面影は

なくなっている。高木暢哉先生の宅にも案内してもらい、奥さんにも声をかけることができ

たが、その家のたたずまいもまるで違ってしまっている。雑餉隈の駅は、今は南福岡と名は

変えられてはいるが、形は当時のまま、なんだか浦島太郎みたいな気持になった。渡辺四郎

氏の秘書石橋としお氏が主として案内してくれ、近くの町世話人の方が引きまわしてくれ

たのだが、いや全く、百二〇万人の市内の一点を見たにすぎないことにも呆然とさせられた。 
 
2 月 22 日（日） 
人事をつくして････ 
広い福岡市内を今日も西、南ぐるぐるまわった。共産党系の集会が主だった。昨日も同様の

ことをしたのだが、いくらもがいても、点と点の努力にしかなっていないことを痛感する。

百万都市をそんなにうまく短時間でまわれるはずがない。五〇人の集会を一〇箇所として

五〇〇人、平均一〇〇人なら一〇〇〇人でしかない。今日の合計は八〇〇ぐらいだろう。大

海の一粟にひとしい。山ノ上ホテルで夕食しつつ、室長にいったのだが、私の力ではどうに

もならんよ、ムードが選挙をきめるといってもいいし、でなければ人事をつくして天命をま

つというしかないねと。当事者は知らないだろうが、神なら成り行きを知っているのではな

いかと思う。昔から政治家が宗教に関心をもつのは、「神」のような魔力、神眼を信ずるし

かないとの立場に何回もおかれてきたからであろう。北九州も百万都市だし、県下合計で四

七〇万の県民がいるわけだ。三〇〇万の有権者に有効に訴える手段はないようだ。 
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2 月 23 日（月） 
筑紫路の女性の集い 
大野城市福祉総合センターで女たちの集いがあった。二五〇人ぐらい筑紫路の市町から集

ったわが派の人達であるが、女性の立場から切々たる県政への訴えが相次いだ。学校での管

理主義に対する非難はきびしいものがあった。高校を新設しても現場がこのようでは困る

という。ある学校では双児を妊娠した女教師が休暇を求めたところ、女教頭が、学校をやめ

るか子をおろすしかないと放言したとの報告もなされた。女教師の地位は戦後向上したと

はいうものの未だたくさんの問題が残っているとの訴えであるわけだ。又春日市で保育所

が公立から民営に切りかえられるということで保母たちが反対に立上がっている話。これ

は待遇の面からだけみても民営になると長期勤続者で月給に七～八万円の差がつくという

ことで非難に値するし、今後親の負担もふえるだろうから何とか民営への切りかえは防止

できないかと訴えているのである。市レベルの臨調行革の話である。 
 
2 月 24 日（火） 
ようやく選挙にエンジンがかかってきた？ 
まだおそくないだろうと思うが、一般の選挙熱もようやく上ってきたように思える。田中派

はとっくにあらゆる場を設けて活発な動きを見せているのに、当方はなかなかエンジンが

かからないとの見方が一般であるが、今日はローフレンズ系の中小業者がマルベニに集ま

り、学文系がつくし会館に集った。二十二日には勝手連が天神で旗上げし、近々中洲でも勝

手連が動き出すと岩崎隆次郎氏がいっていた。売上税をめぐって昨日は商業者が反対の新

聞広告を出した。一面全部を使ったもので効果は小さくないが、これが地方選にストレート

に連動するとはいえない。これをどう結びつけていくことができるかが今後の一つの課題

であろう。田中派は農協、町内会、業界に手広く網をかぶせて活発なのに、こちらはどうし

ているのかと、参議の渡辺氏の奥さんはやきもきし、周囲にあたり散らしているとのこと。

その熱意にみんながこたえてくれなくてはならない。 
 
2 月 25 日（水） 
挫折感おこる 
大坪君から電話で社会党竹村氏に私から選挙事務所にもっと顔を出すようにいってくれと

伝えて来た。事務所体制がうまくいっていないことの強い指摘である。東京でやきもきする

大坪君だが、福岡の事情が伝わってくるらしい。今日、出納長に近藤前副知事はどうしてい

ると私がきいたら動いてないので再度アタックしてみるといっていた。選挙事務所では社

会、共産の確執があるし、事務局関係者もなんだかたるんで見える。宛名書きもアルバイト

で無責任さも加わり、無点検のため、出した郵便物がどんどん返送されてくる。届くはずも

ない宛名のままどんどん投函しているのである。員数仕事である。発送元を私の名にしてい
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るので拙宅に返送されるのである。又松友会の集りの試みについて一度案内状を出してす

ぐ取消しの手紙を出すなど計画のズサンさがひどすぎる。毛利浄賢がクレームをつけ西原

忠毅さんが取消したとのこと。こうしたことをあれこれ考えると挫折感が一ぺんに湧いて

くる一日だった。 
 
2 月 26 日（木） 
憎々しき存在意義 
二月議会が今日で終った。終りに私の方からも、ねぎらいの言葉を議場でのべたのだが、そ

の中で、これで引退する人はごくろうさん、選挙に出る人は全員勝って下さいとはのべたが、

私のことは一言もふれなかった。私があいさつに立つや否や、野党の方から「最後」という

やじがとんだ。それほど憎々しげな存在だったらしい。私はそのことが、私の「座にいる」

意義があると思っている。彼らに憎まれるということ、もうこれで最後よといいたい気持を

もたせてきたということは、彼らにとって私がいかにけむたい存在であったかの証明でも

あると思う。議会終了後の記者会見でも私は、箱物などを作る仕事が残っているから次期に

挑戦するのではない、民主的な県政を守り推進するために挑戦するのだといっておいた。記

者の中で何人がこのことを理解してくれたかわからない。県勢浮揚を問題にした方がいい

と思った者もいたであろう。自民、民社、公明が反対することに私の存在意義があると今日

思った。 
 
2 月 27 日（金） 
総立ちで三冊目の本を書きたい 
読売、朝日、西日本、フクニチ、時事と、次々にマスコミ取材があった。一社三〇分でも休

憩を入れて約三時間夕方までたてつづけだ。一番いいたいことは県政の民主化であった。し

かし、どの社もなかなか理解してくれそうになかった。ある意味では彼らにとってはどうで

もよいことである。自民、民社、公明の各派は私が一番いいたい県民総立ちについてすべて、

つねに否定的である。だからこそ私は執拗にそれをいいつづけるし、彼らが田中を推すから

こそ私は敢えて敵愾心をかき立てられるのである。ここは私にとっては肝でありそれをさ

されれば強く反撥する。汚職を衝かれてもかえって当然と思う。衝く人に憎しみは感じない。

でも緑政の大石のように、正面から総立ちはわからんというならむかむかとする。再選で目

ざすものは？とマスコミがきくから、敢えて県政浮揚といわずに総立ちをさらに広めるこ

とにあるという。できればもう一冊本を書きたいといい、内容は総立ちの進めということに

している。 
 
2 月 28 日（土） 
選挙公約発表集会 
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今日は福岡と北九州で私の政策発表を行う日。二〇分足らずの演壇でうまくいえるかどう

かが一番気になるところだし、その内容にしても心配である。それに、スターぶりがよくな

ければならない。話しぶり、抑揚、言葉の明瞭さ、マナーそして話術である。どこかで一つ

や二つは笑わせるポイントは心得ておく必要はある。こうした心配もあったが、二会場とも

まずまずの出来ではなかったろうかと自己採点している。ただ持時間をどちらも相当オー

バーしたようだ。それに二つとも安達氏の書いた原稿をもとにしたのに、小倉では福岡同様

にいかなかった。後で気付いたのだが、小倉の場合、余分のことはたくさん言ったのに、政

治倫理条例とモニター制についてはふれずじまいであった。農業高校を地域からの総立ち

でよくしようじゃないかという話がどこからともなく脱線で出てしまったが、会場の雰囲

気からしてこうした型にはまらぬ話しぶりの方が聴衆を沸かせるのによいと思うのである。

要は会場がどう一体的に沸くかが大事だと思う。 
  
3 月要記 
二日から五日まで姫路から雅明が自分の車で応援に来てくれるという。九一もそれに便乗

して来てくれるらしい。和代が二月のはじめから来てくれているが、かなり詰めたスケジュ

ールで動いてくれている。雅明は創価学会員を目あてに、自分のスケジュールでまわってく

るといっている。公明党は田中健蔵推薦となっているが、創価学会員まではその線でおりて

なくて、半々にわかれるだろうといわれている。売上税では社公共闘を中央でやっておいて、

地方選では自民公でいくというのが彼等の矛盾なんだが、これがどこまで押し通せるだろ

うか。三月上、中旬は売上税問題で中央に大揺れがきて、地方選挙にまで手がまわらないと

いうことになれば、われわれにとってはこの風はうれしいのだが、自民中央は地方選に向け

てどう舵を取ってくるだろうか。かなり大きなカケになるだろう。田中健蔵はひより見する

以外に出れないわけだけれど、売上税問題を避けながら、市町村長、町内会長、業界など必

死ではいまわるに違いない。当方がこれに対抗できるかどうかが勝負どころだ。 
 
3 月 1 日（日） 
清い水に落ちる汚物 
瀬高町での歩け歩け大会に出たあと隊列より先まわりして清水寺に行った。二度目だのに

三重の塔に着くまで道がよくわからなかった。寺の住職さんは前の選挙の時からよく知っ

た仲という調子で話してくださった。話が汚職問題にふれ、住職さんは、水が清ければ汚れ

た物を一寸落してもすぐわかり、水が汚なければ少々のものでも汚れはわからないのと同

時に、汚職が目立つのはあなたがきれいだからだといってくれた。果してこの論法でひとを

納得させうるかどうかにわかに断じ難いが、とっさに面白いことをいう人だ。たしかに大川

市での「はげます会」の時に演説した青年は、亀井時代には県庁建設でいろいろ汚い話が出

ていたのに問題にされずじまいになったことを引例していたが、これと話題を合わすなら、
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亀井時代には警察の手加減があったのかも知れない。私は絶対に手加減しないし、してもも

らえない。ということになると、住職のたとえばなしが生きてくる。田中健蔵は「変えよう

福岡県」という。その意図は？ 
 
3 月 2 日（月） 
出版記念パーティ 
はかた会館で私の「ニュー福岡元年」の出版祝賀会が行われた。選挙運動とまぎらわしい点

ももちろんあったが、表向き出版祝賀会だった。教養部の教官事務官の現役、OB たち一〇

〇余人が集ってくれた。わがふるさとに帰ったような気持になって、二時間余歓談すること

になった。本を買ってくれた人がサインを求めたので半ばサイン会にもなった。私はあいさ

つの中で、この本の中味、出版の意図などにつき披露した。多くの人が選挙応援のつもりで

話してくれた。大西孝子さん達も来てくれ、彼女は別府団地にいるが、知事の評判は大変に

よいけれど、田中氏側が物量でやってくるところに危険性を感じないわけにはいかないと

いっていた。ご健闘を祈るというのが、みんなの気持であることがよくよくわかる会だった。

福留、押川、衣笠などの諸君が裏舞台で活動してくれていたようだ。OB では野田、岡田、

坪田、江嶋など先輩がかなりたくさん来てくれた。有難いことだ。 
 
3 月 3 日（火） 
浮羽の地、耳納山のふもとのよさ 
政治はエモーションだ、ということから話しはじめ、「浮羽は好き」という言葉も挿入した

今日の浮羽地区の「はげます会」は疲れを忘れさせる盛り上がりを見せた。吉井の文化会館

に、地公労を中心に商業者農業者を六～七〇〇人集めた若者の熱気は大したもので、これま

での各地の集会の中で一番興奮の渦が巻いたのではなかったかと思う。すべての通路を上

壇、降壇の道中両面の人達に握手してまわったのだが、ガンバッテという声、興奮で私も引

きとめられてしまうことしばしばだった。浮羽郡は私が何回も足を運んだ地であったし、こ

の地区の人達は自立心が高い。また山河清らかである。工場誘致ということをいわなくても

こうした地域には自然に適当なものが進出してきて、一体としての魅力ある地域をなして

いる。いわば県内でもすぐれた「郷土」として誇りうるところだろう。話もはずんでくる。

希望と勇気をもって話すことのできる相手が多い。 
 
3 月 4 日（水） 
中国総領事館に晩餐会の招待をうける 
実は中国総領事館が薬院に移転していることは知らなかった。県の三役幹部が招かれて今

夕はじめて行った。三役、企画の両部長、白土課長の六人が夕食に招待されたわけ。当方の

誰もが中国語を話せないのは、ひけ目を感ずる。すべて日本語だが新任三ヵ月になる郭総領
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事はまだ日本語に十分でないようだ。今川橋の海側埋立地に一五〇〇坪の敷地が決まり、夏

に新築着手の予定ときくが、立派なのが計画されているようだ。県、市が少し土地代の助成

をしたので、返礼として今日招待してくれたのであろう。六時から九時近くまで雑談に花が

咲いた。四月四日に福岡空港に中国民航が初就航することになり、この定期便により福岡と

の関係は飛躍的に拡大するだろうとの夢が今夕の懇親会の雰囲気を大きく左右していた。

私も全く同感で、県が西日本の中心としての機能を果たすようになることに私の夢がある。 
 
3 月 5 日（木） 
売上税反対に揺ぐ自民党だが 
第八次石炭政策の中で出炭規模縮小に打ちひしがれている大牟田に行った。街はその通り

元気がない。北九州市同様である。でも市民は同様に元気を落しているかというとそうでは

なさそうだ。田中健蔵の顔びらがすごく目について嫌な感じだが、きいてみると、ビラを貼

っている割には浸透してないとのこと。昨日福岡であった業者集団の二五〇〇人規模の売

上税反対集会は篠田、中島両県議を窮地に追いつめたそうだが、その余韻が大牟田にも感じ

られた。自民候補は支持しないぞとおどされたのに、中曽根は「大型ではなく中型」の間接

税で撤回しないといっているので、篠田、中島のいいわけも地方選がすむまでの、ジェスチ

ュアーで、済んだらやむをえないというだろうと、腹の中まで見透されての追及をうけたら

しい。今日の朝刊各紙がこれを報じているので、大牟田でも業界ではもっぱらこの話が巷間

を走り抜けている。大牟田の活動家たちはこの問題はわが陣営には「追い風」と評している。

その通りだろう。県民の会も、やっとエンジンがかかりはじめたとみえる。今日の大牟田集

会は文化会館オープン以来（昨年七月）の入りだったという。 
 
3 月 6 日（金） 
「政治はエモーションだ」をくりかえして訴える 
昨日今日集会では、政治はエモーションだということをとくに強調してみてやはりみんな

がよろこぶのが再確認できた。仁徳天皇のはなしを引き合いに出し、今日のように不況でみ

んなが苦しんでいる状況下では減税こそ必要だのに、売上税など悪政をぶつけてくるのは

けしからんと説いた。築上のこの地区でも売上税への反撥はかなり強い。山崎拓は県議が反

対の陳情団を上京させたことにつき、地方選をたたかう上で反対決議をせざるをえなかっ

たとマスコミに語ったというが、地方選が終ったら五月にでも強行突破するということに

外ならぬと一般の国民とくに県民は解釈している。このような思いやりのない政治はやめ

てもらうしかない、と「政治は心」論を展開すると聴衆はよくきいて納得してくれる。よろ

こんでもらえる政治、思いやりやぬくもりのある政治、ソロバンばかりにこだわらない政治、

住民とともにある政治。こうしたエモーションの側面を強調することは、どんな実績を強調

するよりもよいようだ。築上の人達は工場誘致などで若い者が地元に居つく政治、十号線の
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渋滞を解消する政治も欲している。 
 
3 月 7 日（土） 
知事選両陣営の燃焼度 
東急ホテルで社会党の国会議員数人と懇談の席をもった。席上、社党県本部の竹村書記長か

ら報告があった。その中で、知事選に関し、八〇〇サンプル調査をした結果の概況がのべら

れた。時点は二月中旬、田中健蔵に対し、奥田は二%リードしているが、これは誤差の中に

入るだろう。だから半々と見なければならぬという。悪いのが福岡市で、田中が一〇%リー

ドしているとのこと。もちろんその後の両陣営の運動の成果や、注目される売上税の反響も

考慮されなければならないだろうから、現時点で、こうした数字がどうかわったかは何とも

いえない。田中陣営のこの頃の物量攻勢にはすざまじいものがある。動員してのビラ貼りを

みてもわかるし、業者組織を上から半ば強制的におさえてのジュウタン攻勢である。私の周

りは、絶対に負けられないとして、ようやくエンジンがかかりはじめたかに見える。もちろ

んまだまだ燃えているといえない。危機感が足りないし、燃える材料もほしい。 
 
3 月 8 日（日） 
奥田事務所オープン 
読売ビル横に、やっと奥田個人事務所が、今日オープンを迎えることになった。八丁君が前

から強く主張していて、財源問題でなかなか出来ずにいたものである。「県民の会」は社共

労の選挙事務所の域を出ることは困難なので、奥田政治事務所が別にいるのだということ

が痛感されていたのであるが、開設推進役が八丁君しかおらず、資金繰りに打開策がなかっ

たのである。少々遅きに失したともいえるが、それでも十分役立ちうることになろう。地公

労の役員の諸氏がやっと腰をあげてくれたのでできたわけだが、その必要性の理解に手間

どったらしい。知事の政治事務所として政策立案の作業をしたり、社共労以外の一般の支持

者と接触し、その自由な出入りを歓迎する必要、又は「その他」の人達を組織化する必要も

あるわけだ。今日四時から社会党地公労の県レベルの幹部がオープン式に参加してくれた。

小柳勇氏が指揮してくれることになる。大西孝子さんに電話して事務所のおもりをしても

らうことになった。 
 
3 月 9 日（月） 
岩手県の参院補選で社会党が大勝した 
昨夜、岩手県参院補選で社会党の小川仁一氏が自民党岩動氏に対し、ダブルスコア以上の差

で大勝したことがわかった。それが朝刊に大きく報道され、朝日、毎日の両紙は夕刊に論評

までのせている。売上税がこの結果を生んだこと間違いないという。テレビでも夕刊でも、

中曽根首相がそれでも売上税推進の姿勢は崩さず、更に国民に PR をしていくとのべてい
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る。七～八割の国民は被害者になるということで全国民が沸いているのが昨今の状況であ

る。今日は三人の記者が私のあとをつけて感想いかんとたずねてきたが、私は、福岡知事選

にどう影響するかはにわかに判断できないと答えておいた。岩手では、公明、民社が自主投

票し、共産が別の候補を立てていた。福岡県では社共が私を推し、公明、民社は自民と相乗

りしている。福岡県では公民は田中につき、田中は自民べったりで、岩手の状況に今後中央

がどう対応するかで自民―田中・民・公の協力度がかわってくるだろう。 
 
3 月 10 日（火） 
知事選加熱はじまる 
知事選、統一地方選への一般的関心がようやく高まってきたかにみえる。拙宅にもはげまし

の手紙ハガキがかなり来ている昨今である。今日は少々早く帰宅できたので、何通か返信を

書いた。陣中見舞いも四件届いていて御礼状を書く。岩手県の参院補選は一般にかなりショ

ックだったらしく、これに関する気持をこめての激励状も届いている。片やあちこちまわっ

ていると、これに気をよくして一分の隙も油断してあけてはならぬと戒める人もいる。その

通りだと思う。私のビラがあちこちで破られ、裏返されたりしているのが、車で街を走って

いて電柱をみて気になる。田中派が大動員でビラ貼りしているときに、又は市民の中の田中

派が意図して「妨害」に出ていることは確かだ。中には私のビラの上に田中のビラを貼って

いる例も若干ある。こうしてたしかにエキサイトしはじめたといえる。彼我ともに若干の疲

れを見せはじめたという人もある。だんだん過熱するのが明かに感じられる。 
 
3 月 11 日（水） 
灯の消えたような北九州 
八幡と戸畑を歩いて歩いて、万歩計は八千六百を記録した。構造不況ということで、方向転

換以外に再生できぬ不況にあえいでいる北九州のたたずまいが、一日中焦げつくように私

の脳裏にしみこんだ。瓦は落ち、戸板は剥ぎとられ、枠の鉄はあちらでもこちらでも赤錆び

である。街角の人影はまばらで商店には活気がないし、人の入りもまばらである。「死の街」

とまではいえないが、「あえぐ街」といえるだろう。上海堂、健和会、明治学園など、第三

次産業関係はまだしも活況なしとはいえないが、全体としては沈んでいる。末吉新市長は

「中央との太いパイプ論」で当選したのだが、太いパイプの内容は具体的に何もなさそうだ。

私は北九の中小企業の下請体質からの脱却。自立技術立県を主張してこれに対応している。

安川電機などの地場企業の活力も期待したいといってきた。 
 
3 月 12 日（木） 
久留米での分刻みの一日 
昨日今日連続の強行軍日程で、一寸疲れを感じた。休みなしで事務所、職場をぐんぐんまわ
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ってまわって止まるところを知らずである。今日は久留米で、鳥越県議がついてくれたのだ

が、いつも時計を見ながら時間がない、時間がないといって次の場に移動していく。どうに

もならなくなって一箇所二箇所はキャンセルすることもあるらしい、が、元来予定が多すぎ

るといいたい。休憩時間を中に入れておいてくれたらと思う。休むのは中食時のほんの何分

かである。それでも現地の者からすると、欲ばってできる限りまわしたいばっかりであろう。

限度があることを知りながら究極のところまでおしこんでいく。今日は聾学校、国立久留米

病院で、行革統合は困るという陳情を受け、対応には困惑した。老人ホームはいつもこちら

が憂うつになるのだが、今日のは元気な老人ばかりでほっとした。女性たちが教会に集って

今問題になっている国家秘密法案の学習をしている現場に行った。その真剣さにはおどろ

かされた。 
 
3 月 13 日（金） 
四方面からの雇用問題の重圧 
午前中、西専と卸売団地の二ヵ所を訪ね、商業者組合幹部と売上税についての意見交換をし

た。県商工部今泉係長が同行してくれた。この話は商工部が仕組んだもの。いいアイディア

だ。保守の牙城に現職の強みで乗り込んだことになるし、彼等を売上税という問題で味方に

引きつけたことにもなるからである。知事選で確実に票になるとはいえないまでも、かなり

な影響は出るだろう。彼等の話では流通業界の困惑はひどく、三割が倒産する可能性がある

という。わが国の経済体質は欧米とは異なり、流通過程に多くの手数がかかり、それだけに

雇用吸収力が大きかった。が売上税の導入により、一そう弱肉強食が進み、雇用力を失うだ

ろうとのこと。農業も雇用吸収力の大きい分野だったが、今日減反問題で急に過剰労働力を

生じつつある。構造的不況、円高不況も加わるから、四重の雇用問題が重くのしかかってこ

ようとしている。 
 
3 月 14 日（土） 
売上税反対で沸いてきた街かど 
九大法文系一〇二号教室で、福大教の大会があって、これに出てあいさつをした。私が再出

馬するについては、地方自治の推進が基本であるが、田中健蔵氏には負けられぬ気持だとい

うことと、加えて売上税問題が大変なので、これに対応するのは田中ではなく私だというこ

とをつけ加えた。これで新タイプの十分間演説の骨子ができたように思える。何しろ今日は

「子ども劇場」運動の母親たちがやっている街頭キャンペーン（売上税反対署名）＝岩田屋

横街頭と、中比恵公園でのクリーニング業界の売上税反対奥田推薦大会、さらには城山ホテ

ルでの大型間接税イヤイヤパーティというふうに売上税反対の集いに出席することになり、

巷間売上税で沸き出しているのだから、知事選であれこれの争点について話すなどのひま

のないくらいの騒然たる状況になってきているのである。売上税反対に言及しない私の「あ
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いさつ」は考えられなくなったというほかはない。妙な知事選運動の発言に傾きはじめたも

のだ。 
 

3 月 15 日（日） 
勝手連の「ザ大衆団交」に出る 
昨日今日は引きつづき、日程の中に平素の組織ならぬ集まりが加えられ、趣向が加えられ、

一般の大衆がだんだん四月の地方選挙に沸きはじめていることが感じられてきた。今日は

正午、塩原の中央公園の生協主催といわれる「生き生き大バザール」（露天）に行ったし、

警固公園では「お祭りサンデー」なる催しがあった。どちらも売上税反対の任意集会である。

又夕方は五時から教育会館大ホールで勝手連の「ザ大衆団交」なるものに対応することにな

った。原子力発電、売上税、天皇在位六〇年記念行事、博多湾埋立、指紋捺印
マ マ

強制、国家秘

密法などの問題をとりあげて、知事は適確に対応すべきではないかと知事意見を求めた「団

交」であった。もちろん知事選勝利をという人達の集りであった。森祐行、岩崎隆次郎など

心配して会場にかけつけていた。勝手連というのが、六つも七つもできて、それぞれ動きは

じめているが、これらが今後どう輪をひろげていくかに世間の注目が集まるだろう。 
 
3 月 16 日（月） 
田中問題と売上税問題を加える 
田中健蔵側は国際センターでフェスティバルを開き、当方は土井たか子委員長ら社会党中

央の幹部が来福、知事選に肩入れ、新天町で演説会を開いた。私はこのあと北九にとんで夕

方の社党ブロック集会に臨んだ。私はこの頃再選出馬の決意表明にあたって、開かれた県政、

自治の推進、地域浮揚と福祉向上という第一義的基本的姿勢のほかに、第二に、田中という

人間は許せないという点をあげ、第三に、売上税反対という焦眉の問題に立ち向うというこ

とをつけ加えることにしている。田中が人間的に許せないという点については決して公衆

の面前では細かくふれないが、私が闘志を沸かせる原動力の一つという表現にしている。売

上税については、これが導入されると、県下二〇〇万余の就業者のうち、八〇%が中小零細

業に従事し、そのうち三〇%つまり全就業者の二四%、約五〇万人が倒産か失業の瀬戸際に

立たされるのだから、これに立ち向う県政であることが絶対視されると説明しつつ、反対し

ようと訴えることにしている。 
 
3 月 17 日（火） 
押せ押せでいこう 
県民の会事務所もようやく活気が出てきたようだ。今日立ち寄ったらウグイス嬢たちが特

訓をうけているという。二階で握手してきた。岩崎事務局長が当方は福岡市でも鼻の先だけ

勝つところまで追い上げてきたといっていた。中曽根の指導が目に見えて動揺してきた。か
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くしようもない、自民党の内部統制がきかなくなりつつある。首脳陣の中で勝手な発言がお

こりはじめ、首相と少数の者が進め進めといっているみたいだ。田中健蔵がいう売上税反対

が選挙戦術にすぎないことは衆目の一致するところとなっている。ネジレ現象をかくそう

ともしないからである。山崎拓も永倉三郎も対応に困っているようだ。この際我が方は押せ

押せでいくほかはない。押しまくる闘魂こそが必須である。今日も昨日の北九につづいて小

柳氏が福岡市内で私をあちこち引きまわしてくれたが、多くは自民県議のポスターを室内

に貼っている業者の事務所であった。押せ押せでいくと効果はある。 
 
3 月 18 日（水） 
政治的に沸かされる 
日々加熱する選挙運動で動員される側にも熱がこもってくる。ということは人間は意外と

政治的な動物なのである。今の時点では売上税が加熱の材料でもあろうか、毎日五～六ヵ所

の夜の集会をこなすのだが、おそいのは今日のように終って午後十時になったりする。知事

が来るというと、一目見たいといって席を立たずにおそくまで来場を待つという心理にも

なるのであろう。近頃は会場の人達に握手してまわるようできるだけ心得ているのだが、握

手は貴いスキンシップで万言の説教に値するようだ。ここにも人間の政治的性格がうかが

える。前回の知事選と違うのは、単に婦人や青年が沸くばかりか、今日は業者もまた沸きは

じめている。むしろ業者の方が一般市民消費者より熱気があるとさえいえる。これまでは自

民党を支持したが、今回は自民党の驕りを叩きつぶさねばならぬとさえいっている。こうし

た雰囲気をこちらにもってきて票にまで結ぶにはあと一工夫がいるだろう。 
 
3 月 19 日（木） 
民労協も雇用につき新しい道を模索している 
午後六時、八幡製鉄関連企業労働組合の役員二〇人ばかりと八幡中央町レインボウプラザ

で雇用問題について三〇分ばかり懇談した。彼らは保守で走ってきた連中で、従来連絡なく

いわば敵方のものである。このたびばかりは新日鉄の合理化で自分らのクビが完全に危く

なってきたので、県になにかいい考えがないのかということで、私の話もきいてみようとい

うこと、なのである。民労協、民社系だけでは限界があると思うに至ったのであろう。それ

も裏工作は県評の坂本隆幸次長が万事ととのえ、表は県の労働部を立ててのことである。私

は、北九州の地盤沈下は構造的なもので、対症療法的には何かと政府も臨時にやっているの

で県もそれを必要とは考えるが、根本的には技術立県の観点から北九州の中小企業に自立

の力をつけることから始めるほかなく、情報力による市場開拓や先端技術の応用、職業訓練

など何でも必要なことは企業と協力しつつやってみたいので、組合の方からも要望をどん

どん出してほしいといっておいた。 
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3 月 20 日（金） 
混乱した論調 
毎日分刻みの集会あいさつの中では、当面の焦眉の問題たる売上税について訴えるしかな

いことが多い。今日福岡県知事名で総理と大蔵大臣と衆参両院議長あてに売上税反対撤回

の公文書を提出することに決めたが、新聞（夕刊）では、全国知事会事務局で福岡だけがそ

うしていると書いていた。田中陣営ではそんな意見書を出すのであれば、売上譲与税をもら

わないとの覚悟をもって予算を組むべきだといっているとか。そういう考えもありうるか

も知れないが反対の意見をもっているなら法できまってもそれに従わないでよいといって

いるみたいにきこえる。そんな馬鹿なことはないはずである。法律ができるまでは反対する

自由があり、できてしまえばそれに従わざるをえないのが法治国というものだろう。民社党

の宮田早苗が売上税は国政レベルの問題だから奥田知事が反対したいのであれば国会議員

選挙に出てそういえばいいというのも、また似た苦しまぎれの反論というしかない。 
 
3 月 22 日（土） 
終盤戦を前にして 
各所分刻みにまわっていて、ふと気がつくと、吉野桜が一輪もう咲いている。今年はぐっと

暖い。そのことを念頭によく注意していると四輪も五輪も咲かせて枝をたらしている桜も

ある。柳の芽は日ましに伸び鬼の耳のような形の若芽をつけて伸びはじめ、確実に青味がか

ってきた。ほんとうは黄緑だ。当り前なのだが、県内まわっていると日がたつのが早いとい

うことに尽きる。十二月二十七日は出馬表明の日。あれから間もなく三ヵ月がたつ。公務と

政治活動半々の日がつづいた。夢中である。明日はどちらもない日程で、公示前の調整日。

今日は午後八時半で西区の集会を最後に帰宅できた。ラーストコーナーをまわったところ

を懸命に走っているという形である。あと二〇日、体調をととのえるのが私に課せられた一

番の課題であるが、どうしたことか、時間があっても睡眠が十分でないようだ。疲れが積っ

ているせいではないだろうか。周辺は何ともあれこれ注文してうるさいが、それはあまり気

にせぬこととしている。 
 
3 月 22 日（日） 
告示前夜に 
選挙の話が身辺でもっぱら、勝てるだろうとの観測が強く、知事はあせらずにゆったり構え、

にこにこしておればいいという。それを信じたいが、信ずる材料、判断材料がない。田中派

は事業主や保守系議員、何とか会長、市町長などには猛烈にアタックし呼び集めているよう

だ。それにはカネを湯水のように使っており、アルバイトもたっぷり使ってビラを大量に貼

っている。だが田中本人がいうように、風呂みたいに上は熱くても下はまだ冷たいという実

態はまだつづいているとの説もある。今日の岩崎の話では中央からも大物政治家が来て、選
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挙中は売上税にふれず専ら「浮揚」で奥田攻撃をしようとの戦略を決めたとのこと。当方は

その逆、売上税反対の攻勢をかけるのが最も効果的であろう。今日一日休みをとって動いて

いないが、明日から三週間ばかり、フル回転しなければならない。健康にはくれぐれも注意

をと誰しもいってくれる。 
 
3 月 23 日（月） 
知事選告示出陣式第一声 
知事選告示の日。選挙事務所での出陣式に始まって豊前市に投宿するまで全くあわただし

い一日であった。全県を三日で一周するという。突っ切るといってよいくらいだ。カメラマ

ン（報道陣）がそれを密着取材するという。警察も警備する。とくに前者がうるさい。売上

税反対を訴えるため今回は新天町を街宣あるきしたが、カメラマンに邪魔されっぱなしと

いっていいくらい。それに困るのが雨。左腕を車の窓外に出して手を振るのだから、濡れて

しまう。県民の会事務所での出陣式は、前回の一・五倍は参加していたろう。一五〇〇人か。

石村善治氏司会、内田一郎代表あいさつ、団体代表は社会、共産、社民連、サラ新党、総評、

中立労連、婦人代表の順だったが、業界代表（貝原）友人代表（高橋正雄）も団体代表の前

にあいさつに立った。出陣式のあと、すぐ天神行動も行われたが、今日の私は、その後の粕

屋、宗像、遠賀、北九（若松、戸畑、黒崎、小倉、門司）のどの集会においても、最後は売

上税に反対を貫くには知事選に勝つしかないと訴えることに力点をおいた。福岡知事選が

天王山といわれるからである。 
 
3 月 24 日（火） 
かなり上々の反応 
小雨が降って夕方止んだ。やはり降らぬ方がいい。今日は京築、筑豊、甘朝、久留米、八女

という超粗雑な行程でぶっとばすばかりだったが、十箇所ほど車から降りて演説もした。そ

うした中で印象に残ったのは直方の駅前、久留米の公会堂前。どちらも露天集会。そして八

女の市民会館内の売上税反対集会。もちろん他にもいろいろ知事が来るというので集会が

あったり、沿道の人だかりがたくさんあった。一〇〇人以上集っているのに、車から降りな

いで、合図会釈だけというケースが少くなかった。反応は概して上々といえる。ひいき目に

見ているせいだろうか、行き交う車のドライバーの反応もまずまずよかったと思う。ライト

を点滅したりピッと鳴らせたり、ハンドル片手で手を振ったり、運転手以外の人が手を振っ

たりである。うちの窓を開けてみる人、作業中の人それぞれに手を振ってくれる人も少くな

かった。それでも、車は一〇分の一か二の反応である。それでも多いといえる。役場、学校

などは集団で出迎えのような形になる。直方で一品料理の中食をとったが、食堂など立ち寄

る所はきまって支持者のように反応してくれる。 
【欄外記入】 
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夜グリーンホテルで 
ホテル主 
立山大蔵さん 
今村圀彦さん 
ほか五人ほど 

 
3 月 25 日（水） 
ムードをわが方に引き寄せるという課題 
強風のため髪は乱れ、外に降り立つと寒かった。八女、筑後、大牟田、柳川、大川、久留米

とぶっとばし、夜の部は糸島三町での個人演説会、そして芥屋の、みどり松というところに

投宿。今日も夜はおそくなった。大牟田で中食のとき NHK から、まわっていて感想はどう

かときかれたが、自分で評価できないが、まずはいいのではないかと思うと答えた。やはり

売上税についてはきき耳を立ててくれるし、選挙車に大きな写真が電光で出ているので、一

般に沿道の人達も、こちらからの呼びかけに応じて反応する人もかなりある。しかしこれは

あくまでも表面上のことで、多くの人はまだ決めた態度はとるに至ってないのではないか。

売上税が順風であるということと、現職の強味ということに帰着するのではないか。問題は

この三日間駆け足で県内をまわったあとの十七日間、これまでの穴を埋めながら、いいムー

ドをいかに本物にしていくかということだろう。新聞記者あたりが、売上税で雪崩的にわが

方に有利になる可能性があるといっているそうだが、その場合、用心しなければならぬのが

身辺警備である。暴力に訴える空気ができるからだ。 
 
3 月 26 日（木） 
春休みで屈託ない時間をすごす子供たち 
桃が咲く。追っかけるように桜がもう三分咲きである。この分なら三月のうちに満開になる

のではなかろうか。選挙車でまわっていると、子供が親に連れられて買物に出たり、群をな

して快活に遊んだりしているのによく出くわす。やっぱり子供はいい。学年をきくと思いの

ほか低学年。それだけ体躯が大きいのだろう、栄養がいいから。前回知事選では私の名を覚

えやすいように言いまわしてよく注目してくれたのだが、今回はそうではない。歩いていて

語りかけ、知っているかときくと半分は知っているという。テレビで見ておぼえているよう

だ。春休みが楽しく過ごせるならいうことはない。屈託ない日々を送ってくれるといい。が

昔の子は家事手伝いに追いまわされたのにくらべ今の子は時間の使い方を問題にせざるを

えないような環境である。塾か何かで他律的な時間を与えないと、ついいたずらをして、非

行に走るきっかけをつかむようになるように思える。群をなす子供たちを見ながら、フトそ

う思った。ところで昨日は大学入試合否の決定日。複数受験チャンスがはじめて与えられ、

多くの大学で定員割れが出て問題化している。 
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3 月 27 日（金） 
肉体の限度を超えたスケジュール。促がされる方もつらいが促がす方もつらかろう。これが

政治というものか 
毎日、毎度、マイクを握って、その前と途中に時間がない。長すぎたと注意される。そのた

びごとに嫌な思いをする。与えられた時間は三分とか七分とか十分ぐらいであるが、わかっ

ていながら一寸は超過する。芸当するようなわけにはいかない。それにまた、今日はテレビ

が取らせてくれというと、カメラを前にせねばならないから先入観があってなかなか思う

ようにいえないことになる。平素の知事職というのもひとがみていて、たいてい嫌だのに、

候補となると、こうした枠の中におしこめられてしまって一味違った嫌な思いをする。一ヵ

所ぐらい日程から省けばいいのに、結果論として一ヵ所多くなっている。欲が出ることは了

解できるが、所詮有限者なのだから、無理をしない程度にすればいいのに、無理がくるよう

になってしまう。夜の日程の終り方にしろ、朝の出立にしろやはり一つは多いから身のくつ

ろぎようがない。睡眠時間も制限されてしまう。こういう日が三週間つづくのである。いや

もっと多かろう。車の中で眠れるだけ眠るようにと、いいことはいわれるのだが、これ又注

文どおりにいかない。演説して興奮しているのにすぐ眠れるわけがない。 
 
3 月 28 日（土） 
握手のこと 
八幡東区をまわっていると、私が求める握手ポーズに対し、鋭く背を向ける人がいた。二日

ほど前にも福岡で、五～六人の男が背を向けて逃げるようにしたケースがあった。当然あり

うることであるが、握手を避けるにしても、こんなのは極端すぎると思う。余程田中との関

係が深いか「奥田嫌い」というのであろう。普通の人は嫌でも消極的な手をさし出し気のな

い握手をする。固い握手、手をゆさぶるような握手もある―これらすべて商店街でのシー

ンをさしている。演説会場では通路になっている会場内を通って登壇、降壇するときは、近

くは別として、二列目、三列目の遠くから身をのり出して握手を求める人が多い。街行く時

は子供でも私は握手を求めることにしている。子供の人格を考えるとそれなりの反応がで

きる年齢の違いが感じられる。偏見先入見がないだけに成人よりも感じがよい。それに、子

供達も、うちへ帰ったら家族で話題にするだろうと思う。選挙車で遠くにみえる子供達も反

応がある限り、私の方から何か叫んでみたり手を振るだけでなく V サインを出したりして

子供を沸かせることにしている。そうした意味で握手は楽しいものだ。 
 
3 月 29 日（日） 
現時点での情勢 
北九州で二日厚生年金会館に泊っての行動だったが、意外と燃えている感じだ。やはり売上

税問題で火がついているように思える。首相は黙りこみ地方選の自民系候補は賛否勝手に
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表明し、自民主脳は中曽根をはじめ、動きがあまりない。四月十二日の投票日までは寝たふ

りをきめこんでいるようだ。土井社党委員長は「中曽根は死に体だ」ともいっている（二十

八日福岡での記者会見）福岡の状況は、社会党の小野参議にいわせると二〇と一五で当方が

有利で、とくに二区と四区でのリードが大きいという。押せ押せの風をおこさないといけな

い。でないと、四月になったら自民党が大挙全国動員で福岡入りして物量と締めつけで押し

かえされるだろうと見られている。だからその押しかえしが不可能になるほどにこちらが

先に押しておかないといけない。永倉が上京して中曽根に会い、金策、人策をやっているら

しい。北九州では田中とすれ違ったが、二十八日田中は山城屋前での街宣で聴衆から「帰れ」

とヤジられたらしい。でも彼らの側の動員力も小さくはない。民労協もごそごそとやってい

る。 
 
3 月 30 日（月） 
握手攻めで手が痛い 
今日は京築、田川、嘉飯、直鞍の各地区をまわったのであるが、そうした中で、やはり握手

を求める人が多い。このことは前にも書いたが、今日は、その苦痛について書いておこう。

私は今右手小指と左手中指の第一関節が圧力を加えると痛い。老人性〇〇〇というのだそ

うだが、握手は時に大きな圧力になる。とくに右手につき、男性が固く握手してくるときに

「痛い」と感ずる。でも辛抱するしかないというのが結論である。握手をしない訳にはいか

ない。予防線をはるために、繃帯でも巻くといいが、これでは握手を拒むことに通ずるし、

痛々しくみえて欠点となる。がまんできるところまでがまんするしかないのである。ところ

が逆に今日は子供との握手で感じたのであるが、子供は全く受身で握手し、固く握ることは

ない。私の方から固く握り返さないかといって要求することしばしばである。子供といって

も、それが高校生あたりまで握りが弱い。遠慮があるらしいし、積極性が足らないともいえ

るだろう。小学校五～六年の男の子が「本物の奥田」とか「テレビそっくり」とかいうのが、

かわいいし、面白い。握手のさまざま。 
 
3 月 31 日（火） 
ご当地ばなし 
各所の演説会ではご当地ばなしを必ず加えるということになっているので、北九州ではも

ちろん地域の活性化の話をした。工業試験場で昨年 CADCAM システムを備えたマシニン

グセンターをいれたこと。しかし地元中小企業との連携がいまだしであることなどをのべ、

二月下旬に KMM でビジネス、インフォメーションふくおかを県がお世話したら地元企業

から大変よろこばれたことなどを例にとり、要するに今後は、大企業に依存するのではなく

て地元中小企業を足腰の強いものに育成する必要があり、そのための技術水準の向上、マー

ケット情報の蒐集の両面につき、中小企業が体質的に従来欠けていた点を県が中小企業を
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相手としながらこれを補足していくことを商工行政の重点に置きたいと強調してみたので

ある。小倉、八幡の二箇所の政談演説でこの手法を用いたが、反応は上々であったと判断さ

れる。あと残すところ僅かだが、今後もこのことに注意して遊説に当ろうと思う。こうした

配慮が足りなすぎたことを反省する。田川の社保短、飯塚の情報工学部などいい。 
 
4 月要記 
ここ十二日までの福岡知事選をめぐる動きの全国レベルから見ての特徴には十分注意をす

る必要がある。売上税で中曽根首相は福岡に応援に来ることのデメリットを自他ともに認

めて、その上に立っての、売上税をそれでもゴリ押しするために福岡での勝利を求めた戦術

をあれこれ立てて、東京で指揮をとっている。自民の首脳をはじめ一六〇人ともいえる代議

士、公明、民社の首脳を福岡に投入しようとしているのもそれである。公明の場合、なぜ田

中推薦を行ったのか不可解とする地元の声もあるほどだが、こうした動きの裏では多額の

資金が動いているように思える。上は首脳陣の動きから、下はビラ貼り要因に至るまで巨額

のカネが動き、そのロボットの顔が街中の電柱に狂気のごとく貼りめぐらされている田中

健蔵なのである。この陣営では、表面カネは動くが下部までは浸透するのに困難があるよう

だ。売上税がなかなか浸透させないのである。中曽根はそれでいて売上税は撤回しない。彼

にとっては万策を駆使して前進あるのみである。挫折が近いとの確率も高まっているので

はないか。 
 
4 月 1 日（水） 
春を忘れて 
とうとう四月になった。もうハダカ麦の穂が出ているし、柿の葉芽も出ている。まるで五月

に入ったようだ。桃は満開、梅は八分咲きというところか。でも近頃は天候悪く、今日も雨。

気温はひる間で六度という冷たさだ。これが選挙にいくらか影響するだろうか。残り十日に

なって各地でようやく熱気がでてきた。今日夜の大野城市民会館では会場ほぼ満席一〇〇

〇人はいたであろう。福岡市南部の四市一町の人達の集りであわせて久留米市に匹敵する

であろう。マスコミも中央からの取材が表面にでてきた。福岡知事選が全国レベルの関心を

ひいているからである。「選挙でなかったら、これほどの大衆を前に県政の抱負を語るのは

楽しいのだが」と私は宿（二日市温泉延寿館）に着いてから感想をもらしたのであった。い

つもどう成り行くかが気になってしまう。だから花のいい時期に花をたのしむことのでき

ぬのがいかにも残念である。レンギョウも満開、あちこちのモクレンもだ。睡眠がいつも不

足しているため、選挙車に乗っていても一瞬ねむっているのに気付く。ただし今日は雨あり

風ありで困難な一日だった。楽しくもあった。 
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4 月 2 日（木） 
福岡知事選の全国的な意義 
夕刊を見ると中曽根が自民党三役を揃え、県財界関係者三五〇人を集めての朝食会で福岡

県知事選への必勝を願っての檄をとばしたという。県に支店をもつ会社の本店関係者も集

ったらしい。山崎や永倉が主訴していた、「もう一歩負けている」し、「あと一息燃やさねば」

ということである。売上税の話は出ず、そのことで中曽根が来福できる雰囲気にないので、

この東京集会になったと解説してある。安川、福銀山下、石橋幹一郎、斎藤武幸など、新九

州鉄道の石井社長、経団連の大槻らの顔も見えたらしい。又自民党は投票日までに一六〇人

ほどの代議士を福岡知事選応援に投入するといわれている。まさにこの知事選は全国の政

情を占う代理戦争化してきたといえる。その熱の入れようは異例とさえいえる。もちろん、

国民も似た気持でみている。今日太宰府の駅前で私をはげましに車に寄って来た青年がい

て、出身をきくと大阪だとのこと、代理戦争たるの一端がここでもうかがえる。私のあちこ

ちでの集会挨拶も結びはどれもこの点にふれたものとなっている。報道各社も中央から人

を派遣している。 
 
4 月 3 日（金） 
県議選、福岡市議選の告示により情勢に微妙な変化が生ず 
四月十二日の同日投票日に向けて今日福岡県、福岡市議の二つが告示になり、知事選とあわ

せて三選挙が重なりあって来たわけだ。田中陣営は相乗り候補が目白押しとなり、これをひ

たすら待っていたようだ。親戚縁者二十数人が手分けして各選挙事務所に相乗りにかけま

わったようだ。一挙に得票の掘りおこしをしたようだ。これに対し、当方は沸き方が少ない

というのが実感である。私自身いくらでも行く先はあって多忙だが沸き方のひろがりに欠

けるうらみがある。きくところによると田中は話が上手でないし、言っている内容も自信な

さそうである。それでも心にもないこと、支離滅裂なことはいくらでも平気でいえる性分の

ようだ。売上税問題で風向きが悪いので、地域浮揚で公開討論会を当方に申入れたり、中曽

根に泣きついて東京で昨日福岡県人会三五〇人ほど集めて朝食会を開き首相みずから福岡

知事選最重点との激励会を開いたりしている。中曽根の福岡知事選来援は敬遠されている

のが実態である。 
 
4 月 4 日（土） 
中休みの一日 
天神での私の演説は柔軟ですごくよかったと八丁君がいってくれた。もう堅いのはよくな

いと思う。福岡と北京を結ぶ定期航空初便のテープカットをした。二十一世紀はアジアの時

代といわれるが、福岡が西日本の中心として再び位置づけられるための基本条件がととの

ったことになる。大変なことだ。平和だから、当り前のことができたのだ。こんな嬉しいこ
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とはない。この初便就航式に出席するためのことを含めて、今日は忙中閑のスケジュールに

なった。快晴で、今日明日が桜の満開という状況でもあるので、学校の休みもあって舞鶴公

園など至るところ花見客でにぎわっている。選挙が酣ということだから私は桜見をしてお

れないのが残念である。原田広報室長が西日本新聞の調査として私に内報してくれたとこ

ろによると、私の方が五%ほどいい。ただ最悪の場合は一%近くで逆転される可能性が残っ

ているという。福岡地区では負けていて、二区四区でぐっと放しているとのことだ。最後ま

で油断はできない。 
 
4 月 5 日（日） 
順風に乗れ 
沢木氏をキャップとする小売業界が自民党に期限付き回答を求めていたのに、何ら回答が

えられなかったということで、奥田支持を決定したと朝刊は報じている。一四万会員をもつ

といわれるこの業界が売上税を撤回しない自民党に業をにやしてその推薦する田中を落と

すためと称して反叛したわけだ。これはショッキングな話題である。そのためか、今日一日

まわった福岡市内の空気は当方にとってはまさに順風で、気分は押せ押せという形になっ

た。さきにはクリーニング業界、つづいて書籍業界、卸売業界、そして今回の小売業界であ

る。三月中旬以降こうした従来の自民系業界の離反が次々におこりつつあるようにみえる。

田中派又は自民は大量の大物を福岡に投入して業界の各個撃破に必死という。この攻防が

どこでどう落付くかわれわれにはわからないし、従って油断はできないが、残された一週間

を何とかこの順風がもちこたえてくれればと思う。 
 
4 月 6 日（月） 
まだ楽観的でいられる 
ともかく息のつくひまもないハードスケジュールをこなしている。これでよく健康が保て

ると自分でも不思議なほど。案外呑気なのかも知れない。イライラ、クヨクヨしないので助

かっている。周囲がいうままに動いて割切っている。今日は自民党の竹下幹事長が私のコー

スと似たまわり方を筑後で三箇所やっていたらしい。きくところによると福岡の知事は思

想が違うので、自民党推薦候補が勝利しないと九州全体のまとまりがえられないというよ

うな見当外れのことをいい、売上税については、国民に事前に理解を求める時間がとれなく

て残念だったとの意味のことを演説したらしい。これだと日本をリードできる政治家では

ないことがはっきりしている。今日の西日本新聞では福岡知事選の世論調査がでていて、奥

田がややリードという。三割が態度不明なので、この部分がどう動くかが微妙と評している。

又自民派の巻き返しと公明の動向がカギともいう。残りの五日間でどう流動するかである。 
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4 月 7 日（火） 
RKB にしてやられた三元放送 
今日はむしろ当方の失点ともいうべき痛手を感ずる日であった。中国民航の上海からの第

一便出迎え式を空港でやったり、その後の仲好旅館での休憩は時間的にもったいない感じ

がしたし、六時半からのニューオータニでの民航による祝賀訪日団の祝賀レセプション出

席も選挙運動とくらべそうプラスといえないと思った。それよりは夜十時からの県民の会

と田中側出張場所（古賀）と RKB 本社の田中、奥田の政見三元放送は、当方の積極的のな

さもあったが、完全に向うのペースに乗せられた放送になってしまった。県勢浮揚論、汚職

問題、企業誘致論など向うのペースに乗せられた内容となり、当方から出していた売上税に

ついては逃げられ、逆に「共産主義」の宣伝をさせてしまったような形になってしまった。

私はこれら内容のやりとりは向うのペースに乗る可能性があるので消極論であったのであ

るが、向うのペースに乗せられてしまって、後味の悪いものに終ったといわざるをえないも

のとなった。田中は共産主義攻撃が狙いであって目的を果たしたようだ。 
 
4 月 8 日（水） 
選挙人側の燃えを感ずる 
浮羽、田川、飯塚、嘉穂は過熱といえるほどに燃えていた。甘朝が今一つという感じだ。選

挙民の方が私よりも興奮しているようにすらみえ、各地で沿道に出てくる人にふられる手

も握りが強くて痛いのが多い。中には「ぬるいじゃないか」という意味の怒りを私にぶっつ

ける人もある。われ先にと握手を求めてくるが暇がなくてひとりの人から次の人にうつる

のに、手放してくれなくて困る。ただし、それが人情の自然なのであろう。前回同様姫路か

ら吉田君が来てくれた。こんどは黒川君と一しょである。クラスメートの寄せ書き（布）を

県民の会に置いてきたという。私は出回っているので、前回は小倉の立会演説会場まで、今

回は嘉穂の山根事務所まで来てくれたのであった。夕食をごちそうになりながら語り合っ

てすぐのお別れであった。新聞の報ずる情勢分析なるものをみて、田中側が大変強いのに驚

く。中央から要人が繰込み、企業へのテコ入れが進んでいるのだ。 
 
4 月 9 日（木） 
精神的な動揺が何となく感じられる 
久留米は三ヵ所を消化したのみで、急ぎ北上し、福間、宗像、中間、遠賀の各地をまわり、

夜は三度目小倉厚生年金会館に投宿という日程。朝からの雨で洋服と靴がぬれてしまい、着

替えを取り寄せてもらうという始末。篠栗や宗像その他高台の団地はひる間のためかほと

んど反応が得られないし、毎日新聞には田中派の追上げがきいてきて互角又はそれ以上に

なったところがあるとの調査結果が報道されたりして、どことなく考え沈むことの多い一

日ではあった。それでも夜の集会、中間や岡垣では聴衆が燃えていてかえって勇気づけられ
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もした。今日は何故かいつもより眠く感じ、さらには腰の硬直さを覚えもした。一日終って

みると、あと二日しかないので、全く不安になってきたり、済めばやれやれなんだと思って

安堵を感じたり、精神的な動揺が激しい一日だった。福岡の知事選が全国的に注目されてい

て自、公、民の敵方大物が続々来援している。売上税について過小評価する発言が彼らに共

通しているし、公民の売上税反対は社共と違うとの主張が特徴的だ。 
 
4 月 10 日（金） 
票読みはきびしい 
蜷川君が NHK の知人から仕入れたマル秘数字では私がわずか二万票のリードだそうだ。

他の情報では四%とか一〇%とかというのがある。四%なら一〇万票、一〇%なら三〇万票

と推定される。大きな票差は売上税で県民の判断が雪崩的に私に有利になった場合に限ら

れるので、それはあるまいと思う。二万票との読みについては、最悪の場合は逆転の可能性

が残っているということでもある。緩みが出たらそうなると考える人は少くない。自民の側

のテコ入れ又は締めつけがどの程度末端まで浸透するかは読みにくい。それほど気にしな

くてもいいのではないかとも思うが、多くの人はかなりの影響が出はじめているとみてい

る。だが他面、末端に浸透するには、四月に入って十日間では時間不足ではないかとも思わ

れる。いずれにせよ今回の選挙ではそういうことが気になる。しかしとうとう明日一日とい

うところまで夢中に走ってきたものだとの感慨が強い。周囲は大変燃えている。 
 
4 月 11 日（土） 
最終の手段 
最終日、早朝から深夜までのおつき合いになった。寝不足がつづいているが、どうなっても

いいという気にもなる。前回の選挙の時との反応比較をきかれても直ちに返答ができない。

九時半、一切が終って後「敢闘式」があり、その際記者がカメラを向け感想を聞くのだが、

「前回よりよかったのではなかろうか」としか答えようがない。ただ、現職の強みなのか、

沿道での反応はたしかに手ごたえが感じられた。もちろん、それでも判定はできない。相手

が物量できているというからである。ここ数日、私は個人演説会でオセロゲームを例に出し、

「黒を白に」ということを最後の訴えとしている。相手が「白を黒に」しようとしているこ

とに対応するしかないからである。ドンづまりの今日などは「天神フィーバー」のように、

もう説法の段階ではなく、「燃やす」しかないので、燃やし役も必要で、これはオセロの話

と違い集団で感動し合うのである。こちらはその点相手陣営に対し勝っていた。むしろ圧倒

していた。前回もそうだった。行動様式の違いだ。 
 
4 月 12 日（日） 
知事選勝利 



奥田八二日記（1987 年） 
 

222 
 

投票に出発する姿から、当選で県民の会事務所に出頭の後支持者にもみくちゃにされる姿

にいたるまで、報道カメラの放列に攻められっ放なしの一日だった。昨夜の天神のフィーバ

ーといい、今日の当選祝支持者の県民の会事務所内のひとだかりといい、興奮の連続で、文

字どおり筆舌につくし難い光景がつづいた。求められるままに私は動くのだが、実感が湧か

ない。握手を求められ、もみくちゃにされて汗ばんだ。それに疲れもした。よく味わってみ

ると田中健蔵に勝てたのが何よりの慰めになる。二～三ヶ月後に知事をやめてもいいとす

らいいたいほどだ。あんなのに負けてたまるかというのがいつわらざる気持である。それに、

中曽根が特に力を入れて福岡を重視したから、中曽根にも勝ったといえるので、これも嬉し

い限りだ。福岡知事選に勝てば中曽根内閣に痛打を与えるとの一般の評価があるだけに、こ

の勝利は歴史的な意義があるともいえるものだ。 
【欄外記入】 
0 時 30 分 開票 100% 
田中健蔵 1135196（47.3%） 
奥田八二 1263123（52.7%） 
 計   2398319（100%） 
 
4 月 13 日（月） 
マスコミに翻弄されたが気分は爽快 
早朝から放送録画要請に応じ、くたくたにされた。昨夜寝たのが二時で、今朝起きたのが六

時、全くねむい一日だった。報道陣の要請に甘すぎるのではないだろうか。一ぺんに共通で

やってくれればよいのに、一ヵ所で各社別々次々にやるとか、何ヵ所かはわざわざスタジオ

に行くとか、される方がたまらない。それにしても各社とも当確をうつのは、たいへん早く

なった。情報処理技術がとても発達したらしい。又、どちらが当選するかによって録画の内

容に違いがでてくるし、当確が早く出ればそれだけ番組の順もかえねばならない。反対の場

合も又そのようだ。応対にテンテコ舞いするのが当然のようだ。今回の場合、全国的にみて

福岡知事選は注目されていたし、激戦といわれていただけに各社はたいへん重く対応した

らしい。マスコミには私見をのべなかったが、こんどの選挙では売上税問題を中心に、私の

福岡における勝利が、中央政局に大きな影響を与えること必至だから、田中をやっつけて中

曽根を叩くことができたという気持で、取材に対し気軽く応じえたのであった。 
 
4 月 14 日（火） 
敢闘祝賀会 
しばらくぶりによく眠った。たくさん電報が来ているが、この祝電は一々読むのが面倒であ

る。百通以上一括して読めるように誰かがしておいてほしい。今日は三つの会があった。一

つは奥田事務所問題をふくめ、第二期奥田県政をどう特徴づけるかという協会メンバーの
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討議であった。二つ目は大手門会館での県民の会の敢闘祝賀会。県議も福岡市議も当選者が

ずらり顔を揃えた。活動家が二〇〇人ほど集ってわいわいやった。私はこれらの人々に筆舌

につくし難い謝意をのべた。中曽根に負けてなるかということがみんなをふるい起たせた

ことを意識していた。今日の国会では、中曽根首相は売上税は撤回しないと答弁したが末期

的にすらみえる国会状況である。三つめは県の次長クラスの祝勝慰労会で、巳千代での会合。

知事選にとくに力を入れてくれた者が十人ほど飲みながら互に慰労し合ったのだが、頼り

になる面々であった。 
 
4 月 15 日（水） 
東京の人も私の顔を知るようになった。 
東京での当選御礼まわり。総評、中立労連、社会党、共産党など。これに逆らうように、今

日の国会予算委員会では六十二年度予算案が強行採決され、政局は一転急迫し、ゆくえがに

わかに読めるようになった。中曽根内閣の末期症状が明らかになったともいえる。東京では

私の顔がひとにわかるようになっているのに気付く。ハイタク協会の人のデモの中から（売

上税反対のノボリ旗をもった人達）車に乗っている私に手を振る人がいたのでこれにこた

えて私も手を振った。道の向う側を反対方向に行くのによく車中の私が発見されたものだ。

又羽田空港では福岡の者ですがと名のる青年がおめでとうといって握手を求めてくる。さ

らには、いろいろあいさつまわりをするのに通過する事務所の受付嬢たちが、おめでとうと

の会釈をする等々。やっぱり福岡知事選は全国から注目されていたし、私の顔もテレビなど

で全国的に紹介され人々の印象に残るようになってしまったことがわかる。これからは東

京ででも行動に注意しなければならないとの自戒心が湧いてきた。 
  
4 月 16 日（木） 
敵愾心を秘めて 
一日中マスコミ各社へのあいさつまわりに時間を費した。こんなにしなくてもと思いなが

ら秘書室の作った計画どおりに又分刻みの日程を消化した。マスコミの中で共通のいい分

は、奥田が県民党の仮面をぬいで左傾化するのではないか、そうならないようにということ

と、財界とのコネを改めて強めてほしい、そして福岡の浮揚、九州のリーダーシップをとっ

てほしいという点にあった。余分の心配だといいたいが、そうかそうかときいておいた。こ

うした杞憂の裏には、一つには私の考え方に対する理解が依然ないということと、二つには

田中を推す考えがまだ根強く残っていて敗北の悔しさのゆえに、これから四年間、辛抱する

条件として新たに知事に注文しておこうとのこんたんがある。もっと素直に私を理解して

くれればいいのにと残念でならない。敗北のあとあいさつに行った田中に対し、中曽根が

「捲土重来」と励ましの言葉を与えたというが、敵愾心むき出しにするのが、かえって保守

なんだということがこれでよく証明されるだろう。 



奥田八二日記（1987 年） 
 

224 
 

4 月 17 日（金） 
選挙演説が三段階に分けられる 
私の選挙演説には前、中、後と三期に分けた力点があった。前半の頃は、四年間の実績、今

後の方針、売上税への態度の三つに分けて説いていくというやり方。中期になると、福岡県

勢の浮揚の具体的対応策と売上税がそれにいかに妨害になるかという点にしぼったのであ

った。つまり、実績やその哲学は省略するようになった。そして終期になると、売上税ひい

ては国政の行方が福岡知事選に賭けられているということ、全国の目が福岡に注がれてい

るからそのつもりでたたかい抜こうとの一点にしぼって話した。そういう話し方の特徴が

今、ありありと意識にのぼってくる。今夕迎陽亭でマスコミ記者数人と広報関係出納長など

との懇親会の席上、私はこのことを披露しておいた。三段階に変化していかざるをえなかっ

たわけである。ところで昨日の済生会病院での血液と尿との検査結果はかなり悪いとのこ

と。後日の対応が必要のようだ。 
 
4 月 18 日（土） 
石狩山荘会談 
午後石狩山荘に集まって第二期目に臨む諸課題について、思い思いのことを出し合った。自

治労県職の橋口、山本、県評の岩崎、松田、秘書の森山、杉山、広報の安達、あとから来た

林出納長などであった。共産党の県議が五人になったことについてメリットデメリットが

あるとか、人事は思い切ってやれとか、協会系の県議も五人になったとかいろいろ雑談に花

が咲いた。副知事、部長、課長などまず主要ポストについては注目が集るだろう。組合人事

といわれないようにしなければならない。林県議が、新県議に早速ながら与党化工作を行っ

ている模様で、議会運営について自民党もやや柔軟になるのではないかといわれているの

で楽観ムードがあった。私の方からは社会党や労働組合側（とくに教組）の柔軟化問題を提

起し、さらに選挙中に地域で約束した数点について早速二期目当初から実現に努力する旨

いっておいた。 
 
4 月 19 日（日） 
金権の中でのしてきた田中健蔵 
今日は一日休み。筆をとっていたが、九大事務官の本田敬鵬氏と安田伊三男君がやってきた。

本田君の話で、田中健蔵が九電永倉から約四〇億円ぐらいもらって九大の裏経理を作り、好

きなように人を動かしていたことが始めて私にわかった。彼のつとめている春日キャンパ

スでの原子力発電関係の研究に裏金を出したり、アメリカや中国行きを自分でも、九大教授

でも、やや人目につくほど派手にやっていたが、それも裏経理を使っていたらしい。自分が

学長になるについてどのくらいどうしたのか知らないが、今の高橋を学長にすえるために

も、かなりカネを動かしていたようだ。そのために事務官の枢要をにぎっている部分には反
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対がないようによく抑えていたらしい。今度の選挙公報ビラなどにも行政手腕があるとか

春日キャンパスを整備したとか宣伝していたが、そう書きたい面があった訳だ。国際交流に

も寄与が大きいと宣伝していたが、その裏もあった訳だ。私はなぜ彼の陣営がこんな宣伝を

するのかわからなかったが、本田氏の話でつじつまがあうように思えてきた。 
 
4 月 20 日（月） 
奥田事務所維持費 
西日本新聞が六月上旬の九州地方知事会の折にサミットを昨年に引きつづいてやりたいと

申し入れてきた。場所は熊本である。熊日新聞も NHK もこの企画に入るという。そう実り

のあるものではないが、他県も応ずるようだから応諾することになった。当方には他の用件

もあるので、ヘリコプターを利用せざるを得ない。奥田事務所維持について十七日に八丁、

高崎、衣笠が来て念をおしていたが、背景には四月七日の RKB 三元ナマ放送の際に田中発

言をめぐり八丁君が大そう憤慨し、岩崎に面罵していたが、それが二人の仲を決定的に悪く

し、岩崎の方から八丁が主宰する奥田事務所のカネの面倒は見ないとの態度硬化をもたら

し、それで、十七日に私に事務所維持費の拠出の意図ありや否やをさぐってきたようになっ

ていたらしい。森山が今日暗に私にそれを告げた。月給からは出せまいが、退職金を充てた

らいいといっているようで、このことにはみゆきは反対の意を表明している。 
 
4 月 21 日（火） 
永倉に面して 
日中国交回復十五周年記念祝賀訪日団のレセプションが六時から広州酒家で行われた。日

中友好協会福岡県の主催であった。団長の王震、副団長の袁宝华、孫平化ら二十二人という

構成員で、参会者は一五〇人ほどあったろう。松本英一会長はじめお歴々がたくさん参加し

ていたが、永倉、桑原、末吉、進藤も福岡側の参会者であった。進藤前福岡市長は乾杯の、

末吉北九州市長は中締めの乾杯の音頭をとった。私と永倉と桑原が祝意をのべた。宴に入っ

て末吉は孫氏をはさんで私の隣にいたが、当選おめでとうと心ならずも発言したので、初登

庁のあとであいさつに行く旨伝えておいた。それっきりモノもいわなかった。とくに永倉は

私の斜前同じテーブルにいたが（中に三人おいて）ジロジロ見ながらも双方モノをいうのを

遠慮した。いいようのない敵意がこもっていたのだが、気持は相手も同然だったろう。いわ

なくてすむならそれでいいと思う。がこうして向い合うとバツが悪いものだ。 
 
4 月 22 日（水） 
東尾修投手、美空ひばりさん 
今日は珍しい人に二人出くわした。平和台球場に試合に来ている西武ライオンズの東尾投

手と歌手の美空ひばりさんである。東尾は秘書の古沢がセットしてくれて彼の宿舎である
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東急ホテルの一室を借りての面接であった。うちを出るとき色紙を一枚用意して託したの

だった。和歌山有田に住む甥の向井清の嫁の筋にあたるということで四年前の私の知事当

選に際しても鯛を祝いに贈ってくれた。彼の奥さんは東中洲でポポロという名の飲み屋を

営業しているというが、私は行ったことがない。スポーツをしているだけあって肩幅広く、

顔色のつやがよいこと、有名人だけあって又マナーがよいこと、感心した。一昨年 MVP に

選ばれた時、ニューオータニで祝宴があって招かれ行ったのを思い出す。美空ひばりさんは

腰骨を痛め、公演をすべてキャンセルし、東京での人目をさけるため、上杉氏（弟の方）の

世話で済生会福岡病院に入院してきたのが、丁度私の点滴と昨日ぶつかり、今日私が彼女と

面接できたわけ。一ヵ月の加療は必要だときく。 
 
4 月 23 日（木） 
初登庁と国会における売上税法案攻防の勝利 
九時半に初登庁。二期目の「奥田県政」がはじまった。一期目と違って、もっと思い切って

やるべきはやれというはげましの言葉をくれたのが、午後就任あいさつに行ったベスト電

器の北田会長であった。登庁の時は祝福の大勢の職員が副知事を先頭に出迎えてくれ玄関

までの通路、玄関ロビー、ピロティのサジキまで一ぱいだった。記者会見も注目され私の二

期目への抱負を述べる言葉は一つ一つのがさずにメモされた。感慨はときかれ「よろこびよ

りは責任の重大さを痛感する」といった。そして北九州や大牟田の衰退に対応せねばならぬ

こと、とくに中小企業地場産業の育成の重要性を強調した。しかし、それと同時に内心ぐっ

と引きしめて思ったのは、選挙戦で田中健蔵に勝ってよかったということだ。夜十時頃のテ

レビでは、国会で与野党の合意が成立し、混乱国会に終止符がうたれ、予算案を通すかわり

に、売上税法案は「議長預かり」となって事実上の廃案に持ちこまれたといわれるが、これ

も福岡の知事選でわが方が勝ったからで、全国的、歴史的な意味をもつ知事選になったわけ

で、これが何よりも嬉しいことなのだ。 
 
4 月 24 日（金） 
新段階に入った 
平井重太郎氏を訪ねた。今度の選挙ではほんとうに親身になってやってくれた。私の揮毫し

た扁額が立派に出来上っている。平井氏は、四月に入って田中派が巻き返しに出た時一時は

危いと思ったという。中曽根が全力投球に入った時である。田中自身つねに勝利を念頭にお

き確信をもっていたようだともいっていた。山崎拓もそうだったようだ。しかし平井氏は、

田中派は下部に浸透しなかったこと間違いないともいった。田中は選挙事務所で自から指

図するようなことも敢てしていたらしい話も出た。永倉、末吉をはじめ、今日も就任挨拶に

まわったのはほとんど田中派だった。歯科、薬剤、医の三師会にしてもそうだった。二商工

会議所も同然である。しかし、篠田栄太郎が昨日からそうであるように、田中派の誰もが負
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は負とはっきり認めた上で、新しい事態に対応しようとしていることは共通している。ただ

西日本新聞あたりが未練がましくみえる記事を書きつづけている。昨日今日の挨拶まわり

で、事態は明らかに新局面に入ったことがわかる。 
 
4 月 25 日（土） 
無意、無常 
よどがわが一番いい時期になった。東公園の亀山上皇像のまわりは知事室から見ても今が

美しい。西公園もさぞかしよかろうと思う。先日谷公園に入ってみたがよかった。うちの藤

がいままっ盛り。丁度土曜日でもあるので今日ときめておいた選挙の打上げ会が、ついでの

藤見会にもなった。はじめ石川と蜷川を呼ぼうと申出たら、ウグイス嬢二人、秘書室の女性

四人も加わり、秘書室長、森山、中尾、佐々木も来て午後は拙宅大にぎわいになってしまっ

た。負けていたらそうはならなかったと思うと、世の中、流れというものは無常といえそう

だ。それにしても知事室から東公園をみていると、人の流れ、車の流れ様々あるが、みんな

無意無常にみえる。それぞれが言葉を交わし、意図をもちその方向に動いているようだが、

日蓮さんの像の周辺に群がり飛び立つ鳩と一寸も違わないように見えてくる。今日わが家

に集った人達も所詮は鳩の群とどこが違うのであろうか。 
 
4 月 26 日（日） 
閑中揮毫 
一日休みとは全く久しぶりである。でも留守番を仰せつかったというので昨夜から森山、蜷

川、杉山の三氏がリレーで側についていてくれた。揮毫に時間を費し、その余はあちこち掃

除した。どこにもほこりがたまっている。限りなくたまっている。置物は多いが、どれも小

さなゴミをかぶっている。気になるので少しずつ掃き取ってみる。家の中にあって、空気中

の微小なごみが、全く一様に降り積るのである。こんなことが問題になるのは閑中というこ

となのだ。揮毫でもしないと、今日のような状態になると時間の使いようがない。選挙中に

私も少しは頼まれたが、他の人達も、選挙が済んだら頼んでやると請負ったのが他にも相当

あると杉山氏は言っていた。五月の連休のどの日にか又一ぱい書かされるに違いない。今日

は六〇枚ほど色紙を書き、条幅も扁額も四、五枚仕上げることができ、すべての宿題を終え、

若干のストックもできるという余裕ぶりだった。 
 
4 月 27 日（月） 
保守、財界の私を見る目がかわってきた 
今日で県内主要箇所の二期目就任挨拶は終った。一期目は偶然だとの見方が強く、保守財界

側の反撥、二期目への奪還意欲も働いて、どうしてもぎくしゃくがとれなかったが、今回は

一応現状是認の上で対応しようとの空気がいたるところで感じられた。二期目はツノつき
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合わせていても仕方がないということであろう。六月議会は明けてみないとわからない面

もあるが、まずは正常に動きはじめるのでなかろうかと思える。但し、共産党が五人になっ

た県議会で、うまく転がしうるかどうかが逆に心配になってきた。筋論で押してこないとも

限らないからである。支持者側から、四年間に積っていた不平があってこの際という空気が

ある。職員の給与問題、周りのことでは八丁君、島野君、ブレーンをおけという声など、処

理は決してかんたんではない。又、八丁君のいう奥田事務所も維持は今後容易ではない。八

丁君が中心に坐るようなブレーン体制には反撥が強いし、彼自身はそれに執念をもやして

いる。 
 
4 月 28 日（火） 
東京後援会事務所動く 
東京で奥田八二福岡県知事後援会が選挙中にでき、高橋正雄氏が名誉会長となり、今日六時

から池の端文化センターで「励ます集い」があった。県評の役員もかけつけてくれたし、総

評、中立労連、社会党、社民連、サラ新の主だった人物も加わってくれた。二〇〇人ほどの

集会になった。土井委員長は遅れて参加、山口社会党委員長、小野副委員長も来た。サラ新

青木、社民連楢崎も。そして岩崎隆次郎氏は裏方に徹していてくれた。福岡の知事選が売上

税粉砕の天王山だったことをみんな認め合いその勝利をよろこび合ったのであった。各労

組は選挙運動の資金源になってくれたし、福岡に向けての運動員派遣もやってくれた。主要

人物が来福し陣頭指揮してくれたのは勿論である。総評議長の黒川、県評の松田（留）次長

らも私鉄の春闘方針変更までして福岡の知事選協力をよろこび合ってくれた。自治労では

福岡出身の者も含め、町村にはりついて票集めに協力し、町職員平均三〇票目標を達成した

ともいっていた。東京後援会は今後総評総務局内におき、吉田秀雄氏が担当という。 
 
4 月 29 日（水） 
岡茂男氏を訪問 
休日ということで、東京での過ごし方は岡茂男宅と三木武夫宅を訪ねることで決着した。啓

二や直美に会うのも一案であったが、面倒でもあるので断念した。岡氏も子ども達が成人し

て夫婦二人切り。武蔵大に特別教授として、学長退任後は静かに自適の生活を送っていると

いう。昨日は奥田後援会の励ます会に高橋正雄氏と共に顔を出していてくれて、その時に今

日の予約をしたのであった。一応の勤めが終り、子供達も育って出て行ってしまえば、何だ

か人生目的を失って気が抜けたようになるのではないかと思ってみたりする。彼夫婦はイ

ンドネシアのバリ島旅行をしたという話が出てその地の土産物など説明してくれた。遠矢

政己氏の話も出た。遠矢が岡氏を慕ってよく出入りすることは私も知っていた。彼の死後、

難波氏か誰かが遠矢の葦の絵を集めようとしていたのだが、岡氏には何の連絡もないとい

う。私は今知事という激務があって多忙。岡氏は暇があるらしい。 
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4 月 30 日（木） 
国会議員、各省庁への知事就任挨拶まわり 
組合としては自治労と私鉄、各国会議員、そして各省庁の大臣、次官、長官につき、知事就

任の挨拶まわりを行った。歩いて歩いてほんとうにくたくたになった。多くは不在だったの

で、名刺をおいたにすぎぬことが多かったので、予定どおり全部消化することができた。

RKB が、ふくおか会館で朝食をとるところ、自民党の国会議員を訪ねるところ、通産省や

大蔵省の大臣を訪ねるところなど追っかけまわしてカメラにおさめていた。夜福岡空港に

着いたら運転手の是松さんが、六時の放映で長々やっていましたよという。一緒に行ってい

た中村室長が、知事の挨拶まわりを県民に知らせてくれるなら有難いことだといっていた。

RKB 記者は「中央との太いパイプが必要だから」といういい方で私の声をとっていたが、

これは勝手な解釈というものであろう。訪問した相手はほとんど留守だったが宮沢大蔵大

臣とは会うことができた。売上税の法案が廃案というような結果になったので一寸バツが

悪そうだったが、双方ともとくにこだわったということでもなかった。 
 
5 月要記 
この五月十四・五の両日は改選後の第一回臨時県議会が開かれ、議会の役員の構成が決めら

れた。議長は自民の中村忠和氏、副議長は社会の林武彦氏、これは自社の話し合が基準にな

ったもののようだ。四年前とくらべると空気がかなり違う。公明党あたりはこうした自社に

よる議会運営には若干不平があるようだ。十五日には常任委員会の構成と委員長の決定も

おこなわれ、ここでも自社の話し合が頭を出している。今後の議会がこのようにしておだや

かに進められるならばよいのだが、ことほど左様にスムーズにはいかないかも知れぬ。ただ

全体としては柔かムードが前面に出ている。こうした時に、職員組合などに関連して残って

いる懸案が解決されるならばと期待するのだが、甘いだろうか。社会党が実質二〇人、共産

党が五人、まだまだ与党少数だが、ムードがよければいい。共産党や労働組合の無理ないい

分が噴出しなければ、大抵はうまくいくだろう。 
 
5 月 1 日（金） 
県幹部の異動 
福岡・小倉の両メーデーは傘をさしてのあいさつになった。今年は雇用減がいたるところで

行われ、春闘も賃上げ水準は過去最低といわれるほどで未だに決着を見てない組合もある

ほどで、意気のあがりにくいメーデーではあったが、統一地方選挙の結果良好だったので、

沈滞という空気ではなかった。雨のため皆んな出そびれただろう。県では幹部の人事異動発

令、知事訓示を行った。私は職場の活性化ということで義務感・使命感を中心に話した。一

風かわった訓示だったとの評判である。夕方、秘書室長交代のため、旧新の永田と中村が来

宅した。新しい永田はかなり活動的に采配をふるうだろうと期待している。今回は大幅とい
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えるほどの異動だったという。今日講堂で辞令を渡したのが二六一人だった。足が棒になる

ほどの立ちづくめなのである。県職員がマンネリズムから脱却してくれることを切望して

いる。幹部が若返ったということもいわれている。 
 
5 月 2 日（土） 
地域懇の閉鎖について 
木梨弁護士と赤坂事務所で落合って彼の話をきいた。地域懇はもう息切れしそうになって

いるので近々閉ぢたいというのである。彼は地域懇は奥田がはじめたものだし、二期目当選

がなかったら又奥田が地域懇の息を吹きかえすかも知れないが、再選されたのだからもう

続けることはできないという考えをもっているようだった。五月末か六月はじめに閉会の

集まりを開きたいといっている。私にしてみれば、続けうるなら続けたいし、続けるに必要

な話題はいくらでもあると思っているのに意外なことをいうものだとの印象を受けざるを

えなかった。地域懇の趣旨が私と他の人とではかなり違って理解されているようでもある

のだ。赤坂事務所の存続のこともあるし、人材さええられるならば、赤坂事務所でこそ地域

懇の仕事を継承発展させてもいいと思えるほどである。県政でいう「地域の活性化」という

テーマなど、地域懇の無限のテーマといってもいいのではないだろうか。これは今後の宿題

としよう。 
 
5 月 3 日（日） 
どんたくの一日 
風が強く、寒い一日だった。どんたくのパレードは冷え込んだ。風邪をひかないかと心配し

た。でも辛うじて雨が降らなくてよかった。今年も二四〇万人の人出でにぎわうといわれて

いる。宮崎や沖縄からもかなりまとまった人数で出し物への参加があったようだ。祭は福岡

市ほどの規模で最大級のものとなる。市民が共感をもつイベントがあるということはよい

ことである。知らん顔をしている人も少くはないが共通の感覚をもつ人がかなりある。地域

の一つのまとまりがえられ、活気が湧く。商人の町らしくこのことで利益を得る者も多い。

食べ物をはじめ、写真関係その他、確実に売上げが多くなる者はホクホクだろう。パレード

や出し物で同じ服装をするのだから被服や小間物もよく売れるだろう。再来年は福岡市制

百周年記念のアジア太平洋博が六ヵ月間も展開されることになるが、今年と来年のどんた

くはその前ぶれとして位置づけされ、市当局もその点はり切っている 
 
5 月 4 日（月） 
行き詰まることが解決のいとぐちになる 
藤江君にサービスしてもらって一日を費し、有田の中西宅へ行った。彼の両親が病床にある

ときいて久しかったし、娘さん（ゆみ子）が九大文学部に入学できたときいていて何の応答
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もしてなかったので、休みを利用して前から行きたかったが、果たし得たわけだ。ドライブ

は渋滞ばかりで時間がかかった。連休だから車々の列で行楽ブーム。有田は陶器市、長崎は

オランダ村が二〇二号線を一ぱいにした。有田まで行くのに四時間もかかったが、鉄道なら

半分で行けたはず。人はこういう時に目的、手段、効果がちぐはぐになることに気がつく。

有田で陶磁文化館に行くのに徒歩の方が早かった。それでも人は車を捨てないでいる。道路

を拡幅したらという解決策もあるだろうが、こういう問題はどうにもならないことを知っ

て、悟った点で、車以外の手段とか、レジャーの過し方とかを変えるようになる以外にはな

いのではないかと思う。道路政策の他との接点も、その辺にあろう。道路問題に限らず、若

い者が音響器具や映像文化、通信電機器具にのめり込んでいる姿を見ても、更に今日の財テ

クブームを見ても、行き詰まって気づかせるほかに解を求める空気は出てこないのではな

いだろうか。 
 
5 月 5 日（火） 
もっと同窓生に会うチャンスを作ろう 
岩崎友四郎が先日ハガキをくれて、選挙に勝ってお目でとうというのというのと同時に四

〇余年前の二人の仲を考えたのか、とても信じられないと書いていた。私が二期目の県知事

だなんて事が学生時代をどうひねって考えてみてもそうは思われないということのようだ。

五〇年近くも会っていないとそう思うのも無理はない。お互いに二〇歳代前半のうら若い

男だったのだから、その後の成長についての情報を観念的にしか考えられないわけである。

だから私はいつか東京に行った時、暇を作って彼に会ってみようと今思っている。岩田（す

でに没）や浅尾は私が知事になってから会っているがそれ以外の姫高同窓は文乙の薗村し

か会っていない。岩崎は九大時代の学友だが、同じようなのには他に会っていない。いずれ

にせよ今後は東京、大阪などで同窓にもっと求めて会う方がよいと思う。明日の上京の折に

岩崎に会えるならと思ってアドレスをひかえて行くことにした。 
 
5 月 6 日（水） 
地公労関係者の処分和解について 
新旧の地労委委員に対する知事招宴がグランドホテルで行われたが、席上前会長の三苫氏

から公務員の処分問題に付、組合側から訴訟取下げが行われるよう知事から働きかけてく

れるよう挨拶があった。四年前初当選以来私に負わされた重要課題ながら、三苫氏もいわれ

るように、野党多数と過去の経過からして、そして特昇制度がないという現状からして、こ

れは中々困難な問題であるようだ。両政令都市の反応もよくないし、県でもその解決に失敗

した経過があるようだ。それに、二期目に入ったばかりの知事が先頭切ってこの問題に口火

を切るのは、全く不得策なことに違いない。私は今日の宴席で、公益側委員の誰かが奔走し、

地労委の方から再度改めて口火を切ってくれないかと頼んでみた。ただ適任者がいそうに
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ないことも事実である。これが解決は福岡県だけが残されているようだし、関係者に怨念と

もいうべきものとして残っているのが事実である。 
 
5 月 7 日（木） 
白島計画の変更はできないか 
石油備蓄基地白島の工事が進捗している中、二月のはじめの突風で、ケーソンがひっくりか

えって一〇〇億円も復旧にかかることになり、今は工事がストップしている。この問題で、

白島から対岸の響灘の埋立地に移すべく工事計画の変更はできないのかとの発想で先般来

大坪企業管理者に下調べしてもらい、今日の白鷺会のキャピトル東急における朝食会では

出席の左近友三郎氏に、ついで中食を共にした河本敏夫氏に意見をきいてみたのであった。

左近は共同石油の社長だから、もうちょっと調べて返事しようといい、河本氏は響灘換地が

可能なら、誰にもキズつかぬような進め方で事が進むのであれば考えて差支えないだろう

とのヒントを得ることができた。白島問題は私が前回知事就任時からとかくの醜聞がまつ

わりついていたもので、今回の突風被害を機に、石油をとりまく国際環境もかわったことだ

から、もっとすんなり北九州市のためになるよう解決してくれたらよいと思っている。 
 
5 月 8 日（金） 
政治の裏 
福岡の女性会議の人達が夜日本浪漫座で会食し、われわれ夫妻が加わった。席上私は昨日の

河本敏夫氏の「奥田当選は自民の恩人」論を紹介した。つまり、田中が勝っていたら中曽根

は売上税で暴走し、国内が反中曽根で湧き立ち、総選挙に追込められ、結果は自民党の半減

ということになっただろうに、奥田が勝ったので、奥田が自民の恩人なんだ（春秋の筆法で

以てすれば････）というのだった。同じあの日、竹下幹事長に会ったのだが、竹下は嶋崎譲

との姻戚関係をのべた上で、私に、四年前のお布施事件にふれ、自分は西本願寺の門徒総代

をしているが、あの事件のようなことはよくあることだともいったのであった。つまり、あ

の事件は「奥田おろし」のためにデッチ上げられたものといわんばかりの説明をしたわけで

ある。後藤田はあくまで悪い奴で、当時の県警本部長酒井は出世したいばかりに操縦され、

事件を仕立てた奴であることも明らかである。今日、八丁氏から耳に入ったところでは、前

苅田町長でいま衆院議員の尾形智矩は近く逮捕されるかも知れないとのこと。税金の不正

使用で。 
 
5 月 9 日（土） 
選挙の後仕末 
選挙のあと仕末の仕事が延々とつづく。今日は北九地評の敢闘式。考えてみれば共産党県議

が二人から四人になった北九では、この方面の意気は上っている。社会党でも危ないといわ
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れていた人すらトップ当選、高位当選を達成している。市長選で八万票負けたのに、知事選

では四万票近くも勝ったのである。福岡市では負けたのに、北九でぐっと票を引きはなした

のである。みんなよくやったと感動している。だから勝利へのよろこびは北九では殊のほか

大きい。敢闘式は選挙後一ヵ月近くもたった今日にのびたが、それでよかっただろう。私は

小倉南区のスーパーマルヨシにも案内され吉田社長ら幹部の並ぶ前でお礼をいった。彼ら

は若狭県議ともども勝利への道をひらいてくれた人々だ。保守、革新ということではなく、

気持の通い合いで勝利にもっていってくれたのだ。選挙のお礼としてはまだ色紙書き、礼状

書きなど、私にとって多忙な日常の中でどっさりすることがまだ残っている。気がかりだが

少しずつやりとげていかねばならない。必ず仕末をしていこう。 
 
5 月 10 日（日） 
運動体の中で県政に対し積った疎外感のはかせ方が問題だ 
夜は四時半から十時頃まで、大坪、名田、山本、岩崎の四人が来訪して意見を出し合い、ウ

イスキー、スシをとって最後は名田、岩崎を加えたマージャン会になったが、この四人にと

っては久しぶりにガス抜きになったようだ。反八丁ということでも一致し、政治的な積る要

望を知事にぶっつけるという形になった。社会党の竹村書記長を知事はもっと利用してく

れというのが眼目であった。又他面、県は政治秘書を抱え込んでもいいではないかとも主張

した。彼らにとっては県政の中の政治的視点がほとんど外に連絡のないままに決着づけら

れてしまっている点に、そしてあったとしても八丁君が表に立って受けとめて独り占めに

終っているという点に、さらには林県議に、利用されるという形で処理されてしまうことが

多いという点に不満があるようだ。もっと他面からいうと、自分達を使ってくれて然るべき

ではないかということなのである。疎外感をもって見ている彼等であるから、今後は県政に

近づける必要があろう 
 
5 月 11 日（月） 
マスコミが作った土俵の中での対話 
時事と西日本の二紙から、二期目の県政の展望に関する取材要請を受けてこれに応じた。西

日本の場合、滝口編集局長との対談という形をとったが、予定質問があり、予定回答が既に

あって、その上で私が質問に対して答えていくという形をとった。新聞社の作った枠組みの

中で、仕組まれたストーリーとして応答していくのである。「中央との太いパイプ」「県勢浮

揚」「財界との対話」など彼らの好きなフレームがあってその中に私を入れていく。私はこ

のように作られたフレームは好きでないのでできるだけ逃げ出そうと努力する。「保守と革

新」についても同様である。ただ、こうしたフレームが一般にはわかりやすいのであろう。

私の「対話行政」「開かれた県政」「地方自治」というようなことは相手の耳には残らないよ

うだ。聞こうともしないといっていいし、どうでもよいのであろう。マスコミが自分の土俵
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を作ってそこに相手をあがらせるという常套手法は私は好きではない。商売したいのだな

ということはわかるが、好きではない。ただ、それでも笑顔で応待せざるをえないところが

つらいわけだ。 
 
5 月 12 日（火） 
「ヤッタ！」という叫びは何を語っているか 
福留君らが中心になって今日の夜 KKR はかたで「奥田知事と語る九大有志の会」を開いて

くれた。中味は教養部の現役・OB による知事選勝利祝賀会で、これに、法、経、工などの

人達も少し加わるというものであった。教官が中心ではあったが事務官 OB もかなり集っ

てくれた。七十五人とか。工学部の森祐行も来ていた。かわるがわる演壇マイクを取っての

祝意表明があったが、ほんとうにみんな心から祝ってくれているとの実感があった。それに、

売上税の原案を廃案に追込んだという歴史的な意義もみんな共通認識としてもっているこ

とも確かだった。多くの人がいうように、当時の感激は当確が出て、「ヤッタ！」と叫んだ、

それである。私はこの「ヤッタ！」をこまかく解説してみるのは必要なことだと思っている。

田中陣営では今日浮羽の県議大石がいったように「しれッ！」としているのに対し、奥田陣

営では沸いていた。これは共通感覚である。ところで今日の新聞では田中は県庁近くに事務

所を構えたとのこと。次の参院選か知事選か？ 
 
5 月 13 日（水） 
プロ球団誘致は絶望か 
八時一〇分の TDA で上京。午後十時に筑後川温泉の新泉荘に着くという旅の一日だった。

東京では読売の小松社長に合い、プロ球団の福岡誘致について意見をきいたが、セリーグに

新たに二球団作る手しかないし、そのハードルは地元がカネを作る努力と既設球団を説得

する熱意がなくてはならないとのことであった。このようなエネルギーをどこに求めるか

となると、ハタと当惑してしまう。福岡の青年会議所は世論としては頼りになるが実力がな

い。財界はライオンズを手放す時がそうであったように、まだまだ今でも冷淡である。私は

二期目の就任にあたっての記者会見で、県民が共同で何か燃えるものがほしいといい、一例

としてプロ野球をあげたのであった。小林社長に今日改めて打診してみたのもそのためで

あった。新球団のもう一つは四国ではないかとの意見もあったが、こうしたハードルは少々

の努力で突破できそうにないと思う。それでは結局諦めるしかないが、ここに来て、ライオ

ンズを手放す時の財界、知事、市長らの努力のなさをかえすがえすも残念に思うのである。 
 
5 月 14 日（木） 
二期目スタートの県議会 
今日明日が新役員選出のための臨時県議会である。二時になってようやく開会されたが、議
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長には自民党の中村忠和、副議長に社会党の林武彦が選ばれた。自社の話合いが奏功したの

であろう。中村の方は五人になった共産党が反対したであろう。林の方は満票であった。私

にとっては二期目の最初の議会ということであり、実は一期目とくらべ緊張感が全く違う

のが特徴であろう。与党が一八から二五にふえたのでかなり改善されるであろう。尤もそれ

でも与党少数に違いないので波瀾はないとはいえない。けれども与党側には勝利感がある。

意気揚々たるものがある。逆に野党側には負い目があるように見える。こうした感じでのス

タートであるから今後の対応を柔軟にやれば、一期目とくらべはるかにうまくいくはずで

ある。予算編成が厳しい条件下にあるという点は依然障害であるので緊張は避けられない

が、自粛につとめて乗切っていきたい。林副議長という利点も一年だけながら期待がもてる。 
 
5 月 15 日（金） 
工業試験場問題化 
大塚商工部長らが県の工業試験場の現状等について午後かなりな時間をさいて説明してく

れた。大坪前商工部長も、福岡県の商工部予算が全く少いことを指摘していたし、県の商工

行政のおくれは前々から問題であった。なぜそうなったかについては構造的なものがあろ

うかと思う。重厚長大型に偏した福岡県の産業構造に加え、親企業と下請関係でそれが保持

されてきたというのが決定的であろう。下請企業は親企業のいいなりになって仕事を待て

ばよい。自分で市場を開拓する欲求に欠けていた。工業試験場へのニーズもなかった。試験

場は亦地場企業のニーズにこたえる姿勢もなくのんべんだらりと年を重ねていてよかった。

県の年々の商工予算もそうした事情を反映した。亀井十六年間こうした状況がつづいてい

たと思う。今になって親亀がこけてしまい、子亀もこけてしまうようになって、ようやく工

業試験場が問題になってきたのだ。 
 
5 月 16 日（土） 
衰弱の感 
「元気ですね」とひとはいう。「そうみえますか」「まあまあですよ」「お蔭様で」「もう年で

すわ」「何とかもてています」というのが、これに対する私の返し言葉である。糖尿の心配

がつづいていることは他人にはいわない。自覚症状もこれというものはない。しかし、歯は

もうボロボロだし、近頃右肩がピリピリするのを覚えるし、マージャンなどして長く同じ姿

勢でいると、立つ時にこわばりを感ずるし、全体としての足腰の弱化は蔽い難いものがある。

少しずつ部分部分の衰えがあること間違いない。今日はホテル阪神に着いた時、旧制姫高ク

ラスメートの西尾と戸石とが待っていてくれた。両人とも私からみてやはり年とってみえ

た。東京事務所の窓から見てプラタナスの青葉がとても美しい。この葉も秋にはすっかり散

ってしまうのだ。いつまで盛んでいつから衰るのだろうかと考えてみる。中曽根首相はもう

部分的に、政治的に死んでいるのに、と思ったりする。 
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5 月 17 日（日） 
西本願寺紫雲閣 
西本願寺、二条城、智積寺の三ヵ所、青葉に雨がはげしく降りしきる中、見学してまわった。

西本願寺は予め連絡してあったので、賓客として迎えていただき、本殿、紫雲閣などていね

いに案内して下さった。お茶もいただき、おみやげには抹茶茶碗まで下さった。秀吉の聚楽

第の当時のままだとの説明もきいた。紫雲閣、金閣、銀閣とともに京の三閣の一つといわれ

るものだそうだ。経験不足、勉強不足でこの方面の知識はないので、今後はチャンスをつか

んで取り戻さねばならない。見どころの多い西本願寺ではある。本堂の柱の太いのにびっく

りしていては初歩の部に属するであろう。二条城は、石垣、堀、庭園の立派さに見とれるば

かりだった。もちろんここは修学旅行の高校生並みの散歩でしかなかったので外見を知っ

たに過ぎない。京都はいつ来ても歴史の重みをいやというほど感じさせられる。二、三年住

んで遊んでみたい。 
 
5 月 18 日（月） 
中小工業団地視察 
技術立県という目標と、北九州の浮揚という課題を背にして今日、洞海二島及び曽根の二つ

の工業団地を視察した。構造不況、重厚長大から軽薄短小への傾向の中で、また加えて円高

不況の中で、北九州の中小工業群は今全く冷え込んでいる。若松の団地はとくに活気がなか

った。融資制度の条件緩和が主訴だった、零細工業群といえる。北九州（曽根）の方はまだ

中企業で活況も残っていた。歴史も古くしっかりしている。ここでは雨季の水はけ、小河川

対策が第一と訴えられた。私の興味はむしろ鋳物工業の中味にあった。その技術水準のいか

んについては論評する力はない。むしろ常識的な領域に属するが、第一は鋳物業が、いかに

われわれの日常生活の周辺に多種多様に応用されているかに今更のように気づかされたと

いうこと、第二は、業態が非フレキシブルだということ、及び依然として注文生産の領域に

とどまっているということだ。 
 

5 月 19 日（火） 
豊前地域での歓迎 
知事選で京都築上地区は大変な成績をおさめてくれた。両郡はいずれも私が勝ったし、行橋

も豊前も両市とも私が二千票余上まわった。椎田町と大平村でわずか私が負けたものの、そ

の他では私が勝った。この地区は大変燃えた、燃やす人がいた。今日の豊前地区の視察では

吉永、恒遠の両氏が付いてくれたが、公の機関の訪問に終わった、が役所の職員は皆私を歓

迎してくれた。でも他の一般の人達も私に会いたがっているときく。一日ゆっくりとって対

話してほしいといっているようだ。自分達が選んだ知事だから共によろこぼう、歓迎の主体

になろうといっているわけである。運動する人達も、田中でははいりにくいが奥田でははい
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りやすかったなどといってくれた。対話事業に動かされた人が多いとも評された。吉永さん

には「戦功」を傘
ママ

に着て知事が来いと訴えてみたら秘書も日程を組むでしょうと私はいって

おいた。その点役所の人達は私の視察日程に入りやすくて助かっているようだ。 
 
5 月 20 日（水） 
快調感がない 
一寸外まわりが多かったので、今日は内側の事務さばきが山積していた。夜は、社会党側と

知事選、県議選後の初顔合わせのような知事招宴となった。早朝から夜おそくまで付合いの

日々である。祝勝手紙類への返事がまだ六〇通ほど残っていて、それも気になり、少しずつ

書き進めている。睡眠時間はまずは十分に取っているのだが、途中で小便に起きざるをえな

いので、あとが十分眠れず、毎日が睡眠不足のようである。よくないと思いつつ、どうにも

ならない。自分しかコントロールできないのに、自分すらできないでいる。水を飲むのを少

くおさえればいいのかも知れないが、そこまで踏み切っていないので、夜半に必ず起きるこ

とになる。右肩のひりひりはまだつづいている。「知事は疲れている」とひとはいう。多分

睡眠不足と多忙が外見をそうさせているのであろう。快調といえる日がほとんどないのだ。 
 
5 月 21 日（水） 
岩崎友四郎氏のこと 
事務連絡がとれていて、午後二時清芳社の岩崎友四郎氏が東京事務所に訪ねてきてくれた。

五年ほど前にタイ国大使館でパヨン氏に共に招待されて以来の面会であった。二期目の私

の当選について反売上税チャンピオンということで祝いのハガキをくれていたのでその後

会うべく連絡をとっていて今日会うことができた。岩崎弥太郎の孫らしく特徴あるマユが

光っている。が彼の話によると岩崎家は今は全部落ちぶれているという。彼は四五〇人ほど

の従業員をもつ清掃会社のオーナーだが、年をとり、一昨年奥さんをなくし、ひとりぐらし

（子なし）で、後継者に悩んでいること、独居生活のさみしさにたえられないことなど訴え

ていた。彼も売上税が実施されると破綻をきたすはずだったといっていた。もともとそうだ

ったが若干ニヒルな話をする男だ。私には知事になるなんて思えぬ変り方だと評していた。

老後の淋しさは誰しもかくせないところなのだ。彼だけではない。 
 

5 月 22 日（金） 
快調感がない（二） 
やっぱり快調感がない。両手両足ともに何となくだるい。右ひじが痛い。又右かが

ママ

との上の

内側がどうなっているのか痛む感じだ。もちろん睡眠も十分でなく朝がさっぱりしないの

で一日中重い。選挙の疲れが今頃に出て来たのであろうか。昨日上京の途次追突されたため

鞭打ち症はないかと心配されたが、それは今のところなさそうだ。快調感がないのであれこ
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れ意欲が湧かない。そのため身辺たくさんの片付け仕事が残っている。書斎をもっと機能的

に片付けたいのだが、書物、書類が雑然としている。書物はあるべきところに置かないとい

けないのに全くそうなっていなくて成りゆきにまかしてしまっている。机辺もその通りで

秩序がない。あれこれスペースが死んでいる。思えば高野切を書かなくなって一年になる。

又下手なゴルフにも出ていたのに一年半はクラブを握っていないだろう。せめて仮名の練

習ぐらいはできる身辺にしたいものだ。 
 
5 月 23 日（土） 
知事選勝利の瞬間のみんなの興奮 
もう夏のような気温である。青葉も芽を出しつくしたかの感がある。毎日が多忙であること

は依然同じだが、緊張感の比較的少ない政治的休息期間ともいえる。毎日こうして綴ってい

る日記だが、意地で書いているようなもので、内容はペンをとった時の全くの思いつきで始

まる。大した内容はないのに書く。書くことに意味があるとさえ思っている。今日の「なか

よし会」では知事選完勝をよろこび合うという雰囲気に満ちており、二度の知事選勝利の采

配をふった岩崎隆次郎は鼻高々というところだ。みんなの話題が投票日の午後十時すぎ

NHK のテレビで山崎拓がもう一寸いっているのにへし折るように奥田当確が出て放送が

そちらに移されてしまったシーンとその後の怒濤のような興奮の思出ばなしを話す人が多

かった。田中健蔵が最近事務所を開いたが、次の参院出馬の準備というよりは、二億円の借

金を返済するための事務所にすぎぬとの評も出た。 
 
5 月 24 日（日） 
俳句が身辺に 
湯の宿の低き庇に燕の子 
夏立てりみどり子のもの竿にみち 
白ありてこそ紫の花菖蒲 

先日栗山みつ子という人から「みつ子句集」を送ってきた。天禄商会監査役をしている白桃

俳句会同人とあり、八十四歳もの老女である。が見たようであるがやはり知らない人だ。私

の身辺には多くの人からの贈呈本がたくさんある。先日香川県の前知事前川氏に関する県

政回顧録も送られてきたが、私には句集のようなものの方が今は手に取る意欲が湧く。ただ、

ひとの句は私にはひとりよがりに見えてわからぬものが少くないが、夏に関して右の三句

は私にもわかるような気がする。句は誰がみてもわかり易い方がよいのではないだろうか。 
 

5 月 25 日（月） 
佐賀行幸送迎 
佐賀県嬉野で全国植樹会

ママ

があっての行幸で、今日はその帰り道、福岡県側は鳥栖、福岡空港
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間の見送り役であった。一寸でも失敗が許されないということで、何人もが動員され、何時

間もゆとりをもって張りつけられる。高速道路もその時間帯は上下線とも一般車通行止め

の規制がかけられる。小高い丘にはしげみの中にも警備が立っている。高速上下線の分離帯

にも間隔をおいて警備が立っている。（ひざまづいて一行の車を見送る）それはそれは大変

な気の使いようである。知事と県警本部長は天皇を機内に訪ね、お別れを告げ、天皇から「ご

くろう」のねぎらいの言葉をかけられる。こうして送迎の行動は終るのだが、一生のうちこ

うした列に参加することすらないので疲れを忘れ有難いことだという人もいる。今日はと

くに蒸し暑かったので、長時間立たされた人はそれぞれの役にあったとはいえ、疲れたこと

であろう。済んで緊張は一ぺんに崩れたろう。 
 
5 月 26 日（火） 
職員の退職後の共済互助組織 
午後パークホテルで梅香会の総会があって挨拶に行った。長谷部忠士氏が会長で県職員退

職者共済互助会である。退職金の利用で老後共済活動をする組織で県職労の流れを汲む。四

五〇人ばかりの組織で三〇億円の資金をもっているといわれる。第九回の総会だから八年

前の発足である。資金を有利に運用するのが主たるねらいのようだが、私は、進んで就労や

趣味、ボランティア、医療相互援助などの活動に手をのばしていいのではないか、その必要

な時代になっている、県も高齢化対策の中でそうした方向を打出したいという意味のこと

を挨拶の中でのべておいた。退職後二〇年や三〇年生きていかなければならぬ時代になっ

ているのだから、未踏の地をかき分けるような気持で進んでいってほしいし、新しい教訓を

残してほしいわけである。退職協が併行組織だそうだが、これが今回の知事選に偉大な働き

をしたことを私も知っている。 
 
5 月 27 日（水） 
選挙のお祝状に返信を書いていった 
知事選挙につきお祝状が一〇〇通は来ていただろう。ひまをみては一枚一枚に返礼のハガ

キを書いて日が過ぎていたが、今日やっと全部の返礼ハガキを投函し終えてやれやれの思

いがする。福原氏はよく書きますねと感心しつつ投函してくれた。一ヵ月半かかって書いた

ことになる。選挙者の感動がよくあらわれているのが多かった。即日夜書いたのや翌日（十

三日）書いたのが多かった。子どものもあれば八〇歳前後の人のもある。返礼を書いて出す

と、こんどは向うの方できっとよろこんでくれるだろう。若芽の出かかった頃のものに、今

は青葉が目にしみる頃。時間をへだてての返事だが、それだけにもらう方も、音沙汰ないと

思っていたのに来たといううれしさがあろう。毛筆を使うのもいいが、簡略のため、ほとん

ど黒のボールペンを使った。そしてはじめてと思う分は住所を書き取っておいた。他県から

もかなり来ていた。それだけ今回の選挙は全国的に注目されていた。そのあかしにもなるも
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のが多かった。 
 
5 月 28 日（木） 
企業立地といっても思いの中味はちがう 
午後七時から一時間半セントラーザで九州七県合同の第三回外資系企業の立地現地視察会

歓迎レセプションが開かれた。地域振興整備公団や九州電力などもふくめ四〇人ほどの客

があり、七ヵ国ほど外国人が来県していた。仏、米、英、独、瑞、加などから二二人の参加

である。記者も加わってのこと。円高、貿易摩擦、不況などといっている中で外資もどんど

ん対日進出を考えている。空洞化現象の逆である。レセプション中の対話の中で断片的なが

ら感じたことは、今は物を作る売るという時代からノーハウのアイディアを売る時代への

変化が急速に進んでいるということだ。ドイツからの客は、水の温度を調節しながら栽培漁

業に成果をあげているという。全体の空気は工場を建設して製造業をというよりは、研究施

設を九州に設立したいとさえ考えているように受けとれた。われわれ県が企業誘致によっ

て雇用をふやすと単純に考えているのとはかなりニュアンスのちがいがあるといわなけれ

ばならない。 
 
5 月 29 日（金） 
奥田事務所の再開方向 
奥田事務所なるものを選挙中に赤坂に設置したが、その存続についていろいろ思惑がさく

そうした中で、多くの者が存続の必要性を認めながら、八丁氏が左右するような事務所にな

るのであれば反対という声が一般的であった。それで選挙後一応の閉鎖の意思統一をしな

がら、なお閉めないままに今日に至っていたが、今日林県議からきいた話では、清進会の事

務所を閉ぢ、その費用をこちらにまわし、奥田事務所として再開する但し、八丁君の采配を

ふるような事務所にはしないということで、およその意見がまとまったという。では誰がそ

の事務所を主宰するかということだが、長谷部という意見もあるが、そうとは決まっていな

いという。いずれにせよ、八丁君は出すぎるなということで奥田事務所の再開が決まったと

いう。一段落というところ。あと誰が主宰することになるか適任者をさがすことが次の問題

である。 
 
5 月 30 日（土） 
玄羊会書展の仲間について 
山本先生の門下生が玄羊展の打上げ会で、平和楼に集った。四〇人はいただろう、尚文堂、

先生のうち、南区の個人の家、九電、その他のクループに分れてはいるが、一堂に会すれば

師を同じくする者として意気投合できる。私も永年その仲間だが、知事になって以来、尚文

堂毎週月曜という教室に行けなくなったが、書初展と夏の書展だけはいつも出すことにし
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ていて、打上げ会にも出席するようにしている。正会員でないという意味もあって「顧問」

という肩書をいつの間にかつけられてしまっている。そして知事が会員のうちにいるとい

うことが、何となく他の会員にもはげみになるらしく、私はいつも歓迎してもらえて一寸恥

しい。書展に行ってみると、みんなの出来がよくて、自分の作品の前に立つのがいつも気ま

ずいのである。もっと工夫しなくてはならないのに、半日ぐらいで仕上りと思って出してし

まうのでよくないのだ。 
 
5 月 31 日（日） 
波津の久世 
花田守氏に仲介してもらって、今日一日休みを利用して岡垣町の小役丸卯太郎氏の経営す

る久世旅館にご厄介になった。久世には十二の棟があって数人の人達が宿泊や会合に使え

るようになっている。アベックでもいいし、会議でもよい。もちろん休養に使ってよい。彼

の説明では、別荘を個々にもつわずらわしさを省けるように、一箇所に集めたのだという。

独立の棟々はそれぞれの工夫をこらした室内間取りがしてある。周辺は緑に囲まれてよい。

今日はごちそうになったのでどのくらいかかるのか、料理の内容にもよるだろうが、一寸贅

沢しようと思えば利用するのに恰好の施設である。今後この地域はリゾートゾーンにして

いくとの計画もありうるし、将来の人との生活を考えれば、先見の明ある試みであると思え

る。料理は波津の漁港から水揚げされた鮮魚が中心になるので、申分なしである。リゾート

ゾーンの計画には県もかかわっていくのがよいと思う。 
  
6 月要記 
どんどん日がたっていく。今月末から来月にかけて県議会が開かれ、今年度予算が審議され

るが、今年は政府事情の動揺のため予算事情の確かな見透しがえられず、政策事項も思い切

ったものが出しにくい。それでいて五兆円とか六兆円とか一割近い補正予算が主要国サミ

ットに向けた約束実行のために七月臨時議会に上程されるというから、急ぐべきは急がね

ばならない。中曽根首相は、四月の地方選挙前は「死んだふり」をしていて、今は次期総理

の下馬評が出ているのに「生きたふり」をして踏み止まろうとしているようである。それだ

けにわれわれも何となく見透しが立てにくい。六月のサミットで隠退の花道をつけようと

しているらしいが、一寸急降下した中曽根人気も今になって再上昇はじめたといわれてい

る。もはや続投はありえないといわれているが、サミットの結果又事情がかわるかも知れな

い。経済には弱いといわれる中曽根が今の日本経済を多数国民が苦しむ情況に追いやった

責任は重大である。早く経済政策がかわるのを望む。 
【欄外記入】 
〔サミット六月八日からベネティアで〕 
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6 月 1 日（月） 
雇用問題にどう対応するか困難というしかない 
現段階の大牟田や北九州のような疲弊に当面すると、市民達は、以前の炭鉱問題の時のよう

に、何かに頼りたくなるのは当然であろう。数日前の大牟田市からの陳情も、今日の私の大

牟田視察でも県が何とかせよとの空気は勿論強い。しかし、炭鉱問題に対応したように、生

活保護か失対事業かという発想はでてきてない点に違いがあると思う。県で箱物を作れ道

路を作れという。又博物館や図書館を設置してくれともいう。大牟田では商業地域にコミュ

ニティマート構想が進みつつある。工場跡地の再利用に企業誘致の願望もある。工業試験場

の設置要求もある。雇用問題への不安は、しかし浮いたままで解が見つからない。労働者の

場合、企業が倒産したら規模縮小というとき失業反対、職場よこせというしかないだろうと

思うが、それをいったからとて、これが又どうにかなるものでもない。自分で仕事を作るよ

うな道はないのだろうか。 
 
6 月 2 日（火） 
九州知事サミットは面白そうではない 
知事サミットのレクというのが今日、明日をふくめ何回かある。四日に熊本で行われるのだ

が、昨年につづいて二度目。こんどのは西日本、熊日、それに NHK、TNC など報道関係が

主催し、西日本単独ではなくなったが、西日本の「21 世紀委員会」というのが出したプラ

ンの下敷により事を進めようとしている。この委員会は前は田中健蔵を議長とし、今は高橋

九大学長があとをつぎ、「九州は一つ」を目標に知事たちをその枠内で発言させ、報道機関

の売込みをはかろうとしているかに見える。「九州は一つ」といっても、熊本や大分の知事

は、我こそは九州の中心なりと考えているので、それにおもねるような形になるほかは一つ

になりっこないのが現状であると思われる。私の場合、こういう催しにより報道のちょうち

ん持ちはしたくないとの心情がある。名案がありそうには思えない。自然体で協力すべきは

協力し合っていてよいのではないか。 
 
6 月 3 日（水） 
福岡いちご祭り 
県のいちご祭りが須崎公園で開かれた。米の減反が農家経営に大きな圧迫を与えている今

日、水田再編利用の面からもいちご作りは注目を浴びている。福岡県は今一一五憶円の年産

額で全国二位を誇っている。今年はそれを一五〇億円までに高めたいというのが、今日の総

会の決定になる模様である。リンゴより、ミカンより、いちごが好まれるという。今の若い

者には皮をむいて食べる手間を避ける傾向があるためだろうか、味がよいためだろうか、い

ちごだけが伸びているという。このごろ市場をのぞいたことがないので、他からのいただき

ものはいくらでも食べるのに、それがいくらなのか価格の動向を私は何一つ知らない。いち
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ごが特に安いというわけでもあるまい。よく売れるのは、それが扱いよいからではないだろ

うか。今の若者の世帯のなかには包丁のないのがあるとも聞く。包丁なしで暮らす今の若者

がいるのである。人間としてどこかで大穴があくのではないかと思う。 
 
6 月 4 日（木） 
ヘリコプターで北九州から熊本へ 
快晴でよかった。日赤紺綬会総会をすませたあと十二時、北九州空港に直行、熊本工業大

学々長の利用便を復便そのまま借りてヘリコプターで熊本に行くことになった。着地は熊

工大ヘリポート。北九州新空港予定埋立地がきれいに見えたし、右に香春岳の石切りあとの

姿、左には次いで英彦山がみえた。八女、熊本に入ると農地の整理が進んでおり、ビニール

ハウスの列が美事である。いかにも農業が盛んであることが上空から推測することができ

た。これらの地域の今後のあり方は、農業技術（バイオを含む）と農地統合のいかんによる

ところが大きいだろう。上空から見たこれら地域の山々はまた美しかった。よく手入れが届

いているようだ。人工林も多いし、林道もかなり発達しているといえるだろう。ヘリコプタ

ーは三〇分ほどで着地した。操縦席の横に席を与えられ、操縦者の動作を見ていたが、なぜ

こうもうまく飛ぶのかわからないほどに手、指が動いていないように思われた。天気がよく

頭から陽光を浴びながら飛んでいたのだった。 
【欄外記入】 
北九 12：40 
熊本 13：10 
 
6 月 5 日（金） 
政治秘書の話が出てきた 
夕方退庁しようとしていたら県評の山川一義氏が来て話しこんだ。社会党県本部の竹村書

記長を更迭するに連動させて、これを知事の政治秘書として県に採用せよというのが今日

の彼の主張であった。この申入れは一期目に島野房巳を入れろといってきた岩崎隆次郎の

要請と同種のもので、県の三役や秘書の側ではかなり強い反撥のありそうな話である。島野

については近藤栄次郎が困るといって峻拒したいきさつがある。行政担当者には政治がわ

からないわけではないが、政治勢力の扱いがわからないのである。自分達が政治判断はでき

ると思ってはいるだろうが、形のない政治勢力をどう扱うかは理解しない傾向がある。知事

が A であっても B であってもどちらでもいい。行政屋はどちらかの知事について各種政治

勢力の間をソツなく泳ぐことを心に留めて、A か B かの知事をその中でまわしておけばよ

い。山川の言いたいのは、A が A のバックをどう泳ぐかということなのである。 
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6 月 6 日（土） 
知事の政治時間 
昨日の政治秘書の件について永田室長を呼んで意見をきいてみた。即座に拒否反応が出た。

そういうだろうと思っていた。彼にも政治というものが十分呑み込めてはいないし、こちら

からそれを望むのは無理だとさえ思えた。県庁はやはり役所であり行政の場なのであって、

そこに政治を持ち込むと、無理はきかなくはないにしても、やはり無理は無理だと彼もいう。

政治秘書というのは置いて置けなくはないが、反撥が必ずくる。反撥がないように見えても

それは永つづきはしない。役人特有のソッポ向きが始まる。それなら無理はしない方がいい

のではないか。ざっと以上のような話である。だから当面の結論は知事の政治の場は庁外で

しかない。それを可能にするには資金が必要だろうし、時間も必要である。だとすれば、ま

ずできることは知事に政治の時間をもたせることだ。ここから始めなくてはならない。私も

こうした結論に賛成である。今後は行政サイドからみたスケジュールを再検討しなくては

ならないだろう。 
 
6 月 7 日（日） 
役人の予算編成態度 
矢部川畔の中の島で環境美化行動のあと、すぐ福岡に帰り、山ノ上ホテルで中食、夕食を共

にしながら、社会党県議らと六二年度県予算編成の概要を説明し、検討しつつ意見をきいた

一日だった。六月県議会では年度骨格予算が審議されるからである。出席の県議は林、長谷

川、白石それに控室の嶋津、門研の八丁、県側は私、林出納長、佐々木、羽根であった。十

二時から夜の九時までつづいた。役人はほとんど、機械的に予算を組む。知事が選挙中に何

を主張し、公約は何であったか、平素何を強調しているかについてはほとんど関心がないよ

うだ。無視しているかのような予算が組まれている。各部長、課長、総務部長ら、ききに来

てくれてもよさそうだのにそれをしていない。このことを私が指摘すると、知事が予めいわ

ないからいけないと林副議長が反論した。「いわない」というよりは、ききに来るものと信

頼しているところに問題があるようだ。私にいわせると、一々いわなくてもわかっている筈

といいたいのだが、通用しないらしい。 
 
6 月 8 日（月） 
私学助成への圧力 
昨日は日曜だったのかと思う今日である。区別なく動いているからであろう。曜日が念頭に

ない。登庁して次から次へと客がある。年度予算を決める前段だからである。農協五連も私

学協会も予算増を要求してくる。この人達が選挙の時にどう動いたかがおよそわかってい

るから、いかに年中行事とはいえ、そのずうずうしさにあきれる程である。相手にも潜在意

識にはあるとは思う。でもいうしかないと思っているに違いない。職務とすら思っているで
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あろう。その点林研グループの青年達は、どちらに投票したかは別としてまだかわい気があ

る。生きようと一所懸命であるし、どことなくすなおさが感じられる。私学系は一度補助金

を出すと当り前と考え、有難いとは思わず、他県と比較して福岡県が低すぎるとさえいう。

数が多いので、一寸でも額を引き上げると、次からはそれがベースとなり引っ込みがつかな

くなるし、額は巨大になってしまう。財政硬直化につながる。単なる圧力集団で手におえな

い存在だ。 
 
6 月 9 日（火） 
食事の暇さえなくて「からだに気をつけて」といわれる。寝る時間も削られる 
誰もが「からだだけは大事に」といってくれる。「それだけが資本」ともいってくれる。そ

れでいて誰もが知事を酷使する。秘書も、時間があれば「休んで」といいつつ、時間をみて

は仕事を持ち込んで休みがないようにしてしまう。祝賀会とかレセプションには限りなく

招かれる。ごちそうもいくらでもある。しかし、食べる時間を全くといっていいほど与えら

れない。今日は、ひる教育会館の新築落成祝賀会であったが、かけつけてすぐ壇上にあがっ

てあいさつをし、降りたらあちらからもこちらからも写真を一しょにというポーズ要求が

十回ぐらいある。ごちそうに一寸手をつけると秘書が時間ですということで車中の人とな

り帰庁して用意されたスシを五分間ほどでつまんで直ちに知事予算査定部長ヒヤリングと

なる。夜食事は国際ホールで福田利光氏の受賞祝賀会。延々とつづく挨拶を一時間ばかりき

いて乾杯まで居れなくて途中で引揚げ、又帰庁して予算査定ヒヤリングを午後十時すぎま

でやるといった具合。 
 

6 月 10 日（水） 
県庁跡地処理の態度が迫まられている 
県庁跡地をどう処理するか、それをこんどの当初予算にどう盛るか。これが当面の最大の注

目点となってきた。奥田にさわらせるなということで押しとおしてきた江口利雄は落選し

た。これ以上放置することは全く不自然である。RKB と 
ママ

は跡地を緑地として残すことに

よって「さわらせるな」論の変形を進めようと目論んでいる。NHK は跡地に新ビルを建て

て入居し、ここを拠点に新技術を駆使する放送体制をとろうと考えていたが、RKB に誘わ

れて、一しょになってアジア太平洋博の用地中央に放送タワーが建つならそこに行くこと

も考えるといっている。だから跡地利用で NHK を引きつけるにはこの夏の議会で、NHK
をキーテナントとする信託方式のインテリジェントビルを建設する方向を決定することが

大切というのが当面のわれわれの課題であって、この方向をどういう手順で公然たる論議

の場にのぼせるかという戦術的詰めが急がれるのである。NHK はビル建設完了を国体に間

に合わせたいとしている。 
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6 月 11 日（木） 
産業廃棄物問題をどうすればよいのか 
産業廃棄物の処理に、業者というものが発生する。これが所きらわず廃棄を欲する。建築物

をこわせば多量にそれが生ずる。これをどこかに棄てねばならないが、適切な場所がない。

あったとしても積もり積もるとたちまち山をなす。だから可燃物は燃やす。臭気が発生する。

廃棄物が散乱する。地下水は汚染される。自然環境の汚染は限りなく進む。業者は土地を求

めあさる。これを国か県か市町村で規制するしかないが、国は当然に地方の責任にする。県

は市町村の責任にしたい。市町村は業者が境をとわず行動するから県に規制をせまる。最後

は県の責任になろうかと思うが、県も及び腰である。廃棄物を出すのは都市の私人が多いが、

業者に費用を払うことによって責任を転嫁したと考える。何十年も同じことでなやんで来

て未だ結論がない。今日は夜須からその陳情があった。 
 
6 月 12 日（金） 
共産党幹部との懇親会 
共産党の県委員会幹部、県議らを迎陽亭に招待して懇談した。今回の統一地方選で共産党は

二人から五人にふえたので意気軒昂たるものがある。議会控室も拡大されたし、代表委員会

にも正式ポストが取れ、議案提案権もできて、「一人前」になったので、今日の会合もみな

さんの顔は明るかった。私はよく言ったものだ、「共産党も一人前になって欲しいね」と。

選挙中にもそれを言ってひとを笑わせ、それがかえってはげみになったという。共産党の態

度もかなり柔軟にはなったが、まだまだ硬さはとれていない。政策上のことでは常に中央の

指令仰がねばならぬというし、原則反対の態度をつねに貫く。懇親会などワリカンなら出る

といったり、料亭ではダメといったり硬い硬い。塩塚（小倉北）と高（若松）が議員歴三、

四回、他は瀬川、常守の二人がやはり八幡西、戸畑と北九州から出ている。下川は大牟田か

らである。みんないい成績で、上手に活躍するなら一つの力として頼もしくなるだろう 
 
6 月 13 日（土） 
北京訪問 
日中友好訪中団一四〇人が今日北京を訪れた。福岡市側は団員一〇〇人で一週間前から先

発していて、北京で合流したのである。今年は日中国交開復一五周年であり、福岡空港への

中国民航の乗入れ第一便が四月四日で、この両面からの祝賀訪中であった。中国民航の定期

便開設は北京からと上海からと週二便でしかないが、西日本全域に、中国に対する親近感を

与えるのに役立つものである。福岡からだと上海までは東京に行くのと同じ感じである。全

く気やすい受けとめで可能である。ビザや通訳などのわずらわしさは残るとしても、時間的

にすぐそばということになった。上海に買物という人もできるわけだ。今回の訪中はそのこ

とのお礼まいりであって、他に用件はない。できれば、人材派遣、技術交流のことも折衝し
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てよかったのであるが、土、日の北京訪問では無理な日程というしかない。買物が主たる目

的で訪中する人がいるが、それもいいのではないか。私の場合、団長ということになると束

縛されていて、そういう興味が湧かない。 
 
6 月 14 日（日） 
日曜の北京 
団員の主たる行事は万里の長城と明の十三陵の見学であった。夕方の行事に間にあうよう

早い朝食で出かけた。私はむしろ部屋にこもっている方がいいと思ってゆっくりしていた

ら池田企画部長がノックしてきて、ホテルで朝食をしていたら何回か行ったからというこ

とで同様にゆっくり朝食をとる人が何人もいた。同行の県議の中にそういう人が多いよう

だ。ゆうべは早く就寝し、下痢も止まったようだ。朝食後は身辺整理をし、中食後友諠商店

に出かけ帰りに王府井に寄ってみたが、日曜のためだろうか、立錐の余地なしという言葉は

こんな時にいうのだろうと思われる程の人ごみであった。チベットから来たという汚れた

衣をまとって道わきに坐り込んだ人も中にいた。でも若い婦人の姿はかなり洗練されたも

のとなっているのに気づく。中国は衣も食も足りてきたようだ。建設が進んでいて街もとと

のってきたが、もう一つというところだろう 
 

6 月 15 日（月） 
外交部副部長の熱っぽいアピールをきいて 
午前中は民航、外交部、友好協会の三箇所へのお礼まいりをつづけ、意外と時間が足りなか

った。外交部では劉述郷副部長が迎えてくれたが、最近の日中関係に冷い水がさされている

ことにふれ、緊張した雰囲気すら生じた。京都の光華寮問題と外務省職員の「雲の上の人」

発言がかなり中国側を刺戟しているといえる。劉氏は二千年来の日中友好を前置きとしな

がらも、誤解にもとず
ママ

く関係悪化は残念なことで、そういうことが起こらないように自分達

は注意しているつもりだから、日本側もそうしてほしいとやんわり注文づけの発言がなさ

れた。私はこれに対し、問題は新聞やテレビを通じて日本人のほとんどが知っている。また

たいていの人は問題をきちんと、中国側の今の主張の線で理解していると思う。われわれは

こうした波をのりこえて友好親善を深めていきたいと述べ、別れの言葉とした。一行は事の

重大さ、中国側の関心の強さに改めて驚いたように思えた。ひとの気持をさかなでするよう

なことをしたりいったりしてはならない。 
 
6 月 16 日（火） 
上海雑感 
どちらにまわってもプラタナス並木がトンネルをなす上海である。どこまでつづくかと思

う。美しい、でも人が多い。それをあまり感じさせないのがプラタナス並木のせいであろう。
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戦災といえるものがない。昔のままといっていい小さく区切った商店が延々とつづく。高層

化が進まぬといっていいだろうか、それともわれわれが高層化されたところに行かないか

らだろうか。プラタナスのトンネルのため木もれ日ばかりの街並みで、歩く人の姿も涼しそ

うだ。価値尺度がどこにあるのかわからない。商業や生産活動がどれほど自由なのかわから

ない。人々はのんびりしているようにも見え、忙しそうにも見える。われわれは旅行の中で、

一般大衆と接することがないから、価値尺度がさらさらわからない。収入はふつう一ヵ月四

〇〇〇円とかいう話もある。一〇倍に引きなおしても四万円。日本の旅行者は誰もが思い思

いの、結局はクズになってしまうようなものを安い安いといって買い漁っている 
 
6 月 17 日（水） 
「お布施事件」仮処分後四年 
昨日はみゆきが公民権停止処分を受けてから四年で、その処分が解除された日だった。森祐

行氏がそれを知っていて、盛り花をお祝いにくれた。夕食は私が中国から帰宅した直後だっ

たが梅酒で軽く乾杯した。四年間の公民権停止と罰金二〇万円というのが「お布施事件」の

始末だった。他に、未だ法廷で争っている人があるが、那波公明、牧一生氏らだが、その結

末はまだついていない。何のことだかまだはっきりしない。信の世界だから、政治の介入の

ゆえだからなおさらである。後藤田官房長官、中曽根の政略という人もある。昨年の近藤副

知事、林県議の問題にしても、わからないままだ。県議会では真相究明のための百条委設置

をいい出した方が、その案を否決にもっていくという皮肉な結果になった。この事件もその

政略性を感じないわけにはいかない。法廷が行政から独立しているなどといいながら（光華

寮事件）都合のよい時だけの話だということが明らか。 
 
6 月 18 日（木） 
ふと思うこと 
これまで左肩が痛かったのに、こんどは代わって右肩がひどく痛くなって来た。やがて又治

るに違いないとは思いつつも、当座はかなり気になる。普通ならアンマ取りをするのが常識

だろう。又ひとに頼んで肩叩きするだろう。が、今は辛抱するしかないと耐えている。多忙

だったり、マージャンで夜ふかししたり、無理が重なっているからだろうか、昨年は六月末

に帯状疱疹にかかったのが思い出される。昨日も知事室の窓から日蓮さんの銅像など東公

園をぼんやり眺めつつ、飛び交う鳩に目が向き、無常を感じたものだ。県庁前の公園内の道

行く人も鳩と違うだろうか、どこからか現われどこかに消えていく点では所詮同じなので

はないかと思ったりした。書斎の本の一冊一冊に何程の価値があるだろうか。所詮どうでも

いいし、よかったといえるのかも知れない。もう少し一瞬一瞬に張りがあってもいいのに、

そのことがフッと消える時がある。何で努力をするのだろうか。 
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6 月 19 日（金） 
サインを求めて知事室に入ってくる職員 
決裁の列ができる。員数仕事のようにサインしていく。理解できてないのにわかったように

サインしてしまう。秘書の福原氏が私に、「ごくろう」ぐらいの声をかけてやってくれると、

職員は感激するんですがね、という。その通りだろう。氏の言い分としては、知事室に一度

も来たことのない、来れないと思っているような職員が、意気ごんで入ってくるのだから、

知事から一言欲しいのだとのこと。そういうもんかなと再考してみる。けれども部屋に入っ

て来て、説明しようともせず、黙って突き出してサインを求める者も少くない。そういう時

に、こちらから、これは何なのかと説明を求めることもある。ただ考えてみると、それもお

ずおず差出しているのかも知れない。遠くの方で「知事はあまり腰が低すぎてナメられてい

る」との声もきこえてくる。要は親切、思いやりがあれば誤なしということではないか。 
 
6 月 20 日（土） 
「乾盃」まで時間がかかりすぎる 
夕方、久留米「創世」で中村忠和県議の議長就任祝賀会があって出席した。久留米初の県会

議長だとのことで、みんなでお祝いというのである。議長って大したものだと考えられる。

会場あふれるばかりの参賀者でにぎわった。しかし、祝辞など演壇に立つ人の話もそれぞれ

長々とつづいた。開会してから一時間近く有名人の話がつづき、立食式の宴席に立ちつづけ

た人もみな疲れただろう。私は前からこうした会の儀式に要する時間が長すぎると思うの

で、たびたびひとに批判めいた意見をいったことがあるが、今日もまた祝宴に入るまでの時

間が長かった。いざ乾盃の音頭ということで登壇した人も亦長々と話して「カンパイ」であ

る。趣旨は来客みんなわかっているのだから、経歴だの人格だのは刷物にして渡しておいて、

省略してできないことはないのに、登壇する人がそれぞれやる。一人立てば他を立たさぬわ

けにいかんということで釣合上多くが登壇するのである 
 
6 月 21 日（日） 
岡垣町での「ふれ合い」田植祭 
岡垣町原地区での田植まつりが九時すぎから行われた。花田守氏の兄通氏の世話する青空

市場三周年記念ということでもあるようだが、田植祭ははじめてのようだ。申込者三九家族、

子供達も来て泥田に入り苗をさしてみて、いい経験になったろうと思われる。エンジン付き

のハングライダーが上から苗束を落してそれを太鼓の音の合図で植えはじめる。「ふれ合い

田植」というから私もその趣旨に共感をもち二〇歳以後やってない田植を一度してみたか

ったので、参加することにしたのだが、祭り的要素が多すぎて田植をしたという再体験にな

ったとは思えぬ参加であった。それでも地元の人が元気づいてくれればいいし、参加者も来

てよかったと思ってくれれば、今は、いうことはない。あとで辻町長が八幡屋旅館に案内し
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てくれた時に、私はモチ苗を植えて、年末に餅つき会をしてもいいねといったら、名案だと

返ってきた。 
 
6 月 22 日（月） 
今後の労働運動に心配の種がある 
福島工業試験場の視察を行ったあと、八女、久留米、甘木の三地区労に知事選後初の挨拶ま

わりを行った。八女だけは地区の商工業者も呼んでいた。久留米では私の方から積極的に意

見を出して懇談の時間を費した。内容はこれからの労働運動はいかにあるべきかという事

に関してであった。来年あたり総評はその歴史を閉じて全民労協に移行するといわれるし、

春闘は賃上げどころではなくなりつつあるし、二年後にならないと選挙という政治日程は

ないという状況にある。こんどの統一地方選ではみんな湧いたが、今後は湧く材料がありそ

うもない。空隙が生ずるのである。「組合ばなれ」が進むこと確実である。そうした中での

政治動向はどうなるだろうと考えると、心配である。「保守化」が一段と進むとみなければ

ならない。そうでなくするには、今回の統一地方選挙の教訓をじっくり反省する必要がある

だろう。 
 
6 月 23 日（火） 
ファッションの時代 
先だって上京した際、プロ野球の誘致問題のポイントを探るため読売新聞社の小林社長に

面会した。この時彼は今の時代はファッションが決め手という言葉をいきなり私に説いて

きた。織物を売るには女性のスカートを長くしたり短くしたり、デザインをかえてみる必要

があると同様に、今日のように飽食の時代には、腹に入れる物を多くすることよりも、食べ

物の質を競う時代となっていることを理解することができる。量より質の時代とはこのこ

とをさすのであるとのことであろう。私は彼のこの指摘に直ちにうなずくことができた。経

済界が冬の時代なら夏と違って木に年輪ができるように、量の拡大競争から質の深化向上

競争の時代になってきたといえる。建物も単に建坪ではなく、同じ建坪の中で用途を多くす

る。先端技術をそこに用いてみる工夫をする必要が生じてきた。新宿の高層ビルはみんなイ

ンテリジェントになっている。 
 
6 月 24 日（水） 
土井たか子人気 
社会党委員長土井たか子氏はからだのボリュウームもある。人気ある演説のツボとトーン

を心得ている。はじめての女性党首であるというような要素が揃って、一流のスターである。

ために一目見ようと寄ってくる人があるし、右翼が対抗して反土井のデモを事あるごとに

行う。今日六時から国際センターで「奥田知事とともに土井たか子氏を囲むつどい」が行わ
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れたが、三〇〇〇人会衆をうならせるあいさつをし、乾杯後は会衆の中に入ってもみくちゃ

になりながら愛想をふりまいていた。私もそれと似た流れに入り、汗だくだくになった一夜

だった。今日のような集いはとくに何の目的があるわけでなく、二万円会費で社会党がゼニ

集めにやったものだのに、女性の来会者がとりわけ多かったような気がする。もちろん全県

下で、県議、市議などのバックが中心と思える顔ぶれだった。土井、奥田を使って政治資金

集めをした社会党県本部は大成功だったといえよう。 
 
6 月 25 日（木） 
社会主義協会も命脈尽きるか 
昼食を中山日出子さんと国際ホール横のレストランで共にし、まだ話があるようだったの

で合図しておいたら、夕食時にも拙宅に来て話込んで行った。私が思っていた通りに、今は

労働運動の曲り角を背景に、社会主義協会も社会問題研究所も存亡の危機にあるというこ

とだ。先だって木梨氏と話した時、地域懇の幕を引きたいといっていたのが思い出される。

人材がないのか知恵がないのか、これらの存在意義がないのか･･･。私が知事になる以前に

やっていた運動のそれぞれが今は息絶え絶えになっている。社会主義協会九州支局、そこに

は大坪、衣笠、芳井、八丁、中川、高崎、馬原らの男と、中山、奥の二人の女性がいる。こ

の運動は昭和二九年から福岡の地に事務所を構えてわれわれがやって来たものだ。今はこ

うした人間がいてそれぞれが組織維持の力量か熱意を失いかけている。又は反目し合い、ガ

タガタになっている模様なのである。残念。 
 
6 月 26 日（金） 
県工業試験場を見直すべきだ 
今日六月議会の本会議で提案理由の説明に一時間を要し、演説疲れを覚えた。がそのあと、

四時になって商工部の技術振興課から、工業試験場の改革試案（大綱）ができたので、説明

をきいてくれといい、その時間をとったのだが、終るまで三時間もかかってしまった。技術

立県を唱えて来た私の思いが、まだよく試験場の職員、商工部の職員によくのみこんでもら

えていないということを感じさせられた。去る二十二日に福島工試視察後の感想もこれに

似たものであった。試験場には研究員と名のつく職員らがいて、四つの試験場で八八人の者

が毎日何をしているのだろうか。その仕事と県の商工行政とどういう関係があるのだろう

か。疑問はいぜん解けない。研究員たちは大学の研究と似た感覚で毎日をすごしているよう

に思える。商工部はこれを是認しているようだ。工試は県下の工業人と無関係に存在してい

るように見えるのだ。 
 
6 月 27 日（土） 
何枚も何枚も色紙を書かされる 
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大牟田での福教組大会から帰って今日は久し振りに午後の日程があいた。こういう時は、河

野さんを呼び出してマージャンをしようということになって、今日もまた、何時間もそれに

費した。が、色紙も三〇枚あまり書いて宿題を果たした満足感も生じた。何枚も何枚も色紙

の依頼があるが、ほとんど辞退しないせいかどんどん注文がくる。県下にどれほどバラまい

たかはかり知れない。推測して二〇〇〇枚といえようか。書く内容も同じのが何枚でもでき

る。好きな言葉、書易い文字は当然にあるが、この両者が重ならない場合もたくさんある。

それでも敢えて書くと気分がすっきりしない。今日のように三〇枚も書くと何枚かは同じ

になる。なるべく違ったのをと思っても、そういう変種がすぐ頭に浮ぶわけではない。今後

なるべく変種を作っておこう。 
 
6 月 28 日（日） 
泡沫、雲煙と現実と 
世間万事如雲煙というのがある。掛軸に書いて誰かにあげたし、五月の玄羊書展にもそれを

書いた。泡沫（うたかた）の如しというのもよい。書斎をつらつら見つめたり、身辺整理を

してみると、過ぎ去った自分の行動に関係あるものばかりだが、それらが何の意味をもって

いるだろうと考えると、泡沫のように消えて何もなかったのとほとんどかわらないことが

わかる。一日在宅して揮毫をしたその瞬間は熱も力も入る。夕刻になって前に秘書室にいた

三笠氏が夫婦で、生後四月になるという赤ちゃんを見せにやって来た。女児だが顔は父に似

ている。彼等にとって赤ん坊がどう成長するかはほんとうに真剣な現実である。尾形智炬は

苅田町財政疑惑をどう乗り越えようとしているだろうか。田中健蔵は二億円の選挙費用の

帳尻あわせに努力しているという。これも現実だ。私には雲煙でしかない。 
 
6 月 29 日（月） 
身辺のものは自分のこととして整理するしか途はない 
書斎の寝台のうしろに、この四月以来袋詰めした雑書類が二個おいてあって、何だろうかと

思っていたが、今日、やっと書斎も形が整いかけてきたので、その中味にふれてみた。藤江

君が選挙事務所から持ち帰ったものだろうとのみ思っていたら、私が三～四月、選挙運動で

帰宅しない日が多かったその頃の来翰その他の集まりであった。こうしたものは平素はや

っぱり私が整理していたもので、選挙中は積るほかなかったのである。居間の窓際にたまっ

ていくたぐいのものなのである。中には或いは古新聞と共に捨ててしまったものもあるの

かも知れない。ともかく身辺のものは付属物だから自分で整えるしかないのである。ところ

が、そうしたものの中に二年も前の写真がたくさん束ねるほどにある。日付のないのが多い

し、場所も人物も私の記憶にないのがたくさんある。点検し直すつもりでもあるが、裏書き

できないものについては捨ててしまうしかないと思う。 
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6 月 30 日（火） 
帯状疱疹入院一周年の日 
昨年は思いがけなくも帯状疱疹にかかり、今日入院したのだった。もしそうでなかったら、

道路公社汚職事件で、議会対策に難渋を重ねたであろうに、一ヵ月近い入院で知事代行を大

塚副知事にやってもらって、切り抜ける結果となった。病気は別として、ラッキーな奴だと

いわれたのであった。近藤副知事が事件に巻き込まれて辞職するに至ったのだが、それはそ

れとして大きな犠牲といわざるを得ない。六月中旬、近藤氏は済生会の事務局長のポストを

それまでの井上陽一太氏に譲ってもらって、一年近いブランクながら、やっと落付いたとい

える。近藤氏については黒白が明らかにされないままである。デッチ上げの可能性もないわ

けではないが、そうだとすれば中央の後藤田あたりの「奥田攻撃」の汚いやり口と解釈され

うる。田中健蔵が知事候補になる一歩前の状況だったのだ。奥田のイメージダウン、ダメー

ジにより、田中で一直線で知事選に走ろうとの読みがあったといわれている。 
 
7 月要記 
梅雨がいつあがるだろうか。七月になって梅雨らしい空模様がつづいてはいる。三日から本

会議代表質問、一般質問が終わるのが十日の金曜日。この県議会は選挙があった関係で当初

予算を審議する。二十三日までかかる予定である。議会がすむと中央への来年度予算陳情が

ある。暑いのに、休むことなく走りまわるようになっているのが日本の風土。ヨーロッパで

は夏はどこもバカンスで公的な仕事はありえないようだ。福岡では山笠シリーズ、一日から

十五日まで。いなかでは昔夏祭りがあったが、今でもどことも夏の祭りが何らかの名称であ

ちこち展開されているようだ。一種のバカンスなのであろう。役所が休もうとしないのがむ

しろ不思議なくらい。大学なら七月十日から二ヵ月授業はなく、教授ものんびり自分の計画

を立てて、公用なしの何日かをすごすことができる。議会の中に頭を突込んでいるとその異

状さに気づかないから不思議である。人がのんびりしている時、こちらはきりきり舞いなの

だ。 
 
7 月 1 日（水） 
新人類の見本ともいうべき学生来訪 
九大のミニコミ紙から取材に来たということで四人の学生を引見した。ほんとうに見るか

らに「新人類」という感じだ。彼らは一人部屋どころか電話をそれぞれもち、キャッシュカ

ードで親のカネを使うことになれている。余暇はテレビ、漫画、そして遊ぶためのアルバイ

ト稼ぎをする。私は哲学を、そして人間、社会、自然の基本をつかむために古典を少しでも

勉強してほしいと注文つけたが、いわんとするところをわかってくれたかどうか大変あや

しい。もちろん私は今の若人を不信というのではない。それなりに宇宙の基本をつかんでく

れると思うし、将来役立ってくれるに違いないと信じてはいるが、何しろ頼りないのである。
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九大をどう評価するかであるが、昔のようにある程度エリートの集まりということはなく

なってピンからキリまで幅広になった。親、社会、政治等々に対する考え方も大変バラつい

た価値基準をもつに至っている。無政府的で一定の評価をしてしまうには危険がある。何か

んがえているか不可測。 
 
7 月 2 日（木） 
体調悪し 
知事選中に小柳氏に案内してもらって協力を仰いだ北九州の事務所に、氏の案内で今日一

日御礼のあいさつまわりをした。途中魚町あたりで街頭に立って横断しようとする私に、多

くの人達がえしゃくしてくれたのは嬉しかった。だが私の今日の体調は悪かった。どうも近

頃睡眠が十分でない。又便秘気味。そして右肩の筋肉痛が車に同乗している小柳氏に悪いほ

ど私が体をよじらせる状況を生んだ。小柳氏は大正元年生れというが、ここでは私よりもは

るかに健康にみえる。朝早く夜おそいというのが私には今やニガテになってきた。肩が痛い

のと眠いのとでガックリだ。今後は意識的にもっと休むようにしなければいけないだろう。

今回の体調の悪さはある意味では一つの坂を超えたように感ずる。これはいけない、回復す

るように努力せねばと思った。誰にもいえることではないので、自分にいってきかせよう。

昨年の帯状疱疹で一つの坂をこえ、その後また一年で一そう悪くなったみたいだ。 
 
7 月 3 日（金） 
テレビ放映の本会議 
今日から六月議会の代表質問がはじまった。当初予算の審議が行われるという議会だから

二年前からの慣例として NHK のテレビ実況放映が全時間にわたって行われ、会のはじま

りも放送の都合にあわせて十一時からでなく、午後一時からとなっている。議員の出席率も

よし、開会時刻もきっちりいって申分ない。当方もネクタイの柄まで気を使う有様。ただ質

問者が衒ってか、長々と盛り沢山な質問を長時間、そして時間ぎりぎりになることを意識し

はじめると、早口でべらべら質問を並べ立てて当方が、その内容を追うことができないほど

であった。その意味で質問・答弁ともに今日は合格点をつけられぬ内容になってしまった。

自民党の代表質問者井本清助は、自民は完全野党でいくと前置きしてくだらん言葉だけの

知事攻撃に時間を費したが、傍聴者、視聴者の顰蹙をかったことまちがいない。議場が写さ

れるので、私にはもっと頭を上げてと注文がきた。 
 
7 月 4 日（土） 
高教組の運動方向について注文する 
高教組の三役（露口、牧野、田中）と中食をとりながら庁議室でしばらく話合った。向うは

二期目の奥田県政にこそ、実損回復など積年の宿願を果たすべく期待しているのだが、労働



奥田八二日記研究会会報第 4 号（2020 年 3 月） 
 

255 
 

組合の側にも、管理職試験拒否や校長着任拒否などの方針を再考する用意があるという。私

の方からは組合側の「管理主義」反対をどうやって運動化するかについて、注文を出してお

いた。組合が校長に直接対決するというよりは、父母、生徒を巻き込んで、非組合教師も巻

き込んで、より良い学校を作るにはどうしたらよいかを話し合う中で、校長の管理主義を是

正していくよう努力できないか、そう運動を展開するのであれば、知事も側面から協力しよ

うという意見を出したのであった。三者は組合にもちかえってよく検討してみるといった。

福岡の運動が全国の範になるようにやってくれと頼んでおいた。組合の組織率は低下する

一方という現状だ。 
 
7 月 5 日（日） 
男女雇用機会均等は他人まかせではいけない 
梅雨も今日のように晴れると忘れたかのようにすがすがしい。誰もが乾物に気を使うよう

都合よく日曜であった。しかし、働く婦人の集会や社会党地方議員団会議というように、日

曜だのに出かけなければならないとなると、日本人はほんとうに「働き蜂」といわれるだけ

のことはあると思う。昨年は男女雇用機会均等法が施行されたが、女も「働き蜂」の男に伍

してよく働くようにとの期待が強いといわれる。均等というのはよい条件の方に倣わせて

こそ本来の趣旨にかなうのであろうのに、その逆であるようだ。女も男と同様に残業や転勤

に応ずるようにというのだそうだ。そんなのを均等というのだからおそれ入る。近頃の政府

がそう解釈したいのだ。だから男女均等、平等というてみても、政府や経営の都合にまかせ

た解釈でなくて、労働運動の路線に乗って解釈されてこそはじめて意味があるといわなく

てはならない。 
 
7 月 6 日（月） 
旧県庁跡地処分の意見が出てきた 
昨夜も十分にねむれなかったし、便秘がつづいていて体調はよろしくない。肩の筋肉の痛み

は若干おさまったようだ。今日は山本辰雄、薦野健の二人が代表質問に立った。自民党より

はましとはいえ、薦野は知事選の負け惜しみをたらたら述べた。「財界九州」の五月号も同

じトーンであることに気づいた。田中は立派だのに、自民の内紛、中曽根の売上税が敗北の

要因、奥田は運が強いというのがこの雑誌の言い分だが、薦野も運の強さだけではないかと

強調した。熊本、大分などから相手にされず、末吉北九州市長からも相手にされぬ奥田に県

政をまかせられぬといいたいのだが、と薦野はいう。旧県庁跡地を売却してそのカネで県政

の浮揚をはかれと提案した。跡地問題はどうせこの会期に吹き出るトピックスではあるが、

今日の二人は共に売却論を押し出してきた。問題提起がなされないのは知事の指導性の欠

如のあらわれと会場からヤジを飛ばす自民党議員もいた。跡地はこれから熱い論戦となる。 
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7 月 7 日（火） 
高圧的な鳴海県警本部長の答弁 
今日は盧溝橋事件五〇周年という。中国では盛んにこれにちなんだ行事があっている。また、

光華寮問題をはじめ、日本の政治主流の右傾化についての中国側からの批判が集約的に問

題にされてきている。今日議会が済んで一息ついた頃、中国総工会の三人の表敬訪問を受け

たのだが、私はこの人達に五〇周年のことをふれずじまいで、あとでふれておくべきだった

かなと反省した。それにしても今日の本会議共産党の高議員に対する鳴海県警本部長の答

弁態度は、自民席からは拍手がおこったものの、一般的にはきわめて横柄高圧的で右翼警察

国家主義の復活を思わせるたぐいのものであった。高氏の質問は共産党員に対する電話盗

聴、監禁的拷問に関するものであったが、盗聴事件は他県のことで関知しないとか、拷問は

一片の投書を信ずるわけにいかんとか押し切り答弁で、再登壇の高氏の要請に、無理に立っ

て認識の違いを理由に高氏を蹴とばす答弁をあえてしたのであった。  
 
7 月 8 日（水） 
体調が万全であってほしい 
センナを飲んで腸の調子もやや正常化したと思うが、体調全体としてはまだ不眠症気味で

頭の中がはっきりしない。年相応ということでこれが当り前ということなら悲しいことだ。

一人前じゃないのだから。でも岩元氏がとても元気をなくしているというし、執行、福留両

氏の奥さんが悪いとのことで、みゆきは近々見舞に行くといっている。岩元さんにしてもま

だまだということでなければならない。酒の飲み過ぎが今になって祟っているのかも知れ

ない。でも執行、福留両氏の場合は理解に苦しむ年齢である。いずれもガンの疑いでみるこ

とができる。ということになると、われわれ幸いなことである。福岡県は今なおガンの死亡

率が日本一という。その仲間にまだ入りたくない。中西弥一郎氏が先日亡くなったが、ガン

であった。忍君は眠るように息を引きとったといっていたが、私より一二歳年上である。い

ずれにせよ、快調な朝を迎えたい。知事というような仕事をしていると重圧だらけだが、そ

れがよいのか悪いのか自分では判断できない。 
 
7 月 9 日（木） 
自然の不思議さを改めて感じさせられる 
月下美人が二輪咲いた。明日は五・六輪咲くのではないか。十時頃内田秘書が一般質問の答

弁案を持って来たので招じ入れ鑑賞してもらった。自然の不思議さは驚くばかりである。あ

まりにも細工が届いていて完璧である。そういえばもう十日以上前、鈴虫が孵化し、今はも

う二つの箱篭の中でうようよするほど活発に動きまわっている。秘書の藤本君も同じ状況

にあるといっていた。ここにも自然の不思議な秩序がみえる。夕食をしながらガンなのに医

学の力でいたずらに永らえさせられる命について感慨を交わしあった。昨日のページに書
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いたほかに、先年隣組の原田さん（私と同年）、藤江君の父その他数えればキリがないほど

知人でガンのためになくなった人が多い。私たちもいつやられるかわからない。白水隆氏の

奥さんもだ。乳ガンが特に多い感じもする。与えられて永らえている命を尊しとするほかな

い。自然の不思議さによってわれわれの命もなくなり鈴虫も孵化するわけだ。 
 
7 月 10 日（金） 
売上税で勝ったことを外国でも知れわたっているとルクセンブルグ外相はいう 
ニューオータニでルクセンブルグウイーク・インフクオカが開かれた。皇太子、外相、大使

などずらり来ての講演挨拶、そしてカクテル・パーティである。英語が自由なら多分面白か

っただろうと思った。カクテルパーティの時に私が一人代表で挨拶させられ、又、乾杯後も

外相から語りかけてこられた。外相プース氏は、私に当選おめでとうといってくれた。議会

で少数派たることも知っており、少しは議員もふえたようだが何%ぐらいかという。売上税

で外紙も報じていたらしく、私を社会主義者と外相もいっていた。彼自身も社会主義者で同

じなんだといっていた。ルクセンブルグでも少数派なんだが連立を組んでいるらしかった。

大胆に話すことができるならとどれだけ思ったか知れない。この頃の若い人は大胆に話す

傾向にあるらしい。英語、中国語、朝鮮語ぐらい話せるようになってほしいものだ。受験勉

強と文学書を読むだけの英語で通してきたわれわれはプラックティスになるとさっぱりな

のだ。 
 
7 月 11 日（土） 
北九市長との会談を前にして 
梅雨が明けたようで、まだらしい。議会会期中の中休みの感じ。中食をはさんで近々予定さ

れている北九市長との会談の素材について討論した。末吉市長は福岡市長、下関市長、大分

知事などと会談を行い、うろうろしているのが現状。「中央との太いパイプ」はどこで使う

のかわからない。それに、当選後県庁にあいさつに来て、私に「あなたの推していた人（松

本）に勝って来ましたよ」と開口一番しゃべったし、別のところで会った時も「新北九州空

港の建設頼みますよ、あなたが期成会の会長ですよ」とたしなめるような発言をした男であ

る。これは非常に感じが悪い。できることなら予定している会談も成果のあがるほどのもの

にはしたくない。「県立海洋博物館」の建設など県議を通じても質問に出すなど、勝手な構

想を打上げているが、だからこそ「知らん」というほかはない。しかし新北空港の漁業補償

は一〇〇億もの県費を強要されるコワイもの。 
 
7 月 12 日（日） 
真夏日の休み 
一日あいたら何をするか。外仕事はもちろんできないし内仕事もする気にならない。といっ
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て読書でもするかというとそういう気分にはならない。結局は筆を執って過ごした。晴天で

むし暑い、まさに真夏日である。冷房せずにいると、室内で汗をかく。汗をかくほどの方が

よいかと思って冷房なしで過ごしてみた。済生会福岡病院の小川先生は肝臓のためには食

後横になるようにつとめることといわれるが、平常はそうする状況にない。今日はそれをし

てみた。眠れればよいのだが、全くねつかれないのが残念だ。色紙を何枚も書いているが中

には全く出来そこない気にくわぬのがあってそれが五〇枚もたまっている。捨てようかな

と思うが、まあ、とっておこうと思ってためている。いつか一度に思い切って捨てないとい

けないだろう。今回の選挙中の未整理資料がまだ身辺にある。 
 
7 月 13 日（月） 
早麻氏が県庁舎跡地利用について意見披露 
今日で一般質問が終った。はじめの予定では三六人質問者が立つことになっていたが、途中

で六人削減して三〇人になったのだが、三六人だともう一日かかる。一般質問四日間といえ

ば、受けて立つ方もうんざりする。しかし一般的にみて、意地悪な質問ときめつけるような

のはなくて、比較的に楽だった。終って五時頃県庁跡地対策特別委員長の早麻氏が知事室に

あらわれ、四年間不問に付していた跡地利用については、いよいよ決めなくてはならぬ段階

に来た。自分としては、地下利用をしつつも上層建物はやめて緑地として残すべきだと思う

との見解も披瀝した。こうした立場の裏には、RKB を中心として NHK も仲間に入れての

放送塔の建設計画が福岡市のアジア太平洋博の跡地利用として進められているので、NHK
が仲間から抜けないようにするためには、それが県庁舎跡地に独自で進出しないよう牽制

する必要があるとの事情があるためだとの観測も行われている。RKB が自民党県議の多く

を抱き込んだ形だというのだ。早麻氏は素顔でだった。 
 
7 月 14 日（火） 
二期目になって、保守の方も坐ってきた 
浅沼組の江崎氏が来訪して遠藤政夫のことを告げて帰った。又永田室長が永倉三郎と会っ

て二時間も彼のひとり語りをきいたという。いずれも知事選がらみの話題が主で、今は奥田

知事と隔意なくやっていこうということだ。又、田中健蔵擁立は途中で断念しようと思った

ことすらあったと永倉氏。いずれにせよ二期目になったことだから財界も保守政界も現知

事に一物もってやったのではうまくいかないとはっきりいい出したように思える。一般質

問もすんだ今、県議会も一期目とは全く違った雰囲気で動いているとの専らの評判。課長た

ちも議員と接していてそれがいえるという。ただマスコミあたりの表現だと、知事の方から

政財界にすり寄っていると理解させるようにもっていっている。この時点、いずれにせよ選

挙結果の評価もだいたい固まったようだ。それぞれの腹構えも坐ってきている。県議会は

「正常化」している。福岡、北九州両市の市長も知事と話し合う席をセットしてきている。 
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7 月 15 日（水） 
総合農試で、体外受精による仔牛と写真をとる 
一年前から私が提唱している「技術立県」が各試験場にはかなり刺戟になっていると聞く。

予算もそれなりにつけている。知事に来てもらって話合おうという雰囲気もでてきている

ようだ。私は試験場は地域住民の要望を汲み、それに応えるよう努力するように、職員向け

放送の中でも強調した。今日は吉木の総合農業試験場に、牛の体外受精による実験成功例に

ついて広報室の側で仔牛と知事をグラフふくおか用に写真をとりたいということで出かけ

たのであった。いわゆるバイオテクノロジーの好例というのである。あれこれ技術集約を進

めてはいるが、これで粗放制をとっている外国の肉乳に対抗できるまでになるのかどうか

知らないが、ともかく日本の農業も生きる道を模索していくほかはない。食料の安全保障と

自然の保護という観点に目をそむけるわけにはいかない。機械の輸出が、農産物の自由化圧

力になっているが、ともかく頑張るしかないだろう。 
 
7 月 16 日（木） 
二ヵ月ぶりに森山君と会って中食をとり業績についてきく 
森山、安達らとクイーンで中食を共にした。あとで森山は大石課長と一しょに来室した。天

神ビルで県物産展示コーナーを設ける話が急速に進んだ。そのテープカットを二十一日に

やるまでになった。東京物産振興事務所の汚職問題が出て暗いニュースに蔽われている現

代、暗いニュースばかりではないですよということなのだ。思わぬ明るいニュースがとびこ

んで来たんだという。天神の目抜き通りの一角に展示場を作らないかとの話が舞い込むな

んて棚ボタ式ながら大そう拾い物の話ではある。森山は物産観光課に転出して一寸不平ぎ

みだったが、二ヵ月たった今、実によく動いて満足できる成果をあげているようだ。同じと

ころにいて抜群の成果をあげうるとは限らない。その意味で他課に転出するのも本人にと

っていいこともある。森山の例がそれで、今後がんばるように激励しておいた。彼ならかな

りなことができるだろう。 
 
7 月 17 日（金） 
博多辛子めんたい協同組合設立総会に出席して 
博多辛子めんたい協同組合設立総会があり、あとの懇親会が三光園で六時から開かれた。福

岡の特産にまでのし上って、今では年商六〇〇億円に達するという。一〇〇企業ぐらいでや

っているらしいが今日の組合設立には二五企業が参加したらしい。年商は大川の家具業に

匹敵するといわれる。先日朝倉の万能ネギの話では、年商二六億円ときいた。めんたいは北

海道、韓国、ソ連あたりから原料は入れるらしい。大したものである。福岡空港、博多駅の

土産物店では抜群に売れているという。東京その他への土産品としての人気がすごいわけ

だ。今後、ソウルオリンピック、福岡博、国体とビッグイベントがつづくなら、人気はさら
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に上昇していくだろう。それにしても「ふりかけノリ」が福岡でできないと思い込んでいる

ノリ業者の無気力さにはあきれている。挑戦する気力が大切ということが辛子めんたいの

例でよくわかる。 
 
7 月 18 日（土） 
ローフレンズの第九回総会に出て 
知事講演の要望があって久しぶりにローフレンズ総会に出席した。大手門会館七階、第九回

総会という。九年前からずっと私はこれの会長ということで今日に至っている。ホームドク

ターに似たホームローヤーがあればという願望を生かし何でも法律相談する気になるよう

弁護士が日常的に一般市民に接するチャンスを作ろうとの趣旨でできている。いま私が強

く関与してきた社会主義協会、社会問題研究所は形骸化し潰れかけているし、地域懇は木梨

氏がひとり支えてきたが彼も力尽きたとして活動を停止している。この種の団体は常に時

代の流れに鋭敏に反応していかないと組織維持は困難である。団体経営に秀でた人がいる

かいないかが事柄を大きく左右する。ローフレンズは綜合法律事務所の辻本、白坂、前田な

ど弁護士がそれなりに努力しているようだが、組織維持は必ずしも楽ではないらしい。 
 
7 月 19 日（日） 
石川、城島両夫妻来訪 
選挙中、候補秘書として付いてくれた石川君が今回嘉穂福祉の職場に帰るのでということ

で子供二人奥さんをつれて挨拶に来た。県職書記長の城島君も奥さん同伴一しょにやって

きた。石川君の子供は五才と三才というからそういえば、彼も啓二と同視すべき程の年であ

る。今日は休みでのんびり過ごせたので、こうしたお客さん相手や手紙書きをして有意義な

一日であった。城島君のいうのに、現時点での県議会の問題点は副知事人事だから一連の人

事には頑張ってくれという。林出納長を副知事に引上げる案が熟しつつあるが、その後任を

誰にするかが問題である。野党とくに自民党は、元民生部長の井上昭和をとの声をあげてい

る。これは反奥田をあちこちで叫んでいるので反対というべきだとの線で、早く別の候補を

さがさないと時が迫っているとのことであった。 
 
7 月 20 日（月） 
給振問題で県議会は終日空転 
今日議会は常任委員会が予定されていたが、明日の給与日をひかえ、銀行利用の振込制へ切

りかえられるはじめてのケースであるのに、組合費や組合の利益になる団体生命保険料の

引去り業務成果まで電算機に打込んであるという事実に野党がにわかに反撥しはじめ、新

制度への切替えは延期できないかといい、できないとの返事に、後始末をどうするか問題を

かかえたままでの新給振制への移行は許せない。執行部の対処を求むということで自民、農
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政、県民クラブの三派が申入れをしてきた。三時すぎだったが、それまで常任委は開かれず、

又その後も執行部の返事待ちで空転をつづけた。もめることなく、明日の給与振替に移行す

れば組合費や生保料引去りに反対してきた手前、メンツが立たないというのが真相である。

執行部からは早急に問題点をクリーアすべく検討する旨の返事をし、やっと六時頃ケリが

ついたが、常任委はほとんど開かれぬまま。 
 
7 月 21 日（火） 
修正させずには措くもんかとの執念 
県議会はまる二日おくれている。今日も土木事務所に事務職所長をあてた三事務所につき、

早急に技術職に戻せということですったもんだして副知事総務部長がかなり自民党筋から

しぼられ、結局十月に旧に復する約束をとられて、ケリがついた。副知事は済まんことにな

ったとあやまりに来た。社会党の助信氏も仕様がないと肩をもってくれなかったのでとこ

ぼしていた。議会が、こうしたこまかい点で人事介入することを許さない方がいいと思うが、

昨日の給与振込控除問題といい、何か修正させたいというのが野党の執念で、これが今議会

の特徴となっている。「四年間予算は無修正で議会を通過した」と今回の知事選でわが陣営

が宣伝してまわっていたのが頭にきているので、何か修正させてやろう、数で、審議ストッ

プに追い込むという方便を使えばできるんだとの底意が見え見えである。あと大詰め予算

について修正を持込む可能性が残っている。 
 
7 月 22 日（水） 
余暇を筆をもつことに使うように心がける 
八月一日の朝の放送につき、議会の待時間を利用して録音した。その内容は、なるべく連続

休暇をとって夏の暑さに負けぬよう体を養うと同時に、できるだけ趣味を生かし深めるよ

うに努力してほしいという筋書きである。その中に自分について、できるだけ筆を持つよう

に心懸けているというくだりがある。安達氏が原稿を作ったので、原本を尊重することにし

て放送の中に入れたのだが、毎日できるだけ「かな」を書こうとの今の気持を自己規制した

ことになる。余の時間はできるだけ･･･というのが現下の気持であることは確かで、それは

文字通り自己規制に等しい。半紙に五枚ぐらい「かな」練習をして取っておくというのだが、

できる日よりもできない日の方が多いだろう。残念だが仕方がない。県知事の仕事など全く

自己犠牲なのであるが、ひとにいわせれば好きでやっているから仕方がないではないかと

のこと。そうならないようにできるだけ努力するしか途はない。 
 
7 月 23 日（木） 
頭を上げない方がよいのではないか 
知事保留質問に入って、これを終ることができた。自民の井本、とくに井手が意地悪質問を
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した。この二人あまり頭のよい男とは思われないが、数をたのんでちょっぴりひねったいた

ずらをしようという知恵だけはあるようだ。質問をこま切れに刻んでひとを小馬鹿にした

ように扱い言葉尻をとらえてひん曲げ、自分を誇大に見せようとする、頭を下げるほど尊く

みえるというが、井手宗夫はその逆で、必要以上に自分の頭をあげ、問題のないところに問

題を作ろうとする。今日の予算特別委員会はそのため一たん休憩に入るという異変がおこ

ったが、どう転ぼうと絶対に大事に至らないと私は思ったので、周りはヤキモキしたかも知

れないが、私は悠然と構えていたつもりである。予定では今日一切議了のはずだが、人事案

件に思惑がからみ一日会期延長となった。 
 
7 月 24 日（金） 
「六月議会」終る 
「六月議会」は今日一日延長日を消化して五時には終った。明るいうちに終るとすがすがし

い。議場ではしゃちこばった議員も、コチコチになって発言し、異情な状況を呈する議員も

議場から出ると常人になる。笑いも出るし頭も下げる。議場というところは特異な雰囲気を

醸し出すところではある。今回の議会は比較的すいすいと運ばれた。ただ、人事案件で、副

知事と教育委員は見送ることになってしまった。野党筋から、こちらが OK できない人物

を推して来たため、これを消すためである。「なぜ出さんか」との代表者会議での質問もあ

った（自民の早麻）が、出してもめたり否決でもされるようなことにならぬ方がよいから出

さずじまいとなった次第である。監査委は別だが、他はすべて満場一致で可決。一寸珍らし

くよい結末となった「六月議会」であった。上々の首尾。 
 
7 月 25 日（土） 
今なお有難いことに私の再選に多くの人が関心をもっている 
六月議会が終ってしばらくは新しい心境で次の県政への抱負をめぐって頭を使うことがで

きるようになった。隙があれば次々にスケジュールが入ってきて困るのだが、今は甘木鉄道

と社会党県本大会そして東京経由で石川県の山中温泉へ、それも久しぶりに温泉につかっ

てゆっくりできると思ったのに、羽田空港落雷事故とかいうことで温泉に着くのがおそく

なってしまった。それにしても、ホテル翠明に着いたら小沢辰男氏らが拍手で歓迎してくれ

たのにはびっくりした。自治体問題研究所の自治体学校に招かれて明朝講話することにな

っているのだが、これは福岡の研究所の宮下氏が私を呼ぶよう企画に仕込んだものらしい。

ともかくこんどの統一地方選では福岡知事選が全国の注目を浴び、それが私の招待、そして

今晩の拍手での出迎えとつながっていることに改めて感銘を覚える。今日福岡での社会党

県本大会にしても私のあいさつに多くの代議員が同様に関心を寄せてくれた。有難いこと

というしかない。 
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7 月 26 日（日） 
草の根民主主義 
山中温泉での自治体学校の講話につづき、夜は新潟で協会員に集ってもらって談話会をも

ったのであったが、両者に共通して「草の根民主主義」を力説したのであった。それは地方

自治をまともな姿にしたいという思いからではあるが、今回の統一地方選のように、わが方

の基礎票八〇万に対し、相手の基礎票一四〇万という状況の場合に、「草の根保守主義」を

「草の根民主主義」にとり代えていく以外に勝ち目はなく、その努力を福岡でやったのだと

いうことを強調したかったからでもある。奥田丸に土井たか子という帆をあげ、売上税とい

う風が吹いての勝利と表現された今回の福岡知事選ではあったが、その奥田丸の中味の最

たるものは「草の根民主主義」の追求だったということにある。しかしこのことも分析すれ

ば未だ甚だ頼りないのである。対話事業をひんぱんにやったことはやったが、まだまだ足り

ないし、知事と職員、知事と市町村及びその住民という点でとらえなおしてまだ不十分さが

痛感されるのだ。 
 
7 月 27 日（月） 
問研・協会の危機 
新潟の協会員の主要メンバーには、昨日の私との懇談がかなり衝撃的であった由、随行の高

原氏が私に語ってくれた。以前にソ連に同行した市議の内田女史も夫妻で来ていた。高教組

の人達も、一つ考え直してみようということになったようである。田鹿氏は代表格だが同様

に衝撃を感じてくれたものと思う。福岡では問研、協会ともに財政的に行き詰りつつあると

か、労働組合の組織率がどことも低下傾向にあり、若者の組合ばなれが進んでいく。こうし

た事情は組合に入るメリットを感じないからおこっていると考えるほかない。そのような

状況下で、問研や協会は自からの在り方を思い切って反省してみる必要があろう。その方向

転換の模索ができないところに行き詰まりがあるわけである。二年後には全国的に労働戦

線の大再編があるといわれている。このままでは問研も協会もいよいよ進退を決めなくて

はならなくなる。いい知恵がほしい。 
 
7 月 28 日（火） 
予算編成のための陳情に来て 
東京の空は晴れわたり、緑あふれる街並みはいつものように美しかった。しかしここしばら

く大変むし暑いようで、今日も例外でなく、福岡よりも暑いのではなかっただろうか。緑が

多いのは他都市に比類ない。江戸の町づくり、大名屋敷などが、近代化に取り入れられ残さ

れたためだろう。世界的にも誇れるものだと思う。われわれはこの点先達に感謝したい。そ

れでも東京一極集中ということが今いわれていて、人が寄ってくる。資金も物資も寄って来

て、ところによっては今にも飽和してしまいそうだ。地価は狂騰に近く、物価も高い。こう
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いう所に住むよりは逃げ出したいし、旅行するにしても東京よりも他の地域に、他の地域よ

りはむしろ外国に出る方がよいらしい。何もかも、そして緑すらが高価なものになっている

東京なのである。各県、各地方がどっと陳情に来る。こういう政治ムードだけでも何とかな

らないものだろうか。 
 
7 月 29 日（水） 
国立博物館建設に向けて動き出さねばならない 
陳情の最後の段階で、経団連の副会長の花村仁八郎氏及び元文相の劒木享弘氏を訪問した。

共通のテーマは、九工大情報工学部の設備協力会に対する協力依頼ではあったが、劒木氏の

方は国立博物館設立に関する件もあった。国博については、第三セクター方式ではいかが、

という問題提起がされるほどに現実的テーマではあるが、予算問題がからみ何年も実現せ

ぬままになって今日に至っているものである。今の「内需拡大策」への転化の全国情勢から

みて、今は国博を九州に、福岡に、ということは時宜をえたものということになる。今日の

西日本新聞社説にあったように、その実現に向けては、地元国会議員の蹶起も重要な要素で

ある。私は加えて全国の学識者の動員も必要だと考えている。この二つをどう組織していく

かがこれからの勝負どころだろう。地元の九州会議では国博の下絵が出来、八月十二日に陳

情するという。 
 
7 月 30 日（木） 
ミュルダールの福祉国家論について若干の印象 
ミュルダールの「福祉国家をこえて」を時々ページをめくる程度によんでいる。二〇年も前

のもので一度はよんだ（その形跡がある）のだが、すっかり内容は頭に残ってないものだっ

たが、今、あちこち参考になることが多いのにびっくりしている。民間の自由な組織がずい

ぶん発達しているスェーデンであり、それに国家の干渉、計画に追いついていく、ひとりで

に計画経済化していくということが印象深い。「国は後から」ということなのだ。マルクス

主義の革命論とは逆であることは確かである。中国に、国破れて山河在りという言葉がある

が、その山河はそれぞれ自由に発達した民間組織と読みかえてみたらどうだろう。今日読ん

だ部分に参加（無関心の逆）のことが書いてあったが、これなくしてはすべてが形骸化して

しまい、民主主義は亡ぶということが強調されていたが、この点もわが意を得たりとの思い

で読んで行った。まだ半分も読んでないので、興味は残る。 
 
7 月 31 日（金） 
第四〇回県評大会に思う 
県評第四〇回定期大会が開かれ、今次大会では役員が大幅に交代する。白石健次郎、岩崎隆

次郎の議長・事務局長が引退、坂本隆幸、松田留吉の二人がこれにかわるという。岩崎は二
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度の知事選挙を成功させた功労を誰しも高く評価されつつも、内部からの続投の声がなく

なり引くことになったのであるが、これが大きなニュースといえるだろう。労働戦線のこと

は全くわからなくなった私ではあるが、ここ数年のうちに全国的に全民労協再編攻勢の中

で、これまで左翼バネを担ってきた総評も、そしてまた福岡県評もこの大会を機に、大きく

変わっていくだろうといわれている。右旋回と表現するだけでは足りないだろう。むしろ労

働組合の必要性についてすら根本的に問い直される時代の入口に立ったようにすら感じら

れる。官公労はどうなるのかということも今後の課題である。組合が何としても必要だとい

うところも少くなかろうから、混沌の時代を迎えるのかも知れない。 
 
8 月要記 
睡れない日がつづく。何か心配ごとがあるとか、睡眠時間にゆとりがないということではな

い。また、多くは就寝後間もなく眠りに就いているようで、ねつきが悪い程には感じない。

済生会病院でもらっている安定剤を半錠ずつのんで就床するせいか、就眠には心配する日、

悶々する日はほとんどない。ところが、午前三時から六時頃にかけて必ず一度、時には二度、

トイレに起きる。覚めるわけだ、そのあとがいけない。浅いねむりか、悶々か知らぬが、熟

睡に至ることはまずない。トイレにいってそのまま起きてしまうとすれば、その日は一日使

いものにならない疲れを感ずるであろう。こうした不十分な眠りのため、日中は常時眠い。

車の中での一寸した旅になる時は、横になって目をつむる。一時は眠っているようだ。それ

にしても、不十分な眠りのため毎日頭がさえないのには何だか老境とはこういうものなの

かと考えこんだりさせられる。他の人達が歩んでいる後姿をみながら、あの人の頭はさえて

いるのだろうなと想像したりする。世界が透明でない状況は何となく淋しい。どことなく終

末感に陥る。ねむれるような環境がほしい。 
 
8 月 1 日（土） 
地域懇は続かせたいということだが 
夜グランドホテルの松風（地階一階）で夕食会形式での地域懇が開かれた。木梨氏が主導し、

娘さんも事務的な仕事をひきつづき手伝ってくれていた。出席者は権藤、石村、内田一郎、

佐久間、菅原、上田恵子、河野信子、森祐行、木村晃郎、県立美術館の彼、それから文学部

の社会教育の彼、その他全部で常連ともいえる十数人であった。花田守氏も、知らぬ女性も

いた。文筆家で教育のことにつききびしい発言をしていた人だ。木梨氏が父娘で事務局を背

負ってきたのだが、なかなかうまくいかないでこの一年ほどニュースを休刊したままであ

り、この懇話会も解散しようかと考えていたのだが、それぞれの意見は、存続が希望で、今

日の皆さんの発言も同じトーンだった。木梨氏の内意は、地域懇は奥田さんがいないとやっ

ていけない、知事を出しただけでも用済みといえる程だ、事務局経費は続かないということ

のようだ。それでは、こうした問題を今後みんなで克服できるのかどうかが鍵となる。 
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8 月 2 日（日） 
フィンランドからは私達の来るのを待っているという 
八月十五日に北欧に出発する予定なのだが未だくわしい日程がわかっていない。今日午後

安部寿美子さんがやってきてクオピオのライヤのうちでは心待ちにしている旨を私に告げ

たが、今のところ答えようがないわけだ。彼女は七月八日から二十八日まで二十日ほどライ

ヤと共にフィンランドを体験して来て大変よかったといって写真など見せてくれた。緑の

多いのんびりした風景が写真に多くおさまっていた。当方は厚生省関係の出張名目ですべ

て公用の内容となり、旅程から通訳までひとまかせなので、自分で組むスケジュールとはま

るで違う。ライヤの方では、私が是非来るよう待ち望んでいるし、その日時が早目に知りた

いとのことである。寿美子さんは至れり尽くせりの応接をうけて満足だったといっていた。

向うの夫妻は共同住宅に住み、湖の中にある島には別荘をもっているとのことである。 
 
8 月 3 日（月） 
飯塚地区での知事をはげます二つの会 
夜の行事が飯塚で二つあってつき合った。一つはのがみ会館で、この地域の人達で後援会を

作って知事と語ろうという会である。後援会を作るのは県下でははじめてではなかろうか。

商業その他小経営の人達が中心である。前県議の岡松氏も会の中心的役割を果たしている

ようだ。もう一つは、このあと近くの嘉飯山地区労会館に集った地区県民の会の人達で、地

公労の組合員が主要メンバーらしかった。この地区二市八町は知事選で完勝したのですと

報告してくれた。私が、教員組合のメンバーの中には、奥田勝利によりかえって組合攻撃が

強まったとの声もあると、教育委員会のしめつけ問題にふれてあいさつしたのに対し、この

地の高教組の人達は、それをうらみに思ってはいない、じっと耐えて自分達の力と工夫で教

育をよくしてみせますといってくれた。確かに、保守勢力が教委の独自性をよりどころにし

て反動的攻勢を教育現場で強めているのが事実のようだ。耐えて克ってもらうしかない。 
 
8 月 4 日（火） 
久留米水の祭典 
やけつくような日照りの中、久留米水の祭典セレモニーとデモに参加した。六ツ門が主な舞

台。五日から三日間が水天宮の祭。その前三～五日が、この水の祭典。市民の祭として前近

見市長が始めて今回で一六回目。すっかり地についてきたし、有名になり、筑後一円、県下、

近隣県にも知られ、かつ国際化さえしてきた。水天宮には神様があろうが、市民の水まつり

には神様はいない。市民か水か、何が神様であっても、なくても、どうでもよい。博多どん

たく同様に市民がみんなで、何かしてさわいで楽しみ、毎年それがくるのを待つという生き

様が、みんなの同じ願いであるということに意味がある。その意味で近見市長はいいことを

思い立ったものだ。筑後川辺で明日は花火大会があり、この日が水の祭典と水天宮との接点
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になるというのも面白い。今はまだドロくささが各行事に感じられるが、だんだん洗練され、

伝統性を深まりを増していくのではないかと思う。洪水と旱魃と、生活水、産業用水を考え

て水を大事にしたい。 
 
8 月 5 日（水） 
田川地区企業立地説明会が大阪で 
関西での企業立地説明会は、今年は田川地区に限って、田川郡市の市長、町長らが参加して

行われた。つまり田川地区の用地売出しに的をしぼったものになった。客集めも少なくない

よう配慮され、一〇〇人をこす人達が参集してくれた。主催は県、田川地区促進協、地域振

興整備公団の三者で、三菱総研から高橋氏が一時間ほど講演し、あとは地元からパネラーを

五人参加してもらってパネル方式での意見発表を通じて、田川地区のよさを PR しようとい

うのであった。高橋氏の講演は時間不足の感があったが、円高新時代というのが基調であっ

た。今日一ドル一五〇円というのが、一六年前のニクソンショック時の三六〇円とくらべ大

変な日米経済関係を招来しているが、アメリカの国際経常収支と国家財政の赤字という双

生児と高金利という破綻状況からして円高は今後さらに進みつつ、インフレ前夜の感すら

生じているというのが筋で、日本企業の空洞化はさらに進むだろうとの観測である。 
 
8 月 6 日（木） 
田中健蔵と三善英毅に合って言葉を交わす 
新大阪九時半ごろの列車で帰福したのだが、列車の中はほんとうにのんびりできる。数時間

でまどろむこともできた。毎日このような時間が少しでもあるから助かる。長い車の中だと、

からだを横たえてねむる。飛行機の中でも少しとはいえ眠る。これがあるから何とかなる。

もしなかったらカラダをこわしてしまうだろう。日程がつまりすぎている。一昨日は久留米

往復の中の車がよかった。ここでも少し眠っていたようだ。正式の床の中でのねむりが浅い

ので、このような車中でのねむりが健康保持に役立っているものと思われる。ところで今日

は知事選がらみでひょっこり会った人が二人いた。一人は九電新社長就任祝賀会での田中

健蔵氏（ニューオータニ）もう一人は報道関係責任者知事招宴（三光園）での RKB 三善英

毅である。田中氏は「今何していますか」「あと片付け」「もうすみました？」「うん」「ショ

ックだったでしょう」「そう」と、対話を交わした。宴席でぼんと出くわしたので握手を求

めて話したのである。三善は田中がもう一度知事選に出るだろうといっていた。 
 
8 月 7 日（金） 
筥崎宮七夕祭の揮毫式 
七夕祭揮毫式があって筥崎宮でやった。一生に一度しかないことではある。「寛」の字を選

び、草書体で書いた。藁で作られた太筆で三六畳の広さの紙に書く。第一筆が重くて、第二
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に、藁筆では筆の運びが思うようにいかなくて、第三に、墨がよく乗らなかった。白い羽織

に袴、白足袋、白鉢巻、タスキ掛けと形はよいが、出来ばえはどうだったろう。足首ほどの

太さの竹が筆の軸。重くて動かしにくかった。秘書室長のほか、佐々木、杉山ら、みゆき、

藤江らが見に来ていたし、親達に付き添われての子供達が、六～七〇人囲りをとりかこんで

見物する中、バケツに墨を入れた神職の人達のかいぞえがあった。筥崎宮に筆塚なるものが

あることははじめて知ったが、その前で揮毫したのであった。「寛」は草書体で書いたが、

寛楽、寛恕、寛平など、筆をもって時に書く字であるので、それを選んだのである。藁の筆

を、棕梠に代えることができたらもっと墨が乗るだろうと思った次第である。 
    

8 月 8 日（土） 
県民大学講義 
今日は県民大学と粕屋歯科医師会と二つの講義が重なって肉体的には一寸した重労働の日

であった。二つの講義は同じトーンであったが、後者では地方自治という点に短い時間なが

ら半分をこれにさくことになった。前者では県政の全般にわたって、私の平素考えているこ

とを体系立てて説明することができた。聴衆は四〇〇以上だったと測定され、みんな終始熱

心にきいてくれた。福岡県は今や再出発しなければならぬ時に来た。厚重
マ マ

長大から薄軽
マ マ

短小

への切りかえ時代の中にあって石炭なきあと、改めて八幡、大牟田が地域経済の落ち込みの

渕であえいでいるが、もはや新しく自分の足で立つべく方途を定めなくてはならないわけ

で、技術立県、国際化、交通体系の整備という戦略課題を解決すべく「ニュー福岡」を建設

していかなければならないというのが大筋の話である。他方自治という視点、民主的行政遂

行という課題についても、高令化課題についてもふれておいた。 
 
8 月 9 日（日） 
政治的立場を消化する時間が求められている 
十時から三時半頃まで来客だった。衣笠、八丁、高崎の三人である。奥田事務所をどうする

かが来意だったようだが、これは結局今の赤坂門につづけておいていたのを閉鎖しようと

いうことに今日結論が出た。今の私には、行政上の行動があまりにも多く、事務所にかまっ

ておれないという実態のためである。秘書室は、私の政治上の生活のみならず、私的生活に

まで食い入るような日程を組んでしまう。毎日奥田事務所に一時間でも立ち寄ることがで

きるようになっていると、事務所をおいておく意味もあるのだが、それができない。それに、

今のところ私の代わりをする適任者もいない。この三人は私の政治的な立場なり行動がも

っと明確になることを強く求めているが、秘書の方はその思いがない。選挙を誰がしてくれ

たか、ほとんど考えない。この点大きな弱味というほかない。無理がどんどん積っている。

外部の不満はうっせきしている。結局私の責任で何とか調整するしかないとは思うのだ

が････ 
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8 月 10 日（月） 
家族の転形期におけるわれわれの行動 
RKB 報道部長三善氏から家族・氷河期という彼の著書を贈られたので早速、車の中を利用

して読んでいる。以前の家族というものが崩壊して今はそれが見定めえぬ氷河時代に入っ

ているということがこの本の趣旨のようだ。アメリカの離婚の例、スエーデンの社会福祉の

発達が家族の崩壊に拍車をかけている例など、問題提起がなされて実に興味深い内容なが

ら、では著者の結論はというとまだそれが見つからない。以前の家族の機能が崩壊しつつあ

り、何か新しいものがこれに代って見出されなくてはならぬという問題意識には私も賛成

だが、ではどのように努力すれば崩壊傾向が救えるのかというと、私にも確たる結論はない。

必要なのは私どもが進んで社会に警告と道しるべを与えることなのだ。批判はその第一歩

だが、そこに止まっていては評論家の域を一歩も出ない。必要なのは将来を見とおした指針

を示すことだろう。 
 
8 月 11 日（火） 
「とも補償」による減反対応を現地に見る 
日本の農業に明日はあるのか。この大きなテーマに取り組もうとして本年度第一号の対話

事業が農業士を対象に瀬高町で行われた。三割の米作減反が強いられている現状の中で、農

村、農業はあえいでいる。誰が考えてもこの状況に対して名案はない。瀬高町では三ブロッ

クローテーションで大豆への稲転を試みている。「とも補償」という連帯を案出したのであ

る。他産業では協同の減産策はあれこれあるが、農業で一戸一戸が補償し合うという連帯が

できるというのは珍しいし、将来への協同の新しい模索であるといってよい。連帯によって

助け合い、厳しい状況をくぐり抜け、新しい農業のあり方を探し求めようというのである。

町長は三年たってみないと成果は見えないという。しかし、新しい方式で逆境を切り抜けよ

うとするその途を探り当てたというところに、明日への光明があるといってよいのではな

いか。そんな気がする。とも補償の仕方については数字上のこまかい計算があるが、これは

措くとしよう。銘々勝手に減反に対処するのと雲泥の差だ。 
 
8 月 12 日（水） 
旅券の収入印紙を金券ショップを通して換金していた事件 
人事課が旅券発給事務で汚職のあった清平及び旅券を紛失した管理責任追及など、この春

以来国際交流課でおこった二つの事件について、処分案をもってきて決裁を求めた。清平は

パスポートに貼付する収入印紙を二千万円分ほど一年余にわたってごまかし消印し、金券

ショップを通じて着服していたもので、六月県議会で当初から問題にされていたのだが、こ

のほど本人が自白したので懲戒解雇に決定した。これでようやくケリがついたのでホッと

した。清平は二十六歳、西南大卒業後県に採用後、三ヵ月後から犯行を重ねていたもので、
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奥田知事は自分の不名誉になることだから問題になしえないといい、かつ今までずっと犯

行の事実を否認しつづけていたずぶとい男だそうだ。昨秋あやしいとみられ、職場をかえら

れていたもの。処理がおそくなって言訳しにくいが、ここまで来て筋が通ったもの。 
 
8 月 13 日（木） 
夏休み 
休みとして一日中在宅し宿題になっている揮毫に時間を使う。近頃の天気は曇り勝ちで時

にはげしい雷雨となる。日照りが少いので、稲作にはよくない。減反三割を消化するのに農

村ではいろいろ辛苦しているのに、不作となると追打ちされるようなことになる、なるべく

天災は起ってほしくない。うちの鈴虫はまだ鳴かないが、どこかからもらってきたという鈴

虫はもう鳴いていて虫籠共存で夜はやかましいほどという。藤江君が籠を別のところへも

っていって睡眠妨害をさけている。まさに夏、網戸をかいくぐって入ってくる虫、開け閉め

の時に便乗侵入する蚊など家の中でも虫には事欠かない。蟻やゴキブリも活躍している。カ

ン高い啼き声を出しているのはヒヨだろうか。小鳥、中鳥がかなり多い。緑が多いので虫も

多く、それだけ小鳥も寄ってくる。 
 
8 月 14 日（金） 
間中至楽 
間中至楽という言葉があるが、休みが二日つづくと思うようにできてとてもいい。中食後一

時間横になってうとうとした。身辺がなかなか片付かないでいるが、これが自分の身辺で自

然なんだと思う以外にない。安部スミ子さんに電話してクオピオのうちの電話番号など聞

いた。改めて更にいろいろのことを知らせてくれた。啓二からも電話があって、要するに先

方様によろしくということであった。昨日から旅行用のスーツケースの中味についてあれ

これ点検している。北欧はもう十一月の気候と思わねばならぬようだ。若干厚物をもって行

くことにした。九泊十日の旅行だが忙しいのか暇があるのか想像もつかない。北欧の福祉国

家だといわれて久しいが、行き詰まりつつあるともいわれている。短い旅行でその実態はつ

かめないだろうが、そうした点にできるだけ注意しながら旅行してこよう。 
 
8 月 15 日（土） 
北欧諸国訪問の旅に出る 
今回の旅行は、国連の身障者の一〇年の中間年を迎えるに際し、世界各国から二五人の専門

家がアムステルダムに集って、これまでの五年間の行動を集約すると共に、今後の五年間に

なすべき重点項目について討議集約し、それを国際的な機関、各国及び各国地方団体に勧告

することを目的とする会議が開かれるが、日本からは専門家は参加せず、私が一人だけオブ

ザーバーという形で参加するために、厚生省の依頼を受けて行われた旅行であった。秘書室
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長の永田氏が一切事務的に形をつけてくれたので、正確なことは意識しないままに出発し

た。十七、十八の両日会議に出席し、あとは北欧の福祉施設の見学したり、この際私的に永

年の懸案であったクオピオにいるライヤ父母を訪ねることも必要だとされた日程となった

旅行であった。国際会議には出席しても発言なく、むしろ資料を十分に持って帰ることが厚

生省からも要望されていた。その意味では気楽な旅行なのである。 
 
8 月 16 日（日） 
日本人観光客、アムステルダムの街並み 
アンカレッジからアムステルダムへの旅のなか、私の顔を知っている人があれこれ同乗し

ていることがわかった。北九州で予備校をやっているという四〇歳台の男性が機内で話し

かけてきたし、アムスの空港ではデザイン大学に出席するという若い女性三人に話かけら

れ、スナップにおさまった。彼女たちは、中食時にもアムス河畔のレストランで再会した。

ここでは名古屋のデザイナーと称する人にも会った。知られているのである。夏休みとか円

高とか、レジャー時代とかいろいろ説明はつくが、日本人の海外旅行者の多さにはびっくり

する。アムステルダムでの感想は、二〇〇年三〇〇年も前の建造物がよく保存され、しかも

それが特別の箇所というよりは日常の街並みを形成しているということだ。中には前に傾

き道路に倒れかかるかも知れないと思われるものもある。左右の傾きは少くない。当局が取

りこわさせないのである。取り壊さぬ方がいいようにはじめから設計されているのである。

立派、立派。 
 
8 月 17 日（月） 
水のストックホルム 
障害者対策についての世界専門家会議にオブザーバーとして出席するのが今回旅行の目的

だが、資料をもらってきてくれればよいというので、今日はストックホルム郊外の LO 労働

学校（会場）に行ったものの、会議なるものには出席せず、来訪の署名だけをして、むしろ

大使館訪問、市内見物に時間を使った。北欧に晴天を運んできたといわれるほどに、今日は

ポッかり晴れ、初秋のすがすがしさが満喫できた。海がすべてといってよいほど海の条件を

生かしたストックホルム。地下鉄にも乗った。遊覧ボートにも乗った。バイキングも楽しん

で美しく時間をかけて沈む太陽、夕暮れ時の落付きに酔うこともできた。大使はスモークサ

ーモンをすすめてくれ、この国が魚をよく食べることを知った。オランダ同様、十六・十七

世紀の古い建物が公共的観点から入念に保存されているのにびっくりする。日本なら明治

の建物でも重要文化財になるのに、この国ならそんなのはざらにあるのだ。 
 
8 月 18 日（火） 
歴史を保存再現する努力に感銘する 
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スウェーデンの運輸省につとめている熊田氏が今日一日私・永田の二人をストックホルム

市内観光案内に奔走してくれた。ホテル・セルゲルプラッツは彫刻家セルゲルの工房のあと

に造成された広場名をとったもので、ホテルのすぐ前がその広場。そこで花市、野菜市が開

かれる。少し行って中央駅そして古い市庁舎。ここではノーベル賞の授賞式その他国際的な

ミーティングが行われる。地下鉄に乗って世界最古の野外博物館といわれるスカンセンに

行った。全部見てまわったら一日かかるだろう。われわれが見たのはこの国の中世農村事情

をかいまみる諸展示施設。庄園主の威げんが感じられる居住構造が再現されていた。小高い

丘の上にあるがここはストックホルム市へ海から入る首ねっこを守る要塞があったといわ

れる、ユールゴーデン島そのものである。日本では明治村があるが、もっと古いものを模造

してでも再現し一ヵ所に集めたものが欲しいなと思った。ヨーロッパ諸国でいつも感じさ

せられるのはこうした歴史保存への努力である。 
 
8 月 19 日（水） 
コペンハーゲンのクリスチャニアのこと 
コペンハーゲンにも落着きが多かったがとりわけ驚いたのは九〇〇人の住民がいるといわ

れる解放区が厳存していることだ。一七世紀初めのクリスチャン四世が築いた港の一角に

あった陸軍兵舎廃屋あとに、一九七一年ヒッピーたちが占拠してできた治外法権部落とも

いうべき部分である。立ちのきをめぐり、国や市当局と紛争を重ねたが、一九八六年居住権

が認められたという。かつては麻薬、暴力など問題が多かったが、今は平静のようだ。説明

によると九〇〇人のうち三割は一般の市中に職をもち「通勤」していいて、他の三分の一は

この自由都市内でレストランや自転車修理その他の自由業をもち、残りの三分の一は純浮

浪者だという。七〇年代の極左グループの生きざまと平和が結びついてこのような異常が

正常にされたということもできよう。この連中にも、家族ができ、自身老化という問題は不

可避であろうが、今後を、平凡な形で乗り切るには、問題がどう発展するかが見ものである。

一つの社会を作りえても自治体的、国家的権力の問題をどうさばいていくのだろうか。 
 
8 月 20 日（木） 
クオピオ郊外の湖畔の島小屋で一泊 
今回の旅行の私的な目的にフィンランドのクオピオに行く件があり、今日それが実現した。

ライヤの里で、孫サリーを連れてライヤも帰省中なのでそれが叶えられた。二年前彼女の両

親が日本、福岡にやって来た返りでもあって、私達に是非来るようにとの強い要請もあった。

それより以前、前回知事選の年の夏には行く予定にしていたのに、選挙の結果行けなくなっ

たという経緯がある。今年は安部寿美子さんがライヤに同行してクオピオに先行し、二十日

ほどいて先月末に帰国し、私に情勢のあらましを語って予備知識は与えてくれていたのだ

が、聞くと見るとではまるで違って新鮮そのものだ。みゆきも直美も今年行きたかったよう
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だが、安い航空券が入手できないこともあって断念している。私の場合、公用の形と結合さ

せて、こうした思いを叶えるという結果になった。困るのは向うの両親と全く会話ができな

いことだ。ライヤが中立ちする以外全くだめ。でも気持は通ずるので何とかできそうだ。今

日は夕方湖畔の小屋で一泊だ。 
 
8 月 21 日（金） 
フィンランドの自然のたたずまい 
湖畔の小島でみる自然は、太陽も湖水も赤松も下草もキノコも苔もみんな自然そのもので

一所懸命生きようとしているようにみえる。きびしい中で生きられるだけ生きようとして

いるようだ。日本では人間がわがままに振舞い、自然を壊し、踏みつけ、きこえる音もほと

んどが人間的な音であるのに対し、ここでは極大から極小にいたるまで、それぞれが静かに

共存している。朝早く湖水に二羽の水鳥が浮び、空とぶ鳥も一羽みられたが、平穏で争いが

あるようにはみえない。湖の水は動いているのだそうだ。南へさがってバルト海フィンラン

ド湾に注いでおり、船はソ連領を一部通るが、クオピオまで遡上してくるという。石油もそ

の船で運ぶし、冬になると結氷してその上をトラックが走るのだという。地元の人も自然に

似てか鷹揚にみえる。その点日本人はそわそわ、せかせか忙しすぎる。きびしい自然の中で

ゆたっとしている。それでいて抜かりがない。フィンランド人がそのように見えたのである。 
 

8 月 22 日（土） 
フィンランドとお別れ 
ヘルシンキには古い建物が比較的多く残っているがクオピオはむしろ新開地のような印象

をうける。しかし急ぎの旅でとかく印象を語ることはできない。むしろ通過点にしかすぎな

い。日本大使館へも、伝言だけをエイジェントに託したにすぎぬ。永田氏も私をここまで送

ってきて、一泊したにすぎない。チャンスがあればせめてストックホルム並みに市内見物で

もしたかった。ロシア、ソ連との関係でいろいろ話題をもっているようだ。クオピオにはど

んな産業があるのか、よくきかなかったが、機械産業が主力であろうとの印象をうけた。意

外と水運が発達しているのに驚く。しかし、物資は豊かとは思えない。北の国だからであろ

う。野菜はトマト、キウリ
マ マ

、青菜類、ジャガイモそれぞれ形も小さく並べてある量も少い。

こじんまり質素に、自然の中で自然と共存しているのがフィンランドだといえそうだ。驚い

たのはクオピオの核シェルターだった。自然に対するより人間に対し不信を強くもってい

るのであろう。 
 

8 月 23 日（日） 
旅行の最終段階、ゲーテボルグで降りてしまって大失敗、とりかえしのつかぬことになると

ころであった 



奥田八二日記（1987 年） 
 

274 
 

ヘルシンキ発アムステルダム行きの機に乗り、一時間半ほどして機が着陸し、みんなが降り

るので、降りないでゆっくりしている人に気づきながらも私も降りた。てっきりアムステル

ダムと思い込んでいたので待ち合わせを約束していたピーア B なるものを尋ねるが、さっ

ぱり要領をえない。パスポート提示のゲートを出て空港全体を見直したらと思ってパスポ

ートを出し出ようとしたら、係官が私の誤りを指摘し、その指示に従って行くと又もとの機

内であった。私の誤りは時差があることによく注意しなかったこと、機が途中着陸すること

を予め知らなかったこと、アムステルダムの大きな空港にも地方便の着陸する小規模なピ

ーア（桟橋）があるんだなと感
ママ

違いしたことが原因であった。ここはどこですかときいたら

日本客が、ゲーテボルグ Göteborg だという。ともかくアムスでないことに気づき、アムス

行きに戻ることができたのでやれやれ。最終行程で間違ってしまったら大変なことになる

ところだったのに、やっと助かった。 
 
8 月 24 日（月） 
成田空港で福岡の子供たちにみつかって 
機内はとても熟睡できなかったが、つとめて目をつむっていたせいか、割合に楽な日程であ

った。八時半に帰宅し、旅装を解き郵便物に一通り目を通し、荷物を整理したら十一時近く

になった。福岡空港には出納長、林副議長はじめ県の職員、秘書室、広報室など多くの者が

出迎えてくれた。安否を確かめないと明日の予定が立たないからであろう。それにしても空

の旅行者は多い。成田空港はごった返していた。サンフランシスコ方面にホームステイに行

っていたという県内の中学生の子供たちも、同じ機で福岡まで帰るという一群にとらえら

れ、成田の搭乗口でしばらく求められるサインに時間がかかった。子供たちは「福岡の有名

人だから」といって次々に寄ってきた。子供の心理はよみにくいが、面白いと思って気易く

サインした。私のメモ用紙を一枚一枚使って書いてやった。誰が指導していたのだろう。わ

からない。カメラを向ける子供もいた。―成田での一齣である。 
 

8 月 25 日（火） 
「負の社会有」 
記者会見の時、北欧旅行の印象についてきかれ、「負の社会有」という言葉を使ってみた。

教育、道路、下水道等々を「正の社会有」とした場合、高齢者対策、身障者対策などは「負

の社会有」で、これに対する対応については、北欧、西欧、米日、その他と今日の世界は四

つに分類できると思うが、北欧はこうした福祉問題を社会の共有物としてまことに当然の

ごとく受けとめ対応している。われわれにとって個人の「負」であっても北欧では社会でこ

れを共有協同処理をしようということになる―という意味で使ってみたのである。正の

社会有には社会資本という言葉をあてはめてもよいが、教育分野や文化には社会資本とい

う言葉はふさわしくない。「福祉の切り捨て」といわれる場合、個人の負を行政が担って社
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会有としたものを、もう一ぺん個人の負に返そうとするものである。日本にはそれがあるが、

北欧では個人に返すのでなくて、いかに財政の苦
ママ

面をして社会有として保持するかが問題

となっている。当然化されるのである。 
 
8 月 26 日（水） 
判断の基準の違いに用心すべし 
労働委員長をしていた福大の三苫夏雄さんが、私から感謝状をもらった点につき西労の幹

部に、学生運動甚だしかった頃、両者が学生部長をしていて、九大の学生が福大に押しかけ

た件につき、三苫が奥田に、いやごと注文をつけたことを思い出す、と語ったそうな。昔の

ことを思い出してのことだが、今は感謝状をもらうなんて不思議な縁ということだったら

しい。スエーデンで、乗客の少い国鉄を指して私が案内者に赤字でも列車を走らせますかと

聞いたら、赤字なら走らせない方がいいとの判断はどこからも出てこないとの返答がかえ

ってきたが、この時私はどきっとした。福大と九大では学生運動をめぐり、スエーデンと日

本では国鉄経営をめぐり、判断の価値基準が違うということは明白である。九大は学生運動

のある派の動きを監視できないしすべきではないし、スエーデンでは列車は赤字黒字の前

に必要か不要かの判断基準が違うのである。 
 
8 月 27 日（木） 
婦人林研グループとの対話集会に出席して 
大変むし暑い、晴れびより。農家の収穫に悪いという話と、逆の話が入り組んでいるこのご

ろである。今日は豊前市の求菩提山麓の鳥井畑地区の林研婦人グループの人達との対話集

会。京築ヒノキの育成に挑んでいる人達だ。枝打ちも高所になると婦人労働というわけにい

かないが、その他林業を支えるいろんな労働には挑戦しているという。県費の水源の森基金

は大変勇気づけに役立っているので、この制度は打切らないでつづけてほしいということ

であった。コンニャクやゼンマイの栽培への挑戦を現地で見たが、これは即成功というわけ

にはいかない程度のものでしかなかった。こうした山村の婦人達が未来に希望をもち、互い

にはげまし合いながら過疎化に耐えている姿を涙ぐましく感得せざるをえなかった。商品

生産に（例えば山菜）しているのは結構だが、欠点は市場一般に持続的に供給するという信

用を確保するという視点がないということではあるまいか。その体制がとれるかどうかの

指導が必要だ。 
 
8 月 28 日（金） 
核シェルターの話が思い出される 
県議木原氏の葬儀が八幡穴生の青山斎場で今夜から明日にかけて行われる。七時からの通

夜に行ったが、読経のあと、坊さんが核シェルターのことを織りまぜて「無常」について話
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をした。先日北欧に行ったとき、クオピオで住宅団地に核シェルターが作られているのを見

た。中に入ったわけではないが、入口がそれだと指摘され、感慨のあったのを思い出した。

日本でもこうした話が何年か前に実に身近かに聞き、読み議論もしたことがあったが、ほん

の一部名古屋、横浜あたりに施工されたとか、ドイツのを輸入するとかきいたぐらいで、い

つしかこの問題がさたやみになったのをおぼえている。スイスでも盛んに建設されたとか

であった。核シェルターまで作って命を落すまいとする熱狂者がいることを当時不思議に

すら思ったが、今日の説教でも、その努力が何ほどの意味があるか、何十日かひとより長生

きして何になるか考えさせられた。 
 
8 月 29 日（土） 
共立病院西原院長らと悠鳳で夕食 
共産党の小沢氏の仲介で鞍手共立病院西原院長ほか医師看護婦長さん達と福間町の悠鳳で

ごちそうをいただきながらこんだんの夕べとなった（五時から七時まで）。知事選では奥田

側を推したという話から始まった。出席医師の中には田中氏から九大を追出されたという

人がいて、他にも例があるといい、西原院長自身は一年後輩で田中氏をよく知っているから

反対したという。選挙では九大、久留米大、九産大は動かなくなり、田中で動いたのは福大

だけだったという。医師会も動いたが、最後の方で、投票日には棄権しないようにとのフ  

レがまわったとのことだった。今日集った医師、婦長たちは応援した奥田知事の素顔を見た

くてこの会をもったという。西原氏自身達筆家で掛軸などこの料亭にあちこち揮毫ものが

並べてあり渓雲と号する人である。庭にこるともいい、この悠鳳自体彼の好みの造りで設計

造園に力を注いだというものだった。関係者の経営だそうだ。医療問題で勉強になる話題が

出た。 
 
8 月 30 日（日） 
ブランク埋めの北欧の旅日記 
日曜日、夕方まで在宅しえて宿題をせっせと片づけることに精出した。一つは手紙、それか

ら原稿、そして北欧旅行中の日記の整理がそれである。こんなことをしなくてもと思う日記

だが、やはりもちつづけた意地なのかも知れない。残念ながら記憶が大変不鮮明である。そ

れを記録した分だけでもあとでわかるようにと願って書きつづけている。小旅行だと日記

帳をもってまわるのだが、今回のように荷物の多い旅行だと少しでも軽くするため、メモ用

紙だけで書き残しておくことになる。思ったこと、感じたことを、そのままとにかく書いて

みる。主観と印象の一端だけだし、表現方法を十分に考えての記録ではないので、杜撰きわ

まる記録でしかない。旅行記など書くつもりならよく勉強して事前に知識をまとめておく

べきなのだが、今回はそれもしていない。ともかく書くだけは書いておこうということでブ

ランク部分を埋めたのである。明日からは平素にかえることができる。 
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8 月 31 日（月） 
暴風も知らずに眠っていたとは 
なんで眠れないのか。いつも途中に起きて便所に行くことになる近況は歎きの一語に尽き

る。必ず起きる。ひどい時は二度も起きる。北欧に行ってライヤの家にお世話になった時も

全く同じであり、毎日が眠い眠いの連続で、こんな日がつづいている限り健康に有害である

にきまっている。こんな状況の中で、今朝は一時～四時頃台風一二号が吹き荒れて通過した

のに、気づかないですぎた。その間はばっちり熟睡していたらしいのである。風が一寸吹い

ていることは寝る前に知っていたが、それ以上でなく、朝トイレに起きても一寸吹いている。

雨もか、と思った程度。朝登庁するに際し、わが家の玄関に吹きちぎられた木の葉が雨にた

たかれて散乱しているのを見て、かなり吹いたんだなと思ったら、随行の福原氏が、昨夜は

屋根瓦が飛び、不眠で大事に至らぬよう祈りつづけたという。新聞にも大型暴風であること

が報じられていた。知らぬが仏か極楽か。 
 
9 月要記 
有明海が陥没をおこし、漁業に被害が及んでいるというので、九月三日に視察に行った。六

月議会でも問題になった。ノリヒジが立たない。又貝類が不漁になる。要するに漁業収入減

につながっている。二メートルも三メートルもの深さ、その面積は広大である。三井鉱山の

採炭が原因だといわれ、三井側は年間数十億円を投じて埋め戻しをしているが陥没の進行

の方が早くて埋め戻しが追いつかない。他方、石炭産業も円高の煽りを受けて外炭との競争

で電力や鉄鋼セメント業界の需要側も国策である国内炭の引取りを拒みはじめ、貯炭の山

は高くなるばかりで貯炭場すらなくなっている状況。当然に石炭採掘企業は採算を割って

閉山の方がましという。海底陥没が採炭との因果関係ありといわれても、海底は鉱害復旧の

対象にならないのが今の立法の筋。でも三井は漁民の声により、巨額のコストを費して埋戻

しをしているが、それが追付かないという。あとは国が出てきてどうにかするか、漁民の訴

えをしりぞけるか、でないにしても決着を求めることをサボるかということになっている。 
 
9 月 1 日（火） 
仲間たちの思いをかみしめねばならぬ 
お布施事件でみゆきが有罪罰金二〇万円、公民権停止四年の判決をうけてこの五月十六日

に公民権回復となった。今日天神「てら岡」で、その「忌明け」を祝する幸夫人を囲む会が

催された。私たちが仲人になったペアたちも含めて、選挙で活動した人たち、お布施事件関

係弁護士たち、秘書室も含め等々五〇人ほどの集まりとなった。かなり大規模といえる。岩

崎隆次郎氏が今日は県評事務局長を引退した初日だがその感慨もこめてこの会の閉会あい

さつをした。適任者ということができる。九大法学部の石川氏が「福岡の県政は面白くなっ

てきたというのが全国的な評」といっていたが、いろんな意味をふくんでいるらしい。「面
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白くしなければならぬ」と私は答えておいたが岩崎氏も同じくそういっていた。それにして

も、こうした集会に皆さんがこんなに集ってくれるということは何と有難いことだろう。皆

さんの思いを十分忖度しなければならぬ。 
 
9 月 2 日（水） 
県営住宅の家賃の滞納に甘い姿勢が 
県営住宅の家賃滞納処理がなかなかうまく進まないということが建築都市部の住宅管理課

長から報告された。この問題は二年も前から県議会からの指摘をうけて解決に乗り出した

問題であるが、居ずわりを決めこんだ入居者がかなりあって裁判沙汰になっていて、なかな

か解決に至らない。滞納はむしろ増えつつあるようだ。今日の報告では「滞納増加のテンポ

は弛んだ」というようなことである。「取れるなら取ってみろ」とか、「うちまで裁判沙汰が

まわってくるには、まだまだ日数がかかる」とか言って滞納解消に積極姿勢を見せない者が

かなりあるといわれる。県当局も裁判にまで持ち込むのに手数がかかるとか、面倒だとかで

解決に消極気味とすら見えるフシがある。私は、これでは同じ入居者間に、及び県民と滞納

者間に正義感のバランスが保てないではないか、滞納を許すには、入居者の積極的な要請か、

許可規準を明確化するか何か尺度をキチンと作れ、でないと督促せよといっておいた。 
 
9 月 3 日（木） 
漁業権とは何だろう 
有明海漁業で問題となっている三井炭鉱々害による陥没海底現地視察に行ったが、海底は

鉱害復旧の対象にはならないので三井と漁連の話合いよるしかないが、県は何とかしてく

れとの要請をうける。片や有明海区研究連合委員たちとの対話集会では、海苔のコマ賃借料

が生産者にとってコスト高になっているので漁業権を生産者に渡るよう県が行政措置を行

ってくれとの要請をうける。又、筑後大堰で取水による漁業補償に関連して今後とも漁業振

興上の措置をとりつづけてくれと漁連から要請をうける。今日の有明漁業関係視察は「漁業

権」というものを最大限に駆使することに関連しての要請攻めに終ったといってよい。漁業

権とは一体何だろう。帰りの車の中で反問してみたがやっぱりよくわからない。漁業権が財

産としてひとから代償を取るものに固形化している。固形化させた行政措置の積み重ねに

こそ問題があると思うのだが、誰も責任を感じてないのが現実だ。 
 
9 月 4 日（金） 
東京一極集中 
東京一極集中ということがいわれ出してからもう三年にもなろう。今日のサマーイン（山ノ

上ホテル）で野村総研の上野氏の講話をきいてその実態が数字で示されて驚き、実感がわい

てきた。六本木など二十四時間営業といっていいほどのにぎわいだが、その裏には、主要ビ
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ルが二十四時間営業する価値があり、それに対応できないビルは建てかえすら検討されて

いるという。だから地価が狂騰するといわれている。坪一億円を越す所もあるのだから、外

国の商社、金融会社などが短期間に集中立地する。円高が煽られる。東京のそうしたところ

に立地して引き合わない団体は引揚げた方がいいし、地上げ屋から立ち退かされる。こうし

た騒ぎがいつまでつづくだろうかと疑いたくなるし、反動を考えると犠牲者が気の毒にな

る。地方の中枢都市でもその煽りを多少うけているのだが、こうした経済的狂乱の中で、政

治はよくなっていない。 
 
9 月 5 日（土） 
知事と職員との対話集会 
「職員との対話」という行事をはじめてもった。二時間たっぷりあてた。対象は各部課長補

佐、係長を二名ずつ。一番要になる部分を握っている人達であり、働き盛りでもある。私は

この階層の者の意見を行政執行の参考にすることが大事だと平素から思っていた。集会の

テーマは「職場の活性化」であるが、こうした試み自体が活性化になるはずである。対話集

会には知事と県民、知事と職員、職員と県民、職員相互という四つのパターンが考えられる

が、従来は知事と県民を実行し、職員と県民を推奨することに止まっていた。今週の庁議で

は職員会議なるものを取あげたのだが、これはある程度行われている模様である。が、魂が

入っているかどうか疑問である。これに魂を入れるためには知事と職員というタイプの対

話をかませる必要がある。今日の試みには対象者たちはよろこんでいたようだ。 
 
9 月 6 日（日） 
多川さんの茶室に招待されて 
ニシキおしめで名を高めている多川博氏が昨年末から京風茶室を営造していたが、年末あ

いさつで行った時、完成したら来て下さいよだった。今日その日になってわれわれ夫妻ごち

そうになった。キサクな人で福岡商工会議所の副会長をしていて、役柄十分である。親譲り

の業種ながら、一代で名をなした人として、支店経済依存の福岡県としては崇敬に値する数

人の中にはいる。茶室をもつことは大いなる贅沢である、日常的に、又交友の点で経費のか

かることであろう。意義あらしめるにはそうなくてはならない。しかし彼にはその価値があ

るように思う。ただし今日のわれわれの環境からしてとても日常的に茶の雅もサビもない

が、彼にはあるのだろうかと思ってみたくなる。戦塵を洗い落し、寸暇を清めるのにはいい

ことであるに違いないが、その余裕すらないのが我が身である。 
 
9 月 7 日（月） 
岩崎隆次郎氏県評を去る 
岩崎隆次郎氏と二人で六時から浄水茶寮で夕食懇談した。九月から彼は長かった労働組織
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の役員の席を退き、浪人の身になっている。県評の議長をしたり、あと事務局長のポスト、

約二十年県評にいた（正確さは別）。その前に地区労にもいた。しばらくして出身の NHK
にもどるとも聞いているが、福岡の地を動かないというし、私よりエトで一まわり若いのだ

から通常の職場では間もなく定年ということになる。彼自身県評を去ることはさみしかっ

たらしいし、知事選について、過去何回か失敗しつつも私のことに関しては二度成功して有

名になった矢先のことである。政治の読みに長じてきたが、やはり組織をもたないと力量を

発揮できないのだから去るにしのびない気持はよくわかる。次の知事選をどうするかとい

う声も出ているが、次はその時というしかないだろう。いずれにしろ、社会は一面残酷で、

余力を使わないまま人を捨ててしまうことが多いものだ。 
 
9 月 8 日（火） 
技術立県と営業精神の鼓舞 
どうしてか知らぬが、信用金庫の役員たちと中食会をすることになった。場所はグランドホ

テル。県に対し三項目の要望なるものをもちかけられたが、あとの懇談はやわらかい雰囲気

だった。専務という立場の人から福岡県の中小企業の将来をどう見ているかについて提言

がなされたのを契機に、私は石炭問題のエネルギー転換、ニックス追上げの産業構造転換、

それに貿易不均衡からくる急速な円高という三次にわたる荒波で、福岡県経済は過去の重

厚長大及び支店経済による繁栄の基盤はほぼ崩れ去り、それに依存していた県下中小企業

も今や他県とは違わない裸の条件で再起していかねばならぬドン底に立たされているので、

明るい展望が開けるにはあと数年かかるだろう、但し展望は必ずある、その展望を切り開い

ていくには「技術立県」と「営業精神の鼓舞」が是非必要であろうと思うと述べた。みんな

賛同の気持を示してくれた。 
 
9 月 9 日（水） 
体協の体質改善が望まれている 
日本体育協会の理事会が二時から開かれ、六五年の冬季国体は岩手県に、夏・秋季国体は福

岡県に決定し、決定書を受領したのは県体育協会長の永倉氏、謝辞をのべたのは私知事であ

った。あと記者会見があって幕引きとなったのだが、福岡県庁前では国体シンボルマーク旗

の掲揚が行われたし、その後実行委員会の発足会、決定記念祝賀デモンストレーションが予

定されている。国体をするということを決めるだけでも昭和五十六年の名乗りから始まっ

て準備局を発足させ六〇年には内定の通知をうけ、そして施設視察で OK を取り、今回の

決定通知書に至る儀式たるや大変である。煩雑な手数をかけるこうしたやり方には体育団

体のわがまま体協のかたくなさが基本になっているのだが、批判は実に高い。 
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9 月 10 日（木） 
東京二泊で、児嶋、岩崎の二人から便りをもらった 
東京ゆきでは児嶋二博氏と岩崎友四郎氏が声をかけてくれた。児嶋氏は羽田まで出迎えて

くれて、車中一しょで東京事務所まで夜おそくつき合ってくれたが、つい旧制姫高時代の陸

上競技部の人達に話が及んだ。天草卯先生は当時の部長さんだがまだ御元気のようだ。耳が

遠くなって不自由しておられるそうだが、一度あいたいものだ。数学の先生だった。当時授

業が終って三時半頃から六時近くまで毎日のように走って走って、ぶっ倒れることもあり、

夕食に食欲を失って、やがて蘇生したように食ったことも思い出される。あのような肉体の

鍛錬が今日までの健康に役立っているのかも知れない。岩崎は九大の先生のことをきいて

来たが、私には記憶がよみがえってこなかった。彼もいつか又会いたいねといっていた。東

京に二泊もしたが、時間がとれない。一彦、啓二、直美には電話した。 
 
9 月 11 日（金） 
実践倫理宏正会の九州地区総会 
実践倫理宏正会九州支部総会に今年も出席した。上広栄治氏の演説（ご講演）を是非きいて

くれとのことで、三〇分きかされたが会場国際センターのマイク反響がよくなかったので

ほとんど聞きとれなかった。挨拶は私のほか太田誠一、山崎拓、市長代理であったが、田中

健蔵氏も来賓として出席し紹介されていた。二階の南側正面に男子が陣どっているほかは

両脇の二階、一階全部はびっしり女性が占めていた。それも色あでやかな着物姿でキラキラ。

男も黒か紺に統一されていた。拍手や司会者の言葉音調に特徴があり、ひどく統制の強さを

感じさせられたが、若い女達がこうして勢揃いすると美しくもあるが何だか恐ろしいよう

にも思われる。雑誌「宏正」が拙宅にも送られてくる。朝起き運動に力を入れているまじめ

な集団だが、自民党代議士が多くかかわっているようだ。 
 

9 月 12 日（土） 
五カ

ママ

山渇水ダムの建設に向けて 
かなり強い雨が降った一日だった。皮肉なようだが、その中を車で佐賀県庁、東脊振村、那

珂川町両役場と、渇水対策ダム五カ山ダム建設に協力してほしいと要望してまわった。来年

度での調査費計上の時が来ての話である。五三年の福岡都市圏の渇水はひどいものだった

が、あれからすでに十年近い日月が流れたことになる。渇水ダムだから、貯水が目的である。

四〇〇〇万トンを貯める。南畑ダムの上流になる。昨年は、筑後川導水ができていたおかげ

で福岡都市圏も辛うじて給水制限をしなくて済んだがまだ危険が残っているので、筑紫野

市に筑後大堰からの余分の水を引いて貯水する調整池の建設を計画中だが。加えて五カ山

ダムの建設である。ここまですれば一応懸念はなくなるだろうといわれている。都市機能が

拡大しても大丈夫とふまれている。それにしても今年は例年の三分の一の日照りという降
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雨。農作物は不作になった。 
 
9 月 13 日（日） 
地域懇を再興させる人はいないらしい 
地域懇をこれからも続けてくれるだろうかと森祐行氏にきいてみたら木梨さんが手放さな

いようだし、彼にまかせておくとこれ以上熱を入れてやることもなかろうし、自然消滅のよ

うになってしまうだろうとのこと。「ニュース」を発行しなくなってからかれこれ一年たつ

ようだが、活動を再興させようという人がいない。木梨氏は娘さんがなくなってから宗教に

没入、三昧の心境で、その限り地域懇にこれ以上の熱の入れようがないと森氏はいう。次の

土曜あたりに西島有厚氏が博物館誘致運動の現状について地域懇で話すという通知が来て

いたので、再興成るのかなと思っていたのだが、時折こういうのをやってつないでいくにす

ぎないと森氏はいっていた。集会のテーマは尽きないほどあるのに勿体ないことだと常々

思っている。 
 
9 月 14 日（月） 
組合費チェックオフ条例を出すか出さないか 
九月県議会を目前にひかえ、代表者会議が開かれた。大型補正によって緊急経済対策が行わ

れることが議題の中心だが、衆目はむしろ県職員の給与電算による金融機関への振込に伴

って組合費引去りの業務を県が行うことを条例化すると六月議会で知事が約束したので、

組合費引去りを反対している会派が、そのような趣旨の条例なら反対否決してやる、組合費

は引去らないという条例を出せといっているのだと主張している。この条例を出すか出さ

ないかが、興味の焦点になってきた。今日の公明党の「県政懇」では条例は出すなといって

いる。自民党・緑政連では組合費を否認した条例を出せといっている。六月議会では諸々の

チェックオフの根拠を定める条例を出すと知事は約束したのだから「出せ」というのである。

こんな反対があるなら条例を出さないに越したことはないとの声が強まった。 
 
9 月 15 日（火） 
かんたんに死ぬのもいいのではないか 
百歳の老人宅に祝賀に行って帰宅し休んでいたら秘書の方から電話があり夕方又出勤とい

うことになった。県議の関和虎氏の奥さんが亡くなり、お通夜ということだ。久山町山田に

ある関宅に行った。話をきくと、奥さんは平素病気することもなく、昨日急に胸の痛みを訴

え、明けるのを待って医院に行ったら、もう一つ上の専門医を紹介され、そこで、二週間ほ

ど入院の要ありといわれたそうだが、しばらく苦しんだ後死亡に至り、久山町が九大と協定

しているというので遺体を開いてみたところ、典型的な心臓麻痺といわれたそうである。こ

ういう場合、周囲の者にとっては何とも名残り惜しいであろうが、反面短期の看病で済みか
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えっていいのではないだろうか。本人も苦しみが少くて安楽だと思う。二ヵ月も三ヵ月も、

一年もというように死に体で「医術」だけで生かされる例が多いのに比べてだ。 
 
9 月 16 日（水） 
二巡目の国体のスタートに当って 
今日リーセントホテルで、第四五回国民体育大会の実行委員会設立総会が開かれ、二巡目の

国体に向けての実動が始まった。これまでの準備委員会が実行委に切りかえられたのだが、

会場市町はやる気がおこるし、宣伝も一そう声高になっていくであろう。あと三年、県もこ

れを契機に新規な発展へと楫を切りかえていくことができるならと期待される。しかし国

体というものは日本体協にしろその役員、審判団にしろ、形式的なことにこだわりが強く、

地元はそのためにいろいろ苦労する。結果はすべて華美に流れる。だから来年から入る二巡

目（京都）を期してスリム化簡素化が叫ばれているが、どう効果が出るだろうかである。中

央からの役員審判員の接待が大変だとの苦情が今日の会議で早くも出された。彼らが威張

っている、言い出したらきかないともいわれる。国体のまわりもちもいいが開催県の主体性

を重んじてほしいものだ。 
 
9 月 17 日（木） 
日記をつけた効果が久しぶりに出た 
ゆうべはおそくまで金日成主席への親書書きに時間がかかった。八時半すぎに山ノ上ホテ

ルから帰宅し、秘書室で作った草稿を巻紙に毛筆で書く。これは自分らが尾崎陞氏を団長と

して一九七八年に十日ほど訪朝した経験を書き加えた方が親しさがあってよかろうと思い、

あの時作った帰朝報告パンフでたしかめようとして、身辺をかきまわすようにしてパンフ

を探すのだがとうとう見つからなかった。朝鮮の地図を見つけ出し、その出版年を手繰って、

そこからその年の日記を点検したら訪朝報告原稿書きのくだりを発見し、月日、訪問先の記

録をつかむことができた。それをこの親書に追記することができてほっとした。時間がかか

ったが何かの手がかりをもつことができれば全く忘却の過去を再発見できたのである。日

記をつけている効用が今回ほど発現できたのは久しぶりといえる。 
 
9 月 18 日（金） 
本土に親近感の強い四国だと思った 
金丸副総理の招きで西瀬戸内民活法懇談会が明日松山の県民文化会館で行われるが、これ

に先立ち、宿泊の全日空ホテルで六時半から愛媛県知事招宴があった。知事出席は広島県竹

下、愛媛県伊賀と私の三人で、高知、山口、宮崎の三県は副知事又は出納長の代理、大分平

松知事は明朝到着とのこと。雑談の中でプロ野球誘致のことが出たが、四国各県はまずは誘

致に関心がないことが明らかになった。四国は高校野球が盛んなところだが、香川、徳島、
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高知の三県は関西球団に関心を、愛媛は広島カープに情熱を注ぐのだそうだ。考えてみると

四国はこうしてみんな関西、本土の属地みたいな性格を強くもっている。「四国独特」とい

うものはなさそうだ。瀬戸内海はそれほど広くはなく、橋三本架けて陸つづきといった感情

がある。その点、九州はやはり違う。距離もある。愛媛人は船を仕立てて巨人・広島戦をみ

に行くという。 
 
9 月 19 日（土） 
向坂ゆき宅、向坂文庫のこと 
民活懇談会が終ったあと、同行者は松山市内見物（愛媛県側案内）に行ったが、私は予め連

絡してあって、文化会館まで迎えに来てもらい、稲生晴氏宅に行った。彼はまた家を新築し

ていた。松山商大の学長はもうやめて、今は教授としてつづけている。彼の話では向坂夫人

（ゆきさん）が、もう八〇をこえて、ひとりで鷺の宮のうちを守っていて、ひとの世話にな

らずやっているが、東京の地価高騰の煽りをうけ、固定資産税の支払いに頭をいためておら

れるとか。五〇〇坪もの広さがあるので、売却すればかなりなものになるが、他に移転する

気はさらさらなく、そこに困難な問題が宿っているという。向坂文庫はいたみがひどく、法

政大学に引きとってもらったが、土地も法政大に寄贈するとの意見が出たが、住みつづける

限り寄贈はできないことがわかって困っているのが現状と稲生氏は私に語った。地方行政

体に引きとってもらって住みつづける方法がありはしないかと私は提言しておいた。 
 
9 月 20 日（日） 
晴れぬ日曜だった 
朝九時前に出発して夜帰宅すると九時半というような日曜の一日であった。昨日今日空は

快晴だが、心身ともに全く快くない一日だったといえる。組合費引去り条例を提案する件が

一向にさきが見えない。野党内には六月議会で約束した件だから提案するしかないが、引去

り OK の条例では否決するしかない、否定されるような条例なら執行部としては提案する

わけにはいかないというジレンマ、これにどう対応するか。二十二日に知事の提案理由説明

をすることになるが、その時に執行部がどう出るか、今日午後牡丹閣で三役、与党、職員課、

財政課で情勢分析をし合ったが、誰もきめ手があるとはいえない。明日一日が動きとしては

大切な時間帯だが、どう動いていいか誰もいえない。今日夜は夜で共産党県委の幹部らと総

務庁同和問題啓発指針に対する県の見解なるものに対するニッチもサッチもいけない苦情

問答を行った。 
 
9 月 21 日（月） 
身体障害者の職業訓練 
北九州市にある職業訓練校四ヵ所を視察した。今やコンピューターばやりでどこにも導入
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され、若い人達が熱心に技能習得に取り組んでいる。若松の身障者訓練校の場合、そうした

中にあって、木彫りの印章に打込んでいる一群に出合った。三文判から職印にいたるまで製

作している。北欧に行ったとき、身障者でも国民皆兵の原則で、軍隊にとられるんだとのこ

とを、スウェーデンできいてびっくりしたのを思い出す。完全参加と平等が国連身障者の一

〇年のスローガンであるが、身障者も対応いかんによっていくらでも社会参加の道が開か

れており、軍隊内でも役立つ場があるというのである。甲種合格という日本の軍隊で用いら

れた昔を思い出すが、どんな人も役立ちうるという見方が基本にあることが望ましい。職訓

校では定員がきまっていて、篩にかけられ、入校できない身障者も多い現実だが、余の処置

が問題だろう。 
 
9 月 22 日（火） 
日中ねむい毎日 
やっぱり眠れない。日中のねむ気はひどい。眠るには体力が必要だとの主張を私はもってい

るのだが、その論法からすれば、体力が衰えたというしかない。ひとに話すと、アルコール

類をねる前にぐっとひっかけたらとか、睡眠薬を常用するのはやめた方がいいとかの注意

をしてくれる。睡眠薬といっても済生会病院の小川院長が大丈夫といってくれて処方して

くれている錠剤を、私は毎日半錠ずつ、指示の半分を服用して就床する。ねつきはいいとは

いえないが、まあまあ眠りに陥る、が四～五時間後には必ず用便に起きる。そのあとがよく

ない。それに、妙な夢をいつもみている。起きなければいけない時刻は七時半か八時頃だが、

大変に眠い。結果として日中の仕事の中で刺激の少いレクと称する報告などを長々ときい

ていると居眠り半分になってしまい、しゃべっている側からきいてくれたかが疑問という

苦情さえ出る。こうして毎日がつづく。 
 

9 月 23 日（水） 
檀一雄文学碑の建立に思う 
休日というのに、柳川に、市内での集会出席に、ふりまわされる一日だった。それに今日は

すごく湿度が高く蒸し暑かった。柳川の檀一雄文学碑には次のウタが三本組みのみかげ石

に刻んである。有明潟睦五郎の哥、ムツゴロ、ムツゴロ、なんじ佳き人の潟
カタ

の畔
ホトリ

の道をよ

ぎる音聴きたるべし。かそけく寂しく、その果てなき想ひの消ゆる音 檀一雄 私は文学を

理解する能力があるとは思っていない。しかし、一寸でも文学的なものにふれる機会がある

たびにいつも感ずるのだが、もし来世人生をやり直すことができるとすれば、文学者になる

ために努力をしたいものだ、ということだ。散文もよし、短歌や俳句もいい。だがさらに、

スケッチができたり、絵に親しむのもいい。実際若い時から経済学を志した理由は自分なが

ら納得できるが、文学を志すのもまた別の角度からいいなと思う。それで生活を立てる努力

は大変だろうが。 
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9 月 24 日（木） 
監査委員会の知事懇談という形での追及 
二時から一時間半予定時間をかなりオーバーして、監査委員と知事との懇談会が行われた。

長沼、磯矢に加え県議の井上勝、高橋義治、この四人、去年までは県議は安枝と江口だった。

私が知事になってからというか、昨年と今年と、この種の会がもたれるようになった。会の

中味は監査の常道をはるかに超え、知事に対する執行方針の非難、詰問に終始することに重

点が注がれている。井上、高橋は前の江口、安枝に一そう輪をかけた追及を行った。今の野

党は執行部攻撃を、議会を用い、監査委の地位利用、そして議会を延長した形での教委の配

下での教育執行を用いるというやり方によって貫こうとしている。多数でやれることなら

どんな場をも利用する。むしろ狂奔する傾向がある。監査委員の知事追及もその一つだが、

こうした越権行為は大した果実を生まないのではないかと思う。 
 
9 月 25 日（金） 
白石一郎氏の直木賞受賞祝賀 
東京から帰ってグランドホテルに直行、白石一郎さんの直木賞受賞祝賀パーティーに出席

し、着くや否や祝辞に立たされた。受賞対象の海狼伝の梗概を東京往復の機中で読まされて

いたので、それが役立ったのであるが、村上水軍のことなのであり、〝伯方の塩〟という青

年たちの機関紙をいつももらっていることもあり、海狼伝には赤穂、室津、姫路も出てくる

ので、伯方島を根拠地とする海賊たちのことをことのほかなつかしく感じた。そしてとりわ

け木津川河口で毛利、織田の対戦があって毛利側が大勝するあたり、ネルソンか東郷かを 

思わせるような水軍指揮の描写がとても真に迫って興味をひいたので、こうしたことを織

りまぜて祝辞とした。白石氏は八度目の挑戦で受賞にこぎつけ当年五五歳という。知事にな

る少し前から私は地域懇を通じて話し合える仲になっていた人だ。 
 
9 月 26 日（土） 
九月議会をひかえて前門の虎、後門の狼の形になってきた。 
ひるすぎになって、共産党の副委員長上田耕一郎氏が来福、知事との会見を申込んでいて、

それが明日夜知事室でというセットになったと秘書室から連絡が入った。総務庁の部落問

題啓発指針で解同が反撥し、県がこれに対する意見を出すことになり、指針に対応する形で

全市町村にそれを流したことについて、こんどは共産党が反撥し、前の日曜日に私が知事室

に出かけ県委員長らと話し合ったが、どうやら中央の共産党レベルで、これで納めぬという

ことになって、上田氏が直接乗り込んで来ることになったらしい。このことで、裏舞台では

秘書室、社会党の動きがはげしくなってきた。明後日の本会議では給与振込みの中の組合費

取扱いに関する条例案提出について自民、農政連あたりが手ぐすねひいている。まさに前門

の虎、後門の狼というかっこうになってきた。共産党は代表質問で意見書問題を質すといっ
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ている。 
 
9 月 27 日（日） 
共産党の上田副委員長、東京より来訪（解同問題） 
昨日のページにも書いたように、午後七時から八時半まで、知事室に共産党上田副委員長の

来訪をうけ、県の意見書についてのきびしい非難指摘をうけた。県側からは畑中局長、課長、

そして永田室長が陪席、共産党側からは高、塩塚両県議、野見山氏らが同席した。県の意見

書があまり断定的に総務庁の啓発指揮を否定しているため、上田氏はそこを衝いてきた。基

本法制定についても解同に同調し、これでは解同に全面屈伏で、行政の主体性は全くないし、

誤った姿勢だという。解同は啓発指針により存在の基本を奪われるからむきになってこれ

に反対しているのだが、県の意見書はこれに救いの手をさしのべているという、共産党側の

主張は解同の主張の全面否定になっていることは明かで、私は部分肯定、部分否定であるべ

きだということを繰り返し、県の意見書にも批判をのべた。 
 

9 月 28 日（月） 
九月県議会の質問の初日から「空転」 
県議会は代表質問に入る今日、組合費引去り問題を含む条例改正案を「出せ、出すな」の思

惑が入りまじる中で、執行部として六月議会での知事発言の筋から、出すしかないというこ

とで、本会議冒頭提案、そのまま休会に入ってしまった、冒頭から空転というところだが、

どう扱うかについて、自民党内で意見がまとまらず、農政連は原案反対を崩さず、先が読め

ない情勢であるため、一日冷却させようということで日程は議事整理日を犠牲にした順送

りにすることになり、まずはおさまった。自民の中には妥協を選ぶ者、反撥する者こもごも

でこれをまとめる人がいない。農政連では大石、伊豆の二人が明確に組合費徴収に当局が事

務関与することに反対の声を高めてきた。一般にわが国では給与支払い側が組合費から
マ   マ

引

去って組合費をまとめて組合に渡すのが、戦後の慣行になっているし、今も九割以上の組合

がそうなっている。県もこれまでそうしてきたのである。 
 
9 月 29 日（火） 
踊る板橋と竹井 
代表質問が始まったが、今議会のヤマは給与条例改正の件と人事問題だ。組合費引去りにつ

いて「するな」という質問が鋭く出てくることは確実だが、果たして自民と農政連から早く

も出てきた。人事はまだ裏工作中だが、二、三日後に、十月はじめにはおよその構想をわか

るようにしておかねばならない。副知事の欠員補充とそれにつづく一連の予想人事異動で

ある。これもおよそのところ固められつつある。ただ今日自民の板橋質問で、国体のスリム

化と優勝至上主義批判について、教育長が私のこの方向に反対の答弁をしたのには驚いた。



奥田八二日記（1987 年） 
 

288 
 

これが新聞夕刊にのった。竹井教育長は優勝こそ国体の目標でなければならぬと答弁した

のであるが、板橋は体育団体からつき上げられて、知事と教育長に同じ質問をし、衝突する

答弁を引き出すように仕組んだらしい。つまらんことをする奴だ。竹井もまた踊らされてい

るようにみえるし、何でも知事に反対すればほめてもらえると思うチビのようでもある。 
 

9 月 30 日（水） 
県庁跡地利用論に一つの区切りが出た 
今日の代表質問では県庁跡地について、十二月までに基本構想を出す、売却は行わない旨答

弁したため、跡地問題は一歩前に進んだことになった。県民クラブの牛島氏の質問に答え、

夕刊もこれを報じたのであった。質問に答える形で、もう出そうという合意の上でこの答弁

となったのである。牛島氏は跡地を売って県政の浮揚策に、多くの財政窮迫市町村の救済に

あてたらどうかと質したのであるが、私は県政活性化論と跡地処理とは切りはなして考え

たいときっぱり言ったのであった。六月議会の中でも売却すれば一〇〇〇億円が入る、それ

を県下四ブロックに分け各々活性化に使えとか、自治体に分けよとの発言があった。県有地

は何も福岡市だけのものではないということまで加えて。･･･しかし、売った収入は交付税

の計算から控除されるともいわれている。些
ママ

細は知らないが、そうだとすれば、それは県の

為にならない。今熟しているのは、国際交流をふくめ、九州の主都福岡にふさわしい施設建

設論である。 
 
10 月要記 
九月議会では副知事一人補充の人事が注目されていて、林を引き上げたらそのあと出納長

を誰にするかで、野党は井上昭和をぶつけて来た。六月議会も同じパターンだったが、井上

は反奥田で旗色を鮮明にしているからダメとして六月以来これを引っこめさせるのに苦労

したのだが、結局は、反奥田の先鋒三坂をもう一度引き戻して次長とするという線で当方も

折れ、林副知事、池田出納長の線で結着がついた。がもう一つ、教育委員選任案につき、北

九地区から出してきた芳賀につき、当方も妥協させられた。これも林、池田ラインとの妥協

の産物である。芳賀については異論があった、が野党は異論のありそうなのをぶつけてくる。

と同時に、教育委員分野は多数をたのんで、野党の牙城とされている。今の竹井教育長の選

任に当っても前教育長友野の強引な一方的なやり方のために竹井に決められてしまったの

だが、このように教育畑は野党が牙城としている。竹井教育長はとびうめ国体についても奥

田につっかかるチャンピオンの役を買って出て永倉体協会長と奥田包囲網の一環となって

いる。二人とも地位利用の最たるものだ。 
 
10 月 1 日（木） 
年を考えて歩くこと 
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県議会の質問も終え、夕方途中、松本英一氏を見舞に行った。新築の立派な住居は今日の水

準を示すものといえよう。彼は九月の十五日に、廊下を歩いていて、つんのめって倒れた。

足骨折ということのようで、ギブスをしていた。私と同年という。トシを考えて歩くように

との教訓をもらったようなものだ。いつだったか昨年だろう、一度二階に寝ることとして一

週間ほど実行した私だが、途中便所に起きるので、そのこともあって階段の下り方には余程

注意をせねば危険と感じ、二階に寝ることをやめたことがある。万一転んで怪我をした場合、

世間のいい笑い物になる。甘木の中島県議が、この夏犬とたわむれていて窓から落ち、二ヵ

月入院したという。このような例は少くないのだから、うっかりということのないように百

戒を要する。いつ失敗するかわからないから大きなことはいえないが更に、いつも、ていね

いに歩むことにしたいものだ。 
 
10 月 2 日（金） 
議会の質問姿勢がよくなっている 
木犀の香がただよって、十月が来たと感ずる。家屋のまわりには雑草が茂り手当てする立場

にないし、木犀の香を楽しみにする暇もない。そんなことでいいかなと思うけれども知事と

いう公職にあればこうした些事にこだわるひまはない。鈴虫もいつのまにか声が弱まって

いる。たえだえに啼いているようにも見える。県議会の質問がある日程では毎日八時半から

答弁資料の検討会が庁議室で副知事、出納長、総務部長、次長、財政課長をメンバーとして

行われ多忙をきわめる。十一時すぎに開会される前に二つ三つ来訪者接遇があることが多

いのでさらに気ぜわしくなる。でも今議会では質問者はかなりまともな質問で対応してく

れて混乱めいたことがないので助かっている。条例、人事で心配は残るものの、できればす

いすいいってほしい。であれば少々の多忙さには耐えていけるだろう。 
 
10 月 3 日（土） 
問研二五周年、月報三〇〇号記念というが 
五時すぎから社会問題研究所創立二十五周年月報三〇〇号記念祝賀会が大手門会館七階ホ

ールで行われた。八丁氏が司会し、衣笠所長のあいさつがあって、祝辞は、私と具島さん、

小野参議それから県評の坂本議長が行って、乾杯の音頭は林武彦が行った。三十七年の八月

頃から発足の準備に入り一〇月号で創刊号を出し会もスタートした。発足当時から関係し

た一人としていろいろあったことを思い出すし、よくもつづけてきたものだと思う。私が初

代小林栄三郎氏に次いで二代目の所長、私が知事に出て衣笠氏が三代目の所長である。今は

亡き向坂先生だが、こうした地方研究所、地方誌のスタートには賛成してもらえず、これが

協会分裂の一局面をなしていたともいえる。だから社問研は向坂協会の側では無関心、無関

係が保たれていた。今日の協会、問研はわが方としても労働運動の再編、停滞を反映して一

種の危機的な状況にある。問研がいつまでつづくかが心配である。 
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10 月 4 日（日） 
墨を磨っての一日 
休みになった一日、やはり墨を磨り高野切を書き、頼まれ色紙の消化にあてた。扁額、軸物

の依頼については後日にしようと思ったが暮れてから、やはり今日書くのが最適と思い直

して精を出し、それぞれ一枚仕上げにこぎつけた。宿題の圧迫感がなくなるとやれやれと思

う。もちろん今回の色紙や軸物の注文は昨日受けたばかりだったので、圧迫感がつづいた訳

ではない。日曜日だからこそ仕上ったということになると、秘書室などひと目にはきこえが

いいだろうし、自己満足にもなる。反面、宿題注文でもなければ、自分で揮毫することはで

きにくい。注文は荷物になるがあった方が、適度の刺激になる、高野切はがむしゃらに自分

に鞭うって書いている。第一種、第二種、第三種とつづけてどんどん書いているが、もう六

～七回にはなろう。今日は又第一種に入っている。どこまでつづけたらいいのか、他の手本

法帖を使った方がよいのか判断しないままにつづけているのである。 
 
10 月 5 日（月） 
県庁舎北側跡地の利用方法につき、今時アンケート調査をするとはもってのほか･････ 
県庁舎跡地の利用をめぐって議会で論議が進んでいる時に、広報の方で、アンケートについ

て内容まで明らかにしたらしく、これが副議長、副知事あたりで、「問題だ」といい、とく

に副知事は、今朝の答弁資料勉強会の中で、古沢広報室長を呼んで、「わしはもう知らん、

跡地については一切発言をやめる」と怒り出した。金曜日の山本辰雄県議の質問の中で、利

用方法について市町村長や県民の声をきけ、アンケートをとってみよ、とせまったので、そ

の前日九大経済の大屋教授が来訪して委嘱をうけて跡地についても県民意識調査の項目に

入れているといったのを私が耳にしていたので、山本氏の質問にアンケートをやることに

していると答えたし、その内容が記者にわかってしまい、報道された。議会で知事が箱物建

設を唱え理解を求めている（売却論否定）のに、アンケートで売却論を含む県民意識調査を

するなどもってのほかとの怒りである。箱物作り「ノー」のアンケート結果がでたら誰が混

乱の責任をとるのかというのである。 
 
10 月 6 日（火） 
靴がなくなる夢 
「夢は願望の達成である」（フロイト）と池田大作氏の「生命と仏法を語る」（下巻）に出て

いる。最近、靴下がなくなって弱った夢をみた。前から何回でもみる夢に靴がなくなるのが

あったが、靴下にかわったのははじめてだ。靴がなくなって探しまわるがどうしても見つか

らない。困りきっているところで目が覚める。なくなるシーンはそれぞれ違うが定かではな

く記憶から消えてしまう。靴下はつい先日はじめてだが困りようは靴の場合と全く同じで

ある。「願望の達成」などといえるものではない。苦悩がどこかにあるのか、将来どこかで
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待ちうけられているのか定かではない。苦悩ではなく困惑かも知れない。議会の会期の度毎

に困惑の種は尽きないが、このことを別段苦にしたことはない。自分でも意外と気にしない

のである。誰か靴のなくなる夢のことを説明してくれないだろうか。現実に何らそれらしき

関連は見出せないのだ。 
 
10 月 7 日（水） 
武漢からの代表団に仲麻呂の歌を贈る 
県評の招きで武漢総工会代表が来訪し、県にもやってきた。昨夜私は高野切第一種で古今和

歌集巻九のところに出てくる阿倍仲麻呂の「三笠の山に出でし月かも」の歌をたんねんに練

習し、その部分だけを半紙二枚に書き出して落款までしてポケットに入れ登庁していたの

だが、武漢総工会の人達のみやげばなしになった時、向うからは対になった掛軸を差し出さ

れ、丁度内容がよく似ているということを気づき、二枚半紙の仲麻呂のうたを書いたのを私

の贈物とした。対の掛軸は正確には今覚えていないが、お互い、山川を異にするが同じ天を

いただいているという意味のもので、仲麻呂のがうまく合うような気がしたのである。二年

ほど前県評の岩崎氏らが武漢に行くとき、私が頼まれて大きな紙に書いた対の書が、今も武

漢総工会にありますよと、今日の代表者はいっていた。その内容は上欄のとおりである。 
【欄外記入】 

 
  

 
 

 
 
10 月 8 日（木） 
国体をめぐる反動グルのみにくい知事攻撃 
総務委員会で一つ知事保留、その役を買って出たのが中島茂嗣、「国体スリム論をいって知

事は教育長や体協に十分相談しないで、自分だけで国体をやれると思っているのか」という

のが質問の趣旨。この背景にあるのは、体協そして教育長。それを受けたのが自民党。チャ

ンピオンを買って出たのが代表質問の板橋、知事保留での中島ということなのである。九月

上旬中央の体協理事会で六五年国体の福岡県開催が決まったとき、記者会見で二巡目の国

体なのでスリム化を考えたいと私がいったのをひっかけて、体協が、経費節約で競技力向上

があやぶまれるといい出したらしい。反面では審判員や選手の接待やおみやげがスリム化

されるのがこわいということであるらしい。自民ら保守勢力は教育委部分が反奥田の砦と

考えているから、教育長の竹井に、知事は教育長に相談しないと言わせている。みえみえの

反動グルである。 

県会難渋復空転 
半窓名月三更夢 

四面有山皆入畫 
一年無日不看花 
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10 月 9 日（金） 
九月議会も一荒れしたがやっと終了 
県議会は今日まで会期一日延長でやっと済んだ。でも夜おそくなるとか、待機させられてう

んざりするということもない九月議会であった。給与条例改正案が否決されたのは、情勢か

らいってやむをえぬよい選択だった。修正とか継続審議になると大変よくない。否決されて

従来どおり歩めるなら願ったりかなったりである。十二月議会に又問題が残るかが心配だ

が、これでケリがついたのではないかと思う。ここまでに副知事、出納長、社会党県議で副

議長林、幹事長助信らが根まわしということでかなり苦労した。その間に又秘書室長の永田

氏も走りまわった。助信氏は、組合費扱いについて否定するような動きになるなら議会解散

もありうるのだぞと、野党の強硬派を説き伏せたらしい。組合費引去りが、こんな段階で新

規に否定されるなら非常識も甚だしいので、私も議会解散の手段を脳裏に浮べていたのだ。 
 
10 月 10 日（土） 
三役体制がやっと整った 
三役体制がやっとできた。一期目、永井氏一人、近藤氏ができて揃ったと思ったのに、昨年

の七月に辞任に追いやられ、再び大塚氏一人という状況になって一年と二ヵ月。野党側はい

つもゆさぶりを考えている。同時に労働組合など、支持母体と知事の離間策を追求している。

このたびの給与振込制への移行に伴う組合費の差引事務にしても、常識的には問題にする

必要のないことなのだ。他の項目なら差引事務をしてもよいが組合費なるが故にいけない

などと農政連の大石がいう。それは便宜供与であり、組合運動への支配介入だし、ゆえに

ILO 条約 87 号の趣旨に違反し、国内法的にも、職務専念義務に違反するし、県条例の「な

がら条例」にも違反するという。彼は京都大学卒業というが、どんな勉強をしていたのだろ

うか。低級な思考をする人だなと思う。 
 
10 月 11 日（日） 
揮毫で暮れる休日 
久しぶりの雨。中秋というに値する冷気が、半袖ではおれないくらいに感ずる。連休なので、

全国的に行楽客で各地はにぎわっている模様。でもわれわれはどうすることもできないし、

在宅してなすべき揮毫の仕事があった。夕方七時頃までに、押印をすませた。明日はどっさ

り県庁にもって行ってもらおう。読書でもすればよいのだが、時間の少い時でないと読書に

気分がでないのはどういうことなのだろうか。近頃の健康状態は、とくに心配するほどのこ

とはない。右肩の痛みもほとんど感じない。唯左右とも上の臼歯ががたがたになっているの

で、いつ、歯科医にかけ込まねばならぬかわからぬほど、硬いものなど噛めない。左上は三、

四本同時に抜歯しなければならぬほどにいたんでいる。睡眠がよくとれない状況はつづい

ているが、時間をかけて床の中にいさえすればまどろむのだろう、疲労感が残らない。 
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10 月 12 日（月） 
国体スリム化論をめぐる意思疎通のための朝食会 
県体協と教育長のたくらみで、自民党を通じてのスリム国体への牽制球があった県議会も

終って、その始末をつける意味では今日八時から東急ホテルで県三役が、招待する朝食会が

開かれた。体協側は永倉以下次々に発言して、スリムを強調しすぎると募金に影響が出てく

る、高校や大学を卒業する優秀な選手を無理して県内企業に採用してもらおうとしている

のにさしつかえがでてくる、選手の士気に支障が出るなどと私に注文つけてきた。永倉は最

後に天皇杯皇后杯が取れなかったら知事の恥とまでつけ加えた。私は、自分もスポーツをや

ったことがあるので仕合に勝つことが大事だということぐらいは議論しなくてもわかると

いっておいた。が、トータルに、今日の朝食会は県とわれわれが意思疎通できてよかったで

すねということであった。ただ、こんな会をもたないとスリム化論が理解できないとは腹立

たしい限りである。 
 
10 月 13 日（火） 
試写会「ケニー」 
山村謙一氏の仲介で昨日午後、アメリカピッツバーグの身障者「ケニー」試写会を見たのが

印象深かった。ストーリーは単純だが、両足のないケニーをまともな弟でないのが恥づかし

いとして家出する姉をケニーが追い、なぜ家出するのかと質したのに対し、姉はケニーの姉

であることが恥づかしいのだといい、出て行ってくれと叫ぶ。ケニーはやはりそうだったの

かと部屋を出て行く。姉はすぐ大変すまんことをいってしまったとして出て行くケニーの

後を追う。追い付かなくて海に、岸壁から飛び込む。それを物陰からみていたケニーが岸壁

に駆け寄る。姉弟が抱き合う。この感動的シーンがクライマックス。欧米の普通のむしろ下

級ともいえる家庭の様子がよく出ていたように思うが、それよりか、姉の心理がよくあらわ

されていて、いい映画だと思った。ただ身障者に対する国民感情が、北欧などにくらべると

未発達ではなかろうかとの感じがしないではなかった。 
 

10 月 14 日（水） 
革新系の三道県知事のパネルディスカッション 
秋晴れで横浜行きの機内から黒い富士が実に鮮やかに見え、とても印象的であった。自治研

第二二回全国集会の企画の一環として、三県知事のパネルディスカッションが文化体育館

で開かれ、それへの参加が主目的だった。三時半から五時半まで二時間かけて北海道、神奈

川、福岡の三知事が地方の活性化をテーマに意見を、抱負をのべ合ったわけだ。ただ、北海

道横路知事は議会の都合ということで、テレビ、ビデオ参加という形になったのは残念であ

った。中央直結という従来の思考パターンから一歩ふみ出して地方の、自治体の横の連絡を

重要視するときが来た。これが地方の新時代ではなかろうかというのが筋書きで、そのため
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職員及び県民の自立、活性化がポイントで、その前提に立って来るべき地方の国際化に対応

していこう、民際外交を高めていこう、それが真の平和の礎になるのではないかというねら

いであった。案ずるよりは産むが安
ママ

しというが、うまくいくか心配し、心配されていたので

あるが、スムーズに流れた。自治研担当者たちも、安堵の胸をなでおろしていた。 
 
10 月 15 日（木） 
神奈川県視察 
秋たけなわというところだ。そこへ晩い台風が来ている珍しいことといわれる。かなり大型

のようで、九州が明日夜あたり直撃されるかも知れない。今日は神奈川県が深切に私たちを

案内してくれた。工業試験場と研修所（研究センター）の二施設についてである。他県の視

察はいい勉強になる。昨日も提言したのだが、県と県との視察交流は意義があると思う。学

んでもまねるなということだが、この二つについてもまねのしようもないほどにわが方と

の懸隔のあることが知らされた。工業試験場では、情報センターの仕事を主として見せても

らった。技術振興にはかなり精力的な取組みが行われているようだ。研修所も五五年から研

究センターとして、研究活動にもかなり比重がかけられているのがわかった。福岡では職員

はあくまで研修すべきであって研究は無用といわれているようだが、峻別されるようなあ

り方は勿論よくないであろうが、研究にウエイトをかけることには魅力がある。 
 
10 月 16 日（金） 
福岡県警の「奥田潰し」の戦略の話 
門司伊川公民館で対話集会をしたあと、大里に出て地区労の役員達と大勝という料理店で

夕食会をした。小野参議、松永県議、野原元県議も参加していた。野原氏の豊国学園で警官

OB を二人採用しているという話から、奥田県政スタート当時は、これを「潰す」というの

が警察の内々の方針であったと、古い警官たちがいっているとの話まで出た。当時の酒井本

部長の態度をみても、そうであったことがわかるし、田川の石炭資料館前での知事公用車襲

撃事件の時の田川警察官たちの対応をみてもそれがうかがえるのがわかる。あの時の田川

署の警官は身を張って暴力団の襲撃をおさえようというのではなくて、彼らが公用車を棍

棒をもって一巡しているのをじっと見て見ぬ風をし、又は一歩退いてみていたのが思い出

される。お布施事件で今日は門司からの市議那波氏はここに来れなかったのだが、あの事件

も「潰し」の戦略から出たものであることが明々白々である。酒井の背後で指令を出してい

たのは後藤田だろう。 
【欄外記入】 
初議会の時議会棟ロビーでの暴力団の知事襲撃事件の時も、警官はそこにいて襲撃犯人を

一たんつかまえすぐ釈放したことを今思い出す。 
 



奥田八二日記研究会会報第 4 号（2020 年 3 月） 
 

295 
 

10 月 17 日（土） 
ポーランドの子どもたちの目でとらえられた戦争画展 
県立美術館で、ポーランドの子供たちにとらえられた戦争画展をやっているのを見に行っ

た。法学部の石川教授夫人らが実行委員会方式で、現地から終戦直後子供たちが画いた絵を

借りて来て、当時の悪い紙にかいたものをパネルにして展示しているのである。空襲、ドイ

ツ兵による強制連行、銃殺その他、リアルな、センサイなものが一ぱい並べられていて、感

動させられた。日本でいう小学校の三～六年生程度の年齢の者の画いたものに違いないが、

われわれが当事者だったとしてもかけなかろうと思うほど手も達者である。ポーランドの

悲劇がつたわって来た。反戦平和の気持がかき立てられる展示であった。石川夫妻とは下の

喫茶部で小休して語り合った。反戦反核運動のグループが一般市民に呼びかけての展示会

であることがよくわかった。 
 
10 月 18 日（日） 
創価学会インターナショナル世界青年平和文化祭に出席して 
北九州市立総合体育館で創価学会主催の第八回世界青年平和文化祭があって出席。夜の五

時半から約二時間、会場がすっかり作りかえられきらびやかな舞台ができていた。出演者四

千人観客五千人という。しかも福岡県議も中に入れてもらえず、外での来客案内の仕事に従

事していただけという。だから来客はそれ以上というか、お歴々ばかりを集めているといっ

てよい。創価学会の名誉会長（池田）、会長（秋谷）、その横に私、福岡市長、端に北九市長、

反対側に永倉九経連会長などロイヤルボックスに占めたのだった。世界五一ヵ国から何人

かの客演出者が参加したといわれる。演技もマスゲーム、合唱などすべて規律ばっしりのマ

ス行動。大した組織力、統制力、演出力と思ったが、背後に絶対の帰属意識があるに違いな

い。私はこうした演技の瞬間瞬間が、平和そのもので、この長期維持こそが、平和そのもの

であると確信できた。 
 
10 月 19 日（月） 
筑豊サミットを明日にひかえて 
私が鉱害復旧について批判し、筑豊恥部発言をしたことについて今日小早川久山町長、県町

村長会長との夜の懇親会で話題になったし、明日の筑豊三市長との討論会についての県庁

内打合わせでも、それへの配慮が問題になった。前回選挙後知事として筑豊を初視察して直

方の〝いこいの村〟で中食をした時、地元お歴々の前で、私が鉱害復旧に莫大な国費がつぎ

込まれている点につき、活性化のためには、その資金がもっと有効に使えたらいいと発言し

たら、当時直方選出の坂口県議が住民感情をさかなでするようなことを言ったとあとで強

く反撥した。一反の水田の沈下の復旧に一千万円もかかる話が出たので、そのカネの分だけ

水田の生産性をあげるのに割に合わないではないかということを私はいいたかったのだが、
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今でも、鉱害、生活保護、失業対策に要する国費投下の効用に疑問が残っている。明日のサ

ミットでは、精神風土から変えようということが、共通認識になるらしい。 
 
10 月 20 日（火） 
竹下登が自民の新総裁に、お布施事件についての彼の発言を思い出す 
朝刊に竹下氏が自民党の新総裁になると報道された。昨夜は安倍だろうと大きな活字で出

たのに、一夜明けてひっくりかえっていた。竹下は石川の嶋崎の縁戚にあたるということだ

ったが、私が二期目当選を果たしたあと自民幹事長室に表敬で行ったとき、彼は、奥田さん

はお布施事件で迷惑したですなといったのを思い出す。あけすけにものをいう人だと思っ

たことだった。お布施事件はあそこまでしなくてもということ。あれは後藤田が仕掛けたん

だといわんばかりの発言と私には受けとめられたのであった。庶民的な風貌をもっている、

が、もちろん私にとっては未知数だ。人呼んでオシンというらしい。宮沢、安倍と並んでこ

こ二週間ばかり中曽根の後継者が誰になるか、全国注視の中、候補が三人に決まり、相互に

譲り合わぬままぎりぎりのところで、投票にもち込むことなく、中曽根裁定で竹下となった。

三人とも中曽根亜流といわれるが、さて････ 
 
10 月 21 日（水） 
健康診断 
済生会病院の定期検診で、久しぶりに朝食抜きという条件で行われた。血糖値一六七、これ

は正常者の朝食後よりやや高い数値だということで、依然警戒を要することにはかわりな

い。血圧など正常で、肝臓に慢性肝炎がみられ要警戒という。自覚的に問題なのは依然睡眠

の満足度が足りないということが第一。次は老人性〇〇といって両手の指関節がどれも強

い圧を加えると痛みを感ずるという点である。この指は平素の活動には支障を覚えないが、

やはり気になる。リューマチにややプラス反応がみられると医師はいう。いずれにせよ一に

も二にも睡眠不足感だが、毎日の生活の中で自分で時間を十分にとればよいのにと思うの

だが、ついつい時間がとれないことが多いのと、たとえ時間があっても眠れないのだから困

ったものだ。更に更に健康には用心しなければならないとは思うのだが、恵まれてはいる。 
 
10 月 22 日（木） 
長崎、佐賀、福岡三県知事サミット 
佐賀、長崎と福岡、この西九州三県知事会議をやろうと長崎から提案があったらしく、一ヵ

月以上も前から新聞がかき立て、事務方の連絡もずいぶん行われて用意されていよいよ今

日長崎市の紅葉亭で三時以降おこなわれた。「九州は一つ」というけれども、私はまず隣県

の間で共同の問題があれば共同連合で取り組もうではないかと前から提案していたので、

今日の三県サミットは願ったりかなったりのことであった。長崎の高田知事が、日本で陸つ
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づきの隣県を一つしかもたないのは長崎県だけで、それほど長崎は他県の影響を受けやす

いといったのにはびっくりした。私は三県がつづいていて二つの異なる海域を共同にもっ

ているのはここだけではないかと思うと指摘した。いずれにしろ、長崎は交通と漁業の両面

で関心が高い。佐賀は空港建設に強い期待をもっていて、福岡に有明湾岸道路を期待してい

る。 
 
10 月 23 日（金） 
オランダ村を見学 
三県知事サミットがすんで一泊のあと、有名なオランダ村を視察させてもらうこととし、九

時すぎに紅葉亭を出発し、十時半頃から二時半頃までかなりゆったりとオランダ村を見せ

てもらった。説明者もついてくれたので一般の入場者よりも意義深く見ることができたと

思う。パスポートと称するものを持たせられ、そのアイディアの躍動にびっくりした。この

パスポートによると、まず浮ぶ船がプリンスヴィレム号、これは最大の帆船という、砲を 13
門装備している。次は海事博物館、船で対岸に渡ってオランダの村、農家など、又船で帰り、

タワー、そして最後にポルセレインミュージアムを見て場外となる。説明ではオランダの隆

盛期、東印度会社の活動を背景とした十七世紀の時代をあれこれリアルにできるだけ再現

しようとしたという。東京ディズニーランドよりも私は好きだ。 
 
10 月 24 日（土） 
日下部禧代子さんが母親大会で講演する 
大手門会館での母親大会では、先日横浜で三県知事討論会の時に司会役をつとめてくれた

日下部禧代子さんが講演した。彼女は私に著書二冊をくれた。「生きることのフィロソフィ

―」と「年輪とダイヤモンド」というタイトルである。横浜では私の著書二冊を読了したと

いっていた。軽いタッチで福祉を論じているので面白そうな二冊の本である。前者のサブタ

イトルに「女性と福祉と教育」と付してあるし、帯には、「男と女」、「親と子」、「老人と若

者」とつけてある。高齢化が急に進む中、女は職場にどんどん出てゆく傍、夫に先立たれ、

看護の仕事にくたくたになる。仕事から締め出そうという力、女に看護をさせようとする力

が社会的にぐんぐん加わってきている今日、子供の教育や公害などに気を配る以外に、容赦

なく新しい課題が女性の肩にかかってきている。それにどう対応するかが書かれている。 
 
10 月 25 日（日） 
みんな動く動くの日曜日 
何だかんだあるようだが、みなそれぞれに結構余暇を喜々としてすごしている。近頃の若い

者は屋外型が多いようだ。今日は一巡目国体最後の沖縄海邦国体の開幕式があり、天皇病気

のため、皇太子夫妻が代役をつとめられた。沖縄らしく君が代日の丸に、歌わず立たずの抵
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抗があったようだ。福岡では平和台から志賀島まで一〇〇〇人の三一 km かち歩きのほか

梶栗さんの志賀島老壮年走る大会、これはもう十三回目である。一三〇〇人余が、福岡を中

心に全九州、その他の県から参加もあって老いの頑張りを示していた。かち歩きと昨年も同

日だったが、これには子供や女性も多く参加、三一 km とはたいへんな運動といえよう。私

は近頃足を使うことが少いから、志賀島では開会式場である浜小屋からスタート地点であ

る橋の手前まで、一 km ほどかけあしで走っただけでも、何だか体が重みを感ずるほどの一

日になってしまった。 
 
10 月 26 日（月） 
女の問題、高齢者の問題が身辺の話題に多いこの頃 
先日、日下部禧代子さんがくれた福祉に関する彼女の著書をよんでいるし、今日は遠賀のコ

ミュニティセンターで各種婦人グループのリーダーたちとの対話のつどいに出席して訴え

や活動状況をきいたりの時間があった。又、夜は民生部の課長たちと KKR はかたで懇親会

をかね私の北欧印象記など話すチャンスがあった。すべて話題にのぼってくるのが、福祉、

老人、婦人の話である。女性が、妻、嫁、娘として仕事、家計、介護、教育にからだをすり

へらされ、あるいは一人ぐらしの高齢者として、邪魔になる淋しい、あわれな存在として長

命を苦しまねばならぬ･･･そのようなケースがいたるところで問題になっている。そして幸

せどころか、悲劇さえもつきもののようになっている。基本は個人の問題であるが、家族、

そして自治体、さらには国の問題であるのに、現実はどこをとってみても、うまくいってな

いし、ますますうまくいかなくなるであろうとの見とおしさえ立てられている。知事として

も個人としても考えこんでしまう。 
 
10 月 27 日（火） 
価値観の多様化について思う 
価値観の多様化という言葉が最近あちこちで使われる。ある意味ではいいことだ。経済、道

徳、政治、人生設計、家族生活など、どの側面で人生を切断しても、それぞれが個性をもち、

他にしばられることなく自分で基準なり人生の意義を見出そうとすることはいいことだ。

とくに、戦前、戦中のわれわれの行動、立志、生活設計をみると、他から律せられたものが

強く働いていたことは忘れられない。これにくらべて今は誰もがほんとうに自由になった。

親は子に、子は親に、個人は団体に、行政に、国家に、ほとんど従属されたり律せられたり

することはないようだ。でもそれだけに個が確立されているかというと、未だしといえる。

自分が確立されてないだけでなく、他を確立した個として承認する寛容にも欠けている。そ

して依然、経済価値や学歴価値が、個人を束縛しつづけている。価値観の多様化はそのよう

な被束縛の面に目をつむった認識と共存しているように思えてならない。 
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10 月 28 日（水） 
ゆとりのなさをしみじみ感ずる 
東京は秋晴れ、すきっとしていて全く快い。九州とはどことなく天気もすぐれているとの感

じである。今日帰路の富士は頭部に三分の一ほど雪をかぶっていたが。下はやっぱり黒かっ

た。いつ見てもすばらしい。それにしても何と自分の時間がなく多忙なことだろう。ふりま

わされてはいけないと思ってもやはりふりまわされ、ものを考えるゆとりもない。一日十二

時間、十三時間が拘束され、その余も、身辺自縄自縛の時間になってしまう。頼まれ揮毫や

ら日記を書くのがそれである。手紙に対応して返事書きの必要もでてくる。今日も、久しぶ

りとはいえ東京から帰宅し夕食をすませたところに岩崎、名田の二人がやってきて、浪人生

活に入ったので仕事を考えているが、若干県の手も借りたいという。選挙のことなど考える

と、それへの対応も一種の債務履行になる。たやすくできることならいいが、頼まれごとで

も一寸重いものもあるのだ。 
 
【別紙挿入】 
奥田知事殿 S62.10.28 
大変丁重なる御奉書感謝いたしております。 
本来ならば、私の方から御礼を申し上げなければならないところ、多忙で動いておりまして、

失礼致しました。 
文面からご人格がにぢみ出ている、御手紙です。心より感謝しております。 
この御手紙は永く大事にさせて頂きます。呉々も知事によろしくお伝え下さい。 

池田名誉会長より 
          丸岡、佐藤副会長 

宮崎出張中なので 
 
10 月 29 日（木） 
創価学会池田名誉会長から私の手紙に対する伝言があった 
午後公明党の和田県議が来訪、創価学会の池田名誉会長からの私へのメッセージを伝えた

いという。昨日の連絡だったという。丸岡副会長を介してと説明された。内容は、「大変丁

重なる御奉書感謝いたしております。本来ならば、私の方から御礼申し上げなければならな

いところ多忙で動いておりまして失礼いたしました。文面からお人柄がにじみ出ているお

手紙です。心より感謝いたしております。このお手紙は永く大事にさせて頂きます。呉々も

知事によろしくお伝え下さい」というので、コピーしてこの伝言を私ももって帰った次第。

十月十八日に北九州で世界青年平和文化祭に出席したあと、数日して創価学会幹部に私が

筆でお礼の手紙を書いたのに対する応答なのである。ほんとうにていねいな人だと思う。礼

をつくしておけば人はわかってくれ、それだけのことはあるものだ。和田県議もよろこんで
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くれた。ただあの時、池田氏が私の手紙を握り「軍国主義を防いだ」云々のことをいったが、

まだその意味が私にはよくつかめないでいる。 
 
10 月 30 日（金） 
小石原における八村サミット 
八女商工会議所での労働福祉事務所所管事項を中心とする「対話のつどい」と、小石原コミ

ュニティセンターでの県内八村サミットの二つの外まわり行事があった。どちらも地域活

性化が狙いである。が真はこうした行事によって、地域の人達が少しでも刺激をうけ、希望

を見出し、精を出してくれることである。こうした過疎地がにわかに活性化する訳ではない

にしても、悲観的になってしまっていると困るのである。政治手法は人々に前途の夢をもた

せるところにポイントがある。八村サミットでのあいさつの中で私は地域間交流の必要と、

それぞれの地域が自からのチャーミングポイントを自覚しこれを他に売込む努力をするこ

とだという点を強調した。大島村が村営牧場をもっているが、魚だけではなく、牛肉の焼き

肉会をする計画のあることを村長がいっていたが、大変おもしろい。ここでは民宿も力を入

れるといっていた。 
 
10 月 31 日（土） 
第三分校、龍野中と二つの同窓会ができた 
日韓弁護士協議会に出席したら家の問題で紛争したときの相手側弁護士の原口酉男氏が日

本側世話役であったこと、それから大阪から平木純二郎が消費者問題で報告者として参会

しているのに会ったこと、二度びっくりした。平木は以前から知っていたが全白髪、それに

この協議会には龍野新制高校卒の丸山という人も来ていたので、夜の全日空ホテルでのレ

セプションのあとでチャンスを見つけてコーヒー歓談をする思いつきにより、土井仙吉氏

に連絡したら OK ということで、四人の龍野同窓会が実現した。同じこの日、この場所で第

三分校同窓会があって出席することになり全く都合がよかった。第三分校の碑が久留米の

自衛隊内に建立され今日ひるま除幕式が行われ、高石文部事務次官も同窓の一人として出

席、全日空ホテルでの同窓会にも一寸顔見せした。教官側は私と江嶋、多久和、白水の四人

だった。そういうふうで今日は二つの同窓会同時出席だった。 
 
11 月要記 
尚文堂で岸本教室を共にしていた平田泰輔氏が、十一月四日、菊の鉢をもってきてくれた。

私も一年だけ菊を勉強し、彼がその仲間にいることを知った。もうかなりのベテランで空港

近くの彼のうちにも見に行ったことがある。最初の知事選に出くわして折角の苦心の作が

台なしになった。その翌年平田氏が菊を知事室にもって来てくれ、今回が二度目である。立

派に作られた菊は姿が大きすぎて知事室でさえ狭くなるので、控えの室に飾らせてもらう
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ことにした。三〇〇鉢といわぬ世話をしている平田氏である。もう疲れるといっていたが、

そんなに大規模だと疲れるはずである。一年中殆んど休みなしの手入れである。生きものだ

から油断もできない。出展して入賞しようと思うならなおさらである。旅行する時はもちろ

ん、平素でも、夫婦揃って手入れするほどでなくてはならない。ある意味では夫婦げんかな

どしては菊は育たないといえる。蕾が出て一ヵ月ほど楽しめる。その代償が一年の労苦とい

うことになる。 
 
11 月 1 日（日） 
六十七歳になる 
満六十七歳の誕生日、コウテンリム氏と笹川良一氏が祝電をくれた。毎年のことである。姫

路の裕一宅が法事をするというので、みゆきが出席のため行っている。昨日今日は私ひとり

暮らしだ。秘書の内田氏が夕食を重箱に詰めて差入れてくれた、赤飯である。お祝いにぴっ

たりになった、二食分はたっぷりある。考えてみると、これはひとり暮らし老人用の差入弁

当の感じもする。昨日土井仙吉氏と全日空ホテルでコーヒーのんでの話では、彼は馬術に精

出していたが最近落馬して腰骨を痛めて少々休んでいたとか。それに奥さんも悪性できも

のの疑いで最近いろいろの検査をうけ、今は検査疲れしているとのこと。年とってまさかと

思っていて病気や怪我に見舞われることがあるのだから六十七歳を契機に一層各般の注意

をしなければならないと受けとめている。決して強くはないのだから。 
 
11 月 2 日（月） 
ハワイ代表来福 
ハワイから州知事夫妻、上下両院議長ら二三人の一行が来訪。一行は沖縄、済州島などもま

わるらしい。福岡では博覧会出展の調印をし、県には小郡市に大学進出のプランがあるので

よろしくとのことであった。この問題は記者発表までしているが、どの程度まで実現の可能

性があるのか、未知数も残っている。州知事は選挙就任以来はじめての来県で、姉妹関係の

再確認との意味があったらしいし、二十一世紀は太平洋の時代だからということを強調し

ていた。私に招待の言葉もあった、が、外国旅行については、よろこんでというわけにはい

かない。日程が多すぎて休むひま、見物の余地のない旅行になるのだから、心ではおことわ

りしたい。貿易のみならず、文化・スポーツの交流を深めたいとの希望で、向うは観光収入

が主体。アメリカ各州の中で、対外国際貿易収支黒字はハワイ州だけともいっていた。旅行

者受入れ意欲が十分だ。 
 
11 月 3 日（火） 
耳納の市 
耳納の市が二日、三日と、浮羽町で開かれた。浮羽郡三町まわりもちで、今年が三回目。そ
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して場所は、今後湖底に沈むという合所ダム。ダムは立派に出来上がり、湛水すればいいま

でになっている。今日は朝からの雨。NHK が舞台を作り、アトラクションに協力してくれ

ていた。傘さして私も舞台に上って挨拶。そして出店者たちを激励してまわった。洋服はす

っかりぬれてしまった。みんなよろこんでくれた。元気に活性化にとり組んでいる、その心

意気が尊いわけだ。車が混雑に輪をかけ、私も現場まで二キロは歩いただろうか、汗だくだ

くになった。大分からもバスで乗込んで客があった。家族連れがぞくぞくつめかけて盛況だ

った。雨でなかったらどんなによかっただろう。この辺りは富有柿の名所らしい。枝が折れ

るほどに実がなっている。耳納の市もどうやらこれで定着したといえそうだ。 
 
11 月 4 日（水） 
町村長代表とのこん談 
町村長会の各郡代表（評議会員）と二時間にわたって懇談した。自治会館で、午後二時半か

ら。主題は国民健康保険会計の危機、農業農村危機、廃棄物処理の三つであったが、いずれ

も刻下の行き詰まった問題の提起といえる。添田の山本町長は追加的に産炭地問題を出し

ていた。国保の問題は老人医療に問題のウエイトがかかっている。住民は依存しすぎるし、

こうした制度にした背後には医師会の圧力がかなり働いているといってよい。国が制度を

根本的に改めるしかないのだが、逆に国は地方に負担を重くかけようとしているところに

一そう問題の深刻さがある。知事とこういうことで話合いの場をもつことができたという

ことで、郡代表町長らはよろこんでくれた。正直いって町長らは奥田知事に保守的いろめが

ねをかけてみていたのだが、小早川久山町長（会長）先頭に考えを改めてくれたらしい。 
 
11 月 5 日（木） 
【表題の記載なし】 
秋の九州地方知事会議は九経連との意見交換を併せおこなう。今回は三年目になる。会場は

長崎の東急ホテル。この種会議は共同事業ということよりは共同陳情に力が入る傾向にな

る。今回も、高速交通体系の整備につき政府に強く要望するというのが前面に出てきた。新

幹線は鹿児島ルートもさることながら若干見捨てられ勝ちの長崎ルートも見捨てないでと

いうことになった。高速道路網、そしてコミューター整備が加わる。東九州の方は新幹線を

断念する代わりに、今は実験用に設備してあるリニアモーターカーを存続し、延長し、これ

を東九州の新幹線とするとの意見がはっきり表明されることになった。時速三五〇キロも

の鉄道だが、すれ違ったりトンネルに入ったりした時の風圧やカーブをどう越えるかなど、

技術的に克服すべき問題が尚未解決らしい。ともあれ交通は地域活性の鍵なのである。 
 
11 月 6 日（金） 
マンネリの知事会議、それ以上にマンネリの列車内放送 
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知事会議は終ったが、例のごとく政府への共同要望が主内容、それも幹線高速交通網の整備

が主。自分たちで共同で自主努力をしようというようなこと、又同じ政府要望にしても文化、

教育などソフト面については論議がでなく、何かマンネリを感ずる。財政上の要望もいつも

の通り。ただ今回は国民健康保険の公的負担分の自治体への転嫁反対が重点要望となった。

マンネリといえば、今回の長崎旅行で往復とも鉄道を利用したのだが、特急かもめは二時間

余、便利だ。しかし車内放送が長々と繰りかえしやかましいのには閉口。なんで降りる時は

忘れ物のないように、網棚や吊りホックや座席のまわりをよく確かめるよう放送しなけれ

ばならないのか、又停車駅とその時刻をいわねばならないのか。誰しも承知の上で乗ってい

るはずだ。又ホームの番号、接続線、時刻、上下線など放送のききっぱなし。･･･みんな知

って乗っている。他人の事は聞く必要もないだろうに。 
 
11 月 7 日（土） 
女性の奥田観 
そんなに気になるわけではないが、他人の私への評である。それも女性からの評である。先

日長崎での知事会の時、前夜夕食会の時に仲居の一女性芸妓が、知事選の時は、姉が馬鹿じ

ゃなかろうかといった程に福岡の奥田を応援したんだという。きさくでこんなに話しやす

いとは思わなかったという。そして、横の芸妓さんが、かわいいもんねという。これと同じ

ようなことが今日姫高会（九州寮歌祭のあと）の会場「くいだおれ」（大名）であった、仲

居のねえさんが盛んに、知事に会えてこんな光栄なことはない、前々から応援していた人に

お目にかかり話せるなんてうれしい限りという。多くの場合写真に一しょにうつってくれ

とポーズを要求される。側に坐る。こうしたよろこびはすなおに受取るべきだし、仮にお世

辞であるにしてもうれしいことだ。県庁に見学にくる女性の中にも似た反応がある。私が小

さいせいか、かわいいという女性もいる。茶目っけがあっていいという人もある。 
 
11 月 8 日（日） 
老化を思う 
昨日の九州寮歌祭に集った人達、「みんな一年ずつ年を重ねていく」という共通観念、久し

ぶりに合う長野薫恕氏も頭が白くふけてみえる。姫高会の面々みんな老化の話になってし

まう。年を重ねるだけならとくにどうということはない。でも職探しという人もある。医者

をしている野村さんは後継ぎがないとこぼしている。老化すると頭がぼやけてくる。目も耳

もといえるが判断力、視野が衰える。物忘れがひどいのも、一つの傾向であるが、あらゆる

反応が鈍くもなる。視界というか視野が漠然としたものになる。階段上下の足の運びも、意

識が弱くなりその弱くなった意識以下になる。階段だけは注意しようと思って、常に手摺り

をもつように心懸けるのだが、それでも危いと思ったことは再三ではない。こうしてすべて

の能力の減退を老化というのであろうが、何かをする気、やる気があるだけでも有難いと思
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わなければならない。 
 

11 月 9 日（月） 
子供の時に校長先生からほめてもらったのが一つの動機 
毛筆がそんなにうまくできるわけではないのに、私は字がうまいと人はいう。でも私は拒否

反応はせず、岸本門下生になったのも、牧坂五郎氏の誘いにすぐ応じたものだ。あれから十

年になろうか。小学校の四年生の時、放下
ママ

後クラスの何人かが誰にいわれるでもなく、教室

に居残って墨を磨って習字をしたが、その一人に私もいた。校長先生がまわって来て、（坂

田校長）、私の書いている「池」の字の右はねが立派だと大変ほめてくれた記憶があるが、

これが動機となってか、私には毛筆に親しむ下地ができたように思う。知事になってから頼

まれる色紙を書いているのを見た七二兄（亡）が、「お前は小さい時と同じ字を書く」と評

したことがあった。字はそれほどにかわらないものらしいが、私は、今日も三光園の仲居さ

んに「ひとは褒めるべきものですよ」といった。坂田校長を思い出したからである。七褒め

三叱るのが適当との論者なのだが、褒めがいい動機になることは確かだ。 
 
11 月 10 日（火） 
情報公開への抵抗を示す竹井教育長 
県立高校の留年と中途退学者の学校別数につき市内の短大某教授が「情報公開」を求め、拒

否されたので不服申立てをしたところ、情報公開審査会でこの程、公開すべきだとの結論を

出したところ、県教委はその決定に従わないことにしたと、今日の夕刊に報じられた。竹井

教育長の審査会々長九大法学部教授手嶋氏に対する応対について、全く無礼であった事が

先日報道されたばかりだのに、今日又拒否の決定をしたとは驚きである。唖然としたという

のが大方の感想のようだ。竹井の言い分は学校別に留年や中退の数が公開されると、高校が

ランク化されるということ、審査会の決定は拘束力がないということのようだ。手嶋教授が

答申を手渡しに来たのに、会議があるという理由又は事前にアポイントメントがなかった

として応対もしなかったので、手嶋はカンカンに怒って帰ったのだが、その後今日の拒否決

定の報道だ。今後問題化していくだろう。 
 
11 月 11 日（水） 
予算案の知事保留という原案がおかしな出し方だ 
十二月議会に付議する補正予算原案総務部長査定についての説明をきき、知事保留につい

ても大枠の説明をきいた、あとで、社会党県議幹部とリーセントホテルで同じ原案について、

討議したところ、知事保留について知事の政策を示す余地のないような原案になってしま

っていることにつき、苦情が相ついだ。つまり財政課の手で、総務部長査定はこれ、という

のはいいとしても知事査定についても原課から出てきたのはどの範囲でどういう要求があ
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るのかわからないようになってしまい、結果として知事保留の範囲を財政課が勝手に決め

て表に出しているのは不当ではないかというのである。その通りで、各部から出てきた補正

要求を財政課が勝手に整理し、セレクトしてしまったものを総務部長査定と知事保留に分

類したにすぎないという形になっている。これでは知事自身が拾おうにも既に切り捨てら

れかくされてしまっているというのである。これは是正せねばならないだろう。 
 
11 月 12 日（木） 
早大大隈講堂で学生に対面 
福岡地区労の二宮氏の息子さんが早稲田大学に行っていてサークル活動をしていることと

の関連で、今日はトンボがえりの日程で同大学大隈講堂で「地方自治の現状と未来」（自治

の源流をたずねて）と題し、私の講義一時間、学生をまじえてのパネラーを四人を混えたデ

ィスカッション一時間と、サービスしてきた。学生が若いこと、テーマの内容について理解

があることについては予想外であった。われわれの若い時にはもっとひねていただろうし、

こういう面での関心、理解はとても及ばなかっただろうと思う。総理になったばかりの竹下

登ほか二人の閣僚を出している早稲田は他の領域でもそうだが政界にも活躍する人が多い。

「在野」魂が建学精神ときいているが、本当に立派な大学だ。若山牧水や北原白秋、森繁久

彌、鈴木茂三郎、浅沼稲次郎、それに今衆院副議長の多賀谷真稔、引退した稲富稜人も早稲

田、そして中野正剛、緒方竹虎もである。今日の印象はこうした早稲田の活気である。 
【欄外記入】 
参集学生二七〇人 
 
11 月 13 日（金） 
疲労が重なっている模様である 
知事の顔色がよくないとか、疲れていますねという職員がある。ほんとうに早朝から夜おそ

くまで拘束されて、ねむれないときているから客観的にそう見られる状態になっているこ

とは否定できまい。昨日は帰宅が九時半、今朝は出発が八時二〇分。これでは個人が死んで

しまうか、からだがまいってしまうほかはない。在宅中でも家族だんらんという形にはなら

ない。夕刊に目をとおし、手紙などに対応するだけでも時間がかかる。つまらん手紙もあり

うるし、見たくもない雑誌、その他も封を切り片付けていかなくてはならない。こうしたこ

とでも従来ひとまかせにしたことはないし、今後ともそうしたくはない。一日十二時間より

少ない在宅では身は律しきれない。問題はそうした状況がつづくからいけないのである。今

日一日の在庁公務もぎっしり詰まり空隙ができると「臨時」と称するのがこの空隙を埋める。

決裁が毎日のように出てくる。ふりまわされるだけ。 
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11 月 14 日（土） 
商工勤労主婦に訴える 
商工会連合会の婦人部の意見発表の会が大博多ビルで行われ、会長の栗川タツエさんが激

励してやってくれといったので、私は小商業家の主婦を念頭において、家事、育児、営業な

どに汗を流す婦人たちの労苦をねぎらう話をした。商家を支えている支柱といっていいほ

どの勤労にはげんでいるのが彼女たちである。その点、農家とほとんど違わない。OL のよ

うな余暇はおそらくなかろう。今日は講演をきいて、数人が「主張者」として意見をのべる

ような集会だが、勤労主婦としての立場がはっきり出されるに違いない。私は、まず健康に

注意すること、次に賢い勤労者になるようにといっておいた。健康を損うと家庭も経営も崩

れてしまうだろう。又平凡な毎日の中にも社会の動き、中でも営業の内外の動きを賢明にと

らえて対応すること、あふれる情報の渦の中で何が重要かを見据える賢明さが欲しいとい

うことなのである。 
 
11 月 15 日（日） 
久留米の櫨祭り 
久留米山本町柳坂での櫨祭り、嘉穂町でのふれあいまつりと県南、県央をかけ抜けた一日だ

った。ハゼは全紅葉には少し早かった。が緑の葉がまだあるくらいの方がいいのではの声も

あったほど。しかし全紅葉の写真をみせてもらったが美事なものだ。櫨並木の横に並行して

流れる溝というか、小川というか、これもいい。ただ、今はどじょうも鮒もいないという。

それに空缶があちこち捨ててある。農薬のために川魚が住まなくなったのは残念なことだ。

しかし、三面張りの河川工事がなされてない点はまだしもの救いである。現今の河川はなぜ

三面コンクリート張りにするのだろうか。山を削ったあとも崖崩れを防ぐためコンクリー

トを塗りたくっている。費用を計算してのことだろうが、自然が殺されてしまっている。山

や川が子供の心にうえつける故郷の印象は、こうしたコンクリートでは成り立たない。櫨祭

りに参加して故郷というものを考えてみた次第である。 
 
11 月 16 日（月） 
嘉穂のリンゴ狩り 
昨日は久留米の櫨祭りのほか嘉穂町のふれあいまつりにも行き、その帰りには、リンゴ狩り

をした。前者は大隈小学校校庭、後者は馬見宮小路の石翠園である。筑豊問題もさることな

がら、嘉穂ではみんな元気に次の時代に挑戦しているようにみえる。小学校でのふれあいま

つりには土、日の二日間、地元の人達も沸いた。私は帰るまぎわに餅つきも手伝った。石翠

園にはオーナーとして私と、多賀谷真稔と山根守の三人の名札が隣り合わせて吊るしてあ

った。宣伝としてもいい試みである。リンゴの品種はふじだそうだが、これはもう晩手で、

他は大抵収穫ずみであった。味っても「ふじ」の妙味があった。この馬見地区には一三戸の
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リンゴ栽培農家があるという。日曜には観光をかねた客がずらり車の列を作ってくれるそ

うだ。長野に行って学んで十余年の年月がたつという。でもその開拓者魂は敬服に値する。

今では宮崎県でも試行している人がいるそうだ。県内でも八女や朝倉に挑戦者がいる。立派

なことだ。 
 
11 月 17 日（火） 
執行部方針としての県庁跡地利用について、マスコミが現状を知りたがっている 
記者会見で県庁跡地利用についての知事見解が執拗に問い求められた。朝日新聞が、知事の

初の見解表明とか言明という記事が出て、他社が反撥しているのが現状だが、朝日は自分た

ちの見解をまじえて断定的に書いている。昨日今日夕刊で朝日の断定的な記事が目をひく。

十二月議会で問題になるだろうし、ある程度まで掘り下げた答弁が求められるにしても、こ

の時点で、知事が記者に方針を決まったようにいうわけにはいかないので、その線を守って

いるつもりではあるのに、朝日だけが予測を断定的に書いている。さきの議会の特別委員会

では、大別して売却か、緑地か施設かと選択肢を分けたとしたら、「施設」をという方向が

出されたので、執行部としても、その方向で、こんどはどんな種類のものを入居させるか、

のメニューを用意し、その経営主体をどうするかなどについてある程度方向性を検討せざ

るをえない段階に来たというのが正確な現状といえるだろうが、朝日のように「国際情報セ

ンター」などの方針をまだ腹決めしているはずもないのである。 
 
11 月 18 日（水） 
有明沿岸のもつ構造的な問題 
有明海沿岸の市町の首長たちが地域連携しての陳情に来たし、逆にこちらから大牟田に行

って中部有明活性化推進協議会に出席もした。今日は有明地方の日になったわけ。後者では

大牟田、荒尾、長洲の二市一町という県境をこえた振興課題のため、熊本知事も出席、民間

の企業も代表をくり出していた。いわば石炭、造船、化学、アルミ、亜鉛など、三井と日立

の企業の構造不況がこの協議会結成の動因であったが、会長になった九経連の永倉氏は佐

賀、長崎の両県も入れて有明海四県に協力の輪をひろげようと提案した。もちろん、将来の

こととしてそうしてもいいが、当面はこの二市一町の活性化に絞ろうということになった。

沿岸市町の連合の方は、農業、漁業も加えての自治体としての要望であった。有明干拓地の

陥没と海底の陥没が問題に含まれていた。これは一寸やっかいな問題だが、自前で解決する

努力も必要だろう。 
 
11 月 19 日（木） 
来年度予算編成に向けての各部重点施策ヒヤリング 
昨日今日各部の、来年度予算要求にからめた重点施策にかかわるヒヤリングが延々とつづ
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いた。予算を取りたいとする思いが、盛りだくさんの施策を積みこんだ説明書となってあら

われている。ここまで書類を、作り上げてくるには大変な作業が必要だったろうと思う。ど

の職場にも最近は頭の冴えた人、アイデアの斬新な人がいるとみえる。職場の活性化という

課題はあるが、こうした競争心を煽るようなヒヤリングをすること自体活性化につながる

ことになるかも知れない。企画の方でこの仕事を取りしきっているが、各部とも、書類作り

の段階ですでに部長査定の形で篩にかけているのだが、篩にかかる前のナマのものを知事

に見せることも必要ではないかとの意見も出ている。職場のナマの意見の中に部長でなく

て知事が拾い上げるものがあるかもしれぬというのである。だが、そうすることは逆の面で

大変なことだろう。 
 

11 月 20 日（金） 
民間労組の「連合」が発足した 
労戦の全的統一が問題になり出してから     

マ マ

たつだろう。曲折はあったが、昨日二時

から新宿の厚生年金会館で民間の六二組織、五五五を結集する全日本民間労働組合連合会

（連合）が発足の大会を開いた。民間労組の六割を結集するという。会長には竪山利文、事

務局長には山田精吾が選出された。前ぶれとして全民労協が結成されたのが五七年という

から、五年になる。全民労協は発展的解消だが、同盟、中立労連はこの連合の発足にそなえ

て解散、「労働四団体」のあとの二つ、うち新産別も来年には解散、残る総評は一九九〇年

解散を目ざしている。総評には官公労の大半が属しているから、その身のふり方が問題にな

る。総評の主張する「全的統一」が成るためには、この連合の名もかえなくてはならない。

官公労の動きとこれからの社公民、社民ら野党が今後どう再編の道をたどるかが、これから

の問題となる。たしかに連合の発足は新しい幕明けである。 
 
11 月 21 日（土） 
福岡県評、白石、岩崎の二人を送り出す集会 
岩崎隆次郎、白石健次郎の二人をはげます会が、三時から大手門会館七階で行われた。福岡

県評で岩崎は二期の議長のあと六期の事務局長をつとめたあとを松田留吉に譲った。白石

は議長を二期つとめたあとを坂本隆幸に譲ったのである。今の県評はベテランがやめ、若返

ったともいえる。岩崎には、二度の奥田知事選を勝ち抜いたという自他ともに認める自負が

ある。それと同時に、支持と不支持が渦巻いているという客観情勢もある。岩崎の励ます会

をしようとの空気に対し、白石もやらないとおかしいということで、今日の催しとなったの

であるが、それと同時に、歴代の議長についてはやらなかったという思いをもつ人もいる。

あれやこれやで必ずしも二人の前途を祝福しての催しではなかったようだ。それに二人と

も、前任者のように、退任後の職を準備されてはいない。「新しい船出」との挨拶用語もと

び出したが、必ずしも当ってはいなかった。 
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11 月 22 日（日） 
社会主義協会は今後どう歩むのか 
秋のすばらしい天気がつづいている。今日の公用は午後に社会主義協会全国大会に顔を出

すこと、大相撲九州場所の千秋楽で優勝した人に知事は杯を渡すこと、この二つであった。

協会員がホテルリッチで三日間の総会を開いている。全国から約一五〇人、今日の情勢下、

運動の展開組織の維持は容易ではなさそうだ。国鉄の民営化の強行で協会の主力をなして

いた国労がズタズタに裂かれ、砕かれて労働組合運動は様変わりしている。協会が労働組合

運動に依拠して運動をつづける主軸が今完全にゆらいでいる。何らかの方策を編み出さな

いといけないだろう。国鉄問題だけではなく、民間労組も二十日に連合が新発足し、これが

今後の大きな客観条件となるだろう。太田薫氏は連合の「右傾化」を指摘し、左翼系の結集

をはかっているが、協会主流が太田氏から離れて二、三年はたつ。今後の協会を見守ってい

こう。 
 
11 月 23 日（月） 
折角の休みも半分はひと付合いでつぶされてしまうのが常 
公用予定のない今日は完全自由だと思っていたら豈はからんや久留米に葬式ができて行っ

てくれとの電話連絡である。原口久人県議の母がなくなって明日が葬儀なんだが、同仁会関

係のことを考えると今日弔問しておいた方がいいと林副議長の発想。それに基づき彼同伴

で車で久留米往復することになってしまった。幸い所要時間は往復で三時間余で助かった。

しかし、私の家庭内でのあき時間には、マージャンをしようではないかとの発議がみゆきな

どから出て、当方も快諾というわけで、河野氏を呼んで夜はそれに熱中することになる。夜

は一ぱい使って半チャン区切りで往復三回ほどすると疲れも出てきて限度を感じおしまい

ということになる。十二時ぐらいの深夜まで熱闘をくりかえす。昂奮でねむれないかとの心

配もあるが、意外とねる。常に問題となるのは用便に起きてあとの睡眠である。限度を守り

つつ楽しもうというわけ。 
 
11 月 24 日（火） 
知事ブレーンの設置構想について 
二子石総務次長と佐々木人事課長が、知事室強化の発想のねらいは何なのか直接ききたい

といって来たので、午後三〇分余時間をとって私見を述べ、対応を求めておいた。底にある

のは知事個人の指導力の強化であって、三役の組織や機能をかえようとするものではない

ということがまず第一、そして知事個人の能力はそのままでは限界があるので、たとえてい

うと、知事の目や耳に、望遠鏡や顕微鏡、補聴器を、さらには頭脳の中にコンピューターを

仕込むというような役割を果たす人材を知事周辺におく方針といっておいた。そして置き

方は特別の部屋や机を準備するのではなくて、企画監のようなポストにおいて日常の仕事
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をさせながら、常に知事の必要に応じて動きうるような自由なポストとしておくこと、それ

を週に二度、三度きまった時刻に知事室に来てもらうような事もあっていいと伝えておい

た。社会党からの要望もあっていることだ。  
 
11 月 25 日（水） 
八幡製鉄の冷え込みに対応した話がどんどん出はじめた感じ 
夜浄水茶屋で北九地評の舎川議長同伴で、新日鉄八幡労働組合の衛藤辨一郎組合長と夕食

懇談した。この人はこんど地労委の委員にもなったんで、杉山君と同じ山田高校出身という。

知事選をめぐる一寸したわだかまりが双方になかったとはいえないが、そうしたものをの

りこえて、今日は北九州の活性化問題を中心にざっくばらんに延々三時間もいろいろ話を

かわすことができた。労働組合が右傾化するというか現実路線を経営側と共に模索すると

いうか、こうした雰囲気の中での話であるから隔意なく対話することができた。今日は新日

鉄の本社の方から杉山常務が知事室にあいさつにみえたが、これとは別。杉山常務は十二月

四日に八幡の東田地区を宇宙ランドとして再開発することに決めてアメリカのその筋との

間に調印式をして懇談会とするから知事の出席をという申入れなので、こちらは具体的な

実務上の、話であった。北九の活性化への思いは同じ。 
 
11 月 26 日（木） 
九州歴史博物館を作って古代をきわめていくと「建国の日」という政治上の制度の基礎が崩

れるのではないか 
先日田村円澄先生からいただいた「大宰府の春」を読んでいるのだが、今日はその関連でひ

ょっと思い付いたことがある。それは文部省が福岡に国立博物館を建設したいというわれ

われの永い念願に対し、どうも鈍感な対応しか示さないことは前々から感じており、その一

つの因子に、最近では「奥田に名をなさしめるな」との思惑があるのではないかとうたぐっ

たりしたことはあったが、今日の直感は、又別であった。われわれの目ざす博物館は大和朝

廷以前の日本民族の歴史に関するテーマをもつとされているが、大和以前には国家が明確

に定まっていない、とすれば、どうきわめようが「紀元節」「建国記念日」を二月十一日と

する今の国の方針に一致しない事実が、あれこれ主張されることになる。二月十一日は神話

だと言い切れない人々にとっては大和朝以前を問題にする博物館を作らないで、建国をあ

くまでウヤムヤにしておきたいだろう。田村円澄さんのものを読んでいても日本の国家形

成はもうろうたるものなのだ。 
 
11 月 27 日（金） 
もっと多くの時間かけて眠ろう 
毎日日程がぎっしり詰る、朝起きがつらい、身辺整理がままならぬ、その連続で一番こたえ
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るのが寝不足のようだ。熟睡できないからであって時間はほぼ満足できるように取ってい

るのに寝不足を感じ、毎日日中の業務消化に、半分無自覚なほど意識が明確でない。こんな

状況がいつまでつづくのだろうかと心配でならない。それに目と歯がかなり弱ってきた。眼

鏡はこれでいいのかとの疑問が時におこる。両上小臼歯ががたついている。もう何年かにな

るが、これはどうにもならぬところまできて歯医者に行こうと思っている。それに足腰だ。

これもかなりガタついているように思う。運動不足といえるだろう。これではいかんと思い

ながら、いい対策が見つからないままに過ぎている。以上のように自覚される健康不安、こ

れまでと違って今後はあと一時間ほど就寝の時間を多くとってみなくてはなるまいと思っ

ているところだ。 
 
11 月 28 日（土） 
県評三十年史の序文を書く 
県評三十年史ができるので、序文を書いてくれとのこと。少しおくれたが今日休業を利用し

て二〇〇〇字分書いた。昭和二六年のスタートだから、三十六年にもなる。昨日「花ノ木」

でワインのヌーボー試飲会があったとき会った岩崎隆次郎氏の話では、前回知事選で、知事

公舎に入らぬというところまで書いたよといっていたので、五八年まで、だから三十二年分

にわたっていることになる。県評は一五万から一六万の組合メンバーを傘下に入れている

のが常であるけれども、最近は、国鉄労組の解体や日教組の弱体化、その他合理化の進行が

あちこちあって傘下組合のメンバー減はつづいている。「今時労働組合か」という疑問すら

起こりかねない情勢の中で、一五万のメンバーを維持するには努力も大抵ではなかろうと

思う。年中行事が次々にあって、県評はやはり必要ということなのだが、主体の側から、県

評は何をなすべきかと問いかけると、はたして積極的に、これとこれをという返事がなかな

かかえってこないのが近況である。一つの曲り角なのだ。 
 
11 月 29 日（日） 
古賀武夫先生の送別会 
西南大学長をしていた古賀武夫さんが、東京に移住されるというので、そのお別れ会が十一

時から山ノ上ホテルで開かれた。木梨吉繁氏が世話役で、社共系というか学者文化人の会と

いうか、安保懇話会系というか、そういう人達が三〇人足らずだが集って中食を共にしつつ

お別れ会をしたのであった。具島、両内田をはじめ、三上、土井、森らも来ていた。裏辻敦

子さん、第一法律事務所でこの方面の事務局的な位置にいた中島さんも来ていた。今は全国

で唯一の社共路線で革新知事を取った福岡県という表現が、この人達の間で使われている

が、県政の実態はこういう表現では適当でないことがあまりにも多い。社会党県議など、共

産党県議とソリが合わないこと甚だしい。県評もだんだん反共色を強めていて、県民の会は

今や開店休業、年賀状を出すのが精一ぱいで、「グリーン 21」も最近は出せないらしい。古
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賀先生のバックには社共を織りまぜた状況はほとんどなくなりつつある。 
 
11 月 30 日（月） 
年をとってから、故郷を捨てて生きがいが作れるか 
古賀武夫先生が東京に移住される。徳永喜久子さん、それに最近は白井いくさんも東京に移

住された。子息の職場が東京にあるので、年をとるとその方がいいということである。福原

君が感想としていうには、それでは人間が死んでしまう、東京という檻に入れられたような

もので、永年住んだ故郷を捨てることになる、できればそうさせずに、不自由かも知れない

が、故郷を捨てずに生涯をすごすようにしたいものだと。私もそれに同感である。去る人を

押してとどめることはできないが、何とかならないものだろうか。人は単に生きているので

はなくて、人と人とのつながりの中で、故郷の山や川、地域のあれこれの施設や場の中で暮

らしてきたのであって、今から特に活躍のない老人が住み馴れた所から移住するのは、とく

に東京のような大都会に移るのは、土地関係も人間関係も、これまでのを捨ててしまうし、

新しく作りうるのは困難というほかない。死ぬまでここで、という気持をもつのが順当だと

思うのだが････ 
 
12 月要記 
このところ、明るいニュースがつづいている。「はかた地どり」の開発成功、筑後市農協梨

部会の天皇杯受賞、それに八幡東田地域へのスペースワールドの建設である。新日鉄内部で

も八幡にこの計画をもってくるか否かが大問題になったらしいが、東田なら製鉄の発祥の

地でもあるし、土地代が新規にいらないということで、鉄冷えで苦悩している東田への立地

が決ったという。アメリカのスペースキャンプ財団との特別契約で一〇〇億ほどの建設費

を投じ、二年後には宇宙旅行実験などができる青年向けレジャー施設が完成する。年間一〇

〇万人の来客を予定しているという。実験には三泊ほどの時間がかかるので、宿泊施設も予

定されている。これで北九州市にも二十一世紀に向けての一つの夢が芽ばえたわけだ。とび

うめ国体に間にあうので、国体も一段と活況を帯びるだろう。七日には上京してサントリー

社の宮田工業団地進出について、敬意を表することになるが、これが実現すれば、又一つ明

るいニュースが追加される。サントリーのイメージもまたいいからである。熊本県立地のう

わさもあるから是非かちとりたい。 
 
12 月 1 日（火） 
RKB の作戦に乗らない方がよい 
十一時からの日程に入れられていた RKB の取材が昨日の三役会の話題の中で取り消しに

なった。県庁跡地について知事意見をということではあるが、県議会で論議の対象になるに

きまっているこの問題を RKB という一社だけを相手にというわけにはいかない。それに
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RKB の三好は取材したもののうち、自分の主張にうまくかみ合うように勝手に部分放映し

たり、都合の悪い部分については自己見解をおし売りするように解説付きで、あたかもニュ

ースであるかのように見せかけて放映する癖があるから拒否するのが順当である。予定日

程に組み込んだ広報室、秘書室は、取り消しに苦慮するだろうが、それを予見するだけの見

識をもっていてほしかった。RKB は福岡市のアジア博の用地に建設されるビルに放送塔を

建設する案で、これに他社も誘い込みたいが、NHK が県庁跡地をねらって RKB の仲間入

りを渋っている。この NHK を跡地に行かせないために、跡地緑地化を主張している。 
 
12 月 2 日（水） 
東南アジア諸国の技術研修生の新春こんだん 
十二月は県議会や政府陳情など多忙だのに、各方面から「新年用」と称しての取材に応じな

ければならぬ特別の季節である。今日は日本庭園で東南アジア技術研修生五人を相手に新

春放送用の録画があった。私は羽織袴姿で対応した。フィリッピンと中国は正月は年間で重

要行事というが、マレーシア、ネパールではむしろ宗教上の日程が大事で正月はとくに行事

をしないようだ。ただ、中国は旧正月をするので、毎年月日が違うという。フィリッピンか

らの研修生は年中三〇度ほどの暖地なので、今日の民族衣装でという要請により半袖で出

席していたが、今日のこの寒さで、身にしみたであろう。日本庭園をどう思うかときいたら、

その人工美に感心しているみたいだ。自然美を圧縮し理想に応じた形に作りあげた日本庭

園であるが、世界の他の国にはないので、彼らには珍しいようだった。福岡について少しで

もよい印象をもって帰国してほしい。三月までの研修という。 
 
12 月 3 日（木） 
衰えてくる 
夜医学部の同窓会館で自治体問題研究所の十周年記念パーティがあって出席したが、その

時、知事の顔色がよくないという人があった。数日前も秘書室でそういう話が出て、知事の

健康管理をもっと注意すべきだということになったときく。生活にとくに無理があるよう

には思えないし、自覚症状もないので、心配はしていないが、昨夜も十分眠れず、毎日のよ

うに、日中はねむいことの連続である点が気になるといえば、それが問題だろう。何か心配

ごとがあって眠れないのではなく、四時頃トイレに起きてそのあとの眠りがきまってよく

ない。確かに老化現象であろうかと思う。話は別だが、あるとき、全く誰にもわからず、自

分も知らずに、事絶えているというようなことがなきにしもあらずと、ひょっと、思うこと

がある。恐怖など全くなしにである。そういうことがあっても別におかしくないのではない

かと思うのである。妙な心境ではある。意識が遠く、ぼんやり霞んで、何もなく消え去って

しまうかも知れないということだ。 
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12 月 4 日（金） 
県政推進協の諸氏との懇談で思う 
県政推進対策会議の諸氏と庁議室で中食しながらの懇談。社会党、県評、地公労の諸代表が

メンバーであった。竹村氏からは知事室強化の要請があった。坂本県評議長からは中小企業

振興策について、そして両教組からは教育委員会がする学校現場の管理強化、教師の低賃金

を何とかならぬかのアピールがあった。委員選任権のある知事がもっといい委員を選べと

いうことも。私の方から県民教育運動を起こしてはと水を向けると、福教組の梶村委員長か

らは教員組合は地域でも孤立しているので、改善は知事の手でとの反論があった。あとで感

じたのだが、この発言はなまけ者のいい分でしかないということだ。教師が地域で孤立して

いてどうして教育がよくなるか、教員組合が強くなるかということだ。非組合員、教頭、校

長、さらには教育委員ですら、味方に引き入れるような運動をするのでなくてはとても展望

は開けないだろう。この時期に、まだコチコチの頭をもっている。ゼニを出して知事選をし

たのだから少しぐらいかえって来てもいいだろうと梶村はいうが、反省不足だ。 
 
12 月 5 日（土） 
失業の脅威にさらされている若者たち 
県評青年部、社青同の人達三五人ほどと庁議室で中食しながら懇談した。朝食会（小倉ステ

ーションホテルでの北九労組役員）と対照的に、社青同の人達は一様に失業の恐怖について

県に注文をつけてきた。元国鉄職員で今は清算事業団にやられているとか、大牟田三井系で

は事務系でも「窓際族」になっていくとか、二十回とはいわぬ肩たたきをうけたとか、深刻

な雇用問題が県下いたるところで展開されている。教育現場では校長教頭の管理主義いっ

てんばりの対応で現場は荒廃している、管理的立場の教師は足りても現場指導で汗を流す

教師の定員は足りないとか、ここもまた深刻である。知事は首切り問題について経営側に注

文をつけてほしいとの声も出た。企業誘致の要望も出たが、まだいい方。高校の卒業生の半

分しか職が見つからないとすれば当然である。若者がこうした状況で絶望感をもっている

ことはおそろしい。それにしても教育現場では労使とも焼いても煮ても食えぬ状況になっ

ている模様。 
 
12 月 6 日（日） 
丈が伸びた沙理 
直美が前からフグをごちそうしてくれといっていたので、明日サントリーの佐治社長に会

うため上京する機会をとらえ、今夕の約束で午後上京した。啓二夫婦も声をかけたら出てく

るということで、ダイヤモンドホテル内の有楽園で、四人、フグ料理を食べた。一彦も電話

連絡したが、東京まで出向くのはおっくうとのことであった。八月以来の沙理との出会いで

あるが、丈が伸びてる。身長はかなりのものらしい。赤い服を着せてもらっているのできい
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たらフィンランドの祖母が縫うてくれたのだという。ぴったり合っていて恰好もよかった。

ひとみしりをするかと思ったが、案に相違した。片言を盛んにいうが、日本語とフィンラン

ド語のチャンポンの片言だそうだ。ライヤも通訳できんといっていた。ダイヤモンドホテル

は半蔵門駅の出口にあたるので、啓二も直美も交通至便であった。東京でフグ料理ができる

店も多くないはずだのに、好都合にこの場所がとれたものだ。今年の正月には暮の二十六日

頃には彼ら帰福の積りといっていた。 
 
12 月 7 日（月） 
サントリー工場の誘致について 
昨朝は東京雪で今朝もまだ雪が残っていたが、東京は快晴となった。サントリー社に佐治社

長を訪ね、ビール工場の福岡県への誘致を話題にした。同社に進出してもらうと、県では門

司のサッポロ、竹下のアサヒ、甘木のキリンと並んで四大メーカーが全部揃うことになる。

熊本県が菊池に誘致するため、強く対立運動をやっている。県では宮田工業団地を第一候補

にあげているが、地価と水価格が問題といわれている。サントリーは十万坪を欲しているが、

向うと地価だけでも坪二万円の差があり、これを補塡するには二〇億円も必要となる。水の

場合貝島炭鉱社宅に供給されていた水源を利用して導入するというが、この面でも年間一

億円ばかりの補助金を必要とするだろうといわれる。サントリーはイメージをよくするの

にいい企業だが、そうまでしなければならないのかとの声がおこるかも知れない。それだけ

の価値はある。長期的視点に立てという声も強い。さてどう考えればいいのだろうか。 
 
12 月 8 日（火） 
身障者共同作業所問題について 
あれやこれや補助金をくれとの陳情がたえない。今日は子ども劇場と身障者共同作業所の

二つ。障害者は養護学校卒業後通常の就職ができず、家庭でも扱いかねることが多く、市町

村でこの十年ほどの間に続々共同作業所が設立されているようだ。こうした動きに対して

行政の対応は一歩も二歩も立ちおくれているようだ。作業所は、施設、指導者、報酬その他

の経費にねをあげている。製作したものも商品として売れるとは限らない。障害者は近年ど

んどんふえているし、養護学校卒業後症状が悪化するケースも多いという。こうした問題点

を実際に把握して対策を講ずる責任はまず市町村にあると私は思う。でも、そうした対応を

急ぐよう市町村に促すのも知事の責任ではないかとの見解もありうる。今後まだまだ問題

は深刻化するに違いない。どう取組むか、まず実態を、全像を早く知りたいものだ。 
 
12 月 9 日（水） 
米ソの INF 全廃条約調印 
昨日の午後（日本時間今日未明）ホワイトハウスでレーガン大統領とゴルバチョフ書記長が



奥田八二日記（1987 年） 
 

316 
 

中距離ミサイル廃棄条約に調印したことが、夕刊に大きく報道された。六年間に及ぶ交渉の

結実とのこと。アメリカのパーシング 2、ソ連の SS20 など、一年半から三年以内に全廃さ

れることになる。その数両国で二六一一基に及ぶ（アメリカ側八五九基、ソ連側一七五二基）。

もちろんこれで核が全廃になるのではないが、廃止の話は今後ともつづけられるだろうと

いう。歴史的というほかないが、反面、通常兵器や化学兵器が強化されるだろうとの推測も

おこなわれている。又、そうなることによって、日本では逆にアメリカの軍事要求が強まる

ほか、軍拡への道につながるだろうとの観測もある。よろこびがある一方で心配もつのるこ

とになる。日本政府当局も軍事費を抑制することにはならないといっているようだ。今日の

県議会代表質問の中で社会党の鳥越氏は、県の平和事業の推進について知事の積極姿勢を

正す一幕があった。平和を求める努力はますます必要になろう。 
 
12 月 10 日（木） 
日記を買い求める 
帰途天神の書店に立寄って、この日記の来年度分を買った。何とはなく、その日、思いつく

まま、とにもかくにもページを埋めてしまうために書いているのがこの日記である。書くこ

とがとり立ててあるわけでもないのに、ページを埋めるために書いている。昨年もそうした

が、来年もそうしようと思っている。書く時間がたっぷりあるわけではない、考えるひまも

ない、そそくさとページを埋めてそれで満足する。一たいこれは何だろう。自分でも納得で

きる説明はえられない。でも時々ポッと開いて読み返すことがある。この日、こんなことを

考えていたんだナと、その日の我を思いおこすことができる、それだけのこと。もっとゆっ

くり楽しみながら文を綴ってみたいと思うことが何回あるかわからない。でも、そんな時間

があったら書かないかも知れない。やっぱり「ともかくも書く」ということをつづけよう。

でも元気でなければ書けないことも事実。書けるだけ元気であることをよろこびとせねば

なるまい。 
 
12 月 11 日（金） 
岩崎氏の慰労の会 
大屋徳本の二人の企画で、岩崎隆次郎を慰労する会が徳本宅（長住七丁目）で開かれ参加し

た。六時から八時半までお邪魔した。岩元和秋氏も出席したが、病気あがり、げっそりやせ

てみえた。西南大も来年は定年だから、あと鹿児島に帰るといっていた。この四月の知事選

の時は療養中だった。内田一郎氏も今日の会によく参加して下さった。安東、大屋両夫人が

台所の手伝いに来てくれていた。岩崎がやめたあとの県評は全民労連の動きとからんでど

うなるのかみんな心配していた。社共の関係も、したがって県民の会も、これからどうなる

か、あやしくなりつつある。今日の参加者の共通の心配事はこうした点であった。米ソの

INF 全廃協定のあとにくるのは、米の軍事負担の日本分が日本にまわってきて、（レーガノ
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ミックスが破綻し）、日本の右傾化が進むであろうから、連合時代の運動のゆくえが、やっ

ぱり心配になってくるわけだ。 
 
12 月 12 日（土） 
障害者問題に思う 
市民会館で第六回「広がる希望のつどい」が開かれ、主催者としてあいさつした。三人の代

表が表彰されその体験談が披露された。障害者はもちろん、その家族も大変である。完全参

加と平等とはいえても、実際は決してかんたんではない。本人も家族も頭のさがるような思

いで頑張っている。生きるだけで意味があるのであって名をなすというようなことではな

い。生きるだけで普通のひとがやっている「参加と平等」の達成なのである。帰りに、この

夏北欧に行った時のことを思い出した。北欧では、ボランティアという形でなく、ホームヘ

ルパーという形で、社会全体が、「負の社会有」という状況に努力している。しかも、家族、

自治体、国という方向で責任を負おうとしている。日本の場合は、家族、ボランティアとい

う範囲で解決しようとし、なかなか及ばない。ボランティアはいうべくして大変である。障

害者問題を地域も自治体もわが責任として受けとめるようになってほしいものだ。 
 
12 月 13 日（日） 
野草幽花各自香 野草幽花皆知己 
野草幽花各自香というのと野草幽花皆知己というのが出てきた。どちらの句もとりつきや

すく好きになれる句だが、さてどう解するのが正しいだろうか。知事になった年の夏に遠矢

政己（今は没）の葦の絵を直筆で書いてもらった扇子の裏に、私も自筆で両句のうち前者を

書いた。そんなのを一〇〇〇本ほど作って中元代わりに配布したのだが、今日後者を発見し

てハテと首をひねる次第である。皆知己というのは各自が己を知る、ということだろう。他

をおしのけて大きくなろうとはしないで、分をわきまえ小さければ小さいなりに、精一ぱい

生きようとしているが決して他を犠牲にしてまでのさばり出ようとはしていない。自分の

領分、程をわきまえている。それが秩序というものだという意味だろうか。それは各自香と

も通ずるような気がする。いいえて妙である。 
 
12 月 14 日（月） 
労戦の全的統一と県評、地域運動 
県評の松田事務局長が訪ねてきて庁議室で中食を共にしながら労戦の全的統一と今後の県

評地区労のあり方について説明をうけた。一九九〇年には官公労も全的統一に参加し、総評、

地区労、県評もそれなりに対応する必要が生じ、この流れはさからえないと松田はいう。た

だ、選挙（資金）についてはなり行きにまかせるわけにはいかないから何としてでも従来の

主体性を保つという腹のようである。独自性を貫徹しつつ政治資金をいかに確保するかが
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ポイントのようだった。それから、メーデーの統一についても話題に出た。年明けしばらく

すると早速この問題に取組むことになるとのこと。私としても県評が柔軟に対応してくれ

ること、メーデーの統一など望ましいことで、華やかにのんびりとやったらどうかといって

おいた。春闘についても足並みが揃うのがいいと思っている。政治闘争については弾力性を

保ちながらも独自性を貫くことが必要だと思う。地域運動でのイニシアティブが大事なこ

とだ。 
 
12 月 15 日（火） 
元気がないといわれる 
県議会での答弁の声が小さいとの周囲の批判。自分で作為はないのだが、どこか悪いのかと

ひとがいう程に元気がないのだろうか。組合費の給与からの控除について議会内の抵抗が

あるため、心配のためではないかという人もある。これも当ってはいない。中食後の答弁で

は意識して少し大きな声を出してみた。助教授になり立ての頃第二分校で学生が後方から

「聞えません」と大声でいったのを思い出す。それほどに成りゆきまかせに話していると、

私の声はききとれないこともあるらしい。それにしても、近頃は何故か元気がないことを自

認せざるをえない。体力の衰えというのが一番当っているのではないだろうか。からだ全体

に張りつめたような勢いがもう一つないのが事実だ。依然としてねむれないし、運動不足で

足許がおぼつかない感じだ。トータルではどうもないが、点検するようにしてみると、悪い

ところが少くない。メガネも近頃は合ってないようだし、両上臼歯もガタガタだ。たくあん

が食いにくいほど。 
【欄外記入】 
指の関節がとくに痛むのは右の小指、薬指、左の中指、この三本である 
 
12 月 16 日（水） 
国立博物館誘致のため県選出の国会議員に起ち上がってもらおうということなのだが･･･ 
来年度政府予算対策本部設置のため上京したが、そのついでに、太田代議士、劒木氏、そし

て西日本新聞東京支社長を訪ねたのだが、共通して国立博物館の誘致に関してであった。太

田氏は劒木氏のような派閥の心配のない人にやってもらったらどうかといい、劒木氏は自

分のような浪人よりは西日本新聞のような立場の人がいいという。そして西日本新聞東京

支社は明後日、そのつもりでニューオータニで朝食会を開く予定という。県選出の自民党の

国会議員それに永倉、劒木氏らが寄る予定のようだ。国会議員何人くるか、そのほかどうい

う人達が集るのかあとで探ってもらうこととした。要するに、「政治力」の結集が必要なと

ころまできているのだが、強力な指導性を発揮する国会議員がいないので、まずは自民党の

若干名が集まるようにというのが、明後日の西日本新聞が主宰する朝食会であるようだ。単

純に県選出の国会議員に起ち上ってもらおうといっても、それがなかなかむずかしいよう
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だ。 
 

12 月 17 日（木） 
歳末助け合い募金寄付金 
岡垣町の第一・中央両幼稚園児が一円玉募金をするというので何十人が来ただろう揃って

庁議室にやって来た。毎年の行事になっている。何万円になるだろうか、十五袋ほどある。

一袋一袋がかなり重い。この募金はフクニチ新聞社の事業部に寄進され、そこから助け合い

の趣旨に沿うように配分される。子供たちが競って一円玉を自宅からもって来ては貯える

姿が手にとれるようだ。全く塵も積れば山となるのたとえどおりである。今日はブリジ
ママ

スト

ンの石橋氏から五〇〇万円の寄贈があり二一の施設に贈られた。一施設二〇万円余であり

施設内で共同で役立つものの購入にあてられ、これが十数年つづいている。少しでもいいか

らこうした寄付があれば有難い。身障者施設、共同作業所などに贈られる。県が仲介役にな

っていることに意義があるのだと思う。この二つの寄付金は全く違う性格のものだが年末

にそれが重なってくるところが面白い。 
 
12 月 18 日（金） 
「県民総立ち」といってもよくわかっていない 
年頭向けの新聞、テレビの取材、知事挨拶の原稿点検など、同じようなのが次から次へと持

ち込まれ、その対応に分刻みともいえる状況である。年頭の職員向け知事あいさつの中で、

「県民総立ち」というのがあって、それが秘書室、広報室の者をまじえた中で話題になった。

「よく意味をつかんでない」ということである。しかもそれが二方面にあてはめられる。一

つは、中心部の職員はともかく、周辺部にいくと、何のことかわからんという人もおれば、

さっぱり無関心の人もいるということ。もう一つは原稿を起草する中心部の人でさえ、よく

わからずに「ぼーっと」解釈し用語はかっこうよく使うがやはりよくこなれてないというこ

とである。例えば県民総立ちで国体を盛り上げるという言葉を使っても、聞いている人もわ

からんのが多いし、聞き流す人も少くないであろう。又起草した中心部の職員にしてからが、

例えばどういうことをする場合かといわれてみると、自分ではよく考えたことがないので

わからんというたぐいである。ことほど左様に、知事のいうことの消化はむずかしいという

のである。 
 
12 月 19 日（土） 
県下農業の明と暗 ナシとミカン 
福岡の農協会館ではみかん生産者の危機突破大会、筑後市では、ナシの天皇杯受賞祝賀会が

開かれ、対照的な二つの会に出席することになった。温州みかんは前年比一七%の過剰生産

で、価格は六〇%に暴落、生産原価もつぐなえない。摘果も積極的に行われたのに過剰生産
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の圧力が著しい。アメリカの自由化圧力で輸入果実が円高を反映して急増しているという。

キロ五〇円での出荷というから農家は食っていけない。県や国への救済予算要求になるに

違いない。筑後市のナシは今年の農林水産祭で受賞となり昨年の朝倉町の万能ネギにつづ

いて二年連続という快挙となったわけである。天皇杯をとったというだけで、このナシは今

年どんどん売れたそうだ。背後では何年にもわたる生産者団結、学習の苦労があったといわ

れる。ハウス施設栽培と無袋栽培、糖分が多く酸味が少いのでうまいとの評。「二十世紀」

の時代はすぎたようだ。筑後ナシは豊水という名称が主流。 
 
12 月 20 日（日） 
誰しも同じく老後について考えている 
知事選をはさんでずっとごむさたをしていたので、今日は近所の奥さん達に集ってもらっ

てよもやまばなしの懇談ということで時間をとった。家族が散り散りになるこの頃であり、

高齢化が進む中でみんなどう考え、何を望んでいるか、身近かの人から意見をきくのもいい

と思って、私の方からその方面の話題を出した。親子、夫婦ばらばらの世相は誰しも同様に

考えていることがわかった。明日の運命さえ定かならぬ。十年後といえばなおさらだ。高齢

化は進むばかり。親子がいつまでも一しょに住むわけでない。それは不可能だし、親の方も

子の方も同じ釜のメシを食いたくないわけだ。しかも高齢化の中で、なかなか死ねないよう

に医療が準備される。医療費はかさむが親族の介護は期待できない。誰しも養老院のような

ものの完備を願い、長期入院できればそれにこしたことはないという。子どもに面倒みせら

れぬと考えている。 
 
12 月 21 日（月） 
議会の予定が狂ってくる 
前週の金曜日に終ってほしかった議会の知事保留質問は今日に伸び、かつ今日も文教委員

会はとうとう開かれぬまま明日に持ち越してしまった。明日はすべて終ってくれないと政

府陳情の上京にもさしつかえることになる。知事保留質問はぎりぎりまで「落ち」が問題と

され、摺り合わせが問題となるので、そのペーパーが出来るまでの裏面での非公式折衝に時

間がかかる。勢い待機の時間が長くなる。その代わり表面に出ての答弁は型どおりでしゃん

しゃんと終るのである。そこは議論というよりは儀式の場になってしまう。今は忘年会シー

ズン、議員たちの日程には夕方からそうしたことが多いはずである。議会の進捗はそれとは

関係がない。だから必要な議員が不在ということになって進捗はさらに乱れる。われわれか

らみるとどうでもよいと思われることでも、議員にとっては選挙区へのおみやげというこ

ともあろう。それにこだわって知事保留でくいさがってくる人が必ずいる。会派の面子とい

うこともあるらしい。それと付合う執行部もつらいものだ。 
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12 月 22 日（火） 
「幾歳月」も書きつづけなければならない 
十二月議会は史上まれに期限どおり終結した。もめなくていい問題にからんで議事を混乱

させ、その原因を執行部になすりつける発言を、多数野党が知事に強要し、これに応じて議

事が前に進むという形式が今回もとられ、常套手段ながら、これを混えて今回は「まれに」

期限内で終了した。終ってすぐ上京である。今回の政府予算陳情には前後七日間をかけるこ

とになっている。連続の六泊ということだから、カバンの中には日記や本を六冊もつめこん

できた。夜はできるだけ自分の時間をもつことにして、これまで書けなかった「幾歳月」と

「句記」を少しでも書き進めえたらという願いである。「幾歳月」を開いてみると、六一年

の二月一九日以来書いていない。二年近くも書いてないわけだ。時間があれば「高野切」の

臨書の筆を執ったということになろうが、これからは、つとめて「幾年月」の方にも力を入

れなければならないと思う。明日から気分を入れかえることとしたい。 
 
12 月 23 日（水） 
整備新幹線の着工には「政治決断あるのみ」と地元は叫ぶ 
今日の行動は朝食会をふくめて九州新幹線早期着工の盛り上げとこれを含む他の三つの整

備新幹線着工総決起大会、そして自民党本部への陳情に塗りつぶされた。午後のプリンスホ

テルにおけるその大会では自民党の運輸関係議員、関係県知事らが整備新幹線の着工とい

う昨年末の自民党と政府の約束を履行すべきだということで、全くの政治集会になった。政

治色の濃い演説がつづいて、私もびっくりさせられた。農協の米価集会顔負けの政治圧力を

思わせた。「政治決断あるのみ」という発言が多かった。つまり新幹線を建設して採算がと

れるのか、在来線は競合上どうなるのか、建設資金をどう調達するのかといった問題は思案

していても仕様がない、国土の均衡ある発展のためには整備新幹線五線の着工あるのみ、公

党の公約を果たさないということは、政治不信を招くばかりといった発言が支配した。自民

党政調会長の渡辺美智雄氏は陳情にこたえて、「考えている」としかいわなかった。 
 
12 月 24 日（木） 
六二年県政十大ニュース 
広報室が発表した県職員の今年の県政十大ニュースによると、 

 

1. 4 月 12 日 県知事に奥田八二氏再選 二〇七点 
2. 9 月 9 日 とびうめ国体正式決定 一六〇〃 
3. 3 月 31 日 県二一世紀へのプラン第一次実施計画発表 一三一点 
3. 4 月 4 日 日中定期航空路開設 一三一〃 
5. 年 間 県民あげて暴力追放に乗出す 八五〃 
6. 8 月 28 日 飯塚に九工大情報工学部キャンパス開校 八三点 
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12 月 25 日（金） 
整備新幹線の着工について 
予算陳情もヤマ場をこえた。整備新幹線着工問題の決着は二十八日までずれ込むだろうと

のことだが、辺地への敷設だけあって地元住民の熱望は大変であり、逆に中央では必要性や

採算について消極論がホツホツと出ている。財源は巨額であるが、多くは誰かが負担すると

思っているらしい。むしろ議論されているのは採算と在来線存続との問題である。新幹線を

作って在来線を廃止という意見もあるが、通勤通学者たちは困るだろう。それはバスでもい

いともいうが、やっていけるかどうか。それに新幹線の採算は依然覚束ない。毎年の赤字累

積で第二の国鉄となるのは必至とさえいわれる。「政治決着しかない」と決起大会では熱弁

をふるう人が多いが、政治というものがソロバンを度外視するものだとわかりながらも、大

蔵省当局あたりは、そうはさせじと抵抗している。東京周辺の交通混雑解消への投資をする

方が優先するとの声は高くはないにしても根強いものがある。政治家たちの選択やいかん。

年末最大の山場である。 
 
12 月 26 日（土） 
新幹線鹿児島ルート着工運動にしぼられた東京滞在 
63 年度政府予算要望活動のため二十二日以来上京滞在しているが、終始新幹線問題だけが

進まず、そのため滞在が延びて二十八日朝までおつき合いの要がある。今日も公式には自民

党会館での三十分ばかりの地元関係者の集りで経過と今後の見とおし行動予定の話が出た

だけで、あとは自分の宿泊部屋で書き物読み物という日程で経過した。整備新幹線鹿児島ル

ートについては賛成か否かと記者は私に聞くが、九州は一つとのスローガンを掲げている

限り、賛否というよりは、共同の地元知事として行動を共にするしかないというより大きな

拘束がかかっている。ややもすれば、博多まできているので、福岡県は冷いとみられ勝ちだ

から逆の見地から拘束が強いのである。利害が直接的な久留米、大牟田の市長、筑後地方の

国会議員ら、それほどに熱ある動きをしていない。地元負担あり、福岡まで特急あり、近い

からそれほど強く新幹線を渇望していないのではないかと思う。長崎ルート関連は動きを

してない。 

7. 10 月 10 日 一年三ヵ月ぶりに県三役勢ぞろい 六五〃 
8. 2 月 5 日 道路網の整備進む 三三〃 
9. 6 月 23 日 国立博物館の誘致本格化 二四〃 
9. 11 月 26 日 地方自治法施行四〇周年を迎える 二四〃 
11. 4 月 4 日 その他、玄界高校、高等養護学校、嘉穂看護学校開設 二二点 
12. 10 月 30 日 筑後ナシ天皇賞受賞 二二点 
13. 10 月 5 日 県政モニター制スタート 二一点 
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12 月 27 日（日） 
向坂ゆき夫人を訪う 
朝食後川口武彦氏と連絡し、四時に鷺の宮の向坂邸を訪問することになった。もう八十三歳

という奥さんは今はひとり暮しときいていたので、もしや病気とか、訪問者敬遠ということ

ではいけないと思って川口氏にきいたのだが、快諾とのことであった。顔の小じわすら見え

ない程の若々しさだし、足許もたどたどしくない。びっくりするやら安心やらであった。同

じ邸内に親戚の嶺夫妻（元東大英文教授）と和気夫妻が住んであるので万一の心配はないと

のことであるが、お手伝いさんもおかず、寝食身のまわり一切を自分でされるという。ホー

ムヘルパーもありうるし、用心の上にも用心をといっておいたが、今は自分で何でもするこ

とが、健康にいいのだとのことであった。川口氏の話によると読書が好きだし、先生の残さ

れた来信の整理に力を注いでおられるという。おびただしいハガキ、手紙類を整理されると

は、これ又恐れ入ったことである。執念ともいえるであろう。退屈というものもなく、用心

されれば元気な毎日がつづくようだ。めでたいことである。 
 
12 月 28 日（月） 
政治的に一応の幕引きとなる 
六三年度政府予算原案のゆくえを見守るため昨夜は深夜まで東京に残っていた。新幹線鹿

児島ルート着工の見定めをえようとしたのだが、決まらぬままに年を越すことになった。で

も福岡の知事が最後まで残って見守っていてくれたというので、熊本、鹿児島の関係者には

いい印象を与えたというのである。今朝は早々に帰福して、記者会見や庁議など「御用納め」

的しめくくりをすると共に、年末挨拶まわりに市内各方面をまわった。そして、「千太」で

打上げ会をしている秘書室の諸君にも一寸顔出しし、「弥生」で納めの会をしている社会党

一区内県議の場にも顔を出した。どれをみてもすべて政治的な行事ばかりだが、まずは、い

い意味に取っておくべきであろう。秘書室は例年やってなかったが、今年はやろうというこ

とになったという。忘年会というのが、どの程度重なり合うのか知らないが、この時点、も

う終りかかっているらしい。「御用納め」が終るまでに、だいたいのサラリーマンは各グル

ープ忘年会を終ってしまうらしい。 
 
12 月 29 日（火） 
刀出に帰る 
予算のことで長期上京する以前から、およそ計画できたので、姫路と連絡しつつ、二泊三日

で刀出に行くことになった。年末あいさつをすませ、新幹線で姫路に着いたのは午後六時す

ぎだった。今日明日は刀出に泊る。いつもそうだが晴久のうちに泊ることになる。随行秘書

は車中のみということで、今日も姫路駅で、九一と毅が出迎えてくれ、秘書内田氏は次の列

車で帰博した。毅は私が来姫するというので、東京からこの時刻に会いにやって来て、二日
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間つき合うという。サシミやスシを取ってくれていて晴久の家でごちそうをつつきながら

歓談した。雅明も和代夫妻も来た。近親者の勢揃いみたいだ。九一とこの真知はこの春結婚

し姫路に住み、日赤病院の検査室に勤務しているのだが、今は妊娠し、つわりがひどく来れ

ないという。KBC が作った「この一年・知事再選」のビデオをもって来ていたので、これ

を映して披露。つづいて晴久が録画していた春の統一知事選関係の画を見せてもらった。苦

労もあろうが、こういうのを録画しておくのもいいなと思った。 
 
12 月 30 日（水） 
小学校の時の同窓生 
朝のうち九一宅で餅つきをし午後は田辺と本家に、次いで打越に挨拶に行った。待っている

との連絡なので三時半頃九一の案内で行ってみると、前田元義氏も来ていて、勘十さんの五

人の男の子たちが歓迎してくれた。これにはびっくり、持って行っていたビデオも映像して

二期目の私の感想などまじえて歓談した。打越でも吉田君らが待っているというので行っ

てみると、前田重男先生、吉田繁太郎、黒川庸、富永（大坪）好春、岩田あや子、為則（梅

宮）初子の六人が待ちかまえていた。この二十六日に東京事務所に江原健三氏が訪ねてきて

くれたことを皆さんに披露した。小学校の時のクラスの者ばかりなので、話は六〇年近くも

前のことに及んでにぎわった。戦死した者も、病死した者もあるが、まだ半分は生きていよ

う。黒川がいい出して、四月には姫路で同窓会をしようじゃないかということになった。だ

んだん過ぎし日の友がなつかしくなってくる。初子さんは二年生の時に私と机を共にした

人。山本功氏はよく会うのにものもいわず知らん顔をしているといっていた。 
【欄外記入】 
昔の曽左小は今中学になっている 
 
12 月 31 日（木） 
勢揃いの年末 
年末一彦、啓二、直美が全部帰省してきて、うちは大賑わいである。四人、三人、一人と計

八人がふえたわけだ。刀出から三時すぎ帰宅し、夕方外出していた直美、久美、麗衣の三人

が帰宅した。クミ、レイの二人は丈がすごく伸びていて見ちがえるばかりである。久美は表

情が直美に似てきた。麗衣はやはり一彦に似ていると思う。サリは盛んにカタコトを使う。

何をいっているのかわからないが、時にバナナとかミカンとかわかることをいう。三人の孫、

三人の子が揃うのはめったにないことだろう。昨年は知事選があって、とてもその段ではな

かった。反面みんな遠慮したようだ。食べる準備も大変だろうが、食卓は順次交替して使う

ほかない。寝るところがもう一つ不十分である。啓二らが座敷を使い、一彦らは二階を使う。

何とかして寝るところは確保できるが、みんな揃って話し合うような所がない。しかし、ホ

テルなど使ってスペースはとったとしても、平素自分の周囲のものへの執着があるので、私
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はそうはしたくない。狭くてもそれでがまんしよう。 
 
年末所感 
「この一年」ということでKBCが県政上の一番大きな事件のトップに奥田知事再選をあげ、

放映したものがあり、そのビデオを見せてもらった。保守側が四年間休みなく奥田攻撃を仕

掛け、デッチ上げもいとわなかったようだが、選挙を通じてそれらがすべて奏功しなかった

ことが実証されたのである。勝ってよかったものの、もし負けていたら証明できなかったこ

ともある。県職員にかかわる汚職事件の中には政治目的をもって「やらせ」たものもあるよ

うに思える。それが選挙に勝って、先方が一先ず攻撃の矛をおさめたとなると「汚職」もし

ばらく聞かなくなる、。（ほんとうに、もっともっと長い間汚職の声をきかないことを祈る）。

あとは自信をもってあれこれの政策に力を注げばいいし、いろんなことができる。他県にお

こらぬことが前年度は多すぎたが、再選のあった今年度は、「なぜか」そうした風聞が絶え

ている。これは不思議だが事実だ。また今後もそうあってほしい。来年度の政府予算案にも

期待がもてるし、県レベルでも施策があれこれ進めえられそうだ。県庁舎跡地の利用計画立

案、これは当面の大きな課題だ。再選後のこの八ヵ月、これまでにない前向きのプランが出

てきたように思う。あとは「挑戦と実行」あるのみである。 
 
補 遺 
三月五日 
午後三時頃から八時まで五時間の大牟田行動であった。大地評を起点に社共が選挙につき

まわりはじめている。県議候補の下川（共）と県職 OB の浦川（社）が、私を市内あちこち

を引きまわしてくれた。県民の会の「はげます会」は元の不知火小学校跡（三池労組の前）

に昨年七月完成した文化会館で開かれ満員の盛況で、不況に落込んだと思えぬ熱気が感じ

られ、一昨日の吉井での浮羽地区県民の会集会同様、私にとって文字どおり「はげます会」

になっていた。地区労を中心にまだまだ熱気は十分にあると感じられた。炭鉱、化学などの

大牟田特有の産業労働者はどうしているだろうかと気がかりになる。近頃一ヵ月余選挙の

ことで県内東奔西走の毎日である。公務が入っていて少しは楽ともいえるが分争いの行動

がつづいている。夜は帰宅が九時から十時になるケースがしばしば。それに明朝までにとい

うような色紙揮毫の注文がくると、寝るのが十二時になってしまうことがある。睡眠不足に

なってしまうといってみゆきが色紙受注をひどく嫌い、森山や政治秘書たる石川の二人に

やかましく固辞の意を伝えていた。しかし、頼む方にも引受ける方にも仕様がないという空

気があってのことだから、私はできるだけ揮毫してあげようとの態度をとっている。もらう

方はすべて違うだろうが、書く方はタネがなくて同じようなことをくりかえし書いてしま

う。 
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三月六日 
中曽根は山崎拓、田中健蔵と堅い握手をして統一地方選で全国唯一福岡の知事だけを目標

にして総力をあげて攻略すると豪語したのだが私の方は、それだけ武者ぶるいするほどの

ファイトが湧くし、名誉も感じている。姫路から手伝いに来ている雅明も向うでは専らその

評判が立っているといっていた。その中曽根に、今、売上税の逆風が吹いて、国会で、ああ

こう弁解しているが、野党の追及もはげしく、彼自身逃げ場さえ失ったかの観がある昨今で

ある。山崎もその子分の篠田栄太郎も、候補の田中健蔵も売上税への大衆的反撥におろおろ

しているようにみえる。この雰囲気をどうわが方に有利に展開していくかである。 
 
四月十九日 
田中派の選挙資金が一〇億円をこえていることは常識である。ある人は五〇億といい、他の

人は中央からの援助を入れると一〇〇億円ぐらいは使っているといわれると主張する。大

きな開きのある推測だが、誰も定かなことは知らない。湯水のようにカネを使ったことだけ

はたしかだ。そのカネは九電・永倉ルートからと中央からとに分かれるだろうが、前者が基

本であることは間違いない。昨日石狩山荘での雑談の中で、田中は退職金は投げ出したろう

という人がいたが、そんなのは投げ出しても知れている。永倉がまわしているに違いない。

田中は九大学長時代に永倉ルートのカネをかなりふんだんに利用しながら権力行使をやっ

ていたようだ。 
 
四月二十三日 
夜テレビを見ていて現時点、混乱していた国会はようやく与野党の合意ができたため前に

進むことになった。原議長が「売上税法案」の議長預りを双方にのませることができ、予算

案は通すが売上税は事実上阻止という線が出たわけだ。野党の結束堅く、自民の三〇四議席

の「おごり」がようやく粉砕された形になった訳だ。それでもテレビに映る中曽根は負けた

とはいわないし、税制改革は国家のためやらねばならぬとポーカーフェースで答えている。

直ちに訪米日程がはいっているようだが、訪米で何の約束をしてくるのだろうか。もはや国

内では「死に体」になっており、誰が彼の約束の権威を感ずるだろうか。最も政治を知らぬ

政治家になってしまった中曽根である。害ばかり残し、今様ファシズムの見本を残した中曽

根であった。 
 
五月十三日 
東京に行ってあいさつする対象に NTT の真藤社長があった。昭和九年九大卒というから私

より十年先輩である。話しているうちに播磨造船にいたという話が出て那波の社宅にいた

話もとび出した。千尋、佐方も、そして「佐方の奥田さんか」とも彼はいった。話はしてみ

るもんだと思った。一ぺんに彼との距離が縮まったわけだ。今県は天神の教育会館の処分を
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する直前にきている。代替の会館が落成すれば、入居者（教員組合）は引越し、今のを取壊

して更地にする。この地は NTT が一番欲しがるだろう。真藤氏は、熊本支社長河井氏に県

のご要望に応ずるよういっておくからと私にいっていた。代替地を要求するか、売却するか、

価格はいくらにするかという諸条件のことだ。 
 
七月二十七日 
田中健蔵氏のことばかり書くようで悪いが、新潟に来ても、仲間うちでその話が酒の席で出

た。彼が福岡の県庁に遠くないところに事務所を構えたのは五月に入ってからだったろう

か。参議員を狙っているとの噂もしきりだが、私の推測では参議院に打って出る隙は今のと

ころない。むしろ選挙の後始末のため、死に体を見せず生きた風をしなければならないので

事務所を構えたにすぎないのではないか。誰かの話では二億円の負債が残っているとのこ

と。それを返済するためのカネ集めの事務所と推測できる。又は生きた風をしばらくでもし

なければ形がつかないわけだ。負けの選挙になったら、みんな逃げ散らかし、跡始末が大変

なのである。田中氏も勝っていれば負債が残ろうとも何とか消し去る方便はあるだろうに、

負けたらその方便が極限されてしまうだろう。永倉や山崎が担ぎ出した責任もあるのだか

ら、かなり後始末には努力していようが、彼らも方便が極限されているに違いない。県会議

員も一人一億円の選挙費用を使うといわれる今日、勝っても負けても、その後始末は大変だ

ろうと思う。政治の現実だと割切ってしまえばそれまでなのだが、これが逆に現実の政治と

なってはね返り、行政に、経済に、その流れを濁す要素としてはねかえってくるはずである。

私どもはそうした汚れを知らないのだが、実際の渦中の人は大変だろう。 
 
十一月七日 
先日、三県サミットに行ったあと、オランダ村に案内してもらった。今回も長崎での九州知

事会だ。来てみると長崎もずいぶん都市化が進んでいて、宿の東急ホテルも立派だ。ところ

でオランダ村に行ったとき、ここは東印度会社全盛時代のオランダをできるだけ現実的に

模写しようとしているのだと案内の人がいった。アイディアは誰かときくと社長だという。

企業力のある人だと直観した。よくはやって客は万来である。ディズニーランドが幻想をか

き立てるのと対照的である。後者は子供たちにいいが、オランダ村は子供にはよくないかも

知れない。しかし、一七世紀当初に目標を定め、日蘭関係を少しでも知る人にとっては、懐

しい思いのするリゾートである。 
 
十二月二十六日 
来年度政府予算原案編成に向けての陳情が霞が関に渦巻いている。今回はとりわけ整備新

幹線着工への圧力集団の行動が目立っている。東北（盛岡―青森）、北陸（高崎―米原）、九

州（博多―鹿児島）の三線同時着工への圧力である。大蔵側は待てといい、圧力側待てない
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といい、自民党内も二つに割れて、二十二日の大蔵原案内示以来収拾がつかぬもつれ方であ

る。公党の約束に何でゼニカネをいうのか、というのとゼニカネをいわないと将来禍根を残

すというのと二つのせり合い。「政治的決断以外にない」と大声をあげる方が強くきこえる。

「待て」というには勇気がいる。われわれは圧力側に加わっておそくまで成行きを見守るた

めに在京しているが果していずれをとるべきかについては自信はない。踏み切ったら第二

国鉄になる、これがゼニカネの主張である。それでは地元住民が許さないから踏切れ、これ

が政治の声である。第二の国鉄にしない方法があれば、見とおしが立つならいうことはない。

見とおしが立たないから第二国鉄論を出して「待った」をかける。自民党は宮沢、渡辺美智

雄ら大物が防戦につとめている。三塚、二階堂、小里らが「踏切る」しかないといっている。

今日は推進派は「党を割る用意がある」とさえいい出した。「割れるものなら割ってみろ」

と最後の最後まで政府側に立つ大物がふんばっている。今晩、明日（日曜）まだまだ折衝が

つづけられる。が私も賛否決しかねている。 
 


